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Novell の商標

Client32 は、 米国 Novell, Inc. の商標です。

eDirectory は、 米国 Novell, Inc. の商標です。

NetWare は、 米国 Novell, Inc. の米国な らびに他の国々におけ る登録商標です。

NetWare Core Protocol および NCP は、 米国 Novell, Inc. の商標です。

NMAS は、 米国 Novell, Inc. の商標です。

Novell は、 米国 Novell, Inc. の米国な らびに他の国々における登録商標です。

Novell Client は、 米国 Novell, Inc. の商標です。

Novell Directory Services および NDS は、 米国 Novell, Inc. の米国な らびに他の国々における登録商標です。

Ximiam は、 米国 Novell, Inc. の米国な らびに他の国々における登録商標です。

ZENworks は、 米国 Novell, Inc. の米国な らびに他の国々における登録商標です。

サードパーティの商標

サー ド パーテ ィ 各社 と その製品の商標は、 所有者であ るそれぞれの会社に所属し ます。

この製品には、 OpenSSL プロジェ ク ト が開発し た OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org) で使用する ソ フ ト ウ ェ アが含まれています。
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このガイドについて

このガイ ド では、 Novell® eDirectoryTM 8.8 の管理および設定の方法について説明し ます。
このガイ ド はネ ッ ト ワーク管理者を対象にし、 次のセ ク シ ョ ンから構成されています。 

17 ページの第 1 章 「Novell eDirectory について」

73 ページの第 2 章 「Novell eDirectory ネ ッ ト ワーク の設計」

95 ページの第 3 章 「オブジェ ク ト の管理」

123 ページの第 4 章 「スキーマの管理」

135 ページの第 5 章 「パーテ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」

149 ページの第 6 章 「Novell eDirectory 管理ユーテ ィ リ テ ィ 」

197 ページの第 7 章 「Novell iMonitor 2.1 の使用」

225 ページの第 8 章 「Novell eDirectory ツ リ ーのマージ」

241 ページの第 9 章 「eDirectory のデータ を暗号化する」

265 ページの第 10 章 「Novell eDirectory データベースの修復」

293 ページの第 11 章 「WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージャ」

327 ページの第 12 章 「LDAP Services for Novell eDirectory について」

353 ページの第 13 章 「LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定」

389 ページの第 14 章 「Novell eDirectory のバッ ク ア ッ プ と復元」

457 ページの第 15 章 「Novell eDirectory の SNMP サポー ト 」

513 ページの第 16 章 「Novell eDirectory の メ ンテナン ス」

545 ページの第 17 章 「DHost iConsole Manager」

555 ページの第 18 章 「eDirectory Management Toolbox」

569 ページの付録 A 「NMAS の注意事項」

575 ページの付録 B  「Novell eDirectory の Linux および UNIX 用コマン ド と その使用法」 

581 ページの付録 C 「OpenSLP for eDirectory の設定」 

585 ページの付録 D 「Novell eDirectory が DNS を使用する際の動作について」

587 ページの付録 E 「eDirectory での GSSAPI の設定」 
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補足マニュアル

eDirectory のイ ン ス ト ール手順については、 『Novell eDirectory 8.8 イ ン ス ト ールガイ ド 』 
(http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照し て く ださい。

eDirectory 管理ユーテ ィ リ テ ィ に関するマニュアルついては、 『Novell iManager 2.5 管理
ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/index.html) を参照して く ださい。

マニュアルの更新

このガイ ド の 新版については、 『Novell eDirectory 8.8 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/edir88/index.html) を参照し て く ださい。

マニュアルの表記規則

このマニュ アルでは、 不等号 (>) を使用し て、 操作手順の動作、 およびク ロ ス リ フ ァ レ
ン スパス内の項目を区切 り ます。

「®」、 「TM」 などの商標記号は、 Novell の商標を示し ます。 アス タ リ ス ク (*) はサード
パーテ ィ の商標を示し ます。

パス名に円記号 (\) が使用されるプラ ッ ト フ ォームやス ラ ッ シ ュ (/) が使用されるプ
ラ ッ ト フ ォームがあ り ますが、 パス名は円記号で表記されています。 Linux や UNIX*
など、 ス ラ ッ シ ュ を必要とするプラ ッ ト フ ォームでは、 ソ フ ト ウ ェ アの必要に応じ て
ス ラ ッ シ ュ を使用し て く ださい。
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1 Novell eDirectory について

Novell® eDirectoryTM は、 高い拡張性を持ち、 高性能で、 安全性の高いデ ィ レ ク ト リ サー
ビ スです。 ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ネ ッ ト ワークデバイ ス、 およびデータ など、
多量のオブジェ ク ト を格納および管理でき ます。 Novell eDirectory が提供する安全な識
別情報管理ソ リ ューシ ョ ンは、 複数のプラ ッ ト フ ォーム間で実行され、 イ ン ターネ ッ
ト 規模の高い拡張性を持っています。

また、 識別情報管理、 イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ、 イ ン ターネ ッ ト 上のセキ ュ リ テ ィ 、 お
よび拡張性が 1 つに集約されて、 フ ァ イ アウ ォール越しに実行されるすべてのアプ リ
ケーシ ョ ンで利用でき ます。 Novell eDirectory には、 Web ベースのワ イヤレ スな管理機
能が搭載されてお り 、 Web ブラ ウザおよびさ まざまな携帯用デバイ スから、 デ ィ レ ク
ト リ やユーザ、 ア ク セス権、 およびネ ッ ト ワーク リ ソースにア ク セス し た り 、 それら
を管理し た り する こ と ができ ます。

eDirectory では、 デ ィ レ ク ト リ 標準 LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) バー
ジ ョ ン 3 がネイ テ ィ ブでサポー ト され、 OpenSSL ソース コード に基づいた TLS/SSL
サービ スがサポー ト されています。 

eDirectory エンジンの詳細については、 eDirectory Process Requests
 (http://developer.novell.com/research/sections/netmanage/dirprimer/2002/august/p020801.htm)
を参照し て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

18 ページの 「Novell eDirectory」

18 ページの 「Novell iManager の便利な管理機能」

22 ページの 「オブジェ ク ト ク ラ ス と プロパテ ィ 」

39 ページの 「コ ンテキス ト と命名規則」

42 ページの 「スキーマ」

49 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン」

52 ページの 「レプ リ カ」

57 ページの 「NetWare バイ ンダ リ エ ミ ュ レーシ ョ ン」

58 ページの 「レプ リ カ リ ングでのサーバの同期」

58 ページの 「 リ ソースへのア ク セス」

59 ページの 「eDirectory での権利」
Novell eDirectory について 17

http://developer.novell.com/research/sections/netmanage/dirprimer/2002/august/p020801.htm


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
Novell eDirectory
簡単に言 う と、 Novell eDirectory は、 ネ ッ ト ワーク ユーザ、 サーバ、 プ リ ン タ、 プ リ ン
ト キ ュー、 アプ リ ケーシ ョ ンなどのネ ッ ト ワーク リ ソース を表すオブジェ ク ト の リ ス
ト です。 図 1 は、 Novell iManager 管理ユーテ ィ リ テ ィ で表示されるオブジェ ク ト の一
部を示し ています。

図 1 iManager での eDirectory オブジェクト

eDirectory サーバで設定された実際のスキーマや eDirectory を実行するオペレーテ ィ ン
グシステムによ っては、 使用でき ないオブジェ ク ト ク ラ ス も あ り ます。

オブジェ ク ト の詳細については、 22 ページの 「オブジェ ク ト ク ラ ス と プロパテ ィ 」 を
参照し て く ださい。

ネ ッ ト ワークに複数の eDirectory サーバがあ る場合、 デ ィ レ ク ト リ は複数のサーバに複
製でき ます。

Novell iManager の便利な管理機能

Novell eDirectory では、 ネ ッ ト ワーク リ ソースを、 容易に、 強力に、 またフレキシブル
に管理でき ます。 eDirectory は、 グループウ ェアやその他アプ リ ケーシ ョ ンのユーザ情
報の リ ポジ ト リ と し て も機能し ます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンは、 業界標準の LDAP 
(Lightweight Directory Access Protocol) を使用して、 ディ レ ク ト リ にア クセス し ます。

eDirectory の便利な管理機能には、 強力なツ リ ー構造、 統合管理ユーテ ィ リ テ ィ 、 およ
びシングルロ グ イ ン と認証機能があ り ます。

Novell iManager では、 Web ブラ ウザやさ まざまな携帯用デバイ スから、 デ ィ レ ク ト リ
やユーザ、 デ ィ レ ク ト リ 内のア ク セス権やネ ッ ト ワーク リ ソース を管理でき ます。
iManager への eDirectory プラ グ イ ンによ って、 基本的なデ ィ レ ク ト リ 管理タ ス クや、
DSRepair、 DSMerge、 バッ ク ア ッ プおよび復元などの、 以前は eDirectory サーバで実行
する必要のあった eDirectory 管理ユーテ ィ リ テ ィ にア ク セスする こ と ができ ます。

詳細については、 『Novell iManager 2.5 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/
imanager25/index.html) を参照し て く ださい。
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強力なツリー構造

Novell eDirectory では、 ツ リ ー構造内にオブジェ ク ト が編成されます。 上部の Tree オ
ブジェ ク ト には、 ツ リ ー名が付け られます。

eDirectory サーバで動作するオペレーテ ィ ングシステムが NetWare、 Linux、 UNIX、
Windows のどれであって も、 すべての リ ソース を同じ ツ リ ー内に保管でき ます。 オブ
ジェ ク ト の作成や、 権利の付与、 パス ワード の変更、 アプ リ ケーシ ョ ンの管理のため
に、 それぞれのサーバやド メ イ ンに個別にア ク セスする必要はあ り ません。

ツ リ ーの階層構造によ って、 極めて柔軟で強力な管理が可能になっています。 このよ
う な管理機能は、 主に次の 2 つの機能で実現でき ます。

19 ページの 「コ ンテナオブジェ ク ト 」

20 ページの 「継承」

コンテナオブジェクト

コ ンテナオブジェ ク ト を利用する こ と によ って、 オブジェ ク ト を個々に扱 う のではな
く 、 オブジェ ク ト のま と ま り と し て扱 う こ と ができ ます。 図 2 に示すよ う に、 コ ンテ
ナオブジェ ク ト には、 3 つの共通ク ラ スがあ り ます。

図 2 コンテナオブジェクトの共通クラス

Tree オブジェ ク ト は、 ツ リ ー内の 上部のコ ンテナオブジェ ク ト です。 通常、 この
コ ンテナには、 その会社の組織オブジェ ク ト が格納されます。

 組織は通常、 Tree オブジェ ク ト の直下に位置する コ ンテナク ラ スです。 一般に、
組織オブジェ ク ト には会社名に基づ く 名前が付け られます。 小規模な会社の場合は、
管理を容易化するために、 他のオブジェ ク ト をすべて組織オブジェ ク ト の直下に配置
し ます。

組織の下に部門オブジェ ク ト を作成し、 異なった地区、 ネ ッ ト ワーク キ ャ ンパス、
または個々の部署を表すこ と ができ ます。 部門の下に さ らに部門を作成し て、 ツ リ ー
を細分化する こ と もでき ます。

その他、 コ ンテナオブジェ ク ト には、 カン ト リ ク ラ ス と地域ク ラ スがあ り ます。 これ
らの ク ラ スは通常、 複数の国にまたがるネ ッ ト ワーク でのみ使用されます。

ド メ イ ンオブジェ ク ト は、 Tree オブジェ ク ト の下、 または組織、 部門、 カン ト リ 、
および地域オブジェ ク ト の下に作成されます。
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コ ンテナ内のすべてのオブジェ ク ト に対し てなんらかの処理を行 う 場合、 コ ンテナオ
ブジェ ク ト に処理を行えば 1 回の実行で済みます。 た と えば、 Accounting コ ンテナ内
のすべてのオブジェ ク ト に対する管理制御権を、 Amy と い う 名前のユーザに与え る と
し ます。 ( 図 3 を参照し て く ださい。 )

図 3 コンテナオブジェクト

この場合、 Accounting オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し て ［オブジェ ク ト の ト ラ ステ ィ ］
を選択し、 Amy を ト ラ ステ ィ と し て追加し ます。 次に、 Amy に与え る権利を選択し て
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 これで Amy に、 Database アプ リ ケーシ ョ ン、 Bookkeepers グ
ループ、 LaserPrinter プ リ ン タ、 および Amy、 Bill、 Bob のユーザオブジェ ク ト を管理
する権利が与え られま し た。

継承

eDirectory のも う 1 つの強力な機能は、 権利の継承です。 継承と は、 ツ リ ー内の上位層
のコ ンテナの権利が、 それぞれの下位層のすべてのコ ンテナに受け継がれる こ と を意
味し ます。 この機能によ って、 権利の割 り 当て回数を少な く する こ と ができ ます。 た
と えば、 20 ページの 図 4 に示すオブジェ ク ト に対する管理権を与え る と し ます。

図 4 eDirectory オブジェクトの例

次の割 り 当てのいずれかを行 う こ と ができ ます。

ユーザに Allentown に対する権利を与え る と、そのユーザは Allentown コ ンテナ内の
オブジェ ク ト のみ管理でき ます。

ユーザに East に対する権利を与え る と、 そのユーザは East、 Allentown、 および
Yorktown コ ンテナ内のオブジェ ク ト を管理でき ます。 

ユーザに YourCo に対する権利を与え る と、 そのユーザは図中のすべてのコ ンテナ
のすべてのオブジェ ク ト を管理でき ます。

権利の割 り 当ての詳細については、 59 ページの 「eDirectory での権利」 を参照し て く だ
さい。
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Web ベースの管理ユーティリティ

Novell iManager はブラ ウザベースのツールで、 eDirectory オブジェ ク ト を運用、 管理、
設定するために使用し ます。 iManager を使用する と、 ユーザに特定のタ ス クや責任を
割 り 当てた り 、 それらのタ ス ク を実行するために必要なツールおよびそれに伴 う 権利
だけを付与し た り する こ と ができ ます。

iManager を実行するには、 Microsoft Internet Explorer 6.0 SP1 以降 ( 推奨 ) 、 Mozilla 1.7
以降、 または Mozilla Firefox 0.9.2 を搭載し たワーク ステーシ ョ ンが必要です。

重要 : これら以外の Web ブラウザでも iManager にアクセスできる場合がありますが、完全な機能は保証さ
れません。

iManager を使用する と、 次のよ う なスーパバイザの作業を実行でき ます。

eDirectory への LDAP および XML ベースのア ク セス設定

ネ ッ ト ワーク ユーザ、 デバイ ス、 および リ ソース を表すオブジェ ク ト の作成

新規ユーザアカ ウ ン ト 作成用のテンプレー ト の定義

ネ ッ ト ワーク オブジェ ク ト の検索、 変更、 移動、 および削除

管理権を委託する権利と職種の定義

カス タ ムオブジェ ク ト タ イプ と プロパテ ィ を作成するための eDirectory スキーマの
拡張

複数のサーバでの eDirectory データベースのパーテ ィ シ ョ ン化と レプ リ カの作成

DSRepair、 DSMerge、 バッ ク ア ッ プおよび復元などの eDirectory 管理ユーテ ィ リ
テ ィ の実行 

その他にも、 iManager にロード されたプラ グ イ ンに基づいた管理機能を実行でき ます。
iManager 2.5 でイ ン ス ト ールされるのは、 次の eDirectory プラ グ イ ンです。

eDirectory Backup and Restore

eDirectory Log Files

eDirectory Merge

eDirectory Repair

eDirectory Service Manager

eGuide コ ンテンツ

iManager 基本コ ンテンツ

イ ンポー ト 変換エ ク スポー ト ウ ィ ザード

イ ンデッ ク ス管理

iPrint

LDAP

ユニバーサルパス ワード の強制

優先度同期

暗号化属性

暗号化レプ リ ケーシ ョ ン

NLS
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NMAS

PKI/Certificate

フ ィ ルタ処理済レプ リ カ環境設定ウ ィ ザード

SNMP

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャ

iManager のイ ン ス ト ール、 設定、 および実行についての詳細は、 『Novell iManager 2.5
管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/index.html) を参照し て く だ
さい。

シングルログインと認証

eDirectory では、 ユーザはグ ローバルデ ィ レ ク ト リ にロ グ イ ンするため、 ユーザご と に
複数のサーバやド メ イ ンを管理する必要はあ り ません。 また、 ド メ イ ン間の信頼関係
や通過時の認証を管理する必要も あ り ません。

デ ィ レ ク ト リ のセキ ュ リ テ ィ 機能の 1 つは、 ユーザの認証です。 ユーザがロ グ イ ンす
るためには、 あ らかじめユーザオブジェ ク ト がデ ィ レ ク ト リ 内に作成されている必要
があ り ます。 ユーザオブジェ ク ト には、 名前やパス ワード と いった、 特定のプロパ
テ ィ があ り ます。

ユーザがロ グ イ ンする と、 eDirectory は入力されたパス ワード とデ ィ レ ク ト リ に格納さ
れているそのユーザのパス ワード を照合し、 一致し た場合にア ク セス を許可し ます。

オブジェクトクラスとプロパティ

eDirectory オブジェ ク ト の各タ イプの定義を、 オブジェ ク ト ク ラ ス と いいます。 た と え
ば、 「ユーザ」 や 「組織」 は、 オブジェ ク ト ク ラ スです。 オブジェ ク ト の各ク ラ スに
は、 それぞれ特定のプロパテ ィ があ り ます。 た と えば、 ユーザオブジェ ク ト では、 名、
姓、 および他の多 く のプロパテ ィ があ り ます。

スキーマでは、 オブジェ ク ト ク ラ ス と プロパテ ィ 、 および包含ルール ( どのコ ンテナに
どのオブジェ ク ト を保管するか ) が定義されます。 eDirectory にはベース スキーマが付
属し ています。 このベース スキーマは、 ユーザまたはユーザが使用する アプ リ ケー
シ ョ ンによ る拡張が可能です。 スキーマの詳細については、 42 ページの 「スキーマ」
を参照し て く ださい。

コ ンテナオブジェ ク ト は、 他のオブジェジェ ク ト を格納し、 ツ リ ーを さ まざまな分岐
に分割するために使用されます。 一方、 リ ーフオブジェ ク ト はネ ッ ト ワーク リ ソース
を表し ます。 
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オブジェクトのリスト

次の表に、 eDirectory のオブジェ ク ト ク ラ ス を示し ます。 サービ ス を追加し た場合は、
表内のオブジェ ク ト ク ラ ス以外のオブジェ ク ト ク ラ スが eDirectory 内に新たに作成され
る こ と があ り ます。

 eDirectory コンテナオブジェクトクラス

iManager アイコン コンテナオブジェクト ( 略語 ) 説明

ツリー ツリーの開始点を表します。詳細について
は、25 ページの「ツリー」を参照してくだ

さい。 

カントリ (C) ネットワークが存在する国を表します。そ
の下には、国内の他のディレクトリオブ
ジェクトが編成されます。詳細については、
28 ページの「国」を参照してください。 

ライセンスコンテナ (LC) NLS (Novell Licensing Services) 技術を使用

して、ライセンス許可証をインストールし
た場合や課金許可証を作成した場合に自動
的に作成されます。NLS 対応のアプリケー

ションをインストールすると、LC コンテナ

オブジェクトがツリーに追加され、ライセ
ンス許可証リーフオブジェクトがそのコン
テナに追加されます。

組織 (O) ディレクトリ内の他のオブジェクトの編成
に使用されます。組織オブジェクトは、カン
トリオブジェクトの直下に配置されます (カ
ントリオブジェクトを作成している場合 ) 。
詳細については、26 ページの「組織」を参

照してください。

部門 (OU) ディレクトリ内の他のオブジェクトをさらに
細かく編成するために使用されます。部門オ
ブジェクトは、組織オブジェクトの直下に配
置されます。詳細については、27 ページの

「部門」を参照してください。

ドメイン (DC) ディレクトリ内の他のオブジェクトをさら
に細かく編成するために使用されます。ド
メインオブジェクトは、Tree オブジェクト

の下、または組織、部門、カントリ、およ
び地域オブジェクトの下に作成されます。
詳細については、28 ページの「ドメイン」

を参照してください。
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eDirectory リーフオブジェクトクラス

iManager アイコン リーフオブジェクト 説明

 AFP サーバ eDirectory ネットワーク内のノードとして機

能する、AppleTalk* ファイリングプロトコル

サーバを表します。通常、複数の Macintosh*
コンピュータに対する NetWare ルータおよ

び AppleTalk サーバとしても機能します。

Alias ディレクトリ内にあるオブジェクトの実際
の位置を指します。別名を使用することに
よって、ディレクトリ内のディレクトリオ
ブジェクトを、実際の場所とは異なる場所
に存在するように表示できます。詳細につ
いては、36 ページの「Alias」を参照してく

ださい。

アプリケーション ネットワークアプリケーションを表します。
アプリケーションオブジェクトによって、
権利の割り当て、ログインスクリプトのカ
スタマイズ、およびアプリケーションの起
動のような、管理作業を簡素化できます。

コンピュータ ネットワーク内のコンピュータを表します。

ディレクトリマップ ファイルシステム内のディレクトリを表し
ます。詳細については、38 ページの「ディ

レクトリマップ」を参照してください。

Group ディレクトリ内のユーザオブジェクトのリ
ストに名前を割り当てます。各ユーザに権
利を割り当てる代わりに、グループに権利
を割り当てることによって、グループ内の
各ユーザに権利を与えることができます。
詳細については、32 ページの「Group」を

参照してください。

ライセンス許可証 プロダクトライセンス許可証をデータベー
スのオブジェクトとしてインストールする
ために、NLS 技術とともに使用されます。

NLS 対応アプリケーションをインストール

すると、ライセンス許可証オブジェクトが
ライセンスプロダクトコンテナに追加され
ます。

職種 組織内での地位や職種を定義します。 

プリントキュー ネットワークのプリントキューを表します。

プリントサーバ ネットワークのプリントサーバを表します。

プリンタ ネットワークのプリンタを表します。
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コンテナオブジェクトクラス

ツリー

 ネ ッ ト ワーク内のサーバに eDirectory を初めて イ ン ス ト ールする と、 Tree コ ンテナ
( 以前の ［Root］ コ ンテナ ) が作成されます。 上位のコ ンテナであ る Tree コ ンテナに
は、 通常、 組織オブジェ ク ト 、 カン ト リ オブジェ ク ト 、 または別名オブジェ ク ト が格
納されます。

Tree が表す内容

Tree コ ンテナはツ リ ーの 上部を表し ます。 

使用法

Tree は、 包括的な権利の割 り 当てに使用し ます。 Tree に対し て行った権利の割 り 当て
は、 継承機能によ って、 ツ リ ー内のすべてのオブジェ ク ト に適用されます。 59 ページ
の 「eDirectory での権利」 を参照し て く ださい。 デフ ォル ト で、 ト ラ ステ ィ ［Public］
は Tree に対するブラ ウズ権を所有し、 Admin は Tree に対する スーパバイザ権を所有し
ます。

重要なプロパティ

Tree オブジェ ク ト は名前プロパテ ィ を持っています。 名前プロパテ ィ は、 初のサー
バのイ ン ス ト ール時に指定されたツ リ ー名を表し ます。 ツ リ ー名は iManager の階層に
表示されます。

プロファイル 共通のログインスクリプトコマンドを共有
するユーザグループが使用するログインス
クリプトを表します。これらのユーザは同
じコンテナに属する必要はありません。詳
細については、39 ページの「プロファイル」

を参照してください。

サーバ 任意のオペレーティングシステムが動作す
るサーバを表します。詳細については、
29 ページの「サーバ」を参照してください。

テンプレート 新しいユーザオブジェクトに適用する標準の
ユーザオブジェクトプロパティを表します。

不明 iManager にカスタムアイコンが存在しない

オブジェクトを表します。

ユーザ ネットワークを使用する人を表します。詳
細については、30 ページの「ユーザ」を参

照してください。

ボリューム ネットワーク上の物理的なボリュームを表
します。詳細については、29 ページの「ボ

リューム」を参照してください。

iManager アイコン リーフオブジェクト 説明
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組織

ネ ッ ト ワークのサーバに eDirectory を イ ン ス ト ールする と、 組織コ ンテナオブジェ
ク ト が作成されます。 通常、 組織コ ンテナは 上部の Tree コ ンテナの直下に作成され、
コ ンテナ内には部門オブジェ ク ト と リ ーフオブジェ ク ト が格納されます。

デフ ォル ト では、 初の組織コ ンテナに、 Admin と い う 名のユーザオブジェ ク ト が作
成されます。 

組織オブジェクトが表す内容

通常、 組織オブジェ ク ト は会社を表し ますが、 Tree の下に組織オブジェ ク ト を追加作
成する こ と もでき ます。 一般的に、 組織オブジェ ク ト の追加作成は、 さ まざまな地区
で構成されるネ ッ ト ワークや、 独立し た複数の eDirectory ツ リ ーがマージ されている
ネ ッ ト ワーク で行われます。

使用法

ツ リ ーでの組織オブジェ ク ト の運用方法は、 ネ ッ ト ワーク のサイ ズ と構造によ り 異な
り ます。 小規模のネ ッ ト ワーク では、 1 つの組織オブジェ ク ト の下にすべての リ ーフオ
ブジェ ク ト を配置し ます。

大規模なネ ッ ト ワーク では、 組織オブジェ ク ト の下に部門オブジェ ク ト を作成し ます。
これによ り 、 リ ソースの検索と管理を容易化でき ます。 た と えば、 社内の各部署や事
業部ご と に部門オブジェ ク ト を作成でき ます。

複数のサイ ト があ るネ ッ ト ワーク では、 組織オブジェ ク ト の下に各サイ ト を表す部門
オブジェ ク ト を作成し ます。 デ ィ レ ク ト リ を分割するためのサーバ数が十分にあれば、
このよ う にサイ ト の境界で論理的にパーテ ィ シ ョ ンを区切る こ と ができ ます。

プ リ ン タ、 ボ リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ン と いった、 社内全体で使用する リ ソース を
共有しやす く するために、 組織の直下に、 対応するプ リ ン タ、 ボ リ ューム、 アプ リ
ケーシ ョ ンのオブジェ ク ト を作成し ます。

重要なプロパティ

組織オブジェ ク ト の も有用なプロパテ ィ を次に示し ます。 名前プロパテ ィ は必須で
す。 すべてのプロパテ ィ の一覧を表示するには、 iManager で組織オブジェ ク ト を選択
し ます。 プロパテ ィ の各ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。

名前

通常、 名前プロパテ ィ は会社名と同じです。 簡素化のために短く する こ と もでき ま
す。 た と えば、 会社名が Your Shoe Company の場合、 YourCo とする こ と ができ ます。

組織名は、 その下に作成されるすべてのオブジェ ク ト のコ ンテキス ト の一部と し て
使用されます。

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト プロパテ ィ には、 組織の直下にあ るユーザオブジェ ク ト が実行
する コマン ド が格納されます。 これらのコマン ド は、 ユーザのロ グ イ ン時に実行さ
れます。
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部門

 部門 (OU) コ ンテナオブジェ ク ト を作成する こ と によ って、 ツ リ ーを細分化でき ま
す。 部門は、 iManager で、 組織、 カン ト リ 、 または別の部門オブジェ ク ト の下に作成
されます。

部門には、 ユーザオブジェ ク ト やアプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク ト と いった、 他の部門
や リ ーフオブジェ ク ト を格納でき ます。

部門オブジェクトが表す内容

通常は、 部門オブジェ ク ト は 1 つの部署を表し、 互いにア ク セスする必要があ るオブ
ジェ ク ト のセ ッ ト を格納し ます。 部門オブジェ ク ト の主な格納内容と し て、 ユーザの
セ ッ ト 、 およびユーザが使用するプ リ ン タ、 ボ リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ンなどを挙
げる こ と ができ ます。

部門オブジェ ク ト の 上位レベルに配置された各部門は、 WAN リ ン ク ご と に区切られ
たネ ッ ト ワークの各サイ ト を表し ます。

使用法

ツ リ ーでの部門オブジェ ク ト の運用方法は、 ネ ッ ト ワーク のサイ ズ と構造によ り 異な
り ます。 小規模のネ ッ ト ワーク では、 部門オブジェ ク ト を作成する必要がない場合も
あ り ます。

大規模なネ ッ ト ワーク では、 組織オブジェ ク ト の下に部門オブジェ ク ト を作成し ます。
これによ り 、 リ ソースの検索と管理を容易化でき ます。 た と えば、 社内の各部署や事
業部ご と に部門オブジェ ク ト を作成でき ます。 ユーザオブジェ ク ト と、 ユーザが頻繁
に使用する リ ソース を一緒に部門オブジェ ク ト に格納する と、 管理が も容易にな り
ます。

複数のサイ ト があ るネ ッ ト ワーク では、 組織オブジェ ク ト の下に各サイ ト を表わす部
門オブジェ ク ト を作成し ます。 デ ィ レ ク ト リ を分割するためのサーバ数が十分にあれ
ば、 このよ う にサイ ト の境界で論理的にパーテ ィ シ ョ ンを区切る こ と ができ ます。

重要なプロパティ

部門オブジェ ク ト の も有用なプロパテ ィ を次に示し ます。 名前プロパテ ィ は必須で
す。 すべてのプロパテ ィ の一覧を表示するには、 iManager で部門オブジェ ク ト を選択
し ます。 プロパテ ィ の各ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。

名前

通常、 名前プロパテ ィ は部署名と同じです。 簡素化のために短 く する こ と もでき ま
す。 た と えば、 部署名が Accounts Payable の場合、 省略し て AP とする こ と ができ
ます。

部門名は、 その下に作成されるすべてのオブジェ ク ト のコ ンテキス ト の一部と し て
使用されます。

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト プロパテ ィ には、 部門の直下にあ るユーザオブジェ ク ト が実行
する コマン ド が格納されます。 これらのコマン ド は、 ユーザのロ グ イ ン時に実行さ
れます。
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国

 国オブジェ ク ト は、 iManager を使用し て、 Tree オブジェ ク ト の直下に作成でき ま
す。 国オブジェ ク ト は、 特定の X.500 グ ローバルデ ィ レ ク ト リ に接続する場合にのみ
必要です。 

国オブジェクトが表す内容

国オブジェ ク ト は、 ツ リ ーの分岐の国名を表し ます。

使用法

ネ ッ ト ワークが複数の国に渡っている場合でも、 管理者は通常、 国オブジェ ク ト を作
成し ません。 これは、 国オブジェ ク ト がツ リ ーに不要なレベルを追加するだけだから
です。 ネ ッ ト ワークが複数の国家で構成されている場合は、 必要に応じ て、 Tree オブ
ジェ ク ト の下に 1 つ以上の国オブジェ ク ト を作成でき ます。 国オブジェ ク ト には、 組
織オブジェ ク ト のみ格納でき ます。

国オブジェ ク ト を作成し ていない場合でも、 後で必要になった時には、 随時ツ リ ーを
変更し て国オブジェ ク ト を追加でき ます。

重要なプロパティ

国オブジェ ク ト には、 2 文字の名前プロパテ ィ があ り ます。 国オブジェ ク ト 名には、
US、 UK、 または DE と いった、 2 文字の標準コード が使用されます。

ドメイン

 ド メ イ ンオブジェ ク ト は、 iManager を使用し て Tree オブジェ ク ト の直下に作成で
き ます。 また、 組織、 部門、 国、 および地域オブジェ ク ト の下にも作成でき ます。 

ドメインオブジェクトが表す内容

ド メ イ ンオブジェ ク ト は、 DNS の ド メ イ ン コ ンポーネン ト を表し ます。 ド メ イ ンオブ
ジェ ク ト を使用する と、 ド メ イ ンネームシステムによ って示されるサービ ス リ ソース
レ コード の場所 (DNS SRV) に基づいて、 ツ リ ー内のサービ ス を検索でき ます。

ド メ イ ンオブジェ ク ト を使用する と、 ツ リ ーは次のよ う に表されます。

DS=Novell.DC=Provo.DC=USA

この例では、 すべてのサブコ ンテナが ド メ イ ンになっています。 次のよ う に、 異なる
ツ リ ーが混在する場合にも ド メ イ ンオブジェ ク ト を使用でき ます。

DC=Novell.O=Provo.C=USA

または

OU=Novell.DC=Provo.C=USA 

通常、 先頭のド メ イ ンは Tree 全体を表し、 サブド メ イ ンはその Tree の下位の部分を表し
ます。 た と えば machine1.novell.com をツ リ ーで表すと、 DC=machine1.DC=novell.DC=com
と な り ます。 ド メ イ ンは、 eDirectory ツ リ ーの設定で使用される一般的な方法です。 コン
テナおよびサブコンテナがすべて DC オブジェ ク ト である場合は、 オブジェ ク ト を検索
する と きに、 C、 O、 または OU を意識する必要はあ り ません。
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使用法

NetWare 4 および 5 のツ リ ーでは、 ド メ イ ンオブジェ ク ト をツ リ ーの 上位にする こ と
はでき ません。 NetWare 4 および 5 では、 NCP サーバオブジェ ク ト を組織、 国、 部門、
または地域コ ンテナに配置でき ます。 ド メ イ ン コ ンテナには配置でき ません。 ただし
NetWare 6 では、 ド メ イ ンオブジェ ク ト をツ リ ーの 上位にする こ と ができ ます。 また
NCP サーバオブジェ ク ト を ド メ イ ン コ ンテナに配置でき ます。

NetWare の以前のイ ン ス ト ール (4 など ) を使用し ている場合、 NetWare 5 以降のイ ン ス
ト ールやア ッ プグレード に備えてツ リ ーを設定する と きに、 nds500.sch フ ァ イルが自動
的に実行されます。 初のサーバをツ リ ーにイ ン ス ト ールする と、 このフ ァ イルによ
り スキーマが拡張され、 任意の場所に ド メ イ ン コ ンテナを作成し、 ほ と んどのデ ィ レ
ク ト リ オブジェ ク ト を格納でき ます。

リーフオブジェクトクラス

サーバ

サーバに eDirectory を イ ン ス ト ールする と、 そのサーバに対応するサーバオブジェ
ク ト が、 ツ リ ー内に自動作成されます。 このオブジェ ク ト ク ラ スは、 eDirectory が動作
し ているいずれかのサーバを表し ます。

NetWare 2 または NetWare 3 バイ ンダ リ サーバを表すサーバオブジェ ク ト を作成する こ
と もでき ます。

サーバオブジェクトが表す内容

サーバオブジェ ク ト は、 eDirectory が動作し ているサーバ、 またはバイ ンダ リ ベース
(NetWare 2 または NetWare 3) のサーバを表し ます。

使用法

サーバオブジェ ク ト はレプ リ ケーシ ョ ン処理の リ フ ァ レン スポ イ ン ト の役目を果た し
ます。 バイ ンダ リ ベースのサーバを表すサーバオブジェ ク ト では、 iManager でその
サーバのボ リ ュームを管理でき ます。

重要なプロパティ

サーバオブジェ ク ト の主なプロパテ ィ と して、 ネ ッ ト ワーク ア ド レ スプロパテ ィ があ り
ます。 ネ ッ ト ワーク ア ド レ スプロパテ ィ には、 そのサーバのプロ ト コルと ア ド レ ス番号
が表示されます。 これはパケ ッ ト レベルでの ト ラブルシューテ ィ ングに役立ちます。

すべてのプロパテ ィ の一覧を表示するには、 iManager でサーバオブジェ ク ト を選択し
ます。 プロパテ ィ の各ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。

ボリューム

 サーバ上に物理ボ リ ュームを作成する と、 ツ リ ー内にボ リ ュームオブジェ ク ト が自
動作成されます。 デフ ォル ト では、 サーバ名にアンダース コア と物理ボ リ ューム名を追
加した ものが、 ボ リ ュームオブジェ ク ト の名前にな り ます ( 「YOSERVER_SYS」 など ) 。

ボ リ ュームオブジェ ク ト は NetWare でのみ作成でき ます。 Linux および UNIX フ ァ イル
システムのパーテ ィ シ ョ ンは、 ボ リ ュームオブジェ ク ト を使用し て管理する こ と はで
き ません。
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ボリュームオブジェクトが表す内容

ボ リ ュームオブジェ ク ト は、 サーバ上の物理ボ リ ューム ( 書き込み可能デ ィ ス クや CD
などの記憶媒体 ) を表し ます。 eDirectory 内のボ リ ュームオブジェ ク ト には、 そのボ
リ ューム内のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ に関する情報は含まれませんが、 iManager を使
用すれば、 それらの情報にア ク セスでき ます。 フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ に関する
情報は、 フ ァ イルシステム自体に保存されます。

使用法

iManager で ［ボ リ ューム］ ア イ コ ンを ク リ ッ クする と、 そのボ リ ュームにあ る フ ァ イ
ルやデ ィ レ ク ト リ を管理でき ます。 iManager によ り 、 ボ リ ュームの空きデ ィ ス ク容量、
デ ィ レ ク ト リ エン ト リ 領域、 および圧縮の統計に関する情報が提供されます。

ツ リ ー内に、 NetWare 2 や NetWare 3 ボ リ ュームのボ リ ュームオブジェ ク ト を作成する
こ と もでき ます。

重要なプロパティ

必須の名前プロパテ ィ およびホス ト サーバプロパテ ィ に加えて、 ボ リ ュームオブジェ
ク ト には他にも重要なプロパテ ィ があ り ます。

名前

ツ リ ー内のボ リ ュームオブジェ ク ト の名前です。 デフ ォル ト では、 この名前は物理
ボ リ ュームの名前に基づいて付け られますが、 変更も可能です。

ホス ト サーバ

ボ リ ュームが存在するサーバの名前です。

バージ ョ ン

ボ リ ュームの格納先であ るサーバの NetWare または eDirectory のバージ ョ ンです。

ユーザ

 ロ グ イ ンにはユーザオブジェ ク ト が必要です。 ツ リ ーに 初のサーバが導入される
と、 Admin と い う ユーザオブジェ ク ト が作成されます。 初回ロ グ イ ン時には、 Admin
と し て ロ グ イ ン し ます。

ユーザオブジェ ク ト の作成またはイ ンポー ト には、 次の機能を使用でき ます。

iManager

iManager の詳細については、 『Novell iManager 2.5 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/index.html) を参照し て く ださい。

データベース フ ァ イルからのバッチ処理

バッチフ ァ イルの使用の詳細については、 74 ページの 「eDirectory ツ リ ーの設計」
を参照し て く ださい。

NetWare ア ッ プグレード ユーテ ィ リ テ ィ  

既存のバイ ンダ リ サーバからのユーザのイ ンポー ト など、 ア ッ プグレード ユーテ ィ
リ テ ィ の詳細については、 74 ページの 「eDirectory ツ リ ーの設計」 を参照し て く だ
さい。
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ユーザオブジェクトが表す内容

ユーザオブジェ ク ト はネ ッ ト ワーク を使用するユーザを表し ます。 

使用法

ネ ッ ト ワーク を使用するユーザ全員に対し て、 ユーザオブジェ ク ト を作成し ます。
ユーザオブジェ ク ト は個別に管理する こ と もでき ますが、 次のよ う にする と時間の節
約にな り ます。

テンプレー ト オブジェ ク ト を使用し て、 通常のユーザオブジェ ク ト のデフ ォル ト の
プロパテ ィ を設定する。 新し く 作成するユーザに対し て、 自動的にテンプレー ト が
適用されます ( 既存のユーザには適用されません ) 。

ユーザのセ ッ ト を一括管理するためのグループオブジェ ク ト を作成する。

コ ンテナオブジェ ク ト を ト ラ ステ ィ と し て使用し て、 権利を割 り 当て る。 これによ
り 、 権利の割 り 当てを コ ンテナ内のユーザオブジェ ク ト すべてに適用でき ます。

複数のユーザオブジェ ク ト は、<Shift> または <Ctrl> を押し て ク リ ッ クする と選択で
き ます。 これによ り 、 選択し たすべてのユーザオブジェ ク ト のプロパテ ィ 値を一度
に変更でき ます。

重要なプロパティ

ユーザオブジェ ク ト には 80 を超え るプロパテ ィ があ り ます。 すべてのプロパテ ィ の
一覧を表示するには、 iManager でユーザオブジェ ク ト を選択し ます。 プロパテ ィ の各
ページの説明を表示するには、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。

ロ グ イ ン名プロパテ ィ と姓プロパテ ィ は必須です。 これら必須のプロパテ ィ および、
他の有用なプロパテ ィ を次に示し ます。

［Account Expiration Date］ では、 ユーザアカ ウ ン ト の有効期限を設定でき ます。 有
効期限を過ぎた後は、 アカ ウ ン ト はロ ッ ク され、 ユーザはロ グ イ ンできな く な り
ます。

［アカ ウ ン ト 使用不可］ には、 アカ ウ ン ト がロ ッ ク され、 ユーザがロ グ イ ンでき な
い状態であ る こ と を示すシステム生成の値があ り ます。 ロ ッ クは、 アカ ウ ン ト の有
効期限が切れた場合や、 ユーザが不正なパス ワード を連続し て何度も入力し た場合
などに発生し ます。

［定期的なパス ワード強制変更］ によ って、 一定期間ご と にパス ワード の変更を
ユーザに要求し、 セキ ュ リ テ ィ の強化を図る こ と ができ ます。

［グループ メ ンバーシ ッ プ］ は、 ユーザが メ ンバーと し て含まれているすべてのグ
ループオブジェ ク ト を示し ます。

［ホームデ ィ レ ク ト リ ］ は、 NetWare ボ リ ューム と、 ユーザ自身のフ ァ イルまでの
フ ァ イルシステムのパス を表し ます。 多 く の管理者がこのよ う なデ ィ レ ク ト リ を作
成し、 ユーザの作業フ ァ イルがネ ッ ト ワーク上に維持される よ う にし ます。 

このプロパテ ィ が表すデ ィ レ ク ト リ は、 ユーザオブジェ ク ト の作成時に自動作成す
る こ と もでき ます。

［ 終ロ グ イ ン時刻］ はシステムが生成するプロパテ ィ で、 ユーザが 後にロ グ イ
ン し た日時を示し ます。

［姓］ は必須ですが、 eDirectory が直接使用する こ と はあ り ません。 eDirectory ネー
ムベース を利用する アプ リ ケーシ ョ ンが、 名、 役職、 位置、 Fax 番号など、 他の識
別プロパテ ィ と と もに、 このプロパテ ィ を使用する場合があ り ます。
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［同時接続数の制限］ では、 ユーザがネ ッ ト ワーク で開 く こ と ができ るセ ッ シ ョ ン
の 大数を設定でき ます。

［ロ グ イ ン名］ は iManager で ［ユーザ］ ア イ コ ンによ って表示される名前です。 ま
た、 ロ グ イ ン時にユーザが入力する名前でも あ り ます。

eDirectory では、 各コ ンテナ内で固有のロ グ イ ン名を使用する必要があ り ますが、
ネ ッ ト ワーク内の別のコ ンテナ間では同じ ロ グ イ ン名を使用でき ます。 ただし、 社
内全体で固有のロ グ イ ン名を使用し た方が、 管理を単純化でき ます。

一般に、 ログイ ン名には姓と名の組み合わせが使用されます。 た と えば、 Steve Jones
の場合は、 STEVEJ や SJONES のよ う にな り ます。

［ロ グ イ ン ス ク リ プ ト ］ では、 個々のユーザオブジェ ク ト の特定のロ グ イ ン コマン
ド を作成でき ます。 ユーザのロ グ イ ン時には、 初にコ ンテナのロ グ イ ン ス ク リ プ
ト が実行されます。 次に、 ユーザオブジェ ク ト がプロ フ ァ イルオブジェ ク ト の メ ン
バーシ ッ プ リ ス ト に登録されている場合は、 プロ フ ァ イルのロ グ イ ン ス ク リ プ ト が
実行されます。 後に、 ユーザのロ グ イ ン ス ク リ プ ト が実行されます ( ス ク リ プ ト
が存在する場合 ) 。

管理に要する時間を節約するため、 ロ グ イ ン コマン ド のほ と んどの部分はコ ンテナ
のロ グ イ ン ス ク リ プ ト に保管する よ う にし ます。 ユーザロ グ イ ン ス ク リ プ ト を編集
する と、 共通の必要条件に対する例外に対処でき ます。

［ロ グ イ ン時間制限］ では、 ユーザがロ グ イ ンでき る時刻と曜日を設定でき ます。

［ネ ッ ト ワーク ア ド レ ス］には、ユーザのロ グ イ ン元であ る IPXTM ア ド レ スや IP ア ド
レ ス をすべて示し たシステム生成の値が格納されます。 これらの値は、 パケ ッ ト レ
ベルでのネ ッ ト ワークの問題の ト ラブルシ ューテ ィ ングに役立ちます。

［パス ワード要求］ では、 パス ワード の入力をユーザに要求するかど う かを指定で
き ます。 他の関連プロパテ ィ では、 パス ワード長などの一般的なパス ワード制限を
設定でき ます。

［Rights to Files and Directories］ は、 ユーザに割 り 当て られた、 NetWare フ ァ イルシス
テムに対するすべての権利を示し ます。 iManager を使用し て、 フ ァ イルおよび
デ ィ レ ク ト リ に対するユーザの有効な権利 ( 他のオブジェ ク ト から継承された もの
を含む ) を確認する こ と もでき ます。

Group

 グループオブジェ ク ト を作成する と、 ユーザオブジェ ク ト のセ ッ ト を容易に管理で
き ます。

グループオブジェクトが表す内容

グループオブジェ ク ト は、 ユーザオブジェ ク ト のセ ッ ト を表し ます。

使用法

コ ンテナオブジェ ク ト ではコ ンテナ内のすべてのユーザオブジェ ク ト を管理でき、
グループオブジェ ク ト では 1 つまたは複数のコ ンテナ内のサブセ ッ ト を管理でき ます。

グループオブジェ ク ト は、 次の 2 つの主な目的に対し て使用されます。

多数のユーザオブジェ ク ト に、 一度に権利を与え る。

IF MEMBER OF 構文を使用し て、 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト コマン ド を指定する。
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スタティックグループ

ス タテ ィ ッ ク グループでは、 メ ンバーオブジェ ク ト を明示的に指定し ます。 各 メ ン
バーは、 グループに明示的に割 り 当て られます。

これらのグループでは固定し た メ ンバーの リ ス ト が示され、 また、 グループの メ ン
バー リ ス ト と、 オブジェ ク ト 上で属性を持つ メ ンバーと の間の参照整合性を提供し ま
す。 グループ メ ンバーシ ッ プは、 メ ンバーの属性によ って明示的に管理されます。

ダイナミックグループ

ダイ ナミ ッ ク グループでは、 LDAP URL を使用し て規則のセッ ト を定義し ま す。 こ の規
則に従って、 eDirectory のユーザオブジェ ク ト に一致し たと き に、 グループのメ ンバー
が定義さ れま す。 ダイ ナミ ッ ク グループのメ ンバーは、 URL に指定さ れた検索フィ ル
タ によ って定義さ れる 共通の属性を共有し ま す。 LDAP URL の形式に関する 詳細は、
RFC 2255 を参照し てく ださ い (http://www.cis.ohio-state.edu/cgi-bin/rfc/rfc2255.html) 。

ダ イナ ミ ッ ク グループを使用する と、 グループの メ ンバーシ ッ プを評価する際に使用
される条件を指定でき ます。 グループの実際の メ ンバーは、 eDirectory によ って動的に
評価されます。 つま り 、 論理的にグループ化する こ と でグループの メ ンバーを定義す
るため、 eDirectory はグループの メ ンバーを自動的に追加または削除でき ます。 この拡
張性の高いソ リ ューシ ョ ンによ って、 管理コ ス ト を低減でき、 LDAP の通常のグルー
プに高い柔軟性を補 う こ と ができ ます。

eDirectory を使用する と、 任意の属性に基づいてユーザを自動的にグループ化する場合、
または一致する DN を含むグループに対し て ACL を適用する場合に、 ダイナ ミ ッ ク グ
ループを作成でき ます。 た と えば、 部署 = マーケテ ィ ング と い う 属性を持つすべての
DN を自動的に含むグループを作成でき ます。 部署 = マーケテ ィ ング と い う 検索フ ィ ル
タ を適用する と、 部署 = マーケテ ィ ングの属性を持つすべての DN を含むグループが検
索結果と し て返されます。 その後、 このフ ィ ルタに基づ く 検索結果から ダイナ ミ ッ ク グ
ループを定義でき ます。 部署 = マーケテ ィ ング と い う 条件に一致するユーザがデ ィ レ ク
ト リ に追加される と、 このグループにも自動的に追加されます。 部署が他の値に変更さ
れたユーザ ( またはディ レ ク ト リ から削除されたユーザ ) は、 グループから自動的に削
除されます。 

eDirectory でダイ ナミ ッ ク グループを作成する には、 objectclass=dynamicGroup と いう タ
イ プのオブジェ ク ト を作成し ま す。 ス タ ティ ッ ク グループオブジェ ク ト をダイ ナミ ッ ク
グループに変換する には、 補助ク ラ ス dynamicGroupAux をグループオブジェ ク ト に関
連付けま す。 ダイ ナミ ッ ク グループは、 グループに関連付けら れた memberQueryURL
属性を持ちま す。 

dgIdentity 属性は、 ダ イナ ミ ッ ク グループオブジェ ク ト 上で、 グループのダ イナ ミ ッ ク
メ ンバーを拡張するために使用される証明書と権利を持つエン ト リ の識別名に設定す
る こ と ができ ます。 

グループは、 memberQueryURL を使用して管理されます。 基本的な memberQueryURL に
は、 ベース DN、 ス コープ、 フ ィ ルタ、 およびオプシ ョ ン拡張があ り ます。 ベース DN
は検索ベースを指定し ます。 ス コープはベース内の検索レベルを指定し ます。 フ ィ ルタ
は、 指定したス コープ内で選択されたエン ト リ に基づ く 検索フ ィ ルタです。

注 : memberQueryURL によって作成されたリストに例外を設定するため、ダイナミックグループでもユー
ザを明示的に含めたり、除外したりできます。

ダ イナ ミ ッ ク グループは、 Novell iManager を使用し て作成および管理でき ます。 ダ イ
ナ ミ ッ ク グループ管理タ ス クには、 ［役割およびタ ス ク］ ページの ［ダ イナ ミ ッ ク グ
ループ］ 役割を ク リ ッ ク し てア ク セスでき ます。

また、 LDAP コマン ド を使用し て も グループを管理でき ます。 ダ イナ ミ ッ ク グループ
に関連付け られた も有用なプロパテ ィ は、 dgIdentity および memberQueryURL です。
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重要なプロパティ

グループオブジェ ク ト の も有用なプロパテ ィ は、 メ ンバープロパテ ィ と フ ァ イル /
デ ィ レ ク ト リ への権利プロパテ ィ です。 すべてのプロパテ ィ の一覧を表示するには、
iManager でグループオブジェ ク ト を選択し ます。 プロパテ ィ の各ページの説明を表示
するには、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。

dgAllowDuplicates

ダ イナ ミ ッ ク グループ メ ンバーの印刷で重複が許されるかど う かを指定し ます。  デ
フ ォル ト は 「TRUE」 です。  
dgIdentity

このプロパテ ィ は DN を保持し ます。 ダ イナ ミ ッ ク グループは、 この DN の識別子
を検索時の認証用に使用し ます。 識別子は、 ダ イナ ミ ッ ク グループ と同じパーテ ィ
シ ョ ン上に存在する必要があ り ます。 dgldentity によ って指定されたオブジェ ク ト
は、 memberQueryURL 属性で指定された検索を実行するのに必要な権利を持ってい
る必要があ り ます。 

た と えば、 memberQueryURL が次のよ う な値であ る と し ます。 

“ldap:///o=nov??sub?(title=*)”

この場合、 dgldentity は、 コ ンテナ o=nov 以下の属性タ イ ト ルの読み込み / 比較権
利を持っている必要があ り ます。

dgTimeout

このプロパテ ィ は、 サーバがタ イ ムア ウ ト にな る までにかかる メ ンバーの属性の読
み込みまたは比較の 大所要時間を指定し ます。 サーバがこの dgTimeout 値を超え
る と、 -6016 エラーが表示されます。

memberQueryURL

このプロパテ ィ は、 グループ メ ンバーの属性と照合する規則のセッ ト を定義し ます。

memberQueryURL は、 そのスキーマ定義に従って複数の値を持つ属性です。
memberQueryURL は複数の値を持ちますが、 eDirectory 8.6.1 では、 memberQueryURL
の 初の値のみが使用されていま した。

例 ：

管理者によ って作成されたダ イナ ミ ッ ク グループに、 次のよ う な 2 つの
memberQueryURL 値があ る と し ます。

“ldap:///o=nov??sub?cn=*”

“ldap:///o=org??sub?cn=*”

eDirectory 8.6.x サーバは、 グループのメ ンバーの比較のために 「ldap:///o=nov??sub?cn=*」
を使用し ます。 複数の ク エ リ が許可されますが、 読み込まれるのは 初の ク エ リ だ
けです。

この限界は、 eDirectory 8.7.3 で克服されています。 eDirectory 8.7.3 サーバは、 すべ
ての memberQueryURL 値に基づいて メ ンバーを計算するため、 その メ ンバーは
個々の memberQueryURL 値を使用し て計算された メ ンバーを統合し た ものにな り
ます。

上の例では、 結果と し てダ イナ ミ ッ ク グループの メ ンバーは、 o=org および o=nov
の場合に cn 値を持つすべてのエン ト リ と な り ます。
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member

このプロパテ ィ は、 グループ内のすべてのオブジェ ク ト を示し ます。 グループオブ
ジェ ク ト に割 り 当て られた権利は、 そのグループのすべての メ ンバーに適用されま
す。 ダ イナ ミ ッ ク グループの member プロパテ ィ に値を追加する と、 ダ イナ ミ ッ ク
グループにス タ テ ィ ッ ク メ ンバーが追加されます。 この方法は、 個別に メ ンバーを
追加する場合に使用でき ます。

excludedMember

このプロパテ ィ は、 ダ イナ ミ ッ ク グループの メ ンバーシ ッ プ リ ス ト から特に除外さ
れた DN を格納し ます。 これは、 ダ イナ ミ ッ ク グループの除外 リ ス ト を作成するの
に使用でき ます。

excludedMember によ って、 DN をダ イナ ミ ッ ク グループのダ イナ ミ ッ ク メ ンバーか
ら除外される よ う にし ます。 

こ う する と、 memberQueryURL によって指定された メ ンバーの基準で選択された場合
にのみ、 DN はダイナ ミ ッ クグループのダイナ ミ ッ ク メ ンバーにな り 、 excludedMember
と して リ ス ト された り 、 uniqueMember や member に明示的に追加された り する こ とは
あ り ません。

staticMember

このプロパテ ィ は、 ダ イナ ミ ッ ク グループのス タ テ ィ ッ ク メ ンバーを読み込むだけ
ではな く 、 DN がダ イナ ミ ッ ク グループのス タ テ ィ ッ ク メ ンバーかど う かも判断し
ます。 また、 DN が唯一のス タ テ ィ ッ ク メ ンバーであ るダ イナ ミ ッ ク グループを探
し、 ダ イナ ミ ッ ク メ ンバーを持っているが、 ス タ テ ィ ッ ク メ ンバーを持たないグ
ループを探すこ と もでき ます。

このプロパテ ィ を既存のダ イナ ミ ッ ク グループに追加するには、 dgstatic.sch を使用
する スキーマを拡張し ます。

eDirectory 8.6.1 以前のデータベースのダイナミックグループを更新する

ダ イナ ミ ッ ク グループがローカルで作成されるか、 同期の一部と し て取得される と、
ダ イナ ミ ッ ク グループオブジェ ク ト が作成されますが、 ダ イナ ミ ッ ク グループの機能
は、 そのオブジェ ク ト に格納されるい く つかの内部値を必要と し ます。

古いサーバでも ダ イナ ミ ッ ク グループを格納でき ますが、 値を生成する こ と はでき ま
せん。 ダ イナ ミ ッ ク グループは eDirectory 8.6.1 で導入されたためです。

eDirectory 8.6.2 では、 eDirectory 8.6.1 データベースに適合させるために、 8.6.1 以前の
データベースのダ イナ ミ ッ ク グループオブジェ ク ト が自動で更新されま し た。

memberQueryURL の追加構文のサポート

memberQueryURL 属性は、 ダイナ ミ ッ ク グループの メ ンバーを計算するために eDirectory
サーバが使用する検索フ ィ ルタ を格納でき ます。

eDirectory 8.6.1 では、 フ ィ ルタで使用される属性の構文は、 次の基本的な文字列型にの
み制限されていま し た。

SYN_CE_STRING

SYN_CI_STRING

SYN_PR_STRING

SYN_NU_STRING

SYN_CLASS_NAME
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SYN_TEL_NUMBER

SYN_INTEGER

SYN_COUNTER

SYN_TIME

SYN_INTERVAL

SYN_BOOLEAN

SYN_DIST_NAME

SYN_PO_ADDRESS

SYN_CI_LIST

SYN_FAX_NUMBER

SYN_EMAIL_ADDRESS

eDirectory 8.7.3 以降では、 次の属性構文が memberQueryURL の値と し て追加でサポー
ト されています。

SYN_PATH

SYN_TIMESTAMP

SYN_TYPED_NAME

eDirectory 8.6.1 および eDirectory 8.7.x の両方では、 SYN_OCTET_STRING や
SYN_NET_ADDRESS のよ う なバイナ リ 構文は、 memberQueryURL 検索フ ィ ルタでサ
ポー ト されません。

詳細については、 How to Manage and Use Dynamic Groups in Novell eDirectory
 (http://developer.novell.com/research/appnotes/2002/april/05/a020405.htm) を参照して く ださい。 

Alias

 ツ リ ー内の別のオブジェ ク ト をポイ ン ト する別名オブジェ ク ト を作成でき ます。
別名オブジェ ク ト によ って、 ユーザは自分の属する コ ンテナの外部にあ るオブジェ ク
ト に、 ローカル名を付ける こ と ができ ます。

コ ンテナの名前を変更する と きには、 必要に応じ て、 元のコ ンテナの位置に新しい名
前をポイ ン ト する別名を作成でき ます。 これによ り 、 コ ンテナ内のオブジェ ク ト を参
照する ロ グ イ ン ス ク リ プ ト コマン ドやワーク ステーシ ョ ンは、 コ ンテナ名が更新され
ていな く て も対象のオブジェ ク ト にア ク セスでき ます。

別名オブジェクトが表す内容

別名オブジェ ク ト は、 コ ンテナやユーザなど、 ツ リ ー内の別のオブジェ ク ト を表し ま
す。 別名オブジェ ク ト 自体には ト ラ ステ ィ 権はあ り ません。 別名オブジェ ク ト に与え
られた ト ラ ステ ィ 権は、 その別名オブジェ ク ト が示し ている実際のオブジェ ク ト に適
用されます。 ただし、 別名を ト ラ ステ ィ 割 り 当ての対象とする こ と もでき ます。
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使用法

別名オブジェ ク ト を作成する と、 名前の解決が容易にな り ます。 オブジェ ク ト の命名規
則では、 現在のコ ンテキス ト のオブジェ ク ト に対する命名が も簡単なため、 現在のコ
ンテキス ト に、 現在のコ ンテキス ト の外部の リ ソースをポイ ン ト する別名オブジェ ク ト
を作成し ます。

た と えば、 図 5 に示すよ う に、 ユーザが South コ ンテナにロ グ イ ン し、 現在のコ ンテキ
ス ト を確立する場合に、 North コ ンテナの ColorQ と い う プ リ ン ト キ ューオブジェ ク ト
にア ク セスする必要があ る と し ます。

図 5 コンテナの例

図 6 に示される よ う に、 South コ ンテナに別名オブジェ ク ト を作成でき ます。

図 6 eDirectory コンテナの別名オブジェクト

別名オブジェ ク ト によ って、 元の ColorQ オブジェ ク ト がポ イ ン ト されるため、 South
コ ンテナでは ColorQ を ローカルオブジェ ク ト と し て印刷設定でき ます。

重要なプロパティ

別名オブジェ ク ト には別名元オブジェ ク ト プロパテ ィ があ り 、 このプロパテ ィ によ っ
て、 別名オブジェ ク ト と元のオブジェ ク ト と が関連付け られます。
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ディレクトリマップ

 デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト は、 サーバのフ ァ イルシステム内のパスへのポ
イ ン タです。 これによ り 、 デ ィ レ ク ト リ を よ り 簡単に参照でき ます。 

ネ ッ ト ワークに NetWare ボ リ ュームがない場合は、 デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト
を作成する こ と はでき ません。

ディレクトリマップオブジェクトが表す内容

デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト は、 NetWare ボ リ ューム上のデ ィ レ ク ト リ を表し ます
( それに対し、 別名オブジェ ク ト はオブジェ ク ト を表し ます ) 。

使用法

デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト は、 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト での ド ラ イブマ ッ ピングを
単純化するために作成し ます。 デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト を使用する と、 複雑
なフ ァ イルシステムパス を簡単な名前にする こ と ができ ます。

また、 フ ァ イルの場所を変更し た場合でも、 新しい場所を参照する よ う に、 ロ グ イ ン
ス ク リ プ ト やバッチフ ァ イルを変更する必要があ り ません。 デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブ
ジェ ク ト を編集するだけです。 た と えば、 図 7 に示すよ う に、 South コ ンテナのロ グ イ
ン ス ク リ プ ト を編集する と し ます。

図 7 eDirectory コンテナの例

ド ラ イブをボ リ ューム sys: 上の Shared デ ィ レ ク ト リ にマ ッ ピングする コマン ド は、 次
のよ う にな り ます。

MAP N:=sys.North.:Shared

共有デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト を作成し た場合、 マ ッ プコマン ド は、 次のよ う
にさ らに簡単にな り ます。

MAP N:=Shared

重要なプロパティ

デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト には、 次のよ う なプロパテ ィ があ り ます。

名前

デ ィ レ ク ト リ 内のオブジェ ク ト ( た と えば、 Shared) を指定し ます。 名前プロパ
テ ィ は MAP コマン ド で使用されます。

ボ リ ューム

Sys.North.YourCo のよ う な、 デ ィ レ ク ト リ マ ッ プオブジェ ク ト が参照するボ リ ュー
ムオブジェ ク ト の名前が格納されます。

パス

public\winnt\nls\english のよ う に、 デ ィ レ ク ト リ をボ リ ュームのルー ト からのパス
と し て指定し ます。
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プロファイル

 プロ フ ァ イルオブジェ ク ト はロ グ イ ン ス ク リ プ ト の管理に役立ちます。

プロファイルオブジェクトが表す内容

プロ フ ァ イルオブジェ ク ト は、 コ ンテナロ グ イ ン ス ク リ プ ト の後、 およびユーザロ グ
イ ン ス ク リ プ ト の前に実行される ロ グ イ ン ス ク リ プ ト を表し ます。

使用法

特定のユーザのみを対象にロ グ イ ン ス ク リ プ ト コマン ド を実行し たい場合は、 プロ
フ ァ イルオブジェ ク ト を作成し ます。 対象のユーザには、 同一コ ンテナ内のユーザだ
けでな く 、 異な る コ ンテナ内のユーザも指定でき ます。 プロ フ ァ イルオブジェ ク ト を
作成し た後は、 プロ フ ァ イルのロ グ イ ン ス ク リ プ ト プロパテ ィ にコマン ド を指定し ま
す。 続いて、 該当のユーザオブジェ ク ト をプロ フ ァ イルオブジェ ク ト の ト ラ ステ ィ に
指定し、 それらのユーザオブジェ ク ト のプロ フ ァ イル メ ンバーシ ッ ププロパテ ィ にそ
のプロ フ ァ イルオブジェ ク ト を追加し ます。

重要なプロパティ

プロ フ ァ イルオブジェ ク ト には、 次の 2 つの重要なプロパテ ィ があ り ます。 

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト

そのプロ フ ァ イルのユーザに対し て実行する コマン ド を格納し ます。

フ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ への権利

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト に INCLUDE ステー ト メ ン ト を使用し た場合は、 プロ フ ァ イル
オブジェ ク ト に、 フ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ への権利プロパテ ィ に指定されている
フ ァ イルに対する権利を与え る必要があ り ます。 

コンテキストと命名規則

オブジェ ク ト のコ ンテキス ト は、 ツ リ ー内でのそのオブジェ ク ト の位置を表し ます。
コ ンテキス ト は、 NDS ド メ イ ン と ほぼ同じです。

次の図は、 ユーザ Bob は部門 Accounts にあ り 、 部門 Accounts は部門 Finance にあ り 、
部門 Finance は組織 YourCo にあ る こ と を示し ています。 

図 8 eDirectory コンテナの例

ただし、 オブジェ ク ト のコ ンテキス ト を eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ で表現する必要があ
る場合も あ り ます。 た と えば、 40 ページの 図 9 に示すよ う に、 Bob のワーク ステー
シ ョ ンを設定する と きには、 名前のコ ンテキス ト を指定する必要があ り ます。
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図 9 Novell Client の NDS ページ

コ ンテキス ト は、 対象のオブジェ ク ト と Tree の 上部と の間に存在する各コ ンテナを
ピ リ オ ド で区切った リ ス ト と し て指定し ます。 この例では、 ユーザオブジェ ク ト Bob
はコ ンテナ Accounts にあ り 、 コ ンテナ Accounts はコ ンテナ Finance にあ り 、 コ ンテナ
Finance はコ ンテナ YourCo にあ り ます。

識別名

オブジェ ク ト の識別名と は、 オブジェ ク ト 名にコ ンテキス ト を付けた ものです。 た と
えば、 ユーザオブジェ ク ト Bob の識別名は、 Bob.Accounts.Finance.YourCo です。

タイプ付きの名前

タ イプ付きの名前が、 eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ に表示される こ と があ り ます。 タ イプ
つきの名前には、 次の表に示された よ う なオブジェ ク ト タ イプの略語があ り ます。

eDirectory では、 タ イプ付きの名前の作成に、 タ イプの略語、 等号、 およびオブジェ ク
ト 名を使用し ます。 た と えば、 Bob のタ イプ付きの名前は、 CN=Bob と な り ます。 Bob
のタ イプ付きの完全な名前は、 CN=Bob.OU=Accounts.OU=Finance.O=YourCo と な り ま
す。 eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ において、 タ イプ付きの名前は、 タ イプな しの名前と互
換性があ り ます。

ネームレゾリューション

デ ィ レ ク ト リ ツ リ ー内のオブジェ ク ト の位置を見つけるために eDirectory が使用するプ
ロセスのこ と を、 ネーム レ ゾ リ ューシ ョ ン ( 名前解決 ) と いいます。 eDirectory ユー
テ ィ リ テ ィ でオブジェ ク ト 名を使用する と、 eDirectory は、 現在のコ ンテキス ト または
ツ リ ーの 上部を基準と し て名前の解決を行います。

オブジェクトクラス タイプ 略語

すべてのリーフオブジェクトクラス 共通名 CN

組織 組織 O

部門 部門 OU

国 国 C

地域 地域または都道府県 L または S
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現在のワークステーションのコンテキスト

ネ ッ ト ワーク ソ フ ト ウ ェアの実行時には、 ワーク ステーシ ョ ンにはコ ンテキス ト が設
定されます。 このコ ンテキス ト によ って、 ネ ッ ト ワーク内のワーク ステーシ ョ ンの位
置が相対的に指定されます。 た と えば、 Bob のワーク ステーシ ョ ンでは、 現在のコ ン
テキス ト が次のよ う に設定されます。

Accounts.Finance.YourCo

次のセ ク シ ョ ンで説明する よ う に、 現在のコ ンテキス ト は、 先頭のピ リ オ ド、 相対命
名、 および後続ピ リ オ ド の使用法を理解する う えで重要です。

先頭ピリオド

現在のコ ンテキス ト がど こに設定されているかに関わ り な く 、 ツ リ ーの 上部から名
前を解決するには、 先頭ピ リ オ ド を使用し ます。 次の例では、 先頭ピ リ オ ド が CX ( コ
ンテキス ト の変更 ) ユーテ ィ リ テ ィ に、 ツ リ ーの 上部を基準と し て名前を解決する よ
う 指定し ています。

CX .Finance.YourCo

eDirectory はこのコマン ド を、 「ツ リ ーの 上部から名前の解決を行い、 YourCo コ ンテ
ナにあ る Finance コ ンテナにコ ンテキス ト を変更する」 と解釈し ます。

相対命名

相対命名と は、 ツ リ ーの 上部ではな く 、 ワーク ステーシ ョ ンの現在のコ ンテキス ト
を基準に、 名前を解決する こ と を意味し ます。 先頭ピ リ オ ド はツ リ ーの 上部からの
名前解決を表すため、 相対命名の場合は先頭ピ リ オ ド を使用し ません。

た と えば、 ワーク ステーシ ョ ンの現在のコ ンテキス ト が Finance に設定されている と し
ます。 ( 図 10 を参照し て く ださい。 )

図 10 eDirectory コンテナの例

Bob の相対オブジェ ク ト 名は、 次のよ う にな り ます。

Bob.Accounts

eDirectory は、 この名前を 「現在のコ ンテキス ト Finance から解決される Accounts に属
する Bob」 と解釈し ます。
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後続ピリオド

後続ピ リ オ ド は、 相対命名でのみ使用されます。 し たがって、 先頭ピ リ オ ド と後続ピ
リ オ ド の両方を使用する こ と はでき ません。 後続ピ リ オ ド は、 eDirectory が名前解決を
開始する コ ンテナを変更し ます。

後続ピ リ オ ド 1 つにつき、 解決地点がツ リ ーの上部に向かって 1 コ ンテナずつ引き上
げられます。 た と えば、 42 ページの 図 11 の例は、 ワーク ステーシ ョ ンの現在のコ ンテ
キス ト を Timmins から Allentown に変更する場合を示し ています。

図 11 eDirectory コンテナの例

この場合の適切な CX コマン ド では、 次に示すよ う に、 後続ピ リ オ ド を付けた相対命
名を使用し ます。

CX Allentown.East..

eDirectory はこのコマン ド を、 「現在のコ ンテキス ト の 2 つ上にあ る コ ンテナから名前
の解決を行い、 East にあ る Allentown にコ ンテキス ト を変更する」 と解釈し ます。

同様に、 Bob が Allentown コ ンテナに属し、 ワーク ステーシ ョ ンの現在のコ ンテキス ト
が Timmins の場合、 Bob の相対名は次のよ う にな り ます。

Bob.Allentown.East..

Linux および UNIX でのコンテキストと命名規則

Linux および UNIX のユーザアカ ウ ン ト を eDirectory に移行し た場合、 ユーザの命名に
eDirectory のコ ンテキス ト は使用されません。 

スキーマ

スキーマでは、 ツ リ ー内に作成でき るオブジェ ク ト のタ イプ ( ユーザ、 プ リ ン タ、 グ
ループなど ) 、 およびオブジェ ク ト の作成時に指定する必須情報と オプシ ョ ン情報が定
義されます。 各オブジェ ク ト には、 そのオブジェ ク ト タ イプのスキーマ ク ラ スが定義
されています。

製品に元から付属し ている スキーマは、 ベース スキーマ と いいます。 新しいク ラ スや
属性の追加など、 なんらかの形でベース スキーマが変更される と、 そのスキーマは拡
張スキーマ とみな されます。

スキーマは必ずし も拡張する必要はあ り ませんが、 拡張も可能です。 iManager のス
キーマ役割を使用すれば、 運用条件に合わせてスキーマを拡張でき ます。 た と えば、
従業員に特殊な履き物が必要で、 従業員の靴のサイ ズを記録し なければな ら ない場合
などに、 スキーマを拡張し ます。 この場合は、 「靴のサイ ズ」 と い う 属性を新たに作成
し、 ユーザク ラ スに追加し ます。

詳細については、 123 ページの第 4 章 「スキーマの管理」 を参照し て く ださい。
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スキーマ管理

Novell iManager のスキーマ役割によ って、 ツ リ ーへのスーパバイザ権を持っている
ユーザは、 そのツ リ ーのスキーマをカス タマイ ズでき ます。 スキーマ役割、 およびそ
の関連タ ス クは、 iManager の役割およびタ ス クページに表示されています。

スキーマ役割の使用目的

スキーマ内のすべての ク ラ スおよび属性の一覧を表示する。

構文やフ ラ グなどの属性についての情報を表示する。

既存のスキーマに ク ラ ス または属性を追加し て、 スキーマを拡張する。

名前を付けてから、 属性、 フ ラ グ、 追加でき る コ ンテナ、 および属性の継承元のペ
アレン ト ク ラ ス を指定し て、 ク ラ ス を作成する。

名前を付けてから、 構文およびフ ラ グを設定し て、 属性を作成する。

既存の ク ラ スにオプシ ョ ンの属性を追加する。

使用されていない、 または必要のな く なった ク ラ スや属性を削除する。

スキーマクラス、属性、および構文

クラス

ク ラ ス と は、 デ ィ レ ク ト リ オブジェ ク ト のテンプレー ト のよ う な ものです。 デ ィ レ ク
ト リ オブジェ ク ト と は、 データ を挿入された ク ラ スです。 つま り 、 次のよ う に表すこ
と ができ ます。

CLASS + DATA = DIRECTORY OBJECT

各ク ラ スは、 ク ラ ス名、 継承ク ラ ス ( そのク ラ スがク ラ ス階層の 上位である場合を除
く ) 、 ク ラ ス フ ラ グ、 および属性のグループを持っています。 ク ラ スは、 ディ レ ク ト リ
オブジェ ク ト ( ユーザ、 プ リ ン タ、 キュー、 サーバなど ) と同じ よ う に命名されますが、
単なる構造であ り 内容はあ り ません。

継承ク ラ ス と は、 他のオブジェ ク ト ク ラ ス を定義する と きの開始点と なる ク ラ スです。
継承ク ラ スの属性はすべて、 ク ラ ス階層でその ク ラ スの下位に位置する ク ラ スへ継承
されます。

ク ラ ス階層は、 あ る ク ラ スがどのよ う にペアレン ト ク ラ ス と関連付け られているかを
示し ます。 ク ラ ス階層によ り 、 類似し た ク ラ スが関連付け られ、 属性の継承が可能に
な り ます。 また、 ク ラ ス を格納でき る有効なコ ンテナのタ イプも定義されます。 

ク ラ スの作成時には、 ク ラ ス階層と追加属性を使用し て各ク ラ ス をカス タマイ ズでき
ます。 継承ク ラ ス を指定する こ と によ って、 階層内の上位のク ラ スから その属性と フ
ラ グのすべてを新しいク ラ スに継承でき ます。 さ らに、 継承された属性ク ラ スに追加
する属性を 1 つまたは複数選択する こ と によ って、 新しいク ラ ス をカス タマイ ズでき
ます。 追加の属性は、 必須属性、 ネー ミ ング属性、 またはオプシ ョ ン属性と し て選択
でき ます。

オプシ ョ ンの属性を追加し て、 既存の ク ラ ス を変更する こ と もでき ます。
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属性

属性と は、 eDirectory データベース内のデータ フ ィ ール ド のこ と です。 た と えば、 ク ラ
スが記入用紙のよ う な ものだ とすれば、 属性は記入用紙における 1 つの記入欄です。
属性は、 作成時に、 名前 ( 姓や社員番号など ) を付け られ、 構文のタ イプ ( 文字列や数
字など ) が指定されます。 その後、 その属性はスキーママネージ ャの属性 リ ス ト で使用
でき る よ う にな り ます。

構文

構文にはい く つかの選択可能なオプシ ョ ンがあ り ます。 これらの構文オプシ ョ ンは、
各属性で入力するデータのタ イプを指定するために使用されます。 構文は属性の作成
時にのみ指定でき ます。 後から構文を変更する こ と はでき ません。 利用可能な構文は
次のよ う な ものです。

バッ ク リ ン ク

オブジェ ク ト を参照する他のサーバの追跡に使用されます。 また、 eDirectory の内
部管理目的で使用されます。

ブール 

TRUE(1) または FALSE(0) の値を と る属性に使用されます。 この構文タ イプには、
単一の値のフ ラ グが設定されます。

大文字小文字を区別する文字列 

比較演算で大文字 / 小文字が区別される Unicode 文字列を値と し て と る属性に使用
されます。 2 つの 「大文字小文字を区別する文字列」 は、 長さが等し く 、 対応する
文字 ( 大文字 / 小文字の区別を含む ) が同一の場合に一致とみな されます。

大文字小文字を無視する リ ス ト  

比較演算で大文字 / 小文字が区別されない Unicode 文字列の順序列を値と し て と る
属性に使用されます。 2 つの 「大文字小文字を無視する リ ス ト 」 は、 文字列の数が
等し く 、 対応するすべての文字列が同じ場合 ( つま り 、 長さ と対応する文字が同一
の場合 ) に一致とみな されます。

大文字小文字を無視する文字列 

比較演算で大文字 / 小文字が区別されない Unicode 文字列を値と し て と る属性に使
用されます。 2 つの 「大文字小文字を無視する文字列」 は、 長さが等し く 、 対応す
る文字があ らゆる面で ( ただし、 大文字 / 小文字の区別を除 く ) 同一の場合に一致
とみな されます。

ク ラ ス名 

オブジェ ク ト ク ラ スの名前を値と し て と る属性に使用されます。 2 つの ク ラ ス名
は、 長さが等し く 、 対応する文字があ らゆる面で ( ただし、 大文字 / 小文字の区別
を除 く ) 同一の場合に一致とみな されます。

カ ウ ン タ  

増分変更された符号付き整数を値と し て と る属性に使用されます。 カ ウ ン タによ っ
て定義された属性は、 単一の値の属性です。 カ ウ ン タは、 この構文の属性に値が追
加される と足し算で合計に追加され、 この構文の属性から値が削除される と引き算
で合計から差し引かれる と い う 点で、 整数と は異な り ます。
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識別名 

eDirectory ツ リ ー内のオブジェ ク ト 名を値と して と る属性に使用されます。 DN ( 識
別名 ) では大文字 / 小文字が区別されませんが、 ネー ミ ング属性の 1 つでは大文字 /
小文字が区別されます。 

電子 メ ールア ド レ ス  

バイナ リ 情報の文字列を値と し て と る属性によ って使用されます。 eDirectory は、
この構文の内容の内部構造については想定し ません。

Fax 番号 

国際電話番号と、 推奨 T.20 に従って形式設定されたオプシ ョ ンのビ ッ ト 文字列の
格納を規定する E.123 標準に準拠し た文字列を指定し ます。 2 つの Fax 番号値は、
長さが等し く 、 対応する文字列が同一 ( ただし、 比較処理で無視される スペース と
ハイ フンを除 く ) の場合に、 一致とみな されます。

保持 

符号付き整数の値を持つアカ ウ ン ト 数量の属性に使用されます。 この構文は、 アカ
ウ ン ト 数量 ( ト ラ ンザク シ ョ ンが完了する までの間、 サブジェ ク ト の ク レジ ッ ト 限
度に対し て暫定的に保持される金額 ) を表し ます。 保持量は、 カ ウ ン タ構文と同じ
よ う に扱われ、 新しい値がベース合計に加算されるか、 ベース合計から減算されま
す。 計算された保持量が 0 にな る と、 保持レ コード は削除されます。

整数 

符号付き数値と し て表される属性に使用されます。 2 つの整数値は、 値が同一であ
る場合に一致とみな されます。 順序付けの比較では、 符号付き整数ルールが使用さ
れます。

間隔 

符号付き整数を値と して と り 、 時間の間隔を表す属性に使用されます。 間隔構文で
は、 整数構文と同じ表現が使用されます。 間隔値は、 時間間隔での秒数を表し ます。

ネ ッ ト ア ド レ ス  

サーバ環境でのネ ッ ト ワーク レ イヤア ド レ ス を表し ます。 このア ド レ スは、 バイナ
リ 形式です。 2 つのネ ッ ト ア ド レ スは、 各ア ド レ スのタ イプ、 長さ、 および値が一
致する場合に、 一致とみな されます。

数値文字列 

CCITT X.208 定義で数値文字列と し て定義されている数値整数を値と し て と る属性
に使用されます。 2 つの数値文字列は、 長さが等し く 、 対応する文字が同一の場合
に一致とみな されます。 数値文字列文字セ ッ ト において有効な文字は、 数字 (0 ～ 9)
およびスペースのみです。

オブジェ ク ト ACL 

ア ク セス制御 リ ス ト (ACL) エン ト リ を表す値を と る属性に使用されます。 オブ
ジェ ク ト ACL 値は、 オブジェ ク ト を保護する場合と、 属性を保護する場合があ り
ます。

オ ク テ ッ ト リ ス ト  

バイナ リ 情報またはオ ク テ ッ ト 文字列の順序付き文字列シーケン ス を表し ます。 オ
ク テ ッ ト リ ス ト は、 保存済み リ ス ト のサブセ ッ ト であ る場合に、 保存済み リ ス ト と
一致する と みな されます。 2 つのオ ク テ ッ ト リ ス ト は、 長さが等し く 、 対応する
ビ ッ ト 列 ( オ ク テ ッ ト ) が同一の場合に一致とみな されます。
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オ ク テ ッ ト 文字列 

eDirectory によ って解釈されないバイナ リ 情報の文字列を値と し て と る属性に使用
されます。 これらのオ ク テ ッ ト 文字列は、 非 Unicode 文字列です。 2 つのオ ク テ ッ
ト 文字列は、 長さが等し く 、 対応する ビ ッ ト 列 ( オ ク テ ッ ト ) が同一の場合に一致
とみな されます。

パス  

フ ァ イ ルシス テムパス を表す属性であり 、 サーバ上でフ ァ イ ルを見つける ために
必要なすべての情報が格納さ れま す。 2 つのパス は、 長さ が等し く 、 対応する 文字
( 大文字 / 小文字の区別を含む ) が同一の場合に、 一致と みなさ れま す。

住所 

住所を表す Unicode 文字列を値と し てと る 属性に使用さ れま す。 通常、 住所の属性
値は、 推奨 F.401 に従って MHS Unformatted Postal O/R Address Specification バージョ
ン 1 から 選択さ れた属性で構成さ れま す。 こ の値は、 30 文字 6 行 ( 国名を含む ) に
制限さ れま す。 2 つの住所は、 文字列の数が等し く 、 対応する すべての文字列が同
じ 場合 ( つま り 、 長さ と 対応する 文字が同一の場合 ) に一致と みなさ れま す。

印刷可能文字列 

CCITT X.208 に定義されている印刷可能文字列を値と し て と る属性に使用されま
す。 印刷可能文字セ ッ ト は、 次のものから構成されます。

英大文字および英小文字 

数字 (0 ～ 9) 

スペース  

アポス ト ロ フ ィ (') 

左カ ッ コおよび右カ ッ コ ( ) 

プラ ス記号 (+) 

コ ンマ (,) 

ハイ フン (-) 

ピ リ オ ド (.) 

ス ラ ッ シュ (/) 

コ ロ ン (:) 

等号 (=) 

疑問符 (?) 

2 つの印刷可能文字列は長さが等し く 、 対応する文字が同一の場合に一致とみな さ
れます。 大文字 / 小文字は区別されます。
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レプ リ カポ イ ン タ  

パーテ ィ シ ョ ンレプ リ カを表す値を と る属性に使用されます。 eDirectory ツ リ ーの
パーテ ィ シ ョ ンでは、 複数のサーバにレプ リ カを置 く こ と ができ ます。 この構文
は、 次の 6 つのコ ンポーネン ト で構成されます。

サーバ名 

レプ リ カ タ イプ ( マス タ、 セカンダ リ 、 読み込み専用、 サブオーデ ィ ネー ト リ
フ ァ レン ス ) 

レプ リ カ番号 

レプ リ カルー ト ID 

ア ド レ スの数 

ア ド レ ス レ コード  

ス ト リ ーム 

任意のバイナ リ 情報を表し ます。 ス ト リ ーム構文を使用する と、 フ ァ イルサーバ上
のフ ァ イルから eDirectory 属性を作成でき ます。 この構文は、 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト
やその他のス ト リ ーム属性で使用されます。 ス ト リ ームフ ァ イルに格納されている
データには、 構文は一切適用されません。 この構文は単に任意のデータであ り 、 個
別のアプ リ ケーシ ョ ンで作成、 定義および使用されます。

電話番号 

電話番号を値と して と る属性に使用されます。 電話番号は、 1 ～ 32 文字の長さの文
字列です。 2 つの電話番号は、 長さが等し く 、 対応する文字列が同一 ( ただし、 比
較処理で無視される スペース とハイ フンを除 く ) の場合に、 一致とみな されます。

時間 

符号な し整数を値と し て と り 、 秒単位の時間を表す属性に使用されます。

タ イ ム ス タ ンプ 

特定のイベン ト が発生し た時刻を示す値を と る属性に使用されます。 特定のイベン
ト が発生する と、 eDirectory サーバによ って タ イ ム ス タ ンプ値が生成され、 そのイ
ベン ト に関連付け られます。 各タ イ ム ス タ ンプ値は、 eDirectory パーテ ィ シ ョ ン内
で固有です。 これによ り 、 同一パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持し ているすべての
サーバで発生し た イベン ト を 1 つにま と めて順序付けでき ます。

タ イプ付きの名前 

オブジェ ク ト に関連付け られたレベルおよび間隔を表す値を と る属性に使用されま
す。 この構文は、 eDirectory オブジェ ク ト を指定し、 次の 2 つの数値を当該オブ
ジェ ク ト にア タ ッチし ます。

優先番号を示す属性レベル 

イベン ト 間の秒数、 または参照の頻度を表す間隔 

不明

スキーマから削除されている属性定義を もつ属性に使用されます。 この構文は、 バ
イナ リ 情報の文字列を表し ます。
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必須属性およびオプション属性について

オブジェ ク ト にはどれも、 オブジェ ク ト のタ イプに合わせて定義されたスキーマ ク ラ
スがあ り ます。 ク ラ ス と は、 意味のあ る方法で組織された属性のグループを指し ます。
これらの属性の一部は必須で、 一部はオプシ ョ ンです。

必須属性

必須属性と は、 オブジェ ク ト の作成時に指定する必要があ る属性です。 た と えば、 社
員番号が必須属性であ るユーザク ラ スで新しいユーザを作成する場合、 社員番号を入
力せずに新しいユーザオブジェ ク ト を作成する こ と はでき ません。

オプション属性

オプシ ョ ン属性と は、 必要に応じ て指定でき る属性を指し ます。 た と えば、 ニ ッ ク
ネームがオプシ ョ ン属性と なっているユーザク ラ スで新しいユーザオブジェ ク ト を作
成する と し ます。 この場合、 この属性が入力されて も されな く て もユーザオブジェ ク
ト は作成でき ます。 属性を入力するかど う かは、 新しいユーザにニ ッ ク ネームが付け
られているかど う かに左右されます。

例外的にオプシ ョ ン属性が命名に使用される場合があ り ますが、 その場合は属性が必
須にな り ます。

スキーマのサンプル

48 ページの 図 12 は、 スキーマの一部の例で、 基本のスキーマに類似し ているかも しれ
ません。 この図は、 組織ク ラ スについての情報を表し ています。 この画面に表示され
ているほ と んどの情報は、 ク ラ スが作成された と きに指定された ものです。 オプシ ョ
ンの属性のい く つかは後に追加されま し た。

 このア イ コ ンは、 ベース スキーマの拡張部分であ るすべてのク ラ スおよび属性に割
り 当て られます。

図 12 iManager のクラス情報ページ
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スキーマを設計する

初にスキーマの設計を行 う と、 長期的に見た場合、 時間と労力を節約でき ます。
ベース スキーマを表示し て、 それが実際の必要条件に見合 う か、 あ るいは変更が必要
かを判断でき ます。 変更が必要な場合は、 スキーママネージ ャ を使用し てスキーマを
拡張し ます。 詳細については、 124 ページの 「スキーマの拡張」 および 128 ページの
「スキーマの表示」 を参照し て く ださい。

パーティション

パーテ ィ シ ョ ンは、 eDirectory データベースの論理区分です。 各デ ィ レ ク ト リ パーテ ィ
シ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ 情報を格納する ツ リ ー内の個別のデータユニ ッ ト と な り ます。

パーテ ィ シ ョ ンを分割する と、 デ ィ レ ク ト リ の一部を 1 つのサーバから切 り 離し、 別
のサーバに置 く こ と ができ ます。 

WAN リ ン ク が遅い場合や信頼性に乏しい場合、 またはデ ィ レ ク ト リ に多量のオブジェ
ク ト があ るためにサーバが処理し きれず、 ア ク セスが遅 く なる場合は、 デ ィ レ ク ト リ
をパーテ ィ シ ョ ン分割する こ と を検討し て く だ さい。 パーテ ィ シ ョ ンの詳細な説明に
ついては、 135 ページの第 5 章 「パーテ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」 を参照し て く
ださい。

各デ ィ レ ク ト リ パーテ ィ シ ョ ンは、 コ ンテナオブジェ ク ト 、 それに含まれるすべての
オブジェ ク ト 、 およびそれらのオブジェ ク ト に関するデータのセ ッ ト から構成されま
す。 パーテ ィ シ ョ ンには、 フ ァ イルシステムに関する情報、 またはパーテ ィ シ ョ ンに
含まれるデ ィ レ ク ト リ やフ ァ イルに関する情報はあ り ません。

パーテ ィ シ ョ ン分割は、 Novell iManager を使用し て行います。 iManager では、 パー
テ ィ シ ョ ンは、 ［パーテ ィ シ ョ ン］ ア イ コ ン ( ) によ って識別されます。

図 13 サーバのレプリカビュー

この上の例では、 ［パーテ ィ シ ョ ン］ ア イ コ ンは Tree オブジェ ク ト の横にあ り ます。 こ
の場合は、 Tree オブジェ ク ト が、 パーテ ィ シ ョ ン内の 上位のコ ンテナであ る こ と を
意味し ます。 他のコ ンテナではパーテ ィ シ ョ ンが表示されていないため、 このパー
テ ィ シ ョ ンが唯一のパーテ ィ シ ョ ンにな り ます。

これはデフ ォル ト の eDirectory パーテ ィ シ ョ ンで、 デ ィ レ ク ト リ 全体を 1 つのパーテ ィ
シ ョ ンにま と めています。

この例では、 Server1 のレプ リ カビ ューが表示されている こ と に注意し て く だ さい。
iManager でサーバのレプ リ カビ ューを表示する と、 そのサーバに保持されているすべ
てのレプ リ カが右に表示されます。 この場合、 Server1 には唯一のパーテ ィ シ ョ ンのレ
プ リ カが保持されています。 詳細については、 52 ページの 「レプ リ カ」 および
144 ページの 「eDirectory サーバのレプ リ カを表示する」 を参照し て く ださい。
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パーティション

パーテ ィ シ ョ ンには、 その 上位のコ ンテナの名前が付けられます。 図 14 では、 Tree
および Finance と い う 名前の 2 つのパーテ ィ シ ョ ンがあ り ます。 パーテ ィ シ ョ ン Finance
は Tree から分割されたため、 このパーテ ィ シ ョ ンは Tree のチャ イルドパーテ ィ シ ョ ン
と呼ばれます。 また Tree は、 Finance のペアレン ト パーテ ィ シ ョ ン と呼ばれます。

図 14 パーティションのレプリカビュー

デ ィ レ ク ト リ に大量のオブジェ ク ト があ るためにサーバが処理し きれず、 eDirectory へ
のア ク セスが遅 く な る場合、 このよ う に新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成する と便利です。
新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成する と、 データベース を分割し、 その分岐のオブジェ ク
ト を異な るサーバに渡すこ と ができ ます。

上の例では、 Finance パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カビ ューが表示されています。 iManager
でパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カビ ューを表示する と、 そのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを
持つサーバはすべて右側に表示されます。 この場合、 Server1 には、 Finance パーテ ィ
シ ョ ンの読み書き可能レプ リ カが保持されています。 詳細については、 146 ページの
「パーテ ィ シ ョ ン レプ リ カを表示する」 を参照し て く ださい。

パフォーマンス向上のためにレプリカを分散する

前の例で、 Server1 サーバに、 Tree パーテ ィ シ ョ ン と Finance パーテ ィ シ ョ ンの両方の
レプ リ カが保管されている と し ます。 この場合、 パーテ ィ シ ョ ン分割後も Server1 は
デ ィ レ ク ト リ 全体 ( 両パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ ) を まだ保持し ているため、 パーテ ィ
シ ョ ン分割によ る eDirectory のパフ ォーマン スの向上は実現されません。

パフ ォーマン ス を向上させるには、 レプ リ カの 1 つを別のサーバに移動する必要があ
り ます。 た と えば、 Tree パーテ ィ シ ョ ンを Server2 へ移動する と、 Tree および YourCo
コ ンテナにあ るすべてのオブジェ ク ト が Server2 に移動し ます。 Server1 は、 Finance お
よび Accounts コ ンテナのオブジェ ク ト だけを格納する こ と にな り ます。 Server1 と
Server2 への負荷は、 パーテ ィ シ ョ ン分割を行っていない と きに比べて、 いずれも軽 く
な り ます。
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パーティションと WAN リンク

ネ ッ ト ワークが、 WAN リ ン クで分割された North サイ ト と South サイ ト の 2 つのサイ ト
に渡っている場合を考えてみます。 各サイ ト には、 それぞれ 3 つのサーバがあ り ます。

図 15 eDirectory コンテナの例

このケースでは、 デ ィ レ ク ト リ を 2 つのパーテ ィ シ ョ ンに分割する と、 eDirectory はよ
り 高速にな り 、 信頼性も向上し ます。

パーテ ィ シ ョ ンが 1 つしかない と、 レプ リ カは 1 つのサイ ト に保存されるか、 2 つのサ
イ ト に分散されます。 この場合、 次の 2 つの問題点があ り ます。

た と えば、 North サイ ト にすべてのレプ リ カが保存されている とする と、 South サイ
ト では、 ロ グ イ ンや リ ソースへのア ク セスに時間がかか り ます。 また、 リ ン クが停
止し た場合、 South サイ ト のユーザは、 ロ グ イ ン または リ ソースにア ク セスする こ
と ができな く な り ます。

レプ リ カが 2 つのサイ ト に分散されている と、 ユーザはローカルでデ ィ レ ク ト リ に
ア ク セスでき ます。 ただし、 サーバ間のレプ リ カの同期は WAN リ ン ク を通し て行
われるので、 リ ン クの信頼性が低い場合には、 eDirectory エラーが発生する可能性
があ り ます。 デ ィ レ ク ト リ に加え られた変更を WAN 経由で伝え るには、 時間がか
か り ます。

51 ページの 図 16 に示し た 2 つのパーテ ィ シ ョ ンによ る ソ リ ューシ ョ ンは、 WAN リ ン
ク でのパフ ォーマン ス と信頼性の問題を解決し ます。

図 16 パーティションの例
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Tree パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カは、 North サイ ト のサーバに保存されています。 South
パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カは、 図 17 に示すよ う に、 South サイ ト のサーバに保存され
ています。

図 17 パーティション、サーバ、およびレプリカの例

各サイ ト では、 ローカル リ ソース を表すオブジェ ク ト は、 ローカルで保存されていま
す。 サーバ間の同期 ト ラ フ ィ ッ クは、 通信速度が遅 く 信頼性の低い WAN リ ン ク ではな
く 、 LAN 上でローカルに行われます。

ただし、 異な るサイ ト のオブジェ ク ト にユーザや管理者がア ク セスする場合は、 WAN
リ ン ク上での eDirectory ト ラ フ ィ ッ クが発生し ます。

レプリカ

レプ リ カは、 eDirectory サーバに分配されたユーザ定義済みのパーテ ィ シ ョ ンのコ ピーま
たはイ ンス タ ンスです。 ネ ッ ト ワークに複数の eDirectory サーバがある場合、 ディ レ ク
ト リ のレプ リ カ ( コ ピー ) を複数保存してお く こ と ができ ます。 これによ り 、 あるサー
バやそのサーバに対するネ ッ ト ワーク リ ン クが機能しな く なった場合でも、 ユーザが残
り のネ ッ ト ワーク リ ソースにログ イ ン して使用でき ます (52 ページの 図 18 を参照 ) 。 

図 18 eDirectory レプリカ
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それぞれのサーバは、 65,000 以上の eDirectory レプ リ カを格納でき ますが、 同じユーザ
定義済みのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カで、 同じサーバ上に格納でき るのは 1 つだけで
す。 レプ リ カの詳細な説明については、 135 ページの第 5 章 「パーテ ィ シ ョ ンおよびレ
プ リ カの管理」 を参照し て く ださい。

eDirectory の障害対策と し て、 レプ リ カを 3 つ保存し てお く こ と をお勧めし ます ( レプ
リ カを保存する eDirectory サーバが 3 箇所あ る と想定し た場合 ) 。 単独のサーバに、 複
数のパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保存する こ と もでき ます。

レプ リ カサーバは、 eDirectory レプ リ カのみを格納する専用サーバです。 このタ イプの
サーバは、 DSMASTER サーバ と も呼ばれます。 この環境設定は、 多 く の単一サーバ リ
モー ト オフ ィ ス を使用する企業などでよ く 利用されます。 レプ リ カサーバを使用する
と、 リ モー ト オフ ィ スの場所のパーテ ィ シ ョ ン用と し て追加のレプ リ カを格納でき ま
す。 (402 ページの 「DSMASTER サーバによ る災害対策」 で説明されている よ う に、 そ
れは障害回復計画の一部にも な り ます。 )

eDirectory のレプ リ ケーシ ョ ンでは、 サーバフ ァ イルシステムの障害対策は提供されま
せん。 eDirectory オブジェ ク ト に関する情報のみが、 複製されます。 フ ァ イルシステム
の障害対策には、 TTSTM (Transaction Tracking SystemTM) 、 デ ィ ス クの ミ ラー リ ング / 二重
化、 RAID、 または NRS (Novell Replication Services) を使用し ます。

バイ ンダ リ サービ ス を提供する NetWare サーバでは、 マス タ レプ リ カ、 または読み書
き可能レプ リ カが必要にな り ます。

ユーザが WAN 経由で eDirectory 情報に定期的にア ク セス し ている場合は、 必要な情報
を含んだレプ リ カをサーバに配置し、 ユーザがローカルでア ク セスでき る よ う にする
こ と で、 ア ク セス時間と WAN ト ラ フ ィ ッ ク を減らすこ と ができ ます。

LAN において も、 あ る程度は同じ こ と が当てはま り ます。 ネ ッ ト ワーク上の複数の
サーバにレプ リ カを分散する と、 情報は、 通常、 も近 く にあ る使用可能なサーバか
ら取得されます。

レプリカのタイプ

eDirectory では、 次の図に示し たレプ リ カのタ イプがサポー ト されます。

図 19 レプリカのタイプ

54 ページの 「マス タ レプ リ カ」

54 ページの 「読み書き可能レプ リ カ」

55 ページの 「読み込み専用レプ リ カ」

55 ページの 「フ ィ ルタ済み読み書き可能レプ リ カ」

55 ページの 「フ ィ ルタ済み読み込み専用レプ リ カ」

56 ページの 「サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カ」
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マスタレプリカ

マス タ レプ リ カはオブジェ ク ト やパーテ ィ シ ョ ンへの変更を開始するのに使用され
る、 書き込み可能なレプ リ カ タ イプです。 マス タ レプ リ カは、 次のタ イプの eDirectory
パーテ ィ シ ョ ン操作を管理し ます。

レプ リ カのサーバへの追加

レプ リ カのサーバからの削除

eDirectory ツ リ ーの新しいパーテ ィ シ ョ ンの作成

eDirectory ツ リ ーの既存のパーテ ィ シ ョ ンの削除

eDirectory ツ リ ーのパーテ ィ シ ョ ンの移動

マス タ レプ リ カは、 次のタ イプの eDirectory オブジェ ク ト 操作にも使用されます。

eDirectory ツ リ ーへの新しいオブジェ ク ト の追加

eDirectory ツ リ ーの既存のオブジェ ク ト の削除、 リ ネーム、 または移動

eDirectory ツ リ ーへのオブジェ ク ト の認証

eDirectory ツ リ ーへの新しいオブジェ ク ト 属性の追加

既存の属性の変更または削除

デフ ォル ト では、 ネ ッ ト ワークの 初の eDirectory サーバが、 マス タ レプ リ カを保持し
ます。 マス タ レプ リ カは、 各パーテ ィ シ ョ ンに同時に 1 つだけ存在し ます。 別のレプ
リ カを作成する と、 デフ ォル ト で読み書き可能レプ リ カにな り ます。

マス タ レプ リ カを保持し ているサーバを 1 ～ 2 日以上ダウ ン させる場合は、 読み書き
可能レプ リ カの う ち 1 つをマス タ レプ リ カにする こ と ができ ます。 オ リ ジナルのマス
タ レプ リ カは、 自動的に読み書き可能レプ リ カにな り ます。

ネ ッ ト ワーク上にマス タ レプ リ カがない場合、 eDirectory で新しいレプ リ カやパーテ ィ
シ ョ ンの作成などの操作を行 う こ と はでき ません。

読み書き可能レプリカ

eDirectory では、 読み書き可能レプ リ カおよびマス タ レプ リ カのオブジェ ク ト 情報
にア ク セス し て、 変更でき ます。 すべての変更内容は、 すべてのレプ リ カに自動的に
伝え られます。

WAN リ ン ク の通信速度が遅い場合やルータが使用中の場合など、 ネ ッ ト ワーク イ ンフ
ラ ス ト ラ クチャに遅延が起き てユーザへの eDirectory の反応が遅い場合は、 必要なユー
ザの近 く に読み書き可能レプ リ カを作成でき ます。 読み書き可能レプ リ カは、 サーバ
にい く つでも作成でき ますが、 レプ リ カが増え る と、 同期を取るために ト ラ フ ィ ッ ク
の量が増加し ます。
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読み込み専用レプリカ

 読み込み専用レプ リ カは、 パーテ ィ シ ョ ンの境界ですべてのオブジェ ク ト に関す
る情報を読み込むのに使用される、 読み込み可能なレプ リ カ タ イプです。 読み込み専
用レプ リ カは、 マス タ レプ リ カ と読み書き可能レプ リ カからの同期更新は受け入れま
すが、 ク ラ イ アン ト からの直接の変更は受け入れません。

このレプ リ カ タ イプは、 バイ ンダ リ エ ミ ュ レーシ ョ ンを提供でき ませんが、 eDirectory
ツ リ ーの障害対策を提供し ています。 マス タ レプ リ カおよびすべての読み書き可能な
レプ リ カが破壊または破損する と、 読み込み専用レプ リ カを新しいマス タ レプ リ カに
昇格させる こ と ができ ます。

また、 NDS オブジェ ク ト の読み込みやパーテ ィ シ ョ ンの境界内のすべてのオブジェ ク
ト を含むフ ォール ト ト レ ラ ン ス、 およびパーテ ィ シ ョ ンルー ト オブジェ ク ト を含む
NDS デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーへの接続も提供し ます。

ク ラ イ アント は常に読み書き 可能レ プリ カにアク セス し 、 変更を加え続ける こ と ができ
る ため、 ツ リ ー内のセキュ リ ティ ポリ シーを確立し てオブジェ ク ト の変更を制限する 目
的のために読み込み専用レ プリ カを使用する こ と は避けてく ださ い。 権利継承フィ ルタ
の使用のよ う に、 こ の目的でディ レ ク ト リ に存在する メ カニズムは他にも あり ま す。 詳
細については、 64 ページの 「IRF ( 権利継承フ ィ ルタ )」 を参照し てく ださ い。

フィルタ済み読み書き可能レプリカ

フ ィ ルタ済み読み書き可能レプ リ カには、 フ ィ ルタ済みオブジェ ク ト セ ッ ト また
はオブジェ ク ト ク ラ スが、 これらのオブジェ ク ト のフ ィ ルタ済み属性セ ッ ト および値
と と もに格納されます。 このレプ リ カの内容は、 ホス ト サーバのレプ リ ケーシ ョ ン
フ ィ ルタに特定された eDirectory オブジェ ク ト およびプロパテ ィ のタ イプに制限されま
す。 ユーザはレプ リ カの内容を読み取った り 、 変更する こ と ができ、 eDirectory は選択
されたオブジェ ク ト 情報にア ク セス し た り 、 変更する こ と ができ ます。 選択された変
更内容は、 すべてのレプ リ カに自動的に伝え られます。

フ ィ ルタ済みレプ リ カの場合、 サーバご と にフ ィ ルタ を 1 つだけ指定でき ます。 つま
り 、 あるサーバで定義されている フ ィ ルタは、 そのサーバ上のすべてのフ ィ ルタ済みレ
プ リ カに適用されます。 フ ィ ルタ済みレプ リ カは、 サーバにい く つでも作成でき ます
が、 レプ リ カが増える と、 同期を取るための ト ラ フ ィ ッ クの量が増加し てし まいます。

詳細については、 56 ページの 「フ ィ ルタ済みレプ リ カ」 を参照し て く ださい。

フィルタ済み読み込み専用レプリカ

フ ィ ルタ済み読み込み専用レプ リ カには、 フ ィ ルタ済みオブジェ ク ト セ ッ ト また
はオブジェ ク ト ク ラ スが、 これらのオブジェ ク ト のフ ィ ルタ済み属性セ ッ ト および値
と と もに格納されます。 フ ィ ルタ済み読み込み専用レプ リ カは、 マス タ レプ リ カ と読
み書き可能レプ リ カからの同期更新は受け入れますが、 ク ラ イ アン ト からの直接の変
更は受け入れません。 ユーザはこのレプ リ カの内容を読み込むこ と ができ ますが、 変
更はでき ません。 このレプ リ カの内容は、 ホス ト サーバのレプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタ
に特定された eDirectory オブジェ ク ト およびプロパテ ィ のタ イプに制限されます。

詳細については、 56 ページの 「フ ィ ルタ済みレプ リ カ」 を参照し て く ださい。
Novell eDirectory について 55



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
サブオーディネートリファレンスレプリカ

サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カは、 システム生成のレプ リ カで、 マス タ レ
プ リ カや読み書き可能レプ リ カのオブジェ ク ト をすべて含んでいるわけではあ り ませ
ん。 し たがって、 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カは、 障害対策を提供し て
いません。 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カは、 eDirectory によ るパーテ ィ
シ ョ ンの境界を超えた名前の解決に必要な情報のみを格納するために生成される内部
ポイ ン タです。

サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カを削除する こ と はでき ません。 不要になっ
た時点で、 eDirectory が自動的に削除し ます。 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ
カは、 ペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持し、 チャ イル ド パーテ ィ シ ョ ンの
レプ リ カを保持し ていないサーバでのみ作成されます。

チャ イ ルド パーティ ショ ンのレ プリ カが、 ペアレ ント のレ プリ カを保持する サーバにコ
ピーさ れた場合、 サブオーディ ネート リ ファ レ ンス レ プリ カは自動的に削除さ れま す。

フィルタ済みレプリカ

フ ィ ルタ済みレプ リ カには、 フ ィ ルタ済みオブジェ ク ト セ ッ ト またはオブジェ ク ト ク
ラ スが、 これらのオブジェ ク ト のフ ィ ルタ済み属性セ ッ ト および値と と もに格納され
ます。 た と えば、 eDirectory ツ リ ーのさ まざまなパーテ ィ シ ョ ン内のユーザオブジェ ク
ト のみを格納する フ ィ ルタ済みレプ リ カのセ ッ ト を、 1 つのサーバ上に作成でき ます。
また、 ユーザオブジェ ク ト のデータ ( 名、 姓、 電話番号など ) のサブセ ッ ト のみを格納
する レプ リ カを作成する こ と もでき ます。

フ ィ ルタ済みレプ リ カを使用し て、 1 つのサーバ上に eDirectory データのビ ューを構築
でき ます。 そのために、 フ ィ ルタ済みレプ リ カでは、 ス コープ と フ ィ ルタ を作成でき
ます。 これによ り 、 ツ リ ー内の数多 く のパーテ ィ シ ョ ンから 1 つの eDirectory サーバ
に、 適切に定義されたデータセ ッ ト を格納する こ と が可能にな り ます。 

サーバのス コープ とデータ フ ィ ルタの説明は eDirectory に格納され、 iManager のサーバ
オブジェ ク ト を通し て管理でき ます。

1 つまたは複数のフ ィ ルタ済みレプ リ カを格納するサーバは、 レプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ル
タ を 1 つだけ保持し ます。 そのため、 そのサーバ上のすべてのフ ィ ルタ済みレプ リ カ
は、 それぞれのパーテ ィ シ ョ ンからの情報の同じサブセッ ト を格納し ます。 フ ィ ルタ済
みレプ リ カのマス タパーテ ィ シ ョ ンレプ リ カは、 eDirectory 8.5 以降が動作する eDirectory
サーバに保管する必要があ り ます。

フ ィ ルタ済みレプ リ カは、 次の目的に使用でき ます。

他のサーバから複製する必要があ るデータ量が減る こ と によ る、 サーバへの同期 ト
ラ フ ィ ッ クの削減。

Novell Nsure Identity Manager によ ってフ ィ ルタ リ ングする必要があ る イベン ト 量の
削減。

Novell Nsure Identity Manager の詳細については、 『DirXML 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/dirxml20/index.html) を参照し て く ださい。
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デ ィ レ ク ト リ データベースのサイ ズの縮小。

レプ リ カの数が増えれば、 その分データベースのサイ ズが増大し ます。 完全なレプ
リ カを作成するのではな く 、 特定の ク ラ スのデータのみを格納する フ ィ ルタ済みレ
プ リ カを作成する こ と によ って、 ローカルデータベースのサイ ズを小さ く する こ と
ができ ます。

た と えば、 ツ リ ーに 10,000 のオブジェ ク ト が含まれていて も、 その う ちユーザオ
ブジェ ク ト の占める割合がわずかであれば、 10,000 すべてのオブジェ ク ト を格納す
る完全なレプ リ カではな く 、 ユーザオブジェ ク ト のみを格納する フ ィ ルタ済みレプ
リ カを作成でき ます。

ローカルデータベースに格納されているデータ をフ ィ ルタ リ ングでき る と い う 特徴を
別にすれば、 フ ィ ルタ済みレプ リ カは通常の eDirectory レプ リ カ と同じであ り 、 必要な
と きはいつでも完全なレプ リ カに戻すこ と ができ ます。

注 : デフォルトでフィルタ済みのレプリカは、必須のフィルタとして組織および部門を持つことになります。

フ ィ ルタ済みレプ リ カの設定と管理の詳細については、 143 ページの 「フ ィ ルタ済みレ
プ リ カを設定し管理する」 を参照し て く だ さい。

NetWare バインダリエミュレーション

プリ ント サーバやバッ ク アッ プソ フト ウ ェ アなどの多く のアプリ ケーショ ンは、
NetWare 4 以前のバージョ ンの NetWare 用に作成さ れており 、 こ れら のアプリ ケーショ
ンでは、 ネッ ト ワ ーク アク セス やオブジェ ク ト の操作に、 eDirectory ではなく 、 NetWare
バイ ンダリ を使用し ていま し た。

バイ ンダ リ と は、 ユーザ、 グループ、 およびボ リ ューム と いった、 指定し たサーバに
認識されているオブジェ ク ト の単純なデータベースです。 バイ ンダ リ は、 サーバ固有
かつサーバ中心です。

NETX バイ ンダ リ シェルなど、 以前の NetWare ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ アはバイ ンダ
リ ロ グ イ ン手順を使用し てお り 、 ユーザは特定のサーバにしかロ グ イ ンでき ませんで
し た。 複数のサーバにア ク セスするには、 複数のユーザアカ ウ ン ト を使用し て、 ロ グ
イ ンを何度も行 う 必要があ り ま し た。

eDirectory では、 バイ ンダ リ 用に作成されたアプ リ ケーシ ョ ンを、 バイ ンダ リ サービ ス
を使用し て実行でき ます。 バイ ンダ リ サービ スでは、 1 つ以上の eDirectory コ ンテキス
ト ( 大 12) を、 eDirectory サーバの仮想バイ ンダ リ と し て設定でき ます。 設定し たコ
ンテキス ト は、 サーバのバイ ンダ リ コ ンテキス ト と いいます。

バイ ンダ リ サービ スに関する重要な情報を次に示し ます。

バイ ンダ リ サービ ス を使用するには、 eDirectory サーバにバイ ンダ リ コ ンテキス ト
を設定する必要があ り ます。

オブジェ ク ト すべてが、 バイ ンダ リ オブジェ ク ト にマ ッ プされるわけではあ り ませ
ん。 別名オブジェ ク ト のよ う に、 オブジェ ク ト の多 く は、 バイ ンダ リ と互換性があ
り ません。

ほ と んどのバイ ンダ リ アプ リ ケーシ ョ ンは、 eDirectory で動作する よ う にア ッ プグ
レード されています。 アプ リ ケーシ ョ ンの製造元に確認し、 新バージ ョ ンを取得
し ます。

バイ ンダ リ コ ンテキス ト を含む各 eDirectory サーバは、 バイ ンダ リ コ ンテキス ト を
含むパーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カ、 または読み書き可能レプ リ カを保持し てい
る必要があ り ます。
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レプリカリングでのサーバの同期

複数のサーバが、 同じパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持し ている場合、 それらのサー
バはレプ リ カ リ ング とみな されます。 同期は、 あ る レプ リ カから他のレプ リ カへの
デ ィ レ ク ト リ 情報の伝播であ るため、 各パーテ ィ シ ョ ンの情報は他のパーテ ィ シ ョ ン
の情報と整合性を保ちます。 eDirectory は自動的にそれらのサーバの同期を維持し ま
す。 詳細については、 111 ページの 「同期」 を参照し て く ださい。

eDirectory 同期のタ イプは、 次の とお り です。

通常同期およびレプ リ カ同期

優先度同期

リソースへのアクセス

eDirectory は、 デフ ォル ト の権利に従って基本レベルのネ ッ ト ワーク ア ク セスセキ ュ リ
テ ィ を構築し ます。 ア ク セス制御を よ り 強化するための方法を、 次に示し ます。

権利の割 り 当て

ユーザがネ ッ ト ワーク リ ソースへのア ク セス を試みる と、 システムはその リ ソース
に対するユーザの有効な権利を計算し ます。 明示的な ト ラ ステ ィ 割 り 当て、 同等セ
キ ュ リ テ ィ の付与、 および継承される権利に対する フ ィ ルタ処理を行 う こ と によ っ
て、 ユーザが リ ソースに対する適切で有効な権利を持つよ う に設定でき ます。

権利の割 り 当てを単純化するため、 グループおよび職種オブジェ ク ト を作成し た後
に、 グループや職種にユーザを割 り 当て る こ と ができ ます。

ロ グ イ ンセキ ュ リ テ ィ の追加

ロ グ イ ンセキ ュ リ テ ィ は、 デフ ォル ト では設定されていません。 ロ グ イ ンセキ ュ リ
テ ィ 方法の設定にはい く つかあ り ます。 ロ グ イ ンパス ワード、 ロ グ イ ンする場所お
よび時間の制限、 同時ロ グ イ ンセ ッ シ ョ ンの制限、 不正侵入者検出、 およびロ グ イ
ンの禁止があ り ます。

ロールベース管理の設定

特定のオブジェ ク ト プロパテ ィ に対し て管理者を設定し、 これらのプロパテ ィ に対
し てのみ、 権利を許可し ます。 これによ り 、 特定の責任を担 う 管理者を作成でき ま
す。 この責任はどのコ ンテナオブジェ ク ト の下位のオブジェ ク ト へも継承でき ま
す。 ロールベースの管理者は、 従業員の情報やパス ワード に関連し たプロパテ ィ の
よ う な、 特定のプロパテ ィ に対し て責任を持ちます。

ロールベースサービ スの設定の手順については、 『Novell iManager 2.5 管理ガイ ド』
の 「RBS のイ ン ス ト ール」 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/
imanager_admin_25/data/am757mw.html#bu1rlq9) を参照し て く ださい。

管理者がロールベースの管理アプ リ ケーシ ョ ンを実行でき る よ う 、 特定のタ ス クに
基づいて役割を定義する こ と もでき ます。 詳細については、 106 ページの 「役割
ベースサービ ス を設定する」 を参照し て く ださい。
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eDirectory での権利

ツ リ ーを作成する と、 デフ ォル ト の権利割 り 当てによ って、 ネ ッ ト ワークへの汎用ア
ク セス と セキ ュ リ テ ィ が与え られます。 デフ ォル ト の割 り 当てには、 次のよ う な もの
があ り ます。

ユーザ Admin はツ リ ーの 上位に対し てスーパバイザ権を持ちます。 これによ り 、
Admin はデ ィ レ ク ト リ 全体を完全に制御でき ます。 Admin は、 NetWare サーバオブ
ジェ ク ト に対し て も スーパバイザ権を持ち、 サーバ上のどのボ リ ュームに対し て も
完全に制御でき ます。

［Public］ はツ リ ーの 上位のブラ ウズ権を持ちます。 これによ り 、 すべてのユー
ザが、 パブ リ ッ ク ア ク セス を通し て、 ツ リ ー内のすべてのオブジェ ク ト を表示する
権利を持つこ と にな り ます。

NetWare での移行、印刷ア ッ プグレード、または Windows NT でのユーザ移行などの
ア ッ プグレード プロセス を通し て作成し たオブジェ ク ト は、 ほ と んどの場合、 適切
な ト ラ ステ ィ を割 り 当て られます。

トラスティ割り当ておよびターゲット

権利の割 り 当てには、 ト ラ ステ ィ と ターゲ ッ ト と なるオブジェ ク ト が関係し ます。 ト
ラ ステ ィ と は、 認証されているユーザまたはユーザのグループを表し ます。 ターゲ ッ
ト と は、 ユーザが権利を持っているネ ッ ト ワーク リ ソースです。 

別名を ト ラ ステ ィ にする場合、 権利は別名が示すオブジェ ク ト にのみ適用されま
す。 ただし、 別名オブジェ ク ト を明示的にターゲ ッ ト にする こ と は可能です。

フ ァ イルシステム権は eDirectory 内ではな く 、 フ ァ イルシステム自体に保存されて
いますが、 NetWare フ ァ イルシステム内のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ も、 ター
ゲ ッ ト にする こ と ができ ます。

注 : ［Public］トラスティは、オブジェクトではありません。すべてのネットワークユーザに対して与えら
れる、権利割り当てに関連するトラスティです。

eDirectory での権利の概念

eDirectory での権利について よ り 良 く 理解し ていただ く ために、 次に各権利の概念につ
いて説明し ます。

60 ページの 「オブジェ ク ト ( エン ト リ ) 権」

60 ページの 「プロパテ ィ 権」

61 ページの 「有効な権利」

61 ページの 「有効な権利を計算する方法」

64 ページの 「同等セキ ュ リ テ ィ 」

64 ページの 「ACL ( ア ク セス制御 リ ス ト )」

64 ページの 「IRF ( 権利継承フ ィ ルタ )」
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オブジェクト ( エントリ ) 権

ト ラ ステ ィ 割 り 当てを作成する と きには、 オブジェ ク ト 権と プロパテ ィ 権を与え る こ
と ができ ます。 オブジェ ク ト 権はオブジェ ク ト 全体の操作に適用されますが、 プロパ
テ ィ 権は一定のオブジェ ク ト プロパテ ィ にのみ適用されます。 オブジェ ク ト 権は、
eDirectory データベース内でエン ト リ が提供されるため、 エン ト リ 権と呼ばれます。

各権利について、 次に説明し ます。

スーパバイザ オブジェ ク ト およびそのオブジェ ク ト のすべてのプロパテ ィ に対す
る、 すべての権利が含まれます。

参照 ツ リ ー内のオブジェ ク ト を参照する権利です。 オブジェ ク ト のプロパテ ィ を
参照する権利は含まれていません。

作成 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト がコ ンテナの場合にのみ適用されます。 ト ラ ステ ィ
がコ ンテナの下に新規オブジェ ク ト を作成する権利のこ と で、 ブラ ウズ権も含まれ
ます。 

削除 デ ィ レ ク ト リ から ターゲ ッ ト を削除する権利です。

リ ネーム  ターゲ ッ ト 名を変更する権利です。

プロパティ権

ト ラ ステ ィ 割 り 当てを作成する と きには、 オブジェ ク ト 権と プロパテ ィ 権を与え る こ
と ができ ます。 オブジェ ク ト 権はオブジェ ク ト 全体の操作に適用されますが、 プロパ
テ ィ 権は一定のオブジェ ク ト プロパテ ィ にのみ適用されます。

iManager では、 プロパテ ィ 権の管理用に次の 2 つのオプシ ョ ンが用意されています。

［すべての属性権］ 項目が選択されている場合は、 すべてのプロパテ ィ を管理でき
ます。

特定のプロパテ ィ が選択されている場合は、 選択された個々のプロパテ ィ を管理で
き ます。

各権利について、 次に説明し ます。

スーパバイザ ト ラ ステ ィ にプロパテ ィ の完全な制御権を与えます。

比較 ト ラ ステ ィ は、 プロパテ ィ の値と任意の値を比較でき ます。 この権利によ っ
て検索が可能にな り ます。 検索では、 TRUE または FALSE の結果のみ返されます。
ト ラ ステ ィ は、 プロパテ ィ の値を実際に参照する こ と はでき ません。

読み込み ト ラ ステ ィ はプロパテ ィ の値を参照する こ と ができ ます。 この権利には、
比較権が含まれます。

書き込み ト ラ ステ ィ はプロパテ ィ の値を作成、 変更、 および削除でき ます。

自己追加 ト ラ ステ ィ 自身をプロパテ ィ の値と し て追加または削除する権利です。
この権利は、 メ ンバーシ ッ プ リ ス ト または ACL ( ア ク セス制御 リ ス ト ) などのよ う
な、 値と し てオブジェ ク ト 名を持つプロパテ ィ に適用されます。
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有効な権利

ユーザは、 明示的な ト ラ ステ ィ 割 り 当て、 継承、 および同等セキ ュ リ テ ィ などのさ ま
ざまな方法で権利を受け取る こ と ができ ます。 権利は、 権利継承フ ィ ルタによ り 制限
され、 下位レベルの ト ラ ステ ィ 割 り 当てによ って変更、 または取 り 消すこ と もでき ま
す。 このよ う な操作によ る 終的な結果、 つま り ユーザが実際に行使でき る権利を、
有効な権利と いいます。

ユーザがいずれかの操作を実行し よ う とするたびに、 該当のオブジェ ク ト に対するそ
のユーザの有効な権利が計算されます。 

有効な権利を計算する方法

ユーザがネ ッ ト ワーク リ ソースにア ク セス を試みるたびに、 eDirectory は次の手順でそ
のターゲ ッ ト リ ソースに対するユーザの有効な権利を計算し ます。

1. 計算で考慮される権利を持った ト ラ ステ ィ を リ ス ト し ます。 考慮される ト ラ ステ ィ
には次のものがあ り ます。

ターゲ ッ ト リ ソースにア ク セス し よ う と し ているユーザ

ユーザが同等セキ ュ リ テ ィ と なっているオブジェ ク ト

2. リ ス ト 内の各 ト ラ ステ ィ に対し て、 次のよ う に有効な権利を決定し ます。

a. まず、 ツ リ ーの 上位に対し て ト ラ ステ ィ が継承可能な権利を持っているかど
う かチェ ッ ク し ます。

eDirectory は Tree オブジェ ク ト のオブジェ ク ト ト ラ ステ ィ (ACL) プロパテ ィ を
チェ ッ ク し て、 該当の ト ラ ステ ィ が登録された項目があ るかど う か調べます。
該当の ト ラ ステ ィ が登録された項目が見つか り 、 その権利が継承可能な場合、
eDirectory はそれらの項目に指定された権利を、 該当の ト ラ ステ ィ の有効な権
利の初期セ ッ ト と し て使用し ます。

b. ツ リ ー内の、 タ ーゲッ ト リ ソ ース が含ま れている 分岐を 1 レ ベル下に移動し
ま す。

c. このレベルでフ ィ ルタ リ ング されるすべての権利を削除し ます。

eDirectory はこのレベルの ACL をチェ ッ ク し、 該当の ト ラ ステ ィ の有効な権利
のタ イプ ( オブジェ ク ト 、 すべてのプロパテ ィ 、 または特定のプロパテ ィ ) と
一致する IRF ( 権利継承フ ィ ルタ ) がないか調べます。 検出された場合は、
eDirectory は該当の ト ラ ステ ィ の有効な権利から、 これらの IRF によ って継承
を阻止されるすべての権利を削除し ます。

た と えば、 上位のレベルで、 ト ラ ステ ィ の有効な権利にすべてのプロパテ ィ に
対する書き込み権の割 り 当てが含まれていて も、 このレベルの IRF によ ってそ
の継承を阻止された場合、 すべてのプロパテ ィ に対する書き込み権は ト ラ ス
テ ィ の有効な権利から削除されます。
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d. このレベルで割 り 当て られた継承可能な権利があれば追加し、 必要に応じ て他
の割 り 当てを無効化し ます。

eDirectory はこのレベルの ACL をチェ ッ ク し、 該当の ト ラ ステ ィ が登録された
項目があ るかど う かチェ ッ ク し ます。 該当の ト ラ ステ ィ が登録された項目が見
つか り 、 その権利が継承可能な場合、 eDirectory はそれらの項目の権利を ト ラ
ステ ィ の有効な権利にコ ピーし、 必要に応じ て他の割 り 当てを無効化し ます。

た と えば、 上位のレベルで、 ト ラ ステ ィ の有効な権利に作成および削除オブ
ジェ ク ト 権が含まれ、 プロパテ ィ 権についてはま った く 含まれていない と き
に、 このレベルの ACL に、 該当の ト ラ ステ ィ に対する 0 オブジェ ク ト 権の割
り 当て とすべてのプロパテ ィ の書き込み権の割 り 当てが含まれている場合、 ト
ラ ステ ィ の既存のオブジェ ク ト 権 ( 作成および削除 ) は 0 権利と置き換え られ、
新たにすべてのプロパテ ィ 権が追加されます。

e. ツ リ ーの各レベル ( ターゲ ッ ト リ ソースのレベルを含む ) で、 フ ィ ルタ リ ング
と追加の手順 (c および d) を繰 り 返し ます。

f. ターゲ ッ ト リ ソースで割 り 当て られた継承不可能な権利があれば追加し、 必要
に応じ て他の割 り 当てを無効化し ます。

eDirectory は手順 2d と同じ処理を行います。 その結果作成される権利セ ッ ト
が、 該当の ト ラ ステ ィ の有効な権利にな り ます。

3. リ ス ト 内のすべての ト ラ ステ ィ の有効な権利を次のよ う に結合し ます。

a. eDirectory は り ス ト 内のいずれかの ト ラ ステ ィ が所有している権利をすべて含め
ます。 リ ス ト 内のどの ト ラ ステ ィ も所有し ていない権利のみ除外し ます。 権利
タ イプは混在させません。 た と えば、 特定のプロパテ ィ に対する権利を、 すべ
てのプロパテ ィ に対する権利に追加した り 、 その逆を行 う こ と はあ り ません。

b. 現在有効な権利に暗黙で含まれる権利を追加し ます。

権利の設定によ り 、 ターゲ ッ ト リ ソースに対するユーザの有効な権利が作られ
ます。

例

ユーザ DJones が、 ボ リ ューム Acctg_Vol にア ク セス し よ う と し ています ( 図 20 を参照
し て く ださい ) 。

図 20 トラスティ権の例

ACL
[Public]  
( ) [Public]  

( )

ACL
IRF   all prop (n/a) 
DJones   all prop 

ACL
DJones 0  
( )  DJones 0
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次の手順は、 eDirectory が Acctg_Vol に対する DJones の有効な権利を計算する方法を示
し た ものです。

1. 計算で考慮される権利を持った ト ラ ステ ィ は、 DJones、 Marketing、 Tree、 および
［Public］ です。

こ こ では、 DJones がどのグループまたは役割にも所属せず、 どの同等セキ ュ リ
テ ィ にも明示的に割 り 当て られていない と仮定し ています。

2. 各 ト ラ ステ ィ の有効な権利は、 次の とお り です。

DJones ： 0 オブジェ ク ト 、 0 すべてのプロパテ ィ

Acctg_Vol で 0 すべてのプロパテ ィ 権を割 り 当て られる こ と で、 Accounting で
のすべてのプロパテ ィ に対する書き込み権の割 り 当ては無効化されます。

Marketing ： 0 すべてのプロパテ ィ

ツ リ ーの 上位にあ るすべてのプロパテ ィ に対する書き込み権の割 り 当ては、
Accounting での IRF によ って除外されます。

Tree ： 権利な し

Tree には、 関連する どのツ リ ー分岐でも、 権利はまった く 割 り 当て られません。

［Public］ ： オブジェ ク ト のブラ ウズ権、 すべてのプロパテ ィ の読み込み権

これらの権利はルー ト で割 り 当て られ、 関連する ツ リ ー分岐のどの位置でも、
フ ィ ルタ リ ング も無効化も されません。

3. これらすべての ト ラ ステ ィ の権利を結合する こ と によ って、 次のよ う にな り ます。

DJones ： オブジェ ク ト のブラ ウズ権、 すべてのプロパテ ィ の読み込み権

4. すべてのプロパテ ィ の読み込み権に伴って暗黙で割 り 当て られるすべてのプロパ
テ ィ の比較権を追加する こ と で、 終的に Acctg_Vol に対する DJones の有効な権
利は次のよ う にな り ます。

DJones ： オブジェ ク ト のブラ ウズ権、 すべてのプロパテ ィ の読み込み、 比較権

有効な権利のブロック

有効な権利の計算方法では、 IRF に頼らずに特定の権利を特定のユーザに対し てブロ ッ
クする方法は、 必ずし も明確ではあ り ません (IRF はすべてのユーザの権利をブロ ッ ク
し ます ) 。

特定の権利を IRF に頼らずにユーザに対し てブロ ッ クするには、 次のよ う な方法があ
り ます。

ターゲ ッ ト リ ソース、 およびツ リ ー内のターゲ ッ ト リ ソース よ り も上位のレベル
で、 該当のユーザおよびそのユーザ と同等セキ ュ リ テ ィ にな るオブジェ ク ト にそれ
らの権利を割 り 当てないよ う にする。

該当のユーザまたはそのユーザが同等セキ ュ リ テ ィ にな るいずれかのオブジェ ク ト
にそれらの権利が実際に割 り 当て られている場合は、 ツ リ ーの下位レベルに、 それ
らの権利の割 り 当てを阻止する何らかの割 り 当てをそのオブジェ ク ト に対し て与え
る よ う にする。 不適切な権利を持つすべての ( ユーザ と関連する ) ト ラ ステ ィ に対
し て、 これを実行し ます。
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同等セキュリティ

同等セキ ュ リ テ ィ と は、 別のオブジェ ク ト と同じ権利を持つこ と を意味し ます。 あ る
オブジェ ク ト ( オブジェ ク ト A) を別のオブジェ ク ト ( オブジェ ク ト B) と同等セキ ュ リ
テ ィ にする と、 オブジェ ク ト A の有効な権利の計算時には、 オブジェ ク ト B の権利が
オブジェ ク ト A に追加されます。

た と えば、 ユーザオブジェ ク ト Joe を Admin オブジェ ク ト と同等セキ ュ リ テ ィ にする
と し ます。 同等セキ ュ リ テ ィ を割 り 当てた後は、 Joe は、 ツ リ ーおよびフ ァ イルシステ
ムに対し て、 Admin が持つ権利と同じ権利を持つこ と にな り ます。

同等セキ ュ リ テ ィ には、 次の 3 つのタ イプがあ り ます。

明示的 ： 割 り 当てによ る

自動 ： グループの メ ンバーシ ッ プまたは役割によ る

暗黙的 ： すべてのペアレ ン ト コ ンテナおよび ［Public］ ト ラ ステ ィ と同等

同等セキュ リ テ ィ は、 1 ステ ップにかぎ り 有効です。 た と えば、 さ らに別のユーザを上
の例の Joe と同等セキ ュ リ テ ィ にした場合、 このユーザは Joe の権利は受け取 り ますが、
Admin の権利は受け取 り ません。

同等セキ ュ リ テ ィ は、 該当のユーザオブジェ ク ト の同等セキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ の値
と し て eDirectory に記録されます。

ユーザオブジェ ク ト を職種オブジェ ク ト にその職種の担当者と し て追加する と、 その
ユーザは自動的にその職種オブジェ ク ト と同等セキ ュ リ テ ィ にな り ます。 ユーザをグ
ループオブジェ ク ト に追加し た場合も同様です。

ACL ( アクセス制御リスト )

ACL ( ア ク セス制御 リ ス ト ) は、 オブジェ ク ト ト ラ ステ ィ プロパテ ィ と も呼ばれます。
ト ラ ステ ィ を割 り 当て る と、 その ト ラ ステ ィ は値と し て ターゲ ッ ト のオブジェ ク ト ト
ラ ステ ィ (ACL) プロパテ ィ に追加されます。

このプロパテ ィ は、 次の理由から、 ネ ッ ト ワークのセキ ュ リ テ ィ に大き く 影響し ます。

オブジェ ク ト のオブジェ ク ト ト ラ ステ ィ (ACL) プロパテ ィ に対する書き込み権また
はスーパバイザ権を持つユーザは、 そのオブジェ ク ト の ト ラ ステ ィ が誰であ るかを
知る こ と ができ る。

オブジェ ク ト のオブジェ ク ト ト ラ ステ ィ (ACL) プロパテ ィ に対し て自己追加権を持
つユーザは、 そのオブジェ ク ト に対する自分の権利を変更でき る。 た と えば、 その
ユーザは自分にスーパバイザ権を与え る こ と ができ ます。

このため、 コ ンテナオブジェ ク ト のすべてのプロパテ ィ に対し て自己追加権を与え る
場合は、 慎重に行 う 必要があ り ます。 自己追加権を割 り 当て られた ト ラ ステ ィ は、 該
当のコ ンテナ、 その中のすべてのオブジェ ク ト 、 およびその下のコ ンテナ内のすべて
のオブジェ ク ト に対し てスーパバイザ と なる こ と ができ ます。

IRF ( 権利継承フィルタ )

権利継承フ ィ ルタによ り 、 eDirectory ツ リ ーの下位レベルへの権利の継承をブロ ッ ク で
き ます。 このフ ィ ルタの設定の詳細については、 70 ページの 「eDirectory オブジェ ク ト
またはプロパテ ィ への権利継承をブロ ッ クする」 を参照し て く ださい。
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新規サーバのデフォルト権

新規サーバオブジェ ク ト をツ リ ーにイ ン ス ト ールする と、 次の ト ラ ステ ィ 割 り 当てが
作成されます。

管理の委託

eDirectory では、 自分が管理する ツ リ ーの分岐に対する管理権を無効にし て、 その分岐
の管理を他の人物に委託でき ます。 た と えば、 特別なセキ ュ リ テ ィ 要件によ り 、 ツ リ ー
の分岐を完全に制御する管理者を個別に置かなければな ら ないよ う な場合には、 管理権
の委託と い う この方法を と る こ と が必要にな り ます。

管理権を委託するには、 次を実行し ます。

1 委託先のユーザに、 該当のコ ンテナに対する スーパーバイザオブジェ ク ト 権を与え
ます。

1a Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

1b ［権利］ > ［ ト ラ ステ ィ の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

1c ア ク セス を制御する コ ンテナオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を入力し
て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

1d ［割 り 当て られた権利］ を ク リ ッ ク し ます。

1e 目的のプロパテ ィ の ［スーパバイザ］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

1f ［完了］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デフォルトトラスティ デフォルト権

Admin ( ツリー内の 初の eDirectory
サーバ )

Tree オブジェクトに対するスーパバイザオブジェク

ト権。

Admin は、NetWare サーバオブジェクトに対して

スーパバイザオブジェクト権を持ちます。これは、
Admin がサーバ上に存在するあらゆるボリュームの

ファイルシステムのルートディレクトリに対しても
スーパバイザ権を持つことを意味します。

［Public］( ツリー内の 初の eDirectory
サーバ )

Tree オブジェクトに対するブラウズオブジェクト権。

Tree すべてのボリュームオブジェクトのホストサーバ名プ
ロパティおよびホストリソースプロパティに対する
Tree 読み込みプロパティ権。 

これにより、すべてのオブジェクトが物理ボリュー
ム名および物理サーバ名にアクセスできるようにな
ります。 

コンテナオブジェクト sys:\public に対する読み込みおよびファイルスキャ

ン権。これにより、コンテナの下のユーザオブジェク
トは、\public の NetWare ユーティリティにアクセス

できるようになります。

ユーザオブジェクト ユーザ用にホームディレクトリが自動的に作成される
と、ユーザにはそのディレクトリに対するスーパーバ
イザ権が与えられます。
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2 継承を阻止したいスーパバイザ権や他の権利をフィルタリングするための IRF を、
そのコンテナに対して作成します。

2a Novell iManager で、［役割およびタスク］ボタン をクリックします。

2b［権利］>［権利継承フィルタの変更］の順にクリックします。

2c 変更する権利継承フィルタを持つオブジェクトの名前およびコンテキストを指
定して、［OK］をクリックします。

2d 必要に応じて権利継承フィルタのリストを編集します。

フィルタのリストを編集するには、オブジェクトの ACL プロパティへのスー
パバイザ権またはアクセス制御権を持っている必要があります。オブジェクト
の継承された権利を全体的にブロックするフィルタは、オブジェクトのすべて
のプロパティおよび個々のプロパティに対して設定できます。

注 : フィルタによって、このオブジェクトのトラスティに明示的に付加された権利がブロックさ
れることはありません。これらの権利は継承されるものではないからです。

2e［OK］をクリックします。

重要 : ユーザオブジェクトに管理を委託した後に、そのオブジェクトが削除されると、その分岐を管理する
権利を持つオブジェクトはなくなります。

パスワードの管理など、特定の eDirectory プロパティの管理を委託するには、68 ペー
ジの「同等セキュリティを付与する」を参照してください。

ロールベース管理アプリケーションの特定の機能の使用を委託するには、106 ページの
「役割ベースサービスを設定する」を参照してください。

権利の管理

66 ページの「権利を明示的に割り当てる」

68 ページの「同等セキュリティを付与する」

70 ページの「eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの権利継承をブロック
する」

70 ページの「eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの有効な権利を参照する」

権利を明示的に割り当てる

eDirectory ツリーでデフォルトで割り当てられた権利によって、ユーザが必要以上にリ
ソースにアクセスできたり、アクセスが不十分であったりする場合は、権利を明示的
に作成して割り当てたり、それを変更したりできます。権利の割り当てを作成または
変更するには、まず最初にアクセスを制御しているリソースやトラスティ ( 権利を所有
している、またはこれから所有する eDirectory オブジェクト ) を選択します。

ヒント : ユーザの権利を個々にではなく集団で管理するには、グループ、役割、またはコンテナオブジェクト
をトラスティにします。すべてのユーザについてリソースへのアクセスを全体的に制限するには、70 ページ
の「eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの権利継承をブロックする」を参照してください。

67 ページの「リソースに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する」

67 ページの「トラスティに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する」
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リソースに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［権利］ > ［ ト ラ ステ ィ の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ア ク セス を制御するeDirectory リ ソース (オブジェ ク ト )の名前およびコ ンテキス ト を
指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

コ ンテナの下のすべてのオブジェ ク ト へのア ク セス を制御するには、 そのコ ンテナ
を選択し ます。

4 ト ラ ステ ィ の リ ス ト および権利の割 り 当てを必要に応じ て編集し ます。 

4a ト ラ ステ ィ の権利の割 り 当てを変更するには、 ト ラ ステ ィ を選択し、 ［割 り 当
て られた権利］ を ク リ ッ ク し て、 必要に応じ て権利の割 り 当てを変更し てか
ら、 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

4b ト ラ ステ ィ と し てオブジェ ク ト を追加するには、 ［ ト ラ ステ ィ の追加］ を ク
リ ッ ク し、 オブジェ ク ト を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 次に、 ［割 り 当
て られた権利］ を ク リ ッ ク し て ト ラ ステ ィ を割 り 当て、 ［完了］ を ク リ ッ ク し
ます。

権利の割 り 当てを作成または変更する場合、 オブジェ ク ト 全体に対し て も、 オ
ブジェ ク ト のすべてのプロパテ ィ または個々のプロパテ ィ に対し て も、 ア ク セ
ス を付与し た り 拒否し た り する こ と ができ ます。

4c ト ラ ステ ィ と なっているオブジェ ク ト を削除するには、 その ト ラ ステ ィ を選択
し、 ［ ト ラ ステ ィ の削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

削除された ト ラ ステ ィ には、 オブジェ ク ト やプロパテ ィ に対する明示的な権利
はすでにあ り ませんが、 継承や同等セキ ュ リ テ ィ によ る有効な権利はまだ存在
する可能性があ り ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

トラスティに基づいて Novell eDirectory へのアクセスを制御する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［権利］ > ［他のオブジェ ク ト に対する権利］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 権利を変更する ト ラ ステ ィ ( 権利を所有し ている、 またはこれから所有するオブ
ジェ ク ト ) の名前やコ ンテキス ト を入力し ます。

4 ［検索範囲のコ ンテキス ト ］ フ ィ ール ド で、 ト ラ ステ ィ が現在権利を割 り 当て られ
ている eDirectory オブジェ ク ト を検索する eDirectory ツ リ ーの一部を指定し ます。 

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

検索の進行状況を表す画面が表示されます。 検索が終了する と、 ［他のオブジェ ク
ト に対する権利］ ページに検索結果が表示されます。 

6 ト ラ ステ ィ の eDirectory 権利の割 り 当てを必要に応じ て編集し ます。 

6a 権利の割 り 当てを追加するには、 ［オブジェ ク ト の追加］ を ク リ ッ ク し、 ア ク
セス を制御するオブジェ ク ト を選択し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 次に、
［割 り 当て られた権利］ を ク リ ッ ク し て、 ト ラ ステ ィ の権利を割 り 当ててから
［完了］ を ク リ ッ ク し ます。
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6b 権利の割 り 当てを変更するには、 ア ク セス を制御するオブジェ ク ト を選択し、
［割 り 当て られた権利］ を ク リ ッ ク し て、 必要に応じ て ト ラ ステ ィ の権利の割
り 当てを変更し てから、 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

権利の割 り 当てを作成または変更する場合、 オブジェ ク ト 全体に対し て も、 オ
ブジェ ク ト のすべてのプロパテ ィ または個々のプロパテ ィ に対し て も、 ア ク セ
ス を付与し た り 拒否し た り する こ と ができ ます。

6c 権利の割 り 当てを削除するには、 ア ク セス を制御するオブジェ ク ト を選択し
て、 ［オブジェ ク ト の削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

ト ラ ステ ィ には、 オブジェ ク ト やプロパテ ィ に対する明示的な権利はすでにあ
り ませんが、 継承や同等セキ ュ リ テ ィ によ る有効な権利はまだ存在する可能性
があ り ます。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

同等セキュリティを付与する

別の eDirectory オブジェ ク ト に対し て同等セキュ リ テ ィ と なっているユーザは、 事実上
そのオブジェ ク ト のすべての権利を持っています。 ユーザは自動的に、 所属するグルー
プや役割に対して同等セキュ リ テ ィ にな り ます。 すべてのユーザは、 ［Public］ ト ラ ス
テ ィ 、 および Tree オブジェ ク ト など、 eDirectory ツ リ ーのユーザオブジェ ク ト の上にあ
る個々のコ ンテナに対して、 暗黙で同等セキュ リ テ ィ と な り ます。 また、 任意の
eDirectory オブジェ ク ト に対し て同等セキ ュ リ テ ィ を明示的に付与する こ と もでき ます。

注 : このセクションのタスクを実行すると、eDirectory 権利を通じて管理権限を委託することができます。
ロールベースサービス (RBS) 役割を使用する管理アプリケーションがある場合、それらの役割にユーザメ
ンバーシップを割り当てることで管理権限を委託することもできます。

68 ページの 「 メ ンバーシ ッ プに基づいて同等セキ ュ リ テ ィ を付与する」

69 ページの 「明示的に同等セキ ュ リ テ ィ を付与する」

69 ページの 「オブジェ ク ト 固有の eDirectory プロパテ ィ の管理者を設定する」

メンバーシップに基づいて同等セキュリティを付与する

1 まだ完了し ていない場合は、 ユーザを同等セキ ュ リ テ ィ にする グループまたは役割
オブジェ ク ト を作成し ます。 

詳細については、 98 ページの 「オブジェ ク ト を作成する」 を参照し て く ださい。

2 グループや役割に、 ユーザに必要な eDirectory 権利を与えます。 

詳細については、 66 ページの 「権利を明示的に割 り 当てる」 を参照し て く ださい。

3 グループや役割の メ ンバーシ ッ プを編集し て、 グループや役割の権利を必要とする
ユーザを追加し ます。

グループオブジェ ク ト には、 ［ メ ンバー］ プロパテ ィ ページを使用し ます。

Novell iManager で、 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ
ク し、 グループオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を指定し て ［OK］ を ク
リ ッ ク し、 次に ［ メ ンバー］ タブを ク リ ッ ク し ます。

職種オブジェ ク ト には、 ［担当者］ プロパテ ィ ページの ［担当者］ フ ィ ール ド
を使用し ます。

Novell iManager で、 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ
ク し、 rbsRole オブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を指定し て ［OK］ を ク リ ッ
ク し、 次に ［全般］ タブで ［担当者］ を ク リ ッ ク し ます。
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rbsRole オブジェ ク ト には、［iManager の メ ンバーを変更］ ページを使用し ます。 

Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し、 ［役割の設定］ >
［iManager の役割を変更］ の順にク リ ッ ク し ます。 次に、 変更する役割の左にあ
る ［ メ ンバーの変更］ ボタ ン を ク リ ッ ク してから、 ［iManager の メ ンバーを
変更］ ページのオプシ ョ ンを使用して役割の メ ンバーを追加または削除し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

明示的に同等セキュリティを付与する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ユーザを同等セキ ュ リ テ ィ とするユーザまたはオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキ
ス ト を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セキ ュ リ テ ィ ］ タブを ク リ ッ ク し、 次のよ う に同等セキ ュ リ テ ィ を付与し ます。

ユーザを選択し、 ［同等セキ ュ リ テ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。 次に、 ユーザを同
等セキ ュ リ テ ィ とするオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を入力し て <Enter>
を押し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザを同等セキ ュ リ テ ィ とするオブジェ ク ト を選択する場合は、 ［同等セ
キ ュ リ テ ィ 保有者］ を ク リ ッ ク し、 オブジェ ク ト を同等セキ ュ リ テ ィ とする
ユーザの名前と コ ンテキス ト を入力し て <Enter> を押し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し
ます。

こ れら の 2 つのプロ パティ ページのコ ン テキス ト は、 シス テム によ っ て同期さ れ
ま す。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクト固有の eDirectory プロパティの管理者を設定する

1 まだ完了し ていない場合、 オブジェ ク ト 固有のプロパテ ィ の ト ラ ステ ィ を作成する
ユーザ、 グループ、 役割、 またはコ ンテナオブジェ ク ト を作成し ます。

ト ラ ステ ィ と し て コ ンテナを作成する場合、 コ ンテナ内またはその下のすべてのオ
ブジェ ク ト に権利が付与されます。 プロパテ ィ は継承可能な ものにする必要があ り
ます。 そ う し ない と、 コ ンテナおよびその メ ンバーは下位レベルへの権利を持たな
く な り ます。

詳細については、 98 ページの 「オブジェ ク ト を作成する」 を参照し て く ださい。

2 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

3 ［権利］ > ［ ト ラ ステ ィ の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

4 管理者によ る管理を必要とする 高レベルのコ ンテナの名前と コ ンテキス ト を指定
し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ ト ラ ステ ィ の変更］ ページで、 ［ ト ラ ステ ィ の追加］ を ク リ ッ ク し、 管理者を表す
オブジェ ク ト を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 追加し た ト ラ ステ ィ の ［割 り 当て られた権利］ を ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ の追加］
を ク リ ッ ク し ます。

7 プロパテ ィ リ ス ト に追加するプロパテ ィ を選択し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

8 管理者が管理するそれぞれのプロパテ ィ について、 必要な権利を割 り 当てます。 

それぞれの権利の割 り 当ての ［継承可能］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

9 ［完了］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの権利継承をブロックする

eDirectory では、 コ ンテナの権利の割 り 当ては、 継承可能な場合と そ う でない場合があ
り ます。 NetWare のフ ァ イルシステムでは、 フ ォルダ上のすべての権利の割 り 当ては継
承可能です。 eDirectory および NetWare では、 個々の下位ア イ テムについて このよ う な
継承をブロ ッ ク し て、 ト ラ ステ ィ になるユーザに関係な く 、 これらのア イ テム上では
権利を無効にする こ と ができ ます。 例外と し て、 NetWare フ ァ イルシステムではスーパ
バイザ権はブロ ッ ク でき ません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［権利］ > ［権利継承フ ィ ルタの変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する権利継承フ ィ ルタ を持つオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を指定し
て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

こ れで、 すでにオブジェ ク ト に設定さ れた権利継承フ ィ ルタ のリ ス ト が表示さ れ
ま す。

4 プロパテ ィ ページで、 必要に応じ て権利継承フ ィ ルタの リ ス ト を編集し ます。

フ ィ ルタの リ ス ト を編集するには、 オブジェ ク ト の ACL プロパテ ィ へのスーパバ
イザ権またはア ク セス制御権を持っている必要があ り ます。 オブジェ ク ト の継承さ
れた権利を全体的にブロ ッ クする フ ィ ルタは、 オブジェ ク ト のすべてのプロパテ ィ
および個々のプロパテ ィ に対し て設定でき ます。

注 : フィルタによって、このオブジェクトのトラスティに明示的に付加された権利がブロックされるこ

とはありません。これらの権利は継承されるものではないからです。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

eDirectory オブジェクトまたはプロパティへの有効な権利を参照する

有効な権利は、 ユーザが特定のネ ッ ト ワーク リ ソース上で実行でき る実際の権利です。
有効な権利は、 明示的な権利の割 り 当て、 継承、 および同等セキ ュ リ テ ィ を基に、
eDirectory によ って計算されます。 システムに ク エ リ を設定する と、 リ ソースへのユー
ザの有効な権利が決定されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［権利］ > ［有効な権利の表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 参照する有効な権利を持つ ト ラ ステ ィ の名前と コ ンテキス ト を入力し、 ［OK］ を ク
リ ッ ク し ます。

4 次のオプシ ョ ンから選択し ます。
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5 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

オプション 説明

プロパティ名 トラスティが有効な権利を持つプロパティを表示します。
プロパティは eDirectory から読み込まれるため、通常英語

で表示されます。リストの個々のアイテムは次のタイプの
いずれかです。 

［すべての属性権］－オブジェクトのすべてのプロパティを
表します。 

［エントリ権］－オブジェクト全体を表します。スーパバイ
ザの場合を除き、このアイテムへの権利にはプロパティの
権利は含まれません。 

特定のプロパティ -トラスティが個々に権利を持つ特定の
プロパティです。デフォルトでは、このオブジェクトクラ
スのプロパティのみが表示されます ( 次を参照 ) 。 

有効な権利 eDirectory で計算されたとおりに、選択されたプロパティ

へのトラスティの有効な権利を表示します。 

スキーマ内のすべてのプロパティ
を表示する

このチェックボックスをオフにしておくと、このオブジェ
クトクラスのプロパティのみが表示されます。

eDirectory スキーマで定義されたすべてのクラスのプロパ

ティを表示するには、このチェックボックスをオンにしま
す。追加のプロパティが有効になるのは、このオブジェク
トがコンテナである場合、またはそれが拡張されて補助ク
ラスのプロパティを含む場合のみです。追加のプロパティ
の横には行頭文字は表示されません。 
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2 Novell eDirectory ネットワークの設計

Novell® eDirectoryTM の設計は、 事実上、 ネ ッ ト ワーク のすべてのユーザおよび リ ソース
に影響を与えます。 eDirectory の設計が良ければ、 ネ ッ ト ワークの効率性、 耐障害性、
安全性、 拡張性、 機能性が高ま り 、 それによ ってネ ッ ト ワーク全体のパフ ォーマン ス
と価値が向上し ます。 この章では、 eDirectory ネ ッ ト ワーク設計上の ヒ ン ト について説
明し ます。

73 ページの 「eDirectory 設計の基本」

74 ページの 「eDirectory ツ リ ーの設計」

80 ページの 「ツ リ ーのパーテ ィ シ ョ ン化のガイ ド ラ イ ン」

82 ページの 「ツ リ ーのレプ リ カ作成に関するガイ ド ラ イ ン」

85 ページの 「ユーザ環境についてのプラ ンニング」

86 ページの 「e ビジネスに対応する eDirectory の設計」

87 ページの 「Novell Certificate Server について」

91 ページの 「ネ ッ ト ワーク時刻の同期」

eDirectory 設計の基本

効率のよい eDirectory 設計の基盤と な るのは、 ネ ッ ト ワークのレ イ ア ウ ト 、 会社の組織
構造、 および適切な準備です。

e ビジネス用に eDirectory を設計する場合は、 86 ページの 「e ビジネスに対応する
eDirectory の設計」 を参照し て く ださい。

ネットワークのレイアウト

ネ ッ ト ワークのレ イ ア ウ ト と は、 ネ ッ ト ワークの物理的な設定のこ と です。 効率のよ
い eDirectory を設計するには、 次の項目について考慮する必要があ り ます。

WAN リ ン ク

リ モー ト ア ク セス を必要とするユーザ

ネ ッ ト ワーク リ ソース ( サーバ数など )

頻繁な停電など、 ネ ッ ト ワークの状態

予測されるネ ッ ト ワーク レ イ ア ウ ト の変更
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組織の構造

組織の構造は、 eDirectory の設計に影響し ます。 効率的な eDirectory を設計するには、
次が必要にな り ます。

組織図および運営形態についての理解

eDirectory の設計および実装を完了するのに必要な技能のあ る担当者

次の技能を持った担当者を選出する必要があ り ます。

eDirectory 設計の焦点およびスケジュールの管理

eDirectory の設計、 設計標準、 およびセキ ュ リ テ ィ についての理解

物理的なネ ッ ト ワーク構造の理解および管理

イ ン ターネ ッ ト ワークのバッ ク ボーン、 テレ コ ミ ュニケーシ ョ ン、 WAN 設計、
およびルータ配置の管理

eDirectory 設計の準備をする

eDirectory の設計に実際に着手する前に、 次を実行し ます。

ス コープおよびスケジ ュールの現実的な見積も り の設定

eDirectory 実装の設計によ って影響があ るすべてのユーザへの連絡

73 ページの 「ネ ッ ト ワーク のレ イ ア ウ ト 」 および 74 ページの 「組織の構造」 の情
報の参照

eDirectory ツリーの設計

ネ ッ ト ワークの設計と実装で も重要な作業は、 eDirectory ツ リ ーの設計です。 ツ リ ー
の設計には、 次の作業が含まれます。

74 ページの 「命名標準ド キ ュ メ ン ト を作成する」

77 ページの 「Tree の上位層を設計する」

79 ページの 「ツ リ ーの下位層を設計する」

命名標準ドキュメントを作成する

オブジェ ク ト 名などの標準名を規定する と、 ユーザ と管理者の両方が、 ネ ッ ト ワーク
を よ り 直感的に理解でき る よ う にな り ます。 書き出された標準では、 管理者によ る、
電話番号や住所などの他のプロパテ ィ 値の設定方法も指定でき ます。 

デ ィ レ ク ト リ の検索と ブラ ウ ズでは、 名前やプロパテ ィ 値の整合性が重要にな り ます。 

また、 標準的な名前を使用する こ と で、 Novell Nsure Identity Manager では、 eDirectory
と その他のアプ リ ケーシ ョ ンの間でデータ を容易に移動する こ と もでき ます。 Novell 
Nsure Identity Manager の詳細については、 『DirXML 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/
documentation/dirxml20/index.html) を参照し て く ださい。
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命名規則

オブジェクト

コ ンテナ内では、 重複する名前を使用する こ と はでき ません。 た と えば、 同じ コ ン
テナ内で Debra Jones と Daniel Jones の両方に 「DJONES」 と い う 名前を付ける こ と
はでき ません。

特殊文字を使用でき ます。 ただし、 プラ ス記号 (+) 、等号 (=) 、およびピ リ オ ド (.) を
使用する場合は、 直前に円記号 (\) を入力する必要があ り ます。 サーバオブジェ ク
ト と国オブジェ ク ト のほか、 バイ ンダ リ サービ スおよび多言語環境には、 追加の命
名規則が適用されます。

大文字と小文字、 およびアンダース コ ア と スペースは、 入力時にはそのま ま表示さ
れますが、 実際には区別されません。 た と えば、 「Manager_Profile」 と
「MANAGER PROFILE」 は同一と見な されます。

名前を コマン ド ラ イ ンやロ グ イ ン ス ク リ プ ト に入力する と きにスペース を使用する
場合は、 名前全体を引用符で囲む必要があ り ます。

サーバオブジェクト

新しいサーバを イ ンス ト ールする と、 サーバオブジェ ク ト が自動的に作成されます。

既存の NetWare® や NT サーバ、および他のツ リ ーの eDirectory サーバに対し て、追加
のサーバオブジェ ク ト を作成でき ますが、 それらはすべてバイ ンダ リ オブジェ ク ト
と し て扱われます。

サーバオブジェ ク ト を作成する と き、 その名前は物理サーバ名と一致し ていなけれ
ばな り ません。 また、 サーバ名には次の規定があ り ます。

ネ ッ ト ワーク全体で固有であ る

2 ～ 47 文字の長さであ る

A ～ Z までの文字、 0 ～ 9 までの数字、 ハイ フン (-) 、 ピ リ オ ド (.) 、 およびアン
ダース コ ア (_) のみを含む

初の文字にピ リ オ ド を使用し ない

一度付けたサーバオブジェ ク ト 名は、 iManager で変更する こ と はでき ません。 サー
バで名前を変更する と、 新しい名前が自動的に iManager に表示されます。

国オブジェクト

国オブジェ ク ト は、 2 文字の標準 ISO カン ト リ コード に従って命名し ます。

詳細については、 ISO 3166 Code Lists (http://www.iso.ch/iso/en/prods-services/iso3166ma/
02iso-3166-code-lists/list-en1.html) を参照し て く ださい。 

バインダリオブジェクト

NetWare 2 または NetWare 3 からバイ ンダ リ サービ ス経由でオブジェ ク ト にア ク セスす
る場合は、 次の制限が適用されます。

名前に使用されている スペースは、 アンダース コ アに置き換え られる。

名前は 47 文字で切 り 捨て られる。

次の文字は使用できない。 ス ラ ッ シュ (/) 、 円記号 (\) 、 コ ロ ン (:) 、 コ ンマ (,) 、 アス
タ リ ス ク (*) 、 および疑問符 (?) 。

重要 : バインダリエミュレーションは、Linux、Solaris、AIX、HP-UX プラットフォームではサポートされ
ていません。
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多言語環境の注意事項

複数の言語で稼動し ている ワーク ステーシ ョ ンがあ る場合は、 必要に応じ て、 オブ
ジェ ク ト 名に使用する文字を、 すべてのワーク ステーシ ョ ンで表示でき る文字のみに
制限し ます。 た と えば、 ワーク ステーシ ョ ンを日本語環境で使用し ている場合には、
ヨーロ ッパの言語で表示でき ない文字を名前に使用し ないよ う 制限し ます。

HP-UX は英語のみをサポー ト し ます。

重要 : Tree 名は必ず英語で指定するようにします。

標準ドキュメントの例

次は、 も よ く 使用される一部のプロパテ ィ に関する標準ド キ ュ メ ン ト の例です。 使
用し ないプロパテ ィ については、 標準を規定する必要はあ り ません。 標準ド キ ュ メ ン
ト は、 オブジェ ク ト の作成または修正を担当するすべての管理者に配布し ます。

オブジェクトクラス | プロパティ［標準］ 例 理由

ユーザ | ログイン名 ファーストネームのイニシャル、
ミドルネームのイニシャル ( あ
る場合 ) 、姓の組み合わせ ( すべ

て小文字 ) 。 大 8 文字です。

各共通名はすべて、社内全体で
固有のものにします。

msmith, bjohnson eDirectory では会社全体で固有

の名前を使用する必要はありま
せんが、固有にすると、同じコ
ンテキスト ( またはバインダリ

コンテキスト ) 内での不整合を

避けることができます。

ユーザ | 姓 姓 ( 通常の大文字 / 小文字表記 ) 。 Smith メールラベルの生成に使用され
ます。

電話番号および Fax 番号 ハイフンで区切られた番号。 米国：123-456-7890
その他：44-344-123456

自動ダイヤルソフトウェアで使
用されます。

複数のクラス | 地域 2 文字の地域コード ( 大文字 ) 、
ハイフン、メール配達地点の組
み合わせ。

BA-C23 社内のメール配達で使用され
ます。

組織 | 名前 すべてのツリーに与える会社名。 YourCo 独立したツリーがある場合、標
準の組織名を使用することで、
将来ツリーのマージができます。

部門 | 名前 ( 地域に基づく ) 2 または 3 文字の地域コードで、

すべて大文字。

ATL, CHI, CUP, LA, BAT, 
BOS, DAL

短く、標準的な名前を使用する
ことで、効率的に検索できます。

部門 | 名前 ( 部署に基づく ) 部署名または略語。 Sales, Eng 短く、標準的な名前を使用する
ことで、どの部署で使用してい
るコンテナか見分けやすくなり
ます。

グループ | 名前 識別名。 Project Managers ユーティリティによってはすべ
て表示できない場合があるため、
極端に長い名前は避けます。

ディレクトリマップ | 名前 ディレクトリマップが示すディ
レクトリの内容。

DOSAPPS 短く、標準的な名前を使用する
ことで、どの部署で使用してい
るコンテナか見分けやすくなり
ます。
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Tree の上位層を設計する

ツ リ ーの上位層を変更する と ツ リ ーの残 り の部分すべてに影響するため、 ツ リ ーの上
位層は慎重に設計し ます。 WAN リ ン ク があ る場合は、 特に注意する必要があ り ます。
ツ リ ーの 上部は、 後からの変更がなるべ く 必要でないよ う に設計し ます。

eDirectory ツ リ ーの作成時には、 次の eDirectory 設計規則に従います。

ピ ラ ミ ッ ド型の設計を使用する。

eDirectory ツ リ ーは 1 つにし、 固有の名前を付ける。

組織オブジェ ク ト を 1 つ作成する。

物理的なネ ッ ト ワーク構造を表す第 1 レベルの部門群を作成する。

図 21 は、 eDirectory 設計規則を示し ています。

図 21 eDirectory 設計規則

ツ リ ーの上位層を作成するには、 98 ページの 「オブジェ ク ト を作成する」 および
99 ページの 「オブジェ ク ト のプロパテ ィ を変更する」 を参照して く ださい。

プロファイル | 名前 プロファイルの目的。 MobileUser 短く、標準的な名前を使用する
ことで、どの部署で使用してい
るコンテナか見分けやすくなり
ます。

サーバ | 名前 SERV、ハイフン、部署、ハイフ

ン、固有番号の組み合わせ。

SERV-Eng-1 eDirectory では、ツリー内で固

有のサーバ名を使用する必要が
あります。

オブジェクトクラス | プロパティ［標準］ 例 理由

O=ACME

OU=EUROPE

OU=LON OU=PAR

OU=PACRIM

OU=TKYO OU=HKNG

OU=HR OU=SALES

OU=RECR OU=PAY

OU=AMERC

OU=CHI OU=PRV

( )

( )

 

 
/
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ピラミッド型の設計の使用

ピ ラ ミ ッ ド型の eDirectory では、 管理や、 大きなグループに対する変更、 および論理
パーテ ィ シ ョ ンの作成を よ り 容易に実行でき ます。

ピ ラ ミ ッ ド型以外の設計と し て、 フ ラ ッ ト ツ リ ー型があ り ます。 この場合、 すべての
オブジェ ク ト がツ リ ーの 上部に置かれます。 eDirectory をフ ラ ッ ト ツ リ ー型に設計す
る こ と も可能ですが、 管理やパーテ ィ シ ョ ン化がよ り 難し く な り ます。 

固有の名前を持つ単一の eDirectory ツリーの使用

ほ と んどの組織では、 ツ リ ーを 1 つにするのが 適です。 デフ ォル ト では、 ツ リ ーは 1
つだけ作成されます。 ツ リ ーが 1 つだけだ と、 ネ ッ ト ワーク内のユーザの識別を統一
でき、 セキ ュ リ テ ィ 管理も よ り 容易にな り ます。 また、 1 箇所で集中管理でき ます。 

業務では単一のツ リ ーの使用を推奨し ますが、 追加のツ リ ーのテス ト や開発を否定す
るわけではあ り ません。

組織によ っては、 法的または政治的な問題、 あ るいは社内の事情から、 複数のツ リ ー
が必要にな る場合も あ り ます。 た と えば、 自立し た 7 つの組織から構成される組織で
は、 7 つのツ リ ーが必要になる こ と も考え られます。 組織で複数のツ リ ーが必要な場合
は、 Novell Nsure Identity Manager を使用し て管理を容易化する こ と を検討し て く ださ
い。 Novell Nsure Identity Manager の詳細については、 『DirXML 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/dirxml20/index.html) を参照し て く だ さい。

注 : HP-UX は Novell Nsure Identity Manager をサポートしていません。

ツ リ ーには、 他のツ リ ー名と重複し ない、 固有の名前を付けます。 「EDL-TREE」 のよ
う に、 短 く てわか り やすい名前を指定し ます。 

同じ ネ ッ ト ワーク内に同じ名前のツ リ ーが存在する と、 次のよ う な問題が発生する場
合があ り ます。

更新内容が、 対象のツ リ ーと は別のツ リ ーに適用される

リ ソースが消失する

権利が消失する

データが破損する

ツ リ ー名は、 DSMerge ユーテ ィ リ テ ィ で変更でき ますが、 変更は十分に注意し て行っ
て く ださい。 ツ リ ー名の変更はネ ッ ト ワーク全体に影響し ます。 ツ リ ー名を変更し た
場合は、 新しいツ リ ー名で ク ラ イ アン ト を再設定する必要があ り ます。

単一の組織オブジェクトの作成

通常、 1 つの eDirectory ツ リ ーには、 1 つの組織オブジェ ク ト を作成し ます。 デフ ォル
ト では、 組織オブジェ ク ト が 1 つ作成され、 それに会社名に基づいた名前が付け られ
ます。 これによ り 、 会社全体に適用される変更をツ リ ー内の 1 個所から設定でき ます。 

た と えば、 ZENworks® を使用し て、 組織オブジェ ク ト の下に、 ワーク ステーシ ョ ン イ
ンポー ト ポ リ シーオブジェ ク ト を作成でき ます。 このポ リ シーは、 eDirectory 内にワー
ク ステーシ ョ ンオブジェ ク ト を作成する と きの命名方法を定義する もので、 組織全体
に影響し ます。
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組織コ ンテナには、 次のオブジェ ク ト が作成されます。

管理者

サーバ

ボ リ ューム

eDirectory が実行されている Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX サー
バのみを含むネ ッ ト ワークには、 ボ リ ュームオブジェ ク ト はあ り ません。

次のよ う なケースでは、 組織オブジェ ク ト を複数作成する こ と が必要になる場合があ
り ます。

複数の会社から構成される企業で、 それぞれの会社が個別にネ ッ ト ワーク を構成し
ている。

社内で、 独立し た業務単位または組織を表す必要があ る。

各部門が独立し た形態を と る こ と を規定する社内ガイ ド ラ イ ンやポ リ シーがあ る。

物理的なネットワークを表す部門を作成する

第 1 レベルの部門設計は、 eDirectory の効率性と パーテ ィ シ ョ ン化に影響するため重要
です。 

LAN または WAN を使用し て複数のビルや場所などにまたがって構成されているネ ッ
ト ワーク では、 所在地に基づいて第 1 レベルの部門オブジェ ク ト を設計し ます。 これ
によ り 、 1 つのパーテ ィ シ ョ ン内のすべてのオブジェ ク ト が 1 箇所に維持される よ う
に、 eDirectory を分割でき ます。 また、 各場所でのセキ ュ リ テ ィ の設定や管理者の割 り
当て も容易にな り ます。

ツリーの下位層を設計する

ツ リ ーの下位層は、 ネ ッ ト ワーク リ ソースの編成に基づいて設計し ます。 eDirectory ツ
リ ーの下位層の設計は同じ場所に存在するオブジェ ク ト にのみ影響するため、 下位層
は上位層よ り も自由に設計でき ます。 

ツ リ ーの下位層を作成するには、 98 ページの 「オブジェ ク ト を作成する」 および
99 ページの 「オブジェ ク ト のプロパテ ィ を変更する」 を参照し て く ださい。

コンテナ、ツリー、およびデータベースのサイズを決定する

作成する下位層のコ ンテナオブジェ ク ト の数は、 ツ リ ー内のオブジェ ク ト の総数、 空
きデ ィ ス ク容量、 およびデ ィ ス クの入出力速度制限によ って決ま り ます。 eDirectory
は、 1 つの eDirectory ツ リ ー内に 10 億以上のオブジェ ク ト を格納でき る こ と がテス ト
で確認されているため、 実際の制約項目は、 空きデ ィ ス ク容量とデ ィ ス ク の入出力速
度、 およびパフ ォーマン ス を維持するための RAM です。 大規模なツ リ ーの場合は、 レ
プ リ カの同期処理が大き く 影響する こ と にも注意が必要です。

eDirectory 内の一般的なオブジェ ク ト のサイ ズは 3 ～ 5KB です。 この数値に基づいて、
現在保持し ている、 または新たに作成するすべてのオブジェ ク ト の保管に必要な空き
デ ィ ス ク容量をすばや く 計算でき ます。 オブジェ ク ト のサイ ズは、 データに付属する
属性の数や、 データの内容に対応し て大き く な り ます。 画像やサウ ン ド、 または生物
統計学などの BLOB ( バイナ リ ラージオブジェ ク ト ) データ を格納するオブジェ ク ト の
場合、 そのサイ ズは増加し ます。
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パーテ ィ シ ョ ンのサイ ズが大き く なるほど、 レプ リ ケーシ ョ ンのサイ クルは遅 く な り
ます。 ZENworks や DNS/DHCP サービ スなど、 eDirectory の使用を必要とする製品を使
用する場合、 これらの製品によ って作成された eDirectory オブジェ ク ト によ り 、 格納先
のコ ンテナのサイ ズが影響を受けます。 場合によ っては、 DNS/DHCP など、 管理目的
のみで使用するオブジェ ク ト は固有のパーテ ィ シ ョ ンに格納する こ と を検討し ます。
パーテ ィ シ ョ ンを別にすれば、 レプ リ カの同期処理の速度の低下によ ってユーザのア
ク セスが支障を きたすこ と を避ける こ と ができ ます。 また、 パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ
カの管理も容易にな り ます。

必要な場合は、 eDirectory データベース または DIB ( デ ィ レ ク ト リ 情報ベース ) セ ッ ト
のサイ ズを簡単に判別でき ます。

NetWare の場合は、Novell Support Web サイ ト  (http://support.novell.com) から toolbox.nlm
をダウ ン ロード して、 サーバ上の sys:_netware ディ レ ク ト リ を表示し ます。

Windows の場合は、 \novell\nds\dibfiles にあ る DIB セ ッ ト を参照し ます。

Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX の場合は、 イ ン ス ト ール時に指定し たデ ィ レ ク
ト リ にあ る DIB セ ッ ト を参照し て く ださい。

作成するコンテナを決定する

通常、 同じ必要性から ア ク セス される eDirectory オブジェ ク ト を ま と めて格納する コ ン
テナを作成し ます。 それによ り 、 1 つの ト ラ ステ ィ 割 り 当てまたはロ グ イ ン ス ク リ プ ト
で多 く のユーザにサービ ス を提供でき ます。 特にロ グ イ ン ス ク リ プ ト を よ り 効率的に
する こ と を目的と し て コ ンテナを作成でき るほか、 1 つのコ ンテナに 2 つの部署を割 り
当て る こ と によ って、 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト の管理を よ り 容易にする こ と もでき ます。

ネ ッ ト ワーク内の ト ラ フ ィ ッ ク を制限するため、 ユーザは各自が必要とする リ ソース
の近 く に配置する よ う にし ます。 た と えば、 同じ部署で働 く 社員は、 通常、 隣 り 合っ
た位置で作業し ます。 それらの社員は同じ フ ァ イルシステムにア ク セス し、 同じプ リ
ン タ を使用し て印刷し ます。 

一般的なワーク グループ境界の例外については、 容易に対処でき ます。 た と えば、 2 つ
のワーク グループが共通のプ リ ン タ を使用する よ う な場合は、 一方のワーク グループ
のプ リ ン タに対し て別名オブジェ ク ト を作成し ます。 グループオブジェ ク ト を作成す
る こ と によ って、 1 つのワーク グループ内だけでな く 、 複数のワーク グループに存在す
る一部のユーザオブジェ ク ト を ま と めて管理でき ます。 また、 固有のロ グ イ ン ス ク リ
プ ト 要件を持つ、 一部のユーザ用のプロ フ ァ イルオブジェ ク ト も作成でき ます。

ツリーのパーティション化のガイドライン

eDirectory にパーテ ィ シ ョ ンを作成する と、 データベースの各部分は複数のサーバに分
割し て格納されます。 パーテ ィ シ ョ ン化によ って、 eDirectory データ処理と保管の負荷
がネ ッ ト ワーク内の複数のサーバに分散されるため、 ネ ッ ト ワーク の使用を 適化で
き ます。 デフ ォル ト では、 パーテ ィ シ ョ ンは 1 つだけ作成されます。 パーテ ィ シ ョ ン
の詳細については、 49 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン」 を参照し て く ださい。 パーテ ィ
シ ョ ンの作成については、 135 ページの第 5 章 「パーテ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」
を参照し て く ださい。

次のガイ ド ラ イ ンは、 ほ と んどのネ ッ ト ワークに適用でき る一般的な規則です。 特定
の環境設定、 ハード ウ ェア、 および ト ラ フ ィ ッ クの処理量など、 それぞれのネ ッ ト
ワークの運用条件に合わせて若干の調整が必要になる場合も あ り ます。 
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ツリーの上位層におけるパーティションを決定する

ツ リ ーをピ ラ ミ ッ ド型に設計するの と同じ よ う に、 パーテ ィ シ ョ ン も ピ ラ ミ ッ ド型に
構成し ます。 パーテ ィ シ ョ ンの構造は、 ツ リ ーの 上位に少数のパーテ ィ シ ョ ンがあ
り 、 下位にな るに従ってパーテ ィ シ ョ ンの数が増えてい く よ う にし ます。 このよ う な
設計では、 下位層よ り 上位層のほ う がパーテ ィ シ ョ ン数が多いツ リ ー構造に比べて、
作成されるサブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スの数が少な く な り ます。

ツ リ ーをピ ラ ミ ッ ド型に設計するには、 常に リ ーフオブジェ ク ト ( 特にユーザ ) の比較
的近 く にパーテ ィ シ ョ ンを作成する よ う にし ます ( イ ン ス ト ール時にツ リ ーのルー ト に
作成されるパーテ ィ シ ョ ンについては例外です ) 。

上位層のパーテ ィ シ ョ ンを設計する場合は、 次の点を考慮し ます。

WAN イ ンフ ラ ス ト ラ クチャに基づいて、 ツ リ ーの 上部をパーテ ィ シ ョ ン化する。
ツ リ ーの 上部にはパーテ ィ シ ョ ンを少なめに配置し、 下位にな るに従ってパー
テ ィ シ ョ ンの数を増やし ます。

WAN リ ン クによ って区切られている各サイ ト のコ ンテナを作成し ( 各サーバオブ
ジェ ク ト をそのローカルコ ンテナに格納 ) 、 その後、 各サイ ト のパーテ ィ シ ョ ンを
作成し ます。

WAN リ ン ク を持つネ ッ ト ワーク では、 パーテ ィ シ ョ ンが複数の場所にまたがら な
いよ う にする。

パーテ ィ シ ョ ンを場所ご と に作成すれば、 異な るサイ ト 間のレプ リ ケーシ ョ ン ト ラ
フ ィ ッ クによ って WAN 帯域幅が不必要に消費される こ と はあ り ません。

ローカルサーバを中心にし てパーテ ィ シ ョ ンを作成する。 物理的に離れた場所にあ
るサーバは別のパーテ ィ シ ョ ンに格納し ます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク管理の詳細については、 293 ページの第 11 章 「WAN ト ラ フ ィ ッ ク マ
ネージ ャ」 を参照し て く ださい。

ツリーの下位層におけるパーティションを決定する

eDirectory ツ リ ーの下位層のパーテ ィ シ ョ ンを設計する場合は、 次を考慮し ます。

下位層のパーテ ィ シ ョ ンは、 事業部、 部署、 およびワーク グループ と、 それらに関
連する リ ソースに基づいて定義する。

各パーテ ィ シ ョ ンについて、 パーテ ィ シ ョ ン内のすべてのオブジェ ク ト が同じ場所
にあ る よ う にする。 それによ って、 eDirectory への更新がローカルサーバで行われ
る よ う にな り ます。

パーティションサイズを決定する

eDirectory では、 パーテ ィ シ ョ ンのサイ ズについて次の設計制限を推奨し ています。

エレメント 制限

パーティションのサイズ 無制限のオブジェクト

レプリカ DIB ( ディレクトリ情報ベース ) は
1TB に制限

ツリー内のパーティションの総数 無制限
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NDS® 6 および 7 からのこの設計ガイ ド ラ イ ンの変更は、 NDS 8 における アーキテ ク
チャの変更によ る ものです。 これらの推奨値は、 企業などの分散環境に適用されます。
ただし、 これらは e ビジネスやアプ リ ケーシ ョ ンには適用されない場合があ り ます。 

一般的な e ビジネスユーザに対し ては、 すべてのデータが単一のサーバに保管されて
いる こ と が必要ですが、 eDirectory では、 ツ リ ー内のさ まざまなエ リ アに属するオブ
ジェ ク ト や属性の一部を格納する フ ィ ルタ済みレプ リ カを作成でき ます。 この機能を
利用する と、 1 つのサーバにすべてのデータ を保管し な く て も、 同じ よ う に e ビジネス
に対応でき ます。 詳細については、 56 ページの 「フ ィ ルタ済みレプ リ カ」 を参照し て
く ださい。

ネットワーク変数について

パーテ ィ シ ョ ンを設計する場合は、 次のネ ッ ト ワーク変数について考慮し ます。

サーバの数および速度

ネ ッ ト ワーク アダプタ、 ハブ、 ルータ などのネ ッ ト ワーク イ ンフ ラ ス ト ラ クチャの
速度

ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クの量

ツリーのレプリカ作成に関するガイドライン

複数の eDirectory パーテ ィ シ ョ ンを作成するだけでは、 耐障害性やデ ィ レ ク ト リ のパ
フ ォーマン スは向上し ません。 耐障害性やパフ ォーマン スの向上は、 複数のレプ リ カ
を効果的に使用する こ と で可能にな り ます。 レプ リ カの配置は、 ア ク セスや耐障害性
に と って きわめて重要です。 eDirectory のデータには、 でき るだけすばや く ア ク セスで
き る よ う にする必要があ り ます。 また、 eDirectory のデータは障害対策用に複数の場所
にコ ピーする必要があ り ます。 レプ リ カの作成については、 135 ページの第 5 章 「パー
テ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」 を参照し て く だ さい。

レプ リ カの配置計画では、 次のガイ ド ラ イ ンを参考にし て く ださい。

83 ページの 「ワーク グループのニーズ」

83 ページの 「障害対策」

84 ページの 「レプ リ カ数を決定する」

84 ページの 「Tree パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを作成する」

84 ページの 「管理用にレプ リ カを作成する」
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ペアレントパーティションごとのチャイルドパー
ティション数

150

パーティションごとのレプリカ数 50

レプリカ DIB による制限

レプリカサーバごとのレプリカ数 250

エレメント 制限
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ワークグループのニーズ

各パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを、 そのパーテ ィ シ ョ ン内の情報を使用する ワーク グ
ループに物理的に近いサーバ上に作成し ます。 WAN リ ン ク の一方の側のユーザが他方
の側のサーバに格納されている レプ リ カに頻繁にア ク セスする場合は、 WAN リ ン クの
両端のサーバ上にそれぞれレプ リ カを作成し ます。

レプ リ カは、 ユーザ、 グループ、 およびサービ スによ る ア ク セスが も多い場所に配
置し ます。 2 つの独立し たコ ンテナ内の各ユーザグループが別のパーテ ィ シ ョ ン境界内
の同じオブジェ ク ト にア ク セスする必要があ る場合は、 これらのユーザグループが属
する 2 つのコ ンテナよ り 1 つ上のレベルにあ る コ ンテナ内のサーバ上にレプ リ カを配
置し ます。

障害対策

デ ィ ス クが ク ラ ッ シュ し た り 、 サーバがダウ ン し た場合、 別の場所にあ るサーバ上の
レプ リ カによ り ユーザのネ ッ ト ワークへの認証を行い、 使用不能になったサーバに格
納されているパーテ ィ シ ョ ン内のオブジェ ク ト の情報を取得でき ます。

い く つかのサーバに同じ情報が配布されている と、 ユーザのネ ッ ト ワークへの認証やロ
グ イ ンなどのサービ スを提供するために、 1 つのサーバに依存する必要があ り ません。

耐障害性を確保するには、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーに十分な数のサーバがあれば、 各パー
テ ィ シ ョ ンについて 3 つのレプ リ カを作成し ます。 ローカルパーテ ィ シ ョ ンのローカ
ルレプ リ カは、 低 2 つは必要です。 他の場所にあ るデータへのア ク セス を確保する
場合や、 負荷分散および障害対策用にデータのイ ン ス タ ン ス を複数維持する必要があ
る アプ リ ケーシ ョ ンを使用し ている場合、 また e ビジネス を展開し ている場合を除い
て、 通常は、 レプ リ カの作成は 3 つまでで十分です。

マス タ レプ リ カは 1 つだけ保持でき ます。 その他のレプ リ カは、 読み書き可能、 読み
込み専用、 またはフ ィ ルタ済みレプ リ カ と し て使用し ます。 通常、 ほ と んどのレプ リ
カは、 読み書き可能レプ リ カ と し て使用されます。 読み書き可能レプ リ カは、 マス タ
レプ リ カ同様、 オブジェ ク ト の表示、 オブジェ ク ト の管理、 およびユーザのロ グ イ ン
を処理でき ます。 変更があった と きは、 同期化情報を送信し ます。 

読み込み専用レプ リ カには、 書き込みはでき ません。 読み込み専用レプ リ カは、 オブ
ジェ ク ト を検索および表示でき ます。 また、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カの同期が実行
される と、 更新されます。

サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カやフ ィ ルタ済みレプ リ カは、 障害対策用に
はな り ません。 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スはポ イ ン タであ り 、 パーテ ィ シ ョ ン
のルー ト オブジェ ク ト 以外のオブジェ ク ト は格納されません。 フ ィ ルタ済みレプ リ カ
には、 パーテ ィ シ ョ ン内の特定の一部のオブジェ ク ト のみが格納されます。

eDirectory では、 パーテ ィ シ ョ ンご と に数に制限な く レプ リ カを作成でき ますが、 レプ
リ カの数が増え るに従って、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク の量も増大し ます。 障害対策
と ネ ッ ト ワークパフ ォーマン ス、 それぞれの必要性をバラ ン ス よ く 配慮し ます。 

サーバ上の各パーテ ィ シ ョ ンには、 レプ リ カを 1 つだけ格納でき ます。 1 つのサーバに
は、 複数のパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを格納でき ます。

障害発生によ って、 特定の場所のすべてのデータ またはその中のいずれかのサーバ上
のデータが失われた場合、 その組織の障害回復計画に基づ く ネ ッ ト ワーク再構築のほ
と んどの作業は、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを使用し て行 う こ と ができ ます。 サーバ
が 1 つしかない場所では、 eDirectory を定期的にバッ ク ア ッ プし ます ( 一部のバッ ク
ア ッ プソ フ ト ウ ェアでは、 eDirectory のバッ ク ア ッ プア ッ プが実行されません ) 。 障害
対策用のレプ リ カを作成するための、 追加サーバの購入を検討し て く ださい。
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レプリカ数を決定する

複数のレプ リ カの作成を制限する要素と なるのは、 それぞれのレプ リ カの同期で必要
と な る処理時間と ト ラ フ ィ ッ クの量です。 オブジェ ク ト が変更される と、 変更内容が
レプ リ カ リ ング内のすべてのレプ リ カに伝達されます。 レプ リ カ リ ング内のレプ リ カ
の数が多いほど、 変更内容の同期に必要なデータの伝送量も増えます。 WAN リ ン ク経
由でレプ リ カを同期する必要があ る場合、 同期にかかる時間のコ ス ト が高 く な り ます。

地理上の多 く の場所のパーテ ィ シ ョ ンを作成し た場合、 一部のサーバでサブオーデ ィ
ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カが数限 り な く 生成される こ と にな り ます。 eDirectory で
は、 地域のパーテ ィ シ ョ ンを作成する こ と によ って、 これらのサブオーデ ィ ネー ト リ
フ ァ レン ス を よ り 多 く のサーバに分散させる こ と ができ ます。

Tree パーティションのレプリカを作成する

Tree パーテ ィ シ ョ ンは eDirectory ツ リ ー内の も重要なパーテ ィ シ ョ ンです。 このパー
テ ィ シ ョ ンの唯一のレプ リ カが破損し た場合、 そのパーテ ィ シ ョ ンが修復されるか、
eDirectory ツ リ ー全体が再構築される まで、 ネ ッ ト ワークの機能が停止し ます。 また、
Tree に関連する設計の変更はま った く でき な く な り ます。

Tree パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カの作成時には、 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スの同
期にかかる コ ス ト を考慮し ながら、 レプ リ カ数を決めて く ださい。

管理用にレプリカを作成する

パーテ ィ シ ョ ンの変更はマス タ レプ リ カからのみ発生するため、 中央サイ ト のネ ッ ト
ワーク管理者のすぐ近 く にあ るサーバに各マス タ レプ リ カを保管する よ う にし ます。
一見、 それぞれの リ モー ト サイ ト にマス タ を保管するほ う が適切な よ う に思えますが、
マス タ レプ リ カはパーテ ィ シ ョ ンの操作が行われる場所に保管するのが妥当です。 

パーテ ィ シ ョ ン作成などの重要な eDirectory の操作は、 中央サイ ト の特定の管理者また
は管理者グループが担当する こ と を推奨し ます。 担当者を限定する こ と によ って、
eDirectory の動作を悪化させるエラーの発生の可能性を制限でき るほか、 マス タ レプ リ
カを中央で一括し てバッ ク ア ッ プでき ます。

ネ ッ ト ワーク管理者は、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クが少ない時間帯を選んで、 レプ リ
カの作成などのコ ス ト の高い操作を実行し ます。

NetWare のバインダリサービスの必要性に対応させる

NetWare で eDirectory を使用する場合に、 ユーザがバイ ンダ リ サービ ス を通し てサーバ
にア ク セスする必要があ る と きは、 そのサーバにバイ ンダ リ コ ンテキス ト を格納する
マス タ レプ リ カまたは読み書き可能レプ リ カが保管されている必要があ り ます。 バイ
ンダ リ コ ンテキス ト は、 autoexec.ncf 内の SET BINDERY CONTEXT ステー ト メ ン ト に
よ って設定されます。

ユーザは、 実オブジェ ク ト がそのサーバ上に存在する場合のみ、 バイ ンダ リ サービ ス
を提供するオブジェ ク ト にア ク セスでき ます。 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カをサーバに
追加する と、 サーバに実オブジェ ク ト が追加されます。 それによ り 、 そのパーテ ィ
シ ョ ンにユーザオブジェ ク ト を持つユーザは、 バイ ンダ リ 接続によ ってサーバにロ グ
イ ンでき る よ う にな り ます。

バイ ンダ リ サービ スの詳細については、 57 ページの 「NetWare バイ ンダ リ エ ミ ュ レー
シ ョ ン」 を参照し て く ださい。
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WAN トラフィックを管理する

現在、 ユーザが WAN リ ン ク を使用し て特定のデ ィ レ ク ト リ 情報にア ク セス し ている場
合、 必要な情報を格納する レプ リ カをユーザのローカルサーバに作成する こ と によ っ
て、 ユーザのア ク セス時間と WAN ト ラ フ ィ ッ クの量を削減でき ます。 

マス タ レプ リ カを リ モー ト サイ ト に複製する場合や、 ア ク セスの提供や障害対策用に
WAN 経由でレプ リ カを配置する場合には、 レプ リ カの同期処理で使用される帯域幅に
ついて考慮し ます。 

推奨する 3 つのレプ リ カの作成がローカルサイ ト で不可能な場合に耐障害性を確保す
るため と、 ア ク セス可能性を高めるため、 またマス タ レプ リ カを中央で一括し て管理
および保管するためにのみ、 ローカルサイ ト 以外の場所にレプ リ カを作成し ます。

WAN リ ン ク上の eDirectory ト ラ フ ィ ッ クのレプ リ ケーシ ョ ンを制御するには、 WAN マ
ネージ ャ を使用でき ます。 詳細については、 293 ページの第 11 章 「WAN ト ラ フ ィ ッ ク
マネージ ャ」 を参照し て く ださい。

ユーザ環境についてのプランニング
eDirectory ツ リ ーの基本構造を設計し、 パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カを設定し た後は、 管
理を単純化し、 ネ ッ ト ワーク リ ソースへのア ク セス を容易にするためのユーザ環境の
設定プラ ンを立てます。 ユーザ環境プラ ンを立てるには、 各ユーザの必要条件を検討
し、 エ リ アご と にア ク セスに関するガ イ ド ラ イ ンを作成し ます。

ユーザの必要条件を検討する

ユーザが必要とする条件を検討する際には、 次の点について考慮し ます。

プ リ ン タやフ ァ イル保管領域など、 物理的なネ ッ ト ワークに関する必要条件

1 つのツ リ ー内の複数のユーザグループ、 または複数のコ ンテナに属する複数の
ユーザグループによ って リ ソースが共有されていないか確認し ます。 また、 リ モー
ト ユーザが必要とする物理的な リ ソースについて も考慮し ます。

NetWare ユーザのバイ ンダ リ サービ スに関する必要条件

バイ ンダ リ サービ スに基づ く アプ リ ケーシ ョ ンはどれか、 またどのユーザによ って
使用されるか確認し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンに関する必要条件

ユーザが必要とする アプ リ ケーシ ョ ンおよびデータ フ ァ イルはどれか、 オペレー
テ ィ ングシステムは何か、 またアプ リ ケーシ ョ ンにア ク セスする必要があ るユーザ
またはユーザグループは誰かを確認し ます。 共用アプ リ ケーシ ョ ンを、 ZENworks
などのアプ リ ケーシ ョ ンによ って自動で起動するのか、 または手動で起動するのか
確認し ます。

アクセスに関するガイドラインを作成する

ユーザの必要条件についての情報を収集し た後は、 ユーザ環境の構成に使用する
eDirectory オブジェ ク ト を決定し ます。 た と えば、 ポ リ シーパッ ケージやアプ リ ケー
シ ョ ンオブジェ ク ト を作成する場合は、 作成数、 およびツ リ ー内の保管先について決
定し ます。

また、 ユーザのア ク セス を制限するセキ ュ リ テ ィ の実装方法について も決める必要が
あ り ます。 個々のセキ ュ リ テ ィ 項目に関連する、 セキ ュ リ テ ィ 上の予防措置がないか
検討し ます。 た と えば、 eDirectory スーパバイザ権はフ ァ イルシステムによ って継承さ
れるため、 サーバオブジェ ク ト に対し てはスーパバイザ権を付与し ないよ う 、 ネ ッ ト
ワーク管理者に警告する場合があ り ます。
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e ビジネスに対応する eDirectory の設計

eDirectory を e ビジネスに利用する場合 ( サービ スのポータルを提供し た り 、 他の企業
とデータ を共有する場合など ) 、 この章ですでに説明し ている推奨事項は適用されない
こ と があ り ます。

その場合は、 e ビジネスに対応する eDirectory の設計のガイ ド ラ イ ン と し て次に示す推
奨事項を代わ り に使用でき ます。

コ ンテナ数を制限し たツ リ ーを作成する。

このガイ ド ラ イ ンは、 使用する アプ リ ケーシ ョ ン、 および eDirectory の実装法に応
じ て適用し ます。 た と えば、 メ ッ セージサーバをグ ローバルに展開する際には、 こ
の章の前半で説明し た従来の eDirectory 設計ガイ ド ラ イ ンを適用し たほ う がよ り 適
切な場合があ り ます。 また、 ユーザの管理を分散させたい場合は、 管理責任のエ リ
アご と に独立し た OU ( 部門 ) を作成する こ と が必要にな る場合があ り ます。

低 2 つのパーテ ィ シ ョ ンを維持する。 

Tree レベルに作成されるデフ ォル ト のパーテ ィ シ ョ ンを維持し、 その他にツ リ ーの
残 り の部分のパーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。 管理目的で OU を個別に作成し た場合
は、 各 OU のパーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。

複数のサーバに負荷を 分散さ せる と き には、 パーティ ショ ン 数の制限を 検討し ま
すが、 その場合も バッ ク アッ プや障害回復用に 低 2 つのパーティ ショ ン は維持
し ま す。

障害対策および負荷分散のために、 ツ リ ーのレプ リ カを 低 3 つ作成する。

LDAP は負荷の分散を自動では行いません。 LDAP の負荷を分散させるには、 第 4
層ス イ ッチの使用を検討し ます。

e ビジネス用のツ リ ーを別に作成する。 サーバやプ リ ン タ など、 ツ リ ーに組み込む
ネ ッ ト ワーク リ ソース を制限する。 ユーザオブジェ ク ト のみを格納する ツ リ ーの作
成を検討する。

Novell Nsure Identity Manager を使用する と、 ネ ッ ト ワーク情報を格納する他のツ
リ ーにこのユーザツ リ ーを リ ン ク させる こ と ができ ます。 詳細については、
『DirXML 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/dirxml20/index.html) を参
照し て く ださい。 

補助ク ラ ス を使用し て、 スキーマをカス タマイ ズする。

カス タマやアプ リ ケーシ ョ ンで標準 inetOrgPerson と は異な るユーザオブジェ ク ト
が必要と な る場合は、 補助ク ラ ス を使用し てスキーマをカス タマイ ズ し ます。 補助
ク ラ ス を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの設計時にツ リ ーを再作成し な く て も、 ク
ラ スで使用する属性を変更でき ます。

LDIF イ ンポー ト のパフ ォーマン ス を向上させる。 

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 eDirectory は
処理中に各オブジェ ク ト に索引を付けます。 それによ って、 LDIF イ ンポー ト プロ
セスの処理速度が遅 く な る こ と があ り ます。 LDIF イ ンポー ト のパフ ォーマン ス を
向上させるには、 作成するオブジェ ク ト の属性からの索引付けをいったん中止し、
Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てから、 属性の索引
付けを再開し ます。

NDS 全体で固有の共通名 (CN) を実装する。

eDirectory では、 異な る コ ンテナ間で同じ共通名を使用でき ます。 ただし、 全体で
固有の共通名を使用すれば、 共通名の検索で複数の応答を処理する ロ ジ ッ ク を実装
し な く てすみます。
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Novell Certificate Server について 

Novell Certificate ServerTM では、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト と組織の認証局
(CA) オブジェ ク ト を作成する こ と によ って、 デジ タル証明書を作成、 発行、 および管
理でき ます。 組織の認証局オブジェ ク ト によ り 、 データ を保護し、 安全に伝送でき る
よ う にな り ます。 NetWare Web Manager や NetWare Enterprise Web Server などの Web 関
連製品には、 組織の認証局オブジェ ク ト が必要です。 eDirectory サーバを初めて イ ン ス
ト ールする と、 eDirectory ツ リ ー全体のセキ ュ リ テ ィ コ ンテナオブジェ ク ト と組織の認
証局オブジェ ク ト が自動的に作成され、 物理的に格納されます。 どち らのオブジェ ク
ト も eDirectory ツ リ ーの 上部に作成されます。 これらのオブジェ ク ト は、 移動せずに
作成時の位置にそのま ま保管する必要があ り ます。

1 つの eDirectory ツ リ ー内に存在でき る組織の認証局オブジェ ク ト は 1 つだけです。
初のサーバ上にすでに作成されている組織の認証局オブジェ ク ト を、 別のサーバに移
動する こ と はでき ません。 組織の認証局オブジェ ク ト を削除し た り 、 再作成する と、
その組織の認証局に関連する証明書はすべて無効にな り ます。

重要 : 組織の認証局オブジェクトを永続的に保管しようとするサーバを、 初の eDirectory サーバにするよ
うにします。組織の認証局オブジェクトの保管先のサーバは、ネットワーク内の継続して稼動する部分であ
り、アクセス可能で、信頼性が高くなければなりません。

イ ン ス ト ール中のサーバがネ ッ ト ワーク内の 初の eDirectory サーバでない場合、 イ ン
ス ト ールプロ グ ラ ムは組織の認証局オブジェ ク ト が存在する eDirectory サーバを探し、
このサーバを参照し ます。 イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムは、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナにア ク
セス し、 サーバ証明書オブジェ ク ト を作成し ます。

ネ ッ ト ワーク内に組織の認証局オブジェ ク ト がま った く 存在し ない と、 Web 関連製品
は機能し ません。

Novell Certificate Server でタスクを実行するのに必要な権利

Novell Certificate Server の設定に関連付け られた タ ス ク を完了するには、 管理者は、 次
の表に記載されている よ う な権利を持っている必要があ り ます。

Novell Certificate Server のタスク 必要な権利

1 台目のサーバを新しいツリーにインストールする

か、まだベースセキュリティをインストールしてい
ないツリーの 1 台目のサーバをアップグレードする

ためのベースセキュリティ設定

ツリーのルートのスーパバイザ権

セキュリティコンテナのスーパバイザ権

2 台目以降のサーバをインストールするためのベー

スセキュリティ設定

サーバコンテナのスーパバイザ権

W0 オブジェクト ( セキュリティコンテナ内 )
のスーパバイザ権

組織の認証局の作成 セキュリティコンテナのスーパバイザ権

サーバ認証オブジェクトの作成 サーバコンテナのスーパバイザ権

組織の認証局オブジェクトの NDSPK：プラ

イベートキー属性の読み込み権
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また、 ルー ト 管理者は、 サブコ ンテナの管理者に次の権利を割 り 当てる こ と によ って、
組織の認証局を使用する権限を委託する こ と もでき ます。 サブコ ンテナの管理者が
SSL セキ ュ リ テ ィ を使用する Novell eDirectory を イ ン ス ト ールするには、 次のよ う な権
利が必要です。

セキ ュ リ テ ィ コ ンテナにあ る組織の認証局オブジェ ク ト の NDSPKI: プラ イベー ト
キー属性の読み込み権。

KAP オブジェ ク ト 内のセキ ュ リ テ ィ コ ンテナにあ る W0 オブジェ ク ト のスーパバイ
ザ権。

こ れら の権利はグループや役割に割り 当てら れ、 こ こ ではすべての管理者ユーザが定義
さ れま す。 Novell Certificate Server 関連の特定のタ ス ク 実行に必要な権利の詳細につい
ては、 Novell Certificate Server (http://www.novell.com/documentation/beta/crt30/index.html)
オンラ イ ンマニュ アルを参照し てく ださ い。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX システムでの eDirectory 操作に関するセキュリ
ティを確保する

eDirectory には、 PKCS ( パブ リ ッ ク キー暗号化サービ ス ) が付属し ています。 PKCS に
は、 PKI (Public Key Infrastructure) サービ ス を提供する Novell Certificate Server、 NICI 
(Novell International Cryptographic Infrastructure) 、および SAS*-SSL サーバが含まれます。

次のセク ショ ンでは、 eDirectory の操作における セキュ リ ティ の確保について説明し ます。

88 ページの 「サーバ上に NICI がイ ン ス ト ールおよび初期化されているかど う かを
確認する」

89 ページの 「サーバ上の NICI モジュールを初期化する」

90 ページの 「Certificate Server (PKI サービ ス ) を起動する」

90 ページの 「Certificate Server (PKI サービ ス ) を停止する」

90 ページの 「組織の認証局オブジェ ク ト を作成する」

90 ページの 「サーバ認証オブジェ ク ト を作成する」

91 ページの 「組織の認証局の自己署名付き証明書をエ ク スポー ト する」

外部認証局の使用については、 『Novell Certificate Server 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/beta/crt30/index.html) を参照し て く ださい。

サーバ上に NICI がインストールおよび初期化されているかどうかを確認する

次の条件を満た し ているかチェ ッ ク し ます。 これらの条件は、 NICI モジ ュールが正し
く イ ン ス ト ールおよび初期化されている こ と を表し ます。

フ ァ イル /etc/nici.cfg が存在する

デ ィ レ ク ト リ /var/novell/nici が存在する

フ ァ イル /var/novell/nici/primenici が存在する

これらの条件を満た し ていない場合、 次のセ ク シ ョ ン 「サーバ上の NICI モジュールを
初期化する」 の手順に従って操作し て く だ さい。
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サーバ上の NICI モジュールを初期化する

1 eDirectory サーバを停止し ます。

Linux では、 次のコマン ド を入力し ます。

/etc/init.d/ndsd stop

Solaris では、 次のコマン ド を入力し ます。

/etc/init.d/ndsd stop

AIX では、 次のコマン ド を入力し ます。

/etc/ndsd stop

HP-UX では、 次のコマン ド を入力し ます。

/sbin/init.d/ndsd stop

重要 : ndsd の開始と停止には、ndsmangae を使用することをお勧めします。 

2 NICI パッ ケージがイ ン ス ト ールされているかど う かを確認し ます。

Linux では、 次のコマン ド を入力し ます。 
rpm -qa | grep nici

Solaris では、 次のコマン ド を入力し ます。

pkginfo | grep NOVLniu0

AIX では、 次のコマン ド を入力し ます。

lslpp -l | grep NOVLniu0

HP-UX では、 次のコマン ド を入力し ます。

swlist | grep NOVLniu0

3 ( 状況によ って実行 ) NICI パッ ケージがイ ン ス ト ールされていない場合、イ ン ス ト ー
ルし ます。

NICI パッ ケージがイ ン ス ト ールされていない と先に進みません。

4 パッ ケージに含ま れている .nfkフ ァ イ ルを /var/novell/niciディ レ ク ト リ にコ ピ ーし
ま す。

/var/novell/nici/primenici プロ グ ラ ムを実行し ます。

5 eDirectory サーバを開始し ます。

Linux では、 次のコマン ド を入力し ます。

/etc/init.d/ndsd start

Solaris では、 次のコマン ド を入力し ます。

/etc/init.d/ndsd start

AIX では、 次のコマン ド を入力し ます。

/etc/ndsd start

HP-UX では、 次のコマン ド を入力し ます。

/sbin/init.d/ndsd start

重要 : ndsd の開始と停止には、ndsmangae を使用することをお勧めします。 
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Certificate Server (PKI サービス ) を起動する

PKI サービ ス を開始するには、 次のコマン ド を入力し ます。

npki -1

Certificate Server (PKI サービス ) を停止する

PKI サービ ス を停止するには、 次のコマン ド を入力し ます。

npki -u

組織の認証局オブジェクトを作成する

1 Novell iManager を起動し ます。

2 適切な権利を持った管理者と し て eDirectory ツ リ ーにロ グ イ ン し ます。

このタ ス クの適切な権利を参照するには、 『Novell Certificate Server 管理ガイ ド』 の
「Creating an Organizational CA」 (http://www.novell.com/documentation/beta/crt30/
crtadmin/data/fbgccghh.html) を参照し て く ださい。

3 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し て、 ［PKI Certificate Management (PKI
認証管理 )］ を ク リ ッ ク し、 ［認証局の作成］ を ク リ ッ ク し ます。

組織の認証局オブジェ ク ト の作成ウ ィ ザード が開始し ます。 メ ッ セージに従ってオ
ブジェ ク ト を作成し ます。 ウ ィ ザード の各ページに関する特定の情報については、
［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。

注 : eDirectory ツリーは組織の認証局を 1 つしか格納できません。

サーバ認証オブジェクトを作成する

サーバ認証オブジェ ク ト は、 eDirectory サーバオブジェ ク ト を格納する コ ンテナに作成
されます。 必要に応じ て、 サーバ上の個々の暗号化対応アプ リ ケーシ ョ ンに、 別々に
サーバ認証オブジェ ク ト を作成する場合があ り ます。 または、 そのサーバで使用する
すべてのアプ リ ケーシ ョ ンにサーバ認証オブジェ ク ト を 1 つ作成する こ と も あ り ます。

注 : サーバ認証オブジェクトと暗号化キーオブジェクト (KMO) は同じ意味を示しています。eDirectory オブ
ジェクトのスキーマ名は NDSPKI: 暗号化キーです。

1 Novell iManager を起動し ます。

2 適切な権利を持った管理者と し て eDirectory ツ リ ーにロ グ イ ン し ます。

このタ ス クの適切な権利を参照するには、 『Novell Certificate Server 管理ガイ ド』 の
「Creating Server Certificate Objects」 (http://www.novell.com/documentation/beta/crt30/
crtadmin/data/fbgcdhec.html) を参照し て く ださい。

3 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し て、 ［PKI Certificate Management (PKI
認証管理 )］ を ク リ ッ ク し、 ［サーバ証明書の作成］ を ク リ ッ ク し ます。

これによ ってサーバ証明書の作成ウ ィ ザード が開始し ます。 メ ッ セージに従ってオ
ブジェ ク ト を作成し ます。 ウ ィ ザード の各ページに関する特定の情報については、
［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し ます。
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組織の認証局の自己署名付き証明書をエクスポートする

自己署名付き証明書は、 組織の認証局の識別情報と、 組織の認証局によ って署名され
た証明書の有効性を確認するために使用でき ます。

組織の認証局のプロパテ ィ ページでは、 このオブジェ ク ト に関連付け られた証明書と
プロパテ ィ を参照でき ます。 ［自己署名付き証明書］ プロパテ ィ ページでは、 自己署名
付き証明書を、 暗号化対応のアプ リ ケーシ ョ ンで使用する フ ァ イルにエ ク スポー ト で
き ます。

組織の認証局に存在する自己署名付き証明書は、 組織の認証局によ って署名された証
明書を持つサーバ認証オブジェ ク ト のルー ト 認証局証明書と同じ ものです。 組織の認
証局の自己署名付き証明書をルー ト 認証局証明書と し て認識するサービ スでは、 組織
の認証局によ って署名された有効なユーザやサーバが許可されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 組織の認証局オブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し
ます。

組織の認証局オブジェ ク ト はセキ ュ リ テ ィ コ ンテナにあ り ます。

4 ［証明書］ タブを ク リ ッ ク し、 ［Self-Signed Certificate ( 自己署名付き証明書 )］ を ク
リ ッ ク し ます。

5 ［エ ク スポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

証明書のエ ク スポー ト ウ ィ ザード が開始し ます。 メ ッ セージに従って証明書をエ ク
スポー ト し ます。 ウ ィ ザード の各ページに関する特定の情報については、 ［ヘルプ］
を ク リ ッ ク し ます。

6 ［証明書のエ ク スポー ト の概要］ ページで、 ［Save the Exported Certificate to a File 
( エ ク スポー ト された証明書をフ ァ イルに保存 )］ を ク リ ッ ク し ます。

証明書がフ ァ イルに保存され、 ルー ト 認証局と し て暗号化対応アプ リ ケーシ ョ ンに
イ ンポー ト でき る よ う にな り ます。

7 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

このフ ァ イルを、 eDirectory へのセキ ュ ア接続を確立するためのすべてのコマン ド ラ イ
ン操作に組み込みます。

ネットワーク時刻の同期

時刻同期は、 ネ ッ ト ワーク全体で一貫し たサーバ時刻を維持するためのサービ スです。
時刻同期は、 eDirectory ではな く 、 サーバのオペレーテ ィ ングシステムによ って提供さ
れます。 eDirectory は eDirectory 自体の内部時刻に基づいて eDirectory パケ ッ ト の正し
い順序を維持し ますが、 その時刻はサーバのオペレーテ ィ ングシステムから取得され
ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 NetWare の時刻同期と、 Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 および
HP-UX の時刻同期と の統合について説明し ます。 
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NetWare サーバで時刻を同期する

IP ネ ッ ト ワーク、 および混合プロ ト コルネ ッ ト ワークでは、 NetWare 5 サーバは IP を
使用する他のサーバ と時刻を同期し ます。 NetWare 5 サーバは、 timesync.nlm と NTP 
( ネ ッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) を使用し て この同期を行います。

NetWare 5 および 6 は、 サーバで IP または IPXTM のみが使用されている場合も、 両方の
プロ ト コルが使用されている場合も、 timesync.nlm を使用し て時刻を同期し ます。
timesync.nlm はサーバのイ ン ス ト ール時にロード されます。 NTP は timesync.nlm を通し
て設定でき ます。

ネ ッ ト ワーク内に Windows、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムが含まれて
いる場合は、 時刻同期の標準であ る NTP を使用し てサーバを同期し て く ださい。

NetWare 3 と NetWare 4 には、 サード パーテ ィ の NTP 時刻サービ ス を使用でき ます。

時刻同期ソ フ ト ウ ェアの詳細については、 The Network Time Protocol (http://www.ntp.org)
の Web サイ ト を参照し て く ださい。

NTP

NTP は、 UDP プロ ト コルス イー ト の一部と し て機能し ます。 UDP プロ ト コルス イー ト
は、 TCP/IP プロ ト コルス イー ト の一部と し て機能し ます。 し たがって、 NTP を使用す
る コ ンピ ュータには、 TCP/IP プロ ト コルス イー ト がロード されている必要があ り ます。
イ ン ターネ ッ ト へア ク セスするネ ッ ト ワーク内のコ ンピ ュータは、 いずれも イ ン ター
ネ ッ ト 上の NTP サーバから時刻を取得でき ます。

NTP は、 国際時刻標準であ る協定世界時 (UTC) と時刻を同期し ます。

NTP には、 stratum ( 層 ) と い う 概念が導入されています。 stratum-1 サーバには、 電波時
計または原子時計などの正確な時計が内蔵されています。 stratum-2 サーバは stratum-1
サーバから時刻を取得し ます。 同様に、 各層のサーバは 1 つ前の層のサーバから時刻
を取得し ます。 

NetWare 5 および 6 のサーバでは、 ntp.nlm を ロードする こ と によ って、 timesync.nlm を
通し て NTP 時刻同期を実装でき ます。 IP サーバで timesync.nlm によ って NTP を設定す
る と、 NTP は IP サーバ と IPX サーバの両方のタ イ ム ソース と し て機能する よ う にな り
ます。 この場合、 IPX サーバはセカンダ リ サーバ と し て設定する必要があ り ます。

時刻同期の詳細については、 『Network Time Management 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/time_enu/data/hl5k6r0y.html) および
『Network Time Protocol 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/ntp/data/
aizwub2.html) を参照し て く ださい。

TIMESYNC.NLM

timesync.nlm は NetWare サーバ間の時刻を同期し ます。 timesync.nlm は、 イ ン ターネ ッ
ト NTP サーバなどの外部タ イ ム ソース と併せて使用でき ます。 また、 timesync.nlm が
実行されているサーバに合わせて時刻を更新する よ う 、 Novell ClientTM ワーク ステー
シ ョ ンを設定する こ と もでき ます。

時刻同期の詳細については、 『Network Time Management 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/time_enu/data/hl5k6r0y.html) を参照し て く
ださい。
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Windows サーバで時刻を同期する

Windows NT および Windows 2000 サーバの時刻同期の詳細については、 オペレーテ ィ
ングシステムのマニュ アルを参照し て く だ さい。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムで時刻を同期する

xntpd NTP ( ネ ッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) デーモンを使用する と、 Linux、 Solaris、
AIX、 および HP-UX サーバの時刻を同期でき ます。 xntpd は、 イ ン ターネ ッ ト 標準時
サーバ と同期し てシステム時刻を設定および保持するオペレーテ ィ ングシステムデー
モンです。

AIX での xntpd の実行の詳細については、 『AIX Commands Reference, Volume 6 (AIX コマ
ン ド リ フ ァ レン ス、 第 6 巻 )』 の 「xntpd Daemon」 (http://publibn.boulder.ibm.com/
doc_link/en_US/a_doc_lib/cmds/aixcmds6/xntpd.htm) を参照し て く ださい。

Solaris での xntpd の実行の詳細については、 http://docs.sun.com/?p=/doc/806-0625/
6j9vfim2v&a=view#xntpd-1m-indx-2 (http://docs.sun.com/?p=/doc/806-0625/
6j9vfim2v&a=view#xntpd-1m-indx-2) を参照し て く ださい。

HP-UX での xntpd の実行の詳細については、 Configuring NTP (http://docs.hp.com/cgi-
bin/fsearch/framedisplay?top=/hpux/onlinedocs/B2355-90147/B2355-90147_top.html&con=/
hpux/onlinedocs/B2355-90147/00/00/58-con.html&toc=/hpux/onlinedocs/B2355-90147/00/
00/58-toc.html&searchterms=ntp%7cconfiguring&queryid=20030922-153023) を 参照し てく
ださ い。

Linux での ntpd の実行の詳細については、 ntpd - Network Time Protocol (NTP) Daemon 
(http://www.eecis.udel.edu/~mills/ntp/html/ntpd.html) を参照し て く ださい。

時刻同期を確認する

ツ リ ー内の時刻が同期されているか確認するには、 Tree オブジェ ク ト に対し て読み書
き可能以上の権利を持つ、 Tree 内のいずれかのサーバから、 DSRepair を実行し ます。

NetWare の場合

1 サーバコ ン ソールで、 dsrepair.nlm を ロード し ます。

2 ［時刻同期］ を選択し ます。

ロ グの解釈に関するヘルプを表示するには、 <F1> を押し ます。 
注 : 次のコマンドを使用すると、時刻同期の問題を解決できます。

set timesync debug=7

Windows の場合

1 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory サービ ス］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［dsrepair.dlm］ > ［開始］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［修復］ > ［時刻同期］ の順に ク リ ッ ク し ます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX

1 次のコマン ド を実行し ます。

ndsrepair -T
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セキュリティ上の考慮事項

LDAP バイ ン ド は、 安全な接続を使用し て実行し て く ださい。 常に SSL/TLS 接続を使
用する こ と をお勧めし ます。 使用し ない場合は次の内容を考慮する必要があ り ます。

回線上で転送されたキーが見破られる こ と があ り ます。 したがって、 企業ネ ッ ト
ワーク を傍受またはパケ ッ ト スニ ッ フ ィ ングから物理的に保護する必要があ り ます。

権限を持つ担当者のみが物理的にア ク セスでき る安全な場所にサーバを配置する必
要があ り ます。

企業のフ ァ イ ア ウ ォールの外でユーザがこの製品を使用する場合は、VPN を使用す
る必要があ り ます。

サーバが企業ネ ッ ト ワークの外から ア ク セスでき る場合は、 不正侵入者によ る直接
ア ク セス を防ぐためにフ ァ イ ア ウ ォールを使用する必要があ り ます。

監視ロ グを定期的に確認する必要があ り ます。

異な る管理任務を、 別々の個人に割 り 当て る必要があ り ます。

Kerberos の管理には特定の LDAP サーバを正しいサーバ と し て指定する こ と をお勧
めし ます。 サーバ名は iManager で指定でき ます。

重要 : ユーザはサーバの IP アドレスではなく、DNS 名を使用して LDAP サーバにアクセスする必要があり
ます。これは、IP アドレスから DNS 名への変換が保護されていないためです。
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3 オブジェクトの管理

Novell® eDirectoryTM 8.8 には、 Web ベースのネ ッ ト ワーク管理アプ リ ケーシ ョ ンであ る
Novell iManager 2.5 が含まれています。 これを使用する と、 eDirectory ツ リ ーのオブ
ジェ ク ト を管理でき ます。 Novell iManager の新機能および特長については、 『Novell 
iManager 2.5 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/index.html) を
参照し て く ださい。

eDirectory オブジェ ク ト の管理には、 オブジェ ク ト の作成、 変更、 および操作が含まれ
ます。 た と えば、 ユーザアカ ウ ン ト の作成や、 ユーザの権利の管理などの作業が必要
にな る こ と があ り ます。 Novell iManager は次の場合に使用し ます。

オブジェ ク ト の参照、 作成、 編集、 および編成などの基本的な管理を行 う 。 

ユーザのロ グ イ ン名など eDirectory で使用される情報を指定し て、 ユーザアカ ウ ン
ト を作成する。

権利の割 り 当て、 同等セキ ュ リ テ ィ の付与、 継承の阻止、 および有効な権利の参照
を行い、 権利を管理する。 詳細については、 66 ページの 「権利の管理」 を参照し
て く ださい。

役割ベースサービ スオブジェ ク ト を通じ て特定の管理アプ リ ケーシ ョ ンでの管理者
の役割を定義し、 役割ベースの管理を設定する。

この章では次の ト ピ ッ クについての情報を説明し ます。

95 ページの 「オブジェ ク ト に関連する一般的な タ ス ク」

100 ページの 「ユーザアカ ウ ン ト を管理する」

106 ページの 「役割ベースサービ ス を設定する」

オブジェクトに関連する一般的なタスク

このセ ク シ ョ ンでは、 eDirectory ツ リ ーの管理で使用する基本的な タ ス クの手順につい
て説明し ます。

96 ページの 「eDirectory ツ リ ーを参照する」

98 ページの 「オブジェ ク ト を作成する」

99 ページの 「オブジェ ク ト のプロパテ ィ を変更する」

99 ページの 「オブジェ ク ト を コ ピーする」

99 ページの 「オブジェ ク ト を移動する」

100 ページの 「オブジェ ク ト を削除する」

100 ページの 「オブジェ ク ト を リ ネームする」
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eDirectory ツリーを参照する

Novell iManager の ［オブジェ ク ト の表示］ ボタ ン ( ) を使用する と、 eDirectory ツ
リ ーのオブジェ ク ト を検索し た り 参照し た り でき ます。 ツ リ ーの構造を表示し、 タ ス
ク を実行するオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し ます。 実行可能な タ ス クは、 選択するオブ
ジェ ク ト の種類によ って異な り ます。

オブジェ ク ト の検索や参照は、 Novell iManager の ［eDirectory オブジェ ク ト セレ ク タ］
ページでも行えます。 Novell iManager のほ と んどのエン ト リ フ ィ ール ド では、 オブ
ジェ ク ト 名およびコ ンテキス ト を指定し た り 、 ［オブジェ ク ト セレ ク タ］ ボタ ン を
ク リ ッ ク し てオブジェ ク ト を検索または参照し た り でき ます。 ［eDirectory オブジェ ク
ト セレ ク タ］ ページのオブジェ ク ト を選択する と、 エン ト リ フ ィ ール ド にオブジェ ク
ト およびオブジェ ク ト のコ ンテキス ト が挿入されます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

96 ページの 「［オブジェ ク ト の表示］ ボタ ンを使用する」

97 ページの 「［オブジェ ク ト セレ ク タ］ ボタ ンを使用する」

［オブジェクトの表示］ボタンを使用する

次で説明する方法を使用し て、 管理する特定のオブジェ ク ト を検索し ます。

96 ページの 「［参照］ を使用する」

97 ページの 「［検索］ を使用する」

［参照］を使用する 

1 Novell iManager で、 ［オブジェ ク ト の表示］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［参照］ を ク リ ッ ク し ます。

3 オブジェ ク ト を参照するには、 次のオプシ ョ ンを使用し ます。

オプション 説明

ツリー内を 1 レベル下に移動します。

ツリー内を 1 レベル上に移動します。

コンテキスト 内容を表示するコンテナの名前を指定します。 

このオプションを使用するには、コンテナの名前を指定して［適用］
をクリックします。

名前 オブジェクトの名前を指定します。 

このフィールドには、ワイルドカード文字としてアスタリスク (*) を
使用できます。たとえば、「g*」と入力すると、Germany や Greg など

g で始まるすべてのオブジェクトが検索され、「*te」と入力すると、

Kate や Corporate など te で終わるすべてのエントリが検索されます。

このオプションを使用するには、名前を入力して［適用］をクリック
します。
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4 目的のオブジェ ク ト を見つけた ら、 オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 実行可能な タ
ス クの リ ス ト から選択し ます。

［検索］を使用する

1 Novell iManager で、 ［オブジェ ク ト の表示］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［コ ンテキス ト ］ フ ィ ール ド で、 検索する コ ンテナの名前を指定し ます。

［サブコ ンテナを検索］ を ク リ ッ ク し、 現在のコ ンテナにあ るすべてのサブコ ンテ
ナを検索対象に含めます。

4 ［名前］ フ ィ ール ド で、 検索するオブジェ ク ト の名前を指定し ます。

このフ ィ ール ド には、 ワ イル ド カード文字と し てアス タ リ ス ク (*) を使用でき ま
す。 た と えば、 「g*」 と入力する と、 Germany や Greg など g で始ま るすべてのオブ
ジェ ク ト が検索され、 「*te」 と入力する と、 Kate や Corporate など te で終わるすべ
てのエン ト リ が検索されます。

5 ［タ イプ］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で、 検索するオブジェ ク ト のタ イプを選択し ます。

6 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

7 目的のオブジェ ク ト を見つけた ら、 オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 実行可能な タ
ス クの リ ス ト から選択し ます。

［オブジェクトセレクタ］ボタンを使用する

次で説明する方法を使用し て、 管理する特定のオブジェ ク ト を検索し ます。

97 ページの 「［参照］ を使用する」

98 ページの 「［検索］ を使用する」

［参照］を使用する 

1 iManager のプロパテ ィ ページで ［オブジェ ク ト セレ ク タ］ ボタ ン を ク リ ッ ク し
ます。

2 ［参照］ を ク リ ッ ク し ます。

3 オブジェ ク ト を参照するには、 次のオプシ ョ ンを使用し ます。

タイプ 検索するオブジェクトのタイプを指定します。デフォルト値は、［使用
可能なすべてのタイプ］です。

このオプションを使用するには、ドロップダウンリストでオブジェク
トのタイプを選択して、［適用］をクリックします。

オプション 説明

ツリー内を 1 レベル下に移動します。

ツリー内を 1 レベル上に移動します。

オプション 説明
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［検索］を使用する

1 iManager のプロパテ ィ ページで ［オブジェ ク ト セレ ク タ］ ボタ ン を ク リ ッ ク し
ます。

2 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［次から検索開始］ フ ィ ール ド で、 検索する コ ンテナの名前を指定し ます。

［サブコ ンテナを検索］ を ク リ ッ ク し、 現在のコ ンテナにあ るすべてのサブコ ンテ
ナを検索対象に含めます。

4 ［次のオブジェ ク ト を検索］ フ ィ ール ド で、 検索するオブジェ ク ト の名前を指定し
ます。

このフ ィ ール ド には、 ワ イル ド カード文字と し てアス タ リ ス ク (*) を使用でき ま
す。 た と えば、 「g*」 と入力する と、 Germany や Greg など g で始ま るすべてのオブ
ジェ ク ト が検索され、 「*te」 と入力する と、 Kate や Corporate など te で終わるすべ
てのエン ト リ が検索されます。

5 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 使用可能なオブジェ ク ト ク ラ スの リ ス ト からオブジェ ク ト を選択し、 ［OK］ を ク
リ ッ ク し ます。

4 必要な情報を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

必要な情報は、 作成するオブジェ ク ト のタ イプによ って異な り ます。 詳細について
は、 を ク リ ッ ク し て く ださい。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

検索対象 内容を表示するコンテナの名前を指定して、［適用］をクリック
します。 

次のオブジェクトを検索 オブジェクトの名前を指定します。 

このフィールドには、ワイルドカード文字としてアスタリスク
(*) を使用できます。たとえば、「g*」と入力すると、Germany
や Greg など g で始まるすべてのオブジェクトが検索され、

「*te」と入力すると、Kate や Corporate など te で終わるすべて

のエントリが検索されます。

このオプションを使用するには、名前を入力して［適用］をク
リックします。

オプション 説明
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オブジェクトのプロパティを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更するオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し
ます。

4 必要に応じ てプロパテ ィ ページを編集し ます。 

各プロパテ ィ ページの詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。 

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクトをコピーする

このオプシ ョ ンを使用する と、 既存のオブジェ ク ト と同じ属性値を持った新しいオブ
ジェ ク ト を作成し た り 、 あ るオブジェ ク ト から別のオブジェ ク ト に属性値を コ ピーし
た り でき ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト のコ ピー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［コ ピー元のオブジェ ク ト ］ フ ィ ール ド で、 コ ピーするオブジェ ク ト の名前および
コ ンテキス ト を指定し ます。

4 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

Create New Object and Copy Attribute Values

Copy Attribute Values to an Existing Object

5 ア ク セス制御 リ ス ト (ACL) の権利を、 作成または変更するオブジェ ク ト にコ ピーす
る場合、 ［ACL 権利のコ ピー］ を ク リ ッ ク し ます。

ACL 権利を コ ピーする場合、 システムやネ ッ ト ワークの環境によ ってはさ らに処
理時間がかかる場合があ り ます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクトを移動する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の移動］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［オブジェ ク ト 名］ フ ィ ール ド で、 移動するオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス
ト を指定し ます。

4 ［移動先］ フ ィ ール ド で、 オブジェ ク ト を移動する コ ンテナを指定し ます。

5 移動する各オブジェ ク ト について、 元の場所に別名を作成する場合は、 ［移動し た
オブジェ ク ト の代わ り に別名を作成し ます］ を選択し ます。

これによ り 、 移動前の場所に依存する あ らゆる操作は、 操作を更新し て移動後の場
所を反映でき る よ う にな る まで、 引き続き実行されます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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オブジェクトを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の削除］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除するオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を指定し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクトをリネームする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の リ ネーム］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［オブジェ ク ト 名］ フ ィ ール ド で、 リ ネームするオブジェ ク ト の名前およびコ ンテ
キス ト を指定し ます。

4 ［新規オブジェ ク ト 名］ フ ィ ール ド で、 オブジェ ク ト の新しい名前を指定し ます。

［新規オブジェ ク ト 名］ フ ィ ール ド には、 オブジェ ク ト のコ ンテキス ト は含めない
で く ださい。

5 リ ネームするオブジェ ク ト に別名を作成する場合は、 ［ リ ネーム し たオブジェ ク ト
の代わ り に別名を作成］ を選択し ます。

これによ り 、 リ ネーム前のオブジェ ク ト 名に依存する あ らゆる操作は、 操作を更新
し て リ ネーム後のオブジェ ク ト 名を反映でき る よ う にな る まで、 引き続き実行され
ます。

6 リ ネーム前のオブジェ ク ト 名を保存する 場合、［ 古い名前を保存］ をク リ ッ ク し ます。

これによ り 、 リ ネーム前のオブジェ ク ト 名が、 名前プロパテ ィ に未公認の値と し て
追加されます。 古い名前を保存し てお く と、 その名前に基づいてオブジェ ク ト を検
索でき ます。 オブジェ ク ト の リ ネーム後には、 ［識別］ タブの ［別の名前］ フ ィ ー
ル ド で古い名前を表示でき ます。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザアカウントを管理する

eDirectory のユーザアカ ウ ン ト の設定には、 ユーザオブジェ ク ト の作成、 およびロ グ イ
ン制御のプロパテ ィ やユーザのネ ッ ト ワーク コ ンピ ューテ ィ ング環境の設定があ り ま
す。 テンプレー ト オブジェ ク ト を使用する と、 これらのタ ス ク を簡単に実行でき ます。

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト を作成する と、 ユーザがロ グ イ ン し た と きに、 自動的にフ ァ イル
やプ リ ン タなどの必要なネ ッ ト ワーク リ ソースに接続でき ます。 同じ リ ソース を使用
するユーザが複数いる場合、 コ ンテナにロ グ イ ン ス ク リ プ ト コマン ド を格納し て、 ロ
グ イ ン ス ク リ プ ト のプロ フ ァ イルを作成する こ と ができ ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

101 ページの 「ユーザアカ ウ ン ト を作成および変更する」

102 ページの 「オプシ ョ ンのアカ ウ ン ト 機能を設定する」

104 ページの 「ロ グ イ ン ス ク リ プ ト を設定する」

105 ページの 「 リ モー ト ユーザのロ グ イ ン時間制限」

106 ページの 「ユーザアカ ウ ン ト を削除する」
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ユーザアカウントを作成および変更する

ユーザアカ ウ ン ト は、 eDirectory ツ リ ー内のユーザオブジェ ク ト です。 ユーザオブジェ
ク ト によ って、 ユーザのロ グ イ ン名など、 eDirectory で使用される情報を指定し て、
ネ ッ ト ワーク リ ソースへのユーザのア ク セス を制御でき ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

101 ページの 「ユーザオブジェ ク ト を作成する」

101 ページの 「ユーザアカ ウ ン ト を変更する」

101 ページの 「ユーザアカ ウ ン ト を有効にする」

101 ページの 「ユーザアカ ウ ン ト を無効にする」

ユーザオブジェクトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ユーザ名と ユーザの姓を指定し ます。

4 ユーザを作成する コ ンテナを指定し ます。

5 オプシ ョ ンで追加情報を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザアカウントを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更するユーザの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 必要に応じ てプロパテ ィ ページを編集し ます。 

特定のプロパテ ィ の詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザアカウントを有効にする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［アカ ウ ン ト の有効化］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ユーザの名前と コ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザアカウントを無効にする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［アカ ウ ン ト の無効化］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ユーザの名前と コ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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オプションのアカウント機能を設定する

ユーザオブジェ ク ト を作成し た後、 ユーザのネ ッ ト ワーク コ ンピ ューテ ィ ング環境を
設定し、 追加のロ グ イ ンセキ ュ リ テ ィ 機能を実装でき ます。

ユーザのネットワークコンピューティング環境を設定する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更するユーザの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［全般］ タブで、 ［使用環境］ ページを ク リ ッ ク し ます。

5 プロパテ ィ ページに入力し ます。 
特定のプロパテ ィ の詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザに追加のログインセキュリティを設定する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更するユーザの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［制限］ タブで、 必要なプロパテ ィ ページに入力し ます。 
ページの詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ページ 説明

パスワード制限 ログインパスワードを設定します。

ログイン制限 アカウントを有効または無効にします。

同時ログインセッション数を制限します。

ログインの有効期限およびロックアウトする日付を

設定します。

ログイン時間制限 ユーザがログインできる時間を制限します。制限を設定
し、制限時間になったときにオブジェクトがログインされ
ていると、5 分間警告が表示され、5 分後にまだオブジェ

クトがログアウトされていない場合は、そのオブジェクト
をログアウトします。リモートからログインする場合は、
105 ページの「リモートユーザのログイン時間制限」を参

照してください。 

アドレス制限 このユーザがログインするネットワークの場所 ( ワークス

テーション ) を制限します。このページで制限を設定しな

い場合、ユーザはネットワークのどの場所からでもログイ
ンできます。

アカウントバランス このユーザのサーバ使用量を設定します。 

不正侵入者ロックアウト 不正侵入者が検出されたためにアカウントがロックされた
場合、このアカウントを操作します。不正侵入者検出の設
定を管理するには、親コンテナの［不正侵入者検出］プロ
パティページを使用します。 
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コンテナ内のすべてのユーザの不正侵入者検出を設定する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 コンテナオブジェ ク ト の名前と コンテキス ト を指定して、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［全般］ タブで、 ［不正侵入者検出］ ページを ク リ ッ ク し ます。

5 次のオプシ ョ ンから選択し ます。 

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オプション 説明

不正侵入者を検出する コンテナのユーザアカウントの不正侵入者検出システムを有効
にします。 

不正ログイン試行回数 連続してログインに失敗して不正侵入者検出がアクティブにな
るまでのログイン試行回数を指定します。このコンテナ内の
ユーザアカウントのいずれかを使用して、連続してログインに
失敗した回数がこの数値を超えた場合、不正侵入者検出がアク
ティブになります。この数値は、コンテナの［Login Intruder 
Limit ( 不正ログイン制限 )］プロパティに格納されます。 

不正ログイン回数のリセッ
ト間隔

ここで指定する時間間隔の中で連続して失敗したログインが発
生した場合、不正侵入者検出がアクティブになります。日、時
間、および分を入力します。

検出後にアカウントをロッ
クする

このコンテナ内のユーザアカウントで不正侵入者検出がアク
ティブになった場合に、ログインを無効にするかどうかを指定
します。このチェックボックスがオンになっていない場合、不
正侵入者検出がアクティブになってもアカウントはロックされ
ません。このチェックボックスをオンにし、不正侵入者の検出
によってユーザアカウントがロックされた場合、ユーザオブ
ジェクトの［不正侵入者ロックアウト］プロパティの［ロック
されたアカウント］チェックボックスをオフにして、アカウン
トのロックを解除できます。 

日、時間、分 この 3 つのフィールドでは、不正侵入者検出がこのコンテナ内

のユーザアカウントでアクティブになった場合にログインが無
効になる時間が指定されます。指定する日、時間、および分を
入力するか、デフォルトの 15 分を使用します。指定した時間が

経過すると、ユーザアカウントのログインが再度有効になりま
す。これらのフィールドの内容は、コンテナの［アカウント
ロックアウト期間］プロパティに格納されます。 
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ログインスクリプトを設定する

ロ グ イ ン ス ク リ プ ト は、 ユーザがロ グ イ ン し た と きに実行される一連のコマン ド です。
一般的に、 ユーザ と フ ァ イルやプ リ ン タ などのネ ッ ト ワーク リ ソース と の接続に使用
されます。 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト は、 次の順序でユーザのワーク ステーシ ョ ン上で実行
されます。

1. コ ンテナロ グ イ ン ス ク リ プ ト

2. プロ フ ァ イルロ グ イ ン ス ク リ プ ト

3. ユーザロ グ イ ン ス ク リ プ ト

ロ グ イ ン中に、 これらのロ グ イ ン ス ク リ プ ト で見つから ないものがあ る場合、 次のス
ク リ プ ト にスキ ッ プし ます。 何も見つから ない場合、 デフ ォル ト のス ク リ プ ト が実行
され、 検索ド ラ イブがユーザのデフ ォル ト サーバ上のフ ォルダにマ ッ プされます。 デ
フ ォル ト サーバは、 ユーザオブジェ ク ト の ［使用環境］ プロパテ ィ ページで設定され
ます。

ログインスクリプトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト を作成するオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を指定し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［全般］ タブで、 ［ロ グ イ ン ス ク リ プ ト ］ ページを選択し ます。

6 指定する ロ グ イ ン ス ク リ プ ト コマン ド を入力し ます。 

詳細については、 『Login Script Commands Guide』 (http://www.novell.com/
documentation/lg/noclienu/index.html) を参照し て く ださい。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ログインスクリプトの適用先 作成先

1 人のユーザのみ ユーザオブジェクト

まだ作成されていない 1 人以上のユーザ テンプレートオブジェクト

1 つのコンテナ内のすべてのユーザ コンテナオブジェクト

1 つ以上のコンテナの複数のユーザ プロファイルオブジェクト
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ユーザにプロファイルを割り当てる

プロ フ ァ イルをユーザオブジェ ク ト と関連付ける こ と によ って、 ユーザのロ グ イ ン中
にそのプロ フ ァ イルのロ グ イ ン ス ク リ プ ト が実行されます。 ユーザが、 プロ フ ァ イル
オブジェ ク ト のブラ ウ ズ権、 およびプロ フ ァ イルオブジェ ク ト のロ グ イ ン ス ク リ プ ト
プロパテ ィ の読み込み権を持っている こ と を確認し て く ださい。 

詳細については、 70 ページの 「eDirectory オブジェ ク ト またはプロパテ ィ への有効な権
利を参照する」 を参照し て く ださい。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト を作成するユーザオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を指定し
ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［全般］ タブで、 ［ロ グ イ ン ス ク リ プ ト ］ ページを選択し ます。

6 プロ フ ァ イルオブジェ ク ト を このオブジェ ク ト に関連付けるには、 ［プロ フ ァ イル］
フ ィ ール ド にプロ フ ァ イルオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を入力し ます。 

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

リモートユーザのログイン時間制限

ユーザオブジェ ク ト の ［ロ グ イ ン時間制限］ プロパテ ィ ページで、 ユーザが eDirectory
にロ グ イ ンでき る時間を制限でき ます。 ( デフ ォル ト では、 ロ グ イ ン時間は制限されて
いません。 ) ロ グ イ ン時間制限が設定され、 制限時間になった と きにユーザがロ グ イ ン
し ている と、 5 分以内にロ グア ウ ト する よ う 警告が表示されます。 ユーザが 5 分経って
も まだロ グ イ ン し ている場合、 自動的にロ グアウ ト され、 保存し ていないデータは失
われます。

ロ グ イ ン要求を処理するサーバ と は異なる タ イ ムゾーンから リ モー ト でロ グ イ ンする
場合、 ユーザに設定された ロ グ イ ン時間制限の時差は調整されます。 た と えば、 月曜
日の午前 1 時から午前 6 時までにロ グ イ ンが制限されてお り 、 サーバよ り 1 時間遅い
タ イ ムゾーンから リ モー ト でロ グ イ ンする場合、 このユーザの制限は午前 2 時から午
前 7 時まで有効にな り ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更するユーザの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［制限］ タブで、 ［ロ グ イ ン時間制限］ を ク リ ッ ク し ます。 
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5 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザアカウントを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ユーザ］ > ［ユーザの削除］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除するユーザの名前およびコ ンテキス ト を指定し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

役割ベースサービスを設定する

Novell iManager を使用する と、 管理者は、 ユーザに特定の責任を割 り 当てた り 、 これ
らの責任を実行するために必要なツールおよびそれに伴 う 権利だけを与えた り する こ
と ができ ます。 この機能を、 役割ベースサービ ス (RBS) と いいます。

役割ベースサービ スによ って、 タ ス ク と呼ばれる機能、 および役割と呼ばれる タ ス ク
の集ま り によ って決定されたオブジェ ク ト と いった特定の機能だけをユーザが使用で
き る よ う にし ます。 ユーザが iManager にア ク セス し た と きに表示される ものは、
eDirectory 内の役割の割 り 当てが基になっています。 表示されるのは、 そのユーザに割
り 当て られた タ ス クのみです。 管理するオブジェ ク ト を探すためにツ リ ーを参照する
必要はあ り ません。 そのタ ス クの iManager プラ グ イ ンには、 タ ス ク を実行するために
必要なツール と イ ン タ フ ェースが用意されています。

1 人のユーザには複数の役割を割 り 当てる こ と ができ ます。 また、 複数のユーザに同じ
役割を割 り 当て る こ と もでき ます。 

オプション 説明

タイムグリッド タイムグリッドのそれぞれのセルは、表示されている週の 1
日のうちの 30 分を表します。赤いセルは、このオブジェク

トにログインできない制限時間を表します。灰色のセルは制
限されていない時間で、このオブジェクトにログインできる
時間を表します。時間制限を設定するには、指定する時間を
クリックして濃い灰色にします。複数の時間を選択するに
は、を押しながらセルをクリックし、該当するセルまでド
ラッグします。設定したログイン時間制限は、このオブジェ
クトの［Login Allowed Time Map ( ログイン許可時間マップ )］
プロパティに格納されます。

ログイン時間制限の追加 時間制限を追加するには、灰色のセルをクリックして、この
オプションを選択します。

ログイン時間制限の削除 時間制限を削除するには、赤いセルをクリックして、このオ
プションを選択します。

更新 このボタンをクリックすると選択が有効になります。

リセット このボタンをクリックすると、このプロパティページを開く
前の状態にタイムグリッドがリセットされます。
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役割ベースサービ スは、 eDirectory 内で定義されたオブジェ ク ト と し て表されます。 基
本の eDirectory スキーマは、 iManager のイ ン ス ト ール中に拡張されます。 RBS オブ
ジェ ク ト タ イプには、 次の表のよ う な ものがあ り ます。

オブジェクト 説明

 RBS コレクション
すべての RBS 役割オブジェクトおよびモジュールオブジェクトを格納

するコンテナオブジェクト。

RBS コレクションオブジェクトは、すべての RBS オブジェクトの 上

位のコンテナです。ツリーには RBS コレクションオブジェクトをいく

つでも格納できます。これらのオブジェクトには、コレクションを管理
する権利を持つユーザとして「所有者」が存在します。

RBS コレクションオブジェクトは次のコンテナのいずれかに作成でき

ます。

国

ドメイン

地域

組織

部門

 rbsRole
ユーザ ( メンバー ) が実行を許可されたタスクを指定するコンテナオブ

ジェクト。役割の定義には、rbsRole オブジェクトの作成や役割が実行

できるタスクの指定が含まれます。

役割メンバーには、ユーザ、グループ、組織、部門があり、ツリーの特
定の範囲内の役割に関連付けられています。rbsTask オブジェクトおよ

び rbsBook オブジェクトは、rbsRole オブジェクトに割り当てられます。

rbsRole オブジェクトは、RBS コレクションコンテナ内にのみ作成でき

ます。

 rbsModule
rbsTask オブジェクトおよび rbsBook オブジェクトを格納するコンテナ

オブジェクトです。rbsModule オブジェクトには、タスクやブックを定

義する製品の名前 ( たとえば、eDirectory Maintenance Utilities、NMAS 
Management、Novell Certificate Server Access など ) を表すモジュール

名の属性があります。

rbsModule オブジェクトは、RBS コレクションコンテナ内にのみ作成

できます。

 rbsTask
ログインパスワードのリセットなど、特定の機能を表すリーフオブジェ
クトです。 

rbsTask オブジェクトは、rbsModule コンテナ内にのみ格納されます。

 rbsBook
ブックに割り当てられる一連のページを含むリーフオブジェクトです。
rbsBook は、1 つ以上の役割および 1 つ以上のオブジェクトクラスタイ

プに割り当てることができます。

rbsBook オブジェクトは、rbsModule コンテナ内にのみ格納されます。
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RBS オブジェ ク ト は、 次の図に示されている よ う に eDirectory ツ リ ーに属し ています。

図 22 eDirectory ツリー内の RBS オブジェクト

RBS 役割を定義する

RBS 役割は、 ユーザが実行を許可される タ ス ク を指定し ます。 RBS 役割の定義には、
rbsRole オブジェ ク ト の作成や、 役割が実行でき る タ ス ク、 およびユーザ、 グループ、
またはこれらのタ ス ク を実行でき る コ ンテナオブジェ ク ト の指定などがあ り ます。
Novell iManager プラ グ イ ン ( 製品パッ ケージ ) には、 変更可能な定義済み RBS 役割が
提供されている場合も あ り ます。

RBS 役割が実行でき る タ ス クは、 eDirectory ツ リ ー内では rbsTask オブジェ ク ト と し て
公開されます。 これらのオブジェ ク ト は、 製品パッ ケージのイ ン ス ト ールの際に自動
的に追加されます。 オブジェ ク ト は 1 つ以上の rbsModule に編成され、 異な る機能を持
つ製品モジ ュールに対応する コ ンテナ と な り ます。

役割への メ ンバーの割 り 当てについての詳細は、 109 ページの 「RBS 役割の メ ンバー
シ ッ プおよびス コープを割 り 当てる」 を参照し て く だ さい。

109 ページの 「役割オブジェ ク ト を作成する」

109 ページの 「役割に関連付け られた タ ス ク を変更する」

109 ページの 「RBS 役割の メ ンバーシ ッ プおよびス コープを割 り 当てる」

110 ページの 「役割ベースサービ スオブジェ ク ト を削除する」

 rbsScope ユーザオブジェクトごとに割り当てずに ACL 割り当てを実行するため

のリーフオブジェクトです。rbsScope オブジェクトは、役割が実行さ

れるツリー内のコンテキストを表し、rbsRole オブジェクトに関連付け

られます。このオブジェクトはグループクラスから権利を受け継ぎま
す。ユーザオブジェクトは rbsScope オブジェクトに割り当てられま

す。これらのオブジェクトは、関連付けられるツリーのスコープを参照
します。

このオブジェクトは、必要な場合は動的に作成され、不要になれば自動
的に削除されます。rbsScope オブジェクトは rbsRole コンテナ内にの

み格納されます。

警告 : Scope オブジェクトの環境設定を変更してはいけません。設定を

変更することによって深刻な問題が発生し、システムが故障する可能性
があります。

オブジェクト 説明
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役割オブジェクトを作成する

Create iManager Role ウ ィ ザード を使用し て、 新しい rbsRole オブジェ ク ト を作成し ま
す。 新しい rbsRole オブジェ ク ト を作成する場合は、 他の rbsRole オブジェ ク ト が属し
ている同じ RBS コ レ ク シ ョ ン コ ンテナ ( た と えば、 役割ベースサービ ス コ レ ク シ ョ ン
コ ンテナ ) 内に作成する こ と をお勧めし ます。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［役割の設定］ > ［iManager の役割を作成］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 Create iManager Role ウ ィ ザード の手順に従って操作し ます。

役割への メ ンバーの追加についての詳細は、 110 ページの 「カ ス タ ム RBS タ ス ク を定
義する」 を参照し て く ださい。

役割に関連付けられたタスクを変更する

各 RBS 役割には、 それに関連付け られた使用可能な タ ス ク があ り ます。 特定の役割に
割 り 当て る タ ス クは、 必要に応じ て タ ス ク を追加し た り 削除し た り する こ と で選択で
き ます。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［役割の設定］ > ［iManager の役割を変更］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 役割のタ ス ク を追加または削除するには、 変更する役割の左にある ［タ ス クの変更］
ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。 

4 ［割 り 当て られた タ ス ク］ リ ス ト でタ ス ク を追加または削除し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

RBS 役割のメンバーシップおよびスコープを割り当てる

所属する組織に必要な RBS 役割を定義する と、 それぞれの役割に メ ンバーを割 り 当て
る こ と ができ ます。 その際、 それぞれの メ ンバーが役割の機能を使用でき る ス コープ
を指定し ます。 ス コープは、 この役割を実行でき る eDirectory ツ リ ー内の場所またはコ
ンテキス ト です。

役割へのユーザの割 り 当ては、 次の方法で行 う こ と ができ ます。

直接

グループおよび動的グループの割 り 当てによ る方法役割に割 り 当て られている グ
ループまたは動的グループの メ ンバーであれば、 ユーザはその役割にア ク セスでき
ます。 

職種割 り 当てによ る方法役割に割 り 当て られている職種に所属する場合は、 ユーザ
はその役割にア ク セスでき ます。

コ ンテナ割 り 当てによ る方法ユーザオブジェ ク ト は、 その親コ ンテナが割 り 当て ら
れたすべての役割にア ク セスでき ます。 さ らにツ リ ーのルー ト まで遡る コ ンテナの
役割にも ア ク セスでき ます。

役割と の関連付けは、 それぞれ異なる ス コープで何度も実行でき ます。 また、 同じ タ
ス ク を複数の メ ンバーに割 り 当てる こ と もでき ます。

役割の メ ンバーシ ッ プおよびス コープを割 り 当てるには、 次の操作を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。
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2 ［役割の設定］ > ［iManager の役割を変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 役割の メ ンバーを追加または削除するには、 変更する役割の左にあ る ［ メ ンバーの
変更］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。 

4 ［名前］ フ ィ ール ド には、 オブジェ ク ト の名前 ( ユーザ、 グループ、 またはコ ンテナ
オブジェ ク ト ) およびコ ンテキス ト を指定し ます。

5 ［ス コープ］ フ ィ ール ド には、 組織または部門オブジェ ク ト の名前およびコ ンテキ
ス ト を指定し ます。

6 ［追加］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

役割ベースサービスオブジェクトを削除する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［役割の設定］ > ［役割の削除］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除する RBS 役割の名前およびコ ンテキス ト を指定し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

カスタム RBS タスクを定義する

110 ページの 「iManager タ ス ク を作成する」

110 ページの 「サーバ管理タ ス ク を作成する」

110 ページの 「役割の割 り 当てを変更する」

111 ページの 「タ ス ク を削除する」

iManager タスクを作成する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［タ ス クの設定］ > ［iManager のタ ス ク を作成］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 Task Builder の手順に従ってカ ス タ ム タ ス ク を作成し ます。

サーバ管理タスクを作成する

Create Server Administration Task ウ ィ ザード を使用し てカ ス タ ム タ ス ク を作成し、 サー
バのサービ スにア ク セス し ます。 システム管理者は、 サービ スがサーバ上で使用可能
かど う かを確認する必要があ り ます。

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［タ ス クの設定］ > ［サーバ管理タ ス クの作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 Create Server Administration Task ウ ィ ザード の手順に従って操作し ます。

役割の割り当てを変更する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［タ ス クの設定］ > ［役割の割 り 当てを変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する タ ス クの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 割 り 当てを変更する役割を ［使用可能な役割］ カ ラ ムから ［割 り 当て役割］ カ ラ ム
へ移動し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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タスクを削除する

1 Novell iManager で、 ［設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［タ ス クの設定］ > ［タ ス クの削除］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除する タ ス クの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

同期

同期は、 あ る レプ リ カから他のレプ リ カへのデ ィ レ ク ト リ 情報の伝播であ るため、 各
パーテ ィ シ ョ ンの情報は他のパーテ ィ シ ョ ンの情報と整合性を保ちます。 eDirectory は
自動的にそれらのサーバの同期を維持し ます。

同期には、 イ ンバウ ン ド同期と アウ ト バウ ン ド同期があ り ます。 た と えば、 データに加
え られた変更を server1 と server2 の間で同期する必要があ る場合、 「アウ ト バウ ン ド」
と い う 用語は、 server1 から server2 に送信される同期プロセスを意味し ます。 「イ ンバウ
ン ド」 と い う 用語は、 server2 によ って受信された server1 からの同期プロセスを意味し
ます。 

図 23 アウトバウンド同期とインバウンド同期

同期には、 次の 2 つのタ イプがあ り ます。

通常同期およびレプ リ カ同期

優先度同期 (eDirectory 8.8 以降 )

次の表に、 通常同期と優先度同期の比較を示し ます。

表 1 通常同期またはレプリカ同期と優先度同期の比較

通常同期またはレプリカ同期 優先度同期

レプリカリング内の任意のサーバのデータに変
更が加えられた場合にトリガされます。 

詳細については、113 ページの「通常同期または

レプリカ同期」を参照してください。

重要データとして指定しているデータに変更が加
えられた場合のみトリガされます。

詳細については、115 ページの「優先度同期」を

参照してください。

データが変更されると、変更内容はバッファに
保存されます。通常同期は、変更内容が保存さ
れてから約 30 秒後に開始されます。

重要データへの変更はバッファに保存されません。
優先度同期は、データが変更された直後に開始さ
れます。 

eDirectory で も重要な同期です。変更が優先度

同期によって同期されているかどうかにかかわ
らず実行されます。

通常同期を補完するものです。重要な属性は優先
度同期によって同期され、通常同期によって再度
同期されます。

eDirectory 8.8 サーバ間または以前のバージョン

の eDirectory をホストするサーバ間で実行可能

です。

同じパーティションを保持している eDirectory 8.8
サーバ間でのみ実行されます。

1 1
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同期の特徴

eDirectory での同期には、 次のよ う な特徴があ り ます。

遷移です。

オブジェ ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンモデルを維持し ます。

遷移ベク ト ル、 local received up to、 および remote received up to などのタ イ ム ス タ ン
プがあ り ます。

遷移同期

eDirectory での同期は遷移同期です。 つま り 、 eDirectory でデータへの変更を同期する
場合、 eDirectory エージェ ン ト がレプ リ カ リ ング内の他のすべてのエージェ ン ト に直接
接続し て変更を同期する必要はあ り ません。 

図 24 遷移同期

た と えば、 Server 1 でデータに変更を加えた場合、 その変更は Server 1 から Server 2、
および Server 2 から Server 3 に同期されます。 通信上の問題のため Server 1 が Server 3
に直接接続できなかった場合でも、 Server 3 は Server 2 を介し てデータへの 新の変更
内容を受信し ます。 Server 3 は、 変更内容を受信し た こ と を Server 2 に通知し ます。 次
に Server 2 は、 Server 3 と Server 2 が同期し ている こ と を Server 1 に通知し ます。

機能上、失敗することはありません。 

詳細については、112 ページの「同期の特徴」を

参照してください。

優先度同期が失敗した場合、重要なデータへの変
更は通常同期によって同期されます。

詳細については、122 ページの「優先度同期が失

敗する場合」を参照してください。

通常同期またはレプリカ同期 優先度同期

1

eDirectory

3

eDirectory

2

eDirectory
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オブジェクトトランザクションモデル

eDirectory での同期では、 LDAP および X.500 準拠デ ィ レ ク ト リ の標準であ るオブジェ
ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンモデルが維持されます。 オブジェ ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンモデル
では、 新しい ト ラ ンザク シ ョ ンを同期する前に、 以前の ト ラ ンザク シ ョ ンをすべて同
期する必要があ り ます。

た と えば、 サーバ上でデータに D1、 D2、 および D3 と い う 変更を加えた と し ます。
ネ ッ ト ワーク障害のため、 これらの変更は他のサーバ間で同期されません。 サーバ上
で別の D4 と い う 変更を行った場合、 D1、 D2、 および D3 がレプ リ カ リ ング内のすべ
てのサーバ間で同期された後でのみ、 D4 が同期されます。 

遷移ベクトル

遷移ベク ト ル と は、 レプ リ カのタ イ ム ス タ ンプの こ と です。 レプ リ カ作成時刻を 1970
年 1 月 1 日からの経過秒数で表し た もの と、 レプ リ カ番号、 および現在のイベン ト 番
号を組にし て表示されます。 た と えば次のよ う な形を し ています。

s3D35F377 r02 e002

詳細については、 403 ページの 「遷移ベク ト ル と復元後の検証処理」 を 参照し てく だ
さ い。

Local Received Up To

Local Received Up To (LRUT) は、 ロ ーカルレ プリ カが変更内容を 受信する ま での時間
です。

詳細については、 213 ページの 「ツ リ ー内のオブジェ ク ト の参照」 を参照して く ださい。

Remote Received Up To

Remote Received Up To (RRUT) は、 リ モー ト レプ リ カの LRUT です。

詳細については、 213 ページの 「ツ リ ー内のオブジェ ク ト の参照」 を参照して く ださい。

通常同期またはレプリカ同期

通常同期またはレプ リ カ同期は、 eDirectory における 2 つの同期プロセスの 1 つです。
通常同期では、 サーバ上のデータへの変更がすべて、 レプ リ カ リ ング内の他のサーバ
と同期されます。

通常同期は、 同じパーテ ィ シ ョ ンを持つ任意のバージ ョ ンの eDirectory が実行されてい
るすべてのサーバ間で行われます。 

詳細については、 140 ページの 「レプ リ カの管理」 を参照し て く ださい。

通常同期を有効または無効にするには、 Novell iMonitor でアウ ト バウ ン ド同期およびイ
ンバウ ン ド同期を有効または無効にし ます。 イ ンバウ ン ド同期およびア ウ ト バウ ン ド
同期は両方と も、 デフ ォル ト では有効になっています。 通常同期を介し て他のサーバ
間でデータへの変更を同期するには、 iMonitor で同期パラ メ ータ を設定する必要があ り
ます。 詳細については、 209 ページの 「DS エージェ ン ト を制御および環境設定する」
を参照し て く ださい。

通常同期では、 データに変更が加えた場合、 変更内容はサーバ間で同期される前に、
バッ フ ァに保存されます。 サーバの同期ステータ スは、 iMonitor で表示でき ます。 詳細
については、 213 ページの 「ツ リ ー内のオブジェ ク ト の参照」 を参照し て く ださい。
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通常同期は遷移同期であ り 、 オブジェ ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンモデルが維持されます。
詳細については、 101 ページの 「遷移同期」 および 「オブジェ ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンモ
デル」 を参照し て く ださい。

通常同期を設定する

通常同期を設定するには、 iMonitor の ［エージェ ン ト 同期］ にあ る ［エージェ ン ト 環境
設定］ を使用し ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

114 ページの 「通常同期を有効 / 無効にする」

114 ページの 「イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ を有効 / 無効にする」

114 ページの 「同期ス レ ッ ド」

115 ページの 「同期 メ ソ ッ ド」

通常同期を有効 / 無効にする

通常同期を有効または無効にするには、 iMonitor でア ウ ト バウ ン ド同期およびイ ンバウ
ン ド同期を有効または無効にし ます。 詳細については、 209 ページの 「DS エージェ ン
ト を制御および環境設定する」 を参照し て く だ さい。

ア ウ ト バウ ン ド同期は、 デフ ォル ト で有効になっています。 このオプシ ョ ンをサーバ
で無効にし ている場合、 このサーバ上のデータへの変更は、 他のサーバ と同期されま
せん。 ア ウ ト バウ ン ド同期を無効にする期間 ( 単位は時間 ) を指定でき ます。 デフ ォル
ト ( 大時間 ) は 24 時間です。 指定された期間が過ぎ る と、 そのサーバでデータに加
え られた変更が他のサーバ と同期される よ う にな り ます。  

イ ンバウ ン ド同期は、 デフ ォル ト で有効になっています。 サーバに対し て このオプ
シ ョ ンを無効にする と、 他のサーバでデータに加え られた変更がそのサーバ と同期さ
れな く な り ます。 

インラインキャッシュを有効 / 無効にする

サーバのイ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ変更を有効または無効にでき ます。 イ ン ラ イ ンキ ャ ッ
シ ュ変更は、 ア ウ ト バウ ン ド同期が無効になっている場合のみ、 無効にでき ます。 ア
ウ ト バウ ン ド同期を有効にする と、 イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ変更も有効にな り ます。 

イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シ ュ変更を無効にする と、 このレプ リ カの変更キ ャ ッ シュが無効と
し てマーク され、 ［エージェ ン ト 環境設定］ > ［パーテ ィ シ ョ ン］ に無効なフ ラ グが付
け られます。 イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ変更を有効にする と、 変更キ ャ ッ シュの再構築時
に、 無効な変更キ ャ ッ シュのフ ラ グが削除されます。

同期スレッド

ア ウ ト バウ ン ド同期を行 う には、 同期ス レ ッ ド を設定する必要があ り ます。 iMonitor
で、 ［エージェ ン ト 同期］ の下にあ る ［エージェ ン ト 環境設定］ を使用し て同期ス レ ッ
ド数を指定し ます。 有効な値は 1 ～ 16 です。

詳細については、 209 ページの 「DS エージェ ン ト を制御および環境設定する」 を参照
し て く ださい。
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同期メソッド

通常、 eDirectory では、 レプ リ カおよびレプ リ ケーシ ョ ンパー ト ナーの数に基づいて メ
ソ ッ ド が自動的に選択されます。 同期 メ ソ ッ ド は、 次の とお り です。

パーテ ィ シ ョ ンご と ： データへの変更は、 他のレプ リ カ と同時に同期されます。 変
更の同期には複数のス レ ッ ド が使用されます。 た と えば、 レプ リ カ R1 のデータに
D1、 D2、 および D3 と い う 変更が加え られ、 これらの変更を レプ リ カ R2 および
R3 の間で同期させる必要があ る場合、 D1、 D2、 および D3 は R2 および R3 と同時
に同期されます。

サーバご と ： データへの変更は順次に同期されます。 変更の同期には 1 つのス レ ッ
ド のみが使用されます。 た と えば、 レプ リ カ R1 のデータに D1、 D2、 および D3
と い う 変更を加えた と し ます。 これらの変更を レプ リ カ R2 および R3 の間で同期
させる必要があ り ます。 まず、 D1 が R2 および R3 と同期されます。 次に、 D2 が
R2 および R3 と同期されます。 

ダ イナ ミ ッ ク調整 ： 割 り 当てたシステム リ ソースに基づいて、 eDirectory によ って
同期 メ ソ ッ ド が自動的に選択されます。

iMonitor で、 ［エージェ ン ト 同期］ にあ る ［エージェ ン ト 環境設定］ を使用し て同期 メ
ソ ッ ド を指定でき ます。 詳細については、 209 ページの 「DS エージェ ン ト を制御およ
び環境設定する」 を参照し て く だ さい。

優先度同期

優先度同期は、 eDirectory における 2 つの同期プロセスの 1 つです。 eDirectory 8.8 以降
では、 重要なデータ を直ちに同期させる必要があ る場合に優先度同期を使用でき、 通
常同期を待つこ と はでき ません。

優先度同期は、 eDirectory での通常同期プロセス を補完する ものです。 通常同期と は異
な り 、 優先度同期では、 変更内容はサーバ間で同期される前にバッ フ ァ に保存されま
せん。 そのため、 優先度同期は通常同期よ り 高速にな り ます。

優先度同期は、 デフ ォル ト で有効になっています。 詳細については、 116 ページの 「イ
ンバウ ン ド優先度同期およびアウ ト バウ ン ド優先度同期を有効 / 無効にする」 を参照し
て く ださい。 

優先度同期を介し て重要なデータへの変更を同期するには、 次の手順を実行し ます。

1 優先度同期のス レ ッ ド数を指定し ます。 

詳細については、 116 ページの 「優先度同期ス レ ッ ド」 を参照し て く ださい。

2 優先度同期キ ューサイ ズを指定し ます。 

詳細については、 117 ページの 「優先度同期キ ューサイ ズ」 を参照し て く ださい。

3 優先度同期ポ リ シーを作成し て定義するには、 優先度同期を介し て同期する重要な
属性を指定し ます。 

詳細については、 119 ページの 「優先度同期ポ リ シーを作成および定義する」 を参
照し て く ださい。

4 優先度同期ポ リ シーを 1 つ以上のパーテ ィ シ ョ ンに適用し ます。 

詳細については、 120 ページの 「優先度同期ポ リ シーを適用する」 を参照し て く だ
さい。

優先度同期プロセスでは、 重要な属性への変更のみが同期されます。 重要な属性を持
つ新しいオブジェ ク ト を作成し た場合、 作成されたオブジェ ク ト は他のサーバ と同期
されません。
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優先度同期では、 オブジェ ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンモデルが維持されます。 し たがって、
重要ではないデータが変更され、 まだ同期されていない場合、 および重要なデータが
同じエン ト リ で変更された場合には、 重要ではないデータが重要なデータ と と もに同
期されます。

たと えば、 ユーザが Income、 Employee No、 Address、 Cube No と いう 属性を持ってい
る と し ま す。 その中の Income と Address が重要な属性です。 Employee No およ び Cube 
No は変更さ れていま すが、 こ れら の変更はま だ同期さ れていま せん。 Income およ び
Address への変更が優先度同期を介し て同期さ れる と 、 Employee No およ び Cube No も
( 重要データ と し て指定さ れていま せんが ) 同期さ れま す。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

116 ページの「イ ンバウ ン ド優先度同期およびア ウ ト バウ ン ド優先度同期を有効 / 無
効にする」

116 ページの 「優先度同期ス レ ッ ド」

117 ページの 「優先度同期キ ューサイ ズ」

117 ページの 「優先度同期ポ リ シーを管理する」

122 ページの 「優先度同期が失敗する場合」

インバウンド優先度同期およびアウトバウンド優先度同期を有効 / 無効にする

eDirectory 8.8 以降でイ ンバウ ン ド優先度同期およびア ウ ト バウ ン ド優先度同期を有効
または無効にするには、 iMonitor を使用し ます。 詳細については、 209 ページの 「DS
エージェ ン ト を制御および環境設定する」 を参照し て く ださい。

イ ンバウ ン ド優先度同期は、 デフ ォル ト で有効になっています。 イ ンバウ ン ド優先度
同期をサーバで無効にし ている場合、 他のサーバ上の重要なデータへの変更は、 優先
度同期ではこのサーバ と同期されません。 ただし、 変更は通常同期プロセスによ って
同期されます。

ア ウ ト バウ ン ド優先度同期は、 デフ ォル ト で有効になっています。 このオプシ ョ ンを
サーバで無効にし ている場合、 このサーバ上の重要なデータへの変更は、 優先度同期
では他のサーバ と同期されません。 ただし、 変更は通常同期プロセスによ って同期さ
れます。 

優先度同期スレッド

ア ウ ト バウ ン ド優先度同期に使用する ス レ ッ ド数を設定する必要があ り ます。 iMonitor
で、 ［エージェ ン ト 同期］ の下にあ る ［エージェ ン ト 環境設定］ を使用し て、 優先度同
期ス レ ッ ド数を指定し ます。 詳細については、 209 ページの 「DS エージェ ン ト を制御
および環境設定する」 を参照し て く だ さい。 有効な値は 1 ～ 32 であ り 、 デフ ォル ト は
4 です。
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優先度同期キューサイズ

これは、 同期の前にキ ューで保持可能な、 変更された重要なエン ト リ の 大数です。
重要なエン ト リ は、 変更される とすぐに優先度同期キ ューに入れられ、 順次に同期さ
れます。 た と えば、 server1 で D1、 D2、 および D3 と い う 重要なエン ト リ が変更されて
お り 、 これらのエン ト リ を、 優先度同期を介し て server2 および server3 間で同期させ
る必要があ る場合には、 まず D1 が server2 および server3 と同期されます。 次に D2 が
server2 および server3 と同期され、 その後、 D3 が server2 および server3 と同期されま
す。 キ ュー内の以前のエン ト リ がサーバのいずれか と正常に同期し ていない場合でも、
その他のエン ト リ の同期には影響し ません。

図 25 優先度同期キュー 

iMonitor で優先度同期キ ューサイ ズを指定するには、 ［エージェ ン ト 同期］ の下にあ る
［エージェ ン ト 環境設定］ を使用し ます。 詳細については、 209 ページの 「DS エージェ
ン ト を制御および環境設定する」 を参照し て く だ さい。

優先度同期プロセス中、 多数の変更が短い間隔で行われ、 キ ューが 大サイ ズに達し
た場合には、 キ ューは期限切れにな り 、 新しいキ ューが形成されます。 まだ同期され
ていない古いキ ュー内の変更は、 通常同期によ って同期されます。 

優先度同期のキ ューサイ ズ と し て有効な値の範囲は、 0 ～ 232 - 1 です。 デフ ォル ト 値
は 232 - 1 です。 優先度同期キ ューサイ ズが 0 に設定されている場合、 変更は優先度同
期では同期されません。 これらの変更は通常同期によ って同期されます。 

-1 を指定する と、 キ ューサイ ズが無限大にな り ます。 -1 は 232 - 1 です。 -3 などの負の
値を指定し た場合は、 -3 = -1-2 と な り 、 232 - 1-2 と な り ます。 

優先度同期ポリシーを管理する

優先度同期の管理は、 iManager または LDAP を使用し て、 ポ リ シーを作成および定義
し、 パーテ ィ シ ョ ンに適用する こ と で行えます。 優先度同期ポ リ シーを定義するには、
重要な属性を指定し ます。

注 : プラグインは、Novell iManager 2.5 以降でのみ利用できます。
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図 26 優先度同期プロセス

た と えば、 Password および Account Number と い う 属性が重要である場合、 これらの属性
を含む優先度同期ポ リ シー PS1 を作成でき ます。 その後、 ポ リ シー PS1 をパーテ ィ シ ョ
ン P1 に適用でき ます。 サーバ上のエン ト リ のパス ワード またはアカウ ン ト 番号を変更
した場合、 その変更は、 パーテ ィ シ ョ ン P1 を持つ他のサーバと直ちに同期されます。

優先度同期が実行される よ う にするには、 iMonitor でアウ ト バウ ン ド優先度同期および
イ ンバウ ン ド優先度同期が有効になっている こ と を確認する必要があ り ます。 イ ンバ
ウ ン ド優先度同期およびア ウ ト バウ ン ド優先度同期は、 デフ ォル ト で有効になってい
ます。 イ ンバウ ン ド優先度同期およびアウ ト バウ ン ド優先度同期を無効にし ている場
合、 データへの変更は通常同期によ って同期されます。

詳細については、 209 ページの 「DS エージェ ン ト を制御および環境設定する」 を参照
し て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

119 ページの 「優先度同期ポ リ シーを作成および定義する」

119 ページの 「優先度同期ポ リ シーを編集する」

120 ページの 「優先度同期ポ リ シーを適用する」

121 ページの 「優先度同期ポ リ シーを削除する」

チャ イル ド パーテ ィ シ ョ ンを作成し た場合は、 ペアレン ト に適用されている優先度同
期ポ リ シーがチャ イル ド パーテ ィ シ ョ ンによ って継承されます。 パーテ ィ シ ョ ンを
マージ し た場合は、 ペアレン ト の優先度同期ポ リ シーが保持されます。

( )
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優先度同期ポリシーを作成および定義する

優先度同期ポ リ シーの定義は、 属性を直接選択するか、 オブジェ ク ト ク ラ ス を介し て
選択する こ と で行えます。 オブジェ ク ト ク ラ ス を介し て属性を選択する場合は、 オブ
ジェ ク ト ク ラ スの下にあ るすべての属性が優先度同期に選択されます。 優先度同期に
は、 必須属性またはオプシ ョ ン属性を選択でき ます。 

優先度同期ポ リ シーは、 iManager または LDAP のいずれかを使用し て、 eDirectory ツ
リ ー内の任意の場所で作成でき ます。

iManager を使用する場合

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［優先度同期ポ リ シー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［優先度同期ポ リ シー管理ウ ィ ザード］ で、 ［作成］ を選択し ます。

4 ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを作成し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

LDAP を使用する場合

空の優先度同期ポ リ シーを作成するには、 次のよ う に指定し ます。

dn:cn=policy1,o=policies

changetype:add

objectclass:prsyncpolicy

優先度同期ポ リ シーを定義するには、 優先度同期の属性をマーク し ます。

dn:cn=policy2,o=policies

changetype:add

objectclass:prsyncpolicy

prsyncattributes:description

上の例では、 Description が優先度同期と し てマーク された属性です。

優先度同期ポリシーを編集する

優先度同期ポ リ シーオブジェ ク ト の編集は、 iManager または LDAP を使用して行えます。

iManager を使用する場合

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［優先度同期ポ リ シー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［優先度同期ポ リ シー管理ウ ィ ザード］ で、 ［編集］ を選択し ます。

4 ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを編集し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。
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LDAP を使用する場合

次の例では、 Description ではな く Surname を優先度同期と し てマークする こ と で、 優
先度同期ポ リ シーが変更されています。

dn:cn=policy2,o=policies

changetype:modify

add:prsyncattributes

prsyncattributes:surname

優先度同期と し てマーク されている属性を優先度同期ポ リ シーから削除するには、 次
のよ う に指定し ます。

dn:cn=policy2,o=policies

changetype:modify

add:prsyncattributes

prsyncattributes:description

上の例では、 属性 Description が優先度同期ポ リ シーから削除されています。

優先度同期ポリシーを適用する

1 つの優先度同期ポ リ シーを多数のパーテ ィ シ ョ ンに適用でき ます。 ただし、 複数のポ
リ シーを 1 つのパーテ ィ シ ョ ンに適用する こ と はでき ません。 

優先度同期ポ リ シーをパーテ ィ シ ョ ンに適用するには、 iManager または LDAP を使用
し て行えます。

iManager を使用する場合

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［優先度同期ポ リ シー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［優先度同期ポ リ シー管理ウ ィ ザード］ で、 ［適用］ を選択し ます。

4 ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを適用し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

LDAP を使用する場合

優先度同期ポ リ シーをルー ト パーテ ィ シ ョ ンに適用するには、 次のよ う に指定し ます。

dn:

changetype:modify

add:prsyncpolicydn

prsyncpolicydn:cn=policy2,o=policies

上の例では、 policy2 がルー ト パーテ ィ シ ョ ンに適用されています。
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優先度同期ポ リ シーを非ルー ト パーテ ィ シ ョ ンに適用するには、 次のよ う に指定し ます。

dn:o=org

changetype:modify

add:prsyncpolicydn

prsyncpolicydn:cn=policy2,o=policies

上の例では、 policy2 が非ルー ト パーテ ィ シ ョ ンに適用されています。

非ルー ト パーテ ィ シ ョ ンの優先度同期ポ リ シーを置き換え るには、 次のよ う に指定し
ます。

dn:o=org

changetype:modify

replace:prsyncpolicydn

prsyncpolicydn:cn=policy1,o=policies

上の例では、 policy2 が policy1 に置き換え られています。

優先度同期ポ リ シーと非ルー ト パーテ ィ シ ョ ン と の関連付けを解除するには、 次のよ
う に指定し ます。

dn:o=org

changetype:modify

delete:prsyncpolicydn

上の例では、 優先度同期ポ リ シーと非ルー ト パーテ ィ シ ョ ン O=Org と の関連付けが解
除されています。

優先度同期ポリシーを削除する

優先度同期ポ リ シーの削除は、 iManager または LDAP を使用し て行えます。

iManager を使用する場合

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［優先度同期ポ リ シー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［優先度同期ポ リ シー管理ウ ィ ザード］ で、 ［削除］ を選択し ます。

4 ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを削除し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

LDAP を使用する場合

dn:cn=policy1,o=policies

changetype:delete
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優先度同期が失敗する場合

優先度同期は、 次のよ う な状況下で失敗する可能性があ り ます。

ネ ッ ト ワーク障害。 ネ ッ ト ワーク障害の発生時、 変更内容を リ モー ト サーバに送信
できない場合、 優先度同期では変更内容が保存されません。

優先度同期キ ューサイ ズが 大値に達し た場合。 エン ト リ 数が優先度同期キ ューサ
イ ズを超えた場合、 優先度同期では、 優先度同期キ ュー内の変更が無視されます。

スキーマ同期の失敗。 スキーマが同期されていない場合、 優先度同期プロセスは失
敗し ます。

オブジェ ク ト が他のサーバに存在し ていない。 オブジェ ク ト の作成が同期されてい
ない場合、 優先度同期は失敗し ます。

レプ リ カ リ ング内でのサーバの混在。 eDirectory 8.8 および eDirectory 8.8 よ り 前の
サーバの両方を実行し ている場合、 優先度同期は失敗し ます。

これらの理由のいずれかのために優先度同期が失敗し た場合には、 重要なデータへの
変更は通常同期によ って同期されます。
122   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
4 スキーマの管理

Novell® eDirectoryTM ツ リ ーのスキーマには、 このツ リ ーに含める こ と ができ るオブジェ
ク ト ( ユーザ、 グループ、 プ リ ン タなど ) のク ラ スを定義し ます。 スキーマによ って、 各
オブジェ ク ト タ イプを構成する属性 ( プロパテ ィ ) が指定されます。 属性には、 オブジェ
ク ト の作成に不可欠な必須属性と、 必要に応じて指定でき るオプシ ョ ン属性があ り ます。

eDirectory オブジェ ク ト はそれぞれオブジェ ク ト ク ラ スに属し、 オブジェ ク ト ク ラ スはオ
ブジェ ク ト に関連付ける こ と のでき る属性を指定し ます。 すべての属性は一連の属性タ
イプに基づく もので、 属性タ イプも また、 一連の標準的な属性構文に基づいています。

eDirectory スキーマは、 各オブジェ ク ト の構造を制御するだけではな く 、 eDirectory ツ
リ ー内でのオブジェ ク ト 間の関係も制御し ます。 スキーマルールを設定する と、 オブ
ジェ ク ト は他のサブオーデ ィ ネー ト オブジェ ク ト を含むこ と ができ ます。 このよ う に、
スキーマによ って eDirectory ツ リ ーの構造が決ま り ます。

組織が必要とする情報の変化に応じ て、 スキーマに変更を加え る必要が出て く る こ と
があ り ます。 た と えば、 ユーザオブジェ ク ト に、 以前は FAX 番号が不要であって も、
現在は必要であ る と し ます。 この場合、 FAX 番号を必須属性と し た新しいユーザク ラ
ス を作成し、 ユーザオブジェ ク ト の作成に、 この新しいユーザク ラ ス を使用でき ます。

Novell iManager でスキーマ管理の役割を持つ場合、 ツ リ ーのスーパバイザ権を持つユー
ザは、 そのツ リ ーのスキーマをカス タマイズ して次のよ う なタ ス ク を実行でき ます。

スキーマ内のすべての ク ラ スおよび属性の一覧を表示する。 

既存のスキーマに ク ラ ス または属性を追加し て、 スキーマを拡張する。 

ク ラ ス を作成する。 名前を付けてから、 属性、 フ ラ グ、 追加先コ ンテナ、 および属
性の継承元のペアレ ン ト ク ラ ス を指定する こ と によ り 行います。

名前を付けてから、 構文およびフ ラ グを設定し て、 属性を作成する。 

既存ク ラ スへ属性を追加する。 

使用されていない、 あ るいは古 く なった ク ラ ス または属性を削除する。 

潜在的な問題を発見および解決する。

この章では次の ト ピ ッ クについての情報を説明し ます。

124 ページの 「スキーマの拡張」 

128 ページの 「スキーマの表示」

128 ページの 「手動でスキーマを拡張する」

131 ページの 「eDirectory 8.7 に追加されたスキーマフ ラ グ」

133 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てスキーマ操作を実行する」

スキーマ情報の詳細については、 『NDS Schema Reference』 (http://developer.novell.com/
ndk/doc/ndslib/index.html?schm_enu/data/h4q1mn1i.html) を参照し て く ださい。
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スキーマの拡張

新しいク ラ スや属性を作成する こ と によ り 、 ツ リ ーのスキーマを拡張でき ます。
eDirectory ツ リ ーのスキーマを拡張するには、 ツ リ ー全体に対する スーパバイザ権が必
要です。 

次の作業によ り 、 スキーマを拡張でき ます。

ク ラ ス を作成する

ク ラ ス を削除する

属性を作成する

ク ラ スへオプシ ョ ン属性を追加する

属性を削除する

次の作業によ り 、 補助属性のスキーマを拡張でき ます。

補助ク ラ ス を作成する

補助ク ラ スのプロパテ ィ でオブジェ ク ト を拡張する

オブジェ ク ト の補助プロパテ ィ を変更する

オブジェ ク ト から補助プロパテ ィ を削除する

クラスを作成する

組織の必要条件の変化に応じ て、 既存のスキーマに対し ク ラ ス を追加でき ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラ スの作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ク ラ スの作成ウ ィ ザード の指示に従って、 オブジェ ク ト ク ラ ス を定義し ます。 

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

オブジェ ク ト ク ラ スに追加する カス タ ムプロパテ ィ を定義する場合は、 ウ ィ ザード
を終了し、 初にカス タ ムプロパテ ィ を定義し ます。 詳細については、 125 ページ
の 「属性を作成する」 を参照し て く ださい。

クラスを削除する

使用されていないク ラ スは、 その ク ラ スが eDirectory ツ リ ーのベース スキーマの一部で
ない限 り 、 削除でき ます。 iManager では、 ローカルにレプ リ カ作成されたパーテ ィ
シ ョ ンで現在使用されている ク ラ スだけは削除でき ません。

次のよ う な場合に、 スキーマから ク ラ ス を削除でき ます。

2 つのツ リ ーをマージ し、 ク ラ スの違いを解決し た場合

特定の ク ラ スが不要になった場合
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ク ラ ス を削除するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラ スの削除］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除する ク ラ ス を選択し ます。

削除可能な ク ラ スのみが表示されます。

4 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

属性を作成する

独自のカ ス タ ム タ イプ属性を定義し、 これを既存のオブジェ ク ト ク ラ スのオプシ ョ ン
属性に追加でき ます。 ただし、 既存の ク ラ スに必須属性を追加する こ と はでき ません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［属性の作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 属性の作成ウ ィ ザード の指示に従って、 新しい属性を定義し ます。 

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

クラスへオプション属性を追加する

既存の ク ラ スにオプシ ョ ンの属性を追加でき ます。 これは、 次のよ う な場合に必要に
な り ます。

組織の必要 とする情報が変化し た場合

ツ リ ーのマージを準備し ている場合

注 : 必須属性は、クラスの作成時にのみ定義できます。

オプシ ョ ン属性ク ラ ス を追加するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［属性の追加］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 属性を追加する ク ラ ス を選択し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［使用可能なオプシ ョ ン属性］ リ ス ト で、 追加する属性を選択し て を ク リ ッ ク
し、 ［追加するオプシ ョ ン属性］ リ ス ト にこれらの属性を追加し ます。

誤って属性を追加し た り 、 後で属性を削除し たい場合は、 ［追加するオプシ ョ ン属
性］ リ ス ト で属性を選択し、 を ク リ ッ ク し て追加する属性の リ ス ト から削除し
ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

この ク ラ スにオブジェ ク ト を作成する と、 こ こ で追加し たプロパテ ィ を含むオブ
ジェ ク ト が作成されます。 追加し たプロパテ ィ の値を設定するには、 オブジェ ク ト
の ［その他］ 一般プロパテ ィ ページを使用し ます。

ヒント : 既存のクラスは、このページにある Current Attributes リストに追加して変更できます。削除できる
のは、追加してからまだ［OK］をクリックしていない属性のみです。前に追加した属性や保存した属性は
削除できません。
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属性を削除する

使用されていない属性は、 その属性が eDirectory ツ リ ーのベース スキーマの一部でない
限 り 、 削除でき ます。 

次のよ う な場合に、 スキーマから属性を削除でき ます。

2 つのツ リ ーをマージ し、 属性の違いを解決し た場合

特定の属性が不要になった場合

属性を削除するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［属性の削除］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除する属性を選択し ます。

削除可能な属性のみが表示されます。

4 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

補助クラスを作成する

補助ク ラ ス と は、 あ るオブジェ ク ト ク ラ ス全体ではな く 、 特定の eDirectory オブジェ ク
ト イ ン ス タ ン スに追加される一連のプロパテ ィ ( 属性 ) です。 た と えば、 電子 メ ールア
プ リ ケーシ ョ ン用と し て、 eDirectory ツ リ ーのスキーマに電子 メ ールプロパテ ィ 補助ク
ラ ス を追加し、 必要に応じ て、 このプロパテ ィ を個別のオブジェ ク ト に拡張でき ます。

スキーママネージ ャ を使用する と、 独自の補助ク ラ ス を定義でき ます。 補助ク ラ スで
定義し たプロパテ ィ を使用し て、 個別のオブジェ ク ト を拡張でき ます。

補助ク ラ ス を作成するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラ スの作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ク ラ ス名およびオプシ ョ ンで ASN1 ID を指定し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ク ラ ス フ ラ グを設定する場合は ［補助ク ラ ス］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク
し ます。

5 ク ラ スの作成ウ ィ ザード の指示に従って、 新しい補助ク ラ ス を定義し ます。 

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

補助クラスのプロパティでオブジェクトを拡張する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［オブジェ ク ト の拡張］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 拡張するオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し
ます。
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4 使用する補助ク ラ スが ［現在の補助ク ラ スの拡張］ の下にすでに表示されているか
ど う かに応じ て、 適切な操作を実行し ます。

5 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクトの補助プロパティを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更するオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し
ます。

4 ［全般］ タブで、 ［その他］ ページを ク リ ッ ク し ます。 

5 表示された画面で、 必要な属性値を設定し ます。

値のない属性をダブルク リ ッ ク し、 値のあ る属性の リ ス ト に追加し ます。

値のあ る属性を選択し、 ［編集］ を ク リ ッ ク し て属性を編集するか、 ［削除］ を
ク リ ッ ク し て属性を削除し ます。

正し く 設定する ためには、 各プロパテ ィ の構文について理解し ている必要があ
り ます。 詳細については、 Understanding Schema Manager
 (http://www.novell.com/documentation/lg/ndsv8/docui/index.html#../usnds/schm_enu/
data/hnpkthb2.html) を参照し て く ださい。

6 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

オブジェクトから補助プロパティを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［オブジェ ク ト の拡張］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 拡張するオブジェ ク ト の名前およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し
ます。

4 ［現在の補助ク ラ スの拡張］ の リ ス ト から、 削除するプロパテ ィ が定義されている
補助ク ラ ス を選択し ます。

5 ［削除］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

これによ り 、 オブジェ ク ト に 初から定義されていたプロパテ ィ を除き、 補助ク ラ
スによ って追加されたすべてのプロパテ ィ が削除されます。

6 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

補助クラスがリストに表示

されている

操作

はい この手順を終了します。代わりに、127 ページの「オブジェクトの補

助プロパティを変更する」を参照してください。 

いいえ ［追加］をクリックし、補助クラスを選択して、［OK］をクリックし

ます。
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スキーマの表示

スキーマが組織の情報のニーズに合った ものかど う かを評価するために、 スキーマを
表示し た り 印刷する こ と ができ ます。 組織が大き く 、 また複雑になる と、 スキーマを
カ ス タマイ ズする必要も大き く な り ます。 しかし、 小規模な組織でも、 特別な記録を
必要とする場合があ るかも しれません。 このよ う な場合、 スキーマの表示や印刷は、
ベース スキーマにどのよ う な拡張が必要かを決めるのに役立ちます。

クラス情報を参照する

iManager の Class Information ページには、 選択された ク ラ スに関する情報が表示され、
そ こ で属性を追加でき ます。 このページに表示されているほ と んどの情報は、 ク ラ ス
が作成された と きに指定された ものです。 オプシ ョ ン属性の中には、 後で追加された
ものも あ り ます。 

ク ラ スの作成中に、 その ク ラ ス を他の ク ラ スの属性を継承する よ う に指定し た場合は、
継承された属性はペアレン ト ク ラ スの中に分類されます。 た と えば、 オブジェ ク ト ク
ラ スがペアレン ト ク ラ スで必須属性であ る場合、 このページには、 選択された ク ラ ス
の必須属性と し て表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［ク ラ ス情報］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 情報を表示する ク ラ ス を選択し、 ［表示］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。 

属性情報を表示する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［スキーマ］ > ［属性の情報］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 情報を表示する属性を選択し、 ［表示］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 を ク リ ッ ク し て く ださい。 

手動でスキーマを拡張する

.sch 拡張子の付いたフ ァ イルを使用し て、 手動で eDirectory スキーマを拡張でき ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。 

129 ページの 「NetWare でスキーマを拡張する」

129 ページの 「Windows でスキーマを拡張する」

129 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムでスキーマを拡張する」
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NetWare でスキーマを拡張する

NWConfig.nlm を使用し て、 NetWare サーバのスキーマを拡張し ます。 eDirectory に付属
し ている スキーマフ ァ イル (*.sch) は、 sys:\system\schema デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ール
されます。

1 サーバコ ン ソールで、 「nwconfig」 と入力し ます。

2 ［デ ィ レ ク ト リ オプシ ョ ン］ > ［スキーマの拡張］ の順に選択し ます。

3 管理権を持つユーザ と し て ロ グ イ ン し ます。

4 を押し て異な るパス を指定し、 sys:\system\schema ( または *.sch フ ァ イルのパ
ス ) と スキーマフ ァ イルの名前を入力し ます。

5 <Enter> キーを押し ます。

Windows でスキーマを拡張する

NDSCons.exe を使用し て、 Windows サーバのスキーマを拡張し ます。 eDirectory に付属
し ている スキーマフ ァ イル (*.sch) は、 デフ ォル ト で C:\Novell\NDS デ ィ レ ク ト リ にイ
ン ス ト ールされます。

1 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory サービ ス］ の
順に ク リ ッ ク し ます。 

2 install.dlm を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［追加のスキーマフ ァ イルのイ ン ス ト ール］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し
ます。

4 管理権を持つユーザ と し て ロ グ イ ン し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 スキーマフ ァ イルのパス と名前を指定し ます。

6 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムでスキーマを拡張する

次のセ ク シ ョ ンでは、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでのスキーマの拡
張について説明し ます。

129 ページの 「ndssch ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-
UX システム上のスキーマを拡張する」

130 ページの 「RFC 2307 スキーマを拡張する」

ndssch ユーティリティを使用して、Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システム上のスキーマを拡張する

Novell iManager のほかにも、 eDirectory スキーマ拡張ユーテ ィ リ テ ィ ndssch を使用し
て、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システム上のスキーマを拡張する こ と ができ
ます。 ツ リ ーのスキーマの変更処理では、 スキーマフ ァ イル (.sch) に指定された属性と
ク ラ スが使用されます。 .sch フ ァ イルで指定し た内容に従って、 属性と ク ラ スの関連付
けが作成されます。
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1 次の構文を使用し ます。

ndssch [-h ホス ト 名 [: ポー ト ]] [-t ツ リ ー名 ] 管理者 FDN スキーマフ ァ イル ...

ndssch [-h ホス ト 名 [: ポー ト ]] [-t ツ リ ー名 ] [-d] 管理者 FDN スキーマフ ァ イル 
[ スキーマの説明 ]...

RFC 2307 スキーマを拡張する

RFC 2307 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2307.txt) に定義されている属性と オブジェ ク ト ク ラ
スは、 ユーザまたはグループ関連、 および NIS 関連のものです。 ユーザまたはグルー
プ関連の定義は、 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules/schema/rfc2307-usergroup.sch フ ァ
イルにコ ンパイルされます。 NIS 関連の定義は、 /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules/
schema/rfc2307-nis.sch フ ァ イルにコ ンパイルされます。 それぞれに対応する LDIF 形式
のフ ァ イルも あ り ます ( ユーザ / グループ関連は /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules/
schema/rfc2307-usergroup.ldif、 NIS 関連は /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules/schema/
rfc2307-nis.ldif) 。

RFC 2307 スキーマを拡張するには、 ndssch ユーテ ィ リ テ ィ または ldapmodify ツールを
使用し ます。

130 ページの 「ndssch ユーテ ィ リ テ ィ を使用する」

131 ページの 「ldapmodify ユーテ ィ リ テ ィ を使用する」

ndssch ユーティリティを使用する

次のいずれかのコマン ド を入力し ます。

ndssch -t /opt/novell/eDirectory/lib/nds-schema/rfc2307-
usergroup.sch

または

ndssch -t /opt/novell/eDirectory/lib/nds-schema/rfc2307-nis.sch

ndssch のパラメータ 説明

-h ホスト名 スキーマを拡張するサーバの名前または IP アドレス。指定したサー

バが属しているツリーのスキーマが拡張されます。スキーマを拡張
するホスト上にツリーがある場合のみ、オプションで指定するパラ
メータです。それ以外の場合は、必須パラメータです。

ポート サーバポート。

-t ツリー名 スキーマを拡張するツリーの名前。このパラメータの指定は任意で
す。/etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファイルに指定された値

がデフォルトのツリー名として使用されます。詳細については、
『Novell eDirectory 8.8 インストールガイド』の「環境設定パラメー

タ」を参照してください。

管理者 FDN ツリーに対する eDirectory 管理権を持つユーザのフルコンテキスト

付きの名前。

スキーマファイル 拡張するスキーマについての情報が入力されたファイルの名前。

-d, スキーマの説明 このオプションが使用されている場合、各スキーマファイルはス
キーマファイルの説明を伴っています。
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ldapmodify ユーティリティを使用する

次のいずれかのコマン ド を入力し ます。

ldapmodify -h -D -w -f /opt/novell/eDirectory/lib/nds-schema/
rfc2307-usergroup.ldif

または

ldapmodify -h -D -w -f /opt/novell/eDirectory/lib/nds-schema/
rfc2307-nis.ldif

eDirectory 8.7 に追加されたスキーマフラグ

READ_FILTERED および BOTH_MANAGED スキーマフ ラ グが、 eDirectory 8.7 に追加
されま し た。 

READ_FILTERED は、 属性が LDAP オペレーシ ョ ナル属性であ る こ と を示すために使
用されます。 LDAP がこのフ ラ グを使用するのは、 スキーマを読み込んで属性が 「オ
ペレーシ ョ ナル」 であ る こ と を知らせる必要があ る場合です。 内部定義のスキーマ属
性には、 このフ ラ グが設定された ものも あ り ます。 LDAP 「オペレーシ ョ ナル」 定義に
は、 3 つのスキーマフ ラ グがあ り ます。 新しい READ_FILTERED フ ラ グ と は別に、 既
存のフ ラ グ と し て 「オペレーシ ョ ナル」 を示すものには READ_ONLY フ ラ グ と
HIDDEN フ ラ グがあ り ます。 これらのフ ラ グのいずれかがスキーマ定義に存在する場
合、 LDAP は属性を 「オペレーシ ョ ナル」 と し て扱い、 特に必要がない場合はその属
性を返し ません。

BOTH_MANAGED は、 セキ ュ リ テ ィ 権利を強制する新しい メ カニズムです。 これは識
別名構文の属性にのみ重要なフ ラ グです。 この属性に設定された場合、 要求し ている
接続には、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト と属性、 およびターゲ ッ ト 属性によ って参照され
ているオブジェ ク ト の両方に対する権利が必要にな り ます。 これは、 現在の
WRITE_MANAGED フ ラ グの機能を拡張し た ものです。 このフ ラ グは、 現在ベース ス
キーマ属性には設定されていません。 この新しいセキ ュ リ テ ィ 動作は eDirectory 8.7.x
サーバ上でのみ実行されるため、 このフ ラ グに関連する動作に矛盾がないよ う にする
には、 ツ リ ー全体を eDirectory 8.7 以降に更新する必要があ り ます。

パラメータ 説明

-t スキーマを拡張するツリーの名前。このパラメータの指定は任意です。このパラ
メータが指定されていない場合、/etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf ファイル

に指定されたツリー名が使用されます。

パラメータ 説明

-h LDAP ホスト LDAP サーバの実行場所となっている代替ホストを指定します。

-D バインド DN 「バインド DN」を使用して X.500 ディレクトリにバインドします。「バインド

DN」には、RFC 1779 に定義されている文字列表現の DN を指定します。

-w パスワード 簡易認証のパスワードとして、「パスワード」を使用します。

-f ファイル エントリ情報を標準入力ではなく「ファイル」から読み出します。
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eDirectory 8.7.x サーバだけがこれらの新しいフ ラ グを認識するため、 ルー ト パーテ ィ
シ ョ ンのコ ピーを格納する eDirectory 8.7.x サーバによ ってのみ、 これらのフ ラ グを ス
キーマ定義に設定でき ます。 これは、 ルー ト を格納するサーバのみがスキーマを変更
でき るためです。 通常イ ン ス ト ールの新規サーバや、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンを保持し
ていない既存サーバをア ッ プグレード し たサーバでは、 これらの新しいフ ラ グをツ
リ ー内のスキーマに追加する こ と はでき ません。

これらの新しい機能のいずれかをツ リ ーで有効にする場合は、 スキーマが正常に拡張
されていて、 これらの新しいフ ラ グを追加でき る こ と を確認する必要があ り ます。 確
認する方法には次の 2 つがあ り ます。 1 つは、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンの書き込み可能な
コ ピーを持つサーバを選択し て、 eDirectory 8.7 以降にア ッ プグレードする こ と です。
これによ り 、 自動的にスキーマが正し く 拡張され、 新しいフ ラ グに対応し ます。

2 つ目の方法はさ らに込み入った ものです。 次の手順に従って操作し ます。

1 新し く 8.7.x サーバを イ ン ス ト ールするか、ツ リ ー内の既存のサーバをア ッ プグレー
ド し ます。 このサーバが [Root] のコ ピーを保持し ている必要はあ り ません。

2 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンのコ ピーを この新しいサーバに手動で追加し ます。

3 次に示す適切なスキーマ拡張フ ァ イルを このサーバ上で再実行し、 スキーマを拡張
し ます。 

4 これらの新しいフ ラ グが設定された新しいスキーマフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

5 ( オプシ ョ ン ) スキーマの同期後は、このサーバからルー ト レプ リ カを削除でき ます。

注 : これらの新しいスキーマフラグにより、オプションの機能が有効になります。新しい機能を必要としな
い場合は、スキーマ定義にこれらの新しいフラグが存在しなくても、ツリー内での eDirectory の通常操作
に問題が起こることはありません。READ_FILTERED フラグの場合は、属性の定義によっては存在しない
ことがあります。このため、オブジェクトのすべての属性に対する LDAP 読み込み要求によって、フラグ
が存在すれば読み込まないはずのデータが余分に取得される場合があります。READ_FILTERED フラグを
含む属性の中には、READ_ONLY フラグまたは HIDDEN フラグが存在するために、やはりオペレーショナ
ルとして扱われるものもあります。BOTH_MANAGED フラグは、すべてのサーバがアップグレードされた
ツリーでのみ有効になります。その環境の中でのみ、この機能を矛盾なく操作することが可能なためです。

プラットフォーム 手順

Windows install.dlm をロードし、［追加のスキーマファイルのイ

ンストール］をクリックします。

NetWare nwconfig をロードし、［ディレクトリオプション］>
［スキーマの拡張］の順にクリックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndssch ユーティリティを使用します。詳細について

は、129 ページの「ndssch ユーティリティを使用し

て、Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システム上

のスキーマを拡張する」を参照してください。
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eMBox クライアントを使用してスキーマ操作を実行する

eMBox (eDirectory Management Toolbox) ク ラ イ アン ト はコマン ド ラ イ ン Java ク ラ イ アン
ト で、 これを使用する と DSSchema 操作に リ モー ト でア クセスでき ます。 DSSchema 
eMTool を使用する と、 スキーマの同期、 リ モー ト スキーマのイ ンポー ト 、 新規スキー
マエポ ッ クの宣言、 ローカルスキーマの リ セ ッ ト 、 グ ローバルスキーマの更新などを実
行でき ます ( 通常、 DSRepair を使用して実行する操作です。 詳細については、 278 ペー
ジの 「スキーマの保守」 を参照し て く ださい ) 。

emboxclient.jar フ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。
JVM を イ ン ス ト ールし ていれば、 どのコ ンピ ュータでも実行でき ます。 eMBox ク ラ イ
アン ト の詳細については、 555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」
を参照し て く ださい。

DSSchema eMTool を使用する

1 コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し て、対話式モード で eMBox ク ラ イ アン ト を実行
し ます。

java -cp フ ァ イルのパス /emboxclient.jar embox -i

( ク ラ スパスに emboxclient.jar フ ァ イルがすでに含まれている場合は、 java 
embox -i と入力するだけです。 ) 

eMBox Client のプロ ンプ ト が次のよ う に表示されます。

eMBox Client>

2 修復するサーバにロ グ イ ンするには、 次のよ う に入力し ます。 

login -s サーバの名前または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 
-u ユーザ名 . コ ンテキス ト  -w パス ワード -n

ポー ト 番号は通常 80 または 8028 です。 ただし、 すでにそのポー ト を使用し ている
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 非セキ ュ
ア接続を開始し ます。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

3 次の構文を使用し て修復コマン ド を入力し ます。

dsschema. タ ス ク  オプシ ョ ン

例 ：

dsschema.rst は、 このサーバのスキーマを同期する よ う ツ リ ーのルー ト のマス タ レ
プ リ カに要求し ます。

dsschema.irs -nMyTree によ って、 MyTree と い う ツ リ ーから リ モー ト スキーマがイ ン
ポー ト されます。

各ス イ ッチの間にはスペースが必要です。 ス イ ッチの順序は重要ではあ り ません。

eMBox ク ラ イ アン ト は修復が成功し たかど う かを表示し ます。

DSSchema eMTool オプシ ョ ンの詳細については、 134 ページの 「DSSchema eMTool
オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

4 eMBox ク ラ イ アン ト から ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。 
logout

5 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit
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DSSchema eMTool オプション

次の表に、 DSSchema eMTool オプシ ョ ンを示し ます。 eMBox ク ラ イ アン ト で
list -tdsschema コマン ド を使用し て、 DSSchema オプシ ョ ンの詳細を表示する こ と もでき
ます。 詳細については、 559 ページの 「eMTool と そのサービ ス を表示する」 を参照し
て く ださい。

オプション 説明

rst ツリーのルートのマスタレプリカのスキーマをこのサーバに
同期します。

irs -n ツリー名 別のツリーからリモートスキーマをインポートします。

dse ルートのマスタレプリカを持つサーバ上で新規スキーマエ
ポックを宣言します。

rls ローカルスキーマを、ルートパーティションのマスタレプリ
カがあるサーバからのコピーでリセットします。

gsu Post NetWare 5 レベルへのグローバルスキーマ更新を実行し

ます。

scc ドメインクラスのスキーマサーキュラ包含ルールを追加し
ます。
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5 パーティションおよびレプリカの管理

パーテ ィ シ ョ ンは、 eDirectory ツ リ ー内の個別のデータユニ ッ ト を構成する Novell® 
eDirectoryTM データベースの論理区分です。 システム管理者は、 パーテ ィ シ ョ ンを利用
し て eDirectory 情報を格納し、 レプ リ カを作成し ます。 各パーテ ィ シ ョ ンは、 コ ンテナ
オブジェ ク ト 、 コ ンテナオブジェ ク ト に含まれるすべてのオブジェ ク ト 、 およびこれ
らのオブジェ ク ト についての情報で構成されます。 パーテ ィ シ ョ ンには、 フ ァ イルシ
ステムに関する情報、 またはパーテ ィ シ ョ ンに含まれるデ ィ レ ク ト リ やフ ァ イルに関
する情報はあ り ません。

各サーバに eDirectory データベース全体のコ ピーを保存する代わ り に、 eDirectory パー
テ ィ シ ョ ンのコ ピーを作成し てそれをネ ッ ト ワーク内の複数のサーバ上で保存でき ま
す。 パーテ ィ シ ョ ンのそれぞれのコ ピーはレプ リ カ と呼ばれます。 各 eDirectory パー
テ ィ シ ョ ンのレプ リ カは任意の数だけ作成する こ と ができ、 任意のサーバに保存でき
ます。 レプ リ カのタ イプには、 マス タ、 読み書き可能、 読み込み専用、 サブオーデ ィ
ネー ト リ フ ァ レン ス、 フ ィ ルタ済み読み書き可能、 およびフ ィ ルタ済み読み込み専用
があ り ます。

次の表で、 レプ リ カ タ イプについて説明し ます。

レプリカ 説明

マスタ、読み書き可能、および読み込
み専用

特定のパーティションのすべてのオブジェクトおよび属
性が含まれます。

サブオーディネートリファレンス ツリーの接続のために使用されます。

フィルタ済みレプリカ パーティション全体の情報のサブセットで、必要なクラ
スおよび属性が含まれます。必要なクラスおよび属性
は、サーバのレプリケーションフィルタによって定義さ
れます。レプリケーションフィルタは、インバウンド同
期やローカルでの変更時にレプリカに含めることのでき
るクラスおよび属性を識別するために使用されます。

フィルタ済みレプリカによって、管理者はまばらで断片
的なレプリカを作成できます。 

指定したオブジェクトクラスだけが含まれるスパース

レプリカ

指定した属性だけが含まれる断片レプリカ 

フィルタ済みレプリカの機能によって、アプリケーショ
ンが eDirectory に格納されているデータを取得するとき

のレスポンスが迅速になります。また、フィルタ済みレ
プリカを使用すると、1 つのサーバにより多くのレプリ

カを格納できます。
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この章では、 パーテ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カの管理方法を説明し ます。

136 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンの作成」 

137 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンのマージ」

138 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンの移動」

139 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンの作成操作またはマージ操作のキ ャ ンセル」

140 ページの 「レプ リ カの管理」

143 ページの 「フ ィ ルタ済みレプ リ カを設定し管理する」

146 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カを表示する」

パーティションの作成

パーティ ショ ンを 作成する と 、 ツ リ ーの論理区分が作成さ れま す。 こ れら の論理区分
は、 ネッ ト ワ ーク 内にある 別の eDirectory サーバ間で複製し たり 配布する こ と ができ
ま す。

新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成する と、 ペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンが分割されて 2 つの
パーテ ィ シ ョ ンにな り ます。 新しいパーテ ィ シ ョ ンは、 次の図で示される よ う に、
チャ イル ド パーテ ィ シ ョ ンにな り ます。

図 27 パーティションの分割前と分割後

た と えば、 1 つの部門を選択し、 これを新しいパーテ ィ シ ョ ン と して作成する と、 選択
した部門およびそのサブオーデ ィ ネー ト オブジェ ク ト すべてがペアレン ト パーテ ィ シ ョ
ンから分割されます。

選択し た部門は、 新しいパーテ ィ シ ョ ンのルー ト にな り ます。 新しいパーテ ィ シ ョ ン
のレプ リ カは、 ペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ と同じサーバに存在し ます。 ま
た、 新しいパーテ ィ シ ョ ンのオブジェ ク ト は、 そのパーテ ィ シ ョ ンのルー ト オブジェ
ク ト に属し ます。

レプ リ カすべてを新しいパーテ ィ シ ョ ン情報と同期する必要があ るため、 パーテ ィ
シ ョ ンの作成には時間がかかる場合があ り ます。 パーテ ィ シ ョ ンの作成中に別のパー
テ ィ シ ョ ン操作を実行し よ う とする と、 パーテ ィ シ ョ ンが使用中であ る こ と を示す
メ ッ セージが表示されます。

読み書き可能フィルタ済みレプリカ サーバのレプリケーションフィルタのサブセットである
クラスおよび属性をローカルで変更できます。ただし、
これらのレプリカを作成できるのは、レプリケーション
フィルタ内にそのクラスの必須属性がすべて含まれてい
る場合のみです。

読み込み専用フィルタ済みレプリカ ローカルで変更できません。

レプリカ 説明
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新しいパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ リ ス ト を参照し、 リ ス ト 内のレプ リ カがすべてオン
の状態であれば、 操作が完了し ている こ と がわか り ます。 状態は自動的には リ フ レ ッ
シ ュ されないので、 画面を定期的に手動で リ フ レ ッ シュ し ます。

パーテ ィ シ ョ ンを作成するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［パーテ ィ シ ョ ンの作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成する コ ンテナの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パーティションのマージ

パーテ ィ シ ョ ンをそのペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンにマージする と、 選択し たパーテ ィ
シ ョ ンおよびそのレプ リ カがペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンに結合されます。 パーテ ィ
シ ョ ンは削除でき ません。 次の図に示される よ う に、 パーテ ィ シ ョ ンはマージおよび
作成だけを行い、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーがどのよ う に論理区分に分割されるかを定義し
ます。

図 28 パーティションのマージ前とマージ後

パーテ ィ シ ョ ン と そのペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンをマージする理由と し て、 次のよ う
な こ と が考え られます。

2 つのパーテ ィ シ ョ ンのデ ィ レ ク ト リ 情報が密接に関連し ている。

サブオーデ ィ ネー ト パーテ ィ シ ョ ンを削除する場合に、 その中のオブジェ ク ト を残
し たい。

パーテ ィ シ ョ ンのオブジェ ク ト を削除する。

パーティ ショ ンのすべてのレ プリ カを削除する 。 ( パーティ ショ ンのマス タ レ プリ
カを 削除する 唯一の方法は、 パーティ ショ ンをそのペアレ ント にマージする こ と
です。 ) 

コ ンテナを移動した後で(ルー ト パーテ ィ シ ョ ンにサブオーデ ィ ネー ト パーテ ィ シ ョ
ンがない場合のみ ) 、 このコ ンテナをパーテ ィ シ ョ ン とする必要がな く なった。

会社の組織に変更が生じ たため、 パーテ ィ シ ョ ン構造を変更する こ と でデ ィ レ ク ト
リ ツ リ ーを再設計する。

パーテ ィ シ ョ ンが大き く なる ( 何百ものオブジェ ク ト が含まれる ) と ネ ッ ト ワークの応
答時間が遅 く な るため、 パーテ ィ シ ョ ンを分割する こ と を検討し ます。

ツ リ ーのルー ト パーテ ィ シ ョ ンは 上位のパーテ ィ シ ョ ンであ り 、 マージするペアレ
ン ト パーテ ィ シ ョ ンがないため、 マージでき ません。

サーバで処理が完了する と、 パーテ ィ シ ョ ンがマージ されます。 パーテ ィ シ ョ ンのサ
イ ズ、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク、 サーバの環境設定などによ って異な り ますが、 こ
の操作の完了にはかな り 時間がかかる場合があ り ます。
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重要 : パーティションのマージを行う前に、両パーティションの同期を点検し、続行する前にすべてのエ
ラーを修正します。エラーを修正することにより、ディレクトリでの問題を切り離し、エラーの伝播や新し
いエラーの発生を防ぐことができます。

パーティションのマージを行う前に、マージするパーティションのレプリカ ( サブオーディネートリファレ
ンスを含む ) を持つサーバすべてが稼働していることを確認します。サーバが停止中の場合、eDirectory は
サーバのレプリカを読み込むことができず、操作を完了できません。

パーティションのマージの処理中にエラーが表示された場合は、そのつどエラーを解決します。操作を続行
してエラーを修正しないでください。さらにエラーが発生するおそれがあります。

チャ イル ド パーテ ィ シ ョ ンをペアレン ト パーテ ィ シ ョ ン と マージするには、 次の操作
を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［パーテ ィ シ ョ ンのマージ］ の順に ク リ ッ ク し
ます。

3 ペアレン ト パーテ ィ シ ョ ン と マージするパーテ ィ シ ョ ンの名前およびコ ンテキス ト
を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パーティションの移動

パーテ ィ シ ョ ンの移動によ り 、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ー内のサブツ リ ーを移動でき ます。
ルー ト パーテ ィ シ ョ ンオブジェ ク ト ( コ ンテナオブジェ ク ト ) にサブオーデ ィ ネー ト
パーテ ィ シ ョ ンがない場合にのみ、 このオブジェ ク ト を移動でき ます。

図 29 パーティションの移動前と移動後

パーテ ィ シ ョ ンを移動する場合、 eDirectory 包含ルールに従って く だ さい。 た と えば、
部門は現在のツ リ ーのルー ト の直下には移動でき ません。 これは、 ルー ト の包含ルー
ルによ り 移動が許されているのが、 地域、 国、 または組織であ るためです。

パーテ ィ シ ョ ンを移動する と、 eDirectory は、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンオブジェ ク ト への
参照すべてを変更し ます。 オブジェ ク ト の共通名は変更されませんが、 コ ンテナ ( およ
びそのサブオーデ ィ ネー ト コ ンテナすべて ) の完全識別名は変更されます。

パーテ ィ シ ョ ンを移動する と きに、 オプシ ョ ンを選択し て、 移動する コ ンテナの代わ
り に別名オブジェ ク ト を作成する こ と もでき ます。 これによ り 、 ユーザは引き続き
ネ ッ ト ワークにロ グ イ ンでき、 元のデ ィ レ ク ト リ 位置にオブジェ ク ト を見つける こ と
ができ ます。

作成し た別名オブジェ ク ト は、 移動し たコ ンテナ と同じ共通名を持ち、 そのコ ンテナ
の新しい完全識別名を参照し ます。

重要 : パーティションを移動したときに、移動したパーティションの代わりとなる別名オブジェクトを作成
しないと、パーティションの新しい位置を知らないユーザは元のディレクトリ位置でオブジェクトを見つけ
ようとし、ディレクトリツリーにあるパーティションオブジェクトを見つけることが困難になります。

また、ワークステーションの NAME CONTEXT パラメータがディレクトリツリーコンテナのオリジナルの
位置に設定されている場合、これにより、クライアントワークステーションがログインできないという問題
が起きるおそれがあります。
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オブジェクトを移動すると、オブジェクトの名前コンテキストが変更されるため、移動したオブジェクトを
参照する名前コンテキストのユーザは、NAME CONTEXT パラメータを更新する必要があります。これに
より、名前コンテキストは、オブジェクトの新しい名前を参照するようになります。

コンテナオブジェクトの移動の後に、ユーザの NAME CONTEXT パラメータを自動的に更新するには、
NCUPDATE ユーティリティを使用します。

移動し たパーテ ィ シ ョ ンをパーテ ィ シ ョ ン と し て使用し ない場合は、 それをペアレン
ト パーテ ィ シ ョ ン と マージ し ます。

パーテ ィ シ ョ ンを移動する前に、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーが正し く 同期し ている こ と を確
認し ます。 移動元パーテ ィ シ ョ ン と移動先パーテ ィ シ ョ ンのどち らかで同期のエラー
が生じ た場合は、 パーテ ィ シ ョ ンの移動操作を実行し ないで く ださい。 実行する前に、
同期エラーを解決し ます。

パーテ ィ シ ョ ンを移動するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［パーテ ィ シ ョ ンの移動］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［オブジェ ク ト 名］ フ ィ ール ド に移動するパーテ ィ シ ョ ンオブジェ ク ト の名前およ
びコ ンテキス ト を指定し ます。

4 ［移動先］ フ ィ ール ド に移動する コ ンテナの名前およびコ ンテキス ト を指定し ます。

5 移動するパーテ ィ シ ョ ンについて、 元の場所に別名を作成する場合は、 ［移動し た
オブジェ ク ト の代わ り に別名を作成し ます］ を選択し ます。

これによ り 、 移動前の場所に依存する あ らゆる操作は、 操作を更新し て移動後の場
所を反映でき る よ う にな る まで、 引き続き実行されます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パーティションの作成操作またはマージ操作のキャンセル

変更を確定する段階まで操作が到達し ていない場合、 パーテ ィ シ ョ ンの作成または
マージをキ ャ ンセルでき ます。 この機能を使用し て、 操作を終了でき ます。 また、
eDirectory ネ ッ ト ワークが、 eDirectory エラーを返し た り 、 パーテ ィ シ ョ ン操作に続 く
同期に失敗し た場合にも この機能を使用し ます。

デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーのレプ リ カで同期エラーが生じ ている と、 操作を中止し て も問題
が解決し ない場合があ り ます。 ただし、 初期の ト ラブルシューテ ィ ングオプシ ョ ン と
し て、 この機能を使用でき ます。

サーバが停止し ている、 またはその他の理由でサーバが使用でき ない場合、 パーテ ィ
シ ョ ン操作を完了でき る よ う にサーバがネ ッ ト ワーク から見え る よ う にするか、 操作
を中止し ます。 データベースが壊れているために eDirectory によ る同期ができない場
合、 実行中のパーテ ィ シ ョ ン操作すべてを中止する必要があ り ます。

含まれる レプ リ カの数、 サーバの可視性、 および既存のワ イヤ ト ラ フ ィ ッ ク の量によ
り ますが、 パーテ ィ シ ョ ン操作でネ ッ ト ワーク間の完全な同期を行 う には、 かな り の
時間がかか り ます。

パーテ ィ シ ョ ンが使用中であ る こ と を示すエラーが表示されて も、 操作を中止する必
要はあ り ません。 パーテ ィ シ ョ ンのサイ ズ、 接続性の問題などによ って異な り ますが、
通常、 パーテ ィ シ ョ ン操作は 24 時間以内に完了し ます。 この時間枠内で操作が完了し
ない場合には、 操作を途中で中止し ます。
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レプリカの管理

レプ リ カの追加、 削除、 またはレプ リ カ タ イプの変更をする前に、 ターゲ ッ ト レプ リ
カの位置を慎重に計画し ます。 82 ページの 「ツ リ ーのレプ リ カ作成に関するガイ ド ラ
イ ン」 を参照し て く ださい。

レプリカを追加する

次の機能をデ ィ レ ク ト リ に提供するために、 レプ リ カをサーバに追加し ます。

障害対策

データへのよ り 高速なア ク セス

WAN リ ン ク上でのよ り 高速なア ク セス

設定コ ンテキス ト 中のオブジェ ク ト へのア ク セス ( バイ ンダ リ サービ ス を使用 )

レプ リ カを追加するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 レプ リ カを作成するパーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス ト を指定
し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［レプ リ カの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5 パーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス ト を指定し ます。

6 次のレプ リ カ タ イプのいずれかを選択し ます。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 53 ページの 「レプ リ カのタ イプ」 を参照し て く ださい。

レプリカタイプ 説明

 読み書き可能

ユーザは、新しいレプリカの内容の読み込みと変更を両方
行うことができます。このパーティションの eDirectory オ

ブジェクトを管理するユーザの近くに変更可能なレプリカ
がない場合は、このオプションを選択します。

 読み込み専用

ユーザは、新しいレプリカの内容を読み込むことはできま
すが、変更はできません。このパーティションの
eDirectory オブジェクトを読み込むだけで、変更は行わな

いユーザの近くにレプリカがない場合は、このオプション
を選択します。

 フィルタ済み読み書き可能

ユーザは、新しいレプリカの内容の読み込みと変更を両方
行うことができますが、このレプリカの内容は、フィルタ
で指定された eDirectory オブジェクトとプロパティのタイ

プに制限されます。

 フィルタ済み読み込み専用

ユーザは、新しいレプリカの内容を読み込めても変更はで
きず、このレプリカの内容は、フィルタで指定された
eDirectory オブジェクトとプロパティのタイプに制限され

ます。
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レプリカを削除する

レプ リ カを削除する と、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カはサーバから削除されます。

サーバをデ ィ レ ク ト リ ツ リ ーから削除する場合は、 その前に、 レプ リ カをサーバから
削除し ます。 レプ リ カを削除する こ と で、 サーバを削除する と きに起き る問題を減ら
すこ と ができ ます。

また、 レプ リ カの削除によ り 、 ネ ッ ト ワークの同期 ト ラ フ ィ ッ ク の量も削減でき ます。
通常、 パーテ ィ シ ョ ンに 7 個以上のレプ リ カは必要あ り ません。

マス タ レプ リ カまたはサブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スは、 削除でき ません。

マス タ レプ リ カを削除するには、 次の 2 つのオプシ ョ ンを利用し ます。

マス タ レプ リ カをパーテ ィ シ ョ ンの別のレプ リ カを含むサーバへ移動し、 そのレプ
リ カを新しいマス タ レプ リ カにし ます。

これによ り 、 元のマス タ レプ リ カは自動的に読み書き可能レプ リ カに変更され、 削
除でき る よ う にな り ます。

パーテ ィ シ ョ ンをそのペアレ ン ト パーテ ィ シ ョ ン と マージ し ます。

これによ り 、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ とペアレ ン ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが
マージ され、 そのサーバから レプ リ カが削除されます。 マージによ り パーテ ィ シ ョ
ンの境界は削除されますが、 オブジェ ク ト は削除されません。 オブジェ ク ト は、
「結合」 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを持つ各サーバに残 り ます。

レプ リ カを削除する場合、 次の点に注意し ます。

障害対策と し て、 異な るサーバ上に各パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを 3 つ以上保持し
ます。

レプ リ カを削除する と、 ターゲ ッ ト サーバ上のデ ィ レ ク ト リ データベースのコ ピー
が削除されます。

データベースは、 ネ ッ ト ワークの別のサーバで引き続き ア ク セスでき ます。 また、
レプ リ カが含まれていたサーバも、 eDirectory で引き続き機能し ます。

サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レ ン ス レプ リ カは、 削除や管理ができ ません。 サーバが
パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを含む場合、 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レ ン ス レプ リ カ
は、 eDirectory によ り 自動的にサーバ上に作成されます。 ただし、 サーバがパー
テ ィ シ ョ ンのチャ イル ド レプ リ カを含む場合には、 作成されません。

レプ リ カを削除するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除する レプ リ カを格納するパーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス
ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 削除する レプ リ カの左にあ る を ク リ ッ ク し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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レプリカタイプを変更する

レプ リ カ タ イプを変更し て、 レプ リ カ情報へのア ク セス を制御し ます。 た と えば、 既
存の読み書き可能レプ リ カを読み込み専用レプ リ カに変更し て、 ユーザがレプ リ カに
書き込んだ り 、 デ ィ レ ク ト リ データ を変更でき ないよ う にし ます。

読み書き可能レプ リ カ、 または読み込み専用レプ リ カのタ イプを変更でき ます。 マス
タ レプ リ カのタ イプは変更でき ませんが、 読み書き可能レプ リ カまたは読み込み専用
レプ リ カは、 マス タ レプ リ カに変更でき ます。 これによ り 、 元のマス タ レプ リ カは、
自動的に読み書き可能レプ リ カに変更されます。

通常、 ほ と んどのレプ リ カは、 読み書き可能レプ リ カ と し て使用されます。 読み書き
可能レプ リ カには、 ク ラ イ アン ト 操作によ る書き込みができ ます。 変更が加え られる
と、 読み書き可能レプ リ カは同期情報を送信し ます。 読み込み専用レプ リ カには、 ク
ラ イ アン ト 操作によ る書き込みができ ません。 しかし、 レプ リ カを同期する と、 読み
込み専用レプ リ カは更新されます。

サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スのレプ リ カ タ イプは、 変更でき ません。 サブオー
デ ィ ネー ト リ フ ァ レン スがあ るサーバに、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを配置するには、
レプ リ カの追加操作を行 う 必要があ り ます。 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ
カは、 パーテ ィ シ ョ ンの完全なコ ピーではあ り ません。 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レ
ン ス レプ リ カの配置および管理は、 eDirectory で制御し ます。 サーバがパーテ ィ シ ョ ン
のレプ リ カを含む場合、 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カは、 eDirectory によ
り 自動的にサーバ上に作成されます。 ただし、 サーバがパーテ ィ シ ョ ンのチャ イル ド
レプ リ カを含む場合には、 作成されません。

レプ リ カ タ イプを変更するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する レプ リ カを格納するパーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス
ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 変更する レプ リ カのレプ リ カ タ イプ ( ［タ イプ］ 列内 ) を ク リ ッ ク し ます。

5 新しいレプ リ カ タ イプを ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

レプリカタイプ 説明

 マスタ

ユーザは、このレプリカの内容の読み込みと変更を行うこ
とができ、このレプリカは、下位パーティションの作成や
マージなど、このパーティションに影響を与える将来の
パーティション処理の出発点となります。マスタレプリカ
は、パーティションごとに 1 つだけ設定できます。

 読み書き可能

ユーザは新しいレプリカの内容の読み込みと変更を行うこ
とができます。このパーティションの eDirectory オブジェ

クトを管理するユーザの近くに変更可能なレプリカがない
場合は、このオプションを選択します。

 読み込み専用

ユーザは新しいレプリカの内容を読み込むことができま
すが、変更はできません。このパーティションの
eDirectory オブジェクトを読み込むだけで、変更は行わな

いユーザの近くにレプリカがない場合は、このオプショ
ンを選択します。
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6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 53 ページの 「レプ リ カのタ イプ」 を参照し て く ださい。

フィルタ済みレプリカを設定し管理する

フ ィ ルタ済みレプ リ カには、 eDirectory パーテ ィ シ ョ ンの情報のフ ィ ルタ済みサブセ ッ
ト ( オブジェ ク ト またはオブジェ ク ト ク ラ ス、 およびこれらのオブジェ ク ト の属性と値
のフ ィ ルタ済みセ ッ ト ) が保存されます。

管理者は、 フ ィ ルタ済みレプ リ カのセ ッ ト を保持する eDirectory サーバを作成するため
にフ ィ ルタ済みレプ リ カ機能を使用し ます。 フ ィ ルタ済みレプ リ カのセ ッ ト には、 同
期するオブジェ ク ト および属性のみが含まれます。

このため、 iManager では、 フ ィ ルタ済みレプ リ カのパーテ ィ シ ョ ン ス コープおよび
フ ィ ルタ を作成でき る ツールが用意されています。 ス コープ と は、 単に、 サーバ上で
レプ リ カを保存するパーテ ィ シ ョ ンのセ ッ ト です。 一方、 レプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタ
には、 サーバのフ ィ ルタ済みレプ リ カセ ッ ト に含める eDirectory ク ラ スおよび属性の
セ ッ ト が定義されます。 この結果、 eDirectory サーバには、 ツ リ ー内の多 く のパーテ ィ
シ ョ ンから必要なデータ を抽出し明確に定義されたデータセ ッ ト が保存される こ と に
な り ます。 

サーバのパーテ ィ シ ョ ンス コープおよびレプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタの記述は、 eDirectory
に格納され、 iManager のサーバオブジェ ク ト または ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ 役割
によ って管理でき ます。

143 ページの 「フ ィ ルタ処理済レプ リ カ ウ ィ ザード を使用する」

144 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン ス コープを定義する」

145 ページの 「サーバフ ィ ルタ を設定する」

フィルタ処理済レプリカウィザードを使用する

フ ィ ルタ処理済レプ リ カ ウ ィ ザード を使用する と、 サーバのレプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ル
タおよびパーテ ィ シ ョ ン ス コープを、 表示される手順に従って簡単に設定でき ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［フ ィ ルタ処理済レプ リ カ ウ ィ ザード］ の順に ク
リ ッ ク し ます。

3 フ ィ ルタ済みレプ リ カを設定するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

 フィルタ済み読み書き可能

ユーザは新しいレプリカの内容の読み込みと変更を行うこ
とはできますが、内容はフィルタで指定された eDirectory
オブジェクトとプロパティのタイプに制限されます。

 フィルタ済み読み込み専用

ユーザは新しいレプリカの内容を読み込めても変更はでき
ず、内容はフィルタで指定された eDirectory オブジェクト

とプロパティのタイプに制限されます。

レプリカタイプ 説明
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4 選択されたサーバに設定されたフ ィ ルタの ク ラ スおよび属性を定義するには、
［フ ィ ルタセ ッ ト の定義］ を ク リ ッ ク し ます。 

レプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタには、 サーバのフ ィ ルタ済みレプ リ カセ ッ ト に保存し た
い eDirectory ク ラ スおよび属性のセ ッ ト が含まれます。 フ ィ ルタセ ッ ト の定義の詳
細については、 145 ページの 「サーバフ ィ ルタ を設定する」 を参照し て く ださい。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 このサーバのパーテ ィ シ ョ ン ス コープを定義するには、 ［パーテ ィ シ ョ ン ス コープ
の定義］ を ク リ ッ ク し ます。 

パーテ ィ シ ョ ン ス コープの詳細については、 144 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン ス コー
プを定義する」 を参照し て く ださい。

7 ［次へ］ > ［完了］ の順に ク リ ッ ク し ます。

パーティションスコープを定義する

パーテ ィ シ ョ ン ス コープは、 サーバ上でレプ リ カを保存するパーテ ィ シ ョ ンのセ ッ ト
です。 iManager の ［レプ リ カビ ュー］ ページには、 eDirectory ツ リ ーのパーテ ィ シ ョ ン
の階層が表示されます。 個別のパーテ ィ シ ョ ン、 指定し た分岐のパーテ ィ シ ョ ンセ ッ
ト 、 またはツ リ ー内のすべてのパーテ ィ シ ョ ンを選択でき ます。 次に、 サーバに追加
する これらのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ タ イプを選択するか、 既存のレプ リ カ タ イプ
を変更し ます。

サーバには、 完全なレプ リ カ も フ ィ ルタ済みレプ リ カ も保存でき ます。 詳細について
は、 56 ページの 「フ ィ ルタ済みレプ リ カ」 を参照し て く ださい。

eDirectory サーバのレプリカを表示する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 表示するサーバの名前およびコ ンテキス ト を指定し て ［OK］ を ク リ ッ ク し、 この
サーバのレプ リ カ リ ス ト を表示し ます。

eDirectory サーバにフィルタ済みレプリカを追加する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 フ ィ ルタ済みレプ リ カを追加するサーバの名前およびコ ンテキス ト を指定し、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［レプ リ カの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5 パーテ ィ シ ョ ンの名前およびコ ンテキス ト を指定し ます。

6 ［フ ィ ルタ済み読み書き可能］ または ［フ ィ ルタ済み読み込み専用］ を ク リ ッ ク し、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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完全なレプリカをフィルタ済みレプリカへ変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する レプ リ カを格納するパーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス
ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 変更する レプ リ カのレプ リ カ タ イプ ( ［タ イプ］ 列内 ) を ク リ ッ ク し ます。

5 ［フ ィ ルタ済み読み書き可能］ または ［フ ィ ルタ済み読み込み専用］ を ク リ ッ ク し、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

サーバフィルタを設定する

サーバレプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタには、 サーバのフ ィ ルタ済みレプ リ カセ ッ ト に保存
し たい eDirectory ク ラ スおよび属性のセ ッ ト が含まれます。 どのサーバオブジェ ク ト か
らでも フ ィ ルタ を設定でき ます。 フ ィ ルタ済みレプ リ カの場合、 サーバご と にフ ィ ル
タ を 1 つだけ作成でき ます。 つま り 、 あ る eDirectory サーバ用に定義されている フ ィ ル
タは、 そのサーバ上のすべてのフ ィ ルタ済みレプ リ カに適用されます。 ただし、 完全
なレプ リ カにはフ ィ ルタは適用されません。

サーバのフ ィ ルタは必要に応じ て変更でき ますが、 変更する と レプ リ カの再同期が発
生するため時間がかか り ます。 サーバの機能については、 慎重に計画する こ と を推奨
し ます。

次の方法のいずれかで、 サーバのフ ィ ルタ を設定または変更でき ます。

145 ページの 「レプ リ カビ ューを使用する」

145 ページの 「サーバオブジェ ク ト を使用する」

レプリカビューを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する レプ リ カを格納するパーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス
ト を指定し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 変更するサーバまたはパーテ ィ シ ョ ンの ［Edit in the Filter］ 列を ク リ ッ ク し ます。

5 適切な ク ラ スおよび属性を追加し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

サーバオブジェクトを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する レプ リ カを格納するサーバの名前およびコ ンテキス ト を指定し て、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［レプ リ カ］ タブを ク リ ッ ク し ます。
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5 このサーバにフ ィ ルタが定義されていなかった場合、 ［フ ィ ルタは空です］ を ク
リ ッ ク し て ［フ ィ ルタの編集］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開き、 目的の ク ラ スおよび属
性を追加し ます。

または

［Copy Filter From］ を ク リ ッ ク し、 コ ピーする フ ィ ルタ を持つオブジェ ク ト ( 別の
サーバなど ) を参照し ます。

6 既存のフ ィ ルタ を編集するには、 フ ィ ルタ内のハイパー リ ン ク付き ア イ テムを ク
リ ッ ク し、 ［フ ィ ルタの編集］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開いて、 目的のク ラ スおよび
属性を追加または削除し ます。

パーティションおよびレプリカを表示する

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

146 ページの 「サーバのパーテ ィ シ ョ ンを表示する」

146 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンレプ リ カを表示する」

147 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンに関する情報を表示する」

147 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンの階層を表示する」

147 ページの 「レプ リ カに関する情報を表示する」

サーバのパーティションを表示する

Novell iManager では、 サーバに割 り 当て られたパーテ ィ シ ョ ンを表示でき ます。 サー
バオブジェ ク ト をデ ィ レ ク ト リ ツ リ ーから削除し よ う とする場合、 サーバに格納され
ているパーテ ィ シ ョ ンの表示が必要と なる場合があ り ます。 この場合、 オブジェ ク ト
を削除する前に、 削除する レプ リ カを表示でき ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 サーバオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パーティションレプリカを表示する

この操作によ り 、 次を識別でき ます。

パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが存在するサーバ

パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カのホス ト と なっているサーバ

読み書き可能レプ リ カ、 読み込み専用レプ リ カ、 およびサブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ
レン ス レプ リ カを含むサーバ

各パーテ ィ シ ョ ンレプ リ カの状態

パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを表示するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 パーテ ィ シ ョ ンの名前と コ ンテキス ト を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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パーティションに関する情報を表示する

パーテ ィ シ ョ ンに関する情報 ( 成功し た 新の同期や 近試みた同期など ) を表示する
主な目的は、 パーテ ィ シ ョ ンの同期情報を確認する こ と です。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［パーテ ィ シ ョ ンの情報を表示し ます］ の順に ク
リ ッ ク し ます。

3 パーテ ィ シ ョ ンの名前と コ ンテキス ト を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パーティションの階層を表示する

iManager では、 パーテ ィ シ ョ ンの階層を容易に表示でき ます。 コ ンテナオブジェ ク ト
を展開し て、 ペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンやチャ イル ド パーテ ィ シ ョ ンを表示でき ます。 

パーテ ィ シ ョ ンのルー ト であ る コ ンテナには、 次のア イ コ ンが表示されます ： 。

レプリカに関する情報を表示する

レプ リ カに関する情報を表示する主な目的は、 レプ リ カの状態を確認する こ と です
eDirectory レプ リ カの状態は、 それが実行しているパーテ ィ シ ョ ンや複製の操作によ って
さ まざまです。 次の表では、 iManager で表示される レプ リ カの状態を説明しています。

状態 説明

オン 現在パーティションや複製の操作を実行していない

新規 サーバに新しいレプリカとして追加中

停止中 サーバから削除中

停止 サーバからの削除が完了

マスタ開始 マスタレプリカへ変更中

マスタ完了 マスタレプリカへの変更が完了

タイプの変更 他のレプリカタイプへの変更中

ロック状態 パーティションの移動または修復の操作の準備が滞っている

移動へ移行 パーティションの移動操作を開始中

移動 パーティションの移動操作中

分割へ移行 パーティションの分割操作 ( チャイルドパーティションの作成 ) を開始中

分割 パーティションの分割 ( チャイルドパーティションの作成 ) 操作中

結合 ペアレントパーティションへのマージ中

オンへ移行 オン状態へ戻る直前

不明 iManager で認識できない状態
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レプ リ カの情報を表示するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 パーテ ィ シ ョ ン またはサーバの名前およびコ ンテキス ト を入力し て、 ［OK］ を ク
リ ッ ク し ます。
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6 Novell eDirectory 管理ユーティリティ

この章では、 Novell® eDirectoryTM で提供されている次のユーテ ィ リ テ ィ について説明し
ます。

149 ページの 「Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ 」

188 ページの 「イ ンデッ ク スマネージ ャ」

193 ページの 「プレデ ィ ケー ト データ」

194 ページの 「eDirectory Service Manager」

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティ

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ は次の操作に使用でき ます。

LDIF フ ァ イルから LDAP デ ィ レ ク ト リ へのデータのイ ンポー ト

LDAP デ ィ レ ク ト リ から LDIF フ ァ イルへのデータのエ ク スポー ト

LDAP サーバ間でのデータの移行

スキーマの比較と更新の実行

テンプレー ト を使用し た eDirectory への情報のロード

SCH フ ァ イルから LDAP デ ィ レ ク ト リ へのスキーマのイ ンポー ト  

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 形式に応じ てデータ を読み書
きするための一連のハン ド ラ を管理し ます。 データ を読み込むハン ド ラ を ソースハン
ド ラ と呼び、 データ を書き込むハン ド ラ を ターゲ ッ ト ハン ド ラ と呼びます。 1 つの実行
可能モジ ュールがソースハン ド ラ と ターゲ ッ ト ハン ド ラの両方と し て機能する こ と も
あ り ます。 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンは、 ソースハン ド ラからデー
タ を受け取ってそれを処理し、 処理し たデータ を ターゲ ッ ト ハン ド ラに渡し ます。

た と えば、 LDIF データ を LDAP デ ィ レ ク ト リ にイ ンポー ト する場合、 Novell イ ンポー
ト / エ ク スポー ト 変換エンジンは、 LDIF ソースハン ド ラ を使用し て LDIF フ ァ イルを
読み込み、 読み込んだデータ を LDAP ターゲ ッ ト ハン ド ラ を使用し て LDAP デ ィ レ ク
ト リ サーバに送信し ます。 LDIF フ ァ イルの構文、 構造およびデバッ グの詳細について
は、「LDIF フ ァ イルの ト ラブルシ ューテ ィ ング」を参照し て く ださい。

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ク ラ イ アン ト ユーテ ィ リ テ ィ は、 コマン ド ラ イ
ン、 ConsoleOne® スナッ プイ ン、 または Novell iManager のイ ンポー ト / エ ク スポー ト 変
換ウ ィ ザード から実行でき ます。 ただし、 コ ンマ区切 り のデータに対応し たハン ド ラ
は、 コマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ と Novell iManager でのみ使用でき ます。
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Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 次のどち らの方法でも使用で
き ます。 

150 ページの 「Novell iManager イ ンポー ト / エク スポー ト 変換ウ ィ ザード を使用する」 

158 ページの 「コマン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェース を使用する」

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンには、 ウ ィ ザード から も コマン ド ラ イ ン
イ ン タ フ ェースから も ア ク セスでき ます。 ただし、 ソースハン ド ラ と ターゲ ッ ト ハン
ド ラの組み合わせの選択肢は、 コマン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェース を使用する場合のほ う
が多 く な り ます。

NDS および eDirectory の旧バージ ョ ンで提供されていた BULKLOAD ユーテ ィ リ テ ィ
と ZONEIMPORT ユーテ ィ リ テ ィ はどち ら も、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換
ユーテ ィ リ テ ィ に変更されま し た。

Novell iManager インポート / エクスポート変換ウィザードを使用する

イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード は次の操作に使用でき ます。

LDIF、 区切 り テキス ト フ ァ イル、 スキーマフ ァ イルまたは LOAD フ ァ イルからの
データのイ ンポー ト 。

LDIF フ ァ イルへのデータのエ ク スポー ト 。

サーバ間でのデータの移行。

LDIF またはスキーマフ ァ イルからサーバへのデータの追加。

あ るサーバから別のサーバへのデータの追加。

LDIF またはスキーマフ ァ イル と別の LDIF フ ァ イルの間のデータ比較。

サーバ と LDIF フ ァ イルの間のデータ比較。

順序フ ァ イルの生成。

Novell iManager の使用方法と ア ク セス方法の詳細については、 『Novell iManager 2.5 管
理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/index.html) を参照し て く だ
さい。

データをファイルからインポートする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［デ ィ ス ク上のフ ァ イルからデータ を イ ンポー ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

4 イ ンポー ト する フ ァ イルのタ イプを選択し ます。

5 イ ンポー ト するデータが含まれている フ ァ イルの名前を指定し、 適切なオプシ ョ ン
を指定し てから ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

このページのオプシ ョ ンは、 選択し たフ ァ イルのタ イプによ って異な り ます。 使用
可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

6 データのイ ンポー ト 先にな る LDAP サーバを指定し ます。
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7 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

8 ［次へ］ > ［完了］ の順に ク リ ッ ク し ます。

データをファイルへエクスポートする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［デ ィ ス ク上のフ ァ イルにデータ をエ ク スポー ト ］ > ［次へ］ の順に ク リ ッ ク し
ます。

4 エ ク スポー ト するエン ト リ が格納されている LDAP サーバを指定し ます。

［詳細設定］ を使用し て、 LDAP ソースハン ド ラの追加オプシ ョ ンを設定し ます。
使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

5 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

6 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス ソース LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート ソース LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER ファ

イルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性
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7 エ ク スポー ト するエン ト リ の検索条件を次のよ う に指定し ます。

8 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

9 エ ク スポー ト する フ ァ イルのタ イプを選択し ます。

エ ク スポー ト されたフ ァ イルは、 一時的な場所に保存されます。 このフ ァ イルは、
イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード の 後でダウ ン ロード でき ます。

10 ［次へ］ > ［完了］ の順に ク リ ッ ク し ます。

LDAP サーバ間でデータを移行する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［Migrate Data Between Servers］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク し ます。

4 移行するエン ト リ が格納されている LDAP サーバを指定し ます。

［詳細設定］ を使用し て、 LDAP ソースハン ド ラの追加オプシ ョ ンを設定し ます。
使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

5 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

オプション 説明

ベース DN 検索要求のベース識別名

このフィールドを指定しなかった場合、デフォルトのベース DN である

""( 空の文字列 ) が使用されます。

スコープ 検索要求のスコープ

フィルタ RFC 1558 準拠の検索フィルタ

デフォルトは「objectclass=*」です。

属性 検索エントリごとに取得する属性

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス ソース LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート ソース LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性
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6 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 移行するエン ト リ の検索条件を次のよ う に指定し ます。

8 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

9 データ を移行する LDAP サーバを指定し ます。

10 ［次へ］ > ［完了］ の順に ク リ ッ ク し ます。

注 : スキーマが各 LDAP サービスで整合性を保っていることを確認します。

スキーマをファイルから更新する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［フ ァ イルから スキーマを追加］ > ［次へ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

4 追加する フ ァ イルのタ イプを選択し ます。 

LDIF およびスキーマフ ァ イルから タ イプを選択でき ます。

5 追加するデータが含まれている スキーマの名前を指定し、 適切なオプシ ョ ンを指定
し てから ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

追加先のサーバにスキーマを追加せずに、 スキーマの比較だけをする場合は、 ［ス
キーマを追加し ないで比較］ を選択し ます。 追加のスキーマは追加先サーバに追加
されず、 処理の 後に表示される リ ン クから スキーマの相違点を確認でき ます。

このページのオプシ ョ ンは、 選択し たフ ァ イルのタ イプによ って異な り ます。 使用
可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

6 スキーマのイ ンポー ト 先にな る LDAP サーバを指定し ます。

オプション 説明

ベース DN 検索要求のベース識別名

このフィールドを指定しなかった場合、デフォルトのベース DN である

""( 空の文字列 ) が使用されます。

スコープ 検索要求のスコープ

フィルタ RFC 2254 準拠の検索フィルタ

デフォルトは「objectclass=*」です。

属性 検索エントリごとに取得する属性
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7 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

8 ［次へ］ > ［完了］ の順にを ク リ ッ ク し ます。

スキーマをサーバから追加する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［サーバから スキーマを追加］ > ［次へ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

4 スキーマの追加元にな る LDAP サーバを指定し ます。

5 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

追加先のサーバにスキーマを追加せずに、 スキーマの比較だけをする場合は、 ［ス
キーマを追加し ないで比較］ を選択し ます。 追加のスキーマは追加先サーバに追加
されず、 処理の 後に表示される リ ン クから スキーマの相違点を確認でき ます。

6 スキーマの追加先にな る LDAP サーバを指定し ます。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性
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7 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

8 ［次へ］ > ［完了］ の順にを ク リ ッ ク し ます。

スキーマファイルを比較する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［スキーマフ ァ イルの比較］ > ［次へ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

4 比較する フ ァ イルのタ イプを選択し ます。 

LDIF およびスキーマフ ァ イルから形式を選択でき ます。

5 比較するデータが含まれている スキーマの名前を指定し、 適切なオプシ ョ ンを指定
し てから ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

このページのオプシ ョ ンは、 選択し たフ ァ イルのタ イプによ って異な り ます。 使用
可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

6 比較する スキーマフ ァ イルを指定し ます。 

LDIF フ ァ イルのみを選択でき ます。

7 ［次へ］ > ［完了］ の順にを ク リ ッ ク し ます。

2 つのスキーマフ ァ イルの相違点は、 処理の 後に表示される リ ン クから確認でき ます。

サーバとファイルからスキーマを比較する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［サーバと フ ァ イル間でスキーマフ ァ イルを比較］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク し ます。

4 スキーマの比較元にな る LDAP サーバを指定し ます。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性
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5 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

6 比較する フ ァ イルのタ イプを選択し ます。

7 比較するデータが含まれている フ ァ イルの名前を指定し、 適切なオプシ ョ ンを指定
し てから ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

このページのオプシ ョ ンは、 選択し たフ ァ イルのタ イプによ って異な り ます。 使用
可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

8 ［次へ］ > ［完了］ の順にを ク リ ッ ク し ます。

サーバのスキーマ と スキーマフ ァ イルの相違点は、 処理の 後に表示される リ ン ク か
ら確認でき ます。

順序ファイルを生成する

このオプシ ョ ンは、 区切 り データ フ ァ イルからデータ を イ ンポー ト するために、 delim
ハン ド ラ を使用する順序フ ァ イルを生成し ます。 ウ ィ ザード では、 特定のオブジェ ク
ト ク ラ スの属性 リ ス ト を含む順序フ ァ イルを作成でき ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［順序フ ァ イルの生成］、 ［次へ］ の順にク リ ッ ク し ます。

4 順序フ ァ イルを生成する ク ラ ス を選択し て、 ［表示］ を ク リ ッ ク し ます。

［順次属性］ リ ス ト に追加する属性を選択し ます。

補助ク ラ ス を選択し て、 ［選択された補助ク ラ ス］ リ ス ト に追加し ます。

［順次属性］ リ ス ト および ［補助ク ラ ス］ リ ス ト の詳細については、 iMonitor のオ
ン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。

［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性
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5 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

［詳細設定］ を使用し て、 LDAP ソースハン ド ラの追加オプシ ョ ンを設定し ます。
使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

［処理する レ コード］ を使用し て、 データ フ ァ イルで処理する レ コード を選択し て
く ださい。 使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く
ださい。

6 次の表の説明を参照し て、 適切なオプシ ョ ンを追加し ます。

［詳細設定］ を使用し て、 LDAP ソースハン ド ラの追加オプシ ョ ンを設定し ます。
使用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

7 ［次へ］ > ［完了］ の順に ク リ ッ ク し ます。

オプション 説明

コンテキスト 作成されたオブジェクトを関連付けるコンテキスト

データファイルを選択 データファイルの場所

データファイルでデリミタを
選択

データファイル内で使用される区切り記号。デフォルトの
区切り記号はコンマ (,) です

ネーミング属性を選択 選択したクラスで使用できるすべての属性のリストのネー
ミング属性

オプション 説明

サーバの DNS 名 /IP アドレス 相手 LDAP サーバの DNS 名または IP アドレス

ポート 相手 LDAP サーバのポート番号 ( 整数 )

DER ファイル SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER
ファイルの名前

ログイン方法 ［認証ログイン］または［匿名ログイン］(［ユーザ DN］

フィールドに指定したエントリのログイン方法 )

ユーザ DN サーバで指定されたバインド操作に使用されるエントリの
識別名

パスワード ［ユーザ DN］フィールドで指定したエントリのパスワード

属性
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コマンドラインインタフェースを使用する

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ のコマン ド ラ イ ンバージ ョ ンは、
次の操作に使用でき ます。

LDIF のイ ンポー ト

LDIF のエ ク スポー ト

コ ンマ区切 り データのイ ンポー ト

コ ンマ区切 り データのエ ク スポー ト

LDAP サーバ間でのデータの移行

スキーマの比較と更新

テンプレー ト を使用し た eDirectory への情報のロード

スキーマのイ ンポー ト

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード は、 Novell iManager の一部と し て イ ン
ス ト ールされます。 Win32* バージ ョ ン (ice.exe) と NetWare® バージ ョ ン (ice.nlm) の両
方がイ ン ス ト ールされます。 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX の各システムの場
合、 イ ンポー ト / エ ク スポー ト ユーテ ィ リ テ ィ は、 NOVLice パッ ケージに含まれてい
ます。

Novell インポート / エクスポート変換構文

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 次の構文で起動し ます。

ice 標準オプシ ョ ン
-S[LDIF | LDAP | DELIM | LOAD | SCH] ソースのオプシ ョ ン
-D[LDIF | LDAP | DELIM] ターゲ ッ ト のオプシ ョ ン

またはスキーマキ ャ ッ シュ を使用する場合は、 次の構文にな り ます。

ice -C スキーマオプシ ョ ン
-S[LDIF | LDAP] ソースのオプシ ョ ン
-D[LDIF | LDAP] ターゲ ッ ト のオプシ ョ ン

スキーマキ ャ ッ シ ュ を使用し て更新を実行する場合、 LDIF フ ァ イルはターゲ ッ ト と し
て有効ではあ り ません。

一般オプシ ョ ンの指定は任意です。 ただし、 指定する場合はソースハン ド ラオプシ ョ ン
やターゲ ッ ト ハン ド ラオプシ ョ ン よ り 前に指定し ます。 -S ( ソース ) ハン ド ラセ ク シ ョ
ン と -D ( ターゲ ッ ト ) ハン ド ラセ ク シ ョ ンはどち ら を先に指定し て もかまいません。 

利用でき る ソースハン ド ラ と ターゲ ッ ト ハン ド ラは次の とお り です。

161 ページの 「LDIF ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」

162 ページの 「LDIF ターゲ ッ ト ハン ド ラのオプシ ョ ン」

162 ページの 「LDAP ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」

165 ページの 「LDAP ターゲ ッ ト ハン ド ラのオプシ ョ ン」

166 ページの 「DELIM ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」

167 ページの 「DELIM ターゲ ッ ト ハン ド ラのオプシ ョ ン」

168 ページの 「SCH ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」

168 ページの 「LOAD ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」
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一般オプション

一般オプシ ョ ンは、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンの処理全体に影響の
あ るオプシ ョ ンです。

スキーマオプション

スキーマオプシ ョ ンでは、 スキーマキ ャ ッ シュ を使用し てスキーマの比較および更新
操作を実行でき ます。

オプション 説明

-C スキーマキャッシュを使用して比較および更新を実行する場合に指定します。 

-l ログファイル 出力メッセージ ( エラーメッセージなど ) を書き込むログファイルの名前を

指定します。このオプションを指定しなかった場合、エラーメッセージは
ice.log に出力されます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の各システムでは、このオプションを

指定しなかった場合、エラーメッセージのログは記録されません。

-o 既存のログファイルを上書きする場合に指定します。このフラグを設定しな
かった場合、メッセージは既存のログファイルの末尾に追加されます。 

-e LDIF エラーログ

ファイル

正常に処理されなかったエントリを書き込むファイルの名前を指定します。
エントリは LDIF 形式で書き込まれます。このファイルは、内容を調べてエ

ラーを修正したうえで元のディレクトリに再適用できます。

-p URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 配置ルールが格納

されている場所を指定します。配置ルールはエントリの位置を変更するとき
に使用します。詳細については、176 ページの「変換ルール」を参照してく

ださい。

-c URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 作成ルールが格納さ

れている場所を指定します。作成ルールは、インポート時にエントリを正し
く作成するために必要な情報が欠落している場合にそれを補うために使用し
ます。詳細については、176 ページの「変換ルール」を参照してください。

-s URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML スキーママッピン

グルールが格納されている場所を指定します。スキーママッピングルールに
よって、転送元サーバのスキーマエレメントを、転送先サーバ上の同等では
あるが異なるスキーマエレメントにマッピングできます。

詳細については、176 ページの「変換ルール」を参照してください。

-b (NetWare のみ ) 実行終了時の ICE コンソール画面で、入力を待って停止しない場合に指定し

ます。

-h または -? コマンドラインのヘルプを表示します。

オプション 説明

-C -a ターゲットスキーマを更新します ( 足りないスキーマを追加します ) 。

-C -c ファイル名 指定したファイルにターゲットスキーマを出力します。

-C -n スキーマの事前チェックを無効にします。
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ソースハンドラのオプション

ソースハン ド ラオプシ ョ ン (-S) で、 イ ンポー ト するデータのソース を決定し ます。 コマ
ン ド ラ イ ンには、 次の う ちの 1 つだけを指定でき ます。

ターゲットハンドラのオプション

ターゲ ッ ト ハン ド ラオプシ ョ ン (-D) で、 エ ク スポー ト するデータの書き込み先を決定
し ます。 コマン ド ラ イ ンには、 次の う ちの 1 つだけを指定でき ます。

オプション 説明

-SLDIF LDIF ファイルをソースとして指定します。

サポートされている LDIF オプションのリストについては、161 ページの「LDIF
ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SLDAP LDAP サーバをソースとして指定します。

サポートされている LDAP オプションのリストについては、162 ページの

「LDAP ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SDELIM コンマ区切りのデータファイルをソースとして指定します。

サポートされている DELIM オプションのリストについては、166 ページの

「DELIM ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SSCH   スキーマファイルをソースとして指定します。

サポートされている SCH オプションのリストについては、168 ページの「SCH
ソースハンドラのオプション」を参照してください。

-SLOAD DirLoad テンプレートをソースとして指定します。

サポートされている LOAD オプションのリストについては、168 ページの

「LOAD ソースハンドラのオプション」を参照してください。

オプション 説明

-DLDIF LDIF ファイルを書き込み先として指定します。 

サポートされているオプションのリストについては、162 ページの「LDIF
ターゲットハンドラのオプション」を参照してください。

-DLDAP LDAP サーバを書き込み先として指定します。

サポートされているオプションのリストについては、165 ページの「LDAP
ターゲットハンドラのオプション」を参照してください。

-DDELIM コンマ区切りのデータファイルを書き込み先として指定します。

サポートされているオプションのリストについては、167 ページの「DELIM
ターゲットハンドラのオプション」を参照してください。
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LDIF ソースハンドラのオプション

LDIF ソースハン ド ラは、 LDIF フ ァ イルからデータ を読み込んで、 それを Novell イ ン
ポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンに送 り ます。

オプション 説明

-f LDIF ファイル LDIF ソースハンドラで読み込んだ LDIF レコードを格納するファイルの名前

を指定します。これらの LDIF レコードはインポート / エクスポート変換エン

ジンに送信されます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の各システムでは、このオプションを指

定しなかった場合、入力データは stdin から読み込まれます。

-a このオプションを設定した場合、指定した LDIF ファイル内のレコードが内容

レコード ( 変更タイプが設定されていないレコード ) であれば、これらのレ

コードの変更タイプは「追加」であるとみなされます。

-c エラーが発生しても LDIF ソースハンドラの処理を続行したい場合に指定しま

す。ここでいうエラーとは、LDIF 解析エラーや、ターゲットハンドラからの

エラー返信などです。このオプションが設定されている場合にエラーが発生
すると、LDIF ソースハンドラは、エラーを報告したうえで、LDIF ファイル

の次のレコードを検出し、処理を続行します。

-e データのエクスポートまたはインポートに応じて LDAP サーバから送受信さ

れる暗号化属性の暗号化または複合化に使用される方式 (DES/3DES) を指定

します。

-E LDIF ファイル内の暗号化属性を復号化するためのパスワードです。

-n 実際の更新は行わず、更新を行った場合の結果を印刷して確認する場合に指
定します。このオプションを設定すると、LDIF ソースハンドラは、LDIF
ファイルの解析は行いますが、Novell インポート / エクスポート変換エンジ

ンやターゲットハンドラへのレコードの送信は行いません。

-m このオプションを設定した場合、指定した LDIF ファイル内のレコードが内容

レコード ( 変更タイプが設定されていないレコード ) であれば、これらのレ

コードの変更タイプは「変更」であるとみなされます。

-x このオプションを設定した場合、指定した LDIF ファイル内のレコードが内容

レコード ( 変更タイプが設定されていないレコード ) であれば、これらのレ

コードの変更タイプは「削除」であるとみなされます。

-R 値 処理するレコードの範囲を指定します。

-v ハンドラの冗長モードを有効にします。
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LDIF ターゲットハンドラのオプション

LDIF ターゲ ッ ト ハン ド ラは、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンからデー
タ を受け取 り 、 そのデータ を LDIF フ ァ イルに書き込みます。

LDAP ソースハンドラのオプション

LDAP ソースハン ド ラは、 検索要求を該当する LDAP サーバに送信する こ と によ って
そのサーバからデータ を読み込みます。 LDAP ソースハン ド ラは、 検索操作の結果と
し て受け取った検索エン ト リ を Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンに送 り
ます。

オプション 説明

-f LDIF ファイル LDIF レコードの書き込み先になるファイルの名前を指定します。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX の各システムでは、このオプションを指

定しなかった場合、出力データは stdout に送られます。

-B バイナリ値も印刷します。

-b LDIF データの Base64 エンコードを行いません。

-e データのエクスポートまたはインポートに応じて LDAP サーバから送受信さ

れる暗号化属性の暗号化または複合化に使用される方式 (DES/3DES) を指定

します。

-E LDAP サーバから送られる暗号化属性を暗号化するためのパスワードです。

オプション 説明

-s サーバ名 ハンドラが検索要求を送るときの送信先 LDAP サーバの DNS 名または IP
アドレスを指定します。デフォルトはローカルホストです。

-p ポート サーバ名で指定した LDAP サーバのポート番号を整数で指定します。デ

フォルトは 389 です。セキュリティ保護された処理の場合、デフォルト

ポートは 636 です。

ICE が SSL ポート ( デフォルトは 636) で LDAP サーバと証明書なしで通

信している場合は、サーバの証明書を信頼できるものとして許可します。
このオプションは、サーバおよびクライアント間で暗号化された通信が行
われ、サーバの証明書を必要としないような制御された環境でのみ使用し
てください。

-d DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリの識別名を指
定します。

-w パスワード DN で指定したエントリのパスワード属性を指定します。

-W DN で指定したエントリのパスワードの入力を求めるプロンプトが表示さ

れます。

このオプションは、Linux、Solaris、AIX、および HP-UX にのみ適用され

ます。
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-F フィルタ RFC 1558 準拠の検索フィルタを指定します。このオプションを指定しな

かった場合、デフォルトの検索フィルタである「objectclass=*」が使用さ

れます。

-n 実際の検索は行わず、検索の条件などを表示して確認する場合に指定し
ます。

-a 属性リスト 検索対象の属性をコンマ区切りのリスト形式で指定します。属性名を指定
するか、次の 3 つのうちいずれかを指定します。

属性を検索しない場合は、「1.1」

すべてのユーザ属性を検索する場合は、「*」

オペレーショナルでない属性をすべて検索する場合は、空のリスト。

このオプションを指定しなかった場合、属性リストは空のリスト ( デフォ

ルト ) になります。

-o 属性リスト LDAP サーバから受け取った検索結果をインポート / エクスポート変換エ

ンジンに送信する前に、その検索結果から削除する属性をコンマ区切りの
リスト形式で指定します。このオプションは、-a オプションでワイルド

カードを指定してクラスの属性を初めにすべて検索してから、その検索結
果をインポート / エクスポート変換エンジンに渡す前に一部の属性を削除

したい場合に便利です。 

たとえば、「-a* -o telephoneNumber」と指定すると、ユーザレベルの属性

がすべて検索された後で、その検索結果から telephoneNumber 属性が削除

されます。

-R 参照結果を自動的に適用しない場合に指定します。デフォルトでは、-d お

よび -w オプションで指定された名前とパスワードによる参照結果が自動

的に適用されます。

-e 値 LDAP クライアント SDK で有効にするデバッグフラグを指定します。

詳細については、「LDAP SDK デバッギングフラグを使用する」を参照し

てください。

-b ベース DN 検索要求のベース識別名を指定します。このオプションを指定しなかった
場合、デフォルトのベース DN である " "( 空の文字列 ) が使用されます。

-c 検索スコープ 検索要求のスコープを指定します。有効な値は次のとおりです。

One：この値を指定すると、ベースオブジェクトの直接のチャイルドだ

けが検索の対象になります。

Base：この値を指定すると、ベースオブジェクトのエントリだけが検

索の対象になります。

Sub：この値を指定すると、ベースオブジェクトをルートとする LDAP
サブツリー ( ベースオブジェクトも含まれる ) が検索の対象になります。

このオプションを指定しなかった場合は、検索スコープのデフォルトの
「Sub」が使用されます。

オプション 説明
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-r 別名の逆参照 検索時に別名を逆参照する方法を指定します。指定できる値は次のとおり
です。

Never：この値を指定すると、サーバは別名の逆参照を行いません。

Always：この値を指定すると、検索のベースオブジェクトを検索すると

きと検索フィルタに一致するエントリを評価するときの両方で、別名の
逆参照が行われます。

Search：この値を指定すると、ベースオブジェクトを検出した後で検索

スコープ内のエントリにフィルタを適用するときには別名の逆参照が行
われますが、ベースオブジェクト自体の検索時には別名の逆参照は行わ
れません。

Find：この値を指定すると、検索のベースオブジェクトを検索するとき

には別名の逆参照が行われますが、検索フィルタに一致するエントリを
評価するときには別名の逆参照は行われません。

このオプションを指定しなかった場合は、別名逆参照の方式のデフォルト
である「Never」が使用されます。

-l 制限時間 検索の制限時間を秒単位で指定します。

-z サイズ制限 検索結果として取得できるエントリの 大数を指定します。

-V バージョン 接続に使用する LDAP プロトコルのバージョンを指定します。2 または 3
を指定します。このオプションを省略した場合のデフォルト値は 3 です。

-v ハンドラの冗長モードを有効にします。

-L ファイル名 SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER 形式のファイルを

指定します。

-A 属性名だけを取得したいときに指定します。このオプションを指定した場
合、出力される検索結果に属性値は含まれません。

-t エラーが発生しても LDAP ハンドラの処理を続行したい場合に指定します。

-m LDAP 操作は「変更」になります。

-x LDAP 操作は「削除」になります。

-k SSL を使用して接続します。

-M Manage DSA IT コントロールを有効にします。

-MM Manage DSA IT コントロールを有効にし、重要度を高く設定します。

オプション 説明
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LDAP ターゲットハンドラのオプション

LDAP ターゲ ッ ト ハン ド ラは、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンからデー
タ を受け取 り 、 それを LDAP サーバに送信し ます。 データは更新操作の形で送信され、
送信先サーバによ って実行されます。

LDIF フ ァ イル内のハッ シ ュ化パス ワード については、「LDIF フ ァ イル内でのハッ シュ
化パス ワード の表記」を参照し て く ださい。

オプション 説明

-s サーバ名 ハンドラが検索要求を送るときの送信先 LDAP サーバの DNS 名または IP
アドレスを指定します。デフォルトはローカルホストです。

-p ポート サーバ名で指定した LDAP サーバのポート番号を整数で指定します。デ

フォルトは 389 です。セキュリティ保護された処理の場合、デフォルト

ポートは 636 です。

-d DN サーバによって指定されたバインド操作に使用するエントリの識別名を指
定します。

-w パスワード DN で指定したエントリのパスワード属性を指定します。

-W DN で指定したエントリのパスワードの入力を求めるプロンプトが表示さ

れます。

このオプションは、Linux、Solaris、AIX、および HP-UX にのみ適用され

ます。

-B サーバへの更新操作の転送に非同期LBURP (LDAP Bulk Update/Replication 
Protocol) 要求を使用しない場合は、このオプションを指定します。標準の

同期 LDAP 更新操作要求を使用します。

詳細については、185 ページの「LBURP (LDAP Bulk Update/Replication 
Protocol)」を参照してください。

-F 前方参照を作成可能にしたい場合は、このオプションを指定します。作成
するエントリのペアレントが存在しない場合、エントリが正常に作成でき
るよう、そのエントリのペアレントに対応するプレースフォルダが作成さ
れます。このプレースフォルダを前方参照といいます。以後の処理でペア
レントが作成されると、前方参照は通常のエントリに変更されます。

-l パスワード値の格納に NMASTM (Novell Modular Authentication Service) の
簡易パスワード方式を使用する場合は、このオプションを指定します。簡
易パスワード方式の場合、パスワードはディレクトリ内の安全な場所で保
持されますが、キーのペアはサーバ間での認証で実際に必要になるまで生
成されません。これにより、パスワード情報を持つオブジェクトのロード
にかかる時間を短縮できます。 

-e 値 LDAP クライアント SDK で有効にするデバッグフラグを指定します。

詳細については、「LDAP SDK デバッギングフラグを使用する」を参照し

てください。

-V バージョン 接続に使用する LDAP プロトコルのバージョンを指定します。2 または 3
を指定します。このオプションを省略した場合のデフォルト値は 3 です。

-L ファイル名 SSL 認証に使用するサーバキーが格納されている DER 形式のファイルを

指定します。
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DELIM ソースハンドラのオプション

DELIM ソースハン ド ラはコ ンマ区切 り のデータ フ ァ イルからデータ を読み込み、 それ
を ターゲ ッ ト ハン ド ラに送信し ます。

-k SSL を使用して接続します。

-M Manage DSA IT コントロールを有効にします。

-MM Manage DSA IT コントロールを有効にし、重要度を高く設定します。

-P 同時 LBURP 処理を有効にします。このオプションは、LDIF 内のすべての

処理を追加する場合にだけ有効にします。-F オプションを使用する場合

は、-P はデフォルトで有効になります。

-Z 非同期要求の数を指定します。サーバから返される結果を待たずに、ICE
クライアントが LDAP サーバに非同期に送信できるエントリの数を示し

ます。

オプション 説明

-f ファイル名 DELIM ソースハンドラによって読み込まれるコンマ区切りのレコードを含

んだファイルの名前を指定します。これらの DELIM レコードはターゲット

ハンドラに送信されます。

-F 値 -f で指定したファイルに対する属性のデータオーダを含んだファイル名を指

定します。このオプションが指定されていない場合、-t を使用してこの情報

を直接入力します。

詳細については、172 ページの「コンマ区切りのインポートを実行する」を

参照してください。

-t 値 カンマ区切りの属性リストです。このリストによって、-f で指定されたファ

イルに対する属性のデータオーダを指定します。このオプションまたは -F
オプションのいずれかを指定する必要があります。

詳細については、172 ページの「コンマ区切りのインポートを実行する」を

参照してください。

-c エラーが発生しても DELIM ソースハンドラの処理を続行したい場合に指定

します。ここでいうエラーとは、コンマ区切りデータファイルの解析エラー
や、ターゲットハンドラからのエラー返信などです。このオプションが設定
されている場合にエラーが発生すると、DELIM ソースハンドラは、エラー

を報告したうえで、コンマ区切りデータファイル内の次のレコードを検出
し、処理を続行します。

-n 値 新しいオブジェクトに LDAP ネーミング属性を指定します。この属性は、

-F または -t を使用して指定する属性データに含まれている必要があります。

-l 値 RDN の追加先のパスを指定します (o=myCompany など ) 。DN を渡す場合

は、この値は必要ありません。

-o 値 オブジェクトクラスのコンマ区切りのリスト ( 入力ファイルに含まれていな

い場合 ) 、または補助クラスなどその他のオブジェクトクラスを指定しま

す。デフォルト値は「inetorgperson」です。

オプション 説明
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DELIM ターゲットハンドラのオプション

DELIM ターゲ ッ ト ハン ド ラはソースハン ド ラからデータ を受け取 り 、 そのデータ を コ
ンマ区切 り のデータ フ ァ イルに書き込みます。

-i 値 スキップする列のコンマ区切りのリストです。この値には、スキップする列
の数を整数で指定します。たとえば 3 列目と 5 列目をスキップする場合は、

「i3,5」と指定します。

-d 値 区切り記号を指定します。デフォルトの区切り記号はコンマ (,) です。 

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-q 値 セカンダリ区切り記号を指定します。デフォルトのセカンダリ区切り記号は
一重引用符 (’ ’) です。

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-v 冗長モードで実行します。

オプション 説明

-f ファイル名 コンマ区切りレコードの書き込み先になるファイルの名前を指定します。

-F 値 ソースデータの属性のデータオーダを含んだファイルの名前を指定します。
このオプションが指定されていない場合、-t を使用してこの情報を直接入力す

る必要があります。

-t 値 コンマ区切りの属性リストです。このリストによって、ソースデータの属性
のデータオーダを指定します。このオプションまたは -F オプションのいずれ

かを指定する必要があります。 

-l 値 RDN または DN のいずれかになります。ドライバによってデータ内に配置さ

れるのが、DN 全体または RDN だけのどちらであるかを指定します。デフォ

ルト値は RDN です。

-d 値 区切り記号を指定します。デフォルトの区切り記号はコンマ (,) です。

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

オプション 説明
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SCH ソースハンドラのオプション

SCH ハン ド ラは、 古い NDS や eDirectory のスキーマフ ァ イル ( 拡張子 *.sch がついた
フ ァ イル ) からデータ を読み込んで、 それを Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エン
ジンに送 り ます。 このハン ド ラ を使用すれば、 拡張子 *.sch がついたフ ァ イルを入力と
し て、 スキーマ関連の操作を LDAP サーバに実装でき ます。

SCH ハン ド ラは、 ソースハン ド ラだけのハン ド ラです。 LDAP サーバに *.sch フ ァ イル
を イ ンポー ト する と きには、 スキーマハン ド ラ を使用でき ます。 ただし、 *.sch フ ァ イ
ルはエ ク スポー ト でき ません。

SCH ハン ド ラでサポー ト されているオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

LOAD ソースハンドラのオプション

DirLoad ハン ド ラはテンプレー ト のコマン ド から eDirectory 情報を生成し ます。 このテ
ンプレー ト フ ァ イルは -f 引数で指定されます。 また、 属性仕様の情報と プロ グ ラ ム制
御の情報が保持されています。 

-q 値 セカンダリ区切り記号を指定します。デフォルトのセカンダリ区切り記号は
一重引用符 (’ ’) です。

次に示すのは、特別な場合の区切り記号です。 

[q] = 引用符 ( 二重引用符「"」1 つによる区切り )
[t] = タブ 

たとえば、タブを区切り記号として指定するには -d[t] を渡します。

-n 値 インポート処理中に追加されるネーミング属性を指定します。たとえば cn な

どです。

オプション 説明

-f ファイル名 *.sch ファイルの完全なパス名を指定します。

-c ( オプション ) エラーが発生しても SCH ハンドラの処理を続行したい場合に指定

します。

-v ( オプション ) 冗長モードで実行します。

オプション 説明

-f ファイル名 すべての属性仕様とプログラムの実行を制御するすべての情報を含んだテンプ
レートファイルを指定します。

-c エラーが通知された場合、次のレコードから続行します。

-v 冗長モードで実行します。

-r データが追加されずに削除されるように、要求を削除要求に変更します。このオ
プションにより、DirLoad テンプレートを使用して追加されたレコードを削除で

きます。

-m テンプレートファイル内に変更要求を作成します。

オプション 説明
168   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
属性仕様 新しいオブジェ ク ト のコ ンテキス ト を決定し ます。

次の属性仕様フ ァ イルのサンプルを参照し て く だ さい。 

givenname: $R(first)
initial: $R(initial)
sn: $R(last)
dn:cn=$A(givenname,%.1s)$A(initial,%.1s)$A(sn),ou=dev,ou=ds,o=novell
objectclass: inetorgperson
telephonenumber: 1-800-$N(1-999,%03d)-$C(%04d)
title: $R(titles)
locality: Our location

属性仕様フ ァ イルの形式は LDIF フ ァ イルに似ていますが、 属性仕様フ ァ イルでは強力
な構成体を使用し て、 詳細な情報と属性間の関係を指定する こ と ができ ます。

固有の数値 指定されたオブジェ ク ト に対する固有の数値を属性値に挿入し ます。 

構文 : $C[(< 形式 )]

オプシ ョ ンの < 形式には、 値に適用される出力形式を指定し ます。 形式を指定し ない
場合、 カ ッ コは 2 種類と も必要あ り ません。

$C
$C(%d) 
$C(%04d)

$C だけを指定する と、 現在の数値を属性値に挿入し ます。 「%d」 は、 何も指定されな
かった場合にプロ グ ラ ムが使用するデフ ォル ト 形式であ るため、 $C は $C(%d) と同じ
です。 数値は各オブジェ ク ト の後で増加するため、 属性仕様で $C を複数回使用し て
も、 単一オブジェ ク ト 内では数値は変わ り ません。 開始値は、 !COUNTER= 値の構文
を使用し て、 設定フ ァ イル内で指定でき ます。

任意の数値 次の構文を使用し て、 属性値に任意の数値を挿入し ます。 

$N(< 下限 -< 上限 [,< 形式 ])]

< 下限と < 上限では、 下限値と上限値を指定し ます。 任意の数字が生成される際に
各々の値を使用し ます。 オプシ ョ ンの < 形式には、 値に適用される出力形式を指定し
ます。

$N(1-999) 
$N(1-999,%d) 
$N(1-999,%03d)

リ ス ト の任意の文字列 次の構文を使用し て、 指定し た リ ス ト から任意に選択された文
字列を属性値に挿入し ます。

$R(< フ ァ イル名 [,< 形式 ])]

< フ ァ イル名には、 値を格納し ている ファ イ ルを指定し ま す。 ファ イ ルへのパス は絶対
パス ま たは相対パス のどちら でも 指定でき ま す。 リ ス ト を格納し ている ファ イ ルには、
こ のパッ ケージに含ま れている も のがあり ま す。 値は改行文字で区切る 必要があり ま す。

オプシ ョ ンの < 形式には、 値に適用される出力形式を指定し ます。

$A(givenname)
$A(givenname,%s) 
$A(givenname,%.1s)
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前方参照は使用でき ませんので注意して く ださい。 属性値を使用する場合、 その属性は
全て、 属性仕様フ ァ イル内で現在の属性よ り 前にある必要があ り ます。 次の例では、 dn
の一部と し ての cn が givenname、 initial、 sn から構成されています。 したがって、
givenname、 initial、 sn の属性は属性仕様フ ァ イル内では dn の前にある必要があ り ます。

givenname: $R(first)
initial: $R(initial)
sn: $R(last) 
dn:o=novell,ou=dev,ou=ds,cn=$A(givenname,%.1s)$A(initial,%.1s)$A(sn)

dn は LDIF フ ァ イル内では次のよ う な特別な処理を受けます。 dn がど こに設定されて
いるかに関係な く 、 dn は 初に (LDIF 構文どお り に ) LDIF フ ァ イルに書き込まれま
す。 その他のすべての属性は、 表示された順に書き込まれます。 

制御設定 オブジェ ク ト 作成の際の制御を追加し ます。 すべての制御には、 属性設定と
区別するために、 行頭の文字と し て感嘆符 (!) が付いています。 制御はフ ァ イル内の任
意の場所に置 く こ と ができ ます。 

!COUNTER=300
!OBJECTCOUNT=2
!CYCLE=title
!UNICYCLE=first,last
!CYCLE=ou,BLOCK=10

カ ウ ン タ

固有のカ ウ ン タ値の開始値を提供し ます。 カ ウ ン タ値は、 $C 構文内の任意の属性
に挿入されます。

オブジェ ク ト 数

OBJECTCOUNT は、 テンプレー ト から作成されるオブジェ ク ト の数を決定し ます。

サイ クル

CYCLE は、 フ ァ イル ($R 構文 ) から任意の値を抜き出す方法を変更する と きに使
用でき ます。 この設定には異な る 3 つの値があ り ます。

!CYCLE=title 

「title」 と い う リ ス ト 名が使用される場合は常に、 値が任意で選択されるのではな
く 、 リ ス ト の順に次の値が抜き出されます。 順番に値がすべて使用された場合に
は、 再度 リ ス ト の 初から開始し ます。

!CYCLE=ou,BLOCK=10

リ ス ト 「ou」 のそれぞれの値が 10 回ずつ使用され、 その後次の値に移動し ます。

CYCLE 制御設定の う ちで も興味深い変数は、UNICYCLE です。UNICYCLE は、一
連のソース を左から右の順序で繰 り 返すよ う に指定し ます。 こ のため、 必要な場合
に固有の値が必ず作成されます。 UNICYCLE 制御を使用する場合、 OBJECTCOUNT
制御は、 オブジェ ク ト 数を、 リ ス ト から作成でき る固有のオブジェ ク ト の 大数に
制限するためだけに使用し ます。 つま り 、 UNICYCLE に含まれる リ ス ト が 15000 オ
ブジェ ク ト を作成でき る場合、OBJECTCOUNT はその数を減らすこ と はでき ますが、
増やすこ と はでき ません。
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た と えば、 givenname フ ァ イルが ２ つの値 ( 「Doug」 および 「Karl」 ) を格納し てお
り 、 かつ sn フ ァ イルが 3 つの値 ( 「Hoffman」、 「Schultz」、 および 「Grieger」 ) を格
納し ている場合、 制御設定 「!UNICYCLE=givenname,sn」 および cn の属性定義は次
のよ う にな り ます。 $R (givenname) $R (sn) 。 こ こ では次の cns が作成されます。

cn: Doug Hoffmancn
cn: Karl Hoffmancn
cn: Doug Schultzcn
cn: Karl Schultzcn
cn: Doug Griegercn
cn: Karl Grieger

例

こ こ では、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ のコマン ド ラ イ ンユー
テ ィ リ テ ィ で次の操作を行 う 場合のコマン ド の例を紹介し ます。  

171 ページの 「LDIF イ ンポー ト の実行」

171 ページの 「LDIF エ ク スポー ト を実行する」

172 ページの 「コ ンマ区切 り のイ ンポー ト を実行する」

172 ページの 「コ ンマ区切 り のエ ク スポー ト を実行する」

172 ページの 「LDAP サーバ間でデータ を移行する」

173 ページの 「スキーマのイ ンポー ト を実行する」

173 ページの 「LOAD フ ァ イルのイ ンポー ト を実行する」

LDIF インポートの実行

LDIF のイ ンポー ト を実行するには、 LDIF ソースハン ド ラ と LDAP ターゲ ッ ト ハン ド
ラ を組み合わせて次の例のよ う に指定し ます。

ice -S LDIF -f entries.ldif -D LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d 
cn=admin,c=us -w secret

コマン ド ラ イ ンでこのよ う に指定する と、 LDIF データが entries.ldif から読み込まれ、
ポー ト 389 にあ る LDAP サーバ server1.acme.com に送られます。 送信時の識別子は
「cn=admin,c=us」、 パス ワード は 「secret」 にな り ます。

LDIF エクスポートを実行する

LDIF のエ ク スポー ト を実行するには、 LDAP ソースハン ド ラ と LDIF ターゲ ッ ト ハン
ド ラ を組み合わせます。 例 ：

ice -S LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w password -F 
objectClass=* -c sub -D LDIF -f server1.ldif

コマン ド ラ イ ンでこのよ う に指定する と、 識別子 「cn=admin,c=us」 およびパス ワード
「password」 を使用し てサブツ リ ー検索が実行され、 ポー ト 389 にあ る LDAP サーバ
server1.acme.com 内のオブジェ ク ト がすべて検出されます。 結果のデータは LDIF 形式
で server1.ldif に出力されます。
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コンマ区切りのインポートを実行する

コ ンマ区切 り のイ ンポー ト を実行するには、 コマン ド を次の例のよ う に指定し ます。

ice -S DELIM -f/tmp/in.csv -F /tmp/order.csv -ncn -lo=acme -D LDAP -s 
server1.acme.com -p389 -d cn=admin,c=us -w secret

コマン ド を このよ う に指定する と、 /tmp/in.csv フ ァ イルから コ ンマ区切 り の値が読み込
まれ、 /tmp/order.csv フ ァ イルから属性の順序が読み込まれます。 IN.CSV 内の各属性エ
ン ト リ に対し て、 ORDER.CSV で属性タ イプが指定されます。 た と えば、 IN.CSV に次
の値があ る と し ます。

pat,pat,engineer,john

この場合、 order.csv に含まれる値は次のよ う にな り ます。

dn,cn,title,sn

order.csv の情報は、 -t オプシ ョ ンを使用し て直接指定する こ と もでき ます。

次にデータは、 識別子 「cn=admin,c=us」、 およびパス ワード 「secret」 を使用し て、
ポー ト 389 で LDAP サーバ server1.acme.com に送られます。

この例では、 -n オプシ ョ ンを使用し て、 cn がオブジェ ク ト の新しい DN にな る よ う に
指定し、 -l オプシ ョ ンを使用し て、 このオブジェ ク ト が組織コ ンテナ acme に追加され
る よ う にし ます。

コンマ区切りのエクスポートを実行する

コ ンマ区切 り のエ ク スポー ト を実行するには、 コマン ド を次の例のよ う に指定し ます。

ice -S LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w password -l 
objectClass=* -c sub -D DELIM -f /tmp/server1.csv -F order.csv

コマン ド ラ イ ンでこのよ う に指定する と、 識別子 「cn=admin,c=us」 およびパス ワード
「password」 を使用し てサブツ リ ー検索が実行され、 ポー ト 389 にあ る LDAP サーバ
server1.acme.com 内のオブジェ ク ト がすべて検出されます。 結果のデータはコ ンマ区切
り の形式で /tmp/server1.csv フ ァ イルに出力されます。

LDAP サーバ間でデータを移行する

LDAP サーバ間でデータ を移行するには、 LDAP ソースハン ド ラ と LDAP ターゲ ッ ト ハ
ン ド ラ を組み合わせます。 例 ：

ice -S LDAP -s server1.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w password -F 
objectClass=* -c sub -D LDAP -s server2.acme.com -p 389 -d cn=admin,c=us -w 
secret

コマン ド ラ イ ンでこのよ う に指定する と、 識別子 「cn=admin,c=us」 およびパス ワード
「password」 を使用し てサブツ リ ー検索が実行され、 ポー ト 389 にあ る LDAP サーバ
server1.acme.com 内のオブジェ ク ト がすべて検出されます。 結果のデータは、 識別子
「cn=admin,c=us」 およびパス ワード 「secret」 で、 ポー ト 389 にあ る LDAP サーバ
server2.acme.com に送られます。
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スキーマのインポートを実行する

スキーマフ ァ イルのイ ンポー ト を実行するには、 コマン ド を次の例のよ う に指定し ます。

ice -S SCH -f $HOME/myfile.sch -D LDAP -s myserver -d cn=admin,o=novell -w 
passwd

コマン ド ラ イ ンでこのよ う に指定する と、 スキーマデータが myfile.sch から読み込ま
れ、 LDAP サーバ 「myserver」 に送られます。 送信時の識別子は 「cn=admin,o=novell」、
パス ワード は 「passwd」 にな り ます。

LOAD ファイルのインポートを実行する

LOAD フ ァ イルのイ ンポー ト を実行するには、 コマン ド を次の例のよ う に指定し ます。

ice -S LOAD -f attrs -D LDIF -f new.ldf

次に、 属性フ ァ イル 「attrs」 の内容の例を示し ます。

#===================================================================== 

#  DirLoad 1.00
#=====================================================================

!COUNTER=300 

!OBJECTCOUNT=2
#-----------------------------------------------------------------------

#  ATTRIBUTE TEMPLATE
# --------------------------------------------------------------------

objectclass: inetorgperson 

givenname: $R(first) 

initials: $R(initial) 

sn: $R(last) 

dn: cn=$A(givenname,%.1s)$A(initial,%.1s)$A(sn),ou=$R(ou),ou=dev,o=novell,

telephonenumber: 1-800-$N(1-999,%03d)-$C(%04d) 

title: $R(titles)

コ マンド プロ ンプト から 前のコ マンド を実行する と 、 次の LDIF フ ァ イ ルが作成さ れ
ま す。

version: 1

dn: cn=JohnBBill,ou=ds,ou=dev,o=novell 

changetype: add 

objectclass: inetorgperson 

givenname: John 

initials: B 

sn: Bill 
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telephonenumber: 1-800-290-0300 

title: Amigo 

dn: cn=BobJAmy,ou=ds,ou=dev,o=novell 

changetype: add 

objectclass: inetorgperson 

givenname: Bob 

initials: J 

sn: Amy 

telephonenumber: 1-800-486-0301 

title: Pomo

コマン ド プロ ンプ ト から次のコマン ド を実行する と、 データが LDAP ハン ド ラ を経由
し て LDAP サーバに送られます。 

ice -S LOAD -f attrs -D LDAP -s www.novell.com -d cn=admin,o=novell -w admin

次のコマン ド ラ イ ンを使用する際に前のテンプレー ト フ ァ イルを使用する と、 前のコ
マン ド で追加し たすべてのレ コード が削除されます。

ice -S LOAD -f attrs -r -D LDAP -s www.novell.com -d cn=admin,o=novell -w 
admin

-m を使用し て変更する場合は、 次の例のよ う にレ コード を変更し ます。

# ====================================================================== 

#  DirLoad 1.00

# ====================================================================== 
!COUNTER=300

!OBJECTCOUNT=2

#---------------------------------------------------------------------- 

#  ATTRIBUTE TEMPLATE

# ---------------------------------------------------------------------- 

dn: cn=$R(first),%.1s)($R(initial),%.1s)$R(last),ou=$R(ou),ou=dev,o=novell

delete: givenname

add: givenname

givenname: test1 

replace: givenname

givenname: test2 

givenname: test3
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「attrs」 フ ァ イルが上のデータ を格納し ている と きに次のコマン ド ラ イ ンを使用し た場
合の例を示し ます。

ice -S LOAD -f attrs -m -D LDIF -f new.ldf

LDIF データは次のよ う な結果にな り ます。

version: 1 

dn: cn=BillTSmith,ou=ds,ou=dev,o=novell 

changetype: modify

delete: givenname

-

add: givenname

givenname: test1

-

replace: givenname

givenname: test2 

givenname: test3 

-

dn: cn=JohnAWilliams,ou=ldap,ou=dev,o=novell 

changetype: modify

delete: givenname

-

add: givenname

givenname: test1

-

replace: givenname

givenname: test2 

givenname: test3 

-
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変換ルール

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換エンジンは、 ソースハン ド ラから受け取ったレ
コード を ターゲ ッ ト ハン ド ラに送る前に、 レ コード に対し て変換処理を行います。 こ
の変換処理の内容は一連のルールを使用し て指定でき ます。 これらのルールは XML で
記述し ます (XML フ ァ イル と し て作成される場合と、 XML 用デ ィ レ ク ト リ 内に格納さ
れた XML データ と し て作成される場合があ り ます ) 。 このルールによ り 、 LDAP デ ィ
レ ク ト リ 間でのエン ト リ のイ ンポー ト 時に、 次の問題が解決されます。

不足し ている情報

階層の違い

スキーマの違い

次の 3 種類の変換ルールがあ り ます。

これらの変換ルールは、 Novell eDirectory イ ンポー ト / エ ク スポー ト ウ ィ ザード と コマ
ン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェースのどち らでも利用でき ます。 XML ルールの詳細について
は、 178 ページの 「XML ルールを使用する」 を参照し て く ださい。

ルール 説明

配置 エントリの位置を変更します。

たとえば、あるユーザグループをいったん「l=San Francisco, c=US」という

コンテナにインポートし、インポートが終わった後で「l=Los Angeles, 
c=US」というコンテナに移したい場合などに、配置ルールを利用できます。 

これらのルールの形式については、181 ページの「配置ルール」を参照して

ください。

作成 インポート時にエントリを正しく作成するために必要な情報が欠落している
場合にそれを補います。

たとえば、LDIF データのエクスポート元サーバのスキーマではユーザエン

トリに必要とされる属性が cn (commonName) 属性だけであるのに対し、

LDIF データのインポート先サーバのスキーマでは cn 属性の他に sn 
(surname) 属性も必要とされる場合が考えられます。このような場合は、作

成ルールを使用することにより、インポート / エクスポート変換エンジンが

各エントリを処理するときに、そのエントリにデフォルトの sn 値 ("" など )
が設定されるようにできます。これにより、各エントリはインポート先サー
バに送信されるときには必要な属性である sn 属性を持つことになり、エン

トリの正常な追加が保証されます。

これらのルールの形式については、179 ページの「作成ルール」を参照して

ください。

スキーママッピング サーバ間でデータを転送する場合 ( 直接転送するか LDIF を使用するかに関

係なく ) で、転送元サーバのスキーマと転送先サーバのスキーマが異なって

いる場合、次のようにスキーママッピングを使用できます。

エクスポート元サーバからインポートするエントリのオブジェクトクラ

スと属性タイプをすべて受け付けることができるように、インポート先
サーバ上のスキーマを拡張します。

転送元サーバのスキーマエレメントを、転送先サーバ上の同等ではある

が異なるスキーマエレメントにマッピングします。 

これらのルールの形式については、178 ページの「スキーママッピング

ルール」を参照してください。
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Novell eDirectory インポート / エクスポート変換ウィザードを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 実行する タ ス ク を選択し ます。

4 ［詳細設定］ の下の次のオプシ ョ ンから選択し ます。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 選択し たタ ス ク を完了し ます。

コマンドラインインタフェースを使用する 

コマン ド ラ イ ンバージ ョ ンで変換ルールを使用するには、 Novell イ ンポー ト / エ ク ス
ポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行フ ァ イルを起動する と きに、 使用し たいルールに対
応する一般オプシ ョ ン (-p、 -c、 または -s) を指定し ます。 詳細については、 159 ページ
の 「一般オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。 

すべての 3 つのオプシ ョ ンで、 URL を次のいずれかに指定し ます。

次の形式の URL ：

file://[ パス /] フ ァ イル名

フ ァ イルは、 ローカルフ ァ イルシステムに存在する必要があ り ます。

ベース レベルの検索を指定する RFC 2255 準拠の LDAP URL と、1 つの値の属性タ イ
プに対し て 1 つの属性記述が定義されている属性 リ ス ト 。

オプション 説明

スキーマルール インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML スキーママッ

ピングルールが格納されている場所を指定します。

配置ルール インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 配置ルールが

格納されている場所を指定します。

作成ルール インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 作成ルールが

格納されている場所を指定します。

オプション 説明

-p URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 配置ルールが格納され

ている場所です。

-c URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML 作成ルールが格納され

ている場所です。

-s URL インポート / エクスポート変換エンジンが使用する XML スキーママッピング

ルールが格納されている場所です。
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XML ルールを使用する

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ルールで使用される XML 形式は、 Novell Nsure 
Identity Manager の場合と同じです。 Novell Nsure Identity Manager の詳細については、
『DirXML 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/dirxml20/index.html) を参照し
て く ださい。

スキーママッピングルール

スキーママ ッ ピングルールの 上位エレ メ ン ト は、 <attr-name-map> です。 イ ンポー ト
スキーマ と エ ク スポー ト スキーマの相互関係は、 マ ッ ピングルールによ って決ま り ま
す。 マ ッ ピングルールは、 指定された イ ンポー ト ク ラ スの定義や属性を、 対応するエ
ク スポー ト スキーマの定義に関連付けます。

マ ッ ピングルールは、 属性名またはク ラ ス名に対応させて設定し ます。 

属性マ ッ ピングの場合、 マ ッ ピングルールでは、 それが属性マ ッ ピングであ る こ
と、 ネーム スペース (nds-name はソース名のタ グ ) 、 eDirectory ネーム スペース内で
の名前、 および他のネーム スペース (app-name はターゲ ッ ト 名のタ グ ) と そのネー
ム スペース内での名前を指定する必要があ り ます。 マ ッ ピングルールでは、 マ ッ ピ
ングが特定の ク ラ スに適用される こ と を指定する こ と も、 その属性を持つすべての
ク ラ スに適用される こ と を指定する こ と もでき ます。

ク ラ スマ ッ ピングの場合、 マ ッ ピングルールでは、 それが ク ラ スマ ッ ピングルール
であ る こ と、 ネーム スペース (eDirectory またはアプ リ ケーシ ョ ン ) と そのネーム ス
ペース内での名前、 およびその他のネーム スペース と そのネーム スペース内での名
前を指定する必要があ り ます。

スキーママ ッ ピングルールの正式な DTD 定義を次に示し ます。

<!ELEMENT attr-name-map (attr-name | class-name)*>

<!ELEMENT attr-name (nds-name, app-name)>
<!ATTLIST attr-name 
          class-name    CDATA    #IMPLIED>

<!ELEMENT class-name (nds-name, app-name)>

<!ELEMENT nds-name (#PCDATA)>

<!ELEMENT app-name (#PCDATA)>

複数のマ ッ ピングエレ メ ン ト をフ ァ イルに定義でき ます。 各エレ メ ン ト は、 フ ァ イル
に定義されている順番で処理されます。 1 つのク ラ ス または属性を複数回マ ッ ピング し
た場合は、 初のマ ッ ピングが優先されます。

スキーママ ッ ピングルールの作成例を次に示し ます。

スキーマルール 1 ： 次のルールでは、 inetOrgPerson ク ラ スについて、 ソースの surname
属性を ターゲ ッ ト の sn 属性にマ ッ ピング し ます。

<attr-name-map>
   <attr-name class-name="inetOrgPperson">
      <nds-name>surname</nds-name>
      <app-name>sn</app-name>
   </attr-name>
</attr-name-map>
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スキーマルール 2 ： 次のルールでは、 ソースの inetOrgPerson ク ラ スの定義を ターゲ ッ
ト の User ク ラ スの定義にマ ッ ピング し ます。

<attr-name-map>
   <class-name>
      <nds-name>inetOrgPerson</nds-name>
      <app-name>User</app-name>
   </class-name>
</attr-name-map>

スキーマルール 3 ： 次の例では、 2 種類のルールを定義し ます。 1 つ目のルールでは、
Surname 属性を使用するすべての ク ラ スについて、 ソースの Surname 属性を ターゲ ッ
ト の sn 属性にマ ッ ピング し ます。 2 つ目のルールでは、 ソースの inetOrgPerson ク ラ ス
の定義を ターゲ ッ ト の User ク ラ スの定義にマ ッ ピング し ます。

<attr-name-map>
   <attr-name>
      <nds-name>surname</nds-name>
      <app-name>sn</app-name>
   </attr-name>
   <class-name>
      <nds-name>inetOrgPerson</nds-name>
      <app-name>User</app-name>
   </class-name>
</attr-name-map>

コマン ド例 ： スキーマルールが sr1.xml フ ァ イルに保存されている場合、 次のコマン ド
を指定する こ と によ り 、 1entry.ldf フ ァ イルの処理中にそのルールを使用する こ と、 お
よび結果を ターゲ ッ ト フ ァ イル outt1.ldf に送る こ と がイ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換
ユーテ ィ リ テ ィ に指示されます。

ice -o -sfile://sr1.xml -SLDIF -f1entry.ldf -c -DLDIF 
-foutt1.ldf

作成ルール

作成ルールによ って、 宛先デ ィ レ ク ト リ 内に新規エン ト リ を作成する場合の条件が指
定されます。 次のエレ メ ン ト がサポー ト されます。

必須属性 すべての必須属性について、 追加レ コード に値が必要であ る こ と、 値が
ない場合には追加が失敗する こ と を指定し ます。 作成ルールでは、 必須属性のデ
フ ォル ト 値を指定でき ます。 レ コード に属性値がない場合、 そのエン ト リ にはデ
フ ォル ト 値が使用されます。 レ コード に属性値があ る場合は、 そのレ コード値が
使用されます。

一致属性 追加レ コード に特定の属性が必要であ り 、 特定の値に一致する こ と、 そ
う でない場合には追加が失敗する こ と を指定し ます。

テンプレー ト  eDirectory 内のテンプレー ト オブジェ ク ト の識別名を指定し ます。 現
時点では、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ の作成ルールにテ
ンプレー ト を指定する こ と はでき ません。
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作成ルールの正式な DTD 定義を次に示し ます。

<!ELEMENT create-rules (create-rule)*>

<!ELEMENT create-rule (match-attr*, 
                       required-attr*, 
                       template?)>
<!ATTLIST create-rule 
          class-name    CDATA   #IMPLIED
          description   CDATA   #IMPLIED>

<!ELEMENT match-attr    (value)+ >
<!ATTLIST match-attr
          attr-name      CDATA    #REQUIRED>

<!ELEMENT required-attr (value)*>
<!ATTLIST required-attr 
          attr-name     CDATA   #REQUIRED>

<!ELEMENT template EMPTY>
<!ATTLIST template
          template-dn   CDATA   #REQUIRED>

複数の作成ルールをフ ァ イルに定義でき ます。 各ルールは、 フ ァ イルに定義されてい
る順番で処理されます。 ルールに適合し ないレ コード があ る と、 そのレ コード はス
キ ッ プされますが、 レ コード のスキ ッ プによ るエラーは生成されません。

作成ルールの形式例を次に示し ます。

作成ルール 1 ： 次に紹介するルールでは、 inetOrgPerson ク ラ スの追加レ コード に次の
3 つの条件が適用されます。 追加レ コード には、 givenName 属性および Surname 属性が
必要です。 追加レ コード には L 属性が必要ですが、 この属性値がない場合には、 作成
ルールによ ってデフ ォル ト 値 「Provo」 に設定されます。

<create-rules>
   <create-rule class-name="inetOrgPerson">
      <required-attr attr-name="givenName"/>
      <required-attr attr-name="surname"/>
      <required-attr attr-name="L">
         <value>Provo</value>
      </required-attr>
   </create-rule>
</create-rules>

作成ルール 2 ： 次に紹介する作成ルールでは、 ベース ク ラ スの種類に関係な く 、 すべて
の追加レ コード に次の 3 つの条件が適用されます。

追加レ コード には、 givenName 属性が必要です。 この属性値がない場合、 追加は失
敗し ます。

追加レ コード には、 Surname 属性が必要です。 この属性値がない場合、 追加は失敗
し ます。

追加レ コード には、 L 属性が必要です。 この属性がない場合、 L 属性はデフ ォル ト
値 「Provo」 に設定されます。 
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<create-rules>
   <create-rule>
      <required-attr attr-name="givenName"/>
      <required-attr attr-name="Surname"/>
      <required-attr attr-name="L">
         <value>Provo</value>
      </required-attr>
   </create-rule>
</create-rules>

作成ルール 3 ： 次に紹介する作成ルールでは、 ベース ク ラ スの種類に関係な く 、 すべて
の追加レ コード に次の 2 つの条件が適用されます。

作成ルールは、 レ コード に uid 属性と し て ratuid が指定されているかチェ ッ ク し ま
す。 この属性値がない場合、 追加は失敗し ます。

作成ルールは、 レ コード に L 属性が指定されているかチェ ッ ク し ます。 この属性が
ない場合、 L 属性はデフ ォル ト 値 「Provo」 に設定されます。

<create-rules>
   <create-rule>
      <match-attr attr-name="uid">
         <value>cn=ratuid</value>
      </match-attr>
      <required-attr attr-name="L">
         <value>Provo</value>
      </required-attr>
   </create-rule>
</create-rules>

コマン ド例 ： 作成ルールを crl.xml フ ァ イルに保存し、 次のコマン ド を指定する こ と に
よ り 、 1entry.ldf フ ァ イルの処理中にそのルールを使用する こ と、 および結果を ター
ゲ ッ ト フ ァ イル outt1.ldf に送る こ と がイ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ に
指示されます。

ice -o -cfile://cr1.xml -SLDIF -f1entry.ldf -c -DLDIF 
-foutt1.ldf

配置ルール

配置ルールによ って、 ターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ 内でエン ト リ が作成される位置が決ま
り ます。 配置ルールでは、 次の 3 つの条件を使用し て、 エン ト リ の配置にそのルール
を適用すべきかど う かを決定し ます。

ク ラ ス一致 ： 配置ルールに match class エレ メ ン ト が定義されている場合、 レ コード
に定義されている objectClass は、 ルールの class-name 属性に一致する必要があ り
ます。 一致し ない場合、 そのレ コード には配置ルールが使用されません。

属性一致：配置ルールに match attribute エレ メ ン ト が定義されている場合、 レ コード
では、 match attribute エレ メ ン ト に定義されている各属性について属性値が必要で
す。 一致し ない場合、 そのレ コード には配置ルールが使用されません。

パス一致 ： 配置ルールに match path エレ メ ン ト が定義されている場合、 レ コード の
dn 部分は、 match path エレ メ ン ト に定義されているプ リ フ ィ ッ ク スに一致する必要
があ り ます。 一致し ない場合、 そのレ コード には配置ルールが使用されません。

ルールの 後のエレ メ ン ト によ って、 エン ト リ の配置場所が決ま り ます。 配置ルール
では、 必要に応じ て次のオプシ ョ ンを指定でき ます。

解析済み文字データ  解析済み文字データ を使用し て、 エン ト リ に使用する コ ンテ
ナの DN を指定し ます。
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名前を コ ピー 古い DN のネー ミ ング属性を、 エン ト リ の新しい DN で使用する こ と
を指定し ます。

属性を コ ピー エン ト リ の新しい DN で使用するネー ミ ング属性を指定し ます。 指定
されたネー ミ ング属性は、 エン ト リ のベース ク ラ スのネー ミ ング属性と し て有効で
なければな り ません。

パス を コ ピー ソース DN を ターゲ ッ ト DN と し て使用する こ と を指定し ます。

パスサフ ィ ッ ク ス を コ ピー ソース DN のパスの一部を ターゲ ッ ト DN と し て使用す
る こ と を指定し ます。 match-path エレ メ ン ト を指定し た場合、 古い DN のパスの一
部、 つま り 、 match-path エレ メ ン ト のプ リ フ ィ ッ ク ス属性に一致し ない部分だけ
が、 エン ト リ の DN の一部と し て使用されます。

配置ルールの正式な DTD 定義を次に示し ます。

<!ELEMENT placement-rules (placement-rule*)>
<!ATTLIST placement-rules
          src-dn-format    (%dn-format;)   "slash"
          dest-dn-format   (%dn-format;)   "slash"
          src-dn-delims    CDATA           #IMPLIED
          dest-dn-delims   CDATA           #IMPLIED>

<!ELEMENT placement-rule (match-class*,
                          match-path*,
                          match-attr*,
                          placement)>
<!ATTLIST placement-rule
          description      CDATA            #IMPLIED>

<!ELEMENT match-class      EMPTY>
<!ATTLIST match-class
          class-name       CDATA            #REQUIRED>

<!ELEMENT match-path       EMPTY>
<!ATTLIST match-path
          prefix           CDATA            #REQUIRED>

<!ELEMENT match-attr       (value)+ >
<!ATTLIST match-attr
          attr-name        CDATA            #REQUIRED>

<!ELEMENT placement        (#PCDATA | 
                           copy-name | 
                           copy-attr | 
                           copy-path | 
                           copy-path-suffix)* >

複数の配置ルールエレ メ ン ト をフ ァ イルに定義でき ます。 各ルールは、 フ ァ イルに定
義されている順番で処理されます。 ルールに適合し ないレ コード があ る と、 そのレ
コード はスキ ッ プされますが、 レ コード のスキ ッ プによ るエラーは生成されません。

配置ルールの形式例を次に示し ます。 scr-dn-format="ldap" 属性および dest-dn-
format="ldap" 属性によ って、 ソース DN およびターゲ ッ ト DN のネーム スペースが
LDAP 形式と し て定義されます。

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ がサポー ト する ソース名および
ターゲ ッ ト 名は、 LDAP 形式だけです。
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配置例 1 ： 次の配置ルールでは、 レ コードはベース ク ラ ス inetOrgPerson を持つ必要があ
り ます。 レ コード がこの条件に適合する場合、 そのエン ト リ は test コ ンテナの直下に置
かれ、 ソース DN の 上位コンポーネン ト がエン ト リ の DN の一部と して使用されます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-class class-name="inetOrgPerson"></match-class>
       <placement>cn=<copy-name/>,o=test</placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

ベース ク ラ ス inetOrgPerson および次の DN を持つレ コード があ る と し ます。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ

このレ コード は、 例に示し たルールに従って、 ターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ 内で次の DN
を持ちます。

dn: cn=Kim Jones, o=test

配置例 2 ： 次の配置ルールでは、 レ コード は sn 属性を持つ必要があ り ます。 レ コード
がこの条件に適合する場合、 そのエン ト リ は test コ ンテナの直下に置かれ、 ソース DN
の 上位コ ンポーネン ト がエン ト リ の DN の一部と し て使用されます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
       <placement>cn=<copy-name/>,o=test</placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

次の DN および sn 属性を持つレ コード があ る と し ます。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ
sn: Jones

このレ コード は、 例に示し たルールに従って、 ターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ 内で次の DN
を持ちます。

dn: cn=Kim Jones, o=test

配置例 3 ： 次の配置ルールでは、 レ コード は sn 属性を持つ必要があ り ます。 レ コード
がこの条件に適合する場合、 そのエン ト リ は test コ ンテナの直下に置かれ、 sn 属性が
エン ト リ の DN の一部と し て使用されます。 copy-attr エレ メ ン ト に指定された属性は、
エン ト リ のベース ク ラ スのネー ミ ング属性でなければな り ません。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
  <placement-rule> 
    <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
    <placement>cn=<copy-attr attr-name="sn"/>,o=test</placement>
  </placement-rule> 
</placement-rules>

次の DN および sn 属性を持つレ コード があ る と し ます。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ
sn: Jones

このレ コード は、 例に示し たルールに従って、 ターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ 内で次の DN
を持ちます。

dn: cn=Jones, o=test
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配置例 4 ： 次の配置ルールでは、 レ コード は sn 属性を持つ必要があ り ます。 レ コード
がこの条件に適合する場合、 ソース DN がターゲ ッ ト DN と し て使用されます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
       <placement><copy-path/></placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

配置例 5 ： 次の配置ルールでは、 レ コード は sn 属性を持つ必要があ り ます。 レ コード
がこの条件に適合する場合、 エン ト リ の DN 全体が test コ ンテナにコ ピーされます。

<placement-rules src-dn-format="ldap" dest-dn-format="ldap">
    <placement-rule> 
       <match-attr attr-name="sn"></match-attr> 
       <placement><copy-path-suffix/>,o=test</placement> 
    </placement-rule> 
 </placement-rules>

次の DN および sn 属性を持つレ コード があ る と し ます。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ
sn: Jones

このレ コード は、 例に示し たルールに従って、 ターゲ ッ ト デ ィ レ ク ト リ 内で次の DN
を持ちます。

dn: cn=Kim Jones, ou=English, ou=Humanities, o=UofZ, o=test

配置例 6 ： 次の配置ルールでは、 レ コードは sn 属性を持つ必要があ り ます。 レ コード が
この条件に適合する場合、 エン ト リ の DN 全体が neworg コ ンテナにコ ピーされます。

<placement-rules>
 <placement-rule>
  <match-path prefix="o=engineering"/>
  <placement><copy-path-suffix/>o=neworg</placement>
 </placement-rule>
</placement-rules>

例 ：

dn: cn=bob,o=engineering

これは次のよ う にな り ます。

dn: cn=bob,o=neworg

コマン ド例 ： 配置ルールが pr1.xml フ ァ イルに保存されている場合、 次のコマン ド を指
定する こ と によ り 、 1entry.ldf フ ァ イルの処理中にそのルールを使用する こ と、 および
結果を ターゲ ッ ト フ ァ イル foutt1.ldf に送る こ と がイ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユー
テ ィ リ テ ィ に指示されます。

ice -o -pfile://pr1.xml -SLDIF -f1entry.ldf -c -DLDIF 
-foutt1.ldf
184   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
LBURP (LDAP Bulk Update/Replication Protocol)
Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ では、 LDAP サーバへの非同期要
求の送信に、 LBURP を使用し ます。 これによ り 、 要求は常にプロ ト コルで指定された
順序で処理されます。 複数プロセ ッ サ間の相互関係やオペレーテ ィ ングシステムのス
ケジ ューラの設定によ って処理順序が変わる こ と はあ り ません。

LBURP によ り 、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 複数の更新
操作を 1 つの要求と し て送信し た り 、 これらすべての更新操作に対する応答を 1 つの
レ スポン ス と し て受け取る こ と ができ ます。 これによ り 、 プロ ト コルのネ ッ ト ワーク
処理効率が向上し ます。

LBURP は次のよ う に機能し ます。

1. Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ が LDAP サーバにバイ ン ド し
ます。

2. サーバから ク ラ イ アン ト にバイ ン ド レ スポン スが送られます。

3. ク ラ イ アン ト からサーバに開始 LBURP 拡張要求が送られます。

4. サーバから ク ラ イ アン ト に開始 LBURP 拡張レ スポン スが送られます。

5. 必要に応じ て ク ラ イ アン ト からサーバに LBURP 操作拡張要求が送られます。 

これらの要求は非同期で送信する こ と もでき ます。 要求ご と に通し番号が付け ら
れ、 同じ ク ラ イ アン ト から同じ接続を介し て送信された個々の要求の順序はこの通
し番号によ って特定されます。 各要求には、 少な く と も 1 つの LDAP 更新操作が
設定されます。

6. サーバは、 受け取った各 LBURP 操作拡張要求を通し番号に従って順番に処理し、
要求ご と に LBURP 操作拡張レ スポン ス を送信し ます。

7. サーバへの更新操作の送信がすべて終了する と、 ク ラ イ アン ト はサーバに終了
LBURP 拡張要求を送 り ます。

8. サーバから ク ラ イ アン ト に終了 LBURP 拡張レ スポン スが送られます。

LBURP プロ ト コルによ り 、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換機能は、 サーバに
データ を転送する と きに送信元と送信先の間のネ ッ ト ワーク接続の限界まで転送速度
を上げる こ と ができ ます。 ネ ッ ト ワーク接続が十分に高速であれば、 Novell イ ンポー
ト / エ ク スポー ト 変換機能から要求が送られて く るのを待つ必要がないため、 サーバは
すべての処理時間を更新操作の処理だけに費やすこ と ができ ます。

更新操作の処理効率を さ らに上げるため、 eDirectory の LBURP プロセ ッ サは、 データ
ベースへの更新操作をグループに分けて行います。 LBURP の採用によ り 、 従来の同期
処理の場合と比べて、 LDIF のイ ンポー ト 処理の効率は大幅に改善されています。

LBURP はデフ ォル ト で有効になっていますが、 LDIF のイ ンポー ト 中に無効にする こ
と もでき ます。

LDIF のイ ンポー ト 中に LBURP の有効 / 無効を切 り 替え るには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［ディ ス ク上のフ ァ イルからデータ を イ ンポー ト ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク し ます。

4 ［フ ァ イルタ イプ］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から LDIF を選択し、 イ ンポー ト するデー
タが格納されている LDIF フ ァ イルの名前を指定し ます。
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5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 データ を イ ンポー ト するLDAPサーバ と ロ グ イ ンのタ イプ(匿名ロ グ イ ン または認証
ロ グ イ ン ) を指定し ます。

7 ［詳細設定］ の下の ［LBURP を使用］ を選択し ます。

8 ［次へ］ を ク リ ッ ク し、 表示される指示に従って LDIF イ ンポー ト ウ ィ ザード での残
り の作業を完了し ます。 

重要 : LBURP は比較的新しいプロトコルであるため、バージョン 8.5 よりも前の eDirectory サーバおよび
eDirectory 以外のサーバの大部分は、LBURP をサポートしていません。Novell eDirectory インポート / エク
スポートウィザードを使用して LBURP をサポートしていないサーバに LDIF ファイルをインポートする場
合は、LDIF のインポートが正しく行われるよう、LBURP オプションを無効にします。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用して、 LDIF のイ ンポー ト 中に LBURP の有効 / 無効を
切 り 替える こ と ができ ます。 詳細については、 165 ページの 「-B」 を参照して く ださい。

LDAP ディレクトリ間でスキーマを移行する

LDAP デ ィ レ ク ト リ 間でのスキーマの移行に関する詳細については、 Novell Developer 
Portal の NetWare Application Notes (http://www.developer.novell.com/research) を参照し て く
ださい。

LDIF のインポートを高速化する

1 つの LDIF フ ァ イルに数千または数百万のレ コード があ る場合は、 次のこ と を検討し
て く ださい。

186 ページの 「読み書き可能レプ リ カを持つサーバに直接イ ンポー ト する」

187 ページの 「LBURP を使用する」

187 ページの 「データベースキ ャ ッ シ ュ を設定する」

187 ページの 「簡易パス ワード を使用する」

188 ページの 「イ ンデッ ク ス を使用する場合の注意」

読み書き可能レプリカを持つサーバに直接インポートする

実行が可能な場合は、 LDIF フ ァ イルで示されているすべてのエン ト リ を含む、 読み書
き可能レプ リ カを持つサーバを LDIF のイ ンポー ト 先に選択し ます。 これによ り ネ ッ ト
ワーク効率を大幅に高める こ と ができ ます。 

更新時には、 イ ンポー ト 先サーバから他の eDirectory サーバへのチェーン接続は行わな
いで く ださい。 これによ り 、 パフ ォーマン スはかな り 低下し ます。 ただし、 一部の更
新対象エン ト リ が LDAP を実行し ていないサーバ上だけに存在する場合には、 LDIF
フ ァ イルを イ ンポー ト するためにチェーン接続が必要になる こ と も あ り ます。

レプ リ カ と パーテ ィ シ ョ ン管理の詳細については、 135 ページの第 5 章 「パーテ ィ シ ョ
ンおよびレプ リ カの管理」 を参照し て く だ さい。
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LBURP を使用する

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換機能では、 ネ ッ ト ワーク と eDirectory サーバの処
理をでき るだけ効率化するために、 ウ ィ ザード と サーバの間でのデータ転送に LBURP
を使用し ます。 LDIF のイ ンポー ト 時に LBURP を使用する こ と によ り 、 LDIF のイ ン
ポー ト にかかる時間が大幅に短縮されます。

LBURP の詳細については、 185 ページの 「LBURP (LDAP Bulk Update/Replication 
Protocol)」 を参照し て く ださい。

データベースキャッシュを設定する

eDirectory で使用でき るデータベースキ ャ ッ シ ュの容量は、 LDIF イ ンポー ト の処理速
度に大き く 影響し ます。 特に、 サーバ上のエン ト リ の総数が多いほど影響は大き く な
り ます。 LDIF のイ ンポー ト では、 イ ンポー ト 実行中にはでき るだけ多 く の メ モ リ を
eDirectory に割 り 当て る と効率的です。 イ ンポー ト が完了し てサーバの負荷が通常レベ
ルに戻った ら、 メ モ リ の設定を元にも どすこ と ができ ます。 この方法は、 eDirectory
サーバで実行する処理がイ ンポー ト だけの場合に特に効果があ り ます。

eDirectory データベースキ ャ ッ シ ュの設定の詳細については、 513 ページの第 16 章
「Novell eDirectory の メ ンテナン ス」 を参照し て く ださい。

簡易パスワードを使用する

Novell eDirectory では、 パブ リ ッ ク キーと プラ イベー ト キーのペアを使用し て認証を行
います。 これらのキーの生成は、 CPU に大き な負荷のかかる処理です。 eDirectory 8.7.3
以降では、 パス ワード の格納に、 NMASTM (Novell Modular Authentication Service) の簡易
パス ワード機能を使用でき ます。 簡易パス ワード を使用する場合、 パス ワード はデ ィ
レ ク ト リ 内の安全な場所で保持されますが、 キーのペアはサーバ間での認証で実際に
必要にな る まで生成されません。 これによ り 、 パス ワード情報を持つオブジェ ク ト を
ロードする速度を大幅にア ッ プでき ます。

LDIF のイ ンポー ト 時に簡易パス ワード を有効にするには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 ［ディ ス ク上のフ ァ イルからデータ を イ ンポー ト ］ > ［次へ］ の順にク リ ッ ク し ます。

4 ［フ ァ イルタ イプ］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から LDIF を選択し、 イ ンポー ト するデー
タが格納されている LDIF フ ァ イルの名前を入力し ます。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 データ を イ ンポー ト するLDAPサーバ と ロ グ イ ンのタ イプ(匿名ロ グ イ ン または認証
ロ グ イ ン ) を指定し ます。

7 ［詳細設定］ の下の ［NMAS 通常パス ワード / ハッ シ ュ化パス ワード を格納する］ を
選択し ます。

8 ［次へ］ を ク リ ッ ク し、 表示される指示に従って、 LDIF イ ンポー ト ウ ィ ザード での
残 り の作業を完了し ます。 
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パス ワード の格納に簡易パス ワード を使用する場合は、 eDirectory ツ リ ーへのロ グ イ ン
および従来型のフ ァ イルサービ スや印刷サービ スへのア ク セスには、 NMAS 対応の
Novell ClientTM を使用する必要があ り ます。 またサーバには NMAS がイ ン ス ト ールされ
ている必要があ り ます。 名前と パス ワード のバイ ン ド を行 う LDAP アプ リ ケーシ ョ ン
は、 簡易パス ワード機能と ス ムーズに連携し ます。

NMAS の詳細については、 『Novell Modular Authentication Service 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/index.html) を参照し て く ださい。

インデックスを使用する場合の注意

不要な イ ンデッ ク スがあ る と、 LDIF のイ ンポー ト にかかる時間が長 く な り ます。 これ
は、 定義されているすべてのイ ンデッ ク スで、 設定されている属性値を持つエン ト リ
ご と に追加の処理が実行されるためです。 LDIF を イ ンポー ト する前に、 不要な イ ン
デッ ク スがないこ と を確認し ます。 イ ンデッ ク ス を作成する と きは、 あ らかじめデー
タ確認済みのプレデ ィ ケー ト 統計を ロード し て イ ンデッ ク スが本当に必要な箇所を確
認する と、 不要な イ ンデッ ク ス を減らすこ と ができ ます。

イ ンデッ ク スの調整の詳細については、 188 ページの 「イ ンデッ ク スマネージ ャ」 を参
照し て く ださい。

インデックスマネージャ

イ ンデッ ク スマネージ ャは、 サーバオブジェ ク ト の属性の 1 つで、 データベース イ ン
デッ ク スの管理に使用し ます。 eDirectory では、 データベース イ ンデッ ク ス を使用する
こ と によ って、 ク エ リ の処理速度が大幅に向上し ます。 

Novell eDirectory には、 基本的な ク エ リ の機能を提供する一連のイ ンデッ ク スが付属し
ています。 これらデフ ォル ト のイ ンデッ ク スの対象と なる属性を次に示し ます。

またカ ス タマイ ズ された イ ンデッ ク ス を作成し て、 ユーザの環境における eDirectory の
パフ ォーマン ス を さ らに向上させる こ と ができ ます。 た と えば、 デフ ォル ト でイ ン
デッ ク ス付け されていない属性を検索する新しい LDAP アプ リ ケーシ ョ ンが組織に導
入された場合、 その属性に対する イ ンデッ ク ス を作成する と便利です。 
注 : インデックスを使用することにより検索の処理速度は上がりますが、インデックスの数が増えるほど更
新にかかる時間が長くなります。一般には、パフォーマンスの問題が特定のディレクトリの検索に関係する
と思われる場合に、新しいインデックスを作成します。

CN 別名オブジェクト名

dc 破損通知

名 Member

姓 リファレンス

uniqueID 同等権利保有者

GUID NLS：共通許可証

cn_SS リビジョン

uniqueID_SS extensionInfo

ldapAttributeList ldapClassList
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Novell iManager を使用し て、 イ ンデッ ク ス を作成または削除し ます。 イ ンデッ ク ス名、
状態、 タ イプ、 ルール、 イ ンデッ ク ス付き属性など、 イ ンデッ ク スのプロパテ ィ を表
示し た り 、 管理する こ と ができ ます。 

プレデ ィ ケー ト 統計データ を使用する と、 どのよ う な イ ンデッ ク ス を追加し た らユー
ザの環境で便利であ るかを確認でき ます。 プレデ ィ ケー ト 統計データは ConsoleOne で
のみ使用でき ます。 193 ページの 「プレデ ィ ケー ト データ」 を参照し て く ださい。

インデックスを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンデッ ク ス管理］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 利用可能なサーバの リ ス ト からサーバを選択し ます。 

4 ［イ ンデッ ク スの変更］ ページで ［作成］ を ク リ ッ ク し ます。

5 イ ンデッ ク ス名を入力し ます。 

イ ンデッ ク ス名を入力し なかった場合は、 選択し た属性が自動的にイ ンデッ ク ス名
と し て設定されます。

重要 : 「$」文字は属性値の区切り記号として使用されます。インデックス名に「$」文字を使用する場

合、前に円記号 (\) を付けて、LDAP でインデックスを作成するときに「$」文字をエスケープします。

6 属性を選択し ます。

7 イ ンデッ ク スのルールを選択し ます。

値 属性の値全体または値の 初の部分を照合し ます。 た と えば、 値一致は、
「Jensen」 に一致する 「LastName」 のあ るエン ト リ の検索や、 「Jen」 で始ま る
「LastName」 があ るエン ト リ の検索に使用でき ます。

存在 特定の属性値ではな く 、 属性の存在のみを検索し ます。 Login Script 属性を
持つエン ト リ をすべて検索する ク エ リ は、 存在イ ンデッ ク ス を使用し ます。 

下位文字列 属性値文字列のサブセ ッ ト を照合し ます。 た と えば、 「der」 と い う
値を含む 「LastName」 を検索する ク エ リ を実行する と、 「Derington」、
「Anderson」、 および 「Lauder」 が照合の結果と し て返されます。

下位文字列イ ンデッ ク スは、 作成や維持を行 う と きに も多 く の リ ソースが消
費される イ ンデッ ク スです。    

8 ［OK］ を ク リ ッ クする と、 イ ンデッ ク ステーブルが更新されます。

9 ［適用］ を ク リ ッ クする と、 limber がバッ ク グ ラ ウ ン ド プロセス と し て再起動され、
変更内容が有効にな り ます。

インデックスを削除する

作成し た イ ンデッ ク スが不要になる場合があ り ます。 必要のない、 ユーザ定義または
自動で作成し た イ ンデッ ク スは、 削除でき ます。 プレデ ィ ケー ト 統計を使用し て、 重
要度の低いイ ンデッ ク ス を調べる こ と ができ ます。 詳細については、 193 ページの 「プ
レデ ィ ケー ト データ」 を参照し て く だ さい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンデッ ク ス管理］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 利用可能なサーバの リ ス ト からサーバを選択し ます。 
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4 ［イ ンデッ ク スの変更］ ページで、 削除するユーザイ ンデッ ク ス または自動追加イ
ンデッ ク ス を選択し ます。

5 ［削除］ を ク リ ッ クする と、 イ ンデッ ク ステーブルが更新されます。

6 ［適用］ を ク リ ッ クする と、 limber がバッ ク グ ラ ウ ン ド プロセス と し て再起動され、
変更内容が有効にな り ます。

インデックスをオフラインにする

一時的にイ ンデッ ク ス をオフ ラ イ ンにする こ と で、 処理のピーク時にパフ ォーマン ス
を調整でき ます。 た と えば、 ユーザ定義のイ ンデッ ク スの使用をすべて中断する と、
バルク ロード を高速化でき ます。 オブジェ ク ト を追加または変更する と きは定義され
ている イ ンデッ ク ス を更新する必要があ り 、 すべてのイ ンデッ ク ス をア ク テ ィ ブにす
る とデータのバルク ロード の速度が遅 く なるためです。 バルク ロード が完了する と、
再びイ ンデッ ク ス をオン ラ イ ンにでき ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンデッ ク ス管理］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 利用可能なサーバの リ ス ト からサーバを選択し ます。 

4 ［イ ンデッ ク スの変更］ ページで、 オフ ラ イ ンにする イ ンデッ ク ス を選択し て、 ［変
更状況］ を ク リ ッ ク し ます。 

表示されているテーブルでは、 イ ンデッ ク スの状態が ［オン ラ イ ン］ から ［オフ ラ
イ ン］ に変わ り ます。 イ ンデッ ク スは、 次のいずれかの状態にな り ます。

オン ラ イ ン ： 現在実行中です。

オフ ラ イ ン ： 一時停止中です。 ［オン ラ イ ン］ を ク リ ッ クする と再開し ます。

新規 ： オン ラ イ ンに移動する ために待機中です。

削除済み ： イ ンデッ ク ステーブルから削除するために待機中です。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

他のサーバ上でインデックスを管理する

あ るサーバで便利に使用されている イ ンデッ ク スがあ り 、 このイ ンデッ ク ス を他の
サーバでも使用する場合は、 他のサーバにイ ンデッ ク ス定義を コ ピーでき ます。 また
プレデ ィ ケー ト データ を調べる と、 これ と は逆のケースが発生する場合も あ り ます。
つま り 、 複数のサーバで使用されていた イ ンデッ ク スが、 そのいずれかのサーバで不
要にな る と いったケースです。 このよ う な場合、 イ ンデッ ク スが不要になったサーバ
から イ ンデッ ク ス を削除でき ます。    

イ ンデッ ク スマネージ ャ を使用する と、 他のイ ン ス タ ン スに影響を与えずに、 イ ン
デッ ク スの 1 つのイ ン ス タ ン ス を処理でき ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンデッ ク ス管理］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 利用可能なサーバの リ ス ト からサーバを選択し ます。 

4 同じ ツ リ ーの別のサーバにイ ンデッ ク ス定義を コ ピーするには、 ［イ ンデッ ク ス位
置の変更］ を ク リ ッ ク し ます。
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5 コ ピーする イ ンデッ ク ス定義を選択し ます。

イ ンデッ ク ス を 1 つ選択する と、 そのイ ンデッ ク ス を提供する ツ リ ー内のサーバが
一覧表示されます。

6 このカ ラ ムを使用し て、 イ ンデッ ク スのコ ピーを目的のサーバに移動し ます。

7 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティを使用してインデックスを管理
する

Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て イ ンデッ ク ス を作成ま
たは削除でき ます。 

イ ンデッ ク ス を作成または削除するには、 LDIF フ ァ イルを使用する必要があ り ます。
LDIF フ ァ イルがイ ンポー ト された ら、 limber を開始し て イ ンデッ ク ス処理を初期化す
る こ と ができ ます。 その他の場合には、 イ ンデッ ク ス処理は limber が開始された と き
に自動的に行われます。 

LDIF フ ァ イルにイ ンデッ ク ス を指定するには値が必要です。 次の場合、 ド ル ($) 記号
で区切られた文字列は無視されます。

順序 文字列 説明

1 Index version 今後の使用のために予約されています。eDirectory
では、常に 0 に設定します。

2 Index name ユーザ定義のインデックス名 ( 姓、郵便番号など ) を
指定します。文字列には、ドル ($) 記号は使用できま

せん。

3 Index state インデックスの状態を指定します。インデックスを
定義する場合、このフィールドには 2 ( オンライン )
を設定します。eDirectory では次の値がサポートさ

れています。 

0 - 一時停止。該当するインデックスがクエリに使

用されず、更新もされていない状態を示します。

1 - オンライン開始中。該当するインデックスが

作成中であることを示します。

2 - オンライン。該当するインデックスが使用さ

れていることを示します。

3 - 作成待機中。該当するインデックスの定義が

完了し、バックグラウンド処理で実行されるまで
待機中であることを示します。

バックグラウンドプロセスは、インデックスの構築
を開始した後に状態を変更します。
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インデックスを作成する LDIF ファイルの例

dn: cn=testServer-NDS,o=Novell

changetype: modify

add: indexDefinition

indexDefinition: 0$indexName$2$2$0$1$attributeName

4 Index rule マッチングのタイプを指定します。

0 - 値一致。値全体または値の 初の部分を含むク

エリを 適化します。たとえば、「Jensen」また

は「Jen」ではじまる文字列と一致する surname
属性を持つエントリのクエリなどがあります。 

1 - 存在一致。属性の存在のみを含むクエリを

適化します。たとえば、surname 属性を持つすべ

てのエントリのクエリなどがあります。

2 - 下位文字列一致。一致する文字列を含むクエリ

を 適化します。たとえば、「der」の文字列を含

む surname 属性を持つエントリのクエリなどがあ

ります。このクエリでは、「Derington」「Anderson」
および「Lauder」といった surname 属性を持つエ

ントリが返されます。

5 Index type インデックスの作成者を指定します。インデックス
を定義する場合、この値を 0 に設定する必要があ

ります。eDirectory では次の値がサポートされてい

ます。

0 - ユーザ定義

1 - 属性作成時に追加

2 - 操作時に必要

3 - システムインデックス

6 Index value state インデックスのソースを指定します。インデックス
を定義する場合、この文字列を 1 に設定します。

eDirectory では次の値がサポートされています。

0 - 未初期化

1 - サーバから追加

2 - ローカル DIB から追加

3 - ローカル DIB から削除

4 - ローカル DIB から変更

7 Attribute name 属性の NDS 名を指定します。eDirectory では多くの

属性が LDAP 名と NDS 名の両方を持っています。こ

の文字列には NDS 名が必要です。 

順序 文字列 説明
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インデックスを削除する LDIF ファイルの例

dn: cn=osg-nw5-7, o=Novell

changetype: modify

delete: indexDefinition

indexDefinition: 0$indexName$2$2$0$1$attributeName

プレディケートデータ

プレデ ィ ケー ト データは、 検索の対象と なったオブジェ ク ト に関する、 サーバ固有の
履歴を表し ます。 このデータおよびデータの収集は、 eDirectory のイ ン ス ト ール時に作
成された ndsPredicateStats オブジェ ク ト を通し て管理されます。 ndsPredicateStats オブ
ジェ ク ト の名前は、 サーバ名に 「-PS」 が追加された ものにな り ます。 

プレデ ィ ケー ト データ を使用し て も頻繁に検索されているオブジェ ク ト を識別し、
そのオブジェ ク ト のイ ンデッ ク ス を作成し て今後のア ク セス を高速化でき ます。

プレディケートデータを管理する

プレデ ィ ケー ト 統計は、 常時実行する機能ではあ り ません。 プレデ ィ ケー ト 統計の収
集は、 検索のパフ ォーマン スに影響を与えます。 また、 データベースのサイ ズが大き
い場合には、 統計の収集に長時間かか り ます。 特定のデ ィ レ ク ト リ の検索で、 パ
フ ォーマン スの低下が問題になっている と思われる場合に、 プレデ ィ ケー ト 統計を使
用し ます。

ConsoleOne の ［プレデ ィ ケー ト データ］ プロパテ ィ ページを使用し て、 データの収集
を管理し ます。

1 ConsoleOne で、 サーバオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し ます。

2 ［プロパテ ィ ］ > ［プレデ ィ ケー ト データ］ > ［プロパテ ィ ］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 ndsPredicateStats オブジェ ク ト に対し て適切な設定を入力し ます。

［更新間隔］ データ表示を リ フ レ ッ シュ し、 データ をデ ィ ス クに書き込むまでの秒
数を指定し ます。 

［詳細］ > ［有効］ 収集プロセス をバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行するか、 または実行し な
いかを指定し ます。 データの収集をオフにする と、 後に収集されたデータが メ モ
リ から解放されます。 ［デ ィ ス クへ書き込む］ を選択する と、 データはデ ィ ス クへ
書き込まれます。

［詳細］ > ［デ ィ ス クへ書き込む］ プレデ ィ ケー ト データの格納場所を決定し ます。
常に メ モ リ に格納するか、 ［更新間隔］ で指定し たデ ィ ス ク に メ モ リ から書き込む
かを指定し ます。   

［詳細］ > ［値の表示］ データ を省略し て表示するか、 または完全に表示するかを選
択し ます。 省略表示では、 イ ンデッ ク スの対象に適し ているプレデ ィ ケー ト を判断
するために必要な情報が表示されます。

4 ［OK］ を ク リ ッ クする と、 オブジェ ク ト 設定が更新されます。
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eDirectory Service Manager
eDirectory Service Manager では、 使用可能な eDirectory サービ スおよびそのステータ ス
についての情報が提供されます。 また、 Service Manager から これらのサービ ス を開始
または停止でき ます。

Service Manager は eDirectory サービ スのみを管理し ます。 dsservcfg.xml 設定フ ァ イルを
使用し て管理を行います。 このフ ァ イルには、 各プラ ッ ト フ ォームで管理でき るサー
ビ ス を表示し ます。 リ ス ト にサービ ス を追加または削除する こ と もでき ます。

eDirectory Service Manager には次の方法でア ク セスでき ます。

194 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト のサービ スマネージ ャ eMTool を使用する」

195 ページの 「Novell iManager でサービ スマネージ ャプラ グ イ ンを使用する」

eMBox クライアントのサービスマネージャ eMTool を使用する

eMBox (eDirectory Management Toolbox) ク ラ イ アン ト はコマン ド ラ イ ンで実行される
Java ク ラ イ アン ト で、 eDirectory Service Manager eMTool に リ モー ト ア ク セスでき ます。
emboxclient.jar フ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。
JVM を イ ン ス ト ールし ていれば、 どのコ ンピ ュータでも実行でき ます。 eMBox ク ラ イ
アン ト の詳細については、 555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」
を参照し て く ださい。

eMBox ク ラ イ アン ト のサービ スマネージ ャ eMTool は、 次の手順で使用し ます。 

1 コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し て、対話式モード で eMBox ク ラ イ アン ト を実行
し ます。

java -cp フ ァ イルのパス /emboxclient.jar embox -i

( ク ラ スパスに emboxclient.jar フ ァ イルがすでに含まれている場合は、 java 
embox -i と入力するだけです。 ) 

eMBox Client のプロ ンプ ト が次のよ う に表示されます。

eMBox Client>

2 Service Manager を実行するサーバにロ グ イ ンするには、次のコマン ド を入力し ます。 

login -s サーバの名前または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 
-u ユーザ名 . コ ンテキス ト  -w パス ワード -n

ポー ト 番号は通常 80 または 8028 です。 ただし、 すでにそのポー ト を使用し ている
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 非セキ ュ
ア接続を開始し ます。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。
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3 次のいずれかの Service Manager コマン ド を入力し ます。

eMBox ク ラ イ アン ト で list -tservice コマン ド を使用し て、 Service Manager オ
プシ ョ ンの詳細を表示する こ と もでき ます。 詳細については、 559 ページの
「eMTool と そのサービ ス を表示する」 を参照し て く ださい。

4 eMBox ク ラ イ アン ト から ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。 
logout

5 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit

Novell iManager でサービスマネージャプラグインを使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［サービ スマネージ ャ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 管理するサーバを指定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 選択し たサーバの認証を行い、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 eDirectory サービ スの状態をチェ ッ ク し た り 、 サービ ス を開始または停止するには、
次のア イ コ ンを使用し ます。

コマンド 説明

service.serviceList 利用できる eDirectory サービスを表示します。

service.serviceStart -n モジュール名 指定された eDirectory サービスを開始します。

service.serviceStop -n モジュール名 指定された eDirectory サービスを停止します。

service.serviceInfo -n モジュール名 指定されたサービスに関する情報を表示します。

アイコン 説明

サービスは実行中です。

サービスは停止しています。

サービスを開始します。

サービスを停止します。

サービスは実行中ですが、停止できません。
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7 Novell iMonitor 2.1 の使用

Novell® iMonitor は、 eDirectoryTM ツ リ ー内にあ るすべてのサーバに対し て、 複数プラ ッ
ト フ ォーム対応の監視および診断機能を提供し ます。 Novell iMonitor ユーテ ィ リ テ ィ を
使用する と、 ネ ッ ト ワーク上で Web ブラ ウザを使用でき る場所な ら ど こ からでもサー
バを監視でき ます。

また iMonitor によ り 、 eDirectory 環境に対し て、 パーテ ィ シ ョ ン、 レプ リ カ、 または
サーバベースの詳細な管理が可能にな り ます。 また、 実行し ている タ ス ク の種類、 タ
ス クの開始時間、 結果、 および実行時間を検証でき ます。 

iMonitor は、 Novell が従来提供し ていたサーバベースの eDirectory ツール (DSBrowse、
DS ト レース、 DSDiag、 および DSRepair が持つ診断機能など ) に対し て、 その代わ り
に使用でき る機能や置き換え る こ と のでき る機能を提供し ます。 これらの機能は、 Web
ベースで利用でき ます。 このため、 iMonitor の機能は主にサーバで動作する こ と に重点
を置いています。 つま り eDirectory ツ リ ー全体ではな く 、 個々の eDirectory エージェ ン
ト ( デ ィ レ ク ト リ サービ スで実行し ている イ ン ス タ ン ス ) の状態が、 iMonitor の機能に
対し て重要な要素と な り ます。

iMonitor 2.1 の機能は次の とお り です。

eDirectory ヘルスサマ リ

同期情報

認識されているサーバ

エージェ ン ト の環境設定

eDirectory ヘルスチェ ッ ク

ハイパー リ ン ク付きの DS ト レース

エージェ ン ト の環境設定

エージェ ン ト ア ク テ ィ ビテ ィ および Verb 統計

レポー ト

エージェ ン ト 情報

エラー情報

オブジェ ク ト / スキーマブラ ウザ

Novell Nsure Identity Manager モニ タ

検索

パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト

エージェ ン ト プロセスのステータ ス

バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスのスケジ ュール

DSRepair

接続監視
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iMonitor の情報は、 次の要素に基づいて表示されます。

確立された識別情報

iMonitor で実行するすべての要求は、 識別情報に基づ く eDirectory 権によ って制限
されます。 た と えば、 ［DSRepair］ ページにア ク セスするには、 ア ク セス を行 う
サーバに対し て、 サーバの管理者またはコ ン ソールオペレータ と し て ロ グ イ ンする
必要があ り ます。

監視し ている eDirectory エージェ ン ト のバージ ョ ン

新しいバージ ョ ンの NDS® および eDirectory には、 以前のバージ ョ ンにはない機能
と オプシ ョ ンがあ り ます。

iMonitor に表示された情報から、 ローカルサーバの状態が一目でわか り ます。

この章では次の ト ピ ッ クについての情報を説明し ます。

198 ページの 「システム要件」

199 ページの 「iMonitor へア ク セスする」

199 ページの 「iMonitor のアーキテ クチャ」

206 ページの 「iMonitor の機能」

224 ページの 「セキ ュ リ テ ィ 保護された iMonitor 操作の実現」

システム要件

iMonitor 2.1 を使用するには次のソ フ ト ウ ェ アが必要です。

Internet Explorer 5.5 以降、 または Netscape 7.02 以降

Novell eDirectory 8.7.1 以降

プラットフォーム

iMonitor 2.1 ユーテ ィ リ テ ィ は次のプラ ッ ト フ ォームで動作し ます。

NetWare® 5.1 Support Pack 4 以降

Novell iMonitor は AUTOEXEC.NCF に格納されます。

Windows 2000 および 2003 Server (SSL な し )

Linux の場合

Solaris の場合

AIX の場合

HP-UX の場合

NetWare および Windows では、 eDirectory が実行される と、 iMonitor は自動的にロード
されます。 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX の場合、 ndsimonitor コマン ド で -l オプ
シ ョ ンを使用し て iMonitor を ロード でき ます。 また、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf/
ndsimon.conf フ ァ イルに [ndsimonitor] を追加し て、 eDirectory サーバを開始する前に
iMonitor を自動的にロードする こ と もでき ます。
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監視できる eDirectory のバージョン

iMonitor を使用し て監視でき る NDS および eDirectory のバージ ョ ンは次の とお り です。

NetWare 4.11 用以降のすべてのバージ ョ ンの NDS および eDirectory

Windows 用のすべてのバージ ョ ンの NDS および eDirectory 

Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX 用のすべてのバージ ョ ンの NDS および
eDirectory

iMonitor へアクセスする

1 iMonitor の実行フ ァ イルが eDirectory サーバで実行されている こ と を確認し ます。

2 Web ブラ ウザを開き ます。

3 ア ド レ ス (URL) のフ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http:// サーバの TCPIP ア ド レ ス :HTTP ス タ ッ ク ポー ト /nds

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://137.65.135.150:8028/nds

DNS 名は、 iMonitor 内でサーバの IP または IPXTM ア ド レ ス、 も し く は識別名を使
用でき る箇所であれば常に使用でき ます。 た と えば、 次のよ う な DNS が設定され
ている と し ます。 

http://prv-gromit.provo.novell.com/nds?server=prv-igloo.provo.novell.com

これは、 次の設定と同等です。

http://prv-gromit.provo.novell.com/nds?server=IP または IPX ア ド レ ス

または

http://prv-gromit.provo.novell.com/nds?server=/cn=prv-igloo, 
ou=ds,ou=dev,o=novell,t=novell_inc

eDir HTTPS ス タ ッ クが有効であれば、 HTTPS を通し て iMonitor を使用でき ます。

4 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。 

すべての機能にア ク セスするには、 完全識別名を指定し て管理者と し て ロ グ イ ンす
るか、 管理者と同等のア ク セス権でロ グ イ ン し ます。

5 ［ロ グ イ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

iMonitor のアーキテクチャ

200 ページの 「iMonitor ページの構成」

201 ページの 「動作モード」

202 ページの 「すべてのページから ア ク セス可能な iMonitor の機能」

202 ページの 「NetWare Remote Manager と の統合」

203 ページの 「環境設定フ ァ イル」
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iMonitor ページの構成

iMonitor の各ページは、 ナビゲータ フ レーム、 アシス タ ン ト フ レーム、 データ フ レー
ム、 およびレプ リ カフ レームの 4 つのフ レーム またはセ ク シ ョ ンに分かれています。

図 30 iMonitor の各フレーム

ナビゲータ フ レーム ： ページの上部にあ り ます。 このフ レームには、 データの読み込
み元のサーバ名、 ユーザの識別情報、 および他の画面 ( オン ラ イ ンヘルプ、 ロ グ イ ン、
サーバポータルなどの iMonitor ページ ) に リ ン クするためのア イ コ ンが表示されます。

アシス タ ン ト フレーム ： ページの左側にあ り ます。 このフレームには、 ナビゲーシ ョ ン
用の項目 ( 他のページへの リ ン ク など ) 、 データ フレームでのデータの検索に使用する項
目、 および表示されているページでのデータの取得や解釈に使用する項目が含まれます。

データ フ レーム ： 上部にあ る リ ン ク を ク リ ッ クする と、 ローカルサーバに関する詳細
情報が表示されます。 Web ブラ ウザがフ レームをサポー ト し ていない場合には、 この
ページだけが表示されます。

レプ リ カフ レーム ： 現在表示されている レプ リ カを判別でき ます。 また リ ン ク を使用し
て、 現在表示されている情報が、 他のサーバやレプ リ カを基準と し た と きに、 どのよ う
な状態になっているかを確認でき ます。 表示し たページに、 要求し たデータの他のレプ
リ カが存在する場合、 またはデータ フ レームに表示されている情報を別の状態で表示す
る レプ リ カが存在する可能性があ る場合にのみ、 レプ リ カフ レームが表示されます。 
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動作モード

Novell iMonitor には、 ダ イ レ ク ト モード と プロ キシモード と い う 2 種類の動作モード が
あ り ます。 モード を切 り 替え るために環境設定情報を変更する必要はあ り ません。 モー
ド は Novell iMonitor が自動的に切 り 替えますが、 eDirectory ツ リ ーのナビゲー ト を正し
く 効率的に行 う ために、 これらのモード について理解し てお く こ と をお勧めし ます。

図 31 動作モード

ダイ レ ク ト モード ： ダイ レ ク ト モード が使用されるのは、 Web ブラ ウザが iMonitor の
実行フ ァ イルを実行し ている コ ンピ ュータ上のア ド レ ス または DNS 名を直接ポ イ ン ト
し ていて、 そのコ ンピ ュータのローカル eDirectory DIB 上の情報だけを読み込んでいる
場合です。

iMonitor の機能の中にはサーバ限定のものも あ り ます。 こ こでい う 「サーバ限定」 の機
能と は、 ローカルコ ンピ ュータ上で動作し ている iMonitor 以外からは使用できない機
能のこ と です。 サーバ限定の機能では、 リ モー ト から ア ク セスでき ないローカル API
のセ ッ ト を使用し ます。 サーバ限定の iMonitor の機能には、 DS ト レース、 DSRepair、
および ［バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスのスケジュール］ ページなどがあ り ます。 ダ イ レ
ク ト モード の場合、 すべての iMonitor 機能がローカルコ ンピ ュータから利用でき ます。

ダイ レ ク ト モード の主な特徴は次の とお り です。

サーバ限定の機能をすべて使用でき ます。

ネ ッ ト ワークの通信量が減少し ます ( 高速ア ク セスが可能 ) 。

eDirectory のバージ ョ ンに関係な く 、 プロ キシによ る ア ク セス も可能です。

プロ キシモード ： プロ キシモード が使用されるのは、Web ブラ ウザが、1 つのコ ンピ ュー
タ上で実行されている iMonitor をポイ ン ト していて、 同時に他のコ ンピ ュータから情報
を読み込んでいる場合です。 iMonitor では、 サーバ限定でない機能に対し てはサーバ限
定でない従来の eDirectory プロ ト コルを使用するため、 NDS 6.x 以降の従来のバージ ョ ン
の eDirectory でも監視や診断の対象にでき ます。 ただし、 サーバ限定の機能では、 リ モー
ト から ア クセスできない API が使用されます。

NDS iMonitor

Solaris
eDirectory

NDS iMonitor

NT/Win2k
eDirectory

NDS iMonitor NDS iMonitor

NetWare 5.1
eDirectory

NetWare 5 SP4
eDirectory

NT Server
eDirectory

NetWare 4.11
NDS 6.xx

NetWare 5
NDS 7.xx
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プロ キシモード が有効な と きに、 他のサーバの動作モード をダ イ レ ク ト モード に切 り 替
える こ と もでき ます。ただし、そのサーバの eDirectory のバージ ョ ンで iMonitor がサポー
ト されている こ と が条件です。 プロキシによ る情報収集対象のサーバ上で iMonitor が実
行されている場合は、ナビゲータ フ レームに追加のア イ コ ンボタ ンが表示されます。カー
ソルを このア イ コ ン上に移動する と、 その リ モー ト サーバ上で実行されている リ モー ト
iMonitor への リ ン クが表示されます。 ただし、 情報収集対象の リ モー ト サーバで以前の
バージ ョ ンの eDirectory が実行されている場合は、 このア イ コ ンは表示されません。その
リ モー ト サーバが iMonitor をサポー ト しているバージ ョ ンの eDirectory にア ップグレード
される までは、そのサーバからの情報収集には常にプロ キシを使用する必要があ り ます。

プロ キシモード の主な特徴は次の とお り です。

ツ リ ー内のすべてのサーバで iMonitor を実行し な く て も、 iMonitor の機能の大部分
を利用でき ます

1 つのサーバをア ッ プグレードするだけで済みます

1 つのア ク セスポイ ン ト でダ イヤルイ ンが可能です

iMonitor 自体へのア ク セスには低速な リ ン ク を使用し、iMonitor から eDirectory 情報
へのア ク セスには高速な リ ン ク を使用でき ます

以前のバージ ョ ンの NDS の情報にア ク セスでき ます

サーバ限定の機能は、 iMonitor がイ ン ス ト ールされている コ ンピ ュータ以外では使
用でき ません

すべてのページからアクセス可能な iMonitor の機能

エージェ ン ト の要約、 エージェ ン ト 情報、 エージェ ン ト の環境設定、 ト レースの環境設
定、 DSRepair、 レポー ト 、 および検索の各ページには、 ナビゲータ フ レームを使用する
こ と によ ってどの iMonitor ページからでも リ ン ク でき ます。 その他、 どの iMonitor ペー
ジからでも、 Novell Support Web ページにロ グ イ ンおよび リ ン ク でき ます。

［ロ グ イ ン］ ボタ ン と ［ロ グア ウ ト ］ ボタ ン ： システムにロ グ イ ン し ていない状態で
は、 ［ロ グ イ ン］ ボタ ンが有効にな り ます。 システムにロ グ イ ン し ている状態では ［ロ
グア ウ ト ］ ボタ ンが表示され、 これを使用する と ブラ ウザウ ィ ン ド ウ を閉じ る こ と が
でき ます。 ブラ ウザウ ィ ン ド ウがすべて閉じ られる までは iMonitor セ ッ シ ョ ンは開い
たま まにな るので、 そのつど ロ グ イ ン し直す必要があ り ません。 自分のロ グ イ ン ス
テータ スは、 ナビゲータ フ レームに表示された識別情報を調べる こ と によ って、 どの
ページからでも確認でき ます。

Support Connection ページへの リ ン ク ： ページ右上に表示される Novell のロ ゴは、
Novell Support Connection Web ページへの リ ン ク と し て使用でき ます。 こ こから Novell
の Web サイ ト に直接 リ ン ク し て、 新のサーバパッチキ ッ ト 、 更新データ、 各製品に
固有なサポー ト 情報などを取得でき ます。

NetWare Remote Manager との統合

NetWare 5 以降のサーバからは NetWare Remote Manager へ リ ン ク でき、 NetWare サーバ
の監視、診断、および ト ラブルシューテ ィ ング情報の取得が Web ベースで実行でき ます。 

iMonitor と NetWare Remote Manager を統合する方法を次に示し ます。

NetWare Remote Manager のラ イ ト ウ ェ イ ト Web サーバ (httpstk.nlm) は、 NetWare プ
ラ ッ ト フ ォームに対し て、 iMonitor アーキテ クチャの第 1 層を割 り 当てます。
202   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
iMonitor が NetWare Remote Manager (portal.nlm) に登録されます。これで、iMonitor お
よび他の eDirectory 固有の情報への リ ン ク が、NetWare Remote Manager イ ン タ フ ェー
ス経由で使用可能にな り ます。 

こ れら のリ ンク は、 Remote Manager イ ンタ フェ ースの［ eDirectory の管理］ セク ショ ン
に表示されます。 また eDirectory エージェ ン ト のヘルス情報への リ ン クが、eDirectory
関連のカテゴ リ 内にあるヘルスモニタの ［Diagnose Server ( サーバの診断 )］ セクシ ョ ン
に表示されます。 

また、 NetWare Remote Manager が eDirectory に登録されます。 これによ り iMonitor と
NetWare Remote Manager 間の ク ロ ス リ フ ァ レン スが可能にな り 、 各ツール間の移動が、
よ り ス ムーズにな り ます。

環境設定ファイル

iMonitor に含まれる環境設定フ ァ イルを使用する と、 ユーテ ィ リ テ ィ のデフ ォル ト の動
作や値を変更し た り 、 設定する こ と ができ ます。 

環境設定フ ァ イルはテキス ト フ ァ イルで、 必要な値が指定された環境設定パラ メ ータ タ
グが含まれています。 このフ ァ イルは NetWare および Windows 上では iMonitor の実行
可能フ ァ イル と同じデ ィ レ ク ト リ  ( 通常 Novell eDirectory の実行可能フ ァ イル と同じ場
所 ) 、 または Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX 上では /etc デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

203 ページの 「ndsimon」

204 ページの 「ndsimonhealth」

ndsimon

ndsimon の環境設定フ ァ イルでは、 ト レース フ ァ イルの設定の変更、 サーバへのア ク セ
ス制御、 コ ンテナの リ ス ト 表示または検索結果を表示する際のオブジェ ク ト の 大表示
数の設定、 およびア イ ド ル状態が何分続 く と接続がロ グアウ ト するかを指定でき ます。

ndsimon の環境設定フ ァ イルに設定するパラ メ ータには、 次のよ う な 2 種類のグループ
があ り ます。

iMonitor の実行可能フ ァ イル自体の実行方法に適用されるパラ メ ータ

NetWare の場合を除き、 iMonitor の実行可能フ ァ イルはロード される と、 従来の
HTTP ポー ト 80 で受信待機し ます。 このポー ト が使用中の場合は、 ポー ト 8028 に
切 り 替え られます。 ポー ト 8008 も使用中の場合、 iMonitor は再びポー ト を切 り 替
え、 番号を 2 ずつ増やし ながら  (8010, 8012 など ) 8078 に達する までポー ト 番号を
検索し ます。 

SSL が設定され使用可能になっている場合も、 同様のパターンでバイ ン ド が実行さ
れます。 この場合、 初にポー ト 81 がバイ ン ド され、 次に 8009、 8011、 8013 と続
き ます。 

サーバ 環境設定ファイル

NetWare sys:\system\ndsimon.ini

Windows NT および Windows 2000 インストールディレクトリ \novell\NDS\ndsimon.ini

Linux, Solaris, AIX, HP-UX /etc/opt/novell/eDirectory/conf/ndsimon.conf
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これによ り 、 iMonitor と、 同じサーバで実行している Web サーバ と の共存が可能に
な り ます。 プラ ッ ト フ ォームによ っては、 イ ンス ト ールされた Web サーバを ロード
する前に iMonitor を ロード でき ます。 また、 iMonitor をバイ ン ドするポー ト を選択
する こ と もでき ます。 通常のポー ト および SSL ポー ト は、 HttpPort および HttpsPort
パラ メ ータ をそれぞれに使用し て設定でき ます。 付属の環境設定フ ァ イルに、 サン
プルがコ メ ン ト アウ ト されて含まれています。 デフ ォル ト では、 iMonitor は、 ロー
ドするサーバのすべての NIC ア ド レ スにバイ ン ド されます。 ただし、 ［ア ド レ ス］
パラ メ ータ を使用して、 バイ ン ドするア ド レ ス を コ ンマ区切 り 形式の リ ス ト で指定
でき ます。

NetWare でも、 ポー ト 選択について同様の規則が使用されますが、 この規則は
NetWare Remote Manager HTTP ス タ ッ ク  (httpstk.nlm) によ って制御されます。 この
規則の詳細は、 NetWare Remote Manager のマニ ュ アルに記載されています。

特定の機能またはページに適用されるパラ メ ータ

iMonitor に付属する環境設定フ ァ イルには、 変更可能なパラ メ ータのサンプルが含
まれています。 これらのパラ メ ータの先頭にはシ ャープ記号 (#) が付いています。
これは、 パラ メ ータがコ メ ン ト ア ウ ト されている こ と を示し ていて、 iMonitor が環
境設定フ ァ イルを解析する と きには、 これらのパラ メ ータは無視されます。 付属す
る環境設定フ ァ イルでは、 これらのパラ メ ータにはすべて、 内部でバイ ン ド された
デフ ォル ト 値が使用されます。 これらのパラ メ ータ を使用可能にする、 またはパラ
メ ータ を追加するには、 行の先頭の 「#」 を削除し ます。

ndsimonhealth

ndsimonhealth の環境設定フ ァ イルでは、 ［エージェ ン ト ヘルス］ ページのデフ ォル ト 設
定を変更でき ます。 ［エージェ ン ト ヘルス］ オプシ ョ ンを有効または無効にし た り 、 オ
プシ ョ ンのレポー ト レベルおよび範囲を設定し た り 、 サーバのレポー ト レベルを設定
でき ます。

ndsimonhealth の環境設定フ ァ イルに設定するオプシ ョ ンには、次のよ う な 3 種類のオプ
シ ョ ンがあ り ます。

オプシ ョ ンのみを有効または無効にする

オプシ ョ ンを無効にするには、 オプシ ョ ンの前のシャープ記号 (#) を削除し、 コ ロ ン
(:) の後ろに リ ス ト 表示されるすべてのレベルを 「OFF」 に置き換えます。 これらの
オプシ ョ ンのレポー ト レベルを設定するには、 オプシ ョ ンの前の 「#」 文字を削除し、
コ ロ ンの後ろにレポー ト レベルを追加し ます。有効なレベルは、WARN、MARGINAL、
および SUSPECT です。これらのオプシ ョ ンに入力でき る レポー ト レベルは 1 つだけ
です。

サーバ 環境設定ファイル

NetWare sys:\system\ndsimonhealth.ini

Windows NT および Windows 2000 インストールディレクトリ
\novell\NDS\ndsimonhealth.ini

Linux, Solaris, AIX, HP-UX /etc/opt/novell/eDirectory/conf/ndsimonhealth.conf
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設定の範囲を指定する一般オプシ ョ ン

これらのオプシ ョ ンでは、レポー ト レベルの設定を有効または無効にし た り 、レポー
ト レベルを設定し た り でき ます。 またレポー ト レベルの範囲の設定もでき ます。

これらのすべてのオプシ ョ ンのレポー ト レベルを設定するには、 オプシ ョ ン名の後
に -active と記述し、 その後ろに設定する レポー ト レベルを記述し ます。 た と えば、
time_delta をア ク テ ィ ブに設定するには、 環境設定フ ァ イルに次の行を追加し ます。 

time_delta-active: WARN

time_delta を非ア ク テ ィ ブに設定するには、環境設定フ ァ イルに次の行を追加し ます。

time_delta-active: OFF

範囲を入力する場合、 指定する範囲はこのレポー ト レベルを表示し ない範囲です。

3 つすべてのレポー ト レベルをア ク テ ィ ブにするオプシ ョ ンの設定方法、 および範
囲の設定方法については、 次の time_delta の例を参照し て く ださい。 この例では、
-2 ～ 2 の範囲外では少な く と も marginal のレベルが表示され、 -5 ～ 5 の範囲外で
は少な く と も suspect のレベルが表示され、 -10 ～ 10 の範囲外では warning のレベ
ルが表示されます。

time_delta-active: WARN | SUSPECT | MARGINAL
time_delta-Min_Warn: -10
time_delta-Min_Suspect:  -5
time_delta-Min_Marginal:  -2
time_delta-Max_Marginal:   2
time_delta-Max_Suspect:   5
time_delta-Max_Warn:   10

これらのオプシ ョ ンのヘルプを表示するには、 iMonitor で次の URL を入力し ます。

http://XXX.XXX.XXX.XXX: ポー ト /nds/help?hbase=/nds/health/ オプシ ョ ン名

XXX.XXX.XXX.XXX: ポー ト には iMonitor がア ク セスでき る IP ア ド レ ス と ポー ト 、
オプシ ョ ン名にはヘルプ表示するオプシ ョ ン名 (time_delta など ) を入力し ます。

現在の設定レベル と範囲を表示するには、 ブラ ウザを使用し て表示するオプシ ョ ン
を含むヘルスページへ進み、 ブラ ウザの URL 行の 後に次を追加し ます。

&op=setup   

カス タ ム設定または複合設定が必要なオプシ ョ ン

設定でき る レポー ト レベルには次の 3 種類があ り ます。 

WARN は、すぐにア ッ プグレードする必要があ るバージ ョ ンの eDirectory を実行
し ているサーバを検出し ます。

SUSPECT は、 ア ッ プグレード が望まれるバージ ョ ンの eDirectory を実行し てい
るサーバを検出し ます。

MARGINAL は、 新バージ ョ ンではない eDirectory を実行し ているサーバを検
出し ます。

これらのオプシ ョ ンは、 サーバのバージ ョ ンが指定された許容範囲にあ るかど う か
のレポー ト レベルを設定し ます。
Novell iMonitor 2.1 の使用 205



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
iMonitor の機能

このセ ク シ ョ ンでは iMonitor の機能について簡単に説明し ます。

iMonitor が持つ各機能の詳細については、 オン ラ イ ンヘルプの該当するセ ク シ ョ ンを参
照し て く ださい。

206 ページの 「eDirectory サーバのヘルス情報の表示」

207 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン同期ステータ スの表示」

207 ページの 「サーバ接続情報の表示」

208 ページの 「認識されているサーバの表示」

208 ページの 「レプ リ カ情報の表示」

209 ページの 「DS エージェ ン ト を制御および環境設定する」

210 ページの 「 ト レース を環境設定する」

211 ページの 「プロセス ステータ ス情報の表示」

211 ページの 「エージェ ン ト ア ク テ ィ ビテ ィ の表示」

212 ページの 「 ト ラ フ ィ ッ クパターンの表示」

212 ページの 「バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスの表示」

212 ページの 「eDirectory サーバエラーの表示」

213 ページの 「DSRepair 情報の表示」

213 ページの 「エージェ ン ト のヘルス情報を表示する」

213 ページの 「ツ リ ー内のオブジェ ク ト の参照」

214 ページの 「同期またはパージのためのエン ト リ の表示」

215 ページの 「レプ リ カの同期ステータ スの表示」

215 ページの 「レポー ト の設定と表示」

217 ページの 「スキーマ、 ク ラ ス、 および属性定義の表示」

217 ページの 「オブジェ ク ト の検索」

218 ページの 「ス ト リ ームビ ューアの使用」

218 ページの 「DIB セ ッ ト の ク ローン」

eDirectory サーバのヘルス情報の表示

［エージェ ン ト の要約］ ページでは、 同期設定、 エージェ ン ト プロセスのステータ ス、
データベースで認識されているサーバの総数など、 eDirectory サーバのヘルス情報を表
示でき ます。

1 iMonitor で、 ［エージェ ン ト の要約］  を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［エージェ ン ト 同期の概要］ レプ リ カの数と タ イプ、 およびこれら レプ リ カが正常
に同期されてから経過し た時間を表示でき ます。 その他、 レプ リ カのタ イプ別にエ
ラーの数を表示する こ と もでき ます。 表示でき る レプ リ カまたはパーテ ィ シ ョ ンが
1 つだけの場合、 項目名は 「パーテ ィ シ ョ ン同期ステータ ス」 にな り ます。

［エージェ ン ト 同期の概要］ が表示されない場合は、 ユーザの識別情報に基づ く 権
利で表示でき る レプ リ カがないこ と を意味し ます。
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［データベースで認識されているサーバ合計］ ローカルデータベースが認識し てい
るサーバのタ イプ と数、 および各サーバが実行中であ るかど う かを表示でき ます。

［エージェ ン ト プロセスのステータ ス合計］ エージェ ン ト 上で実行されているプロ
セスのステータ ス を、 管理者に依頼せずに自分で調べる こ と ができ ます。 ステータ
ス情報は問題や重要な情報が発生し た と きに記録されます。 表示される表のサイ ズ
は、 記録されている ステータ スの数によ って異な り ます。

パーティション同期ステータスの表示

［エージェ ン ト 同期］ ページでは、 パーテ ィ シ ョ ンの同期状態を表示でき ます。 ページ
の左側のアシス タ ン ト フ レームに一覧表示されているオプシ ョ ンから選択し て、 表示
する情報を絞 り 込むこ と もでき ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト 同期］ を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［パーテ ィ シ ョ ン同期ステータ ス］ パーテ ィ シ ョ ン、 エラーの数、 終同期時刻、
大 リ ングデルタ を表示でき ます。

［パーテ ィ シ ョ ン］ パーテ ィ シ ョ ンご と の 「レプ リ カ同期］ ページへの リ ン ク を表
示でき ます。

［ 終同期日時］ サーバから個々のパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カをすべて同期できた
と きから経過し た時間を表示でき ます。

［ 大 リ ングデルタ］ リ ング内にあ るすべてのレプ リ カに対し て同期でき ない可能
性があ るデータ量を表示し ます。 た と えば、 あ るユーザが自分のロ グ イ ン ス ク リ プ
ト を変更し てから 30 分が経過し ていない場合、 大 リ ングデルタへの割 り 当てが
45 分であれば、 このユーザのロ グ イ ンは正常に同期されないおそれがあ り ます。
その場合、 このユーザはロ グ イ ン時に前のロ グ イ ン ス ク リ プ ト を受け取る こ と にな
り ます。 一方、 ユーザが現時点から 45 分以上前にロ グ イ ン ス ク リ プ ト を変更し た
場合は、 このユーザはすべてのレプ リ カから常に新しいロ グ イ ン ス ク リ プ ト を受け
取る こ と にな り ます。

［ 大 リ ングデルタ］ に ［不明］ が表示されている場合は、 遷移同期ベク ト ルに不
整合があ り 、 レプ リ カ / パーテ ィ シ ョ ン操作が実行中などの理由で 大 リ ングデル
タ を計算できないこ と を意味し ます。

サーバ接続情報の表示

［エージェ ン ト 情報］ ページでは、 ローカルサーバの接続情報を表示でき ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト 情報］ を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［Ping 情報］ サーバからの通知先ア ド レ スのセ ッ ト に対し て、 iMonitor が IP Ping を
送信し た こ と を表示し ます。 表示されるのは、 応答があった場合です。

［DNS 名］ iMonitor がサーバによ ってサポー ト されている IP ア ド レ スに対し てア ド
レ スの反転を試みた こ と を表示し ます。 対応する DNS 名が表示されます。

使用し ている ト ラ ン スポー ト 、 環境設定、 およびプラ ッ ト フ ォームによ っては、 こ
の情報が表示されない場合も あ り ます。 

［接続情報］ サーバの参照、 タ イ ムデルタ、 一番ルー ト 側のマス タ レプ リ カ、 および
レプ リ カ深さ などのサーバの情報を表示でき ます。

使用し ている ト ラ ン スポー ト 、 環境設定、 およびプラ ッ ト フ ォームによ っては、 こ
の情報が表示されない場合も あ り ます。
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［サーバ照会］ ローカルサーバへのア ク セスに使用でき る ア ド レ ス を一括し て表示
でき ます。

［時刻同期済み］ レプ リ カの 終タ イ ム ス タ ンプが現在の時刻よ り 大きい値でない
限 り 、 合成時刻や将来の時刻は使用されていないこ と を示し ます。

eDirectory では、 サーバの現在時刻に基づいて タ イ ム ス タ ンプが正し く 発行される
よ う 、 時刻の同期が行われる こ と が前提と されています。 ただし、 時刻同期プロ ト
コルが同期状態にあ る こ と は保証されていません。

［タ イ ムデルタ］ iMonitor と リ モー ト サーバの時刻の差を秒単位で表示でき ます。
負の整数が表示された場合、 iMonitor の時刻は リ モー ト サーバの時刻よ り 進んでい
ます。 正の整数が表示された場合は、 iMonitor の時刻は リ モー ト サーバの時刻よ り
遅れています。

［ もルー ト に近いマス タ レプ リ カ］ 上位のレプ リ カつま り ネー ミ ングツ リ ーの
ルー ト に も近いレプ リ カがマス タ レプ リ カであ る こ と を示し ます。

［レプ リ カ深さ］ 上位レプ リ カの深さ ( 上位レプ リ カ と ツ リ ーのルー ト の間の
レベル数 ) を表示し ます。

認識されているサーバの表示

［認識されているサーバの リ ス ト ］ には、 ソースサーバのデータベースが認識し ている
すべてのサーバの リ ス ト が表示されます。 フ ィ ルタ条件を指定し て、 データベースで
認識されているすべてのサーバまたはレプ リ カ リ ング内のすべてのサーバの リ ス ト を
表示でき ます。 サーバの横にア イ コ ンが表示された場合、 そのサーバはレプ リ カ リ ン
グの メ ンバーです。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［認識サーバ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［エン ト リ ID］ ローカルサーバのオブジェ ク ト 識別子を表示し ます。エン ト リ ID は、
複数のサーバ間で共用する こ と はでき ません。

［NDS リ ビジ ョ ン］ 通信相手のサーバにキ ャ ッ シ ュ または保存されている
eDirectory ビル ド番号または NDS バージ ョ ンを表示し ます。

［ステータ ス］ サーバのステータ ス ( 稼動中、 停止中、 不明 ) を表示し ます。 通信
相手のサーバのステータ スが不明と なっている場合、 過去にこのサーバ と通信する
必要がなかった こ と を表し ます。

［ 終更新時刻］ 該当するサーバが相手サーバ と 後に通信を試みて、 その相手
サーバが停止中であ る こ と を検出し た と きの時刻を表示し ます。 このカ ラ ムが表示
されない場合は、 すべてのサーバが稼働中であ る こ と を意味し ています。

レプリカ情報の表示

［パーテ ィ シ ョ ン］ ページでは、 通信相手のサーバ上にあ る レプ リ カに関する情報を表
示でき ます。 ページの左側のアシス タ ン ト フ レームに一覧表示されているオプシ ョ ン
から選択し て、 表示するページの情報を絞 り 込むこ と ができ ます。

［サーバパーテ ィ シ ョ ン情報］ 該当するサーバのパーテ ィ シ ョ ンについての情報 ( エン
ト リ ID、 レプ リ カの状態、 パージ時間、 終更新時刻など ) を表示でき ます。

［パーテ ィ シ ョ ン］ サーバのパーテ ィ シ ョ ンの Tree オブジェ ク ト に関する情報を表示で
き ます。
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［パージ時間］ すべてのレプ リ カが削除を認識し ているためにすでに削除されたデータ
を、 データベースから削除でき る時間を示し ます。

［ 終変更時刻］ このレプ リ カのデータベースに書き込まれたデータの、 後に発行さ
れた タ イ ム ス タ ンプを表示でき ます。 これによ り 、 将来の時刻が設定されていないか
ど う か、 および合成時刻が使用されていないかど う かを確認でき ます。

［レプ リ カ同期］ パーテ ィ シ ョ ンに対応する ［レプ リ カ同期サマ リ ］ ページを表示でき
ます。 ［レプ リ カ同期］ ページには、 パーテ ィ シ ョ ン同期ステータ ス と レプ リ カステー
タ スについての情報が表示されます。 また、 パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの リ ス ト を表
示する こ と もでき ます。 

DS エージェントを制御および環境設定する

［エージェ ン ト 環境設定］ ページでは、 DS エージェ ン ト の制御および環境設定ができ
ます。 このページで利用でき る機能は、 現在の識別情報に基づ く 権利および使用し て
いる eDirectory のバージ ョ ンによ って異な り ます。

1 iMonitor で、 ［エージェ ン ト 環境設定］  を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［エージェ ン ト 情報］ ローカルサーバの接続情報を表示でき ます。

［パーテ ィ シ ョ ン］ 通信し ているサーバ上にあ る レプ リ カを表示でき ます。

［レプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタ］ 指定し た eDirectory エージェ ン ト に対し て設定された
レプ リ ケーシ ョ ンフ ィ ルタ を表示でき ます。 NDS eDirectory 8.5 ( ビル ド バージ ョ ン
85.xx) は、 フ ィ ルタ済みレプ リ カ と呼ばれる機能を初めて実装し た eDirectory バー
ジ ョ ンです。 フ ィ ルタ済みレプ リ カの使用と設定方法の詳細については、 56 ページ
の 「フ ィ ルタ済みレプ リ カ」 を参照し て く ださい。

［エージェ ン ト ト リ ガ］ バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセス を開始し ます。 エージェ ン ト ト リ
ガは、 機能的には SET DSTRACE=*option コマン ド と同じです。

［バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセス処理設定］ 特定のバッ ク グ ラ ウ ン ド プロセス を実行す
る時間間隔を変更し ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスの設定は、 機能的には SET 
DSTRACE=!option コマン ド と同じです。

［エージェ ン ト 同期］ イ ンバウ ン ド同期やア ウ ト バウ ン ド同期を無効または有効に
し ます。 同期を無効にする期間 ( 単位は時間 ) を指定でき ます。

［データベースキ ャ ッ シュ］ DS データベースエンジンが使用するデータベース
キ ャ ッ シ ュのサイ ズを設定し ます。 提供される さ まざまなキ ャ ッ シ ュ統計情報によ
り 、 適切な量のキ ャ ッ シ ュが利用可能であ るかを判断でき ます。 十分なキ ャ ッ シ ュ
がない と、 システムのパフ ォーマン スが悪化する原因と な り ます。

［ロ グ イ ン設定］ ロ グ イ ン更新のキ ュー登録を無効にし ます。 更新が有効な場合、
更新の時間間隔を増減する こ と もでき ます。

eDirectory の 新バージ ョ ンでは、 ロ グ イ ン速度を向上するパフ ォーマン ス強化機
能が実装されています。 NDS の以前のバージ ョ ンでは、 ロ グ イ ン時に変更を実行
する必要があったためユーザの待機時間が発生し ていま し たが、 今回の強化によ
り 、 変更がキ ューに登録される よ う にな り ま し た。 eDirectory データベースに変更
を加え る と きは必ずデータベースのロ ッ クが必要です。 そのため使用率の高い時間
帯には、 データベースのロ ッ ク を必要とする要求の数がその時点でい く つあ るかに
よ って、 ロ グ イ ン時間が非常に長 く なった り 予測できない場合があ り ま し た。 ロ ッ
クの必要性をな く し、 ロ グ イ ン更新をキ ュー登録する こ と によ り 、 ロ グ イ ン速度が
大幅に向上し、 予測しやす く な り ま し た。
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このオプシ ョ ンでは、 異な る eDirectory 環境でキ ュー登録の動作を制御でき ます。
環境によ っては、 キ ュー登録されたデータが重要であれば、 即時にデータベースに
書き込む必要があ り ます。 その場合ユーザは、 更新が実行される間待機する必要が
あ り ます。 また別の環境では、 データは全 く 使用されず、 無視する こ と ができ ま
す。 デフ ォル ト の動作は、 多 く の環境に適し た設定になっています。

トレースを環境設定する

［ ト レースの環境設定］ ページでは、 ト レース を設定でき ます。 Novell iMonitor の DS ト
レース機能はサーバ限定の機能です。 つま り 、 この機能は iMonitor が動作し ているサー
バ以外からは起動でき ません。 他のサーバで実行されている この機能にア ク セスするに
は、 そのサーバで実行されている iMonitor に切 り 替え る必要があ り ます。

［ ト レースの環境設定］ ページの情報にア ク セスするには、 サーバの管理者と同等の権
利またはコ ン ソールオペレータの権利が必要です。 このページの情報にア ク セスする
前に、 認証情報の確認のためにユーザ名と パス ワード を入力する必要があ り ます。

1 iMonitor で、 ［ ト レースの環境設定］  を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［更新］ ト レースオプシ ョ ンおよび ト レース行プ リ フ ィ ッ ク スに変更を送信でき ま
す。 DS ト レースがオフになっている と きに ［オン］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 DS
ト レースがオンにな り ます。 DS ト レースがすでにオンになっている と きに ［更新］
ボタ ンを ク リ ッ クする と、 変更内容が現在の ト レースに反映されます。

［オン］ / ［オフ］ DS ト レース をオン またはオフにし ます。 ボタ ン上に表示される文
字列は、 DS ト レースが現在オンかオフかによ って異な り ます。 DS ト レースがオン
になっている場合、 ボ タ ン上には ［ ト レースオフ］ と い う 文字列が表示されます。
DS ト レースのオン と オフを切 り 替え るには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 DS ト
レースがオフになっている と きに ［ ト レースオン］ を ク リ ッ ク し た場合の動作は、
［更新］ ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合と同じです。

［ ト レース行プレ フ ィ ッ ク ス］ このオプシ ョ ンを使用する と、 ト レース行の先頭に
追加するデータ を選択する こ と ができ ます。

［DS ト レースオプシ ョ ン］ ト レースを開始したローカル DS エージェ ン ト 上のイベン
ト に対し て適用されます。 ［DS ト レースオプシ ョ ］ ンを使用する と、 エラーと潜在
的な問題、 およびローカルサーバ上の eDirectory に関する情報を表示でき ます。 ［DS
ト レースオプシ ョ ン］ をオンにする と、 CPU の負荷が増え、 システムのパフ ォーマン
スが低下し ます。 このため、 DS ト レースオプシ ョ ンは診断のみに使用して、 通常は
オフにし ます。 ［DS ト レースオプシ ョ ン］ は、 機能的には SET DSTRACE=+option コ
マン ド と同じですが、 使い易さの点では勝っています。

［イベン ト 環境設定］ DS ト レースで監視のために有効または無効にする eDirectory
イベン ト オプシ ョ ンを リ ス ト 表示し ます。 イベン ト システムは、 オブジェ ク ト の追
加、 削除、 属性値の変更など、 ローカルな操作に対し て イベン ト を生成し ます。
個々のイベン ト タ イプ対し て、 そのイベン ト タ イプに固有の情報が含まれた構造が
返されます。

［ ト レース履歴］ 以前に実行し た ト レースの リ ス ト を表示でき ます。各 ト レース ロ グ
は、 ト レースデータの収集期間によ って識別されます。

［ ト レース ト リ ガ］ DS ト レース内で、 指定し た DS エージェ ン ト 情報を表示するた
めに設定する必要があ る フ ラ グを表示でき ます。 ト レース ト リ ガを有効にし た場
合、 ト レースに書き込まれる情報の量が多 く な り ます。 Novell サポー ト からの指示
があった場合にのみ、 ト レース ト リ ガを有効にする こ と をお勧めし ます。
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3 ［ ト レースオン］ を ク リ ッ ク し て DS ト レース をオンにし、 変更を送信し ます。

4 iMonitor で DS ト レース を表示するには、  または ［ ト レース ラ イブ］ を ク リ ッ ク
し ます。

プロセスステータス情報の表示

［エージェ ン ト プロセスのステータ ス］ ページでは、 バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスのス
テータ スに関するエラーと発生し た各エラーの詳細情報を表示でき ます。 ページの左
側のアシス タ ン ト フ レームに一覧表示されているオプシ ョ ンから選択し て、 このペー
ジに表示する情報を絞 り 込むこ と ができ ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト プロセスのステータ ス］ を ク
リ ッ ク し ます。

現在、 バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスのステータ スで報告される情報には、 次のものが
含まれます。

スキーマの同期

破損通知処理

外部参照 /DRL
Limber

修復

エージェントアクティビティの表示

［エージェ ン ト ア ク テ ィ ビテ ィ ］ ページでは、 ト ラ フ ィ ッ クパターンや考え られるシス
テムボ ト ルネ ッ ク を調べる こ と ができ ます。 このページでは、 現在 eDirectory で処理さ
れているバーブおよび要求が表示されます。 また、 これらの う ち、 データベースへの
書き込みのために DIB ロ ッ ク を取得し よ う と し ている要求がどれかを特定し た り 、
DIB ロ ッ クの取得待機中の要求数を調べる こ と もでき ます。

Novell eDirectory 8.6 以降を実行し ているサーバを表示する と、パーテ ィ シ ョ ンの リ ス ト 、
およびナビゲータ フ レームで指定し たサーバがあ る レプ リ カ リ ングを対象 と し ている
サーバも表示されます。 Novell eDirectory 8.6 を導入する と、 同期処理はシングルス レ ッ
ド ではな く な り ます。 1 つの 8.6 サーバに、 1 つ以上のレプ リ ケーシ ョ ンパー ト ナーへの
ア ウ ト バウ ン ド パーテ ィ シ ョ ンが同時に複数存在する可能性があ り ます。 このため、 こ
のよ う な並行同期処理の監視が さ ら に容易にな る よ う 、 ［同期ア ク テ ィ ビテ ィ ］ ページ
が作成されています。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト ア ク テ ィ ビテ ィ ］ を ク リ ッ ク
し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［Verb Activity and Statistics ( バーブア ク テ ィ ビテ ィ および統計情報 )］ eDirectory の
後の初期化以降に呼び出されたバーブの総数や発行された要求の数を リ アルタ イ

ムで表示でき ます。 また、 現在ア ク テ ィ ブになっている要求の数と、 これらの要求
を処理するための 小、 大、 および平均時間 ( ミ リ 秒単位 ) も表示されます。

［Synchronization Current and Schedule ( 現在同期およびスケジュール )］ イ ンバウ ン
ド 同期およびア ウ ト バウ ン ド 同期が発生し た さ ま ざ ま な時刻の リ ス ト を表示し ま
す。 イ ンバウ ン ド同期またはア ウ ト バン ド同期が現在実行中の場合、 プロセスが実
行中であ る こ と、 そのサイ クルが開始された時刻、 およびそのプロセス を実行し て
いるサーバを示すア イ コ ン も表示されます。
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イ ンバウ ン ド同期およびアウ ト バウ ン ド同期が無効になっている場合は、現在同期が
無効である こ とおよび再び有効になる予定の時刻を示すア イ コ ンが表示されます。ア
ウ ト バウ ン ド同期では、 次に再び有効になる予定時刻も表示されます。

［イベン ト ］ 現在ア ク テ ィ ブな状態にあ る イベン ト 、 イベン ト ハン ド ラの統計情報
と イベン ト 統計情報サマ リ 、 および呼び出された現在のイベン ト 権利機能の リ ス ト
を表示でき ます。

［バッ ク グ ラ ウ ン ド処理スケジュール］ スケジュールされているバッ ク グ ラ ウ ン ド
処理、 その現在の状態、 および再実行のスケジ ュールを表示でき ます。

トラフィックパターンの表示

［Verb 統計］ ページでは、 ト ラ フ ィ ッ クパターンや考え られるシステムボ ト ルネ ッ ク を
調べる こ と ができ ます。 このページでは、 eDirectory の 後に初期化されてから呼び出
されたバーブの総数や発行された要求の数が リ アルタ イ ムで表示されます。 その他、
これら要求の う ち現在ア ク テ ィ ブな ものの数や、 これら要求の処理にかかる時間の
大値、 平均値、 小値 ( それぞれ ミ リ 秒単位 ) も表示でき ます。 バッ ク グ ラ ウ ン ド プロ
セス、 バイ ンダ リ 、 および標準 eDirectory 要求が追跡されます。

このページを以前のバージ ョ ンの eDirectory で表示する と、 eDirectory 8.5 以降で表示す
る場合よ り 情報量が少な く な り ます。

バックグラウンドプロセスの表示

［バッ ク グ ラ ウ ン ド処理スケジ ュール］ ページでは、 スケジ ュールされているバッ ク グ
ラ ウ ン ド プロセス を、 現在の状態と次回の実行予定時刻と と もに表示でき ます。 Novell 
iMonitor のバッ ク グ ラ ウ ン ド処理スケジ ュール機能は、 サーバ限定の機能です。 つま
り 、 この機能は iMonitor が動作し ているサーバ以外からは表示でき ません。 他のサー
バで実行されているバッ ク グ ラ ウ ン ド処理スケジュール機能にア ク セスするには、 そ
のサーバで実行されている iMonitor に切 り 替え る必要があ り ます。 eDirectory 8.5 に
ア ッ プグレード し たサーバの数が増えれば、 iMonitor のサーバ限定機能の利用範囲は広
が り ます。 その他のサーバ限定機能には、 ［DS ト レース］ ページおよび ［DSRepair］
ページなどがあ り ます。

［バッ ク グ ラ ウ ン ド処理スケジ ュール］ ページの情報にア ク セスするには、 サーバの管
理者と同等の権利またはコ ン ソールオペレータの権利が必要です。 このページの情報
にア ク セスするには、 認証情報の確認のためにロ グ イ ンする必要があ り ます。

eDirectory サーバエラーの表示

［エラー索引］ ページでは、 eDirectory サーバ上で検出されたエラーについての情報を
表示でき ます。 検出されたエラーは、 eDirectory 固有のエラー用のフ ィ ール ド と、 関連
のあ るその他のエラー用のフ ィ ール ド の 2 つに分けて表示されます。 表示されるエ
ラーのそれぞれに説明がハイパー リ ン ク されていて、 エラーの内容、 考え られる原因、
回復手段などがわか り ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エラー索引］ を ク リ ッ ク し ます。

エラー索引ページからは、 エラーや技術情報に関し て Novell が提供し ている 新
の ド キ ュ メ ン ト やホ ワ イ ト ペーパーに リ ン ク でき ます。
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DSRepair 情報の表示

［DSRepair］ ページでは、 検出された問題を表示し た り 、 DIB セ ッ ト のバッ ク ア ッ プや
ク リ ーンア ッ プを実行でき ます。 Novell iMonitor の DSRepair 機能はサーバ限定の機能
です。 つま り 、 この機能は iMonitor が動作し ているサーバ以外からは起動でき ません。
他のサーバで実行されている DSRepair 情報にア ク セスするには、 そのサーバで実行さ
れている iMonitor に切 り 替え る必要があ り ます。 eDirectory の新しいバージ ョ ンにア ッ
プグレード し たサーバの数が増えれば、 iMonitor のサーバ限定機能の利用範囲は広が り
ます。 この機能以外には、 ［DS ト レース］ ページや ［バッ ク グ ラ ウ ン ド処理スケ
ジ ュール］ ページなどがサーバ限定の機能です。

［DSRepair］ ページの情報にア クセスするには、 サーバの管理者と同等の権利またはコ ン
ソールオペレータの権利が必要です。 このページの情報にア ク セスするには、 認証情報
の確認のためにロ グ イ ンする必要があ り ます。

1 iMonitor で、 ［DSRepair］  を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［ダウ ン ロード］ フ ァ イルサーバから修復関連のフ ァ イルを取得でき ます。 DSRepair
ユーテ ィ リ テ ィ が実行されている場合や、 iMonitor の ［DSRepair］ ページから修復
を開始し た場合には、 操作が完了する までは dsrepair.log にア ク セスでき ません。

［古い DIB セ ッ ト を削除］ 赤い X を ク リ ッ クする と、 古い DIB セ ッ ト が削除でき
ます。

警告 : この操作は元に戻すことができません。このオプションを選択すると、古い DIB セットがファ

イルシステムからパージされます。

［DS Repair 拡張ス イ ッチ］ 問題の修正、 問題のチェ ッ ク、 データベースのバッ ク
ア ッ プ作成などを実行でき ます。 Novell サポー ト から指示がない限 り 、 ［サポー ト
オプシ ョ ン］ フ ィ ール ド には、 何も入力する必要はあ り ません。

3 ［修復の開始］ を ク リ ッ ク し て、 サーバ上で DS Repair を実行し ます。

エージェントのヘルス情報を表示する

［エージェ ン ト ヘルス］ ページでは、指定し た eDirectory エージェ ン ト のヘルス情報およ
びそのエージェ ン ト に関連するパーテ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カ リ ングを表示でき ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト ヘルス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 リ ン ク を ク リ ッ クする と、 詳細な情報が表示されます。

ツリー内のオブジェクトの参照 
［参照］ ページでは、 ユーザのツ リ ー内にあ る任意のオブジェ ク ト を参照でき ます。
ページ 上部のナビゲーシ ョ ンバーには、 表示中のオブジェ ク ト が存在するサーバ、
およびオブジェ ク ト へのパスが表示されます。 ページの左側にあ る ［レプ リ カ］ フ
レームでは、 実パーテ ィ シ ョ ン上にあ る同じオブジェ ク ト を表示またはア ク セスでき
ます。 ページ内の下線付きオブジェ ク ト を ク リ ッ クする と、 オブジェ ク ト に関する詳
しい情報が表示されます。 また、 ナビゲータ フ レーム内にあ る名前の任意の一部分を
ク リ ッ クする と、 ツ リ ーの上の階層を参照でき ます。

このページに表示される情報は、 ロ グ イ ン時の eDirectory 権、 参照するオブジェ ク ト の
タ イプ、 および実行し ている NDS または eDirectory のバージ ョ ンによ って異な り ます。
スーパーバイザ権でロ グ イ ン し た場合、 このページには XRef オブジェ ク ト が表示され
ます。 レプ リ カ リ ス ト を使用し て、 レプ リ カの実コ ピーへジ ャ ンプでき ます。 ダ イナ
ミ ッ ク グループのオブジェ ク ト を参照し ている場合、 ダ イナ ミ ッ ク メ ンバーに対し て
タ イ ム ス タ ンプは表示されません。
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［レプ リ カ同期］ このオブジェ ク ト を含むレプ リ カの同期ステータ ス を表示し ます。

［エン ト リ 同期］ サーバ側から見て同期が必要であ る属性を表示し ます。

［接続情報］ iMonitor がこのオブジェ ク ト の情報をど こ で取得し たかが表示されます。 

［エン ト リ 情報］ オブジェ ク ト の名前、 フ ラ グ、 ベース ク ラ ス、 変更タ イ ム ス タ ンプ、
および接続情報のサマ リ を表示し ます。

［すべてのレプ リ カにエン ト リ を送信］ このエン ト リ の属性を他のすべてのレプ リ カに
再送信し ます。 オブジェ ク ト に多数の属性値があ る場合、 この処理には時間がかかる
こ と があ り ます。 この処理では、 そのオブジェ ク ト の、 他のすべてのコ ピーが同一に
な るわけではあ り ません。 他のレプ リ カが各属性を再検討でき る よ う にするだけです。

［すべて送信］ ( 参照し ているオブジェ ク ト がパーテ ィ シ ョ ンルー ト の場合および ［カ
ス タ ムモード］ オプシ ョ ンが有効になっている場合のみ表示されます ) 。 このパーテ ィ
シ ョ ン内のすべてのエン ト リ を、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持し ているすべての
サーバに再送信し ます。 この処理では、 そのオブジェ ク ト の、 送信されたすべてのコ
ピーが同一にな るわけではあ り ません。 他のレプ リ カが各オブジェ ク ト と その属性を
再検討でき る よ う にするだけです。

同期またはパージのためのエントリの表示

［変更キ ャ ッ シ ュ］ ページでは、 同期またはパージにおいて このサーバが検討する必要
のあ るエンテ ィ テ ィ の リ ス ト を表示でき ます。 このオプシ ョ ンを使用でき るのは、
ユーザがア ク セス し ているサーバが eDirectory 8.6 以降を実行し てお り 、 また、 表示中
のオブジェ ク ト がパーテ ィ シ ョ ンルー ト であ る場合だけです。 このページを表示する
には、 NCPTM サーバに対する スーパーバイザ権が必要です。

［エン ト リ 同期］ エン ト リ が同期を必要とする理由を判別でき ます。

Novell Nsure Identity Manager の詳細の表示

［DirXML の概要］ ページでは、 ユーザのサーバで実行中のすべての DirXML ド ラ イバ、
各ド ラ イバのステータ ス、 保留中の関連付け、 およびド ラ イバの詳細の リ ス ト を表示で
き ます。 

1 iMonitor で、 ［DirXML の概要］  を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［ステータ ス］ 指定し た ド ラ イバの現在の状態を表示し ます。 表示される ステータ
スは、 ［停止］、 ［開始し ます］、 ［稼働中］、 ［シ ャ ッ ト ダウ ン保留中］、 および ［ス
キーマ取得中］ です。

［起動オプシ ョ ン］ 選択し た ド ラ イバの現在の起動オプシ ョ ンを表示し ます。

［保留中］ まだ作成されていない関連付けの数を表示し ます。

［ド ラ イバ詳細］ ア イ コ ンは、 ユーザのサーバで実行中の DirXML ド ラ イバに関す
る、 加入者および発行者の詳細、 XML ルール、 フ ィ ルタ、 および保留中の関連付
け リ ス ト を表示し ます。 このページには、 初の 50 個の保留中オブジェ ク ト に関
する詳細も表示されます。 このページに表示される XML ルールを使用する と、 指
定し た DirXML ド ラ イバに対するオブジェ ク ト の作成を続行するために必要な、
保留中のオブジェ ク ト 内で検索すべき情報を判断でき ます。
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レプリカの同期ステータスの表示

［レプ リ カ同期］ ページでは、 レプ リ カの同期ステータ ス を表示でき ます。 

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト 同期］ を ク リ ッ ク し ます。

2 表示するパーテ ィ シ ョ ンの ［レプ リ カ同期］ を ク リ ッ ク し ます。

3 このページにあ る リ ン ク、 および左側のナビゲーシ ョ ンバーにあ る リ ン ク を使用す
る と、 他のパーテ ィ シ ョ ンにア ク セス し た り 、 レプ リ カ リ ング内でジ ャ ンプする こ
と ができ ます。

レポートの設定と表示

［レポー ト ］ ページでは、 このサーバで直接実行されている レポー ト を表示および削除
でき ます。 一部のレポー ト では、 実行に長時間を要し、 多 く の リ ソース を消費する場
合があ り ます。

スケジ ュール設定されたレポー ト は、 ユーザ認証な し、 つま り ［パブ リ ッ ク］ で実行
し ます。 ユーザが実行する レポー ト はすべて、 ユーザの権利で直接実行されます。 す
べてのレポー ト データは、 そのレポー ト の実行元サーバに格納されます。

［レポー ト の環境設定］ ページでは、 事前に設定されたレポー ト 、 カス タ ムレポー ト 、
およびスケジ ュール設定されたレポー ト の リ ス ト を表示でき ます。 このページを使用
し て、 レポー ト を変更および実行でき ます。 また、 iMonitor ページ用のカス タ ム レポー
ト の作成もでき ます。 次の表に、 iMonitor 2.1 であ らかじめ設定されている レポー ト を
示し ます。

レポート 説明

サーバ情報 ツリー全体を調べて、検索可能な各 NCP サーバと通信し、検知したすべ

てのエラーをレポートします。このレポートを使用して、時刻同期および
Limber の問題を診断できます。また、現在のサーバ自体が他のすべての

サーバと通信可能であるかどうかも知ることができます。環境設定ページ
で選択されている場合、このサーバはツリー内にある各サーバの NDS
エージェントヘルス情報を生成することもできます。

破損通知リスティング このサーバ上のすべての破損通知を表示します。

オブジェクト統計 オブジェクトを指定したスコープで調べて、要求される条件に一致したオ
ブジェクトのリストを生成します。この条件には、将来の時刻、不明なオ
ブジェクト、名前が変更されたオブジェクト、ベースクラス数、コンテナ、
別名、外部参照などがあります。

サービスアドバータイズ SLP または SAP を使用して現在のサーバに認識されている、すべての

ディレクトリとサーバを表示します。

エージェントヘルス 現在のサーバのヘルス情報を収集します。

値数 指定した値より値数が多い属性を持つオブジェクトのリストを生成します。 
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レポートの表示と削除

1 iMonitor で、 ［レポー ト ］  を ク リ ッ ク し ます。

2 レポー ト を削除する場合は  を、レポー ト を表示する場合は  を ク リ ッ ク し ます。

レポートを実行する

1 iMonitor で、 ［レポー ト ］   > ［レポー ト 設定］ の順にク リ ッ ク し ます。

2  を ク リ ッ ク し て、 レポー ト を実行し ます。 

レポートの設定またはスケジュールを行う

1 iMonitor で、 ［レポー ト ］   > ［レポー ト 設定］ の順にク リ ッ ク し ます。

2  を ク リ ッ ク し て、 レポー ト を設定またはスケジュールし ます。

3 目的のオプシ ョ ンを選択し、 ［デフ ォル ト の保存］ を ク リ ッ ク し て選択し たオプ
シ ョ ンを保存し ます。

4 ( オプシ ョ ン ) レポー ト を定期的に実行するか、または後で実行するかを設定し ます。

4a レポー ト の頻度、 開始時刻、 および開始日を指定し ます。

4b ［スケジ ュール］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［レポー ト の実行］ を ク リ ッ ク し て、 レポー ト を開始し ます。

カスタムレポートを作成する

カス タ ムレポー ト を作成する と、iMonitor の任意のページをレポー ト と して起動でき ます。

1 iMonitor で、 ［レポー ト ］   > ［レポー ト 設定］ の順にク リ ッ ク し ます。

2 ［実行可能レポー ト リ ス ト ］ の ［カス タ ム レポー ト ］ 行にあ る を ク リ ッ ク し ます。

3 レポー ト の名前を入力し、レポー ト と し て起動する iMonitor ページの URL を入力し
ます。

カス タ ム レポー ト を実行する場合は、 次の URL を入力し ます。

/nds/ 必要なページ

4 保存する レポー ト のバージ ョ ンの数を指定し ます。

5 ( オプシ ョ ン ) ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 レポー ト を保存し ます。

6 ( オプシ ョ ン ) レポー ト を定期的に実行するか、または後で実行するかを設定し ます。

6a レポー ト の頻度、 開始時刻、 および開始日を指定し ます。

6b ［スケジ ュール］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［レポー ト の実行］ を ク リ ッ ク し て、 レポー ト を開始し ます。
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スキーマ、クラス、および属性定義の表示

［スキーマ］ ページでは、 ユーザのスキーマ、 ク ラ ス、 および属性の定義を表示でき ま
す。 すでに作成されている拡張や特定のスキーマに固有の情報 ( スキーマに行った変更
や拡張など ) を添付し て、 ツ リ ー上にロード されている スキーマを表示でき ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［スキーマ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［同期 リ ス ト ］ このサーバ と同期する相手のサーバを表示し ます。 このオプシ ョ ン
は、 NDS eDirectory8.5 以降を実行し ているサーバに対し てのみ使用でき ます。 この
情報を表示するには、 サーバに対する スーパーバイザ権が必要です。

［スキーマルー ト ］ ツ リ ーのルー ト に も近いスキーマレプ リ カに関する情報を表
示し ます。

各 eDirectory サーバには、 エン ト リ 内のスキーマのレプ リ カが保存されています。
スキーマレプ リ カは、 デ ィ レ ク ト リ オブジェ ク ト を格納し ているパーテ ィ シ ョ ンか
ら分割されて保存されます。 任意のスキーマレプ リ カへの変更内容は、 すべてのレ
プ リ カに伝え られます。 スキーマの変更は、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンの書き込み可能
なレプ リ カを保存するサーバを通し てのみ実行でき ます。 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンの
読み込み可能なレプ リ カを保存し ているサーバは、 スキーマ情報を読み込むこ と は
でき ますが、 変更はでき ません。

［属性定義］ 各属性の名前、 属性値が含まれる構文、 および属性が受ける制約を表
示し ます。 左側のナビゲーシ ョ ンフ レームを使用する と、 個々の属性を参照し た
り 、 それらにア ク セスする こ と ができ ます。

［ク ラ ス定義］ 各ク ラ スの名前、 ルール、 および属性を表示し ます。 左側のナビ
ゲーシ ョ ンフ レームを使用する と、 個々の属性を参照し た り 、 それらにア ク セスす
る こ と ができ ます。 

オブジェクトの検索

［検索］ ページでは、 さ まざまな ク エ リ オプシ ョ ンおよびフ ィ ルタに基づいて、 オブ
ジェ ク ト を検索でき ます。 検索ク エ リ オプシ ョ ンおよびフ ィ ルタは、 2 つのレベルの検
索要求フ ォームに分け られます。 それらは、 基本フ ォーム と カス タ ムフ ォームです。
基本検索要求フ ォームは、 eDirectory の一般ユーザ向けであ り 、 基本的な検索に使用し
ます。 カ ス タ ム検索要求フ ォームは、 熟練ユーザ向けであ り 、 複雑な検索に使用し ま
す。 現在はサーバレベルの検索のみがサポー ト されています。

4 つのセ ク シ ョ ン内の検索オプシ ョ ンおよび検索フ ィ ルタは、 すべて結合可能です。 空
白フ ィ ール ド ( 相対識別名を除 く ) は無視されます。 <Ctrl> キーを使用し て、 マルチ リ
ス ト 上でア イ テムを選択解除し た り 、 複数のア イ テムを選択する こ と ができ ます。 選択
解除し たマルチ リ ス ト も無視されます。

1 Novell iMonitor で、 ［検索］  を ク リ ッ ク し ます。

2 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

［ス コープオプシ ョ ン］ 検索のス コープを指定でき ます。

［エン ト リ フ ィ ルタ］ エン ト リ 情報に関連する検索ク エ リ フ ィ ルタ を指定でき ます。

［属性と値のフ ィ ルタ］属性および値に関連する検索クエ リ フ ィ ルタ を指定でき ます。

［表示オプシ ョ ン］ 検索結果の表示形式を制御するオプシ ョ ンを指定でき ます。

3 検索要求フ ォームの一番下にあ る ［ヘルプ］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 そのフ ォー
ムに関連する簡単なヘルプ情報が表示されます。 

ヘルプ情報を消すには、 ［再ロード］ または ［更新］ を ク リ ッ ク し ます。
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ストリームビューアの使用

［ス ト リ ームビ ューア］ ページでは、 次の形式で現在のス ト リ ームを表示でき ます。 

プレーンテキス ト

HTML

GIF

JPEG

BMP

WAV

16 進ダンプ

その他

特定の形式で常に表示し たいス ト リ ーム属性があ る場合、 ［ス ト リ ームビ ューア］ を使
用し てデフ ォル ト の表示設定を選択し ます。

［NDS ス ト リ ーム属性セ ッ ト ア ッ プ］ ブラ ウザでス ト リ ームを表示するためのデフ ォル
ト の形式を変更し ます。 ス ト リ ームが正し く 表示されるかど う かはブラ ウザに依存し
ます。 ブラ ウザによ っては、 ユーザが選択し た設定が適用されない場合があ り ます。 

デフ ォル ト 設定に加えた変更を適用するには、 ユーザがサーバに認証される必要があ
り ます。 変更内容は streams.ini (NetWare および Windows サーバの場合 ) または
streams.conf (Solaris および Linux サーバの場合 ) に格納される ため、 デフ ォル ト の設定
は手動で編集する こ と もでき ます。

DIB セットのクローン

このオプシ ョ ンでは、1 つのサーバ ( ソースサーバ ) に保存されている eDirectory データ
ベースの DIB フ ァ イルセ ッ ト を完全に複製でき ます。 ク ローンは別のサーバ ( ターゲ ッ
ト サーバ ) に配置する こ と ができ ます。 ターゲ ッ ト サーバが eDirectory を開始する と、
サーバは DIB フ ァ イルセ ッ ト を ロード し、サーバオブジェ ク ト のマス タ レプ リ カに接続
し、 名前を解決し、 ク ローン作成後に行われた DIB フ ァ イルセ ッ ト のすべての変更を同
期し ます。

eDirectory DIB セ ッ ト の ク ローンは、 ク ローンを作成し たサーバのオペレーテ ィ ングシ
ステム と同じオペレーテ ィ ングシステムが稼働するサーバ上にだけ配置する必要があ
り ます。 た と えば、 DIB フ ァ イルセ ッ ト の ク ローンを Solaris サーバに復元する場合、
NetWare や Windows サーバではな く 、 Solaris サーバ上でそのク ローンを作成し ます。 
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この機能のバッ ク エン ド は eDirectory 8.7 に搭載されていま し たが、 eDirectory 8.7.1 で
iMonitor 2.1 以降が稼働する よ う になる までサポー ト されていませんでし た。 このオプ
シ ョ ンは、 バージ ョ ンが 8.7 以前の Novell eDirectory や NDS では使用でき ません。

図 32 iMonitor の［DIB セットのクローン］ページ

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

219 ページの 「DIB セ ッ ト の ク ローンの使用事例」

220 ページの 「ク ローンを作成する」

DIB セットのクローンの使用事例

DIB セ ッ ト の ク ローンは次のよ う な場合に使用し ます。 

すでに 「オン」 の状態になっているパーテ ィ シ ョ ンで新しいサーバを作成し ます。

次の利点があ り ます。

レプ リ カ リ ングに新しいサーバを追加する際に、 リ ング内のすべてのサーバが
稼動中または実行中であ る必要があ り ません。

新しいサーバは自動的にすべてのパーテ ィ シ ョ ンを保持し ますが、 同期する必
要はあ り ません。

すばや く 処理でき ます。
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障害回復

バッ ク ア ッ プおよび復元

このよ う な欠点があ るため、 バッ ク ア ッ プ処理および復元処理のために DIB セ ッ
ト の ク ローンを使用する こ と はお勧めでき ません。

クローンを作成する

DIB フ ァ イルセ ッ ト の ク ローンは、 元のサーバでオン ラ イ ン またはオフ ラ イ ンのいず
れでも作成でき ます。 オフ ラ イ ンで行 う 場合は、 eDirectory を停止させてお く 必要があ
り ます。 オン ラ イ ンでは、 eDirectory はロ ッ ク されません。

220 ページの 「オン ラ イ ンによ る方法」

221 ページの 「オフ ラ イ ンによ る方法」

オンラインによる方法

1 ツ リ ーのスキーマを拡張し ます。

スキーマは必ず拡張し て く ださい。拡張し ない場合、エラーが発生し ます。eDirectory
のイ ン ス ト ール時に含まれている dibclone.sch を使用し ます。 これによ り 、 iMonitor
ク ローンユーテ ィ リ テ ィ の操作に必要な属性が追加されます。

利点 欠点

パーティションを1度コピーするだけ

で成功します。

複数のパーティションをもつ大きな

サーバを停止させる時間が少なくて
すみます。

対象のパーティションを少なくとも1度は

正しくコピーする必要があります。

SSL またはセキュリティバックアップを

利用しません。

ファイルシステムを処理しません。

利点 欠点

大規模のデータベースでは特に、処

理に時間がかかりません。

eDirectory のコアを追加するだけです。

LDAP、SNMP、SSL などはインストール

されません。また設定も行われません。

新の変更は取得されません。スナップ

ショットのみが取得されます。ロール
フォワードログは実行されません。

プラットフォーム スキーマを拡張するには、次の操作を行います。

NetWare NWConfig を使用します (NWConfig.nlm>［環境設定］オプション >
［ディレクトリ］オプション >［スキーマの拡張］の順に実行します ) 。

dibclone.sch は sys:\system\schema にあります。

Windows NDSCons.exeを使用します (NDSCons.exeにより install.dlmをロードし、

次に［追加のスキーマファイルのインストール］をクリックします ) 。

dibclone.sch は C:\Novell\NDS にあります。
220   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
2 DIB フ ァ イルセ ッ ト の ク ローンを作成し ます。

2a iMonitor で、 DIB 環境設定の ク ローンを実行し ます。 

［エージェ ン ト 環境設定］ > 「DIB セ ッ ト の ク ローン」 > ［新しいク ローンの作
成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2b ターゲ ッ ト サーバの完全修飾名と、 DIB フ ァ イルの ク ローンが配置される場所
のフ ァ イルパス を指定し、 次に ［ク ローンオブジェ ク ト を作成］ チェ ッ ク ボ ッ
ク ス と ［DIB をオン ラ イ ンで ク ローン］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

ターゲ ッ ト サーバの NCP サーバ名 ( ク ローンオブジェ ク ト ) は、 ターゲ ッ ト
サーバの名前と一致させる必要があ り ます。

2c ［送信］ を ク リ ッ ク し ます。 

NDS ク ローンオブジェ ク ト が作成され、 DIB フ ァ イルセ ッ ト が指定された配置
先にコ ピーされます。

3 DIB ファ イ ルセッ ト のク ロ ーンをタ ーゲッ ト サーバ上の適切なディ レク ト リ に移動し
ます。 さ らに、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システムの場合は、 /etc/opt/novell/
eDirectory/conf/nds.conf フ ァ イルを ターゲッ ト サーバに転送し、 このフ ァ イルに含まれ
る ソースサーバへのすべての参照を、 ターゲッ ト サーバの名前に変更し ます。

4 ソースサーバ上で eDirectory を起動し ます。

ターゲ ッ ト サーバオブジェ ク ト のマス タ レプ リ カが eDirectory を実行し てお り 、 使
用でき る こ と を確認し ます。 ターゲ ッ ト サーバ上で eDirectory が初期化される と、
eDirectory はターゲ ッ ト サーバの 終的な名前が解決でき るマス タ レプ リ カ と通信
を行います。

オフラインによる方法

1 ツ リ ーのスキーマを拡張し ます。

スキーマは必ず拡張し て く ださい。拡張し ない場合、エラーが発生し ます。eDirectory
のイ ン ス ト ール時に含まれている dibclone.sch を使用し ます。 これによ り 、 iMonitor
ク ローンユーテ ィ リ テ ィ の操作に必要な属性が追加されます。

Linux, Solaris, AIX, 
HP-UX

ndssch を使用します。

dibclone.sch は /opt/novell/eDirectory/lib/nds-schema にあります。

詳細については、129 ページの「ndssch ユーティリティを使用して、

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システム上のスキーマを拡張する」

を参照してください。

プラットフォーム スキーマを拡張するには、次の操作を行います。

NetWare NWConfig を使用します (NWConfig.nlm>［環境設定］オプション >［ディ

レクトリ］オプション >［スキーマの拡張］の順に実行します ) 。

dibclone.sch は sys:\system\schema にあります。

Windows NDSCons.exe を使用します (NDSCons.exe により install.dlm をロードし、

次に［追加のスキーマファイルのインストール］をクリックします ) 。

dibclone.sch は C:\Novell\NDS にあります。

プラットフォーム スキーマを拡張するには、次の操作を行います。
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2 DIB フ ァ イルセ ッ ト の ク ローンを作成し ます。

2a iMonitor で、 DIB 環境設定の ク ローンを実行し ます。 

［エージェ ン ト 環境設定］ > 「DIB セ ッ ト の ク ローン」 > ［新しいク ローンの作
成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2b ターゲ ッ ト サーバの完全修飾名を指定し、 ［ク ローンオブジェ ク ト を作成］
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし て、 ［DIB をオン ラ イ ンで ク ローン］ チェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオフにし ます。

ターゲ ッ ト サーバの NCP サーバ名は、 ターゲ ッ ト サーバの名前と一致させる
必要があ り ます。

2c ［送信］ を ク リ ッ ク し ます。 

NDS ク ローンオブジェ ク ト が作成されます。 ソースサーバ上の eDirectory は停
止し ている ため、 eDirectory がロ ッ ク されている と い う エラーが報告されます。 

2d ターゲ ッ ト サーバ上の配置先またはフ ァ イルセ ッ ト の移動に便利な メ デ ィ アに、
*.nds、 nds*、 および nds.rfl/*.* フ ァ イルを手動でコ ピーし ます。 さ らに、 Linux、
Solaris、 AIX、 お よ び HP-UX シ ス テ ムの場合は、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf/
nds.conf フ ァ イルを ターゲ ッ ト サーバに転送し、 このフ ァ イルに含まれる ソース
サーバへのすべての参照を、 ターゲ ッ ト サーバの名前に変更し ます。

2e ソースサーバ上で、 eDirectory を起動し ます。

フ ァ イルがコ ピーされる前にソースサーバ上で eDirectory が再起動された場合、
このク ローンは無効とみな されます。 その場合は、 新しい NCP サーバオブジェ
ク ト を削除し て ク ローンを再作成する必要があ り ます。

3 DIB フ ァ イルセ ッ ト の ク ローンを ターゲ ッ ト サーバ上の適切なデ ィ レ ク ト リ に移動
し ます。

4 ターゲ ッ ト サーバ上で eDirectory を起動し ます。

新しいターゲ ッ ト サーバオブジェ ク ト のマス タ レプ リ カが eDirectory を実行し てお
り 、 使用でき る こ と を確認し ます。 ターゲ ッ ト サーバ上で eDirectory が初期化され
る と、 eDirectory はターゲ ッ ト サーバの 終的な名前が解決でき るマス タ レプ リ カ
と通信を行います。

eDirectory の設定を完了する

SDIKEY

1 ターゲ ッ ト サーバ上で、 eDirectory を停止し ます。

2 NICISDI.KEY フ ァ イルを、 ソースサーバの適切なデ ィ レ ク ト リ から ターゲ ッ ト サー
バにコ ピーし ます。

Linux, Solaris, 
AIX, HP-UX

ndssch を使用します。

dibclone.sch はインストールディレクトリ /opt/novell/eDirectory/lib/nds-
schema にあります。

詳細については、129 ページの「ndssch ユーティリティを使用して、

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システム上のスキーマを拡張する」

を参照してください。

プラットフォーム スキーマを拡張するには、次の操作を行います。
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3 ターゲ ッ ト サーバ上で eDirectory を開始し ます。

SAS、LDAP、および SNMP サービスを設定する

Linux、 Solaris、 AIX および HP-UX では、 コマン ド ラ イ ンに次のコマン ド を入力する こ
と によ り 、 下に示すサービ ス を 1 回の操作で設定でき ます。

ndsconfig upgrade [-a 管理者 FDN]

SAS

LDAP

SNMP

プラットフォーム ディレクトリ

NetWare sys:\system\nici\NICISDI.KEY

Windows C:\WINNT\System32\Novell\NICI\NICISDI.KEY

Linux、Solaris、AIX、HP-UX /var/novell/nici/0/nicisdi.key

プラットフォーム コマンドまたはツール

NetWare iManager を使用して SAS サービスオブジェクトおよび証明書

を作成します。

Windows iManager を使用して SAS サービスオブジェクトおよび証明書

を作成します。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndsconfig -t ツリー名 -o サーバコンテキスト -m sas

プラットフォーム コマンドまたはツール

NetWare iManager を使用して LDAP サーバおよびグループオブジェク

トを作成します。

Windows iManager を使用して LDAP サーバおよびグループオブジェク

トを作成します。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndsconfig -t ツリー名 -o サーバコンテキスト -m ldap

または

iManager を使用して LDAP サーバおよびグループオブジェク

トを作成します。

プラットフォーム コマンドまたはツール

NetWare SNMPINST -c 管理者コンテキスト パスワード サーバ DN

Windows rundll32 snmpinst, snmpinst -c createobj -a ユーザ FDN -p パス

ワード -h ホスト名または IP アドレス

Linux、Solaris、AIX、HP-UX ndsconfig -t ツリー名 -o サーバコンテキスト -m snmp
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セキュリティ保護された iMonitor 操作の実現

iMonitor 環境へのア ク セス をセキ ュ リ テ ィ 保護するには、 次の保護手順を実行し ます。

1. フ ァ イ ア ウ ォールを使用し て VPN ア ク セス を準備し ます。 これは、 Novell 
iManager および、 ア ク セス制限が必要な他のすべての Web ベースのサービ スの場
合も同様です。

2. フ ァ イ ア ウ ォールが設置されているかど う かに関係な く 、 ア ク セスの種類を制限す
る こ と によ って、 iMonitor はさ らに DoS (Denial of Service) 攻撃から保護されます。 

iMonitor は URL 要求を経由し て受け取るデータ を十分に確認し ますが、 あ らゆる
不正な入力を拒否でき る と は保証でき ません。 無効な URL を通じ た DoS 攻撃の危
険を減らすため、 iMonitor の環境設定フ ァ イルを通じ て 3 つのレベルのア ク セスが
LockMask ： オプシ ョ ンを使用し て制御されます。

レベル 1 はデフ ォル ト です。 多 く の管理者はツ リ ー内のすべてのサーバにア ク セス
でき る スーパバイザ権を持っていませんが、 管理し ているサーバ と通信するサーバ
上の iMonitor サービ ス を使用する必要が生じ る可能性があ る ためです。

注 : iMonitor には Repair、トレースなど複数の機能があり、これらの機能にアクセスするには、

LockMask の設定に関係なくスーパバイザに相当する権利が必要です。

アクセスレベル 説明

0 iMonitor の URL 処理において事前の認証は不要です。この場合、

［Public］識別子の eDirectory 権利がすべての要求に適用され、iMonitor
が表示する情報は［Public］ユーザの権利に限定されます。ただし、

iMonitor に URL を送る際に認証が不要であるため、iMonitor は、不正な

URL の送信による DoS 攻撃を受けやすくなる可能性があります。

1 ( デフォルト ) iMonitor が URL を処理する前に、eDirectory 識別子としての認証が必要

です。この場合、その識別子の eDirectory 権利はすべての要求に適用さ

れるため、eDirectory 権利によって制限を受けます。DoS 攻撃を受ける

危険性はレベル 0 と同様ですが、DoS 攻撃は実際にサーバに認証を受け

たものでないと行うことができないことが異なります。認証が正常に実
行されるまでは、すべての iMonitor の URL 要求への返答は［ログイン］

ダイアログボックスで行われます。したがってこの段階では、設定され
た正当性を持たないユーザによる攻撃を通さないようにする必要があり
ます。

2 iMonitor が URL を処理する前に、iMonitor が認証しているサーバ上の

スーパバイザに相当する eDirectory 識別子としての認証が必要です。

DoS 攻撃を受ける危険性はレベル 1 と同様ですが、DoS 攻撃を行うには

実際にサーバのスーパバイザとして認証される必要があります。認証が
正常に実行されるまでは、すべての iMonitor の URL 要求への返答は［ロ

グイン］ダイアログボックスで行われます。したがってこの状態に設定
されているときには、iMonitor は認証されていないユーザおよびスーパ

バイザとして認証されていないユーザからの攻撃を通さないようにする
必要があります。
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8 Novell eDirectory ツリーのマージ

Novell® eDirectoryTM マージユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 2 つの Novell eDirectory ツ
リ ーをマージ し て、 単一の eDirectory ツ リ ーを作成でき ます。 マージ されるのは Tree
オブジェ ク ト だけです。 コ ンテナオブジェ ク ト と その リ ーフオブジェ ク ト は、 マージ
後のツ リ ー上でも それぞれ異なるオブジェ ク ト と し て存在し ます。

ヒント : リーフオブジェクトを移動する場合や、パーティションをマージする場合には、ConsoleOne® また
は Novell iManager を使用します。

マージする 2 つのツ リ ーをそれぞれソース ツ リ ーおよびターゲ ッ ト ツ リ ーと いいます。
1 つのツ リ ーを別のツ リ ーにマージする前に、 ターゲ ッ ト ツ リ ーにあ るルー ト パーテ ィ
シ ョ ンのレプ リ カを １ つだけ残し、 その他のすべてのレプ リ カを削除する必要があ り
ます。 ターゲ ッ ト ツ リ ーにルー ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが 1 つしかない場合には、
マージ処理を続行でき ます。 マージ後は、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが 2 つに
な り ます。 1 つはターゲ ッ ト ツ リ ー上にあったレプ リ カで、 も う 1 つはマージ操作を実
行し た ソース ツ リ ーのサーバ上にあったレプ リ カです。 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ
リ カを追加する必要があ る場合は、 マージが完了し た後に保存する こ と ができ ます。

マージ時にターゲ ッ ト ツ リ ーサーバにルー ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが複数あ る場
合、 マス タ レプ リ カを保持し ていないサーバで、 外部参照オブジェ ク ト の位置に関す
る問題が発生する可能性があ り ます。 外部参照オブジェ ク ト は、 サブオーデ ィ ネー ト
リ フ ァ レン スのパーテ ィ シ ョ ンルー ト に含まれています。 これは、 パーテ ィ シ ョ ンの
境界を表すルー ト パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを持つ別のサーバに配置する必要があ り
ます。 ソース ツ リ ーにあ るルー ト パーテ ィ シ ョ ンの下位パーテ ィ シ ョ ンご と に、 ター
ゲ ッ ト ツ リ ーにあ るサブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スのパーテ ィ シ ョ ンルー ト を持つ
必要があ り ます。 エラーが生じ た場合、 同期ステータ スに関する eDirectory エラーコー
ド -605 が報告されます。 この場合、 DSRepair を使用し て、 エラーが発生し たサーバの
ローカルデータベース を修復し ます。 詳細については、 269 ページの 「ローカルデータ
ベースの修復の実行」 を参照し て く だ さい。

DSMerge を実行し て も、コ ンテナ内の eDirectory 名またはコ ンテキス ト は変わ り ません。
オブジェ ク ト 権と プロパテ ィ 権はマージ後のツ リ ーでも保持されます。

この章では、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

226 ページの 「eDirectory ツ リ ーのマージ」

232 ページの 「サーバツ リ ーの結合」

237 ページの 「ツ リ ー名の変更」
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eDirectory ツリーのマージ

eDirectory ツ リ ーをマージするには、 Novell iManager のツ リ ーのマージウ ィ ザード を使
用し ます。 このウ ィ ザード では、 2 つの eDirectory ツ リ ーのルー ト をマージでき ます。
マージ されるのは Tree オブジェ ク ト だけです。コ ンテナオブジェ ク ト と その リ ーフオブ
ジェ ク ト は、 マージ後のツ リ ー上でも それぞれ異なるオブジェ ク ト と し て存在し ます。

マージする 2 つのツ リ ーはそれぞれソース ツ リ ーおよびターゲ ッ ト ツ リ ーと いいます。
ソース ツ リ ーのマージ先ツ リ ーがターゲ ッ ト ツ リ ーです。

DSMerge を実行し て も、 コ ンテナ内のオブジェ ク ト の名前は変わ り ません。 オブジェ
ク ト 権と プロパテ ィ 権はマージ後のツ リ ーでも保持されます。

226 ページの 「前提条件」

226 ページの 「ターゲ ッ ト ツ リ ーの要件」

227 ページの 「ソース ツ リ ーを ターゲ ッ ト ツ リ ーへマージする」

227 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンの変化」

228 ページの 「ソース ツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーを準備する」

229 ページの 「マージする前の時刻の同期」

230 ページの 「2 つのツ リ ーのマージ」

231 ページの 「マージ後の作業」

前提条件

Novell eDirectory 8.8 がソース ツ リ ーの [Root] パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カを含
むサーバにイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

正しい機能を維持するには、 ソース ツ リ ーの他のサーバを eDirectory 8.6 以降にア ッ
プグレードする必要があ り ます。

ターゲットツリーの要件

Novell eDirectory 8.8 がターゲ ッ ト ツ リ ーの [Root] パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カ
を含むサーバにイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。 このサーバで他のバー
ジ ョ ンの NDS® または eDirectory が実行されている場合は、 マージ操作が正常に完
了されません。

正しい機能を維持するには、 ターゲ ッ ト ツ リ ーの他のサーバを eDirectory 8.6 以降に
ア ッ プグレードする必要があ り ます。

ソース ツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーの両方で、Tree のサブオーデ ィ ネー ト コ ンテナを同
じ名前で維持する こ と はでき ません。 2 つのツ リ ーをマージする前に、 一方のコ ンテ
ナを リ ネームする必要があ り ます。

ソースツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーの両方にセキ ュ リ テ ィ オブジェ ク ト がある場合は、
ツ リ ーをマージする前にどち らかを削除する必要があ り ます。
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スキーマの要件

マージ操作を実行する前に、 2 つのツ リ ーのスキーマが正確に一致し ている必要があ り
ます。 ツ リ ーご と に [Root] パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カを含むサーバで DSRepair
を実行する必要があ り ます。 ［ リ モー ト スキーマのイ ンポー ト ］ オプシ ョ ンを使用し て、
各ツ リ ーで他のツ リ ーのスキーマがすべて認識されている こ と を確認し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［スキーマの保守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 スキーマ メ ンテナン ス操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 指定し たサーバへの認証を行い、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ リ モー ト スキーマのイ ンポー ト ］ > ［次へ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

6 スキーマのイ ンポー ト 元のツ リ ー名を指定し ます。

7 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

このオプシ ョ ンは、 ソース ツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーの両方でスキーマの違いが報
告されな く な る まで実行する必要があ り ます。 そ う でない と マージ操作は成功し ま
せん。

8 スキーマ メ ンテナン ス操作から戻された情報と と もに 「完了」 メ ッ セージが表示さ
れた ら、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し て終了し ます。

ソースツリーをターゲットツリーへマージする

ツ リ ーをマージする と、 ソース ツ リ ー内のサーバがターゲ ッ ト ツ リ ーに組み込まれます。

ターゲ ッ ト ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト がソース ツ リ ー内のオブジェ ク ト の新しい Tree
オブジェ ク ト にな り 、 ソース ツ リ ーにあ るすべてのサーバのツ リ ー名がターゲ ッ ト ツ
リ ーのツ リ ー名に変わ り ます。

ターゲ ッ ト ツ リ ー内のサーバのツ リ ー名はマージ後も変わ り ません。

ソース ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト の下位オブジェ ク ト は、 ターゲ ッ ト ツ リ ーの Tree オ
ブジェ ク ト の下位オブジェ ク ト にな り ます。

パーティションの変化

マージ実行時には、 ソース ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト の下にあ るオブジェ ク ト が
DSMerge によ って複数のパーテ ィ シ ョ ンに分け られます。

続いて、 ソース ツ リ ー内のサーバから、 Tree パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カがマス タ レプ
リ カを除いてすべて削除されます。 ソース ツ リ ーのマス タ レプ リ カを保持し ていた
サーバには、 ターゲ ッ ト ツ リ ーの Tree パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが渡されます。
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図 33 およ び図 34 は、 2 つのツ リ ーをマージし た場合のパーティ ショ ンの変化を 示し
ま す。

図 33マージ前の eDirectory ツリー

図 34マージ後の eDirectory ツリー

ソースツリーとターゲットツリーを準備する

マージ操作を開始する前に、 そのマージ操作の影響を受けるすべてのサーバが安定し た
状態で同期し ている こ と を確認する必要があ り ます。 次の表で、 マージ対象のソース ツ
リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーの準備に関する前提条件について説明し ます。

前提条件 必要な措置

ソースツリーまたはターゲットツリー
のツリーパーティションのレプリカを
保持しているすべてのサーバ上で
WANMAN がオフになっている。

WANMAN ポリシーを調べて、WAN 通信の制約によるマー

ジ操作への支障がないことを確認します。必要があれば、
マージ操作を開始する前に WANMAN をオフにします。

ソースツリーのツリーオブジェクトに
別名またはリーフオブジェクトが存在
しない。

ソースツリーの Tree オブジェクトに存在する別名または

リーフオブジェクトを削除します。
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マージ操作は単独の ト ラ ンザク シ ョ ンなので、 実行中に停電やハード ウ ェ アエラーが
発生し て も重大な障害にはつなが り ません。 ただし、 DSMerge を実行する前に、 あ ら
かじめ eDirectory データベースの通常のバッ ク ア ッ プを と ってお く こ と をお勧めし ま
す。 詳細については、 389 ページの第 14 章 「Novell eDirectory のバッ ク ア ッ プ と復元」
を参照し て く ださい。

マージする前の時刻の同期

重要 : 時刻同期の正確な環境設定は複雑な作業です。ツリーをマージする前に、両ツリーを同期させるのに
十分な時間があることを確認します。

時刻の異な る複数のタ イ ム ソースが使用されていた り 、 ツ リ ー内のサーバの中に時刻
が同期されていないものがあ る と、 Novell eDirectory は正し く 機能し ません。

マージを実行する前に、 両ツ リ ーにあ るすべてのサーバの時刻が同期されている こ と、
およびこれらのサーバがタ イ ム ソース と し て同じ タ イ ムサーバを使用し ている こ と を
確認し ます。 ただし、 ターゲ ッ ト ツ リ ーの時刻は 5 分以内であればソース ツ リ ーの時
刻よ り 進んでいて もかまいません。

ソースツリーおよびターゲットツリー
に同じ名前がない。

同じ名前がある場合には、ソースツリーまたはターゲット
ツリーのオブジェクト名を変更します。コンテナオブジェ
クト名を変更したくない場合は、コンテナの 1 つから同じ

ツリー内の別のコンテナにオブジェクトを移動し、空に
なったコンテナを DSMerge 実行前に削除します。詳細に

ついては、 95 ページの第 3 章 「オブジェクトの管理」を参

照してください。

Tree オブジェクトの直下でないコンテナオブジェクトの場

合は、両ツリーに同じコンテナオブジェクトがあってもか
まいません。 

ソースツリー上にログイン接続が存在
しない。

ソースツリーのすべての接続を終了します。

ソースツリーの eDirectory およびター

ゲットツリーのeDirectoryのバージョン

が同じである。

ルートパーティションのレプリカを持つ、eDirectory 8.8 で

ないすべてのサーバをアップグレードします。

ターゲットツリー内のルートレプリカ
のコピーが 1 つである。 

ターゲットツリー上の、マスタレプリカを除いたすべての
レプリカを削除します。

ソースツリーおよびターゲットツリー
のスキーマが同じである。

DSMerge を実行します。出力されるレポートを見てス

キーマに問題があることがわかった場合は、DSRepair を
使用してスキーマを一致させます ( 詳細については、280 
ページの「リモートスキーマをインポートする」を参照し
てください ) 。DSMerge を再実行します。

単一のツリーだけが、ツリーのルート
の下位にセキュリティコンテナを保持
できる。

ソースツリーおよびターゲットツリーの両方がセキュリ
ティコンテナを保持している場合は、569 ページの付録 A
「NMAS の注意事項」で説明されている手順に従って、一

方のコンテナを削除します。

前提条件 必要な措置
Novell eDirectory ツリーのマージ 229



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
一般に、 1 つのツ リ ー上に存在でき る タ イ ムサーバは、 リ フ ァ レン ス タ イ ムサーバまた
はシングルタ イ ムサーバのどち らか 1 つだけです。 同様に、 マージ後のツ リ ー上に存
在でき る タ イ ムサーバも、 リ フ ァ レン ス タ イ ムサーバまたはシングルタ イ ムサーバの
どち らか 1 つだけです。

マージする両ツ リ ーのそれぞれに リ フ ァ ン レ ス タ イ ムサーバまたはシングルタ イ ム
サーバがあ る場合は、 どち らかのツ リ ーの設定を も う 一方のツ リ ーにあ る リ フ ァ ン レ
ス タ イ ムサーバまたはシングルタ イ ムサーバに変更し て、 マージ後のツ リ ー上で リ
フ ァ レン ス タ イ ムサーバまたはシングルタ イ ムサーバが 1 つだけになる よ う にし ます。

タ イ ムサーバの種類の詳細については、 『Network Time Management 管理ガイ ド』 (http://
www.novell.com/documentation/lg/nw65/time_enu/data/hl5k6r0y.html) を参照し て く ださい。

2 つのツリーのマージ

すべての メ ニューオプシ ョ ンの機能を使用でき る よ う にするには、 Tree パーテ ィ シ ョ ン
のマス タ レプ リ カが格納されているサーバ上で DSMerge を実行し ます。

マス タ レプ リ カが格納されている場所が不明な場合は、 マス タ レプ リ カを必要とする
操作を実行する と、 正確なサーバ名と と もに表示されます。

マージ操作を実行するには、 次のどち らかの方法を使用し ます。

Novell iManager

eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト

詳細については、 238 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し たツ リ ーのマージ」
を参照し て く ださい。

大きなツ リ ーをマージする と きは、 Tree オブジェ ク ト 直下にあ るオブジェ ク ト の数が少
ないほ う のツ リ ーを ソース ツ リ ーと し て指定し たほ う が、 処理速度が大幅に速 く な り ま
す。 Tree オブジェ ク ト の直下にあ るオブジェ ク ト すべてに対し て新しいパーテ ィ シ ョ ン
が作成されるため、 この方法を と る と、 マージ実行時に分割されるパーテ ィ シ ョ ンの数
が少な く てすむためです。

ソース ツ リ ーの名前はマージ後には存在しな く な り ます。 したがって、 場合によ っては、
ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンの環境設定を変更する必要があ り ます。 Novell ClientTM

for DOS/Windows を使用し ている場合は、net.cfg フ ァ イルの優先ツ リ ーステー ト メ ン ト お
よび優先サーバステー ト メ ン ト を確認し ます。 Novell Client for Windows NT/2000 または
Novell Client for Windows 95/98 を使用している場合は、 ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ ページ
にあ る優先ツ リ ーステー ト メ ン ト および優先サーバステー ト メ ン ト を確認し ます。 

優先サーバが使用されている場合は、 ツ リ ーのマージやツ リ ー名の変更を行って も、
その ク ラ イ アン ト は名前によ ってサーバにロ グ イ ン し た状態のま まなので操作によ る
影響はク ラ イ アン ト 側にはあ り ません。 優先ツ リ ーが使用されている場合は、 ツ リ ー
のマージやツ リ ー名の変更を行 う と、 元のツ リ ー名はな く な り ます。 マージを行った
後にはターゲ ッ ト ツ リ ーの名前だけが残 り ます。 優先ツ リ ーの名前を新しいツ リ ー名
に変更し ます。

ヒント : ターゲットツリーの名前はマージの結果作成されるツリーの名前としてそのまま残るので、アップ
デートする必要のあるクライアントワークステーションの数を少なくするには、クライアントワークステー
ションの数が多い方のツリーをターゲットツリーとして指定します。または、マージ操作の後でツリー名を
変更して、 終的なツリー名が接続されているクライアントワークステーションの数が多い方のツリーに一
致するようにします。詳細については、237 ページの「ツリー名の変更」を参照してください。
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次の前提条件の一覧を使用し て、 マージ操作の準備ができ ているか確認し ます。

iManager によ る ソース ツ リ ーのサーバへのア ク セス権があ る こ と

マージする両ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト に対する スーパバイザオブジェ ク ト 権を持
つ管理者オブジェ ク ト の名前と パス ワード がわかっている こ と

2 つのツ リ ーの eDirectory データベースがバッ ク ア ッ プされている こ と

両ツ リ ー内のすべてのサーバが同期されていて、 同じ タ イ ム ソース を使用し ている
こ と

( オプシ ョ ン ) ツ リ ー内のサーバがすべて動作可能であ る こ と  ( 動作不能状態のサー
バは動作可能になった時点で自動的に更新されます )

228 ページの 「ソース ツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーを準備する」 に表示された前提条
件を確認する こ と

マージプロセス自体には 2、 3 分しかかか り ませんが、 次のよ う な場合は、 付随的な作
業が必要にな るため、 マージ操作が完了する までに要する時間が長 く な り ます。

Tree オブジェ ク ト の下に多数のオブジェ ク ト があ り 、 パーテ ィ シ ョ ンに分ける必要
があ る

ソ ース ツ リ ーに多数のサーバがあり 、 ソ ース ツ リ ーのツ リ ー名を変更する 必要が
ある

2 つのツ リ ーをマージするには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［ツ リ ーのマージ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ソース ツ リ ーと し てマージを実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ソース ツ リ ーの管理者ユーザ名と パス ワード を指定し ます。 

6 ターゲ ッ ト ツ リ ー名、 管理者ユーザ名、 およびパス ワード を指定し て ［開始］ を ク
リ ッ ク し ます。

ツ リ ーのマージウ ィ ザード のステータ ス ウ ィ ン ド ウが表示され、 マージの進行状況
が表示されます。 

7 マージプロセスから戻された情報と と もに 「完了」 メ ッ セージが表示された ら、
［閉じ る］ を ク リ ッ ク し て終了し ます。

マージ後の作業

2 つのツ リ ーをマージ し た後は、 状況に応じ て次の手順を行って く ださい。

1 すべてのツ リ ー名が正し く 変更された こ と を確認し ます。

2 マージ操作によ って作成された新しいパーテ ィ シ ョ ンを確認し ます。 

新しいツ リ ーに小さいパーテ ィ シ ョ ンが多数存在する場合や、 関連する情報が格納
されたパーテ ィ シ ョ ンが複数存在する場合は、 これらのパーテ ィ シ ョ ンをマージす
る こ と もでき ます。 詳細については、 137 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンのマージ」 を
参照し て く ださい。

3 DSMerge を実行する前にサーバを NetWare 5 にア ッ プグレード し なかった場合は、
NetWare 5 以外を実行し ているすべてのサーバに新しいレプ リ カを コ ピーし ます。
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4 DSMerge 実行前に リ ーフオブジェ ク ト や別名をツ リ ーから削除し た場合は、 ツ リ ー
にそれらの リ ーフオブジェ ク ト や別名を再作成し ます。

5 eDirectory ツ リ ーのパーテ ィ シ ョ ン構成を調べます。

マージ後のツ リ ー内でのレプ リ カの位置はソース ツ リ ー内での位置と異な る場合が
あ り ます。 パーテ ィ シ ョ ン構成の変更や検査は慎重に行って く ださい。

6 ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンの環境設定を更新し ます。 

Novell Client for DOS/Windows を使用し ている場合は、 net.cfg フ ァ イルの優先ツ
リ ーステー ト メ ン ト および優先サーバステー ト メ ン ト を確認し ます。 Novell Client 
for Windows NT/2000 または Novell Client for Windows 95/98 を使用し ている場合は、
ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ ページの優先ツ リ ーステー ト メ ン ト および優先サーバス
テー ト メ ン ト を確認するか、 またはターゲ ッ ト ツ リ ーの名前を変更し ます。 

優先サーバが使用されている場合は、 ツ リ ーのマージやツ リ ー名の変更を行って
も、 その ク ラ イ アン ト は名前によ ってサーバにロ グ イ ン し た状態のま まなので操作
によ る影響はク ラ イ アン ト 側にはあ り ません。 優先ツ リ ーが使用されている場合
は、 ツ リ ーのマージやツ リ ー名の変更を行 う と、 元のツ リ ー名はな く な り ます。
マージを行った後にはターゲ ッ ト ツ リ ーの名前だけが残 り ます。 優先ツ リ ーの名前
を新しいツ リ ー名に変更し ます。

ソース ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト の ACL ( ア ク セス制御 リ ス ト ) は保持されます。 し
たがって、 この Tree オブジェ ク ト に対し て ソース ツ リ ーの管理者ユーザが持つ権利は、
操作後も有効です。

マージ後も、 両ツ リ ーの管理者ユーザは存在し たま まで、 それぞれのコ ンテナオブ
ジェ ク ト によ って固有のもの と し て識別されます。

セキ ュ リ テ ィ 上必要であれば、 2 つの管理者ユーザオブジェ ク ト の一方を削除するか、
両オブジェ ク ト の権利を制限する こ と もでき ます。

サーバツリーの結合

［ツ リ ーの結合］ オプシ ョ ンを使用する と、 単一サーバソース ツ リ ーの Tree オブジェ ク
ト を、 ターゲ ッ ト ツ リ ーにあ る指定のコ ンテナに結合でき ます。 結合が完了する と、
ソース ツ リ ーのツ リ ー名は、 ターゲ ッ ト ツ リ ーのツ リ ー名にな り ます。

結合操作中に、 DSMerge によ って ソース ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト のオブジェ ク ト ク
ラ スが ド メ イ ンに変更され、 新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。 新しい ド メ イ ンオ
ブジェ ク ト は、 新しいパーテ ィ シ ョ ンのパーテ ィ シ ョ ンルー ト にな り ます。 ソース ツ
リ ーの Tree オブジェ ク ト の下位オブジェ ク ト はすべて、 ド メ イ ンオブジェ ク ト の下に
置かれます。 

ターゲ ッ ト ツ リ ーの管理者は、 作成されたツ リ ーのルー ト コ ンテナの権利を持つため、
ソース ツ リ ーの結合されたルー ト の権利を持つこ と にな り ます。 
注 : 権利継承が再計算されて有効になるには、数時間かかる可能性があります。この時間は、ツリーの複雑
さ、サイズ、パーティション数によって変化します。

ソース ツ リ ーの管理者は、 新し く 作成された ド メ イ ンオブジェ ク ト 内でのみ権利を所
有し ます。

233 ページの 図 35 と 図 36 に、 ツ リ ーを 特定のコ ンテナに結合し た場合の変化を示し
ま す。
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図 35 結合前の eDirectory ツリー

図 36 結合後の eDirectory ツリー
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このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

234 ページの 「コ ンテキス ト 名の変更について」

234 ページの 「ソース ツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーを準備する」

236 ページの 「結合操作における包含要件」

237 ページの 「ソース ツ リ ーと ターゲ ッ ト ツ リ ーを結合する」

コンテキスト名の変更について

ソース ツ リ ーを ターゲ ッ ト ツ リ ーのコ ンテナに結合する と、 ソース ツ リ ー内にあ るオ
ブジェ ク ト の識別名の後ろに、 ソース ツ リ ー名と、 ソース ツ リ ーをマージ し た ター
ゲ ッ ト ツ リ ーコ ンテナの識別名がこの順で追加されます。 相対識別名は変わ り ません。

た と えば、区切 り 文字と し て ド ッ ト を使用し ている場合、ソース ツ リ ーPreconfigured_tree
内にあ るオブジェ ク ト Admin のタ イプ付きの名前は次のよ う にな り ます。

CN=Admin.OU=IS.T=Preconfigured_tree

Preconfigured_tree を Oak_tree の New Devices コ ンテナにマージ し た後は、 Admin のタ
イプ付きの名前は次のよ う にな り ます。

CN=Admin.OU=IS.DC=Preconfigured_tree.OU=Newdevices.
OU=Engineering.O=Sanjose.T=Oak_tree.

注 : 識別名の 大長は 256 文字です。この制限は、1 つのツリーのルートをターゲットツリーの下端近くに
あるコンテナに結合する場合に特に重要です。

Oak_tree の後にあ る 後の ド ッ ト (Oak_tree.) は、 この識別名を構成する 後の要素が
ツ リ ー名であ る こ と を示し ています。 この ド ッ ト を省略する場合は、 ツ リ ー名も省略
し ます。

ソースツリーとターゲットツリーを準備する 
結合操作を開始する前に、 その結合操作の影響を受けるすべてのサーバが安定し た状態
であ る こ と を確認する必要があ り ます。 次の表では、 結合前のソース ツ リ ーと ターゲ ッ
ト ツ リ ーの準備に関する前提条件について説明し ます。

前提条件 必要な措置

ソースツリーまたはターゲットツ
リーのツリーパーティションのレ
プリカを保持しているすべての
サーバ上で WANMAN がオフに

なっている。

WANMAN ポリシーを調べて、WAN 通信の制約によるマージ

操作への支障がないことを確認します。必要があれば、マージ
操作を開始する前に WANMAN をオフにします。

ソースツリー内のサーバが 1 つで

ある。

ソースツリーから、1 つだけ残してすべてのサーバを削除します。

ソースツリーのツリーオブジェク
トに別名またはリーフオブジェク
トが存在しない。

ソースツリーの Tree オブジェクトに存在する別名またはリー

フオブジェクトを削除します。
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結合コンテナ内に同じ名前がない。 同じ名前がある場合は、ターゲットツリーの結合コンテナ内の
オブジェクトまたはソースツリー内のオブジェクト名を変更し
ます。

オブジェクト名を変更したくない場合は、コンテナの 1 つから

同じツリー内の別のコンテナにオブジェクトを移動し、空に
なったコンテナを DSMerge 実行前に削除します。詳細につい

ては、 95 ページの第 3 章 「オブジェクトの管理」を参照して

ください。

同じペアレントオブジェクトの直下でないコンテナオブジェク
トの場合は、両ツリーに同じコンテナオブジェクトがあっても
かまいません。オブジェクトは、直接のコンテナオブジェクト
によって識別されます。

ソースツリーおよびターゲットツ
リーの eDirectory バージョンが

8.51 SP2a 以降である。

DSMerge は、eDirectory の適切なバージョンを検索します。許

容できるバージョンが検出されない場合、DSMerge はエラーを

返します。eDirectory の 新バージョンは、Novell Download
ページ (http://download.novell.com) から取得できます。

ターゲットツリーを結合するコン
テナがレプリカを持たないパー
ティション（単一サーバパーティ
ション）にある。

ターゲットコンテナに複数のレプリカがある場合は、次のうち
1 つを実行します。

このコンテナに関連付けられたパーティションをマスタレ

プリカにし、その他のレプリカを削除します。 

または、ターゲットツリーの結合コンテナを別のパーティ

ションとして切り離し、レプリカを削除します。

結合が完了した後は、パーティションの関連付けを再構築でき
ます。

ターゲットコンテナを保持する
サーバがルートパーティションの
レプリカも保持している。 

サーバがルートのレプリカを保持していない場合、ディレクト
リはターゲットツリーの管理権を確認できないので、結合は失
敗し、エラー「-672 ア ク セス権な し」が表示されます。

iManager を使用してルートのレプリカを追加します。詳細に

ついては、140 ページの「レプリカを追加する」を参照してく

ださい。

ソースツリーおよびターゲットツ
リーのスキーマが同じである。

DSMerge で［結合］オプションを実行します。出力されるレ

ポートからスキーマに問題があることがわかった場合は、ター
ゲットツリー上で DSRepair を実行してソースツリーからス

キーマをインポートします。

結合操作によって、自動的にスキーマがターゲットツリーから
ソースツリーにインポートされます。

DSMerge を再実行します。

単一のツリーだけが、ツリーの
ルートの下位にセキュリティコン
テナを保持できる。

ソースツリーおよびターゲットツリーの両方がセキュリティコ
ンテナを保持している場合、569 ページの付録 A「NMAS の注

意事項」で説明されている手順に従って、一方のコンテナを削
除します。

前提条件 必要な措置
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結合操作における包含要件

ソース ツ リ ーを ターゲ ッ ト ツ リ ーのコ ンテナに結合するには、 ターゲ ッ ト ツ リ ーのコ ン
テナでソース ツ リ ーの受け入れ準備を整えてお く 必要があ り ます。 ターゲ ッ ト ツ リ ーの
コ ンテナは、 ク ラ ス ド メ イ ンのオブジェ ク ト を包含できなければな り ません。 包含に問
題があ る と、 結合操作中に 「-611 不正な包含ルールです」 と い う エラーが発生し ます。

次の表の情報を使用し て、DSRepair を実行し て包含 リ ス ト を変更する必要があ るかど う
かを判断し ます。

包含要件が満た されていない場合は、 DSRepair を実行し てスキーマを修正し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［スキーマの保守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ユーザ名、 パス ワード、 および操作を実行するサーバのコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［オプシ ョ ン スキーマ拡張機能］ を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。 

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

ソースツリーのタイムリファレン
スが再設定されている。

ソースツリーは、ターゲットツリーのサーバからタイムソース
を取得するように、セカンダリサーバとして設定される必要が
あります。 

Timesync を再設定するには、『Network Time Management 管
理ガイド』の「Configuring Timesync on Servers」 (http://
www.novell.com/documentation/lg/nw65/time_enu/data/
abzqzx2.html) を参照してください。

ターゲットツリーのコンテナ
要件

ターゲットツリーのコンテナオブジェクトが、包含リスト内のド
メインオブジェクトを包含していること。 

iMonitor で［スキーマ］を使用すると、この状況をチェックでき

ます。包含リストにドメインが包含されていない場合、DSRepair
を実行してスキーマを拡張します。

ソースツリーの要件 結合操作によって、ソースツリーのルートがクラスツリールート
からクラスドメインに変更されます。Tree の下位オブジェクトは

すべて、スキーマルールに従い、クラスドメインに適切に包含さ
れている必要があります。 

iMonitor で［スキーマ］を使用すると、この状況をチェックでき

ます。包含リストにドメインが包含されていない場合、DSRepair
を実行してスキーマを拡張します。

前提条件 必要な措置
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ソースツリーとターゲットツリーを結合する

前提条件を満た し ている こ と を確認し、 DSMerge を使用し て結合を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［ツ リ ーの結合］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ソース ツ リ ーと し て結合を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ソース ツ リ ーの管理者名と パス ワード、 ターゲ ッ ト ツ リ ー名、 およびターゲ ッ ト ツ
リ ーの管理者名と パス ワード を指定し ます。

6 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

ツ リ ーの結合ウ ィ ザード のステータ ス ウ ィ ン ド ウが表示され、 結合の進行状況が表
示されます。 結合処理から戻された情報と と もに、 後に 「完了」 メ ッ セージが
後に表示されます。

7 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し て終了し ます。

ツリー名の変更

マージする 2 つのツ リ ーの名前が同じ場合は、 どち らかの名前を変更する必要があ り
ます。

こ こ で名前を変更でき るのはソース ツ リ ーだけです。 ターゲ ッ ト ツ リ ーの名前を変更
するには、 ターゲ ッ ト ツ リ ー上のいずれかのサーバで Novell iManager の ［ツ リ ー名の
変更ウ ィ ザード］ を実行する必要があ り ます。

ツ リ ー名を変更し て も、 バイ ンダ リ コ ンテキス ト は自動的には変更されません。
autoexec.ncf フ ァ イルで設定されたバイ ンダ リ コ ンテキス ト セ ッ ト にも ツ リ ー名 ( 例 ：
SET Bindery Context = O=n. テス ト ツ リ ー名 ) が含まれるため、 ツ リ ー名が 近変更され
たサーバでは、 ツ リ ー名が変更される前のコ ンテキス ト は使用されません。

し たがって、 ツ リ ー名を変更し た場合、 ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンの環境設定の
変更が必要にな る可能性があ り ます。 Novell Client for DOS/Windows を使用し ている場
合は、 net.cfg フ ァ イルの優先ツ リ ーステー ト メ ン ト および優先サーバステー ト メ ン ト を
確認し ます。 Novell Client for Windows NT/2000 または Novell Client for Windows 95/98 を
使用し ている場合は、 ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ ページにあ る優先ツ リ ーステー ト メ ン
ト および優先サーバステー ト メ ン ト を確認し ます。

優先サーバが使用されている場合は、 ツ リ ーのマージやツ リ ー名の変更を行って も、 そ
の ク ラ イ アン ト は名前に よ ってサーバに ロ グ イ ン し た状態のま ま なので操作に よ る影
響は ク ラ イ アン ト 側にはあ り ません。 優先ツ リ ーが使用さ れてい る場合は、 ツ リ ーの
マージやツ リ ー名の変更を行 う と、 元のツ リ ー名はな く な り ます。 マージを行った後に
はターゲ ッ ト ツ リ ーの名前だけが残 り ます。 優先ツ リ ーの名前を新しいツ リ ー名に変更
し ます。

2 つのツ リ ーをマージする場合、 ターゲ ッ ト ツ リ ーの名前はマージの結果作成される ツ
リ ーの名前と し てそのま ま残るので、 ア ッ プデー ト する必要のあ る ク ラ イ アン ト ワーク
ステーシ ョ ンの数を少な く するには、 ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンの数が多い方の
ツ リ ーを ターゲ ッ ト ツ リ ーと し て指定し ます。

または、 マージの後でツ リ ー名を変更し て、 終的なツ リ ー名がク ラ イ アン ト ワーク
ステーシ ョ ンの数が多い方のツ リ ーに一致する よ う にする こ と もでき ます。
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マージ後のツ リ ーの名前は、 元のソース ツ リ ーの名前に変更する こ と もでき ます。 その
場合は、ターゲ ッ ト ツ リ ーにあ る ク ラ イ アン ト ワーク ステーシ ョ ンの net.cfg フ ァ イルを
更新する必要があ り ます。

次の前提条件の一覧を使用し て、 リ ネーム操作の準備ができ ているか確認し ます。

ソース ツ リ ー上のサーバコ ン ソールへのア ク セス権があ る こ と、 またはこのサーバ
と の RCONSOLE セ ッ シ ョ ンが確立済みであ る こ と

ソース ツ リ ーの Tree オブジェ ク ト に対する スーパバイザオブジェ ク ト 権があ る こ と

( オプシ ョ ン ) ツ リ ー内のサーバがすべて動作可能であ る こ と  ( 動作不能状態のサー
バは動作可能になった時点で自動的に更新されます )

ツ リ ー名を変更するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［ツ リ ー名の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ツ リ ー名の変更ウ ィ ザード を実行するサーバ (ターゲ ッ ト ツ リ ー内のサーバ) を指定
し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 新しいツ リ ー名、 管理者ユーザ名、 およびパス ワード を指定し ます。

6 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

ツ リ ー名の変更ウ ィ ザード のステータ ス ウ ィ ン ド ウが表示され、 リ ネーム処理の進
行状況が表示されます。 

7 リ ネーム処理から戻された情報と と もに 「完了」 メ ッ セージが表示された ら、 ［閉
じ る］ を ク リ ッ ク し て終了し ます。

eMBox クライアントを使用したツリーのマージ

eMBox (eDirectory Management Toolbox) ク ラ イ アン ト はコマン ド ラ イ ン Java ク ラ イ アン
ト で、 これを使用する と DSMerge に リ モー ト ア ク セスでき ます。 emboxclient.jar フ ァ イ
ルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。 JVM を イ ン ス ト ールし
ていれば、 どのコ ン ピ ュータで も実行でき ます。 eMBox ク ラ イ アン ト の詳細について
は、 555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」 を参照し て く ださい。

DSMerge eMTool を使用する

1 コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し て、対話式モード で eMBox ク ラ イ アン ト を実行
し ます。

java -cp フ ァ イルのパス /emboxclient.jar embox -i

( ク ラ スパスにすでに emboxclient.jar file が設定されている場合、 「java embox -i」
と入力するだけです。 )

eMBox Client のプロ ンプ ト が次のよ う に表示されます。

eMBox Client>
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2 DSMerge を実行する  ( ソース ツ リ ーになる ) サーバにロ グ イ ンするには、次のコマン
ド を入力し ます。 

login -s サーバの名前または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 
-u ユーザ名 . コ ンテキス ト  -w パス ワード -n

ポー ト 番号は通常 80 または 8028 です。 ただし、 すでにそのポー ト を使用し ている
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 非セキ ュ ア
接続を開始し ます。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

3 次の構文を使用し てマージ コマン ド を入力し ます。

dsmerge. タ ス ク  オプシ ョ ン

例 ：

「dsmerge.m -uadmin -ptest -TApple -Uadmin -Ptest」 は、 ターゲ ッ ト ツ リ ー 「Apple」 を、
現在ロ グ イ ン し ている ソース ツ リ ーにマージ し ます。 ターゲ ッ ト ツ リ ーのユーザ名
は 「Admin」 、 ユーザパス ワード は 「test」 です。 また、 ソース ツ リ ーのユーザ名も
「Admin」、 ユーザパス ワード は 「test」 です。

「dsmerge.g -uadmin -ptest -TOrange -Uadmin -Ptest -CFruit」 は、 現在ロ グ イ ン し ている
ソース ツ リ ーを ターゲ ッ ト ツ リ ー 「Orange」 内の 「Fruit」 コ ンテナに結合し ます。
ソース ツ リ ーのユーザ名は 「Admin」、 ユーザパス ワード は 「test」 です。 また、
ターゲ ッ ト ツ リ ーのユーザ名も 「Admin」、 ユーザパス ワード は 「test」 です。 

各ス イ ッチの間にはスペースが必要です。 ス イ ッチの順序は重要ではあ り ません。

eMBox ク ラ イ アン ト は DSMerge 操作が成功し たかど う かを表示し ます。

DSMerge eMTool オプシ ョ ンの詳細については、 239 ページの 「DSMerge eMTool オ
プシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

4 eMBox ク ラ イ アン ト から ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。 
logout

5 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit

DSMerge eMTool オプション

次の表に、DSMerge eMTool オプシ ョ ンを示し ます。eMBox ク ラ イ アン ト で list -tdsmerge
コマン ド を使用し て、 DSMerge オプシ ョ ンの詳細を表示する こ と もでき ます。 詳細につ
いては、 559 ページの 「eMTool と そのサービ ス を表示する」 を参照し て く ださい。

マージ操作 eMBox クライアントのコマンド

ツリーの名前が変更できるか
どうかチェックする

dsmerge.pr -u ユーザ -p ユーザパスワード -n 新しいツリー名

ツリー名を変更する dsmerge.r -u ユーザ -p ユーザパスワード -n 新しいツリー名

2 つのツリーがマージできる

かチェックする

dsmerge.pm -u ソースツリーのユーザ

-p ソースツリーのユーザパスワード -T ターゲットツリーの名前

-U ターゲットツリーのユーザ -P ターゲットツリーのパスワード
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 2 つのツリーをマージする dsmerge.m -u ソースツリーのユーザ

-p ソースツリーのユーザパスワード -T ターゲットツリーの名前

-U ターゲットツリーのユーザ -P ターゲットツリーのパスワード

ソースツリーがターゲットツ
リーのコンテナに結合できる
かチェックする

dsmerge.pg -uSource_tree_user
-p ソースツリーのユーザパスワード -T ターゲットツリーの名前

-U ターゲットツリーのユーザ -P ターゲットツリーのパスワード

-C ターゲットツリーのコンテナ 

ソースツリーをターゲットツ
リーのコンテナに結合する

dsmerge.g -u ソースツリーのユーザ

-p ソースツリーのユーザパスワード -T ターゲットツリーの名前

-U ターゲットツリーのユーザ -P ターゲットツリーのパスワード

-C ターゲットツリーのコンテナ 

実行中の DSMerge 操作を

キャンセルする

cancel

マージ操作 eMBox クライアントのコマンド
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9 eDirectory のデータを暗号化する

Novell® eDirectoryTM 8.8 以降では、 特定のデータ をデ ィ ス クに保存し た り 、 2 台以上の
eDirectory 8.8 サーバ間でデータ を転送する場合に、 データ を暗号化でき ます。 そのた
め、 機密データのセキ ュ リ テ ィ を強化でき ます。 

データ の暗号化の重要性 と 暗号化のシナ リ オについては、 『Novell eDirectory 8.8 What’s
New Guide』 (http://www.novell.com/documentation/beta/edir88/index.html) を参照して く ださい。

次のものを暗号化する こ と によ って、 データ を保護でき ます。

属性 ： デ ィ ス クに格納されている機密データ を保護する場合。

241 ページの 「暗号化属性」 を参照し て く ださい。

複製 ： eDirectory 8.8 サーバ間の複製の実行中に機密データ を保護する場合。

250 ページの 「暗号化レプ リ ケーシ ョ ン」

暗号化属性

eDirectory 8.8 以降では、 データがデ ィ ス クに格納されている間は属性を暗号化し て
データ を保護でき ます。 暗号化属性はサーバ固有の機能です。 

属性を暗号化する と、 属性値がエン コード されます。 た と えば、 DIB に保存されてい
る属性 empno を暗号化し た と し ます。 empno=1000 であ る場合、 属性値 (1000) はク リ
アテキス ト 形式ではデ ィ ス クに保存されません。 この暗号化された値は、 セキ ュ リ
テ ィ 保護されたチャネルからデ ィ レ ク ト リ にア ク セス し た場合にのみ読み取る こ と が
でき ます。

方式内のすべての属性に対し て暗号化を有効にする こ と ができ ます。 ただし、 共通名
(CN) 属性に対し てではな く 、 重要なデータに対し てのみ暗号化を有効にする こ と をお
勧めし ます。 暗号化する属性の決定については、 261 ページの 「データ を暗号化する と
きにデータの完全な安全性を確保する」 を参照し て く ださい。 

Public およびサーバが読み込める暗号化属性へのア ク セスに制限はあ り ません。 つま
り 、 ク ラ イ アン ト はク リ アテキス ト を使用し て これらの属性にア ク セスする こ と がで
き、 ユーザはこれらの暗号化用の属性に DIB レベルでマークする こ と ができ ます。  
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図 37 暗号化属性 

eDirectory 内のデータは次の方法で保存でき ます。

DIB (Data Information Base) またはデータベースに保存

バッ ク ア ッ プデータ と し て保存

LDIF フ ァ イル

属性を暗号化するには、 暗号化属性ポ リ シーを作成し てサーバに適用し ます。

属性を暗号化するには、 iManager で次の操作を実行し ます。

1 暗号化属性ポ リ シーを作成し て定義し ます。

1a 暗号化する属性を選択し ます。

1b 属性の暗号化方式を選択し ます。

詳細については、 244 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを作成し て定義する」 を参照
し て く ださい。

2 サーバに暗号化属性ポ リ シーを適用し ます。 

詳細については、 244 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを適用する」 を参照し て く だ
さい。

LDAP を使用し て属性を暗号化する こ と もでき ます。 詳細については、 245 ページの
「LDAP を使用し て暗号化属性ポ リ シーを管理する」 を参照し て く ださい。

ベス ト プラ ク テ ィ ス と し て、 次の操作を行 う こ と をお勧めし ます。 

暗号化する属性の う ち、 重要な属性のみをマーク し ます。 暗号化する属性すべて
( パブ リ ッ クやサーバが読み込める属性など ) にマークはし ないで く ださい。 

暗号化する属性をマークする場合は、強力な暗号化アルゴ リ ズムであ る AES を使用
し て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

243 ページの 「暗号化方式を使用する」

247 ページの 「暗号化属性にア ク セスする」

248 ページの 「暗号化属性を表示する」

243 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを管理する」

249 ページの 「暗号化属性に移行する」

eDirectory
( )

eDirectory 8.8

empno

1)   Paul
   empno ='1000'
2)   Jack   
   empno ='2000'

1)   Paul
   empno =****
2)   Jack   
   empno =****
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暗号化方式を使用する

eDirectory 8.8 では、 属性のセキ ュ リ テ ィ を確保するために、 次の暗号化方式がサポー ト
されています。

AES (Advanced Encryption Standard)

ト リ プル DES
DES (Data Encryption Standard)

1 つの暗号化属性ポ リ シーに含まれる各属性に対し て、 個別に暗号化方式を選択する こ
と もでき ます。 た と えば、 EP1 と い う 暗号化属性ポ リ シーに含まれる属性 cubeno に対
し ては暗号化方式と し て AES を選択し、 属性 empno に対し ては ト リ プル DES を選択
する こ と ができ ます。 詳細については、 244 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを作成し て
定義する」 を参照し て く ださい。

属性の暗号化方式を変更するには、 暗号化属性ポ リ シーを編集し ます。 すでに暗号化
されている属性を復号化する こ と もでき ます。 詳細については、 244 ページの 「暗号化
属性ポ リ シーを編集する」 を参照し て く だ さい。

レプ リ カ リ ング内の各サーバに対し て、 個別に暗号化方式を選択する こ と もでき ます。
た と えば、 属性を暗号化する際に、 Server1 では AES を使用し、 Server2 では ト リ プル
DES を使用し、 Server3 では暗号化方式を使用し ない と い う よ う な設定が可能です。

暗号化属性ポリシーを管理する

ポ リ シーを作成し て定義し、 サーバに適用する こ と で、 属性の暗号化を管理でき ます。

暗号化属性ポ リ シーを定義するには、 暗号化する属性と 暗号化方式を選択し ます。  

図 38 属性を暗号化する

( )
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暗号化属性ポ リ シーの管理には、 iManager を使用でき ます。 このセ ク シ ョ ンでは、 次の
情報について説明し ます。

244 ページの 「iManager を使用し て暗号化属性ポ リ シーを管理する」

245 ページの 「LDAP を使用し て暗号化属性ポ リ シーを管理する」

246 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを コ ピーする」

246 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン操作」

iManager を使用して暗号化属性ポリシーを管理する

このセ ク シ ョ ンでは、 次の手順について説明し ます。

244 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを作成し て定義する」

244 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを編集する」

244 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを適用する」

245 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを削除する」

暗号化属性が eDirectory サーバに存在する場合、 iManager は次の方法で動作し ます。

1. ク リ アテキス ト またはセキ ュ リ テ ィ で保護されたチャネルを介し て、 暗号化属性の
読み込み、 表示、 修正を行 う こ と はでき ません。 

2. ク リ アテキス ト またはセキ ュ リ テ ィ で保護されたチャネルで iManager を介し て、
暗号化属性以外の属性を持つエン ト リ の属性の読み込み、 表示、 修正を行 う こ と は
でき ません。 これは、 エン ト リ 全体がブロ ッ ク されている こ と を意味し ます。

暗号化属性ポリシーを作成して定義する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の暗号化］ > ［属性］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード で、 ［作成］ > ［編集］ > ［Apply Policy］ の順に
ク リ ッ ク し ます。

4 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード の指示に従って、ポ リ シーを作成し定義し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

暗号化属性ポリシーを編集する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の暗号化］ > ［属性］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード で、 ［ポ リ シーを編集し ます。］ を選択し ます。

4 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを編集し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

暗号化属性ポリシーを適用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の暗号化］ > ［属性］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード で、 ［Apply Policy］ を選択し ます。

4 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを適用し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。
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暗号化属性ポリシーを削除する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の暗号化］ > ［属性］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード で、 ［ポ リ シーを削除し ます。］ を選択し ます。

4 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード の指示に従って、 ポ リ シーを削除し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

LDAP を使用して暗号化属性ポリシーを管理する

重要 : 暗号化属性の管理には、LDAP ではなく、iManager を使用することを強くお勧めします。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の手順について説明し ます。

245 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを作成し て定義する」

246 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを編集する」

246 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを適用する」

246 ページの 「暗号化属性ポ リ シーを削除する」

注 : LDIF で暗号化する属性をマーキングする場合は、属性と方式のリストではなく、属性と方式のペアを
指定する必要があります。これは暗号化属性に付随する現行の制約です。

暗号化属性ポリシーを作成して定義する

1 暗号化属性ポ リ シーを作成し ます。 

た と えば、 AE Policy- test-server と い う 暗号化属性ポ リ シーの場合は次のよ う にな り
ます。

dn: cn=AE Policy - test-server, o=novell
changetype: add
objectClass: encryptionPolicy

2 作成し たポ リ シーオブジェ ク ト に attrEncryptionDefinition 属性を追加し て、暗号化す
る属性をマーキング し ます。

た と えば、 暗号化する属性の名前が CRID の場合は、 次のよ う に暗号化方式と属性
名を指定し ます。

dn: cn=AE Policy - test-server, o=novell
changetype: modify
add: attrEncryptionDefinition
attrEncryptionDefinition: aes$CRID

注 : 属性名の指定には、その属性の NDS 名を使用します。eDirectory では多くの属性が LDAP 名と

NDS 名の両方を持っています。ここでは、属性名として NDS 名を指定する必要があります。

3 attrEncryptionRequiresSecure 属性をポ リ シーに追加し ます。 

こ の属性の値に よ って、 暗号化属性にア ク セ スする際にセキ ュ リ テ ィ 保護 さ れた
チャネルの使用を常に要求するかど う かが指定されます。 この値が 0 の場合、 常に
は要求し ないこ と を示し ます。 この値が 1 の場合は、常に要求する こ と を示し ます。

例 ：

dn: cn=AE Policy - test-server, o=novell
changetype: modify
add: attrEncryptionRequiresSecure
attrEncryptionRequiresSecure: 0
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4 NCP サーバにポ リ シーを関連付けます。 

test-server と い う NCP サーバの場合は次のよ う にな り ます。

dn: cn=test-server, o=novell
changetype: modify
add: encryptionPolicyDN
encryptionPolicyDN: cn=AE Policy - test-server, o=novell

暗号化属性ポリシーを編集する

次の LDIF フ ァ イルは、 attrEncryptionRequireSecure 属性の値を変更する こ と で暗号化属
性ポ リ シーを編集する方法を示し ています。

dn: cn=AE Policy - test-server, o=novell
changetype: modify
replace: attrEncryptionRequiresSecure
attrEncrytionRequiresSecure: 1

暗号化属性ポリシーを適用する

次の LDIF フ ァ イルは、 AE Policy-test-server と い う 暗号化属性ポ リ シーを test-server と
い う サーバに適用する方法を示し ています。

dn: cn=test-server, o=novell
changetype: modify
add: encryptionPolicyDN
encryptionPolicyDN: cn=AE Policy - test-server, o=novell

暗号化属性ポリシーを削除する

次の LDIF フ ァ イルは、 暗号化属性ポ リ シーを削除する方法を示し ています。

dn: cn=AE Policy - test-server, o=novell
changetype: delete

暗号化属性ポリシーをコピーする

eDirectory 8.8 以降では、 暗号化属性ポ リ シーを コ ピーし て多数のサーバに同一の設定
内容を反映する こ と ができ ます。 ポ リ シーは、 オブジェ ク ト と し て eDirectory に保存さ
れます。

iManager を使用し てポ リ シーオブジェ ク ト を コ ピーする手順については、 99 ページの
「オブジェ ク ト を コ ピーする」 を参照し て く ださい。

パーティション操作

2 つのパーテ ィ シ ョ ンをマージする と、 ペアレン ト のポ リ シーがマージ後のパーテ ィ
シ ョ ンで保持されます。 パーテ ィ シ ョ ンを分割する と、 ペアレン ト のポ リ シーがチャ
イル ド パーテ ィ シ ョ ンに継承されます。
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暗号化属性にアクセスする

属性を暗号化する と、 暗号化属性へのア ク セス も保護されます。 eDirectory 8.8 以降で
は、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネル (LDAP セキ ュ アチャネルまたは HTTP セキ ュ ア
チャネル ) を使用し た暗号化属性へのア ク セス を制限でき る よ う になっています。 

デフ ォル ト では、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルから しか暗号化属性にア ク セスで
き ません。

ただし、 ク ラ イ アン ト がク リ アテキス ト で暗号化属性にア ク セスでき る よ う にするには、
［常にセキ ュアチャネルが必要］ オプシ ョ ンを無効にする必要があ り ます。 詳細について
は、 247 ページの 「ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア クセスを有効 / 無効に
する」 を参照して く ださい。

クリアテキストチャネルから暗号化属性へのアクセスを有効 / 無効にする

iManager または LDAP のいずれかを使用し て、 ［常にセキ ュ アチャネルが必要］ オプ
シ ョ ン ( つま り 、 attrEncryptionRequireSecure 属性 ) を有効または無効にする こ と で、 ク
リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア ク セス を有効または無効にする こ と がで
き ます。 

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

247 ページの 「iManager を使用し て ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア
ク セス を有効 / 無効にする」

247 ページの 「LDAP を使用し て ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア ク
セス を有効 / 無効にする」

iManager を使用してクリアテキストチャネルから暗号化属性へのアクセスを有効 / 無効に
する

iManager を使用し て ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア ク セス を有効また
は無効にするには、 次の作業を行 う 際に、 暗号化属性ポ リ シー管理ウ ィ ザード で ［常
にセキ ュ アチャネルが必要］ を有効または無効にし ます。

暗号化属性ポ リ シーを作成し て定義する

暗号化属性ポ リ シーを編集する

LDAP を使用してクリアテキストチャネルから暗号化属性へのアクセスを有効 / 無効にする

LDAP を使用し て ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア ク セス を有効にする
には、 次の属性を暗号化属性ポ リ シーに追加し ます。

attrEncryptionRequiresSecure

この属性を 0 に設定する と、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルを必ずし も使用する必
要はな く な り ます。 つま り 、 ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性にア ク セスでき
ます。 この属性を 1 に設定する と、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルの使用が常に要
求される よ う にな り ます。 つま り 、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルからのみ暗号化
属性にア ク セスでき ます。 

詳細については、 245 ページのステ ッ プ 3 を参照し て く ださい。
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暗号化属性を表示する

暗号化されている属性が表示されるかど う かは、 ［常にセキ ュ アチャ ネルが必要］ オプ
シ ョ ンが有効になっているかど う かによ って決定されます。 つま り 、 暗号化属性にア ク
セスする際にセキュ リ テ ィ 保護されたチャネルを使用するかど う かによ って決ま り ます。 

248 ページの 「iManager を使用し て暗号化属性を表示する」

248 ページの 「DSBrowse を使用し て暗号化属性を表示する」

248 ページの 「SNMP ト ラ ッ プ」

iManager を使用して暗号化属性を表示する

［常にセキ ュ アチャネルが必要］ が有効になっている場合は、 暗号化属性を表示でき ま
せん。 エラー 「-6089」 が返されます。 これは、 暗号化属性にア ク セスする際にセキ ュ
リ テ ィ 保護されたチャネルを使用する必要があ る こ と を示し ています。

［常にセキ ュ アチャネルが必要］ が無効になっている場合は、 iManager で暗号化属性値
を表示でき ます。 

詳細については、 213 ページの 「ツ リ ー内のオブジェ ク ト の参照」 を参照し て く ださい。

DSBrowse を使用して暗号化属性を表示する

［常にセキ ュ アチャ ネルが必要］ オプシ ョ ンが有効になっている場合、 つま り 、 暗号化
属性にア ク セスする際にセキ ュ リ テ ィ 保護されたチャ ネルの使用が常に要求さ れる場
合は、 暗号化されたエン ト リ の属性を表示する こ と はでき ません。 ただし、 暗号化され
ていないエン ト リ の属性は表示でき ます。

SNMP トラップ

暗号化属性にア ク セスする際にセキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルの使用を常に要求す
る よ う に指定し ている場合は、 NDS® 値イベン ト がブロ ッ ク されます。 値イベン ト に関
連する ト ラ ッ プの値データは NULL にな り 、 結果は -6089 に設定されます。 これは、
暗号化属性の値を取得するために、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルを使用する必要
があ る こ と を示し ます。 次の ト ラ ッ プの値データは NULL にな り ます。 

ndsAddValue

ndsDeleteValue

ndsDeleteAttribute

バックアップデータを暗号化 / 復号化する

暗号化属性を含むサーバ上のデータ をバッ ク ア ッ プする際には、 バッ ク ア ッ プデータ
を暗号化または復号化するためのパス ワード を入力する よ う 求められます。 これは、
ndsbackup ユーテ ィ リ テ ィ の -E オプシ ョ ンを使用し て簡単に指定でき ます。 詳細につ
いては、 ndsbackup の manpage を参照し て く ださい。

データのバッ ク ア ッ プの詳細については、 389 ページの第 14 章 「Novell eDirectory の
バッ ク ア ッ プ と復元」 を参照し て く だ さい。
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暗号化属性を含む DIB ファイルセットのクローンを作成する

暗号化属性を含む eDirectory データベースの ク ローンを作成する と、 DIB フ ァ イルセ ッ
ト の ク ローンにも暗号化属性値が含まれます。

DIB フ ァ イルセ ッ ト の ク ローンに含まれる値を暗号化するには、 eDirectory で使用され
る キーを保護するためのパス ワード を設定する必要があ り ます。 DIB フ ァ イルセ ッ ト
の ク ローンを他のサーバに配置する際には、 このパス ワード の入力を求められます。

詳細については、 218 ページの 「DIB セ ッ ト のク ローン」 を参照し て く ださい。

レプリカリングに eDirectory 8.8 サーバを追加する

eDirectory 8.8 サーバは、 レプ リ カが格納されたいずれかのサーバまたはすべてのサーバ
上で属性が暗号化されているかど う か、 あ るいは ［常にセキ ュ アチャネルが必要］ が有
効になっているかど う かに関わらず、 レプ リ カ リ ングに追加でき ます。

eDirectory 8.8 サーバを レプ リ カ リ ングに追加する際の詳細については、 140 ページの
「レプ リ カを追加する」 を参照し て く ださい。

下位互換性

暗号化属性にア ク セスするには、 iManager、 SNMP、 DirXML®、 NSureAudit などのすべ
ての eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ を、 セキ ュ リ テ ィ 保護された NCPTM に変更する必要があ
り ます。 変更し ない場合は、 暗号化属性にア ク セ スする際にセキ ュ リ テ ィ 保護 さ れた
チャネルの使用を要求し ないよ う に指定する必要があ り ます。詳細については、247 ペー
ジの 「ク リ アテキス ト チャネルから暗号化属性へのア ク セス を有効 / 無効にする」 を参
照し て く ださい。

暗号化属性に移行する

eDirectory 8.8 以降のバージ ョ ンにア ッ プグレードする と、 暗号化属性ポ リ シーを作成
し て定義する こ と で、 既存の属性を暗号化でき ます。 詳細については、 243 ページの
「暗号化属性ポ リ シーを管理する」 を参照し て く ださい。

暗号化属性のレプリカを作成する

デフ ォル ト では、 サーバに暗号化属性が存在し ている場合でも、 暗号化複製は無効に
なっています。 暗号化属性を安全に複製するには、 暗号化複製を有効にする必要があ
り ます。 暗号化複製の設定については、 250 ページの 「暗号化レプ リ ケーシ ョ ン」 を参
照し て く ださい。 
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暗号化レプリケーション

Novell eDirectory 8.8 以降では、 eDirectory 8.8 サーバ間を転送されるデータ を暗号化でき
ます。 データが ク リ アテキス ト 形式で転送されな く なるため、 複製時のセキ ュ リ テ ィ
を強化でき ます。

複製の暗号化の重要性と暗号化のシナ リ オについては、『Novell eDirectory 8.8 What’s New 
Guide』 (http://www.novell.com/documentation/beta/edir88/edir88new/data/bqljql1.html#bqljql1)
を参照し て く ださい。 

図 39 暗号化レプリケーション 

図中の 「finance」 と 「library」 は、 ツ リ ー内のパーテ ィ シ ョ ンです。 「finance」 には、
複製の際に暗号化を必要とする重要データが含まれている可能性があ り ます。 その場
合は、 パーテ ィ シ ョ ン 「finance」 に対し て暗号化複製を有効にする こ と ができ ます。
「library」 のよ う に重要データが含まれていないパーテ ィ シ ョ ンについては、 暗号化複
製を有効にする必要はあ り ません。

重要 : パーティションに対して暗号化複製を有効にすると、複製処理の速度が低下する可能性があります。

暗号化複製を有効または無効にするには、 iManager を使用し ます。 
注 : Netware® では、暗号化複製がサポートされていません。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

251 ページの 「暗号化複製を有効にする」

255 ページの 「新しいレプ リ カを レプ リ カ リ ングに追加する」

260 ページの 「同期と暗号化複製」

260 ページの 「暗号化複製ステータ ス を表示する」

ER
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暗号化複製を有効にする

暗号化複製を有効にするには、 暗号化複製を有効にする よ う にパーテ ィ シ ョ ンを設定
する必要があ り ます。 設定はパーテ ィ シ ョ ンの Root オブジェ ク ト に保存されます。

暗号化複製は、 パーテ ィ シ ョ ン レベルでも レプ リ カレベルでも有効にする こ と ができ
ます。

レプ リ カレベルの設定は、 パーテ ィ シ ョ ン レベルの設定よ り も優先されます。 つま り 、
次のよ う にな り ます。

暗号化複製がパーテ ィ シ ョ ンレベルで有効になっていて、 特定のレプ リ カで無効に
なっている場合、それらのレプ リ カの間の複製はク リ アテキス ト 形式で行われます。

パーテ ィ シ ョ ンレベルで暗号化複製が無効になっていて、 特定のレプ リ カで有効に
なっている場合、 それらのレプ リ カの間の複製は暗号化された形式で行われます。

表 2 パーティションレベルの暗号化複製の設定を上書きする

このセ ク シ ョ ンでは、 次の手順について説明し ます。

251 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンレベルで暗号化複製を有効にする」

253 ページの 「レプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする」

パーティションレベルで暗号化複製を有効にする

パーテ ィ シ ョ ン レベルで暗号化複製を有効にする と、 そのパーテ ィ シ ョ ンをホス ト し
ているすべてのレプ リ カの間で行われる複製が暗号化されます。 た と えば、 パーテ ィ
シ ョ ン P1 のレプ リ カ と し て、 R1、 R2、 R3、 および R4 があ る と し ます。 その場合は、
これらのレプ リ カの間のすべての複製 ( イ ンバウ ン ド と ア ウ ト バウ ン ド の両方 ) を暗号
化でき ます。

パーテ ィ シ ョ ン レベルで暗号化複製を有効にするには、 そのパーテ ィ シ ョ ンをホス ト
し ているすべてのサーバで eDirectory 8.8 以降が実行されている必要があ り ます。 暗号
化複製が有効になっていない他のパーテ ィ シ ョ ンは、 eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ
ンの eDirectory サーバでも ホス ト でき ます。

パーティションレベル レプリカレベル 複製

有効 無効 暗号化されない

無効 有効 暗号化される
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図 40  パーティションレベルでの暗号化複製

レプ リ カ レベルで暗号化複製が設定さ れている場合は、 レプ リ カ レベルの設定がパー
テ ィ シ ョ ン レベルの設定よ り も優先されます。 251 ページの表 2 「パーテ ィ シ ョ ン レベ
ルの暗号化複製の設定を上書きする」 を参照し て く だ さい。

下位互換性は、 暗号化複製がパーテ ィ シ ョ ン レベルで有効になっているかど う かに依存
し ます。 詳細については、 255 ページの 「新しいレプ リ カを レプ リ カ リ ングに追加する」
を参照し て く ださい。

パーテ ィ シ ョ ン レベルで暗号化複製を有効にするには、 次のセ ク シ ョ ンで説明する よ う
に、 iManager または LDAP を使用し ます。

252 ページの「iManager を使用してパーテ ィ シ ョ ンレベルで暗号化複製を有効にする」

253 ページの 「LDAP を使用し てパーテ ィ シ ョ ンレベルで暗号化複製を有効にする」

255 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン操作」

iManager を使用してパーティションレベルで暗号化複製を有効にする

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の暗号化］ > ［暗号化複製］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 暗号化複製ウ ィ ザード で、 ［すべてのレプ リ カ同期を暗号化する］ を選択し ます。

ウ ィ ザード の各段階で、 ［ヘルプ］ が利用でき ます。

注 : パーティションレベルで暗号化複製を無効にする場合は、［すべてのレプリカ同期を暗号化する］

の選択を解除します。

暗号化複製ウ ィ ザード でパーテ ィ シ ョ ン全体に対し て暗号化複製を有効にし た場合で
も、 特定のレプ リ カに対し て暗号化複製を無効にでき ます。 暗号化複製が無効になっ
ている レプ リ カは、 暗号化された形式のデータ を送受信し ません。 パーテ ィ シ ョ ン全
体に対し て暗号化を無効にする場合は、 ［すべてのレプ リ カ同期を暗号化する］ の選択
を解除し ます。

1
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2
eDirectory

8.8  
eDirectory
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ER

ER
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LDAP を使用してパーティションレベルで暗号化複製を有効にする

重要 : iManager を使用して暗号化複製を有効にすることを強くお勧めします。 

複製を暗号化するには、 属性 dsEncryptedReplicationConfig を使用し ます。 構文は次の
とお り です。

有効 / 無効フ ラ グ # ターゲ ッ ト レプ リ カ番号 # ソース レプ リ カ番号

次のいずれかのフ ラ グに置き換えます。

0 ： 暗号化複製が無効にな り ます

1 ： 暗号化複製が有効にな り ます

ソース レプ リ カ番号と ターゲ ッ ト レプ リ カ番号は、 パーテ ィ シ ョ ンのソース レプ リ カ
番号と ターゲ ッ ト レプ リ カ番号です。 ソース レプ リ カ番号と ターゲ ッ ト レプ リ カ番号
はどち ら を先に指定し て も構いません。 レプ リ カ A から B への複製が暗号化されてい
る場合は、 B から A への複製も暗号化されます。

注 : パーティションレベルのソースレプリカ番号とターゲットレプリカ番号を 0 にして、フラグを 1 に設定
した場合は、すべてのレプリカで暗号化複製が有効になります。

パーテ ィ シ ョ ン レベルで暗号化複製を有効にするには、 dsEncryptedReplicationConfig 属
性の値を 1#0#0 に設定し ます。 

次に、 パーテ ィ シ ョ ン レベルで暗号化複製を有効にするための LDIF フ ァ イルの例を示
し ます。

dn: o=ou
changetype: modify
replace: dsEncryptedReplicationConfig
dsEncryptedReplicationConfig: 1#0#0

レプ リ カレベルの設定は、 パーテ ィ シ ョ ン レベルの設定よ り も優先されます。 詳細につ
いては、 254 ページの 「LDAP を使用し てレプ リ カ レベルで暗号化複製を有効にする」
を参照し て く ださい。

レプリカレベルで暗号化複製を有効にする

レプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする と、 特定のレプ リ カの間の複製が暗号化され
ます。 指定し たレプ リ カの間で行われる アウ ト バウ ン ドおよびイ ンバウ ン ド の複製が暗
号化されます。

た と えば、 パーテ ィ シ ョ ン P1 のレプ リ カ と し て、 R1、 R2、 R3、 および R4 があ る と し
ます。この場合、レプ リ カ R1 と R2 の間、または R2 と R4 の間の複製を暗号化でき ます。 

パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カの間で暗号化複製を有効にするには、 レプ リ カの間の暗号
化 リ ン ク を定義する必要があ り ます。 詳細については、 254 ページの 「iManager を使用
し てレプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする」 を参照し て く ださい。

1 つのレプ リ カで暗号化複製を有効にし た場合は、 次のよ う な複製が行われます。

サーバから このレプ リ カへのイ ンバウ ン ド同期が暗号化されます。

このレプ リ カから別のサーバへのア ウ ト バウ ン ド同期が暗号化されます。

暗号化複製が有効になっている レプ リ カは、 eDirectory 8.8 サーバ上に配置されている
必要があ り ます。 レプ リ カ リ ング内にあ る レプ リ カの う ち、 暗号化複製が有効になっ
ていない残 り のレプ リ カは、 eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンの eDirectory サーバ上に
配置し て も構いません。 
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特定のレプ リ カに対し てのみ暗号化複製を有効にし た場合は、 eDirectory 8.8 サーバお
よび eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを レプ リ カ リ ングに追加でき ます。 

レプ リ カレベルで暗号化複製を無効にするには、 iManager の暗号化複製の環境設定の
ウ ィ ザード で、 該当する レプ リ カに対し ［ リ ン ク を暗号化する］ を無効にし ます。 

レプ リ カレベルで暗号化複製を有効にするには、 次のセ ク シ ョ ンで説明する よ う に、
iManager または LDAP を使用し ます。

254 ページの 「iManager を使用し てレプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする」

254 ページの 「LDAP を使用し てレプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする」

iManager を使用してレプリカレベルで暗号化複製を有効にする

iManager を使用し てレプ リ カレベルで暗号化複製を有効にするには、 暗号化 リ ン ク を
作成し ます。 暗号化 リ ン ク で接続されたレプ リ カの間では、 複製が暗号化されます。
暗号化 リ ン ク を作成するには、 レプ リ カレベルで暗号化複製を設定する際に、 ソース
レプ リ カ と 1 つまたは複数のターゲ ッ ト レプ リ カを選択し ます。 

た と えば、 パーテ ィ シ ョ ン P1 のレプ リ カ と し て、 R1、 R2、 R3、 および R4 があ る と し
ます。 R1 と R2 の間の複製を暗号化するには、 いずれかのレプ リ カを ソース レプ リ カに
指定し、 他方のレプ リ カを ターゲ ッ ト レプ リ カに指定し て暗号化 リ ン ク を作成し ます。 

暗号化 リ ン ク を作成し た後は、 iManager の暗号化複製の環境設定のウ ィ ザード で ［ リ ン
ク を暗号化する］ をオン またはオフにする こ と によ り 、 特定のレプ リ カに対し て暗号化
リ ン ク を 有効 ま た は無効にす る こ と が で き ま す。 詳細につい て は、 254 ページ の
「iManager を使用し てレプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする」 を参照し て く ださい。

レプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の暗号化］ > ［暗号化複製］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 暗号化複製ウ ィ ザード の ［暗号化同期］ テーブルで、 ［新規］ を選択し て暗号化 リ ン
ク を定義し ます。

3a ソース レプ リ カを選択し ます。

3b ターゲ ッ ト レプ リ カを 1 つまたは複数選択し ます。

3c ［ リ ン ク を暗号化する］ を選択し ます。

3d ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

LDAP を使用してレプリカレベルで暗号化複製を有効にする

重要 : iManager を使用して暗号化複製を有効にすることを強くお勧めします。 

複製を暗号化するには、 属性 dsEncryptedReplicationConfig を使用し ます。 構文は次の
とお り です。

有効 / 無効フ ラ グ # ターゲ ッ ト レプ リ カ番号 # ソース レプ リ カ番号

この構文の詳細については、 253 ページの 「LDAP を使用し てパーテ ィ シ ョ ン レベルで
暗号化複製を有効にする」 を参照し て く だ さい。
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この構文でレプ リ カ番号を指定する と、 指定し たレプ リ カの間の複製が暗号化されま
す。 次に、 この構文の例を示し ます。

1#0#1 ： レプ リ カ番号 1 と、 他のすべてのレプ リ カの間で、 イ ンバウ ン ドおよびア ウ
ト バウ ン ド の複製が暗号化されます。

0#3#1 ： レプ リ カ番号 3 と 1 の間で暗号化複製が無効にな り ます。

0#1#1 ： レプ リ カ番号 1 で暗号化複製が無効にな り ます。

次に、 レプ リ カ番号 1 と 3 の間で暗号化複製を無効にするための LDIF フ ァ イルの例を
示し ます。

dn: o=ou
changetype: modify
replace: dsEncryptedReplicationConfig
dsEncryptedReplicationConfig: 0#3#1

パーティション操作

パーテ ィ シ ョ ンを分割する と、 ペアレン ト パーテ ィ シ ョ ンの暗号化複製の設定がチャ
イル ド パーテ ィ シ ョ ンに継承されます。 パーテ ィ シ ョ ンをマージする と、 ペアレン ト
パーテ ィ シ ョ ンの暗号化複製の設定がマージ後のパーテ ィ シ ョ ンで保持されます。

新しいレプリカをレプリカリングに追加する

レプ リ カ リ ングに新しいレプ リ カを追加する場合は、 パーテ ィ シ ョ ン レベルおよびレ
プ リ カレベルで暗号化複製が有効になっているかど う かによ って、 それぞれ異なる影
響を受けます。

レプ リ カを レプ リ カ リ ングに追加する場合の詳細については、 140 ページの 「レプ リ カ
の管理」 を参照し て く ださい。

次のセ ク シ ョ ンで説明する よ う に、 どち ら レベルでも、 レプ リ カ リ ングに追加する
eDirectory サーバのバージ ョ ンによ って、 複数のシナ リ オが考え られます。

255 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンレベルで暗号化複製を有効にする」

260 ページの 「レプ リ カレベルで暗号化複製を有効にする」

パーティションレベルで暗号化複製を有効にする

このシナ リ オは、 追加する eDirectory サーバのバージ ョ ンによ って異な り ます。 このセ
ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

255 ページの 「eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを レプ リ カ リ ングに追加
する」

257 ページの 「eDirectory 8.8 サーバを レプ リ カ リ ングに追加する」

eDirectory 8.8 より古いバージョンのサーバをレプリカリングに追加する 

次の図は、 eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを レプ リ カ リ ングに追加する場合
のシナ リ オを示し ています。

シナ リ オ A

シナ リ オ B

シナ リ オ C
注 : 図中の「ER」は、暗号化複製を表しています。
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図 41 eDirectory 8.8 より古いバージョンのサーバを追加する場合のシナリオ

シナ リ オ A： 暗号化複製が有効になっている eDirectory 8.8 レプ リ カ リ ングに eDirectory 
8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを追加する

暗号化複製が有効になっている eDirectory 8.8 レプ リ カ リ ングに eDirectory 8.8 よ り 古い
バージ ョ ンのサーバを追加する と、 ERR_INCOMPATIBLE_DS エラーが返されます。 レ
プ リ カ リ ングにサーバを追加する こ と はでき ますが、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを この
サーバでホス ト する こ と はでき ません。

図 42 暗号化複製が有効になっている eDirectory8.8 レプリカリングに eDirectory 8.8 より古いバージョン

のサーバを追加する
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シナ リ オ B ： 暗号化複製が無効になっている eDirectory 8.8 レプ リ カ リ ングに eDirectory 
8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを追加する

暗号化複製が無効になっている eDirectory8.8 レプ リ カ リ ングには、 eDirectory 8.8 よ り
古いバージ ョ ンのサーバを追加でき ます。

図 43 暗号化複製が無効になっているレプリカリングに eDirectory 8.8 より古いバージョンのサーバを追

加する

シナ リ オ C ： レプ リ ケーシ ョ ンの暗号化が無効になっている混在レプ リ カ リ ングに
eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを追加する

複数のバージ ョ ンの eDirectory が混在し、 暗号化複製が無効になっている レプ リ カ リ ン
グには、 eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを追加でき ます。 図 43 を参照し て
く ださい。

eDirectory 8.8 サーバをレプリカリングに追加する

次の図は、 eDirectory 8.8 サーバを レプ リ カ リ ングに追加する場合のシナ リ オを示し て
います。

シナ リ オ A

シナ リ オ B

シナ リ オ C

シナ リ オ D
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図 44 eDirectory 8.8 サーバを追加する場合のシナリオ

シナ リ オ A ： 暗号化複製が有効になっている eDirectory 8.8 レプ リ カ リ ングに
eDirectory 8.8 サーバを追加する

この場合は、 追加された eDirectory 8.8 サーバで暗号化複製は既に有効になっています。 

図 45 暗号化複製が有効になっている eDirectory レプリカリングに eDirectory 8.8 サーバを追加する
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シナ リ オ B ： 暗号化複製が無効になっている eDirectory8.8 レプ リ カ リ ングに eDirectory 
8.8 サーバを追加する

この場合は、 追加された eDirectory 8.8 サーバで暗号化複製が無効にな り ます。

図 46 暗号化複製が無効になっているレプリカリングに eDirectory 8.8 サーバを追加する

シナ リ オ C ： マス タ レプ リ カが eDirectory 8.8 サーバで、 暗号化複製が無効になってい
る混在レプ リ カ リ ングに eDirectory 8.8 サーバを追加する

この場合は、 追加する eDirectory 8.8 サーバで暗号化複製を有効にする必要はあ り ません。
259 ページの図 46「暗号化複製が無効になっている レプ リ カ リ ングに eDirectory 8.8 サーバ
を追加する」 を参照して く ださい。

シナ リ オ D ： マス タ レプ リ カが eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバで、 暗号化
複製が無効になっている混在レプ リ カ リ ングに eDirectory 8.8 サーバを追加する

この場合は、追加する eDirectory 8.8サーバで暗号化複製を有効にする必要はあ り ません。

図 47 マスタレプリカが eDirectory 8.8 より古いバージョンのサーバであるレプリカリングに eDirectory 
8.8 サーバを追加する
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レプリカレベルで暗号化複製を有効にする

ソース レプ リ カ と特定のターゲ ッ ト レプ リ カの間で暗号化複製が有効になっている場
合は、 eDirectory 8.8 サーバまたは eDirectory 8.8 よ り 古いバージ ョ ンのサーバを レプ リ
カ リ ングに追加でき ます。

ソース レプ リ カ と、 レプ リ カ リ ング内の他のすべてのレプ リ カの間で暗号化複製が有効
になっている場合、 このシナ リ オは当てはま り ません。 その場合は、 パーテ ィ シ ョ ン レ
ベルで暗号化複製が有効ま たは無効になっている レプ リ カ リ ン グにレプ リ カ を追加す
る こ と と同じにな り ます。 詳細については、 255 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン レベルで暗
号化複製を有効にする」 を参照し て く だ さい。

追加するサーバで暗号化複製を有効にする

追加するサーバのプラ ッ ト フ ォームが Linux または UNIX の場合は、 ndsconfig の -E オ
プシ ョ ンを使用し て暗号化複製を有効にでき ます。 詳細については、 ndsconfig の
manpage を参照し て く ださい。

追加するサーバのプラ ッ ト フ ォームが Windows の場合は、 イ ン ス ト ールウ ィ ザード で
［暗号化複製を有効にし ます］ オプシ ョ ンを選択し ます。

追加するサーバのプラ ッ ト フ ォームが Linux または UNIX 以外の場合は、 iManager ま
たは LDAP を使用し て暗号化複製を有効にでき ます。 詳細については、 251 ページの
「暗号化複製を有効にする」 を参照し て く ださい。

同期と暗号化複製

特定のレプ リ カで暗号化複製を有効にし て、 設定の変更を他のサーバ と同期し ない場
合、 レプ リ カ間の複製は暗号化された形式で行われます。 暗号化複製の設定変更が同
期されていないレプ リ カでは、 引き続き ク リ アテキス ト 形式で複製が行われます。

それまで暗号化複製の設定がレプ リ カ間で同期されていなかった場合でも、 レプ リ カ間
の複製は暗号化された形式で行われます。

暗号化複製ステータスを表示する

次の手順に従って、 iMonitor を介し て暗号化複製ステータ ス を表示でき ます。

1 iMonitor で、 アシス タ ン ト フ レームの ［エージェ ン ト 同期］ を ク リ ッ ク し ます。

2 表示するパーテ ィ シ ョ ンの ［レプ リ カ同期］ を ク リ ッ ク し ます。

レプ リ カステータ ス情報が表示されます。 現在接続されている レプ リ カからの リ ン
クが暗号化されているかど う かが ［暗号化状態］ フ ィ ール ド に表示されます。 

基本的に、 暗号化複製 (ER) には次の 3 つのシナ リ オがあ り ます。  

パーテ ィ シ ョ ン レベルで ER が有効 ： 接続先のレプ リ カの暗号化状態が有効に
なっている場合です。 

どのレプ リ カに接続し ているかを確認するには、 レプ リ カフ レームでハイパー
リ ン クが付いていないレプ リ カを探し ます。 そのレプ リ カが、 現在接続し てい
る レプ リ カです。 他のレプ リ カを参照する と、 そのレプ リ カの ［暗号化状態］
も ［使用可能］ と表示されます。 

レプ リ カレベルで ER が有効： 特定のレプ リ カからすべてのレプ リ カへの ( つま
り 1 つからすべてへの ) ER が有効になっている場合です。 この場合は、 そのレ
プ リ カに接続する と、 レプ リ カの ［暗号化状態］ が ［使用可能］ と表示されます。
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一部のレプ リ カで ER が有効 / 無効： 一部のレプ リ カで ER が有効 / 無効 － パー
テ ィ シ ョ ン全体では ER が有効になっているが、 一部のサーバでは無効になっ
ている場合、 またはその逆の場合です。 

た と えば、 3 つのレプ リ カを含むパーテ ィ シ ョ ン A で ER が有効に設定されて
いて、 レプ リ カ 1 と レプ リ カ 3 の間の ER が無効に設定されている場合、 レプ
リ カ 1 に接続する と、 ［暗号化状態］ は次のよ う に表示されます。 

Server 1 使用可能 
Server 2 

Server 3 使用不可 

これは、 Server 1 から レプ リ カ リ ング内のすべてのサーバへの ER は有効であ
るが、 Server 1 から Server 3 への ER は管理者によ って無効にされている こ と を
意味し ます。 

データを暗号化するときにデータの完全な安全性を確保する

データ を暗号化する と きには、 まず、 次の基本的な規則を守る こ と が重要です。

終的に暗号化される情報をハードデ ィ ス ク ( またはその他の媒体 ) に ク リ アテキス ト
の形式で書き込まないこ と。

既存の ク リ アテキス ト データ を暗号化対象と し てマークすれば、 そのデータは暗号化
されますが、 既存の ク リ アテキス ト データは、 DIB が存在するハードデ ィ ス ク のど こ
かに残る可能性があ り ます。

次の操作を実行し よ う とする と、 データベース内のど こかのブロ ッ ク にデータのク リ
アテキス ト 部分が残 り ます。

既存の ク リ アテキス ト データ を暗号化対象と し てマークする

暗号化属性の暗号化方式を変更する

以下のセ ク シ ョ ンでは、 データ を暗号化する と きのシナ リ オを想定し、 暗号化データの
完全な安全性を確保する手順を説明し ます。

262 ページの 「完全に新しい設定でデータ を暗号化する」

262 ページの 「既存の設定でデータ を暗号化する」

264 ページの 「ま と め」
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完全に新しい設定でデータを暗号化する

新しい設定では、オペレーテ ィ ングシステムを イ ン ス ト ールし ただけの状態でeDirectory
を イ ン ス ト ールし ます。 し たがって、 DIB が存在するハードデ ィ ス ク上にク リ アテキス
ト データが存在し ないこ と が保証されます。 

eDirectory 内の暗号化データの完全な安全性を確保するには、 次の手順を実行し ます。

1 どの属性をどの方式で暗号化するかをあ らかじめ決めておき ます。 

つま り 、 データ を ク リ アテキス ト 形式で eDirectory にア ッ プロードする前に、 暗号
化する属性を決めてお く 必要があ り ます。

警告 : いったんデータをクリアテキスト形式で eDirectory にロードしたら、属性を暗号化対象として

マークしないでください。そうすることもできますが、その場合はセキュリティの問題が発生します。

2 eDirectory を設定し、 属性に適用する暗号化方式を設定し ます。

3 既存のデータ を新しいサーバにロード し ます。

LDIF フ ァ イルからバルク ロードする こ と と他のサーバから複製する と い う 2 つが
よ く あ るシナ リ オです。 バルク ロードする と きは、 ク リ アテキス ト の LDIF フ ァ イ
ルを DIB が存在するハードデ ィ ス クにコ ピーし ないで く ださい。 ク リ アテキス ト
データ をデ ィ ス クに書き込んではいけない と い う 規則を思い出し て く ださい。

4 既存のすべての ク リ アテキス ト データ を破壊し ます。

ク リ アテキス ト データが格納されているデ ィ ス ク ( またはその他の媒体 ) を完全に
消去し て く ださい。 消去する対象には、 サーバのバルク ロード に使われた ク リ アテ
キス ト の LDIF フ ァ イル、 複製に使われた他のサーバ、 古いバッ ク ア ッ プが残って
いるテープなどが含まれます。

既存の設定でデータを暗号化する

このシナ リ オには次のよ う な状況があ り ます。

262 ページの 「既存の ク リ アテキス ト データ を暗号化データに変換する」

264 ページの 「データの暗号化方式を変更する」

既存のクリアテキストデータを暗号化データに変換する

ク リ アテキス ト データ を暗号化対象と し てマーク し、 以下の方法でデータの安全性を
確保でき ます。 

262 ページの 「複製を利用する方法」

263 ページの 「バッ ク ア ッ プおよび復元を利用する方法」

複製を利用する方法

1 新しいサーバで次のよ う に暗号化を設定し ます。

1a どの属性をどの方式で暗号化するかをあ らかじめ決めておき ます。 

つま り 、 データ を ク リ アテキス ト 形式で eDirectory にア ッ プロードする前に、
暗号化する属性を決めてお く 必要があ り ます。

警告 : いったんデータをクリアテキスト形式で eDirectory にロードしたら、属性を暗号化対象と

してマークしないでください。そうすることもできますが、その場合はセキュリティの問題が発

生します。
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1b 新たにフ ォーマ ッ ト され、パーテ ィ シ ョ ンが作成されたディ ス クで、 ク リ ア イ ン
ス ト ール ( 場合によ っては OS も含めて ) を行います。

これは、 デ ィ ス クに ク リ アテキス ト データが存在する可能性を排除するためで
す。 つま り 、 以前ク リ アテキス ト データが保存されていた既存のコ ンピ ュータ
に eDirectory を再イ ン ス ト ールする こ と はでき ません。 デ ィ ス ク からデータの
すべての痕跡を完全に消去する必要があ り ます。 eDirectory を イ ン ス ト ールす
る前に、 デ ィ ス ク で安全な消去用ソ フ ト ウ ェ アを使用する、 磁気バルク イ レー
サーを使用する など、 データ を徹底的に破壊する操作を行います。

1c eDirectory を設定し、 属性に適用する暗号化方式を設定し ます。

2 暗号化する既存のデータが存在する レプ リ カ リ ングにそのサーバを移動し、 複製を
実行し た後、 古いサーバをオフ ラ イ ンにし ます。

3 既存のすべての ク リ アテキス ト データ を破壊し ます。

ク リ アテキス ト データが格納されているデ ィ ス ク ( またはその他の媒体 ) を完全に
消去し て く ださい。 消去する対象には、 サーバのバルク ロード に使われた ク リ アテ
キス ト の LDIF フ ァ イル、 複製に使われた他のサーバ、 古いバッ ク ア ッ プが残って
いるテープなどが含まれます。

バッ ク ア ッ プおよび復元を利用する方法 

1 新しいサーバで次のよ う に暗号化を設定し ます。

1a どの属性をどの方式で暗号化するかをあ らかじめ決めておき ます。 

つま り 、 データ を ク リ アテキス ト 形式で eDirectory にア ッ プロードする前に、
暗号化する属性を決めてお く 必要があ り ます。

警告 : いったんデータをクリアテキスト形式で eDirectory にロードしたら、属性を暗号化対象と

してマークしないでください。そうすることもできますが、その場合は Note A で説明しているセ

キュリティの問題が発生します。

1b 新たにフ ォーマ ッ ト され、パーテ ィ シ ョ ンが作成されたディ ス クで、 ク リ ア イ ン
ス ト ール ( 場合によ っては OS も含めて ) を行います。

これは、 デ ィ ス クに ク リ アテキス ト データが存在する可能性を排除するためで
す。 つま り 、 以前ク リ アテキス ト データが保存されていた既存のコ ンピ ュータ
に eDirectory を再イ ン ス ト ールする こ と はでき ません。 デ ィ ス ク からデータの
すべての痕跡を完全に消去する必要があ り ます。 eDirectory を イ ン ス ト ールす
る前に、 デ ィ ス ク で安全な消去用ソ フ ト ウ ェ アを使用する、 磁気バルク イ レー
サーを使用する など、 データ を徹底的に破壊する操作を行います。

1c eDirectory を設定し、 属性に適用する暗号化方式を設定し ます。

2 新しいサーバで、 バッ ク ア ッ プされた DIB ( 既存の ク リ アテキス ト データが格納さ
れている ) を復元し ます。 DIB ク ローン またはホ ッ ト バッ ク ア ッ プを使って DIB を
バッ ク ア ッ プでき ます。 

3 既存のすべての ク リ アテキス ト データ を破壊し ます。

ク リ アテキス ト データが格納されているデ ィ ス ク ( またはその他の媒体 ) を完全に
消去し て く ださい。 消去する対象には、 サーバのバルク ロード に使われた ク リ アテ
キス ト の LDIF フ ァ イル、 複製に使われた他のサーバ、 古いバッ ク ア ッ プが残って
いるテープなどが含まれます。
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データの暗号化方式を変更する

バッ ク ア ッ プ と復元を利用し て この操作を行 う には、 次の手順を実行し ます。

1 属性の暗号化アルゴ リ ズムを変更し ます。

2 DIB のバッ ク ア ッ プを と り ます。 DIB ク ローン またはホ ッ ト バッ ク ア ッ プを使って
DIB をバッ ク ア ッ プでき ます。

3 バッ ク ア ッ プされた DIB を新しいサーバ上で復元し、 古いサーバを削除し ます。

4 古いサーバ上にあ るすべての既存の ク リ アテキス ト データ を破壊し ます。 そ う する
こ と で、 古い暗号化方式で暗号化されたデータの断片がハードデ ィ ス ク から一掃さ
れます。

ク リ アテキス ト データが格納されているデ ィ ス ク ( またはその他の媒体 ) を完全に
消去し て く ださい。 消去する対象には、 サーバのバルク ロード に使われた ク リ アテ
キス ト の LDIF フ ァ イル、 複製に使われた他のサーバ、 古いバッ ク ア ッ プが残って
いるテープなどが含まれます。

まとめ

こ こ で説明し たシナ リ オ以外に も、 こ の問題が発生する状況はあ り 得ます。 「 終的に
暗号化される情報をハードデ ィ ス ク ( またはその他の媒体 ) にク リ アテキス ト の形式で
書き込まない」 と い う 規則を守っている限 り 、 暗号化データの完全な安全性が確保され
ます。
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10 Novell eDirectory データベースの修復

修復ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 Novell® eDirectoryTM ツ リ ーのデータベース を保守お
よび修復する こ と ができ ます。 このユーテ ィ リ テ ィ では、 次の操作を実行でき ます。

不正なレ コード、 スキーマの不一致、 不正なサーバア ド レ ス、 外部参照など、
eDirectory の問題の修正

eDirectory スキーマへの詳細な変更

データベースの終了やユーザの介入を伴わない、 自動的なデータベースの構造
チェ ッ ク

データベースのオペレーシ ョ ナルイ ンデッ ク スの確認

空のレ コード を破棄する こ と によ る空き領域の増量

ローカルデータベースの修復

レプ リ カ、 レプ リ カ リ ングおよびサーバオブジェ ク ト の修復

同期エラーに対する、 各ローカルパーテ ィ シ ョ ンの各サーバの分析

ローカルデータベース内のオブジェ ク ト の検出と同期

すべての eDirectory データベースの問題が致命的であ る と い う わけではな く 、 eDirectory
によ って処理を続行でき る問題も あ り ます。 ただしデータベースが破損する と、 ローカ
ルデータベース を開 く こ と がで き ない こ と を知らせる メ ッ セージが コ ン ソールに表示
されます。 この場合、 修復を実行するか Novell サポー ト に連絡し ます。

eDirectory に問題が発生し た り Novell サポー ト から指示がない限 り 、 修復操作を実行す
る こ と はお勧めでき ません。 ただし、 修復ユーテ ィ リ テ ィ および他の Novell ユーテ ィ
リ テ ィ (Novell iMonitor など ) の診断機能を使用する こ と はお勧めし ます。 詳細につい
ては、 197 ページの第 7 章 「Novell iMonitor 2.1 の使用」 を参照し て く ださい。

Novell iManager には次の修復ウ ィ ザード が含まれています。

ウィザード 説明

基本修復ウィザード 標準修復、ローカルデータベースの修復、または単一オブ
ジェクトの修復を実行できます。また、外部参照をチェック
して不明なリーフオブジェクトを削除できます。

ログファイルウィザード 修復ログファイルを開いて、ログファイルオプションを設定
できます。

iMonitor による修復 iMonitor を開いて、このプログラムの修復オプションを使用

できます。
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ウ ィ ザード は、 次のよ う な操作の と きに役立ちます。

266 ページの 「基本修復操作の実行」

271 ページの 「修復ロ グフ ァ イルの表示と設定」

272 ページの 「Novell iMonitor での修復の実行」

272 ページの 「レプ リ カの修復」

275 ページの 「レプ リ カ リ ングを修復する」

278 ページの 「スキーマの保守」

281 ページの 「サーバのネ ッ ト ワーク ア ド レ スの修復」

282 ページの 「同期化操作を実行する」

285 ページの 「DSRepair の詳細オプシ ョ ン」

289 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し たデータベースの修復」

基本修復操作の実行

基本修復ウ ィ ザード では、 標準修復、 ローカルデータベースの修復、 または単一オブ
ジェ ク ト の修復を実行でき ます。 また、 外部参照をチェ ッ ク し て不明な リ ーフオブ
ジェ ク ト を削除でき ます。

267 ページの 「標準修復を実行する」

269 ページの 「ローカルデータベースの修復の実行」

269 ページの 「外部参照のチェ ッ ク」

270 ページの 「単一オブジェ ク ト の修復」

270 ページの 「不明な リ ーフオブジェ ク ト の削除」

レプリカ修復ウィザード すべてまたは選択したレプリカの修復、タイムスタンプの修
復と新しいエポックの宣言、現在のサーバを新しいマスタレ
プリカに設定、および必要に応じて選択したレプリカの削除
などを実行できます。

レプリカリングの修復ウィザード すべてまたは選択したレプリカリングの修復、リング内のす
べてのサーバにすべてのオブジェクトを送信、選択したレプ
リカでマスタレプリカのすべてのオブジェクトを受信、およ
び必要に応じてレプリカリングから現在のサーバの削除など
を実行できます。

スキーマの保守ウィザード ツリーからスキーマを要求、ローカルスキーマのリセット、
新規スキーマエポックの宣言、オプションスキーマ拡張機能
の実行、リモートスキーマのインポート、および Post 
NetWare® 5 スキーマの更新などを実行できます。

サーバの修復ウィザード すべてのネットワークアドレスの修復、およびサーバのネッ
トワークアドレスのみの修復ができます。

同期修復ウィザード 現在のサーバで選択したレプリカの同期、現在のサーバの同
期ステータスのレポート、すべてのサーバの同期ステータス
のレポート、時刻同期の実行、および即時同期のスケジュー
ルが実行できます。

ウィザード 説明
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標準修復を実行する

標準修復では、指定されたサーバのeDirectoryデータベース フ ァ イルに致命的な eDirectory
エラーがないかチェ ッ ク し、 修復し ます。 このオプシ ョ ンは、 実行されるたびに 8 つの
主要な操作を実行し ます。 これらの操作には、 管理者が関与する必要はあ り ません。 こ
れらの操作の中には、 実行中にデータベース を ロ ッ クする ものがあ り ます。 標準修復で
は、 ローカルデータベース フ ァ イルのセ ッ ト が一時的に作成され、 修復操作はこれらの
フ ァ イルに対し て実行されます。 つま り 、 重大な問題が発生し た と し て も、 オ リ ジナル
のフ ァ イルは無事です。

ローカルデータベースの修復で使用される対話式オプシ ョ ンを熟知し ていない場合は、
この修復手段をお勧めし ます。 標準修復を実行する と、 データベース フ ァ イルが現在
使用し ている 2 倍の容量の空きデ ィ ス クが必要になる場合があ り ます。 詳細について
は、 269 ページの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照し て く ださい。

eDirectory が使用するオペレーシ ョ ナルイ ンデッ ク スの再構築は、 ローカルデータベー
スがロ ッ ク されている と きのみ可能です。

次の表に、 標準修復の実行中に行われる操作について示し ます。

操作 データベー

スのロック

説明

データベース構造およ
びインデックスの
チェック

する データベースレコードとインデックスの構造および形式を調
べます。eDirectory 環境のデータベースレベルで構造的な破

損が組み込まれていないことを確認します。

データベース全体の再
構築

する 構造チェックおよびインデックスチェック中に見つかったエ
ラーを解決します。正しいデータ構造を復元し、eDirectory
データベースおよびインデックスファイルを再作成します。

ツリー構造のチェック
の実行

する データベースレコード間のリンクを検証し、各チャイルドレ
コードに対して有効なペアレントレコードがあることを確認
します。これは、データベースの整合性を確認するのに役立
ちます。無効なレコードにはマークがつけられ、eDirectory
レプリカ同期処理の実行中に別のパーティションレプリカか
ら復元できます。

すべてのローカルレプ
リカを修復

する 各オブジェクトと属性をスキーマ定義でチェックし、
eDirectory データベースの不整合を解決します。ここでは、

内部データ構造の形式もすべてチェックします。

この操作では、データベースから無効なレコードを削除する
ことにより、ツリー構造のチェック中に見つかった不整合も
解決します。この結果、無効なレコードにリンクされている
すべてのチャイルドレコードは、すべて孤立としてマークさ
れます。これらの孤立レコードは失われませんが、この処理
によって、データベースの再構築中に多数のエラーが発生す
る可能性があります。これは正常な反応で、孤立したオブ
ジェクトはレプリカ同期の過程で自動的に再編成されます。

ローカル参照をチェック する ローカル参照は、このファイルサーバ上の eDirectory データ

ベース内で管理されているオブジェクトへのポインタです。こ
の操作では、内部データベースのポインタを評価し、正しい
eDirectory オブジェクトを指していることを確認します。無効

な参照が見つかった場合は修正されます。オブジェクト間に存
在する関係の数によって異なりますが、この操作は完了までに
かなり時間がかかる場合があります。
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標準修復を実行するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［基本修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［標準修復］ を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

ネットワークアドレス
の修復

しない eDirectory 内で保存しているサーバのネットワークアドレス

を、ローカル SAP、SLP、または DNS テーブルで維持され

ている値でチェックし、eDirectory が現在も正確な情報を保

持していることを確認します。矛盾が見つかった場合、
eDirectory は正しい情報で更新されます。

ストリームシンタック
スファイルの検証

する ログインスクリプトなどのストリームシンタックスファイル
は、eDirectory データベースの特殊領域に保存されます。こ

の操作では、各ストリームシンタックスファイルが有効な
eDirectory オブジェクトに関連付けられているかどうかを

チェックします。関連付けられていないストリームシンタッ
クスファイルは削除され、そのファイルを参照している属性
はパージされます。

メールディレクトリを
検証する (NetWareのみ )

する デフォルトでは、eDirectoryはメールディレクトリをNetWare®

サーバの sys:mail ディレクトリ内に作成します。これは以前

のバインダリユーザをサポートするためです。バインダリユー
ザのログインスクリプトは、ユーザのメールディレクトリに保
存されます。この操作では、各メールディレクトリが有効な
eDirectory ユーザオブジェクトに関連付けられているかどう

かをチェックします。関連付けられていない場合、メールディ
レクトリは削除されます。

ボリュームオブジェクト
とトラスティのチェック
(NetWare のみ )

しない NetWare サーバ上の各ボリュームが、eDirectory 内のボリュー

ムオブジェクトに関連付けられていることを確認します。関連
付けられていない場合、サーバが存在するコンテキストを検索
し、ボリュームオブジェクトが存在しているかどうか確認しま
す。ボリュームオブジェクトが存在しない場合は、ボリューム
オブジェクトを作成します。

ボリューム情報を検証後、トラスティ ID のリストが検証され

ます。eDirectory 内のすべてのオブジェクトには固有のトラ

スティ ID があります。この ID は、NetWare ボリュームなど

eDirectory ツリー内の他のオブジェクトに権利を与える際に

使用されます。この作業では、ボリュームリストにある各ト
ラスティ ID が有効な eDirectory オブジェクトであることを

確認します。そうでない場合、トラスティ ID はボリュームリ

ストから削除されます。

操作 データベー

スのロック

説明
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ローカルデータベースの修復の実行

eDirectory でオープンおよびア ク セスでき る よ う に、 この修復操作を使用し て ローカル
データベースの矛盾を解決し ます。

ローカルデータベースの修復は、 一時フ ァ イルセ ッ ト に対し て実行する よ う に指定する
こ と もでき ます。 一時フ ァ イルセ ッ ト を指定し なかった場合、 修復操作はア ク テ ィ ブな
データベースに対し て実行されます。 

一時データベース フ ァ イルセ ッ ト に対し て修復操作を実行する場合は、 この操作中は
データベース を閉じ てお く 必要があ り ます。 操作対象を一時フ ァ イルセ ッ ト にし た場
合、 修復結果を反映する前に、 その確認を求める メ ッ セージが表示されます。 それ以
外の場合、 修復結果は即座に反映されます。

修復操作が終了する と、 その修復操作のロ グを表示し て、 修復を完了させるのにさ ら
に必要な操作があ るかど う かを確認でき ます。 詳細については、 271 ページの 「修復ロ
グフ ァ イルの表示と設定」 を参照し て く だ さい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［基本修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ローカルデータベースの修復］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ローカル修復を実行するオプシ ョ ンを指定し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

7 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

外部参照のチェック

この修復操作は、 各外部参照オブジェ ク ト をチェ ッ ク し て、 そのオブジェ ク ト を含む
レプ リ カがあ るかど う かを調べます。 オブジェ ク ト のあ るパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ
が含まれているすべてのサーバにア ク セスでき ない場合、 オブジェ ク ト は見つけ られ
ません。 オブジェ ク ト が見つから ない場合、 警告が表示されます。

この操作では破損情報も表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［基本修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［外部参照のチェ ッ ク］ を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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単一オブジェクトの修復

この修復操作は、 eDirectory がデータへア ク セスするのを妨げる よ う な、 eDirectory オ
ブジェ ク ト の不整合を解決し ます。 この操作は、 ユーザ作成のパーテ ィ シ ョ ンおよび
外部参照パーテ ィ シ ョ ンでのみ有効です。

この操作は、 ア ク テ ィ ブなデータベース フ ァ イルに対し て実行されます。 破損が物理
的なレベルの場合は、 まず物理チェ ッ クおよび構造チェ ッ ク を実行し てから単一オブ
ジェ ク ト の修復を行います。

修復操作時点の eDirectory データベースのバッ ク ア ッ プコ ピーを保持し ている こ と を確
認し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［基本修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［単一オブジェ ク ト の修復］ を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

6 修復するオブジェ ク ト を指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

不明なリーフオブジェクトの削除

オブジェ ク ト に必須プロパテ ィ がない場合、 あ るいはその他に無効な点があ る場合 ( プ
ロパテ ィ がオブジェ ク ト タ イプの 低要件を満た し ていない場合 ) 、 修復によ って一貫
性のないオブジェ ク ト が不明なオブジェ ク ト に変更されます。 不明なオブジェ ク ト は
実際のオブジェ ク ト であ り 、 eDirectory 側では既知のオブジェ ク ト です。 不明なオブ
ジェ ク ト になっているのは、 オブジェ ク ト ク ラ スの検証が不完全なためです。 疑問符
ア イ コ ンで表示される不明なオブジェ ク ト は削除でき ますが、 簡単に元のオブジェ ク
ト タ イプに戻すこ と はでき ません。

この修復操作では、 ローカル eDirectory データベースのオブジェ ク ト の う ち、 オブジェ
ク ト ク ラ スが不明で、 サブオーデ ィ ネー ト オブジェ ク ト を維持し ていないオブジェ ク ト
をすべて削除し ます。削除は eDirectory ツ リ ーの他のレプ リ カ と同時に後で行われます。

重要 : この操作の意味を完全に理解しているか Novell サポートから実行の指示がない限り、この操作は実行
しないでください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［基本修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［不明な リ ーフオブジェ ク ト の削除］ を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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修復ログファイルの表示と設定

修復ロ グフ ァ イルには、 ローカルパーテ ィ シ ョ ン と サーバに関する詳細情報が含まれま
す。 この情報はデータベースの破損を診断するのに役立ちます。 ロ グフ ァ イルウ ィ ザー
ド では、 修復ロ グフ ァ イルを開いて ロ グフ ァ イルオプシ ョ ンを設定でき ます。 

このセ ク シ ョ ンでは、 次の操作について説明し ます。

271 ページの 「ロ グフ ァ イルを開 く 」

271 ページの 「ロ グフ ァ イルオプシ ョ ンを設定する」

ログファイルを開く

この操作を行って、 修復ロ グフ ァ イルを表示し ます。 ロ グフ ァ イルのデフ ォル ト 名は
dsrepair.log です。 修復操作の結果は、 このロ グフ ァ イルに書き込まれます。

ロ グフ ァ イル操作のオン / オフ切 り 替え、 名前の変更、 およびロ グフ ァ イルの削除また
は リ セ ッ ト などができ ます。 詳細については、 271 ページの 「ロ グフ ァ イルオプシ ョ ン
を設定する」 を参照し て く ださい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［ロ グフ ァ イル］
の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ロ グフ ァ イルを開 く ］ を ク リ ッ ク し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

ログファイルオプションを設定する

この操作を行って、 修復ロ グフ ァ イルを管理し ます。 ロ グフ ァ イルのオン / オフ切 り 替
え、 ロ グフ ァ イルの削除、 追加、 フ ァ イル名の変更などが行えます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［ロ グフ ァ イル］
の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ロ グフ ァ イルオプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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Novell iMonitor での修復の実行

Novell iManager の ［iMonitor によ る修復］ オプシ ョ ンを使用し て、 修復機能にア ク セス
でき ます。 iMonitor の ［修復］ ページでは、 問題を表示し た り 、 eDirectory データベース
のバッ ク ア ッ プやク リ ーンア ッ プを実行でき ます。

iMonitor では、 DSRepair 機能はサーバ限定の機能です。 つま り 、 この機能は iMonitor
が実行されている ローカルサーバでのみ使用でき ます。 他のサーバで実行されている
この機能にア ク セスするには、 そのサーバで実行されている iMonitor に切 り 替え る必
要があ り ます。

［DS Repair］ ページにア ク セスするには、 ア ク セス し よ う とするサーバの管理者または
コ ン ソールオペレータ と同等の権利が必要です。 つま り 、 このページの情報にア ク セス
するには、 まずロ グ イ ン し て認証情報のチェ ッ ク を受ける必要があ り ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［iMonitor によ る
修復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

手動で iMonitor を開いて修復オプシ ョ ンを実行するには、 ［iMonitor を実行し て
iMonitor から修復にア ク セスする］ を ク リ ッ ク し た後で ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ア ク セスするサーバのユーザ名、 コ ンテキス ト 、 およびパス ワード を指定し てから
［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［iMonitor 修復］ ページを開き ます。

5 修復オプシ ョ ンを指定し、 ［修復の開始］ を ク リ ッ ク し ます。

iMonitor で利用可能な修復機能の詳細については、 213 ページの 「DSRepair 情報の表示」
を参照し て く ださい。

レプリカの修復

レプ リ カの修復操作では、 レプ リ カの各オブジェ ク ト と スキーマ と の整合性が保たれて
いるかど う か、 オブジェ ク ト の各属性と スキーマ と の整合性が保たれているかど う かを
チェ ッ ク し、 属性の構文に従ってデータ をチェ ッ ク し ます。 レプ リ カに関連する他の内
部データ構造もチェ ッ ク されます。

レプ リ カの修復ウ ィ ザード を使用し て、 次の操作を実行し ます。

273 ページの 「すべてのレプ リ カを修復する」

273 ページの 「選択し たレプ リ カを修復する」

273 ページの 「タ イ ム ス タ ンプを修復する」

274 ページの 「このサーバを新しいマス タ レプ リ カに設定する」

275 ページの 「選択し たレプ リ カを削除する」
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すべてのレプリカを修復する

この操作では、 レプ リ カテーブルに表示されたすべてのレプ リ カを修復し ます。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベース を修復し て く ださい。詳細については、269 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照し て く ださい。            

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カの修
復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［すべてのレプ リ カの修復］ を ク リ ッ ク し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

選択したレプリカを修復する

この操作では、 レプ リ カビ ューに表示されている レプ リ カの う ち、 選択し たレプ リ カ
のみ修復し ます。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベース を修復し て く ださい。詳細については、269 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照し て く ださい。            

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カの修
復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［選択し たレプ リ カを修復する］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 修復する レプ リ カを指定し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

7 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

タイムスタンプを修復する

注 : この操作を行う前に、同期修復ウィザードを使用して、レプリカリング内のすべてのサーバが正しく通
信していることを確認します。詳細については、282 ページの「同期化操作を実行する」を参照してください。

この操作では、 選択し たパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カをすべて 新版に更新するために、
マス タ レプ リ カの新しい参照ポイ ン ト を指定し ます。

この操作は、 常にパーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カ上で実行されます。 マス タ レプ リ
カは、 このサーバのローカルレプ リ カであ る必要はあ り ません。

オブジェ ク ト が作成または変更される と タ イ ム ス タ ンプが設定されますが、 これは固
有でなければな り ません。 マス タ レプ リ カのすべてのタ イ ム ス タ ンプが検査されます。
タ イ ム ス タ ンプが現在のネ ッ ト ワーク時間よ り 遅れている場合、 新しいタ イ ム ス タ ン
プに置き換え られます。 タ イ ム ス タ ンプが 新であれば、 新しいタ イ ム ス タ ンプは発
行されません。 すべてのタ イ ム ス タ ンプの時刻が一致する と、 新規エポ ッ ク が宣言さ
れます。
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この操作は、 レプ リ カのオブジェ ク ト 間、 またはオブジェ ク ト のプロパテ ィ 間で矛盾
が生じ ている場合に使用し ます。 た と えば、 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト を更新し たのにロ グ
イ ン時に古いロ グ イ ン ス ク リ プ ト が表示される場合は、 レプ リ カ間で正し く 同期が取
られているかど う かを確認し て く ださい。 将来のタ イ ム ス タ ンプ と現在の時刻の時間
差が 1 分以内であれば、 終的に eDirectory 自体がその状況を修正し ます。 新規エポ ッ
クの宣言は非常に費用のかかる操作であ り 、 定期的な使用はお勧めし ていません。

Novell eDirectory はデータベース と し て厳密な整合性は と られていません。 し たがって
そのレプ リ カ同期の確認には 5 ～ 10 分かかる こ と があ り ます。 この操作を行 う と、 次
の状態にな り ます。

新規エポ ッ クがマス タ レプ リ カで宣言され、 その影響がマス タ レプ リ カのすべての
オブジェ ク ト に及ぶ可能性があ り ます。

すべてのタ イ ム ス タ ンプが調べられ、 必要に応じ て修復されます。

レプ リ カ間の同期が取られる まで、日付の古いタ イ ム ス タ ンプ ( エポ ッ ク ) を保持す
る レプ リ カからの更新内容は受け付け られません。

レプ リ カは、 マス タ レプ リ カまたは新規エポ ッ ク を受信済みの他のレプ リ カのすべ
てのオブジェ ク ト のコ ピーを受け取 り ます。

このレプ リ カは、 マス タ レプ リ カ と同じエポ ッ クにな り ます。

以前のエポ ッ クからの変更内容は失われます。

マス タ レプ リ カが現在のサーバに存在する必要はあ り ませんが、 この修復操作を実
行するにはマス タ レプ リ カに対する スーパバイザ権が必要です。

そのほかのレプ リ カは新しい状態にな り ます。

タ イ ム ス タ ンプを修復し て新規エポ ッ ク を宣言するには、 次の操作を行います。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カの修
復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［タ イ ム ス タ ンプを修復し て新しいエポ ッ ク を宣言する］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

このサーバを新しいマスタレプリカに設定する

この操作では、 選択し たパーテ ィ シ ョ ンのローカルレプ リ カをマス タ レプ リ カ と し て
設定し ます。 元のマス タ レプ リ カを損失し た場合には、 この操作で新しいマス タ レプ
リ カを設定でき ます。 マス タ レプ リ カがあ るサーバでハードデ ィ ス ク障害が発生する
と、 そのマス タ レプ リ カが失われる こ と があ り ます。 その場合は、 マス タ レプ リ カを
変更する必要があ り ます。

Novell iManager で使用可能な通常のパーテ ィ シ ョ ン操作を実行する ためには、 このオ
プシ ョ ンを使用し ないで く ださい。 詳細については、 135 ページの第 5 章 「パーテ ィ
シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」 を参照し て く だ さい。
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1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カの修
復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 新しいマス タ レプ リ カに指定するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し てサーバへの認証を行い、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［このサーバを新しいマス タ レプ リ カに設定］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し
ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

選択したレプリカを削除する

この操作では、 選択し たレプ リ カを このサーバから削除し ます。 レプ リ カは削除され
るか、 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スに変更されます。

Novell iManager で使用可能な通常のパーテ ィ シ ョ ン操作を実行する ためには、 このオ
プシ ョ ンを使用し ないで く ださい。 詳細については、 135 ページの第 5 章 「パーテ ィ
シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」 を参照し て く だ さい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カの修
復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 削除する レプ リ カを含むサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し てサーバへの認証を行い、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［選択し たレプ リ カを削除する］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 削除する レプ リ カを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

レプリカリングを修復する

レプ リ カ リ ングの修復操作では、 レプ リ カを保持する各サーバのレプ リ カ リ ング情報を
チェ ッ ク し、 リ モー ト ID 情報を検証し ます。

レプ リ カ リ ング修復ウ ィ ザード を使用し て、 次の操作を実行し ます。

276 ページの 「すべてのレプ リ カ リ ングを修復する」

276 ページの 「選択し たレプ リ カ リ ングを修復する」

276 ページの 「 リ ング内のすべてのサーバにすべてのオブジェ ク ト を送信する」

277 ページの 「マス タから選択し たレプ リ カへすべてのオブジェ ク ト を受信する」

277 ページの 「レプ リ カ リ ングから このサーバを削除する」
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すべてのレプリカリングを修復する

この操作では、 レプ リ カビ ューに表示されたすべてのレプ リ カのレプ リ カ リ ングを修復
し ます。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操作
を実行する前にローカルデータベースを修復して く ださい。 詳細については、 269 ページ
の 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照して く ださい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ン
グの修復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Repair All Replica Rings ( すべてのレプ リ カ リ ングを修復 )］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］
を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

選択したレプリカリングを修復する

この操作では、 レプ リ カテーブルで選択し たレプ リ カのレプ リ カ リ ングを修復し ます。

30 分前までにローカル eDirectory データベースの修復操作を行っていない場合、 この操
作を実行する前にローカルデータベース を修復し て く だ さい。詳細については、269 ペー
ジの 「ローカルデータベースの修復の実行」 を参照し て く ださい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ング
の修復］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Repair the Selected Replica Ring ( 選択されたレプ リ カ リ ングを修復 )］を ク リ ッ ク し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 修復する レプ リ カを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

リング内のすべてのサーバにすべてのオブジェクトを送信する

この操作では、 レプ リ カ リ ング内で選択し たサーバから、 選択し たパーテ ィ シ ョ ンの
レプ リ カを含む他のすべてのサーバに、 すべてのオブジェ ク ト を送信し ます。

レプ リ カ リ ング内で選択し たサーバ上の選択し たパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが、 レプ
リ カ リ ング内の他のすべてのサーバ と同期し ている こ と を確かめるには、 この操作を
行います。 該当するパーテ ィ シ ョ ンのサブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン ス レプ リ カのみ
を保持するサーバではこの操作は実行でき ません。

選択し たサーバに保持されている レプ リ カ と まだ同期し ていない他のレプ リ カに加え
た変更は失われます。 この操作を実行する前に、 同期ステータ ス を確認し て く ださい。

重要 : この操作はレプリカ内のオブジェクトを再作成するため、ネットワークトラフィックの量が大幅に増
加する可能性があります。これは診断操作ではありません。
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1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ン
グの修復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

5 ［ リ ング内の各サーバにすべてのオブジェ ク ト を送信する］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］
を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

マスタから選択したレプリカへすべてのオブジェクトを受信する

この操作では、 選択し たサーバ上のレプ リ カで、 マス タ レプ リ カのすべてのオブジェ
ク ト を受信し ます。

レプ リ カ リ ング内で選択し たサーバ上の選択し たパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが、 マス
タ レプ リ カ と同期し ている こ と を確かめるには、 この操作を行います。 この操作は、
マス タ レプ リ カがあ るサーバでは実行でき ません。

重要 : この操作を行うと、ネットワークトラフィックの量が大幅に増加します。この操作を要求することに
より、現在のレプリカは、サーバに新しいレプリカがあるかのように動作します。さらに、レプリカの状態
は新規になります。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ン
グの修復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

5 ［マス タから選択し たレプ リ カにすべてのオブジェ ク ト を受信する］ を ク リ ッ ク し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

レプリカリングからこのサーバを削除する

この操作では、 現在のサーバに保存されている レプ リ カの う ち、 選択し たレプ リ カか
ら特定のサーバを削除し ます。

警告 : この操作を誤用すると、eDirectory データベースで致命的な破損が生じることがあります。Novell サ
ポート担当者からの指示がない限り、この操作は実行しないでください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［レプ リ カ リ ン
グの修復］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し て、 ［次へ］ を ク リ ッ
ク し ます。

5 ［レプ リ カ リ ングから このサーバを削除］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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スキーマの保守

スキーマ と はオブジェ ク ト 属性のルールおよび定義を体系化し た もので、 これによ り 、
各オブジェ ク ト の内容と形式が構築され、 データベース内でのオブジェ ク ト 間の関係
が確立されます。

スキーマの保守ウ ィ ザード には、 eDirectory サーバのスキーマを ［Root］ のマス タに合
わせるために必要なスキーマ操作がい く つか用意されています。 ただし、 これらの操
作は必要な と きだけ使用し て く ださい。 スキーマは、 ローカル修復操作および標準修
復操作によ ってすでに検査されています。

eDirectory スキーマの詳細については、 123 ページの第 4 章 「スキーマの管理」 を参照
し て く ださい。 

スキーマの保守ウ ィ ザード を使用し て、 次の操作を実行し ます。

278 ページの 「ツ リ ーから スキーマを要求する」

278 ページの 「ローカルスキーマを リ セ ッ ト する」

279 ページの 「Post-NetWare 5 スキーマの更新を実行する」

279 ページの 「オプシ ョ ン スキーマ拡張機能を実行する」

280 ページの 「 リ モー ト スキーマを イ ンポー ト する」

280 ページの 「新規スキーマエポ ッ ク を宣言する」

ツリーからスキーマを要求する

この操作を実行する と、 ツ リ ーのルー ト のマス タ レプ リ カが自身のスキーマを この
サーバのスキーマに同期させます。 ［Root］ のマス タ レプ リ カから このサーバのスキー
マに対し て行われた変更は、 24 時間以内に伝達されます。

重要 : すべてのサーバがマスタレプリカのスキーマを要求すると、ネットワークトラフィックが増加します。
そのため、このオプションの使用には細心の注意を払うようにしてください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［スキーマの保
守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ツ リ ーから スキーマを要求］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

ローカルスキーマをリセットする

この操作は、 ローカルスキーマのタ イ ム ス タ ンプを ク リ ア し、 着信スキーマの同期を
要求する スキーマ リ セ ッ ト 機能を呼び出し ます。

［Root］ パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カから実行し た場合、 この操作はでき ません。
ツ リ ー内のすべてのサーバが同時に リ セ ッ ト されるわけではあ り ません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［スキーマの保
守］ の順に ク リ ッ ク し ます。
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3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ローカルスキーマを リ セ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

Post-NetWare 5 スキーマの更新を実行する

この操作では、 Post-NetWare 5 DS の変更に伴い、 互換性を確保するためにスキーマを
拡張および変更し ます。

現在の eDirectory バージ ョ ンによ っては、新しいバージ ョ ンにア ッ プデー ト する と きに、
このオプシ ョ ンが必要な場合があ り ます。 このオプシ ョ ンが必要かど う かは、 ア ッ プグ
レードする新しい eDirectory の リ リ ース ノ ー ト を参照し て く ださい。

この操作には、 このサーバが ［Root］ パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ ([Root] のマス タ レプ
リ カ推奨 ) を持ち、 レプ リ カが使用可能な状態であ る こ と が必要にな り ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［スキーマの保
守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Post NetWare 5 スキーマの更新］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

オプションスキーマ拡張機能を実行する

この操作では、 包含など拡張機能のためにスキーマを拡張および変更し ます。

この操作では、 このサーバに ［Root］ パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが含まれ、 そのレプ
リ カが使用可能な状態であ る こ と が必要にな り ます。 また、 ツ リ ー内のどの NetWare 4
サーバにも次のいずれかのバージ ョ ンの ds.nlm が搭載されている必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンの eDirectory では、このオプシ ョ ンで加えた変更の同期ができ ません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［スキーマの保
守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［オプシ ョ ン スキーマ拡張機能］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

サーバ バージョン

4.10 ds.nlm v5.17 以降

4.11 / 4.2 ds.nlm v6.01 以降
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リモートスキーマをインポートする

この操作では、現在のツ リ ーのスキーマに追加し たいスキーマが含まれている eDirectory
ツ リ ーを選択し ます。

ツ リ ーを選択する と、 ［Root］ パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カを保持するサーバに接
続されます。 現在のツ リ ー上にあ る スキーマの拡張には、 そのサーバのスキーマが使用
されます。

2 つのツ リ ーをマージするには、 一方のツ リ ーから も う 一方のツ リ ーへ繰 り 返し スキー
マを イ ンポー ト する必要があ り ます。 詳細については、 225 ページの第 8 章 「Novell 
eDirectory ツ リ ーのマージ」 を参照し て く ださい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［スキーマの保
守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ リ モー ト スキーマのイ ンポー ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

新規スキーマエポックを宣言する

エポ ッ ク と は、 基準点と し て任意に選択される瞬間のこ と です。 時代や新規バージ ョ ン
と 同義です。 エポ ッ クは、 レプ リ カの同期を制御し ます。 新規に宣言される と、 マス タ
レプ リ カで機能し ます。 他のレプ リ カは、 新規エポ ッ ク を持つレプ リ カに更新情報を送
る こ と はでき ませんが、そのレプ リ カ と完全に同期する までは更新情報を受け取 り ます。

指定し たパーテ ィ シ ョ ンの他のレプ リ カが更新済みレプ リ カ と同期された場合、 つま り
各レプ リ カのエポ ッ クが同じになる と、 双方向の同期が再び許可されます。

新規スキーマエポ ッ ク ク を宣言する と、 ［Root］ パーテ ィ シ ョ ンのマス タ レプ リ カを保持
するサーバに接続され、 ス キーマレ コー ド 上の不正な タ イ ム ス タ ンプが修復されます。
次にスキーマの新規エポ ッ クがそのサーバで宣言され、 ツ リ ー全体に影響を与えます。

他のすべてのサーバは、 修復された タ イ ム ス タ ンプを保持する新しいスキーマのコ ピー
を受け取 り ます。

受け取る側のサーバが新規エポ ッ ク内に存在し なかったスキーマを含む場合は、 古いス
キーマを使用するオブジェ ク ト および属性が 「不明」 オブジェ ク ト ク ラ ス または属性に
変更されます。   
重要 : Novell サポートからの指示がない限り、この操作は実行しないでください。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［スキーマの保
守］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［新規エポ ッ クの宣言］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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サーバのネットワークアドレスの修復

サーバの修復ウ ィ ザード では、 レプ リ カ リ ングのすべてのサーバのネ ッ ト ワーク ア ド レ
ス と ローカルデータベースのサーバオブジェ ク ト を修復し ます。 さ らに、 レプ リ カ リ ン
グの指定 し たサーバのネ ッ ト ワー ク ア ド レ ス と ロ ーカルデー タ ベース のサーバオブ
ジェ ク ト も修復でき ます。

サーバの修復ウ ィ ザード を使用し て、 次の操作を実行し ます。

281 ページの 「すべてのネ ッ ト ワーク ア ド レ ス を修復する」

281 ページの 「サーバのネ ッ ト ワーク ア ド レ ス を修復する」

すべてのネットワークアドレスを修復する

この操作では、 ローカル eDirectory データベース内で、 すべてのサーバのネ ッ ト ワーク
ア ド レ ス をチェ ッ ク し ます。 使用でき る ト ラ ン スポー ト プロ ト コルに応じ て、 SAP テー
ブル、SLP デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト 、および DNS ローカルまたは リ モー ト 情報でサー
バ名を検索し ます。

その後、 eDirectory サーバオブジェ ク ト のネ ッ ト ワーク ア ド レ ス属性、 およびすべての
パーテ ィ シ ョ ン ［Root］ オブジェ ク ト の各レプ リ カ属性のア ド レ ス レ コード と、 各ア
ド レ スが比較されます。 ア ド レ スが異なる場合は、 同じになる よ う に更新されます。

SAP テーブル、 ローカル / リ モー ト DNS 情報、 または SLP デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト
にサーバのネ ッ ト ワーク ア ド レ スが見つから なければ、 修復は行われません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［サーバの修復］
の順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［すべてのネ ッ ト ワーク ア ド レ スの修復］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

サーバのネットワークアドレスを修復する

この操作では、 ローカル eDirectory データベース内で、 選択し たサーバのネ ッ ト ワーク
ア ド レ ス をチェ ッ ク し ます。 現在バイ ン ド されている ト ラ ン スポー ト プロ ト コルに応じ
て、 ローカル SAP テーブル、 SLP デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト 、 およびローカルまたは リ
モー ト の DNS 情報でサーバ名を検索し ます。 ネ ッ ト ワーク ア ド レ スが見つかれば、 そ
のア ド レ ス を eDirectory サーバオブジェ ク ト のネ ッ ト ワーク ア ド レ ス属性の値、 および
すべてのパーテ ィ シ ョ ン ［Root］ オブジェ ク ト のレプ リ カ属性のア ド レ ス レ コード と照
合し ます。 ア ド レ スが異なる場合は、 同じになる よ う に更新されます。

SAP テーブル、 SLP デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト 、 またはローカル / リ モー ト DNS 情報
にサーバのネ ッ ト ワーク ア ド レ スが見つから なければ、 修復は行われません。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［サーバの修復］
の順に ク リ ッ ク し ます。
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3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［このサーバのネ ッ ト ワーク ア ド レ スの修復］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し
ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

問題

Novell SLP はオプシ ョ ンのパッ ケージです。 認証機能は、 Novell SLP パッ ケージの一部
と し て実装されているわけではあ り ません。 

eDirectory は現在 OpenSLP と相互運用が可能で、 OpenSLP の認証機能が使用されます。 

同期化操作を実行する

同期修復ウ ィ ザード では、 現在のサーバで選択し たレプ リ カの同期、 現在のサーバの
同期ステータ スのレポー ト 、 すべてのサーバの同期ステータ スのレポー ト 、 時刻同期
の実行、 および即時同期のスケジュールができ ます。

同期修復ウ ィ ザード を使用し て、 次の操作を実行し ます。

282 ページの 「選択し たレプ リ カを このサーバで同期する」

283 ページの 「このサーバの同期ステータ ス を レポー ト する」

283 ページの 「すべてのサーバの同期ステータ ス を レポー ト する」

284 ページの 「時刻同期を実行する」

284 ページの 「即時同期を スケジ ュールする」

選択したレプリカをこのサーバで同期する

この操作では、 選択し たパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを持つすべてのサーバ上で、 完全
な同期ステータ ス を確保し ます。

このオプシ ョ ンを使用して、パーテ ィ シ ョ ンの状態を確認でき ます。 そのパーテ ィ シ ョ ン
のレプ リ カを持つサーバがすべて正常に同期していれば、そのパーテ ィ シ ョ ンは異常なし
と見なされます。 レプ リ カ リ ング内の各サーバが接続される と、 次に、 接続された各サー
バは、 レプ リ カ リ ング内の他のすべてのサーバに対して、 即時に同期を実行し ます。

サーバは、 サーバ自体には同期されません。 し たがって、 現在のサーバが所有する レ
プ リ カのステータ スは 「ホス ト 」 と し て表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［同期修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［このサーバ上で選択し たレプ リ カを同期する］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク
し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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このサーバの同期ステータスをレポートする

この操作では、 現在のサーバ上にレプ リ カを持つすべてのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ
同期ステータ ス を レポー ト し ます。

この操作では、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持する各サーバのレプ リ カの ［Root］
オブジェ ク ト から同期ステータ ス属性を読み込みます。 レポー ト には、 すべてのサー
バに対し て正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生し たエラーが表示さ
れます。

12 時間以内に同期が完了し ていない場合は、 警告 メ ッ セージが表示されます。   

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［同期修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Report the Sync Status on This Server ( このサーバの同期ステータ スのレポー ト )］ を
ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

すべてのサーバの同期ステータスをレポートする

この操作では、 現在のサーバ上にレプ リ カを持つすべてのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カ
同期ステータ ス を確保し ます。

この操作では、 パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持する各サーバのレプ リ カの ［Root］
オブジェ ク ト から同期ステータ ス属性を読み込みます。 レポー ト には、 すべてのサー
バに対し て正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生し たエラーが表示さ
れます。

12 時間以内に同期が完了し ていない場合は、 警告 メ ッ セージが表示されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［同期修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［すべてのサーバの同期ステータ スのレポー ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク
し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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時刻同期を実行する

この操作では、 ローカル eDirectory データベースに登録されているすべてのサーバに接
続し、 各サーバの eDirectory と時刻同期ステータ スに関する情報を要求し ます。

各サーバ上で実行し ている eDirectory のバージ ョ ンが ［DS バージ ョ ン］ フ ィ ール ド に
表示されます。

サーバに何のレプ リ カ も含まれていない場合は、 ［レプ リ カ深さ］ フ ィ ール ド に 「-1」
と表示されます。 ［Root］ パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが含まれている場合は、 「0」 と表
示されます。 指定し たサーバ上にレプ リ カがあ る場合は、 ［Root］ に も近いレプ リ カ
が ［Root］ からオブジェ ク ト 何個分離れているかを示す正の整数が表示されます。

eDirectory ツ リ ー内のすべてのサーバは、 同じ タ イ ム ソース と同期し ている必要があ り
ます。 そ う し なければ、 矛盾が発生し た と きに、 レプ リ カ間でのオブジェ ク ト の同期
が正確に管理されな く な り ます。

同期修復ウ ィ ザード では、 各サーバのタ イ ム ソースはレポー ト でき ません。 ただし、
タ イ ムサーバのタ イプは報告し ます。 この情報を参照すれば、 時刻同期が正確に設定
されているかど う かを確認でき ます。

重要 : 時刻同期のステータス「Nearly-In-Sync ( ほぼ同期 )」を監視するには、DSRepair ではなく Novell 
iMonitor を使用してください。詳細については、 197 ページの第 7 章「Novell iMonitor 2.1 の使用」を参照し
てください。

詳細については、 91 ページの 「ネ ッ ト ワーク時刻の同期」 を参照し て く ださい。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［同期修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［時刻同期］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。

即時同期をスケジュールする

この操作では、 すべてのレプ リ カの同期を即座に行 う よ う スケジュールし ます。 この
操作は、 同期プロセスが通常のスケジュールどお り に実行されるのを待つこ と な く 、
同期情報を確認し たい場合に使用し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory Maintenance Utilities (eDirectory 保守ユーテ ィ リ テ ィ )］ > ［同期修復］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

3 操作を実行するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 操作を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 およびコ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［即時同期のスケジュール］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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DSRepair の詳細オプション

各 eDirectory プラ ッ ト フ ォームの DSRepair ユーテ ィ リ テ ィ には、 Novell iManager で利
用可能な修復機能のほかにも、 通常の操作からは見えない拡張機能がい く つかあ り ま
す。 これらの拡張機能は、 さ まざまなプラ ッ ト フ ォームで DSRepair ユーテ ィ リ テ ィ を
ロードする際にス イ ッチを使用し て利用でき ます。

285 ページの 「eDirectory サーバ上で DSRepair を実行する」

286 ページの 「DSRepair コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン」

288 ページの 「DSRepair 詳細設定ス イ ッチの使用」

eDirectory サーバ上で DSRepair を実行する

NetWare の場合

DSRepair を実行するには、 サーバコ ン ソールで 「dsrepair.nlm」 と入力し ます。

詳細オプシ ョ ンで DSRepair を開 く には、 サーバコ ン ソールで 「dsrepair -a」 と入
力し ます。

Windows の場合

1 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory サービ ス］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

2 dsrepair.dlm を ク リ ッ ク し て、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細オプシ ョ ンで DSRepair を開 く には、 Novell eDirectory Services コ ン ソールの
［起動パラ メ ータ］ フ ィ ール ド に 「-a」 と入力し、 dsrepair.dlm を開始し ます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX

DSRepair を実行するには、 サーバコ ン ソールに次の構文を使用し て 「ndsrepair」 と
入力し ます。

ndsrepair { -U | -E | -C | -P [-Ad] | -S [-Ad] | -N  | -T | -J エン ト リ ID 
| --version} [-F フ ァ イル名 ] [-A yes|no] [-O yes|no]

または

ndsrepair -R [-l yes|no] [-u yes|no] [-m yes|no] [-i yes|no] [-f yes|no][-d 
yes|no] [-t yes|no] [-o yes|no][-r yes|no] [-v yes|no] [-c yes|no] [-F フ ァ イ
ル名 ] [-A yes|no] [-O yes|no]

重要 : -Ad オプションは、Novell サポート担当者からの事前の指示がない限り使用しないでください。

例

標準修復を実行し、 /root/ndsrepair.log フ ァ イルにイベン ト を記録する場合 ( またはロ グ
フ ァ イルがすでに存在し ていればそのロ グフ ァ イルに追加し て イベン ト を記録する場
合 ) は、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsrepair -U  -A no -F /root/ndsrepair.log

詳細オプシ ョ ンで DSRepair を開 く には、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsrepair -Ad
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すべてのグ ローバルスキーマ操作と その詳細設定オプシ ョ ンの リ ス ト を表示するには、
次のコマン ド を入力し ます。

ndsrepair -S -Ad

データベース を強制ロ ッ ク し て ローカルデータベース を修復するには、 次のコマン ド
を入力し ます。

ndsrepair -R -l yes

注 : ndsrepair コマンドの入力内容は、オプションファイルによってリダイレクトできます。オプション
ファイルは、レプリカおよびパーティション操作に関連するオプションやサブオプションを含むテキスト
ファイルです。これらはサーバに対する認証を必要としません。各オプションまたはサブオプションは、改
行によって区切られます。ファイルの内容が、適切な順序で指定されていることを確認します。適切な順序
になっていないと、予期しない結果が発生する場合があります。

DSRepair コマンドラインオプション

オプション 説明

-U ［標準修復］オプションです。ユーザの操作なしに ndsrepair を実行または終了し

ます。Novell サポート担当者から特定の操作を手動で実行するように指示された

場合を除き、この修復方法の使用をお勧めします。修復が完了したらログファイ
ルをチェックして、ndsrepair で変更された内容を確認します。

-P ［レプリカ操作とパーティション操作］オプションです。現在のサーバの eDirectory
データベースファイルにレプリカが保存されているパーティションが表示されま
す。［レプリカオプション］メニューには、「レプリカの修復」、「パーティション操
作のキャンセル」、「同期のスケジュール」、および「ローカルレプリカをマスタレ
プリカとして指定」を実行するオプションがあります。 

-S ［グローバルスキーマの操作］オプションです。このオプションには、このサーバ
のスキーマを Tree オブジェクトのマスタに準拠させるのに必要なスキーマ操作が

いくつか含まれています。ただし、これらの操作は必要なときだけ使用してくだ
さい。スキーマは、ローカル修復操作および標準修復操作によってすでに検査さ
れています。 

-C ［外部参照オブジェクトのチェック］オプションです。各外部参照オブジェクトを
チェックして、そのオブジェクトを含むレプリカがあるかどうかを調べます。オ
ブジェクトのあるパーティションレプリカを含むすべてのサーバがアクセス不能
の場合、オブジェクトは見つかりません。オブジェクトが見つからない場合、警
告が表示されます。

-E ［レプリカ同期のレポート］オプションです。現在のサーバ上にレプリカを持つす
べてのパーティションのレプリカ同期ステータスをレポートします。この操作によ
り、パーティションのレプリカを保持する各サーバ上のレプリカの Tree オブジェ

クトから同期ステータス属性が読み込まれます。レポートには、すべてのサーバに
対して正常に同期が行われた 終時刻と、 終同期以降発生したエラーが表示され
ます。12 時間以内に同期が完了していない場合は、警告メッセージが表示されます。

-N ［このデータベースに認識されているサーバ］オプションです。ローカル eDirectory
データベースに認識されているすべてのサーバが表示されます。現在のサーバに
Tree パーティションのレプリカがある場合、このサーバには eDirectory ツリー内の

すべてのサーバのリストが表示されます。サーバオプションを実行するサーバを
1 つ選択します。
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-R オプシ ョ ンで使用する フ ァ ン ク シ ョ ン修飾子を次に示し ます。

-J ローカルサーバ上の 1 つのオブジェクトを修復します。修復するオブジェクトの

エントリ ID (16 進形式で ) を指定する必要があります。破損している 1 つの特定

のオブジェクトを修復するには、［標準修復 (-U)］オプションの代わりに、このオ

プションを使用できます。データベースのサイズによっては、［標準修復］オプ
ションの完了に何時間もかかる場合があります。このオプションを使用して、時
間を節約することができます。

-T ［時刻同期］オプションです。ローカル eDirectory データベースに登録されている

すべてのサーバにアクセスして、各サーバの時刻同期ステータスの情報を要求しま
す。このサーバに Tree パーティションのレプリカがある場合は、eDirectory ツリー

内のすべてのサーバがポーリングされます。各サーバ上で実行されている
eDirectory のバージョンもレポートされます。

-A 既存のログファイルに付加します。既存のログファイルに情報が追加されます。
このオプションは、デフォルトで有効に設定されています。

-O 出力をファイルに記録します。このオプションは、デフォルトで有効に設定され
ています。

-F ファイル名 出力を指定したファイルに記録します。

-R ［ローカルデータベースの修復］オプションです。ローカル eDirectory データベー

スを修復します。eDirectory でオープンおよびアクセスできるように、修復操作を

使用してローカルデータベースの矛盾を解決します。このオプションには、デー
タベースの修復操作を容易にするサブオプションがあります。このオプションに
はファンクション修飾子があります。ファンクション修飾子については、次の表
で説明します。

オプション 説明

-l 修復操作中に eDirectory データベースをロックします。

-u 修復操作中に一時 eDirectory データベースを使用します。

-m 修復されていない元のデータベースを維持します。

-i eDirectory データベース構造とインデックスをチェックします。

-f データベースの空き領域を増やします。

-d データベース全体を再構築します。

-t ツリー構造のチェックを実行します。データベース内での接続状況が正しいかど
うかを調べるため、ツリー構造のリンクをすべてチェックするには、「はい」を設
定します。チェックを省略するには、「いいえ」を設定します。デフォルト値は
「はい」です。

-o オペレーショナルスキーマを再構築します。

-r すべてのローカルレプリカを修復します。

-v ストリームファイルを検証します。 

-c ローカル参照をチェックします。

オプション 説明
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DSRepair 詳細設定スイッチの使用

警告 : このセクションで説明する機能は、正しく使用しないと eDirectory ツリーが破損して元に戻せないこ
とがあります。Novell サポート担当者からの指示がない限り、この機能は使用しないでください。 

生産環境でこれらの う ちのいずれかの機能を使用する前に、 あ らかじめサーバ上の
eDirectory のフルバッ ク ア ッ プを と ってお く こ と をお勧めし ます。 詳細については、
389 ページの第 14 章 「Novell eDirectory のバッ ク ア ッ プ と復元」 を参照し て く ださい。

NetWare では、 DSRepair (dsrepair -XK2 など ) を ロードする と きに、 サーバコ ン ソール
でこれらのオプシ ョ ンを使用し ます。 

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX では、「ndsrepair -R -Ad -XK2」 と入力し ます。

Windows では、 dsrepair.dlm を開始する前に、 NDS コ ン ソールの ［起動パラ メ ータ］
フ ィ ール ド にこれらのオプシ ョ ンを入力し ます。 詳細については、 285 ページの
「eDirectory サーバ上で DSRepair を実行する」 を参照し て く だ さい。 

スイッチ 説明

-NLC NetWare サーバで「STORE NETWARE 5 CONN SCL MLA USAGE IN NDS」セッ

トパラメータがオンになった場合、「NLS:CERT PEAK USED POOL」属性は非常

に大きい値を取得する場合があります。DSRepair を -NLC オプションで実行する

と、こうした大きい値はクリアされます。

-P タイプが不明な eDirectory オブジェクトをすべて、参照済みとしてマークします。

参照されたオブジェクトは、eDirectory レプリカ同期処理の対象にはなりません。

-WM 多くの場合、WM は次のようになります。ZENworks® 2.0 を使用すると

「Registered Workstations ( 登録されたワークステーション )」属性は大きい値にな

ります。DSRepair を -WM オプションで実行すると、こうした大きい値はクリアさ

れます。

-XK2 このサーバの eDirectory データベース内にある eDirectory オブジェクトをすべて削

除します。この操作では、破損したレプリカがどんな方法を使っても削除できない
場合に、破損レプリカを削除できます。

-XK3 このサーバの eDirectory データベース内にある外部参照をすべて削除します。この

操作では、機能していないレプリカ内の外部参照をすべて削除できます。参照が原
因で問題が発生している場合、レプリカが再度機能するために、eDirectory は参照

を再作成できます。
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eMBox クライアントを使用したデータベースの修復

eMBox (eDirectory Management Toolbox) ク ラ イ アン ト はコマン ド ラ イ ン Java ク ラ イ アン
ト で、 これを使用する と DSRepair に リ モー ト ア ク セスでき ます。 eMBox ク ラ イ アン ト
はバッチモード で実行でき るため、 これを使用し て eDirectory DSRepair eMTool で標準
修復を行 う こ と ができ ます。

emboxclient.jar フ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。
JVM を イ ン ス ト ールし ていれば、 どのコ ンピ ュータでも実行でき ます。 eMBox ク ラ イ
アン ト の詳細については、 555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」
を参照し て く ださい。

DSRepair eMTool を使用する

1 コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し て、対話式モード で eMBox ク ラ イ アン ト を実行
し ます。

java -cp フ ァ イルのパス /emboxclient.jar embox -i

( ク ラ スパスに emboxclient.jar フ ァ イルがすでに含まれている場合は、 java 
embox -i と入力するだけです。 ) 

eMBox Client のプロ ンプ ト が次のよ う に表示されます。

eMBox Client>

2 修復するサーバにロ グ イ ンするには、 次のよ う に入力し ます。 

login -s サーバの名前または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 
-u ユーザ名 . コ ンテキス ト  -w パス ワード -n

ポー ト 番号は通常 80 または 8028 です。 ただし、 すでにそのポー ト を使用し ている
Web サーバが存在する場合は異な り ます。 -n オプシ ョ ンを使用する と、 非セキ ュ ア
接続を開始し ます。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

3 次の構文を使用し て修復コマン ド を入力し ます。

dsrepair. タ ス ク  オプシ ョ ン

例 ：

dsrepair.ufr は標準修復を実行し ます。

dsrepair.rld -a -v は、 ［すべてのローカルレプ リ カを修復］ オプシ ョ ンおよび ［ロー
カル参照をチェ ッ クする］ オプシ ョ ンを使用し て、 ローカルデータベース を修復し
ます。

各ス イ ッチの間にはスペースが必要です。 ス イ ッチの順序は重要ではあ り ません。

eMBox ク ラ イ アン ト は修復が成功し たかど う かを表示し ます。

DSRepair eMTool オプシ ョ ンの詳細については、 290 ページの 「DSRepair eMTool の
オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

4 eMBox ク ラ イ アン ト から ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。 
logout

5 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit
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DSRepair eMTool のオプション

次の表に DSRepair eMTool のオプシ ョ ンを示し ます。 eMBox ク ラ イ アン ト で list 
-tdsrepair コマン ド を使用し て DSRepair オプシ ョ ンの詳細を表示する こ と もでき ま
す。 詳細については、 559 ページの 「eMTool と そのサービ ス を表示する」 を参照し て
く ださい。

オプション 説明

rso
  -o
  -d

単一オブジェクトの修復
  オブジェクト ID (16 進数 )
  オブジェクト DN

rts 時刻の同期

rss すべてのパーティションの同期ステータスのレポート

rld
  -l
  -t
  -d
  -p
  -i
  -f
  -e
  -c
  -o
  -a
  -m
  -v

ローカルデータベースの修復
  修復中ずっと eDirectory データベースをロック

  修復中に一時的な eDirectory データベースを使用する

  修復されていない元のデータベースを維持

  データベース構造のチェックを実行

  データベースの構造チェックとインデックスチェックを実行

  データベースの未使用領域を増やす

  データベース全体を再構築

  ツリー構造のチェックを実行

  オペレーショナルスキーマを再構築

  すべてのローカルレプリカを修復

  メールディレクトリおよびストリームファイルを検証

  ローカル参照をチェック

ufr 標準修復

rsn
  -o
  -d

選択したサーバのネットワークアドレスの修復
  オブジェクト ID (16 進数 )
  オブジェクト DN

ran すべてのネットワークアドレスの修復

rsr
  -p
  -d

選択したレプリカの修復
  パーティション ID
  パーティション DN

rer すべてのレプリカの修復

ror
  -p
  -d

選択したレプリカリングの修復
  パーティション ID
  パーティション DN

rar すべてのレプリカのレプリカリングの修復

ssa
  -p
  -d

すべてのサーバのレプリカ同期ステータスのレポート
  パーティション ID
  パーティション DN

cer 外部参照のチェック
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rao
  -p
  -d
  -s
  -d

このレプリカのすべてのオブジェクトを受信
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

sao
  -p
  -d
  -s
  -d

リング内のすべてのレプリカにすべてのオブジェクトを送信
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

dne
  -p
  -d

タイムスタンプの修復と新規エポックの宣言
  パーティション ID
  パーティション DN

sri
  -p
  -d

即時同期のスケジュール
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

sks
  -p
  -d
  -s
  -d

選択したサーバのレプリカを同期
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

ske
  -p
  -d

すべてのサーバのレプリカを同期
  パーティション ID
  パーティション DN

dsr
   -p
   -d

選択したレプリカの削除
  パーティション ID
  パーティション DN

xsr
  -p
  -d
  -s
  -d

レプリカリングからサーバを削除
  パーティション ID
  パーティション DN
  サーバ ID
  サーバ DN

dnm
  -p
  -d

このサーバを新しいマスタレプリカに設定
  パーティション ID
  パーティション DN

dul 不明リーフオブジェクトの削除

オプション 説明
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11 WAN トラフィックマネージャ

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャ (WTM) を使用し て WAN リ ン ク上のレプ リ ケーシ ョ ン
ト ラ フ ィ ッ ク を管理する こ と によ り 、 ネ ッ ト ワーク コ ス ト を削減でき ます。 WAN ト ラ
フ ィ ッ ク マネージ ャは Novell® eDirectoryTM のイ ン ス ト ール時にイ ン ス ト ールされ、 次
の要素から構成されます。

WTM

レプ リ カ リ ング内の各サーバ上に常駐し ます。 eDirectory がサーバ間 ト ラ フ ィ ッ ク
を送信する前に、 WTM は WAN ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ シーを読み込んで、 その ト ラ
フ ィ ッ ク を送信するかど う かを決定し ます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ シー

eDirectory ト ラ フ ィ ッ クの生成を制御する規則です。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ シー
は、 サーバオブジェ ク ト または LAN エ リ アオブジェ ク ト 、 あ るいはその両方に
eDirectory プロパテ ィ 値と し て保存されるテキス ト です。

WANMAN Novell iManager プラ グ イ ン

この WTM と のイ ン タ フ ェースは、 ポ リ シーの作成または変更、 LAN エ リ アオブ
ジェ ク ト の作成、 および LAN エ リ アまたはサーバへのポ リ シーの適用のために使
用し ます。 WTM を (eDirectory イ ン ス ト ールの一部と し て ) イ ン ス ト ールする場
合、 スキーマには LAN エ リ アオブジェ ク ト 、 およびサーバオブジェ ク ト 上の
WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャページが含まれます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャ (NetWare® 上では wtm.nlm、 Windows 上では wtm.dlm)
は、 ト ラ フ ィ ッ ク を制御する各サーバ上に常駐する必要があ り ます。 パーテ ィ シ ョ ン
のレプ リ カ リ ングに 1 つの広域 リ ン クの両側に配置されているサーバが含まれる場合
は、 そのレプ リ カ リ ング内のすべてのサーバ上に WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージャ を イ ン
ス ト ールし ます。

重要 : Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムでは、WAN トラフィックマネージャはサポートされて
いません。

WAN トラフィックマネージャについて

eDirectory などのネ ッ ト ワークデ ィ レ ク ト リ によ り 、 サーバ間 ト ラ フ ィ ッ クが生成され
ます。 広域ネ ッ ト ワーク (WAN) リ ン ク上の ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ない場合、 コ ス ト が
不必要に増大し た り 、 利用率の高い時間帯に通信速度が遅い WAN リ ン クに過大な負荷
がかかった り する こ と があ り ます。 

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャ を使用する と、 eDirectory によ り 生成された (WAN リ ン
ク上の ) サーバ間 ト ラ フ ィ ッ クや、 eDirectory ツ リ ー内の任意のサーバ間 eDirectory ト
ラ フ ィ ッ ク を制御でき ます。 WTM は、 ト ラ フ ィ ッ クのコ ス ト 、 時刻、 eDirectory 操作の
タ イプ、 あるいはそのいずれかの組み合わせに基づいて ト ラ フ ィ ッ ク を制限でき ます。
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た と えば、 利用率の高い時間帯には WAN リ ン ク上の eDirectory ト ラ フ ィ ッ ク を制限で
き ます。 この場合には、 高帯域幅のア ク テ ィ ビテ ィ が利用率の低い時間帯に移行し ま
す。 レプ リ カの同期 ト ラ フ ィ ッ ク を利用率の低い時間帯だけに制限する こ と によ り 、
コ ス ト を削減する こ と もでき ます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは、 eDirectory によ り 開始された定期的な イベン ト ( レ
プ リ カの同期など ) だけを制御し ます。 管理者またはユーザによ り 開始された イベン ト
や、 非 eDirectory サーバ間 ト ラ フ ィ ッ ク ( 時刻の同期など ) は制御し ません。

サーバ間 ト ラ フ ィ ッ ク を生成する eDirectory プロセス を次の表に示し ます。

プロセス 説明

レプリカの同期 eDirectory オブジェクトへの変更がパーティションのすべてのレプリカで

同期されるようにします。指定されたパーティションのコピーを保持す
るすべてのサーバは、変更を同期するために他のサーバと通信する必要
があります。

実行されるレプリカの同期には 2 つのタイプがあります。

即時同期は、eDirectory オブジェクトが変更されるか、あるいはディ

レクトリツリー内でオブジェクトが追加または削除されると実行され
ます。

遅延同期は、複数の eDirectory オブジェクトに共通した変更で、繰り返

し実行される特定の変更 ( ログインプロパティへの変更など ) の後で実

行されます。このような変更の例としては、ユーザがログインまたはロ
グアウトするときのログイン時刻、 終ログイン時刻、ネットワークア
ドレス、およびリビジョンの各プロパティへの更新があります。 

遅延同期プロセスは、即時同期プロセスが実行されない場合にのみ実行
されます。デフォルトでは、即時同期は変更が保存されてから 10 秒後に

実行され、遅延同期は他の変更が発生してから 22 分後に実行されます。

スキーマの同期 ディレクトリツリー内の各パーティションでスキーマが整合性を保ち、
すべてのスキーマ変更がネットワーク上で更新されるようにします。

デフォルトでは、このプロセスは 4 時間に 1 回実行されます。

ハートビート ディレクトリオブジェクトがパーティションのすべてのレプリカで整合
性を保つようにします。パーティションのコピーを持つすべてのサーバ
は、整合性をチェックするために、パーティションを持つ他のサーバと
通信する必要があります。

デフォルトでは、このプロセスはパーティションのレプリカを含むすべ
てのサーバ上で 30 分に 1 回実行されます。
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LAN エリアオブジェクト

LAN エ リ アオブジェ ク ト を使用する と、 サーバグループの WAN ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ
シーを簡単に管理でき ます。 LAN エ リ アオブジェ ク ト を作成し た後で、 LAN エ リ アオ
ブジェ ク ト にサーバを追加し た り 、 LAN エ リ アオブジェ ク ト からサーバを削除する こ
と ができ ます。 LAN エ リ アに適用されたポ リ シーは、 その LAN エ リ ア内のすべての
サーバに適用されます。

広域 リ ン クによ って他の LAN に接続し ている LAN 内に複数のサーバがあ る場合は、
LAN エ リ アオブジェ ク ト を作成し ます。 LAN エ リ アオブジェ ク ト を作成し ない場合
は、 各サーバの WAN ト ラ フ ィ ッ ク を個別に管理する必要があ り ます。

Limber サーバ名またはサーバアドレスが変更されたときに、そのサーバのレプ
リカポインタテーブルが更新されるようにします。この変更は次のよう
な場合に発生します。

autoexec.ncfファイルで新しいサーバ名またはIPXTM 内部アドレスを使

用してサーバをリブートした。

プロトコルを追加するためにアドレスを追加した。

サーバがブートされると、limber プロセスにより、サーバ名およびサー

バの IPX アドレスがレプリカポインタテーブルに保存されているデータ

と比較されます。サーバ名とアドレスのどちらかまたは両方が一致しな
い場合、eDirectory は、そのサーバの項目を含むすべてのレプリカポイン

タテーブルを自動的に更新します。

limber プロセスでは、レプリカリング内の各サーバのツリー名が正しい

かどうかもチェックされます。

limber プロセスはサーバがブートされてから 5 分後に実行され、その後 3
時間に 1 回実行されます。

バックリンク サーバ上のレプリカに保存されていない eDirectory オブジェクトへのポ

インタである外部参照を確認します。通常の場合、バックリンクプロセ
スはローカルデータベースがオープンされてから 2 時間後に実行され、

その後 13 時間に 1 回実行されます。

接続管理 レプリカリング内のサーバが NCPTM パケットを転送するには、セキュリ

ティレベルの高い接続が必要です。接続管理プロセスにより、仮想クラ
イアント接続と呼ばれる安全な接続が確立されます。

場合によっては、接続管理プロセスにより、スキーマの同期プロセスま
たはバックリンクプロセスのための仮想クライアント接続も確立する必
要があります。時刻サービスの環境設定によっては、時刻の同期プロセ
スでも仮想クライアント接続が必要になります。

サーバステータス
チェック

サーバステータスチェックは、レプリカを持たない各サーバ上で開始さ
れます。サーバオブジェクトを含むパーティションの書き込み可能なレ
プリカを保持するサーバのうち、 も近くにあるサーバへの接続が確立
されます。

サーバステータスチェックは 6 分に 1 回実行されます。

プロセス 説明
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LAN エリアオブジェクトを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［LAN エ リ アの作成］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［オブジェ ク ト ク ラ ス］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト の ［WANMAN-LAN エ リ ア］ を選択
し ます。

4 オブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を指定し て、 ［作成］ を ク リ ッ ク し ます。

次のいずれかのセ ク シ ョ ンに進みます。

296 ページの 「LAN エ リ アオブジェ ク ト へサーバを追加する」

298 ページの 「WAN ポ リ シーを適用する」

LAN エリアオブジェクトへサーバを追加する

1 つのサーバは 1 つの LAN エ リ アオブジェ ク ト にのみ属する こ と ができ ます。 追加す
るサーバが LAN エ リ アオブジェ ク ト にすでに属し ている場合、 そのサーバはそのオブ
ジェ ク ト から削除され、 新しいオブジェ ク ト に追加されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エ リ アの表示］ を ク リ ッ ク し、 サーバを追加する LAN エ リ アオブジェ ク ト を
ク リ ッ ク し ます。

4 ［サーバ リ ス ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［オブジェ ク ト セレ ク タ］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し
ます。

5 目的のサーバを選択し ます。

6 追加する各サーバについて、 ステ ッ プ 4 から ステ ッ プ 5 を繰 り 返し ます。

WAN ポ リ シーを LAN エ リ アオブジェ ク ト に適用し て、 そのポ リ シーをグループ
内のすべてのサーバに適用する方法の詳細については、 298 ページの 「WAN ポ リ
シーを適用する」 を参照し て く ださい。

7 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

LAN エリアオブジェクトへ追加情報を追加する

ConsoleOne® を使用し て、 LAN エ リ アオブジェ ク ト に記述情報を追加でき ます。 この
機能は、 Novell iMonitor では使用でき ません。

1 ConsoleOne で、 LAN エ リ アオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し ます。

2 ［プロパテ ィ ］ > ［一般］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 必要に応じ て、 所有者、 説明、 地域、 部署、 および組織の情報を追加し ます。

4 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
296   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
WAN トラフィックポリシー

WAN ト ラ フ ィ ッ ク ポ リ シーは、 eDirectory ト ラ フ ィ ッ ク の生成を制御する一連の規則
です。 この規則はテキス ト と し て作成され、 サーバオブジェ ク ト または LAN エ リ アオ
ブジェ ク ト 、 あ るいはその両方に eDirectory プロパテ ィ 値と し て保存されます。 ポ リ
シーは、 単純な処理言語に基づいて解釈されます。

ポ リ シーは個々のサーバに適用でき ます。 LAN エ リ アオブジェ ク ト を作成し て、 この
オブジェ ク ト に複数のサーバを割 り 当てる こ と もでき ます。 LAN エ リ アオブジェ ク ト
に適用されたポ リ シーは、 そのオブジェ ク ト に割 り 当て られたすべてのサーバに自動
的に適用されます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャには、 い く つかの定義済みポ リ シーグループがあ り ます。
これらのポ リ シーは、 そのま ま使用する こ と も、 必要に応じ て変更する こ と もでき、 あ
るいは新しいポ リ シーを作成する こ と もでき ます。

298 ページの 「WAN ポ リ シーを適用する」

298 ページの 「WAN ポ リ シーを変更する」

299 ページの 「既存のポ リ シーを リ ネームする」

300 ページの 「新しい WAN ポ リ シーを作成する」

定義済みポリシーグループ

類似し た機能を持つ定義済みポ リ シーのグループを次の表に示し ます。

定義済みポ リ シーグループおよび個々のポ リ シーの詳細については、 303 ページの
「WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャポ リ シーグループ」 を参照し て く ださい。

ポリシーグループ 説明

1-3AM.WMG トラフィックの送信が午前 1 時から午前 3 時までの時間帯だけに制限さ

れます。

7AM-6PM.WMG トラフィックの送信が午前 7 時から午後 6 時までの時間帯だけに制限さ

れます。

COSTLT20.WMG コストファクタが 20 より小さいトラフィックのみ送信が許可されます。

IPX.WMG IPX トラフィックのみ許可されます。

NDSTTYPS.WMG さまざまな eDirectory トラフィックタイプのサンプルポリシーが提供さ

れます。

ONOSPOOF.WMG 既存の WAN 接続のみ使用が許可されます。

OPNSPOOF.WMG 既存の WAN 接続のみ使用が許可されますが、15 分間使用されていない

接続は無効と見なされます。この場合は使用できません。

SAMEAREA.WMG 同じネットワークエリア内のトラフィックのみ許可されます。

TCPIP.WMG TCP/IP トラフィックのみ許可されます。

TIMECOST.WMG すべてのトラフィックが午前 1 時から午前 1 時 30 分までの時間帯だけ

に制限されますが、同じロケーション内のサーバには連続的な対話が許
可されます。
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WAN ポリシーを適用する

WAN ポ リ シーを個々のサーバまたは LAN エ リ アオブジェ ク ト に適用でき ます。 個々
のサーバに適用されたポ リ シーは、 そのサーバの eDirectory ト ラ フ ィ ッ クのみ管理し ま
す。 LAN エ リ アオブジェ ク ト に適用されたポ リ シーは、 そのオブジェ ク ト に属し てい
るすべてのサーバの ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは、 WANMAN.INI の WAN ポ リ シーグループセ ク シ ョ ン
に格納されている 「キー = 値」 ステー ト メ ン ト を参照し ます。 「キー」 はスナッ プイ ン
に表示されるポ リ シー名で、 「値」 は区切られたポ リ シーを格納するテキス ト フ ァ イル
へのパスです。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エ リ アの表示］ を ク リ ッ ク し、 LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。 

または

［NCP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポ リ シーの追加］ を ク リ ッ ク し、 使用するポ リ シーグループを選択し ます。

詳細については、 297 ページの 「定義済みポ リ シーグループ」 を参照し て く ださい。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ポ リ シーグループから ロード されたポ リ シーの リ ス ト が表示されます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ポ リ シーの内容を参照し た り 、 ポ リ シーを変更する こ と ができ ます。 ポ リ シー内の
エラーをチェ ッ クするには、 ［ポ リ シーのチェ ッ ク］ を ク リ ッ ク し ます。

7 不要なポ リ シーを削除するには、 ［ポ リ シー名］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト でポ リ シー
を選択し、 ［ポ リ シーの削除］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

WAN ポリシーを変更する

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャが提供する定義済みポ リ シーグループは、 要件に合わせ
て変更でき ます。 また、 独自に作成し たポ リ シーを変更する こ と もでき ます。

サーバに適用された WAN ポリシーを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ > ［NCP サーバの
表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 編集するポ リ シーを含むサーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポ リ シー名］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で、 編集するポ リ シーを選択し ます。

5 ［ポ リ シー］ フ ィ ール ド で必要に応じ てポ リ シーを編集し ます。

WAN ポ リ シーの構成の詳細については、 319 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照し て く ださい。

WAN ポ リ シーの構文の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用
される構文」 を参照し て く ださい。
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6 ［ポ リ シーのチェ ッ ク］を ク リ ッ クする と、構文または構成のエラーが識別されます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは、 エラーを含むポ リ シーを実行し ません。

7 変更し た場合は、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

8 不要なポ リ シーを削除するには、 ［ポ リ シー名］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト でポ リ シー
を選択し、 ［ポ リ シーの削除］ を ク リ ッ ク し ます。

9 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

LAN エリアオブジェクトに適用された WAN ポリシーを変更する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ > ［LAN エ リ アの
表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 編集するポ リ シーを含む LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポ リ シー名］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で、 編集するポ リ シーを選択し ます。

5 ［ポ リ シー］ フ ィ ール ド で必要に応じ てポ リ シーを編集し ます。

WAN ポ リ シーの構成の詳細については、 319 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照し て く ださい。

WAN ポ リ シーの構文の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用
される構文」 を参照し て く ださい。

6 ［ポ リ シーのチェ ッ ク］を ク リ ッ クする と、構文または構成のエラーが識別されます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは、 エラーを含むポ リ シーを実行し ません。

7 変更し た場合は、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

8 不要なポ リ シーを削除するには、 ［ポ リ シー名］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト でポ リ シー
を選択し、 ［ポ リ シーの削除］ を ク リ ッ ク し ます。

9 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

既存のポリシーをリネームする

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エ リ アの表示］ を ク リ ッ ク し、 LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。 

または

［NCP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポ リ シー名］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で、 リ ネームするポ リ シーを選択し ます。

5 ［ポ リ シーの名前の変更］ を ク リ ッ ク し、 新しい名前を指定し ます。

名前は完全識別名であ る必要があ り ます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［適用］、 ［OK］ の順に ク リ ッ ク し ます。
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新しい WAN ポリシーを作成する

サーバオブジェ ク ト または LAN エ リ アオブジェ ク ト に適用する WAN ポ リ シーを作成
でき ます。 個々のサーバ用に作成されたポ リ シーは、 そのサーバの eDirectory ト ラ
フ ィ ッ クのみ管理し ます。 LAN エ リ アオブジェ ク ト 用に作成されたポ リ シーは、 その
オブジェ ク ト に属し ているすべてのサーバの ト ラ フ ィ ッ ク を管理し ます。

サーバオブジェクトの WAN ポリシーを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ > ［NCP サーバの
表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 新しいポ リ シーを作成するサーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し、 ［ポ リ シーの作成］
を ク リ ッ ク し ます。

4 新しいポ リ シーの名前を指定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

指定する名前は完全識別名であ る必要があ り ます。 

5 ［ポ リ シー］ テキス ト ボ ッ ク スに必要な情報を指定し ます。

WAN ポ リ シーの構成の詳細については、 319 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照し て く ださい。

WAN ポ リ シーの構文の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用
される構文」 を参照し て く ださい。

6 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

LAN エリアオブジェクトの WAN ポリシーを作成する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ > ［LAN エ リ アの
表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 WAN ポ リ シーを作成する LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し、 ［ポ リ シーの作
成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 新しいポ リ シーの名前を指定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

指定する名前は完全識別名であ る必要があ り ます。 

5 ［ポ リ シー］ テキス ト ボ ッ ク スに必要な情報を指定し ます。

WAN ポ リ シーの構成の詳細については、 319 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照し て く ださい。

WAN ポ リ シーの構文の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用
される構文」 を参照し て く ださい。

6 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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WAN トラフィックを制限する 
WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャには、 ト ラ フ ィ ッ ク を特定の時間帯だけに制限する 2 つ
の定義済みポ リ シーグループがあ り ます ( 詳細については、303 ページの「1-3AM.WMG」
および 304 ページの 「7AM-6PM.WMG」 を参照し て く ださい ) 。 これらのポ リ シーを変
更する と、 任意の時間帯を選択し て、 ト ラ フ ィ ッ ク をその時間帯だけに制限でき ます。

こ こ では午前 1 時から午前 3 時までのグループを変更する場合について説明し ますが、
午前 7 時から午後 6 時までのグループを変更する場合でも同様の手順を使用でき ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ の順にク リ ッ ク し
ます。

3 ［LAN エ リ アの表示］ を ク リ ッ ク し、 LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。 

または

［NCP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポ リ シーの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5 定義済みポ リ シーの リ ス ト の中から 1-3AM.WMG を選択し、 ［OK］ を 2 回ク リ ッ ク
し ます。

ポ リ シーが ［ポ リ シー］ テキス ト ボ ッ ク スに表示されるので、 こ こ でポ リ シーを変
更し ます。 た と えば、 ト ラ フ ィ ッ ク を許可する時間帯を午前 1 時から午前 3 時まで
ではな く 午前 2 時から午後 5 時までに設定するには、 次のよ う に変更し ます。

/* This policy limits all traffic to between 2 and 5 pm */
LOCAL BOOLEAN Selected;
SELECTOR
  Selected := Now.hour >= 2 AND Now.hour < 17;
  IF Selected THEN
    RETURN 50; /* between 2am and 5pm this policy has a
 high priority */
  ELSE
    RETURN 1;  /* return 1 instead of 0 in case there are
 no other policies */
               /* if no policies return > 0, WanMan assumes
 SEND */
  END
END
PROVIDER
  IF Selected THEN
    RETURN SEND; /* between 2am and 5pm, SEND */
  ELSE
    RETURN DONT_SEND; /* other times, don't */
  END
END

コ メ ン ト 行 (/* と */ で囲まれた部分 ) では、 午前と午後を使用し て時刻を指定でき
ます。 しかし、 実行コード では 24 時間形式を使用し て指定する必要があ り ます。
し たがって、 午後 5 時は 17 にな り ます。 

WAN ポ リ シーの構成の詳細については、 319 ページの 「WAN ポ リ シーの構成」 を
参照し て く ださい。

WAN ポ リ シーの構文の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用
される構文」 を参照し て く ださい。
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6 構文または構成のエラーを識別するには、ポ リ シーの構文を変更し た後で［ポ リ シー
のチェ ッ ク］ を ク リ ッ ク し ます。

ポ リ シーのチェ ッ クの結果が表示されます。

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは、 エラーを含むポ リ シーを実行し ません。

7 元の 1-3 am ポ リ シーを変更し ない場合は、新しいポ リ シーを別の名前で追加し ます。

7a ［ポ リ シーの名前の変更］ を ク リ ッ ク し ます。

7b 編集するポ リ シーの名前を指定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

コストファクタを割り当てる

コ ス ト フ ァ ク タによ り 、 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは特定の送信先と の ト ラ フ ィ ッ
クのコ ス ト を比較し て、 WAN ポ リ シーを使用し て ト ラ フ ィ ッ ク を管理でき ます。 WAN
ポ リ シーでは、 コ ス ト フ ァ ク タ を使用し て WAN ト ラ フ ィ ッ クの相対コ ス ト が決定され
ます。 ト ラ フ ィ ッ ク を送信するか決定するのに、 この情報を使用でき ます。

コ ス ト フ ァ ク タは、 時間単位あた り の費用と し て表されます。 各 WAN ト ラ フ ィ ッ ク ポ
リ シーで一貫し て同じ単位が使用されている限 り 、 あ らゆる単位でコ ス ト フ ァ ク タ を
表すこ と ができ ます。つま り 、 その比率だけを使用し ている限 り 、 1 時間あた り ド ル、
1 分あた り セン ト 、 1 秒あた り 円など任意のコ ス ト 対時間の比率を使用でき ます。

ト ラ フ ィ ッ クの相対コ ス ト を表す送信先コ ス ト フ ァ ク タ を、 特定のア ド レ ス範囲に割 り
当て る こ と ができ ます。 し たがって、 サーバのグループ全体のコ ス ト を 1 つの宣言で割
り 当て る こ と ができ ます。 デフ ォル ト コ ス ト フ ァ ク タ を割 り 当て る こ と もでき ます。 デ
フ ォル ト コ ス ト フ ァ ク タは、 送信先のコ ス ト が指定されていない場合に使用されます。 

送信先に対し て コ ス ト が割 り 当て られていない場合は、 デフ ォル ト コ ス ト が使用され
ます。 サーバまたは LAN エ リ アオブジェ ク ト に対し てデフ ォル ト コ ス ト が指定されて
いない場合は、 -1 の値が割 り 当て られます。 

コ ス ト フ ァ ク タに基づいて ト ラ フ ィ ッ ク を制限するサンプルポ リ シーの詳細について
は、 304 ページの 「COSTLT20.WMG」 を参照し て く ださい。

ポ リ シーを変更する方法の詳細については、 298 ページの 「WAN ポ リ シーを変更する」
を参照し て く ださい。

デフォルトコストファクタを割り当てる

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク管理］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ の順にク リ ッ
ク し ます。

3 ［LAN エ リ アの表示］ を ク リ ッ ク し、 LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

または

［NCP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［コ ス ト ］ を ク リ ッ ク し、 ［デフ ォル ト コ ス ト ］ フ ィ ール ド にコ ス ト を入力し ます。

コ ス ト は負以外の整数でなければな り ません。 指定し たデフ ォル ト コ ス ト は、 サー
バまたは LAN エ リ アオブジェ ク ト の送信先の う ち、 割 り 当てたコ ス ト の送信先ア
ド レ ス範囲内に収ま ら ないすべての送信先に割 り 当て られます。 コ ス ト は、 ド ルな
どの通貨単位で指定するか、 または 1 秒あた り のパケ ッ ト 数で指定でき ます。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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送信先アドレス範囲へコストを割り当てる

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク管理］ > ［WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャの概要］ の順にク リ ッ
ク し ます。

3 ［LAN エ リ アの表示］ を ク リ ッ ク し、 LAN エ リ アオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

または

［NCP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 NCP サーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［コ ス ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［追加］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

6 WANMAN コ ス ト の作成ウ ィ ン ド ウで、 ［TCP/IP ア ド レ ス タ イプ］ または ［IPX ア ド
レ ス タ イプ］ を選択し ます。

7 範囲の開始ア ド レ ス と終了ア ド レ スを TCP/IP または IPXの適切な形式で指定し ます。

8 ［コ ス ト ］ テキス ト フ ィ ール ド で、 コ ス ト を負以外の整数で指定し ます。

9 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［適用］、 ［OK］ の順に ク リ ッ ク し ます。

WAN トラフィックマネージャポリシーグループ

WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャには、 次の定義済みポ リ シーグループがあ り ます。

ポ リ シーグループを適用する方法の詳細については、 298 ページの 「WAN ポ リ シーを
適用する」 を参照し て く ださい。 

1-3AM.WMG
このグループのポ リ シーでは、 ト ラ フ ィ ッ ク を送信でき る時間帯が午前 1 時から午前 3
時までだけに制限されます。 次の 2 つのポ リ シーがあ り ます。 

1 - 3 am, NA

バッ ク リ ン ク、 外部参照、 およびロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、 Janitor または limber の
実行、 スキーマの同期がこの時間帯だけに制限されます。

1 - 3 am

他のすべての ト ラ フ ィ ッ クがこの時間帯だけに制限されます。 

すべての ト ラ フ ィ ッ ク を この時間帯だけに制限するには、 両方のポ リ シーを適用する
必要があ り ます。 
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7AM-6PM.WMG
このグループのポ リ シーでは、 ト ラ フ ィ ッ ク を送信でき る時間帯が午前 7 時から午後 6
時までだけに制限されます。 次の 2 つのポ リ シーがあ り ます。 

7 am - 6 pm, NA

バッ ク リ ン ク、 外部参照、 およびロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、 Janitor または limber
の実行、 スキーマの同期がこの時間帯だけに制限されます。

7 am - 6 pm

他のすべての ト ラ フ ィ ッ クがこの時間帯だけに制限されます。 

すべての ト ラ フ ィ ッ ク を この時間帯だけに制限するには、 両方のポ リ シーを適用する
必要があ り ます。

COSTLT20.WMG
このグループのポ リ シーでは、 コ ス ト フ ァ ク タが 20 未満の ト ラ フ ィ ッ クのみ送信が許
可されます。 次の 2 つのポ リ シーがあ り ます。 

Cost < 20, NA

コ ス ト フ ァ ク タが 20 以上の場合、 バッ ク リ ン ク、 外部参照、 およびロ グ イ ン制限
のチェ ッ ク、 Janitor または limber の実行、 スキーマの同期が抑止されます。

Cost < 20

コ ス ト フ ァ ク タが 20 以上の場合、 他のすべての ト ラ フ ィ ッ ク が抑止されます。

コ ス ト フ ァ ク タが 20 以上の ト ラ フ ィ ッ ク をすべて抑止するには、 両方のポ リ シーを適
用する必要があ り ます。

IPX.WMG
このグループのポ リ シーでは、 IPX ト ラ フ ィ ッ クのみ送信が許可されます。 次の 2 つ
のポ リ シーがあ り ます。 

IPX, NA

IPX によ って生成された ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、 バッ ク リ ン ク、 外部参照、 およ
びロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、 Janitor または limber の実行、 スキーマの同期が抑止
されます。

IPX

IPX によ って生成された ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、 他のすべての ト ラ フ ィ ッ クが抑
止されます。

IPX 以外の ト ラ フ ィ ッ ク をすべて抑止するには、 両方のポ リ シーを適用する必要があ
り ます。
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NDSTTYPS.WMG
このグループのポ リ シーは、 さ まざまな eDirectory ト ラ フ ィ ッ ク タ イプのサンプルポ リ
シーです。 eDirectory がこのタ イプの要求に渡す変数が格納されています。 

305 ページの 「Catch All with Addresses のサンプル」

305 ページの 「Catch All without Addresses のサンプル」

305 ページの 「NDS_BACKLINK_OPEN のサンプル」

306 ページの 「NDS_BACKLINKS のサンプル」

308 ページの 「NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION のサンプル」

309 ページの 「NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION_OPEN のサンプル」

310 ページの 「NDS_JANITOR のサンプル」

311 ページの 「NDS_JANITOR_OPEN のサンプル」

312 ページの 「NDS_LIMBER のサンプル」

313 ページの 「NDS_LIMBER_OPEN のサンプル」

314 ページの 「NDS_SCHEMA_SYNC のサンプル」

315 ページの 「NDS_SCHEMA_SYNC_OPEN のサンプル」

316 ページの 「NDS_SYNC のサンプル」

Catch All with Addresses のサンプル

ア ド レ スのあ る ト ラ フ ィ ッ ク タ イプのためのサンプルポ リ シーです。 

Catch All without Addresses のサンプル

ア ド レ スのない ト ラ フ ィ ッ ク タ イプのためのサンプルポ リ シーです。

NDS_BACKLINK_OPEN のサンプル

NDS_BACKLINK_OPEN は、 対応する NDS_BACKLINKS ク エ リ の実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用される ト ラ フ ィ ッ ク タ イプです。 

このク エ リ は、 CheckEachNewOpenConnection が 1 で eDirectory がバッ ク リ ン ク処理の
ために新しい接続を確立する必要があ る場合、 または CheckEachAlreadyOpenConnection
が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ る場合には、 常に生成されます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER)

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval ( 入力および出力、 タ イプ INTEGER)

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ExpirationInterval は、 既存の接続ですで
に設定されている有効間隔に設定されます。 ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE 以
外の場合、 NDS_BACKLINKS ク エ リ で割 り 当て られた ExpirationInterval に設定さ
れます。 0 の値は、 デフ ォル ト (2 時間 ) を使用する必要があ る こ と を示し ます。 終
了時には、 この変数の値が接続の有効間隔と し て割 り 当て られます。
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ConnectionIsAlreadyOpen ( 入力のみ、 タ イプ BOOLEAN)

eDirectory が既存の接続を再使用でき る場合は、 この変数は TRUE です。 新しい接
続を確立する必要があ る場合は、 この変数は FALSE です。

ConnectionLastUsed ( 入力のみ、 タ イプ TIME)

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
し て eDirectory から 後にパケ ッ ト が送信された時点です。
ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_BACKLINKS のサンプル

eDirectory は、 バッ ク リ ン ク または外部参照をチェ ッ クする前に、 このア ク テ ィ ビテ ィ
が許容される時間帯かど う かを WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージャに照会し ます。
NDS_BACKLINKS には送信先ア ド レ スがないため、 NO_ADDRESSES ポ リ シーが必要
にな り ます。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャが DONT_SEND を返し た場合は、 バッ ク
リ ン クチェ ッ クは延期され、 再度スケジュールされます。 次の変数が使用でき ます。

Last ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

eDirectory 起動後にバッ ク リ ン クチェ ッ クが 後に実行された時刻。 eDirectory が起
動される と、 Last は 0 に初期化されます。 NDS_BACKLINKS が SEND を返し た場
合は、eDirectory によ るバッ ク リ ン ク処理が完了し た後で、Last は現在の時刻に設定
されます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使

用できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を

確立する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケット

を送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。
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ExpirationInterval ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

バッ ク リ ン ク処理中に確立し たすべての接続の有効間隔。

Next ( 出力のみ、 タ イプ TIME) 

eDirectory が次回のバッ ク リ ン クチェ ッ ク実行を スケジ ュールする時点を示し ます。

CheckEachNewOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER)

バッ ク リ ン クの実行中に eDirectory が新しい接続を確立する必要が生じ た場合の動
作を、 eDirectory に指示し ます。 

CheckEachNewOpenConnection は 0 に初期化されます。 

CheckEachAlreadyOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER)

この変数は、 バッ ク リ ン クの実行中に eDirectory がすでに確立されている接続を再
使用する必要が生じ た場合の動作を、 eDirectory に指示し ます。
CheckEachAlreadyOpenConnection は 0 に初期化されます。 

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

過去、0 デフォルトスケジューリングを使用。

将来 バックリンクをスケジュールする時点。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION のサンプル

eDirectory は、 ロ グ イ ン制限をチェ ッ クする前に、 このア ク テ ィ ビテ ィ が許容される時
間帯かど う かを WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャに照会し ます。 ト ラ フ ィ ッ ク タ イプ
NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTIONS には送信先ア ド レ スがないため、
NO_ADDRESSES ポ リ シーが必要にな り ます。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャが
DONT_SEND を返し た場合は、 エラーが発生し て、 チェ ッ クは実行されません。

次の変数が使用でき ます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

Result ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTIONS の結果が DONT_SEND であ る場合、 次の値
がオペレーテ ィ ングシステムに返されます。

ExpirationInterval ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

この接続に割 り 当て る有効間隔です。

CheckEachNewOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

値 説明

0 ログインが許可されます。

1 現在の時間ブロック中は、ログインが許可されません。

2 アカウントが無効であるか、または有効期限が切れています。

3 アカウントが削除されています。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続

は正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接

続を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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CheckEachAlreadyOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION_OPEN のサンプル

NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTION_OPEN は、 対応する
NDS_CHECK_LOGIN_RESTRICTIONS ク エ リ の実行中に CheckEachNewOpenConnection
または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定されていた場合にのみ使用されま
す。 この ク エ リ は、 CheckEachNewOpenConnection が 1 に設定されていて eDirectory が
次の操作を必要とする場合には、 常に生成されます。

limber を実行する前に新しい接続を確立する。

ロ グ イ ン制限をチェ ッ クする前に新しい接続を確立する。

既存の接続を再使用する。

次の変数が使用でき ます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval ( 入力および出力、 タ イプ INTEGER)

ConnectionIsAlreadyOpen ( 入力のみ、 タ イプ BOOLEAN)

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続

は正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接

続を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使

用できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を

確立する必要があります。
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ConnectionLastUsed ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
し て eDirectory から 後にパケ ッ ト が送信された時点です。ConnectionIsAlreadyOpen
が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_JANITOR のサンプル

eDirectory は、 janitor を実行する前に、 このア ク テ ィ ビテ ィ が許容される時間帯かど う
かを WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャに照会し ます。 NDS_JANITOR には送信先ア ド レ ス
がないため、 NO_ADDRESSES ポ リ シーが必要にな り ます。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネー
ジ ャが DONT_SEND を返し た場合は、 janitor 作業は延期され、 再度スケジ ュールされ
ます。

次の変数が使用でき ます。

Last ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

eDirectory 起動後に janitor 作業が 後に実行された時刻。 eDirectory が起動される
と、 Last は 0 に初期化されます。 NDS_JANITOR が SEND を返し た場合は、
eDirectory によ るジ ャニ タ処理が完了し た後で、 Last は現在の時刻に設定されます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

janitor の実行中に確立し たすべての接続の有効間隔。

Next ( 出力のみ、 タ イプ TIME) 

janitor 作業を次回スケジュールする時点を eDirectory に示し ます。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケットを

送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

過去、0 デフォルトスケジューリングを使用。

将来 janitor 作業をスケジュールする時点。
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CheckEachNewOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

janitor の実行中に eDirectory が新しい接続を確立する必要が生じ た場合の動作を、
eDirectory に指示し ます。 

CheckEachNewOpenConnection は 0 に初期化されます。 

CheckEachAlreadyOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

janitor の実行中に eDirectory がすでに確立されている接続を再使用する必要が生じ
た場合の動作を、 eDirectory に指示し ます。

CheckEachAlreadyOpenConnection は 0 に初期化されます。 

NDS_JANITOR_OPEN のサンプル

NDS_JANITOR_OPEN は、 対応する NDS_JANITOR ク エ リ の実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用されます。 この ク エ リ は、 CheckEachNewOpenConnection が 1 で
eDirectory がバッ ク リ ン ク処理の前に新しい接続を確立する必要があ る場合、 または
CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ
る場合には、 常に生成されます。

次の変数が使用でき ます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval ( 入力および出力、 タ イプ INTEGER) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ExpirationInterval は、 既存の接続ですで
に設定されている有効間隔に設定されます。 ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE 以
外の場合、 NDS_JANITOR ク エ リ で割 り 当て られた ExpirationInterval に設定されま
す。 0 の値は、 デフ ォル ト (2 時間、 10 秒 ) を使用する必要があ る こ と を示し ます。
終了時には、 この変数の値が接続の有効間隔と し て割 り 当て られます。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は

正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続

を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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ConnectionIsAlreadyOpen ( 入力のみ、 タ イプ BOOLEAN) 

eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ る場合は、 この変数は TRUE です。
新しい接続を確立する必要があ る場合は、 この変数は FALSE です。

ConnectionLastUsed ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
し て eDirectory から 後にパケ ッ ト が送信された時点です。
ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_LIMBER のサンプル

eDirectory は、 limber を実行する前に、 このア ク テ ィ ビテ ィ が許容される時間帯かど う
かを WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャに照会し ます。 ト ラ フ ィ ッ ク タ イプ NDS_LIMBER
には送信先ア ド レ スがないため、NO_ADDRESSES ポ リ シーが必要にな り ます。WAN ト
ラ フ ィ ッ ク マネージ ャが DONT_SEND を返し た場合は、 limber は延期され、 再度スケ
ジ ュールされます。

次の変数が使用でき ます。

Last ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

eDirectory 起動後に limber が 後に実行された時刻。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再

使用できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続

を確立する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケット

を送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。
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ExpirationInterval ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

limber チェ ッ ク の実行中に確立し たすべての接続の有効間隔。

CheckEachNewOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

CheckEachAlreadyOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

Next ( 出力のみ、 タ イプ TIME) 

次回の limber チェ ッ ク実行の時点。 この変数を設定し ない と、 NDS_LIMBER では
デフ ォル ト が使用されます。

NDS_LIMBER_OPEN のサンプル

NDS_LIMBER_OPEN は、 対応する NDS_LIMBER ク エ リ の実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用されます。 この ク エ リ は、 CheckEachNewOpenConnection が 1 に
設定されていて eDirectory が limber を実行する前に新しい接続を確立する必要があ る
場合には、 常に生成されます。 この ク エ リ は、 CheckEachNewOpenConnection が 1 で
eDirectory がスキーマ同期の前に新しい接続を確立する必要があ る場合、 または
CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ
る場合には、 常に生成されます。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は正

常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続を

許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続は正

常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接続を

許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval ( 入力および出力、 タ イプ INTEGER) 

この接続に割 り 当て る有効間隔です。

ConnectionIsAlreadyOpen ( 入力のみ、 タ イプ BOOLEAN) 

ConnectionLastUsed ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
し て DS から 後にパケ ッ ト が送信された時点です。 ConnectionIsAlreadyOpen が
TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_SCHEMA_SYNC のサンプル

eDirectory は、 スキーマを同期する前に、 このア ク テ ィ ビテ ィ が許容される時間帯かど
う かを WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャに照会し ます。 ト ラ フ ィ ッ ク タ イプ
NDS_SCHEMA_SYNC には送信先ア ド レ スがないため、 NO_ADDRESSES ポ リ シーが
必要にな り ます。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャが DONT_SEND を返し た場合は、 ス
キーマ同期は延期され、 再度スケジュールされます。

次の変数が使用でき ます。

Last ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

すべてのサーバに対し てスキーマの同期が 後に正常に実行された時刻。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使用で

きると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を確立

する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケットを送

信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。
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ExpirationInterval ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

スキーマの同期中に確立し たすべての接続の有効間隔。

CheckEachNewOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

CheckEachAlreadyOpenConnection ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER) 

NDS_SCHEMA_SYNC_OPEN のサンプル

NDS_SCHEMA_SYNC_OPEN は、 対応する NDS_SCHEMA_SYNC ク エ リ の実行中に
CheckEachNewOpenConnection または CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 に設定され
ていた場合にのみ使用されます。 この ク エ リ は、 CheckEachNewOpenConnection が 1 で
eDirectory がスキーマ同期の前に新しい接続を確立する必要があ る場合、 または
CheckEachAlreadyOpenConnection が 1 で eDirectory が既存の接続を再使用する必要があ
る場合には、 常に生成されます。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER) 

eDirectory のバージ ョ ン。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続

は正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接

続を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。

値 説明

0 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに成功を返します。接続

は正常に続行します ( デフォルト ) 。

1 WAN トラフィックマネージャを呼び出します。ポリシーにより、接

続を許可するかどうかが決定されます。

2 WAN トラフィックマネージャを呼び出さずに

ERR_CONNECTION_DENIED を返します。接続は失敗します。
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ExpirationInterval ( 入力および出力、 タ イプ INTEGER) 

この接続に割 り 当て る有効間隔です。

ConnectionIsAlreadyOpen ( 入力のみ、 タ イプ BOOLEAN) 

ConnectionLastUsed ( 入力のみ、 タ イプ TIME) 

ConnectionIsAlreadyOpen が TRUE の場合、 ConnectionLastUsed は、 この接続を使用
し て eDirectory から 後にパケ ッ ト が送信された時点です。ConnectionIsAlreadyOpen
が TRUE 以外の場合、 この値は 0 にな り ます。

NDS_SYNC のサンプル

eDirectory がレプ リ カを同期する必要があ る場合は、 ト ラ フ ィ ッ ク タ イプ NDS_SYNC を
使用し て、 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャへのク エ リ が常に生成されます。 eDirectory の
WAN ポ リ シーでは、 次の変数が使用でき ます。

Last ( 入力のみ、 タ イプ TIME)

このレプ リ カの同期が 後に正常に実行された時刻。

Version ( 入力のみ、 タ イプ INTEGER)

eDirectory のバージ ョ ン。

ExpirationInterval ( 出力のみ、 タ イプ INTEGER)

更新されたレプ リ カを保持するサーバへの接続の有効間隔。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。

値 説明

TRUE eDirectory は、このアドレスへの接続がすでに確立されていて、再使用

できると判別します。

FALSE eDirectory は、このアドレスへの接続を持たないため、新しい接続を確

立する必要があります。

値 説明

TRUE ConnectionLastUsed は、この接続上で eDirectory が 後にパケットを

送信した時点です。

FALSE ConnectionLastUsed は 0 になります。

値 説明

<0, 0 デフォルト有効間隔を使用 ( デフォルト ) 。

>0 この接続に割り当てる有効間隔。
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ONOSPOOF.WMG
このグループのポ リ シーでは、 既存の WAN 接続のみ使用が許可されます。 次の 2 つの
ポ リ シーがあ り ます。

Already Open, No Spoofing, NA

バッ ク リ ン ク、 外部参照、 およびロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、 Janitor または Limber の
実行、 スキーマの同期が、 既存の WAN 接続上だけに制限されます。

Already Open, No Spoofing

他のすべての ト ラ フ ィ ッ クが既存の WAN 接続上だけに制限されます。

すべての ト ラ フ ィ ッ ク を既存の接続上だけに制限するには、 両方のポ リ シーを適用する
必要があ り ます。

OPNSPOOF.WMG
このグループのポ リ シーでは、 既存の WAN 接続のみ使用が許可されますが、 15 分間
使用されていない接続は無効と見な されます。 この場合は使用でき ません。 次の 2 つ
のポ リ シーがあ り ます。 

Already Open, Spoofing, NA

このポ リ シーでは、 バッ ク リ ン ク、 外部参照、 およびロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、
Janitor または Limber の実行、 スキーマの同期が、 15 分以内に使用された こ と があ
る既存の WAN 接続上だけに制限されます。

Already Open, Spoofing

このポ リ シーでは、 他のすべての ト ラ フ ィ ッ クが、 15 分以内に使用された こ と が
あ る既存の WAN 接続上だけに制限されます。

すべての ト ラ フ ィ ッ ク を 15 分以内に使用された こ と があ る既存の接続上だけに制限す
るには、 両方のポ リ シーを適用する必要があ り ます。

SAMEAREA.WMG
このグループのポ リ シーでは、 同じ ネ ッ ト ワーク エ リ ア内でのみ ト ラ フ ィ ッ ク が許可
されます。 ネ ッ ト ワーク エ リ アは、 ア ド レ スのネ ッ ト ワーク セ ク シ ョ ンによ り 決定さ
れます。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャは、 TCP/IP ア ド レ ス を ク ラ ス C ア ド レ ス と し
て解釈し ます ( ク ラ ス C ア ド レ ス と は、 ア ド レ スの 初の 3 つのセ ク シ ョ ンが同じで
同じ ネ ッ ト ワーク エ リ アに属する ものです ) 。 IPX ア ド レ スでは、 ネ ッ ト ワーク部分が
同じ ア ド レ スはすべて同じ ネ ッ ト ワーク エ リ アに属する と見な されます。 次の 3 つの
ポ リ シーがあ り ます。 

Same Network Area, NA

同じネ ッ ト ワーク エ リ ア内で生成される ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、 バッ ク リ ン ク、
外部参照、 およびロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、 Janitor または Limber の実行、 スキー
マの同期が抑止されます。

Same Network Area, TCPIP

同じ TCP/IP ネ ッ ト ワーク エ リ ア内で生成される TCP/IP ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、
ト ラ フ ィ ッ クが制限されます。

Same Network Area, IXP

同じ IPX ネ ッ ト ワーク エ リ ア内で生成される ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、 IPX ト ラ
フ ィ ッ クが制限されます。
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TCPIP.WMG
このグループのポ リ シーでは、 TCP/IP ト ラ フ ィ ッ クのみ許可されます。 次の 2 つのポ
リ シーがあ り ます。 

TCPIP, NA

TCP/IP によ って生成された ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、 バッ ク リ ン ク、 外部参照、
およびロ グ イ ン制限のチェ ッ ク、 Janitor または Limber の実行、 スキーマの同期が
抑止されます。

TCPIP

TCP/IP によ って生成された ト ラ フ ィ ッ ク以外の場合、 他のすべての ト ラ フ ィ ッ ク
が抑止されます。

TCP/IP 以外の ト ラ フ ィ ッ ク をすべて抑止するには、 両方のポ リ シーを適用する必要が
あ り ます。

TIMECOST.WMG
このグループのポ リ シーでは、 すべての ト ラ フ ィ ッ クが午前 1 時から午前 1 時 30 分ま
での時間帯だけに制限されますが、 同じ ロ ケーシ ョ ン内のサーバには連続的な対話が
許可されます。 このグループでは次のポ リ シーを使用し ます。 すべてのポ リ シーを適
用する必要があ り ます。

COSTLT20

NA およびア ド レ ス ト ラ フ ィ ッ クの優先度は 40 です。

Disallow Everything

ト ラ フ ィ ッ クの送信がま った く 許可されません。 セレ ク タが 0 よ り 大きい値を返し
たポ リ シーを WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャが検出できない (0 個のポ リ シーを検
出し た ) 場合、 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャはデフ ォル ト で SEND を設定し ます。
このポ リ シーを使用する と、 このよ う な事態を抑止でき ます。

NDS Synchronization

NDS_SYNC ト ラ フ ィ ッ クが午前 1 時と午前 1 時 30 分の間だけに制限されます。

Start Rest.Procs, NA

すべてのプロセス を任意の時点に開始する こ と が許可されますが、 *_OPEN コール
ご と に WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャに照会する必要があ り ます。 WAN ト ラ
フ ィ ッ ク マネージ ャは、 1 日 4 回 (1:00、 7:00、 13:00、 および 19:00) の実行時刻に
合わせてプロセス を スケジ ュールし ます。

Start Unrest.Procs 1-1:30, NA

すべてのプロセス を午前 1 時と午前 1 時 30 分の間に開始し て、それ以降 WAN ト ラ
フ ィ ッ ク マネージ ャ に照会する こ と な く 完了する まで実行する こ と が許可 さ れま
す。 プロセスは 1 日 4 回、 6 時間ご と に実行されます。 1:00 のプロセスはこのポ リ
シーによ り 処理されますが、 それ以外のプロセスは Start Rest. によ り 処理されます。
Procs, NA.
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WAN ポリシーの構成

WAN ポ リ シーは次の 3 つのセ ク シ ョ ンから構成されます。

319 ページの 「宣言セ ク シ ョ ン」

321 ページの 「セレ ク タセ ク シ ョ ン」

321 ページの 「プロバイ ダセ ク シ ョ ン」

宣言セクション

ポ リ シーの宣言セ ク シ ョ ンには、 ローカル変数およびク ラ イ アン ト の要求を通し て入
力される変数の定義が含まれています。 これらの定義は、 セレ ク タセ ク シ ョ ンおよび
プロバイ ダセ ク シ ョ ンで使用されます。 これらの変数は、 システム定義の変数と と も
に保存されます。

変数の宣言はセ ミ コ ロ ン (;) で区切られます。 同じ型の宣言が複数あ る場合は、 組み合
わせて 1 行にする こ と も、 複数の行に分割する こ と もでき ます。 行によ って宣言が区
別される こ と はあ り ません。 宣言セ ク シ ョ ンの例を次に示し ます。

REQUIRED INT R1;
REQUIRED TIME R2;
REQUIRED BOOLEAN R3,R4;
REQUIRED NETADDRESS R5,R6;
OPTIONAL INT P1 := 10;
OPTIONAL BOOLEAN := FALSE;
LOCAL INT L1 :=10;
LOCAL INT L2;
LOCAL TIME L3;
LOCAL BOOLEAN L4 :=TRUE, L5 :=FALSE;
LOCAL NETADDRESS L6;

使用される必須宣言およびオプシ ョ ン宣言の種類は、 ト ラ フ ィ ッ ク タ イプによ り 異な
り ます。 必須変数が含まれていないポ リ シーは実行されません。 オプシ ョ ン宣言には、
何も値が渡されない場合にデフ ォル ト と し て使用される値が指定されている必要があ
り ます。 WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャによ り 、 すべての ト ラ フ ィ ッ ク タ イプで使用で
き るシステムシンボル ( 定義済み変数 ) が提供されます。

各宣言は次の 3 つの部分から構成されます。

ス コープ

タ イプ

名前と オプシ ョ ン値が対になっている リ ス ト

スコープ

有効なス コープを次の表に示し ます。

スコープ 説明

REQUIRED スコープが REQUIRED として定義された変数は複数のセクションで使用できます

が、宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

REQUIRED スコープ変数に対して値を定義することはできません。この変数の値

は GetWanPolicy 要求を通して入力される必要があります。
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タイプ

有効な タ イプを次の表に示し ます。

宣言セ ク シ ョ ンでは、 TIME タ イプおよび NETADDRESS タ イプに値を割 り 当てる こ と
はでき ません。 TIME タ イプおよび NETADDRESS タ イプが値を持っていない場合、 こ
れらのタ イプはセレ ク タセ ク シ ョ ン またはプロバイ ダセ ク シ ョ ンで値を受け取 り ます。
宣言セ ク シ ョ ンでは、 シングルタ イプのみ初期化されます。

OPTIONAL スコープがOPTIONALとして定義された変数は1つのポリシーの複数のセクション

で使用できますが、宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

OPTIONAL スコープ変数にはデフォルト値が割り当てられます。これらの値は初

期化されません。これらは、値が渡されない場合にのみ設定されます。名前とタイ
プの両方が一致するパラメータへ WAN ポリシー要求から新しい値が渡されない場

合、ポリシーの処理では宣言で定義された値が使用されます。

スコープが OPTIONAL として定義された変数には値を割り当てる必要があります。

TIMEタイプおよびNETADDRESSタイプは宣言セクションで初期化できないため、

これらの変数タイプでは OPTIONAL スコープは使用しないでください。

LOCAL スコープが LOCAL として定義された変数は複数のセクションで使用できますが、

宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

LOCAL スコープ変数は特定のポリシーに対してのみ指定されます。つまり、これ

らの変数の値は呼び出し側クライアントには返されません。 

すべてのパラメータタイプを定義できます。ただし、TIME タイプおよび

NETADDRESS タイプは宣言セクションで初期化できないため、これらのタイプに

は値を割り当てないでください。

SYSTEM スコープが SYSTEM として定義された変数は複数のセクションで使用できますが、

宣言セクションでは 1 回しか指定できません。

タイプ 説明

INT ポリシー実行を開始した GetWanPolicy 要求のトラフィックタイプを反映します。

たとえば、次のポリシーでは NDS_SYNC のトラフィックタイプが指定されます。

IF TrafficType=NDS_SYNC THEN アクション END.

BOOLEAN TRUE または FALSE のいずれかの値である場合に使用します。宣言または WAN ポ

リシー要求で値が設定されていない場合には、値は不定です。

TIME TIME スコープ変数は、セレクタセクションまたはプロバイダセクションで、ある

いは WAN ポリシー要求から値を受け取る必要があります。宣言では TIME スコー

プ変数に値を割り当てないでください。

NETADDRE
SS

NETADDRESS スコープ変数は、セレクタセクションまたはプロバイダセクション

で値を受け取る必要があります。宣言では NETADDRESS スコープ変数に値を割り

当てないでください。

スコープ 説明
320   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
名前とオプション値の対

変数名は、 英数字を組み合わせた任意の長さの文字列です。 初の 31 文字だけが使用
されるため、 変数名の 初の 31 文字は固有の文字列にする必要があ り ます。 変数名の

初の文字は英字、 または定数値と し て解釈される シンボルにする必要があ り ます。

変数名では大文字と小文字が区別されます。 た と えば、 変数 R1 と変数 r1 は異なる変
数と し て解釈されます。 変数名ではアンダース 5 コ ア文字 (_) を使用でき ます。

宣言内の値は、 変数や式ではな く 、 定数でなければな り ません。 つま り 、 「LOCAL INT 
L2:= L3;」 と い う 宣言は許可されません。 宣言セ ク シ ョ ンで変数を初期化する値は、
ポ リ シーのセレ ク タセ ク シ ョ ンおよびプロバイ ダセ ク シ ョ ンで変更でき ます。

セレクタセクション

ポ リ シーのセレ ク タセ ク シ ョ ンは、 キーワード SELECTOR で始ま り 、 キーワード END
で終 り ます。 セレ ク タセ ク シ ョ ンが評価されて、 どのロード済みポ リ シーを使用する
かが決定されます。

どのポ リ シーのウエイ ト が 大かを判断するために、現在ロード済みのすべてのポ リ シー
のセレ ク タセク シ ョ ンが実行されます。 評価後、 セレ ク タセク シ ョ ンから 0 ～ 100 の間の
ウエイ ト が返されます。 0 は、 このポ リ シーを使用しないこ と を意味し ます。 1 ～ 99 は、
さ らに大きい値が他のポ リ シーから返されない限り 、このポ リ シーを使用する こ と を意味
し ます。 100 は、 このポ リ シーを使用する こ と を意味し ます。

セレ ク タセ ク シ ョ ンの結果は、 RETURN 宣言で返されます。 RETURN 宣言がない場
合、 デフ ォル ト 値の 0 が返されます。 セレ ク タセ ク シ ョ ンの例を次に示し ます。

SELECTOR
RETURN 49;
END

複数のポ リ シーのセレ ク タセ ク シ ョ ンが評価される と、 複数のポ リ シーから同じ値が
返される こ と があ り ます。 この場合、 どのポ リ シーが選択されるかは不定です。 他の
条件がすべて同じであ る場合、 サーバポ リ シーが WAN ポ リ シーに優先し ます。

宣言を記述する方法の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用され
る構文」 を参照し て く ださい。 321 ページの 「プロバイ ダセ ク シ ョ ン」 も参照し て く だ
さい。

プロバイダセクション

プロバイ ダセ ク シ ョ ンは、 キーワード PROVIDER で始ま り 、 キーワード END で終 り
ます。 プロバイ ダセ ク シ ョ ンの主要部は宣言 リ ス ト で構成されます。

この宣言 リ ス ト の結果は、 SEND または DONT_SEND に対するポ リ シーの提案を表す
値にな り ます。

プロバイ ダセ ク シ ョ ンの結果は、 RETURN 宣言で返されます。 RETURN 宣言がない場
合、 デフ ォル ト 値の SEND が返されます。

プロバイ ダセ ク シ ョ ンの例を次に示し ます。

PROVIDER
RETURN SEND;
END

宣言を記述する方法の詳細については、 322 ページの 「ポ リ シーセ ク シ ョ ンで使用され
る構文」 を参照し て く ださい。 
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ポリシーセクションで使用される構文

WAN ポ リ シーのセレ ク タセ ク シ ョ ンおよびプロバイダセク シ ョ ンでは ( 宣言セク シ ョ ン
を除 く ) 、 次のステー ト メ ン ト と構文を使用でき ます。 ポ リ シーの宣言セ ク シ ョ ンを記
述する方法の詳細については、 319 ページの 「宣言セク シ ョ ン」 を参照し て く ださい。

コメント

コ メ ン ト を記述するには、 行の初めに /* を入力し、 終わ り に */ を入力し ます。 例 ：

/* これはコ メ ン ト です。 */

行の終 り で 「//」 に続けてコ メ ン ト を記入する こ と もでき ます。 例 ：

IF L2 > L3 THEN // これはコ メ ン ト です。 

IF-THEN ステートメント

IF-THEN ステー ト メ ン ト を使用し て、 宣言ブロ ッ ク を条件付きで実行し ます。 

例 ：

IF ブール式 THEN 宣言
END

IF ブール式 THEN 宣言
ELSE 宣言
END

IF ブール式 THEN 宣言
ELSIF ブール式 THEN 宣言
END

IF ブール式 THEN

これは IF-THEN ステー ト メ ン ト の 初の句です。 ブール式が評価され、 結果と し て
TRUE または FALSE が返されます。 TRUE の場合は、 直後の宣言が実行されます。
FALSE の場合は、 対応する後置の ELSE、 ELSIF、 または END 宣言にジャ ンプし ます。

ELSE

対応する IF-THEN 文または ELSIF 文の結果がすべて FALSE になる場合は、 ELSE で始
ま る宣言が実行されます。 例 ：

IF ブール式 THEN ステー ト メ ン ト
ELSIF ブール式 THEN ステー ト メ ン ト
ELSIF ブール式 THEN ステー ト メ ン ト
ELSE ステー ト メ ン ト
END

ELSIF ブール式 THEN

前置の IF-THEN 宣言から FALSE が返された場合、 ブール式が評価されます。 ELSIF 宣
言が評価され、 結果と し て TRUE または FALSE が返されます。 TRUE の場合は、 直後
の宣言が実行されます。 FALSE の場合は、 対応する後置の ELSE、 ELSIF、 または END
宣言にジ ャ ンプし ます。 
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例 ：

IF ブール式 THEN ステー ト メ ン ト
ELSIF ブール式 THEN ステー ト メ ン ト
ELSIF ブール式 THEN ステー ト メ ン ト
END

END

END 宣言によ って IF-THEN 構文が終了し ます。

RETURN

RETURN 宣言によ って、 セレ ク タセ ク シ ョ ンおよびプロバイ ダセ ク シ ョ ンの結果が返
されます。

セレクタ

セレ ク タセ ク シ ョ ンでは、 ポ リ シーのウエイ ト と し て使用される整数が RETURN 宣言
によ って返されます。 RETURN は 0 ～ 100 の間のポ リ シーウエイ ト を返し ます。 0 は、
このポ リ シーを使用し ないこ と を意味し ます。 1 ～ 99 は、 さ らに大きい値が他のポ リ
シーから返されない限 り 、 このポ リ シーを使用する こ と を意味し ます。 100 は、 このポ
リ シーを使用する こ と を意味し ます。 セレ ク タセ ク シ ョ ンでは RETURN 宣言がない場
合、 デフ ォル ト 値の 0 が返されます。

宣言を終了するにはセ ミ コ ロ ン (;) が必要です。 例 ：

RETURN 49;
RETURN L2;
RETURN 39+7;

プロバイダ

プロバイ ダセ ク シ ョ ンでは、 RETURN 宣言によ って SEND または DONT_SEND が返さ
れます。 RETURN 宣言がない場合、 デフ ォル ト 値の SEND が返されます。 

宣言を終了するにはセ ミ コ ロ ン (;) が必要です。 例 ：

RETURN SEND; 
RETURN DONT_SEND;
RETURN L1;

割り当て

割 り 当て宣言では、 := 文字を使用し てシンボルの値が変更されます。 定義済み変数ま
たはシステム変数を 初に指定し、 := に続いて値、 変数、 または演算式を指定し ます。
代入宣言の終 り には、 セ ミ コ ロ ン (;) が必要です。 例 ：

変数 . フ ィ ール ド := 式 ; 変数 := 式 ;

t1 と t2 はタ イプ TIME、 i1 と i2 はタ イプ INTEGER、 b1 と b2 はタ イプ BOOLEAN の有
効な割 り 当てです。

t1 := t2;
b1 := t1 < t2;
i1 := t1.mday - 15;
b2 := t2.year < 2000
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無効な割 り 当ての例を示し ます。

b1 := 10 < i2 < 12;

(10 < i2) はブール式です。 BOOLEAN を INTEGER と比較する こ と はでき ません。

b1 := (10 < i2) AND (i2 < 12); を使用し ます。 例 ：

  b2 := i1;

b2 は BOOLEAN で、i1 は INTEGER です。BOOLEAN と INTEGER は型が整合し ません。

代わ り に、 b2 := i1 > 0; を使用し ます。

厳密な タ イプのチェ ッ クが行われます。 TIME 変数に INT を割 り 当て る こ と はでき ま
せん。

算術演算子

割 り 当て宣言、 RETURN 宣言、 または IF 構文内で、 算術演算子を使用でき ます。 有効
な演算子は次の とお り です。

加算 (+)

減算 (-)

除算 (/)

乗算 (*)

モジ ュール (MOD)

算術演算子と と もに使用でき るのは INT 変数タ イプだけです。 算術式で、 TIME、
NETADDRESS、 または BOOLEAN 変数タ イプは使用し ないで く ださい。

結果が -2147483648 ～ +2147483648 の範囲外の値にな る演算、 または 0 によ る除算は行
わないで く ださい。

関係演算子

IF 構文で関係演算子を使用でき ます。 有効な演算子は次の とお り です。 

等しい (=)

等し く ない (< >)

よ り 大きい (>)

以上 (>=)

よ り 小さい (<)

以下 (<=)

関係演算子は、 TIME および INT 変数タ イプで使用でき ます。 < > および = は、 NET 
ADDRESS および BOOLEAN 変数タ イプでも使用でき ます。
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論理演算子

有効な演算子は次の とお り です。

AND

OR

NOT

よ り 小さい (<)

よ り 大きい (>)

等しい (=)

ビットワイズ演算子

INT 変数タ イプでビ ッ ト ワ イ ズ演算子を使用し て、 整数値を返すこ と ができ ます。 有
効な演算子は次の とお り です。

BITAND

BITOR

BITNOT

複合演算

複合演算を処理する と きは、 次の優先規則が適用されます。 同じ優先順位の演算子に
は、 左から右へ優先順位が付け られます。 優先順位は次の とお り です。

カ ッ コ

単項 (+/-)
BITNOT

BITAND

BITOR

乗算、 除算、 MOD

加算、 減算

関係 (>, >=, <, <=, =)
NOT

AND

OR

優先順位が明確でない場合は、 カ ッ コ を使用し ます。 た と えば、 A、 B、 および C が整
数または変数の場合、 A<B<C は許可されません。 A<B では、 整数値ではな く ブール値
が返されるので、 整数 C と比較する こ と はでき ません。 しかし、 (A<B) AND (B<C) は文
法的に正しい式です。
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PRINT

PRINT 宣言を使用し て、 サーバの WAN ト ラ フ ィ ッ ク マネージ ャ表示画面およびロ グ
フ ァ イルに、 テキス ト やシンボルの値を送る こ と ができ ます。

PRINT ステー ト メ ン ト には、 リ テ ラル文字列、 シンボル名やシンボル メ ンバー、 整数
値、 またはブール値などの引数を コ ンマで区切って、 い く つでも指定でき ます。

リ テ ラル文字列は二重引用符 (“ ”) で囲む必要があ り ます。 PRINT 宣言の終わ り には、
セ ミ コ ロ ン (;) が必要です。 例 ：

PRINT "INT=",10,"BOOL=",TRUE,"SYM=",R1;

TIME および NETADDRESS 変数では、 フ ォーマ ッ ト 化された PRINT 宣言が使用され
ます。 TIME シンボルは次のよ う に出力されます。

m:d:y h:m

NETADDRESS 変数は次のよ う に出力されます。

タ イプ 長さ データ

タ イプは IP または IPX のいずれかで、 長さ  はバイ ト 数、 データは 16 進のア ド レ ス文
字列です。
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12 LDAP Services for Novell eDirectory について

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) は、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでデ ィ
レ ク ト リ 情報にア ク セスするためのイ ン ターネ ッ ト 通信プロ ト コルです。 LDAP は、
X.500 DAP (Directory Access Protocol) に基づいていますが、 従来の ク ラ イ アン ト ほど複
雑ではな く 、 X.500 標準に基づ く その他のデ ィ レ ク ト リ サービ ス と同時に使用する こ と
ができ ます。

一般に、 LDAP は も単純なデ ィ レ ク ト リ ア ク セスプロ ト コル と し て使用されます。

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) Services for Novell® eDirectoryTM サーバアプ
リ ケーシ ョ ンを使用する と、 eDirectory 内に格納されている情報に LDAP ク ラ イ アン ト
から ア ク セスでき ます。

LDAP サービスには、 LDAP を通じて利用でき る次のよ う な eDirectory 機能が含まれます。

プロ ビジ ョ ニング

アカ ウ ン ト 管理

認証

許可

識別情報管理

通知

レポーテ ィ ング

認定

セグ メ ンテーシ ョ ン

ク ラ イ アン ト ご と に異なるデ ィ レ ク ト リ ア ク セス レベルを設定し て、 デ ィ レ ク ト リ に
ア ク セスするための安全な接続を確立でき ます。 このセキ ュ リ テ ィ メ カニズムを利用
する と、 一般に公開するデ ィ レ ク ト リ 情報、 組織内で利用する情報、 および特定のグ
ループまたは個人だけが利用でき る情報を区別し て管理でき ます。

各 LDAP ク ラ イ アン ト で利用でき るデ ィ レ ク ト リ 機能は、 LDAP ク ラ イ アン ト および
LDAP サーバに組み込まれた機能によ り 異な り ます。 た と えば、 LDAP Services for 
eDirectory を利用する と、 LDAP ク ラ イ アン ト は eDirectory データベース内のデータ を
読み書きでき ます。 ただし、 これには LDAP ク ラ イ アン ト に必要な許可が与え られて
いる必要があ り ます。 ク ラ イ アン ト は、 デ ィ レ ク ト リ データの読み書きが許可される
場合と、 読み込みしか許可されない場合があ り ます。

一般的な ク ラ イ アン ト 機能を利用する と、 ク ラ イ アン ト から次のよ う な処理を実行で
き ます。 

電子 メ ールア ド レ スや電話番号など、 特定の個人についての情報を検索する。

特定の姓または特定の文字で始ま る姓を持つすべての個人の情報を検索する。

任意の eDirectory オブジェ ク ト またはエン ト リ についての情報を検索する。
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氏名、 電子 メ ールア ド レ ス、 勤務先電話番号、 および自宅電話番号を取得する。

会社名および市町村名を取得する。

以降のセ ク シ ョ ンで、 LDAP Services for eDirectory について説明し ます。

328 ページの 「LDAP サービ スの主な用語」

331 ページの 「LDAP と eDirectory の連携について」

340 ページの 「Linux、Solaris、AIX、 または HP-UNIX 環境での LDAP ツールの使用」

350 ページの 「拡張可能一致検索フ ィ ルタ」

LDAP サービ スの詳細については、 『Novell LDAP Developer Documentation (Novell LDAP
開発マニュ アル )』 (http://developer.novell.com/ndk/doc_novell_edirectory.htm) を参照し て
く ださい。

LDAP の詳細については、 次の Web サイ ト を参照し て く ださい。

ミ シガン大学 (http://www.umich.edu/~dirsvcs/ldap/ldap.html)
LDAP Roadmap & FAQ (http://www.kingsmountain.com/ldapRoadmap.shtml)

LDAPzone.com (http://www.ldapzone.com)

LDAP サービスの主な用語

クライアントとサーバ

LDAP ク ラ イ アン ト － Nets cape* Communicator*、 Internet Explorer、 Novell イ ンポー ト /
エク スポー ト 変換ユーテ ィ リ テ ィ などのよ う な 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンです。

LDAP サーバ － nldap.nlm (NetWare® の場合 ) 、 nldap.dlm (Windows 2000/NT の場合 ) 、
libnldap.so (Linux, Solaris および AIX システムの場合 ) 、 または libnldap.sl (HP-UX シス
テムの場合 ) が稼動するサーバ。

オブジェクト

LDAP グループオブジェ ク ト  － LDAP サーバで Novell LDAP プロパテ ィ の設定と管理
を行います。

このオブジェ ク ト は eDirectory のイ ンス ト ール時に作成されます。 LDAP グループオブ
ジェ ク ト には、 複数の LDAP サーバ間で共有でき る便利な設定情報が含まれています。

LDAP サーバオブジェ ク ト  － LDAP ク ラ イ アン ト によ る情報へのア ク セスおよび使用
方法の設定と管理を Novell LDAP サーバで行います。

このオブジェ ク ト は eDirectory のイ ン ス ト ール時に作成されます。 LDAP サーバオブ
ジェ ク ト と は、 サーバ固有の設定データの こ と です。

次の図は、 Novell iManager の LDAP サーバオブジェ ク ト を表し た ものです。
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参照

参照 － LDAP サーバが LDAP ク ラ イ アン ト に送信する メ ッ セージです。 このサーバか
らは結果がすべて提供されず、 他の LDAP サーバにまだデータがあ る可能性を ク ラ イ
アン ト に通知し ます。 

参照には、 操作を続行するのに必要な情報がすべて含まれます。

シナ リ オ ： LDAP ク ラ イ アン ト が LDAP サーバに要求を送信し ますが、 サーバは操作
のターゲ ッ ト エン ト リ を ローカルで見つける こ と ができ ません。 その場合、 LDAP
サーバはパーテ ィ シ ョ ンおよび他のサーバに関し て所有する知識参照を使用し て、 そ
のエン ト リ について よ り 多 く の知識を持つ別のサーバを特定し ます。 LDAP サーバは
参照情報を ク ラ イ アン ト に送信し ます。

ク ラ イ アン ト は識別されたサーバに対する新しい LDAP 接続を確立し、 操作を再試行
し ます。

参照には次の利点があ り ます。

LDAP ク ラ イ アン ト が操作を制御し続けます。

常に状況を把握する こ と によ り 、 ク ラ イ アン ト はよ り 的確な判断ができ、 ユーザに
フ ィ ード バッ ク を返すこ と ができ ます。 また、 参照を検索し ない選択を し た り 、 検
索の前にユーザに確認 メ ッ セージを表示する こ と もでき ます。

多 く の場合、 参照の方がチェーン よ り も リ ソース を効果的に使用でき ます。 

チェーンでは、 エン ト リ の多い検索操作が要求される と、 ネ ッ ト ワーク全体に 2 度
送信される場合があ り ます。 1 度目はデータのあ るサーバからチェーンを実行する
サーバへの送信です。 2 度目はチェーンを実行するサーバから ク ラ イ アン ト への送
信です。

参照では、 ク ラ イ アン ト はデータのあ るサーバから、 1 回の送信で直接データ を受
け取る こ と ができ ます。

エン ト リ の格納場所がわかっていれば、 ク ラ イ アン ト は直接データのあ るサーバに
ア ク セスする こ と ができ ます。 

チェーンでは、 ク ラ イ アン ト は詳細を見る こ と ができ ません。 エン ト リ の格納場所
がわから ない場合、 ク ラ イ アン ト が直接データのあ るサーバにア ク セスする こ と は
あ り ません。

参照には次の欠点があ り ます。

ク ラ イ アン ト が参照と その検索方法を認識でき る能力が必要です。

LDAPv2 ク ラ イ アン ト では参照結果が認識されないか、 認識に古い非標準の方法が
使用されます。

すべての eDirectory パーテ ィ シ ョ ンに LDAP サーバのサービ スが適用されていな く
てはな り ません。 

適用されていない場合、 参照結果をパーテ ィ シ ョ ンのデータに送信でき ません。
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上方参照 － 通信中のサーバのデータ よ り も ツ リ ーの高い位置にあ るデータ を持つサー
バを参照する こ と です。 379 ページの 「上方参照を設定する」 を参照し て く ださい。

上方参照では、 マルチベンダツ リ ーで、 上方または隣接した非 eDirectory パーテ ィ シ ョ
ンにあるオブジェ ク ト に関する要求が処理されます。

eDirectory サーバがこのタ イプのツ リ ーに含まれる よ う にするには、 eDirectory は非信
頼と マーク されたパーテ ィ シ ョ ン内で、 階層データ を上方に保持する よ う にし ます。
非信頼領域のオブジェ ク ト は、 正しい DN 階層を構築するのに必要なエン ト リ のみか
ら構成されます。 これらのエン ト リ は、 X.500 の 「Glue」 エン ト リ に類似し ています。

eDirectory では、 知識情報を LDAP 参照データの形式で非信頼領域に配置でき ます。 こ
の情報は、 LDAP ク ラ イ アン ト に参照を返すのに使用し ます。

LDAP 操作を eDirectory ツ リ ーの信頼されていない領域で実行する と、 LDAP サーバは
正しい参照データ を検索し、 ク ラ イ アン ト に参照を返し ます。

チェーン － サーバベースのネームレ ゾ リ ューシ ョ ンプロ ト コル。

LDAP ク ラ イ アン ト は LDAP サーバに要求を送信し ますが、 LDAP サーバは操作のター
ゲ ッ ト エン ト リ を ローカルで見つける こ と ができ ません。 LDAP サーバ ( サーバ A) は
eDirectory ツ リ ーのパーテ ィ シ ョ ンおよび他のサーバに関し て所有する知識参照を使用
し て、 DN について よ り 多 く の知識を持つ、 別の LDAP サーバ ( サーバ B) を特定し ま
す。 LDAP サーバ A は、 特定された LDAP サーバ B と通信し ます。

必要に応じ、 サーバ A がエン ト リ のレプ リ カを持つサーバに接続する までこの処理が
続け られます。 その後、 eDirectory は詳細をすべて処理し、 操作を完了し ます。 サーバ
間の処理はク ラ イ アン ト には表示されないため、 ク ラ イ アン ト は 初のサーバ A が要
求を処理し た もの と判断し ます。

LDAP サーバにチェーンを使用し た場合、 次の利点があ り ます。

ネーム レ ゾ リ ューシ ョ ンの詳細をすべて ク ラ イ アン ト から見えな く し ます。

自動で再認証を行います。

ク ラ イ アン ト のプロ キシの役割を果た し ます。

eDirectory ツ リ ーに LDAP サービ ス をサポー ト し ないサーバがあって も、シーム レ ス
に実行されます。

一方、 チェーンには次の欠点があ り ます。

チェーンを使用し て名前解決中には、 サーバからのフ ィ ード バッ クがな く ク ラ イ ア
ン ト が待機する必要があ る場合があ り ます。

LDAP サーバが、 WAN リ ン ク経由で多 く のエン ト リ を送信する よ う 要求された場
合、 処理に長時間かかる こ と があ り ます。

ほぼ同じ処理能力を持つサーバがい く つかあ る場合、 別々のサーバが 2 つの要求を
同じエン ト リ 上で処理し て し ま う こ と があ り ます。

eDirectory は、 サーバを接続コ ス ト 順にソー ト し よ う と し ます。 負荷分散のため、
eDirectory は一番コ ス ト の低いサーバの中から ラ ンダムに選択を行います。
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LDAP と eDirectory の連携について

このセ ク シ ョ ンでは次について説明し ます。

331 ページの 「LDAP から eDirectory に接続する」

334 ページの 「ク ラ ス と属性のマ ッ ピング」

337 ページの 「非標準スキーマ出力を有効にする」

338 ページの 「構文の相違」

339 ページの 「サポー ト される Novell LDAP コ ン ト ロールおよび拡張」

LDAP から eDirectory に接続する

すべての LDAP ク ラ イ アン ト が、 次のいずれかのユーザタ イプで Novell eDirectory にバ
イ ン ド ( 接続 ) されます。

［Public］ ユーザ ( 匿名バイ ン ド ) 

プロ キシユーザ ( プロ キシユーザ匿名バイ ン ド )

NDS または eDirectory ユーザ (NDS ユーザバイ ン ド )

ユーザの認証に使用されるバイ ン ド タ イプによ り 、 LDAP ク ラ イ アン ト がア ク セスで
き る内容が決定されます。 LDAP ク ラ イ アン ト は、 作成し た要求をデ ィ レ ク ト リ に送
信する こ と によ り 、 デ ィ レ ク ト リ にア ク セス し ます。 LDAP ク ラ イ アン ト が LDAP 
Services for eDirectory を通じ て要求を送信し た場合、 eDirectory は、 その中から LDAP
ク ラ イ アン ト が適切なア ク セス権を持つ属性の要求だけを処理し ます。 

た と えば LDAP ク ラ イ アン ト が、 読み込み権が必要なあ る属性値を要求し た ものの、
その属性についてユーザに許可されているのが比較権だけであ る場合、 この要求は拒
否されます。

標準ロ グ イ ン制限と パス ワード制限は引き続き適用されます。 ただし、 制限はすべて
LDAP の実行場所 と関係し ます。 時刻およびア ド レ ス制限も適用されますが、 ア ド レ
ス制限は eDirectory ロ グ イ ンが実行された場所 ( この場合は LDAP サーバ ) を基準に決
定されます。 

［Public］ユーザとして接続する

匿名バイ ン ド は、 ユーザ名またはパス ワード を使用し ない接続です。 サービ スでプロ
キシユーザの使用が設定されていない場合、 名前と パス ワード が定義されていない
LDAP ク ラ イ アン ト で LDAP Services for eDirectory にバイ ン ドする と、 ユーザは
eDirectory に [Public] ユーザ と し て認証されます。

[Public] ユーザ と は、 非認証の eDirectory ユーザのこ と です。 デフ ォル ト では、 [Public]
ユーザには eDirectory ツ リ ー内のオブジェ ク ト のブラ ウズ権が割 り 当て られます。
[Public] ユーザ用のデフ ォル ト ブラ ウズ権では、 eDirectory オブジェ ク ト を参照する こ
と はでき ますが、 ほ と んどのオブジェ ク ト 属性にア ク セスする こ と はでき ません。

多 く の場合、 LDAP ク ラ イ アン ト は、 デフ ォル ト の ［Public］ 権だけでは不十分です。
［Public］ の権利は変更でき ますが、 変更し た権利はすべてのユーザに対し て許可され
る こ と にな り ます。 この問題を解決するために、 プロ キシユーザ匿名バイ ン ド を使用
する こ と をお勧めし ます。 詳細については、 332 ページの 「プロ キシユーザ と し て接続
する」 を参照し て く ださい。 

［Public］ ユーザによ るオブジェ ク ト 属性へのア ク セス を許可するには、 [Public] ユーザ
を該当する (1 つまたは複数の ) コ ンテナの ト ラ ステ ィ に設定し、 適切なオブジェ ク ト
権および属性権を割 り 当てる必要があ り ます。
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プロキシユーザとして接続する

プロ キシユーザ匿名バイ ン ド は、 eDirectory ユーザ名に リ ン ク された匿名接続です。 プ
ロ ト コルでプロ キシユーザの使用が設定されている場合、 LDAP ク ラ イ アン ト が LDAP 
for eDirectory に匿名でバイ ン ドする と、 ユーザは eDirectory によ り プロ キシユーザ と し
て認証されます。 LDAP Services for eDirectory と eDirectory の両方でユーザ名が設定さ
れます。 

通常、 匿名バイ ン ド には LDAP のポー ト 389 が使用されます。 ただし、 ポー ト はイ ン
ス ト ール時に手動で変更する こ と ができ ます。

次に、 プロ キシユーザ匿名バイ ン ド の概念について説明し ます。

匿名バイ ン ド を経由する LDAP ク ラ イ アン ト ア ク セスは、 すべてプロ キシユーザオ
ブジェ ク ト を通し て割 り 当て られます。

匿名バイ ン ド では LDAP ク ラ イ アン ト からパス ワード が提供されないので、 プロ キ
シユーザに null パス ワード を適用し、 パス ワード変更間隔などのパス ワード制限
を設定し ないよ う にし ます。 パス ワード を強制的に有効期限切れにし た り 、 プロ キ
シユーザにパス ワード の変更を許可し た り し ないで く ださい。

プロ キシユーザオブジェ ク ト のア ド レ ス制限を設定する と、 ユーザがロ グ イ ンでき
る ロ ケーシ ョ ンを制限でき ます。

eDirectory 内にプロ キシユーザオブジェ ク ト を作成し、公開する eDirectory オブジェ
ク ト に対する権利を割 り 当て る必要があ り ます。 デフ ォル ト のユーザ権では、 特定
のオブジェ ク ト と属性だけに対する読み込みア ク セス権が許可されます。 ア ク セス
する必要があ る各サブツ リ ー内のすべてのオブジェ ク ト と属性に対するプロ キシ
ユーザ読み込み権および検索権を割 り 当てます。

LDAP Services for eDirectory を設定する LDAP グループオブジェ ク ト の ［全般］ ペー
ジで、 プロ キシオブジェ ク ト を有効化する必要があ り ます。 このため、 1 つの
LDAP グループ内のすべてのサーバに対し、 プロ キシユーザオブジェ ク ト は 1 つし
か作成でき ません。 詳細については、 358 ページの 「LDAP オブジェ ク ト を環境設
定する」 を参照し て く ださい。

プロ キシユーザオブジェ ク ト に対し、すべてのプロパテ ィ ( デフ ォル ト ) か、選択し
たプロパテ ィ の権利を許可でき ます。

プロ キシユーザに対し て選択し たプロパテ ィ の権利だけを許可するには、 次を実行し
ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン  を ク リ ッ ク し ます。

2 ［権利］ > ［ ト ラ ステ ィ の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 プロ キシユーザが権利を持つ 上部のコ ンテナの名前と コ ンテキス ト を指定する

か、  を ク リ ッ ク し、 問題のコ ンテナを参照し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ ト ラ ステ ィ の変更］ 画面で ［ ト ラ ステ ィ の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5 プロ キシユーザのオブジェ ク ト を参照し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 追加し たプロ キシユーザの左側にあ る ［割 り 当て られた権利］ を ク リ ッ ク し ます。 

7 ［すべての属性権］ および ［エン ト リ 権］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし、 ［プロパ
テ ィ の削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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8 ［プロパテ ィ の追加］ を ク リ ッ ク し、 ［スキーマ内のすべてのプロパテ ィ を表示する］
チェ ッ クボッ ク スをオンにし ます。

9 メ ールボ ッ ク ス ( リ ス ト の小文字のセ ク シ ョ ン ) や役職など、プロ キシユーザが継承
可能な権利を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

その他の継承可能な権利を追加する場合は、 手順 9 ～ 10 を繰 り 返し ます。

10 ［完了］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

プロ キシユーザ匿名バイ ン ド を実装するには、 eDirectory 内にプロ キシユーザオブジェ
ク ト を作成し、 そのユーザに適切な権利を割 り 当て る必要があ り ます。 ア ク セスする必
要があ る各サブツ リ ー内のすべてのオブジ ェ ク ト と 属性に対するプ ロ キシユーザ読み
込み権および検索権を割 り 当てます。同じプロ キシユーザ名を指定し て、 LDAP Services
for eDirectory 内でプロ キシオブジェ ク ト を有効化する必要があ り ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 設定する LDAP グループオブジェ ク ト の名前を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プロ キシユーザ］ フ ィ ール ド に eDirectory ユーザオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス
ト を指定し ます。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Linux および UNIX の ldapconfig を使用する

た と えば、 LDAP Search Referral Usage で LDAP サーバによ る LDAP 参照の処理方法を
指定し ます。 

1 システムプロ ンプ ト で、 次のコマン ド を入力し ます。

ldapconfig -s “LDAP:otherReferralUsage=1”

2 ユーザ FDN ( 完全識別 eDirectory ユーザ名 ) と パス ワード を入力し ます。

NDS または eDirectory ユーザとして接続する

eDirectory ユーザバイ ン ド は、 LDAP ク ラ イ アン ト が完全な eDirectory ユーザ名と パス
ワード を使用し て確立する接続です。 eDirectory ユーザバイ ン ド は eDirectory によ り 認
証されます。 LDAP ク ラ イ アン ト は、 その eDirectory ユーザにア ク セスが許可されてい
るすべての情報にア ク セスでき ます。 

次に、 eDirectory ユーザバイ ン ド に関する重要な概念について説明し ます。 

eDirectory ユーザバイ ン ド は、LDAP ク ラ イ アン ト に入力されたユーザ名と パス ワー
ド を使用し て eDirectory によ り 認証されます。 

LDAP ク ラ イ アン ト ア ク セスに使用する eDirectory ユーザ名と パス ワード は、
NetWare ク ラ イ アン ト が eDirectory にア ク セスする場合も使用でき ます。 

非 TLS 接続では、 eDirectory パス ワード は LDAP ク ラ イ アン ト と LDAP Services for 
eDirectory の間の経路を ク リ アテキス ト データ と し て転送されます。

ク リ アテキス ト パス ワード が無効に設定されている場合は、非 TLS 接続上で転送さ
れたユーザ名またはパス ワード を含む eDirectory バイ ン ド要求は、 すべて拒否され
ます。 

eDirectory ユーザパス ワード の有効期限が切れた場合、そのユーザの eDirectory バイ
ン ド要求は拒否されます。
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LDAP クライアントに eDirectory 権を割り当てる

1 LDAP ク ラ イ アン ト がeDirectoryにア ク セスする と きに使用するユーザ名のタ イプを
決定し ます。

［Public］ ユーザ ( 匿名バイ ン ド )

プロ キシユーザ ( プロ キシユーザ匿名バイ ン ド )

NDS ユーザ (NDS ユーザバイ ン ド )

詳細については、 331 ページの 「LDAP から eDirectory に接続する」 を参照し て く
ださい。

2 ユーザが1つのプロ キシユーザまたは複数の eDirectoryユーザ名で LDAP にア ク セス
する場合、 iManager を使用し て、 eDirectory 内または LDAP で これらのユーザ名を
作成し ます。

3 LDAP ク ラ イ アン ト が使用するユーザ名に、 適切な eDirectory 権を割 り 当てます。

ほ と んどのユーザに割 り 当て られるデフ ォル ト の権利では、 ユーザ自身が持つオブ
ジェ ク ト 以外にはア ク セスでき ません。 別のオブジェ ク ト やその属性にア ク セスする
には、 eDirectory で割 り 当て られた権利を変更する必要があ り ます。

LDAP ク ラ イ アン ト から eDirectory オブジェ ク ト および属性へのア ク セスが要求される
と、 eDirectory は、 LDAP ク ラ イ アン ト の eDirectory 識別情報に基づいて要求を受諾ま
たは拒否し ます。 識別情報はバイ ン ド時に設定されます。 

クラスと属性のマッピング

ク ラ ス とは、 ディ レ ク ト リ 内のオブジェ ク ト のタ イプ ( ユーザ、 サーバ、 グループなど )
です。 属性と は、 特定のオブジェ ク ト についての追加情報を定義するディ レ ク ト リ 要素
です。 た と えば、 ユーザオブジェ ク ト 属性にはユーザの姓、 電話番号などがあ り ます。 

スキーマ と は、 デ ィ レ ク ト リ で使用でき る ク ラ ス と属性、 およびデ ィ レ ク ト リ 構造
( ク ラ ス間の相互関係 ) を定義する一連の規則です。 LDAP デ ィ レ ク ト リ と eDirectory
デ ィ レ ク ト リ のスキーマが異なる場合は、 LDAP ク ラ ス と属性を、 適切な eDirectory オ
ブジェ ク ト と属性へマ ッ ピング し なければな ら ない場合があ り ます。 これらのマ ッ ピ
ングで、 LDAP スキーマから eDirectory スキーマへの名前の変換を定義し ます。 

LDAP Services for eDirectory にはデフ ォル ト マ ッ ピングがあ り ます。 LDAP ク ラ スおよ
び属性と、 eDirectory オブジェ ク ト タ イプおよびプロパテ ィ と の対応関係は多 く の場合
論理的で、 直観的に理解でき ます。 ただし、 実装時の条件によ っては、 ク ラ ス と属性
のマ ッ ピングを再設定する必要が生じ る こ と も あ り ます。

ほ と んどの場合、 LDAP ク ラ ス と eDirectory オブジェ ク ト タ イプ と の間のマ ッ ピング
は、 一対一の対応関係です。 ただし、 LDAP スキーマでは、 同じ属性を意味する CN お
よび共通名のよ う な別名もサポー ト されています。
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LDAP グループ属性をマッピングする

デフ ォル ト の LDAP Services for eDirectory 環境設定には、定義済みのク ラ ス と属性のマ ッ
ピングが保存されています。 これは、 LDAP 属性のサブセ ッ ト から eDirectory 属性のサ
ブセ ッ ト へのマ ッ ピ ン グです。 デフ ォル ト 環境設定でマ ッ ピ ン グ さ れていない属性に
は、 自動生成されたマ ッ ピングが割 り 当て られます。 スキーマ名がスペース またはコ ロ
ンを含まない有効な LDAP 名であ る場合は、 マ ッ ピングは必要あ り ません。 ク ラ スおよ
び属性のマ ッ ピングを調べて、 必要に応じ て再設定し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP グループの表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 LDAP グループオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し、 ［属性マ ッ プ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 必要に応じ て属性を追加、 削除、 または変更し ます。

LDAP 属性の種類によ っては別名 (CN および共通名など ) が存在する場合があ るた
め、 複数の LDAP 属性を対応する 1 つの eDirectory 属性名にマ ッ ピングする必要が
生じ る こ と があ り ます。 LDAP Services for eDirectory が LDAP 属性情報を返す場合、
リ ス ト 内で検出された 初の一致する属性の値が返されます。

複数の LDAP 属性を 1 つの eDirectory 属性にマ ッ ピングする場合は、 属性の順序に
意味があ り ます。 リ ス ト 内の順序を変更する こ と によ り 、 属性の優先度を変更でき
ます。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

LDAP グループクラスをマッピングする

LDAP ク ラ イ アン ト が LDAP サーバに LDAP ク ラ ス情報を要求する と、 サーバは対応
する eDirectory ク ラ ス情報を返し ます。 デフ ォル ト の LDAP Services for eDirectory 環境
設定には、 定義済みの ク ラ ス と属性のマ ッ ピングが保存されています。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 LDAP グループオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し、 ［ク ラ スマ ッ プ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 必要に応じ て ク ラ ス を追加、 削除、 または変更し ます。

デフ ォル ト の LDAP Services for eDirectory 環境設定には、 定義済みのク ラ ス と属性
のマ ッ ピングが保存されています。 これは、 LDAP ク ラ ス と属性のサブセ ッ ト から
eDirectory ク ラ ス と属性のサブセ ッ ト へのマ ッ ピングです。 デフ ォル ト 環境設定で
マ ッ ピング されていない属性またはク ラ スには、 自動生成されたマ ッ ピングが割 り
当て られます。 

スキーマ名がスペース またはコ ロ ンを含まない有効な LDAP 名であ る場合は、 マ ッ
ピングは必要あ り ません。 ク ラ スおよび属性のマ ッ ピングを調べて、 必要に応じ て
再設定し ます。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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LDAP クラスと属性をマッピングする

LDAP デ ィ レ ク ト リ と eDirectory デ ィ レ ク ト リ のスキーマは異なる ため、 LDAP ク ラ ス
と属性を、 適切な eDirectory オブジェ ク ト と属性へマ ッ ピングする必要があ り ます。 こ
れらのマ ッ ピングで、 LDAP スキーマから eDirectory スキーマへの名前の変換を定義し
ます。

有効な LDAP スキーマ名であれば、 スキーマエン ト リ に対する LDAP スキーママ ッ ピ
ングは必要あ り ません。 LDAP では、 スキーマ名で使用でき る文字は英数字と ハイ フ
ン記号 (-) だけです。 LDAP スキーマ名ではスペースは使用でき ません。

スキーマを LDAP の外部に拡張する場合、 .sch フ ァ イルなど LDAP の外部にスキーマ
を拡張し た後でオブジェ ク ト ID によ る検索を確実に実行するには、 LDAP サーバ環境
設定を リ フ レ ッ シ ュする必要があ り ます。 

多対一マッピング

eDirectory から LDAP をサポー ト するために、 LDAP Services は、 ( デ ィ レ ク ト リ サービ
ス レベルではな く ) プロ ト コルレベルのマ ッ ピングを使用し て、 LDAP と eDirectory の
間で属性と ク ラ ス を変換し ます。 し たがって、 2 つの LDAP ク ラ ス または属性を同じ
eDirectory ク ラ ス または属性にマ ッ ピングでき ます。

た と えば、 LDAP を使用し て Cn を作成し、 CommonName=Value を検索する と、 Cn と
属性値が同じ可能性のあ る commonName が返されます。

すべての属性を要求する と、 その ク ラ スのマ ッ ピング リ ス ト の 初にあ る属性が返さ
れます。 名前で属性を要求する と、 正しい名前が返されます。

多対一クラスマッピング

多対一属性マッピング

LDAP クラス名 eDirectory クラス名

alias
aliasObject

Alias

groupOfNames
groupOfUniqueNames
group

Group

mailGroup
rfc822mailgroup

NSCP:mailGroup1

LDAP 属性名 eDirectory 属性名

c
countryName

C

cn
commonName

CN

uid
userId

uniqueID

description
multiLineDescription

説明
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注 : ;binary の付いた属性はセキュリティに関連しています。アプリケーションに必要な名前が ;binary を付
けて取得される場合は、マッピングテーブルから属性を適用します。名前を ;binary を付けずに取得する場
合は、マッピングの順序を変更できます。

非標準スキーマ出力を有効にする

eDirectory には、 互換モード スイ ッ チがあり ます。 こ の機能によ り 、 非標準スキーマ出力が
使用でき る ため、現行の ADSI ク ラ イ アント およ び従来の Netscape* ク ラ イ アント でスキー
マを読み込むこ と ができ ます。 こ のスイ ッ チは、 LDAP サーバオブジェ ク ト 内の属性を設
定する こ と によ り 実装さ れます。 属性名は nonStdClientSchemaCompatMode です。 通常の場
合、 LDAP サーバオブジェ ク ト はサーバオブジェ ク ト と 同じ コ ンテナ内にあり ます。 

非標準出力は、 LDAP 用の現行 IETF 規格には適合し ませんが、 現行バージ ョ ンの ADSI
ク ラ イ アン ト および従来の Netscape ク ラ イ アン ト では正常に処理でき ます。

非標準出力の出力形式は次の とお り です。

SYNTAX OID は一重引用符で囲まれます。

上限は出力されません。

X- オプシ ョ ンは出力されません。

l
localityname

L

member
uniqueMember

Member

o
organizationname

O

ou
organizationalUnitName

OU

sn
surname

Surname

st
stateOrProvinceName

S

certificateRevocationList;binary
certificateRevocationList

certificateRevocationList

authorityRevocationList;binary
authorityRevocationList

authorityRevocationList

deltaRevocationList;binary
deltaRevocationList

deltaRevocationList

cACertificate;binary
cACertificate

cACertificate

crossCertificatePair;binary
crossCertificatePair

crossCertificatePair

userCertificate;binary
userCertificate

userCertificate

LDAP 属性名 eDirectory 属性名
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複数の名前が存在する場合は、 初に検出された名前だけが出力されます。

OID が定義されていない属性やク ラ スは、 それぞれ小文字で 「attributename-oid」、
「classname-oid」 と出力されます。

名前にハイ フンが含まれていて OID が定義されていない属性またはク ラ スは出力さ
れません。

OID またはオブジェ ク ト 識別子は、 自身の属性または objectclass を LDAP サーバに追
加するのに必要なオ ク テ ッ ト 数値の文字列です。

非標準スキーマ出力を有効化するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 ［LDAP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 LDAP サーバオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し ます。

4 ［検索］ を ク リ ッ ク し、［古い ADSI および Netscape スキーマ出力を有効にする］ を ク
リ ッ ク し ます。

非標準の出力は、 現在 IETF が LDAP について定義し ている 規格に準拠し ていません
が、 現在の ADSI ク ラ イ アント およ び以前の Netscape ク ラ イ アント では動作し ます。

5 ［適用］、 ［情報］ の順にク リ ッ ク し、 ［ リ フ レ ッ シ ュ］ を ク リ ッ ク し ます。

構文の相違

LDAP と eDirectory では使用される構文が異な り ます。 次のよ う な重要な相違点があ り
ます。

338 ページの 「コ ンマ」

338 ページの 「タ イプ付きの名前」

339 ページの 「エスケープ文字」

339 ページの 「複数のネー ミ ング属性」

コンマ

LDAP では、 区切 り 記号と し てピ リ オ ド ではな く コ ンマを使用し ます。 た と えば、
eDirectory の識別名 ( 完全名 ) は次のよ う に記述し ます。

CN=JANEB.OU=MKTG.O=EMA

LDAP 構文を使用する と、 同じ識別名は次のよ う にな り ます。

CN=JANEB,OU=MKTG,O=EMA

また、 次は別の LDAP 識別名の例です。

CN=Bill Williams,OU=PR,O=Bella Notte Corp
CN=Susan Jones,OU=Humanities,O=University College London,C=GB

タイプ付きの名前

eDirectory では、 タ イプな しの名前 (.JOHN.MARKETING.ABCCORP) と タ イプ付きの名
前 (CN=JOHN.OU=MARKETING.O=ABCCORP) の両方を使用し ます。 LDAP では、 区
切 り 記号と し て コ ンマを使用し た タ イプ付きの名前
(CN=JOHN,OU=MARKETING,O=ABCCORP) だけを使用し ます。
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エスケープ文字

LDAP 識別名では、 エスケープ文字と し て円記号 (\) を使用し ます。 1 つの円記号と プ
ラ ス記号 (+) またはコ ンマ (,) を指定する と、 識別名を拡張でき ます。

例 ：

CN=Pralines\+Cream,OU=Flavors,O=MFG (CN is Pralines+Cream)

CN=D. Cardinal,O=Lionel\,Turner and Kaye,C=US (O は Lionel、 Turner、 および Kaye)

詳細については、 Internet Engineering Task Force の RFC 232 (http://www.ietf.org/rfc/
rfc2253.txt?number=2253) を参照し て く ださい。

複数のネーミング属性

オブジェ ク ト は、 スキーマ内の複数のネー ミ ング属性を使用し て定義でき ます。 LDAP
と eDirectory のユーザオブジェ ク ト には、 いずれも CN と UID の 2 つのネー ミ ング属
性があ り ます。 識別名の中のネー ミ ング属性は、 プラ ス記号 (+) で区切 り ます。 属性に
明示的な ラベルが付いていない場合は、 スキーマによ り それぞれの文字列に対応する
属性が決定されます (eDirectory と LDAP の両方で、 初の文字列は CN、 次の文字列
は UID にな り ます ) 。 識別名の中の各部分に手動でラベルを付ける と、 ネー ミ ング属
性の順序を変更でき ます。

2 つの相対識別名の例を次に示し ます。

Smith (CN は Smith CN=Smith)

Smith+Lisa (CN は Smith、 OU は Lisa CN=Smith UID=Lisa)

2 つの相対識別名 (Smith と Smith+Lisa) は、 2 つの異なる相対識別名によ って参照され
るため、 同じ コ ンテキス ト 内に共存する こ と ができ ます。

サポートされる Novell LDAP コントロールおよび拡張

LDAP ク ラ イ アン ト と LDAP サーバは、 LDAP 3 プロ ト コルを使用する こ と によ り 、 コ
ン ト ロール と拡張を適用し て LDAP 操作を拡張でき ます。 コ ン ト ロール と拡張を使用す
る こ と によ って、 要求や応答の一部と し て追加情報を指定でき ます。 拡張された各操作
は、 自身の属性または objectclass を LDAP サーバに追加するのに必要な、 オ ク テ ッ ト 数
値の文字列であ るオブジェ ク ト 識別子 (OID) によ り 識別されます。 LADP ク ラ イ アン ト
は、実行し たい拡張操作の OID およびその拡張操作に固有なデータ を指定し た拡張操作
要求を送信でき ます。 LDAP サーバはこの要求を受信する と、 拡張操作を実行し、 OID
と追加データが設定された応答を ク ラ イ アン ト に送信し ます。

た と えば、 ク ラ イ アン ト がサーバに検索要求を送信する と き、 ソー ト を指定する コ ン ト
ロールを この要求に入れる こ と ができ ます。 サーバはこの検索要求を受け取る と、 検索
結果を ソー ト し てから、 その結果を ク ラ イ アン ト に戻し ます。 コ ン ト ロールはサーバか
ら ク ラ イ アン ト に送る こ と もでき ます。 た と えば、 サーバは、 ク ラ イ アン ト にパス ワー
ド期限切れを通知する認証要求のコ ン ト ロールを送る こ と ができ ます。

デフ ォル ト では、 起動直後の eDirectory LDAP サーバは、 すべてのシステム拡張な らび
に選択されたオプシ ョ ン拡張およびコ ン ト ロールを ロード でき る状態にあ り ます。 オプ
シ ョ ン拡張に対応する LDAP サーバオブジェ ク ト の extensionInfo 属性によ り 、システム
管理者は、 オプシ ョ ン拡張およびコ ン ト ロールの選択と選択解除ができ ます。
LDAP Services for Novell eDirectory について 339

http://www.ietf.org/rfc/rfc2253.txt?number=2253


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
拡張操作を有効にするため、 LDAP 3 プロ ト コルはルー ト DSE 内の supportedControl 属
性および supportedExtension 属性に含まれる、 サポー ト されている コ ン ト ロール と拡張
の リ ス ト をサーバに要求し ます。 ルー ト DSE(DSE は DSA (Directory System Agent) 
Specific ( 固有 ) Entry ( エン ト リ ) の略 ) と は、 デ ィ レ ク ト リ 情報ツ リ ー (DIT) のルー ト
にあ るエン ト リ です。 詳細については、 386 ページの 「LDAP サーバの情報を取得す
る」 を参照し て く ださい。

サポー ト されている LDAP コ ン ト ロール と拡張の リ ス ト については、 『LDAP and NDS 
Integration Guide』 の 「LDAP Controls」 (http://developer.novell.com/ndk/doc/ldapover/
ldap_enu/data/cchbehhc.html) と 「LDAP Extensions」 (http://developer.novell.com/ndk/doc/
ldapover/ldap_enu/data/a6ik7oi.html) を参照し て く ださい。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UNIX 環境での LDAP ツールの使用

eDirectory には次の LDAP ツールが含まれてお り 、 これを使用して LDAP ディ レ ク ト リ
サーバを管理でき ます。 これらのツールは /opt/novell/eDirectory/bin に格納されています。

詳細については、 『LDAP Libraries for C Guide』 の 「LDAP Tools」
 (http://developer.novell.com/ndk/doc/cldap/ltoolenu/data/hevgtl7k.html) を参照して く ださい。

LDAP ツールを安全に実行するには、 88 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX
シ ス テ ム での eDirectory 操作に関す る セ キ ュ リ テ ィ を確保す る」 を参照し、 安全に
eDirectory と LDAP を接続するためのコマン ド ラ イ ンによ る LDAP 操作に DER フ ァ イルを
指定し ます。

ツール 説明

ice エントリをファイルから LDAP ディレクトリにインポートし、ファイ

ルのディレクトリ内のエントリを変更し、エントリをファイルにエク
スポートし、ファイルの属性とクラス定義を追加します。

ldapadd LDAP ディレクトリに新しいエントリを追加します。

ldapdelete LDAP ディレクトリサーバからエントリを削除します。ldapdelete
ツールは、LDAP サーバとの接続を開始し、エントリのバインドと削

除を行います。

ldapmodify LDAP サーバとの接続を開始し、エントリのバインド、変更、追加を

行います。

ldapmodrdn LDAP ディレクトリサーバ内のエントリの相対識別名 (RDN) を変更し

ます。LDAP サーバとの接続を開始し、エントリの RDN のバインド

と変更を行います。 

ldapsearch LDAP ディレクトリサーバでエントリを検索します。LDAP サーバと

の接続を開始し、バインドを行い、指定されたフィルタを使用して検
索を実行します。フィルタは、RFC 2254 (http://www.ietf.org/rfc/
rfc2254.txt) で定義された LDAP フィルタの文字列表現に準拠している

必要があります。 

ndsindex インデックスの作成、一覧表示、一時停止、再開、削除を行います。
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LDAP ツール

LDAP ユーテ ィ リ テ ィ は、 エン ト リ の削除、 変更、 追加、 スキーマの拡張、 相対識別
名の変更、 エン ト リ の新規コ ンテナへの異動、 検索イ ンデッ ク スの作成、 検索の実行
に使用でき ます。

ldapadd

ldapadd ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 新しいエン ト リ を追加し ます。 構文は次の とお り
です。

ldapadd [-c] [-C] [-l] [-M] [-P] [-r] [-n] [-v] [-F] [-l 制限 ] [-M[M]] [-d  デ
バッ グレベル ] [-e キーフ ァ イル名 ] [-D  バイ ン ド DN] [[-W ]| [-w パス ワード ]] [-h  
LDAP ホス ト ] [-p LDAP ポー ト ] [-P バージ ョ ン ] [-Z[Z]] [-f フ ァ イル ]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは ladd と呼ばれます。

-f オプシ ョ ンを指定する と、 ldapadd によ り 変更がフ ァ イルから読み出されます。 -f オ
プシ ョ ンを指定し ない場合、 ldapadd は変更を stdin から読み出し ます。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例：ldapadd [ オプション ] > out.txt

すべての LDAP ツールの共通オプション

すべての LDAP ツールに共通するオプシ ョ ンがい く つかあ り ます。 次の表は、 これら
のオプシ ョ ンを表示し た ものです。

オプション 説明

-a 新しいエントリを追加します。ldapmodify のデフォルトは、既存エントリの変

更です。ldapadd として呼び出されると、このフラグは常にオンになります。

-r デフォルトでは既存の値を置換します。

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapmodify は変更動作を継続しま

す。デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f ファイル エントリ情報を標準入力ではなく LDIF ファイルから読み出します。レコー

ドの 大長は 4096 行です。

-F replica：で始まる入力行の内容に関わりなく、すべての変更を無条件で適用

します ( デフォルトでは、replica：行は使用中の LDAP サーバホストおよび

ポートと比較され、replog レコードを実際に適用するかどうか決定します ) 。

オプション 説明

-C 次の参照を有効にします。( 匿名バインド )

-d デバッグレベル LDAP デバッグレベルを設定します。このオプションを有効にするには、

ldapmodify をコンパイルするときに LDAP_DEBUG の定義が必要です。

-D バインド DN バインド DN を使用して LDAP ディレクトリにバインドします。バインド DN
には、RFC 1779 に定義されている文字列表現の DN を指定します。

-e キーファイル名 SSL バインドのため、ファイル名の確認を行います。
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-f ファイル ファイルから行を読み取り、1 行ごとに LDAP 検索を実行します。この場

合、コマンドラインに指定されたフィルタは、%s が 初に出現した個所が

ファイルに指定された行で置換されるというパターンとして機能します。
1 つのハイフン (-) 文字がファイルとして指定された場合には、標準入力か

ら行が読み取られます。

-h LDAP ホスト LDAP サーバの実行場所となっている代替ホストを指定します。

-l 制限 接続タイムアウト ( 秒 ) を指定します。

-M Manage DSA IT コントロールを有効にします。( 非致命的 )

-MM Manage DSA IT コントロールを有効にします。( 致命的 )

-n 完了した場合の結果を表示しますが、実際にはエントリを変更しません。
-v と組み合わせて使用すると、デバッグ時に便利です。

-p LDAP ポート LDAP サーバが監視している代替 TCPTM ポートを指定します。

-P バージョン LDAP のバージョン (2 または 3) を指定します。

-v 冗長モードが設定され、多くの診断メッセージが標準出力に書き込まれます。

-w パスワード 簡易認証のパスワードとしてパスワードを使用します。

-W 簡易認証のプロンプトです。コマンドラインにパスワードを指定するかわり
に、このオプションが使用されます。

-Z 操作をバインドして実行する前に、TLS を開始します。TLS を開始する操作

の途中でエラーが発生すると、エラーは無視され操作は続行されます。エラー
が発生した場合に操作を中止するには、このオプションの代わりに -zz オプ

ションの使用をお勧めします。

このオプションでポートが指定されている場合、そのポートはクリアテキス
ト接続を受信する必要があります。

サーバの識別情報を確認するには、このオプションを -e オプションと組み合わ

せて使用し、サーバ証明書ファイルを指定する必要があります。TLS を開始す

ると、これによりサーバのルート認証局証明書が確認されます。-e オプション

が指定されていない場合、サーバからのすべての証明書が許可されます。

-ZZ 操作をバインドして実行する前に、TLS を開始します。TLS を開始する操作

の途中でエラーが発生すると、操作は中止されます。

このオプションでポートが指定されている場合、そのポートはクリアテキス
ト接続を受信する必要があります。

サーバの識別情報を確認するには、このオプションを -e オプションと組み合わ

せて使用し、サーバ証明書ファイルを指定する必要があります。TLS を開始す

ると、これによりサーバのルート認証局証明書が確認されます。-e オプション

が指定されていない場合、サーバからのすべての証明書が許可されます。

オプション 説明
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例

/tmp/entrymods フ ァ イルが存在する と仮定する と、 次のよ う な内容にな り ます。

dn: cn=Modify Me, o=University of Michigan, c=US

changetype: modify

replace: mail

mail: modme@terminator.rs.itd.umich.edu

-

add: title

title: Manager

-

add: jpegPhoto

jpegPhoto: /tmp/modme.jpeg

-

delete: description

-

この場合、 コマン ド 「ldapmodify -b -r -f /tmp/entrymods」 は、 コ ンテンツ 「Modify Me 
entry」 の メ ール属性を 「modme@terminator.rs.itd.umich.edu」 の値に置き換え、 タ イ ト ル
「Manager」 を追加し、 /tmp/modme.jpeg フ ァ イルの内容を jpeg 写真と し て追加し、 属性
記述を完全に削除し ます。

このよ う な変更は、 以下のよ う に ldapmodify の古い入力規則を使用し て実行する こ と
もでき ます。

cn=Modify Me, o=University of Michigan, c=US

mail=modme@terminator.rs.itd.umich.edu

+title=Manager

+jpegPhoto=/tmp/modme.jpeg

-description

コマン ド は次のよ う にな り ます。

ldapmodify -b -r -f /tmp/entrymods

/tmp/newentry フ ァ イルが存在する と仮定する と、 次のよ う な内容にな り ます。

dn: cn=Barbara Jensen, o=University of Michigan, c=US

objectClass: person

cn: Barbara Jensen

cn: B Jensen

sn: Jensen

title: Manager

mail: bjensen@terminator.rs.itd.umich.edu

uid: bjensen
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この場合、 /tmp/newentry フ ァ イルからの値を使用し て、 コマン ド 「ldapadd -f /tmp/
entrymods」 は 「B Jensen」 に新しいエン ト リ を追加し ます。

/tmp/newentry フ ァ イルが存在する と仮定する と、 次のよ う な内容にな り ます。

dn: cn=Barbara Jensen, o=University of Michigan, c=US

changetype: delete

この場合、 コマン ド 「ldapmodify -f /tmp/entrymods」 は 「B Jensen」 のエン ト リ を削除し
ます。

ldapdelete

ldapdelete ユーテ ィ リ テ ィ は、 指定し た イ ンデッ ク ス を削除し ます。 LDAP サーバ と の
接続を開始し、 バイ ン ド し てから削除し ます。 構文は次の とお り です。

ldapdelete [-n] [-v]  [-c]  [-r] [-l] [-C] [-M] [-d デバッ グレベル ] [-e キーフ ァ
イル名 ] [-f フ ァ イル ] [-D バイ ン ド DN] [[-W]| [-w パス ワード ]] [-h LDAP ホス ト ] 
[-p LDAP ポー ト ] [-Z[Z]] [dn]...

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは、ldelete と呼ばれます。

dn パラ メ ータは、 削除するエン ト リ の識別名の リ ス ト です。

これは、 -f オプシ ョ ン と次のよ う に通信し ます。

コマン ド ラ イ ンに -f オプシ ョ ンがな く 、 コマン ド ラ イ ンで dn が指定されている場
合、 ユーテ ィ リ テ ィ によ り 指定し たエン ト リ が削除されます。

コマン ド ラ イ ンに dn と -f の両方があ る場合、ユーテ ィ リ テ ィ は dn のフ ァ イルを読み
込んで削除し て、 コマン ド ラ イ ンの dn は無視し ます。

コマン ド ラ イ ンにdn と -f オプシ ョ ンがない場合、ユーテ ィ リ テ ィ は stdinから dn を読
み込みます。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例：ldapdelete [ オプション ] > out.txt。

注 : 共通オプションについての詳細は、341 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

例

ldapdelete のコマン ド 「cn=Delete Me, o=University of Michigan, c=US」 では、 「University 
of Michigan」 組織のエン ト リ の真下にあ る commonName 「Delete Me」 で指定されたエ
ン ト リ を削除し ます。 この場合、 削除が許可されるためには binddn および passwd を指
定する必要があ り ます (-D オプシ ョ ンおよび -w オプシ ョ ンを参照 ) 。

オプション 説明

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapdelete は削除動作を継続しま

す。デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f ファイル ファイルから行を読み取り、1 行ごとに LDAP 検索を実行します。この場

合、コマンドラインに指定されたフィルタは、%s が 初に出現した個所が

ファイルに指定された行で置換されるというパターンとして機能します。

-r 再起的に削除します。
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ldapmodify

ldapmodify ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 既存エン ト リ の属性を変更し た り 、 新規エ
ン ト リ を追加する こ と ができ ます。 構文は次の とお り です。

ldapmodify [-a] [-c] [-C] [-M] [-P] [-r] [-n] [-v] [-F] [-l 制限 ] [-M[M]] 
[-d デバッ グレベル ] [-e キーフ ァ イル名 ] [-D バイ ン ド DN] [[-W]|[-w パス ワード ]] 
[-h LDAP ホス ト ] [-p LDAP ポー ト ] [-P バージ ョ ン ] [-Z[Z]] [-f フ ァ イル ]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは lmodify と呼ばれます。

-f オプシ ョ ンを指定する と、 ldapmodify によ り 変更がフ ァ イルから読み出されます。
-f オプシ ョ ンを指定し ない場合、 変更は stdin から読み出されます。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例：ldapmodify [ オプション ] > out.txt。

注 : 共通オプションについての詳細は、341 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

ldapmodrdn

ldapmodrdn を使用する と、 エン ト リ の相対識別名を変更でき ます。 また、 エン ト リ を
新しいコ ンテナに移動する こ と もでき ます。 構文は次の とお り です。

ldapmodrdn [-r] [-n] [-v] [-c] [-C] [-l] [-M] [-s 新規ス ーペリ ア ] [-d デバッ グレ
ベル ] [-e キーファ イ ル名 ] [-D バイ ンド DN] [[-W]|[-w  パス ワ ード ]] [-h LDAP ホス ト ] 
[-p LDAP ポート ] [-Z[Z]] [-f ファ イ ル ] [dn 新規 RDN]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは <newrdn> と呼ばれます ) 。

オプション 説明

-a 新しいエントリを追加します。ldapmodify のデフォルトは、既存エントリの変

更です。ldapadd として呼び出されると、このフラグは常にオンになります。

-r デフォルトでは既存の値を置換します。

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapmodify は変更動作を継続します。

デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f ファイル エントリ情報を標準入力ではなく LDIF ファイルから読み出します。レコードの

大長は 4096 行です。

-F replica：で始まる入力行の内容に関わりなく、すべての変更を無条件で適用し

ます ( デフォルトでは、replica：行は使用中の LDAP サーバホストおよびポート

と比較され、replog レコードを実際に適用するかどうか決定します ) 。
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ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存在する
場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例：ldapmodrdn [ オプション ] > out.txt。

注 : 共通オプションについての詳細は、341 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

例

/tmp/entrymods フ ァ イルが存在する と仮定する と、 次のよ う な内容にな り ます。

cn=Modify Me, o=University of Michigan, c=US

cn=The New Me

ldapsearch

ldapsearch ユーテ ィ リ テ ィ は、 指定された属性と オブジェ ク ト ク ラ スのデ ィ レ ク ト リ を
検索し ます。 構文は次の とお り です。

ldapsearch [-n] [-u] [-v] [-t] [-A] [-T] [-C] [-V] [-M] [-P] [-L] [-d デバッ グ
レ ベル ] [-e キーファ イ ル名 ] [-f ファ イ ル ] [-D バイ ンド DN] [[-W]| [-w バイ ンド パス ワ ー
ド ]] [-h LDAP ホス ト ] [-p LDAP ポート ] [-b 検索基点 ] [-s ス コ ープ ] [-a 逆参照 ] 
[-l 時間制限 ] [-z サイ ズ制限 ] [-Z[Z]] filter [ 属性 ....]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは lsearch と呼ばれます。

ldapsearch ツールは LDAP サーバ と の接続を開始し、 バイ ン ド を行い、 フ ィ ルタ を使用
し て検索を実行し ます。 フ ィ ルタは、 RFC 2254 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2254.txt) で定
義された LDAP フ ィ ルタの文字列表現に準拠し ている必要があ り ます。

ldapsearch が 1 つ以上のエン ト リ を検出する と、 attrs で指定された属性が取 り 込まれ、
エン ト リ と値が標準出力に書き込まれます。 属性が リ ス ト されない場合、 すべての属
性が戻 り ます。

ヒント : ldap ユーティリティからの出力は stdout に送られます。出力が表示される前にユーティリティが存
在する場合、出力はファイルにリダイレクトされます。例：ldapsearch [ オプション ] filter [ 属性リスト ] > 
out.txt。

オプション 説明

-c 連続操作モード。エラーが通知されても、ldapmodify は変更動作を継続

します。デフォルトでは、エラーが通知されると終了します。

-f ファイル エントリ変更情報を標準入力やコマンドラインではなくファイルから読
み出します。古い RDN と新しい RDN の間に空白行がないか確認しま

す。空白行がある場合、-f オプションは失敗します。 

-r エントリから旧 RDN 値を削除します。デフォルトでは、以前の値が保

持されます。

-s 新規スーペリア エントリの移動先のコンテナの識別名を指定します。
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注 : 共通オプションについての詳細は、341 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

オプション 説明

-a 逆参照 別名の逆参照の処理方法を指定します。次の値を使用します。

Never：ベースオブジェクトの検索時に、別名の逆参照は行われません。

Always：ベースオブジェクトの検索時に、別名の逆参照を常に行います。

Search：ベースオブジェクトのサブオーディネートの検索時は別名の逆

参照を行いますが、ベースオブジェクトの検索時には行いません。

Find：ベースオブジェクトの検索時は別名の逆参照を行いますが、ベー

スオブジェクトのサブオーディネートの検索時には行いません。

-A 値ではなく、属性のみ取り込まれます。エントリに属性が存在するかどう
かを確認して、具体的な属性値を知る必要がない場合に便利です。

-CC 次の参照を有効にします。( 同じバインド DN とパスワードで認証されたバ

インド )

-b 検索ベース 検索ベースを検索の開始ポイントとして使用します。

-L エントリを LDIF 形式で出力します。

-LL エントリを LDIF 形式で出力します。コメントは出力されません。

-LLL エントリを LDIF 形式で出力します。コメントおよびバージョンは出力さ

れません。

-s スコープ 検索のスコープを指定します。スコープとして、ベースオブジェクトを示
す「base」、1 レベルを示す「one」、またはサブツリー検索を示す「sub」
を指定します。デフォルトは「sub」です。

-S 属性 戻されたエントリを属性に基づいてソートします。デフォルトでは、戻っ
たエントリのソートを行いません。属性が長さ 0 の文字列 (" ") の場合、エ

ントリはその識別名のコンポーネントによりソートされます。詳細につい
ては、ldap_sort を参照してください。通常は、ldapsearch はエントリを受

け取った順に出力します。-S オプションを指定するとデフォルトが無効に

なり、すべてのエントリが取り込まれ、ソートされてから出力されます。

-t 検索されたバイナリ値が一時ファイルに書き込まれます。これは、jpeg の

写真やオーディオなど ASCII 以外の値を扱うときに便利です。

-tt すべての値が一時ファイルに書き込まれます。

-T パス ファイルをパス ( デフォルト："/tmp") で指定されたディレクトリに書き出

します。

-u 識別名 (DN) をユーザにわかりやすい形式で出力します。

-V ファイルの URL プリフィックスです。

-V プリフィックス ファイルの URL プリフィックスを指定します ( デフォルト："file://tmp/") 。

-z サイズ制限 検索が終了するまで 大サイズ制限エントリだけ待機します。
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例

次のコマン ド を実行し ます。

ldapsearch "cn=mark smith" cn telephoneNumber

commonName 「mark smith」 のエン ト リ のサブツ リ ー検索 ( デフ ォル ト の検索ベースを使
用 ) を実行し ます。 commonName の値および telephoneNumber の値が取得され、 標準出
力に表示されます。 2 つのエン ト リ が検出された場合、 次のよ う に出力されます。

cn=Mark D Smith, ou="College of Literature, Science, and the Arts", 
ou=Students, ou=People, o=University of Michigan, c=US

cn=Mark Smith

cn=Mark David Smith

cn=Mark D Smith 1

cn=Mark D Smith

telephoneNumber=+1 313 930-9489

cn=Mark C Smith, ou=Information Technology Division, ou=Faculty and Staff, 
ou=People,

o=University of Michigan, c=US

cn=Mark Smith

cn=Mark C Smith 1

cn=Mark C Smith

telephoneNumber=+1 313 764-2277

コマン ド ：

ldapsearch -u -t "uid=mcs" jpegPhoto audio

デフ ォル ト の検索ベース を使用し て、 ユーザ ID 「mcs」 のエン ト リ のサブツ リ ー検索
を実行し ます。 エン ト リ の DN は、 DN 自体を含む行の後にわか り やすい形式で出力さ
れます。 また、 Jpeg の写真の値およびオーデ ィ オの値が取得され、 一時フ ァ イルに書
き込まれます。 要求された属性がそれぞれ 1 つの値を もつエン ト リ が １ つ検出された
場合、 次のよ う に出力されます。

cn=Mark C Smith, ou=Information Technology Division, ou=Faculty and Staff, 
ou=People, o=University of Michigan, c=US

Mark C Smith, Information Technology Division, Faculty and Staff, People, 
University of Michigan, US

audio=/tmp/ldapsearch-audio-a19924

jpegPhoto=/tmp/ldapsearch-jpegPhoto-a19924

次のコマン ド は、 organizationName が 「university」 で始ま るすべての組織の c=US レベ
ルで、 1 レベルの検索を実行し ます。

ldapsearch -L -s one -b "c=US" "o=university*" o description

検索結果は LDIF 形式で表示されます。 organizationName の値および記述属性の値が取
得され、 標準出力に書き込まれます。 出力結果の例は次のよ う にな り ます。
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dn: o=University of Alaska Fairbanks, c=US

o: University of Alaska Fairbanks

description: Preparing Alaska for a brave new yesterday.

description: leaf node only

dn: o=University of Colorado at Boulder, c=US

o: University of Colorado at Boulder

description: No personnel information

description: Institution of education and research

dn: o=University of Colorado at Denver, c=US

o: University of Colorado at D

ndsindex

ndsindex を使用する と、 イ ンデッ ク スの作成、 一覧表示、 一時停止、 再開、 削除を実
行でき ます。 構文は次の とお り です。

ndsindex list [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポート >] -D < バイ ンド DN> -W|[-w < パス ワ ード >] 
[-l 制限 ] -s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] [< イ ンデッ ク ス 名 1>, < イ ンデッ ク ス
名 2>.....]

ndsindex add [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポート >] -D < バイ ンド DN> -W|[-w < パス ワ ード >] 
[-l 制限 ] -s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク ス 定義 1> [< イ ンデッ ク ス
定義 2>.....]

ndsindex delete [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] -D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワー
ド >] [-l 制限 ] -s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク ス名 1> [< イ ンデッ ク
ス名 2>.....]

ndsindex resume [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] -D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワー
ド >] [-l 制限 ] -s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク ス名 1> [< イ ンデッ ク
ス名 2>.....]

ndsindex suspend [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] -D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワー
ド >] [-l 制限 ] -s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク ス名 1> [< イ ンデッ ク
ス名 2>.....]

注 : NetWare サーバでは、このユーティリティは nindex と呼ばれます。

注 : 共通オプションについての詳細は、341 ページの「すべての LDAP ツールの共通オプション」を参照し
てください。

オプション 説明

list 指定したインデックスを表示します。インデックスが指定されていない
場合、ndsindex はサーバ上のすべての既存のインデックスを表示します。

add 新しいインデックスを作成します。

delete 指定したインデックスを削除します。

resume 指定したインデックスをオフラインの状態から再開します。

suspend 指定したインデックスを一時停止してオフラインの状態にします。

-s eDirectory サーバの DN eDirectory サーバの DN を指定します。
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例

サーバ MyHost 上のイ ンデッ ク ス を表示するには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsindex list -h MyHost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=MyHost, 
o=novell

電子 メ ールの属性に MyIndex と い う 名前の下位文字列イ ンデッ ク ス を作成するには、
次のコマン ド を入力し ます。

ndsindex add -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell "MyIndex;email address;substring"

市町村の属性に MyIndex と い う 名前の値イ ンデッ ク ス を作成するには、 次のコマン ド
を入力し ます。

ndsindex add -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell "MyIndex;city;value"

自宅電話番号の属性に MyIndex と い う 名前の存在イ ンデッ ク ス を作成するには、 次の
コマン ド を入力し ます。

ndsindex add -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell "MyIndex;homephone;presence"

MyIndex と い う 名前のイ ンデッ ク ス を削除するには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsindex delete -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell MyIndex

MyIndex と い う 名前のイ ンデッ ク ス を一時停止するには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsindex suspend -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell MyIndex

MyIndex と い う 名前のイ ンデッ ク ス を再開するには、 次のコマン ド を入力し ます。

ndsindex resume -h myhost -D cn=admin, o=mycompany -w password -s cn=myhost, 
o=novell MyIndex

拡張可能一致検索フィルタ

RFC 2251 (http://www.cis.ohio-state.edu/cgi-bin/rfc/rfc2251.html) で定義される LDAP 3 のコ
アプロ ト コルを指定するには、 LDAP サーバが拡張可能一致検索フ ィ ルタ機能を認識で
きな く てはな り ません。 拡張可能一致検索では、 LDAP ク ラ イ アン ト は検索フ ィ ルタに
次の項目を指定する こ と ができ ます。

オプシ ョ ンの属性名

オプシ ョ ンの一致ルール

dn 属性がエン ト リ の一部と し て考慮されるべきかを示すフ ラ グ

一致検索に使用される値

拡張可能一致検索フ ィ ルタの文字列を次に示し ます。

extensible = attr [":dn"] [":"matchingrule] ":=" value /
             [:dn"] ":"matchingrule ":=" value
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次の表は、 拡張可能検索フ ィ ルタパラ メ ータ を表示し た ものです。

extensibleMatch は、 LDAP 3 から導入された新しいフ ィ ルタです。 matchingRule フ ィ ー
ル ド がない場合は、 属性フ ィ ール ド が必ず必要です。 完全一致検索はその属性に対し
て実行されます。 attribute フ ィ ール ド がな く 、 matchingRule が存在する場合、 その
matchingRule をサポー ト するエン ト リ 内のすべての属性が matchValue と比較され、
matchingRule によ り アサーシ ョ ン値の構文が決定されます。

フ ィ ルタ項目は次のよ う に評価されます。

TRUE ： エン ト リ に 1 件以上の一致があ る こ と を表し ます。

FALSE ： エン ト リ に一致する属性がないこ と を表し ます。

matchingRule を認識でき なかった り 、 assertionValue を解析でき ない場合は 「未定義」
と されます。

matchingRule の他に type フ ィ ール ド があ る場合、 matchingRule はその type で使用でき
る ものでな く てはな り ません。 使用でき ない場合、 フ ィ ルタ項目は定義されません。
検索フ ィ ルタに ： dn が指定されている場合、 エン ト リ の識別名に含まれるすべての属
性に対し て一致検索が適用されます。 また、 フ ィ ルタ項目の評価が TRUE の識別名が
1 つ以上属性を持っている場合も、 評価は TRUE にな り ます。 dnAttributes フ ィ ール ド
を使用する と、 単語の一致検索などで、 1 つのルールをエン ト リ に適用し、 別のルール
をエン ト リ と dn 属性に適用する と い う よ う に、 一般的な一致ルールを複数設定する必
要がな く な り ます。

拡張可能一致検索フ ィ ルタによ り 、 LDAP ク ラ イ アン ト では次の 2 つのこ と が可能に
な り ます。

同じ タ イプのデータに対し、 複数の一致ルールをサポー ト でき ます。

検索条件に DN 要素を含める こ と ができ ます。

DN 指定によ り 、 DN の特定要素の一致検索を実行でき ます。

Novell eDirectory 8.7.3 以降では、 DN の拡張可能な一致検索フ ィ ルタがサポー ト されて
います。 拡張可能一致検索フ ィ ルタのも う 一つの要素であ る一致ルールは未定義とみ
な され、 無視されます。 DN 一致検索を使用する と、 LDAP ク ラ イ アン ト で eDirectory
ツ リ ーからオブジェ ク ト を簡単に検索でき ます。 た と えば、

(&(ou:dn:=sales)(objectclass=user)}

のよ う な複雑な LDAP 検索フ ィ ルタによ り 、 セールス コ ンテナの下のセールス フ ァ ン
ク シ ョ ンにあ るすべてのユーザオブジェ ク ト を リ ス ト する こ と ができ ます。

パラメータ 説明

attr 適合する属性を指定します。

[":dn"] 一致ルールが比較一致に含まれるていることを示します。

[":" matchingrule] 使用する一致ルールを指定します。

":=" 一致ルールを指定しないと、完全一致とみなされます。

value 比較値
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使用例

次は、 eDirectory 8.7.3 以降でサポー ト されている拡張可能一致検索フ ィ ルタの文字列の
例です。

(o:dn:=Ace Industry)

これは ： dn の使用例です。 エン ト リ の識別名の属性は、 一致を評価する と き、 エン ト
リ の一部とみな されます。 これは、 完全一致であ る こ と を意味し ます。

(:dn:2.4.8.10:=Dino)

これはエン ト リ の属性に適用する フ ィ ルタの例です。 一致ルールが 2.4.8.10 の DN の属
性も考慮されます。 

次は、 eDirectory 8.7.3 でサポー ト されていない拡張可能一致検索検索フ ィ ルタの文字列
の例です。

(cn:1.2.3.4.5:=John Smith)

この例は、 属性タ イプ cn と値 John Smith を指定する フ ィ ルタ を表し ています。 一致
ルール oid 1.2.3.4.5 によ り 、 デ ィ レ ク ト リ サーバによ り 一致検索が実行されます。

(sn:dn:2.4.6.8.10:=Barbara Jones)

これは dn の使用例です。 一致ルール 2.4.6.8.10 を比較に使用し て一致を評価する と き、
エン ト リ の属性の識別名はエン ト リ の一部とみな される こ と を表し ています。
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13 LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定

eDirectoryTM イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ り 、 LDAP Services for Novell® eDirectory が
自動的にイ ン ス ト ールされます。 eDirectory のイ ン ス ト ールについては、 『Novell 
eDirectory 8.8 イ ン ス ト ールガイ ド 』 を参照し て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは次について説明し ます。 

353 ページの 「LDAP Services for eDirectory を ロードおよびアン ロードする」

354 ページの 「LDAP サーバがロード されているか確認する」

355 ページの 「LDAP サーバが実行されているか確認する」

358 ページの 「LDAP オブジェ ク ト を環境設定する」

363 ページの 「LDAP サーバを リ フ レ ッ シ ュする」

364 ページの 「認証と セキ ュ リ テ ィ 」

372 ページの 「LDAP サーバを使ってデ ィ レ ク ト リ を検索する」

379 ページの 「上方参照を設定する」

383 ページの 「持続的検索 ： eDirectory イベン ト の設定」

386 ページの 「LDAP サーバの情報を取得する」

LDAP ツールの詳細については、 LDAP Tools (http://developer.novell.com/ndk/doc/cldap/
index.html?ldaplibc/data/a6eup29.html) を参照し て く ださい。

LDAP Services for eDirectory をロードおよびアンロードする

LDAP Services for eDirectory を ロードするには、 次のコマン ド を入力し ます。

サーバ コマンド

NetWare の場合 ® コンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

load nldap.nlm

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で nldap.dlm を選択し、［開始］

をクリックします。

Linux、Solaris、AIX、または
HP-UX

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX プロンプトで、次のコマ

ンドを入力します。

/opt/novell/eDirectory/sbin/nldap -l
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LDAP Services for eDirectory をアン ロードするには、 次のコマン ド を入力し ます。

LDAP サーバがロードされているか確認する

LDAP オブジェ ク ト の設定を行 う 前に、 LDAP サーバがロード され、 動作し ている こ と
を確認し ます。 この画面では、 LDAP サーバがロード されているか確認する方法を説
明し ます。 サーバが動作し ているか確認するには、 355 ページの 「LDAP サーバが実行
されているか確認する」 を参照し て く だ さい。

NetWare の場合

NetWare サーバに nldap.nlm がロード されているか確認するには、 サーバコ ン ソールに
次のいずれかを入力し ます。

ldap display activity

nldap.nlm がロード されていない場合は、 サーバによ り 「不明なコマン ド」 と い う
メ ッ セージが表示されます。

NetWare 6.x では、 メ ッ セージはコ ン ソール画面ではな く ロ グ画面に表示されます。

ldap display config

modules nldap.nlm

Novell iManager を使用する こ と もでき ます。 

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［サービ スマネージ ャ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 接続、 サーバ、 DNS 名、 または IP ア ド レ ス を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 パス ワード を入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 LDAP Agent for Novell eDirectory 8.8 を ク リ ッ ク し ます。

モジュール情報セク シ ョ ンの ［フ ァ イル名］ フ ィ ールドに nldap.nlm と表示されます。

サーバ コマンド

NetWare コンソールプロンプトで、次のコマンドを入力します。

unload nldap.nlm

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で nldap.dlm を選択し、［停止］

をクリックします。

Linux, Solaris, AIX, HP-UX LDAP をアンロードするには、［DHOST リモート管理］ページ

で LDAP v3 for Novell eDirectory 8.8 アクションアイコンをク

リックして停止します。

または

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX プロンプトで、次のコマ

ンドを入力します。

/opt/novell/eDirectory/sbin/nldap -u
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Windows NT/2000 の場合

1 Windows サーバで、 ndscons.exe を開き ます。

［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory サービ ス］ の
順に ク リ ッ ク し ます。

2 ［サービ ス］ タブで、 nldap.dlm までス ク ロールし、 ［ステータ ス］ カ ラ ムを表示し
ます。

カ ラ ムに ［稼働中］ と表示されます。 

Novell iManager を使用する こ と もでき ます。 

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［サービ スマネージ ャ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 接続、 サーバ、 DNS 名、 または IP ア ド レ ス を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 パス ワード を入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 LDAP Agent for Novell eDirectory 8.8 を ク リ ッ ク し ます。

モジュール情報セク シ ョ ンの ［フ ァ イル名］ フ ィ ールドに nldap.nlm と表示されます。

Linux および UNIX にロードした場合

libnldap.so または libnldap.sl を指定し ます。 この名前は、 単にバージ ョ ン情報が追加さ
れた長いフ ァ イル名のシンボ リ ッ ク リ ン ク であ る こ と も あ り ます。 

また、 libnldap.so または libnldap.sl フ ァ イルは、 Linux および UNIX の各プラ ッ ト
フ ォーム用の異な るバイナ リ フ ァ イルです。

LDAP サーバがロード されているかど う かを確認するのに、 ndsd.log フ ァ イルまたは
ndstrace を使用する こ と もでき ます。

LDAP サーバが実行されているか確認する

LDAP サーバを ロード し た後で、 それが実行されているか確認し ます。 その後、 デバ
イ スが監視し ているか確認し ます。

355 ページの 「シナ リ オ」

356 ページの 「LDAP サーバが実行されているか確認する」

358 ページの 「デバイ スが受信待機し ている こ と を確認する」

シナリオ

通常、 LDAP サーバはロード される とすぐに実行されます。 ただし、 次の 2 つのシナ
リ オでは、 サーバが正し く 実行されないこ と があ り ます。

シナ リ オ ： サーバがゾンビ状態にあ る。 LDAP サーバは NetWare か DHost ローダが外
部依存関係を解決でき る限 り 、 ロード を続けます。 ただし、 LDAP サーバは有効な設
定を 2 つの設定オブジェ ク ト (LDAP サーバ と LDAP グループオブジェ ク ト ) から取得
する まで、 正し く 動作し ません。

LDAP サーバが、 「ロード はされて も、 実行されない ( ゾンビ ) 状態」 の場合、 LDAP
サーバは定期的に設定オブジェ ク ト を探そ う と し ます。 オブジェ ク ト の設定が失敗し
た り 破損し た場合、 LDAP サーバはサーバ (nldap.nlm、 nldap.dlm、 libnldap.so、 または
libnldap.sl) をアン ロード または終了する まで、 ゾンビ状態のま まにな り ます。
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ローダは、LDAP サーバがロード されているのに、nldap.nlm ( または nldap.dlm、libnldap.so、
libnldap.sl) によ り LDAP ポー ト (389、636) が開かれていないこ と を示し ます。 また、LDAP
ク ラ イアン ト の要求はどれも実行されていません。

定期的な試行の記録と、 サーバが稼動状態にな ら ない原因を示す DSTrace メ ッ セージ
が表示されます。

シナ リ オ ： サービ ス拒否。 Digital Airlines 社のサーバは現在、 長時間 (20 分以上 ) かかる
検索を処理しています。 この処理では、 膨大なデータの中から検索が行われています。

この検索の実行中に、 あ るユーザが次のいずれかを実行し ます。

環境設定パラ メ ータ を変更し、 設定オブジェ ク ト を更新する。

［Refresh Server Now］ を ク リ ッ クする。

LDAP サーバ (nldap.nlm、nldap.dlm、libnldap.so、libnldap.sl のいずれか ) をアン ロード
する。

サーバ全体を終了し よ う とする。

LDAP サーバは、 現在の処理が完了し てから更新を適用し ます。 この更新が完了する
まで、 新しい操作は実行されません。 この遅れによ り 、 サーバの検索が完了し、 更新
が適用される までの間、 サーバが新しい要求に応答し な く なった よ う に見え る こ と が
あ り ます。 アン ロード の実行中にサーバが停止し た よ う に見え る こ と も あ り ます。

検索要求が長 く 、 多 く の一致項目がある場合、 LDAP サーバをアン ロード し よ う とする
と検索は中止され、 次の一致項目がク ラ イ アン ト に返される時にアン ロード が実行され
ます。 ただし、 検索要求の結果、 20 分間に 1 件以下しか一致する項目が見つから なかっ
た場合、 LDAP サーバは実行中の NDS® または eDirectory 要求を中止でき ません。

リ フ レ ッ シ ュ または更新の場合、 ク ラ イ アン ト に返される多 く の一致レ コード があっ
て も検索は中止されません。

LDAP サーバが実行されているか確認する

LDAP サービ スが実行されているか確認するには、 Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変
換ユーテ ィ リ テ ィ (ICE) を使用し ます。 ワーク ステーシ ョ ンで、 コマン ド ラ イ ンから
ice.exe を実行するか、 または Novell iManager か ConsoleOne® を使用し ます。 

コマンドラインから実行する方法

1 ice.exe を含むデ ィ レ ク ト リ に移動し ます ( 例 ： c:\novell\consoleone\1.2\bin) 。

2 ice.exe を実行し ます。

rootDSE を検索し ます。 ソースハン ド ラ と エ ク スポー ト ハン ド ラ を特定するパラ
メ ータ を含めます。 た と えば、 次のよ う に入力し ます。

ice -S LDAP -s 10.128.45.0 -p 389 -c base -a vendorname -D LDIF -f testoutput

パラメータと値 説明

-S LDAP LDAP をソースハンドラとして指定します。

-s 10.128.45.0 サーバの DNS 名または IP アドレスを指定します。

-p 389 LDAP ソースハンドラパラメータが識別する LDAP サーバの

ポート番号を指定します。デフォルトポートは 389 です。

389 がインストール時に指定したポートではない場合、クリア

テキストのポート番号を指定します。
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これは、 出力をテス ト 出力フ ァ イルに送信し た と きの例です。

ICE の使用方法については、 149 ページの 「Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換
ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。 LDAP ソースハン ド ラに固有の情報につい
ては、 162 ページの 「LDAP ソースハン ド ラのオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。
LDIF ターゲ ッ ト ハン ド ラに固有の情報については、 162 ページの 「LDIF ターゲ ッ
ト ハン ド ラのオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

3 ICE コマン ド の結果が表示されます。

例 ( 手順 2 と 3) では rootDSE エン ト リ からの出力をベンダ名属性のみに制限し て
います。 この例では、 情報が Novell eDirectory サーバから読み込まれたため、 ベン
ダ情報に Novell, Inc. と表示されます。

Novell iManager を使用する方法

Novell iManager で LDAP サーバが動作し ている こ と を確認するには、 151 ページの
「データ をフ ァ イルへエ ク スポー ト する」 の手順に従います。

IP ア ド レ ス と ポー ト 番号を入力し て接続が確立された場合は、 サーバは機能し ていま
す。 その他の場合は、 エラー メ ッ セージが表示されます。 ロ グフ ァ イルまたはエ ク ス
ポー ト フ ァ イルをダウ ン ロード ( 表示 ) し て く ださい。

ConsoleOne を使用する方法

ConsoleOne を使用し て LDAP サーバが動作し ている こ と を確認するには、 171 ページ
の 「LDIF エ ク スポー ト を実行する」 を参照し て く ださい。

［ターゲ ッ ト LDIF フ ァ イルの選択］ フ ィ ールド にパス と フ ァ イル名を指定し ます
( 例 ： c:\ldap\textoutput.txt) 。 フ ァ イル名のみ入力し た場合、 ConsoleOne の LDAP スナッ
プイ ンは、 フ ァ イルをデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ ( 通常、 c:\novell\consoleone\1.2\bin) に
書き出し ます。

-c ベース 検索要求のスコープとして、ベースオブジェクトのエントリ
のみを指定します。

-a ベンダー名 検索対象に「ベンダー名」属性を指定します。

-D LDIF LDIF をターゲットハンドラとして指定します。

-f テスト出力 LDIFレコードの書き込み先になるファイルの名前を指定します。

パラメータと値 説明
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デバイスが受信待機していることを確認する

デバイ スがポー ト 389 で受信待機し ている こ と を確認し ます。

NetWare の場合：

1 サーバコ ン ソールで次を入力し ます。

tcpcon

2 ［プロ ト コル情報］ > ［TCP］ > ［TCP 接続］ の順に選択し ます。

3 ［ポー ト ］ カ ラ ムで 389 を選択し ます。

［状態］ カ ラ ムに ［ リ ッ ス ン］ と表示された場合、 デバイ スはそのポー ト で受信待
機し ています。

デバイ スが受信待機し ていない場合、 そのポー ト は存在し ません。

Windows 2000/NT、UNIX、および Linux の場合

1 コマン ド ラ イ ンで次を入力し ます。 
netstat -a

2 ローカルア ド レ スがサーバ名 ： 389 で、 状態が 「 リ ッ ス ン中」 の行を探し ます。

次のいずれかの状況が発生し た場合は、 Novell iMonitor を実行し ます。

ICE ユーテ ィ リ テ ィ から情報を取得でき ない

LDAP サーバが LDAP 要求をハン ド ルし ているか確認できない

Novell iMonitor の詳細については、 203 ページの 「環境設定フ ァ イル」 および 210 ペー
ジの 「 ト レース を環境設定する」 を参照し て く だ さい。

LDAP 要求の詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 イ ン ス ト ールガイ ド』 の 「LDAP
を介し た eDirectory と の通信」 を参照し て く ださい。

LDAP オブジェクトを環境設定する

eDirectory のイ ン ス ト ール時に、 LDAP サーバオブジェ ク ト と LDAP グループオブジェ
ク ト が作成されます。 LDAP サービ スのデフ ォル ト 設定は、 これらの 2 つのオブジェ
ク ト 上のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 ConsoleOne LDAP スナッ プイ ンか、 Novell iManager
の LDAP 管理タ ス ク を使用し て、 デフ ォル ト 設定を変更でき ます。 

LDAP サーバオブジェ ク ト と は、 サーバ固有の設定データのこ と です。 

LDAP グループオブジェ ク ト には、 複数の LDAP サーバ間で共有でき る便利な設定情
報が含まれています。 このオブジェ ク ト は、 共通の設定データ と LDAP サーバグルー
プを提供し ます。 サーバは共通データ を持っています。

複数の LDAP サーバオブジェ ク ト を、 LDAP グループオブジェ ク ト と関連させる こ と
ができ ます。 関連するすべての LDAP サーバは、 サーバ固有の設定を LDAP サーバオ
ブジェ ク ト から取得し ますが、 共通する情報や共有情報は LDAP グループオブジェ ク
ト から取得し ます。

デフ ォル ト では、 LDAP グループオブジェ ク ト および LDAP サーバオブジェ ク ト が、
eDirectory イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って nldap.nlm または nldap.dlm に 1 つずつイ ン
ス ト ールされます。 その後、 複数の LDAP サーバオブジェ ク ト を、 1 つの LDAP グ
ループオブジェ ク ト に関連付ける こ と ができ ます。
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重要 : 新しいバージョンの LDAP サーバオブジェクトを古いバージョンの LDAP グループオブジェクトに関
連付けることも可能ですが、異なるバージョン間での関連付けはお勧めできません。たとえば、eDirectory 
8.5 の LDAP グループオブジェクトと eDirectory 8.6 の LDAP サーバオブジェクトとの関連付けは避けるよ
うにしてください。

LDAP グループオブジェ ク ト が保持する、 共通情報の量は制限されています。 属性に
含まれるデータはほ と んど共通し ているため、 LDAP は多 く の属性を読み込む必要が
あ り ません。 多 く の LDAP サーバは同じデータ を使用する必要があ り ます。 共通の、
または共有グループオブジェ ク ト がない場合は、 各 LDAP サーバにそのデータ を複製
する必要があ り ます。

LDAP サーバオブジェ ク ト では、 LDAP グループオブジェ ク ト よ り も多 く のサーバ固有
の設定オプシ ョ ンおよびデータが許可されています。

どち らのオブジェ ク ト も、 相互にポイ ン ト された DN 構文属性を持っています。 

LDAP サーバがその設定データ を探せる よ う にする には、 関連付けを追加する 必要があり
ます。 関連付けは、 通常の eDirectory 設定データ を保持する NCPTM サーバを通じ て行わ
れま す。 こ の関連付けは、 eDirectory イ ンスト ールプロ グラ ムによ り 自動で行われま す。

各 eDirectory サーバは、 NCP サーバオブジェ ク ト を持っています。 次の図の 「Lundi」
と い う サーバには、 このオブジェ ク ト が iManager 上と同じ よ う に表示されています。

このオブジェ ク ト は、 特定のホス ト eDirectory サーバの LDAP サーバオブジェ ク ト を
指す LDAP サーバ属性を持っています。 次の図は、 この属性を示し ています。

通常、 LDAP サーバオブジェ ク ト 、 LDAP グループオブジェ ク ト 、 NCP サーバオブ
ジェ ク ト は同じ コ ンテナ内にあ り ます。 eDirectory のイ ン ス ト ールで、 サーバおよび管
理者コ ンテキス ト を指定する と きに、 このコ ンテナを指定し ます。

LDAP サーバオブジェ ク ト を移動する と きは、 それを書き込み可能なレプ リ カ上に移
動する必要があ り ます。
LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定 359



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
Linux、Solaris、AIX、HP-UX システム上で、LDAP サーバオブジェクトおよび
LDAP グループオブジェクトを環境設定する

LDAP 環境設定ユーテ ィ リ テ ィ は ldapconfig です。 Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX シス
テムで LDAP サーバオブジェ ク ト および LDAP グループオブジェ ク ト の属性を変更、
表示、 リ フ レ ッ シ ュするには、 ldapconfig を使用し ます。

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX システム上で LDAP 属性値を表示するには、 次の構文を
使用し ます。

ldapconfig get [...] | set 属性値 リ ス ト   [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] 
[-w パス ワード ] [-a ユーザ FDN] [-f]

ldapconfig [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] [-w パス ワード ] [-a ユーザ FDN] 
[-V] [-R] [-H] [-f] -v 属性 , 属性 2...

Linux、 Solaris、 AIX、 HP-UX システム上で LDAP 属性を変更するには、 次の構文を使
用し ます。

ldapconfig [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [： ポー ト ]] [-w パス ワード ] [-a 管理者 FDN] 
-s 属性 = 値 ,... 

パラメータ 説明

-t ツリー名 コンポーネントのインストール先となる eDirectory ツリーの名前。

-p ホスト名 ホストの名前です。DNS 名または IP アドレスを指定することもできます。

-w 管理権を持つユーザのパスワード。

-a 管理権を持つユーザの完全識別名。例：

cn=user.o=org1

get | -V すべての LDAP サーバと LDAP グループの属性を表示します。

get | -v 属性リスト 属性リストにある属性の現在の値を表示します。

set | -s 属性値ペア 属性を指定した値で設定します。

-v LDAP 属性値を表示します。

-s インストールされたコンポーネントの属性値を設定します。

-R LDAP サーバをリフレッシュします。

-V 現在の LDAP 環境設定を表示します。

-H 使用方法とヘルプを表示します。

-f フィルタ済みレプリカ上での操作を許可します。 

属性 設定可能な LDAP サーバ属性名またはグループ属性名。詳細について

は、361 ページの「LDAP サーバオブジェクトの属性」および 363 ペー

ジの「LDAP グループオブジェクトの属性」を参照してください。
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例

属性 リ ス ト の属性の値を表示するには、 次のコマン ド を入力し ます。

ldapconfig [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] 
[-w パス ワード ] [-a ユーザ FDN] -v “Require TLS for simple binds with 
password”,”searchTimeLimit”

LDAP TCP ポー ト 番号と検索サイ ズの制限を 1000 に設定するには、 次のコマン ド を入
力し ます。 

ldapconfig [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] 
[-w パス ワード ] [-a 管理者 FDN] -s “LDAP TCP Port=389”,"searchSizeLimit=1000"

LDAP サーバオブジェクトの属性

Novell LDAP サーバプロパテ ィ を設定および管理するために、 LDAP サーバオブジェ ク
ト を使用し ます。

次の表に、 LDAP サーバ属性の説明を示し ます。

属性 説明

LDAP Server eDirectory の LDAP サーバオブジェクトの完全識別名。

LDAP Host Server LDAP サーバの実行場所となるホスト eDirectory サーバの

完全識別名。

LDAP Group eDirectory の中で、この LDAP サーバがメンバーとして属

する LDAP グループオブジェクト。

LDAP Server Bind Limit LDAP サーバに同時にバインドできるクライアントの数。

0 を指定すると、無制限になります。

LDAP Server Idle Timeout あるクライアントと LDAP サーバの間で、ここで指定した

期間無活動状態が継続すると、このクライアントと LDAP
サーバの接続が切断されます。0 を指定すると、無制限にな

ります。

LDAP Enable TCP この LDAP サーバに対して (TLS ではなく )TCP 接続が有効

であるかどうかを示します。

値は 1 ( はい ) または 0( いいえ ) です。

LDAP Enable TLS この LDAP サーバに対して TLS 接続が有効であるかどうか

を示します。

値は 1 ( はい ) または 0 ( いいえ ) です。

LDAP TCP Port (SSL でなく ) TCP 接続で LDAP サーバが受信待機するポー

ト番号。

範囲は 0 ～ 65535 です。

LDAP TLS Port TLS 接続で LDAP サーバが受信待機するポート番号。

範囲は 0 ～ 65535 です。これは LDAP サーバに許可されて

いる 大接続数です。
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keyMaterialName この LDAP サーバに関連付けられた、SSL LDAP 接続に使

用する eDirectory の証明書オブジェクトの名前。

searchSizeLimit LDAP サーバが検索要求への応答として LDAP クライアン

トに返すエントリの 大数。0 を指定すると、無制限になり

ます。

searchTimeLimit LDAP サーバによる LDAP 検索がタイムアウトになるまで

の 大秒数。0 を指定すると、無制限になります。

filteredReplicaUsage LDAP サーバが LDAP 検索のために、フィルタ処理された

レプリカを使用するかどうかを指定します。

値は 1 ( フィルタ済みレプリカを使用 ) か 0 ( フィルタ済み

レプリカ不使用 ) です。

sslEnableMutualAuthentication LDAP サーバにおいて、SSL ベースの相互認証 ( 証明書に基

づくクライアント認証 ) を有効にするかどうかを指定します。

ldapTLSVerifyClientCertificate LDAP による TLS 操作のクライアント認証の確認を有効ま

たは無効にします。

ldapNonStdAllUserAttrsMode 非標準のすべてのユーザとオペレーショナル属性を有効ま
たは無効にします。

ldapBindRestrictions LDAP クライアント接続で LDAP のバインド制限を設定し

ます。LDAP クライアントから匿名バインドを許可または禁

止することができます。

値は 0 か 1 です。

0 を指定すると、クライアントからの匿名バインドが許可さ

れます。1 を指定すると、クライアントの匿名バインドが制

限されます。

ldapEnablePSearch LDAP サーバで持続的検索機能を有効にするかどうかを指定

します。

値は TRUE か FALSE です。

ldapMaximumPSearchOperations 同時に実行できる持続的検索操作の数を制限するための整
数値です。0 を指定すると、検索操作は無制限になります。 

ldapIgnorePSearchLimitsForEvents 持続的検索要求によって 初の結果が返された後で、サイ
ズと時間の制限を無視するかどうかを指定します。

値は TRUE か FALSE です。

この属性が FALSE に設定されている場合、すべての持続的

検索操作は検索制限の制約を受けます。サイズと時間のい
ずれかの制限に達した場合、検索操作は失敗し、該当する
エラーメッセージが返されます。

属性 説明
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LDAP グループオブジェクトの属性

LDAP ク ラ イ アン ト の Novell LDAP サーバに対する ア ク セス方法と サーバ上の情報の
使用方法を設定および管理するには、 LDAP グループオブジェ ク ト を使用し ます。

単純バイ ン ド に TLS が必要な場合は、 364 ページの 「パス ワード と の単純バイ ン ド に
TLS を要求する」 を参照し て く ださい。 この属性は、 LDAP サーバが LDAP ク ラ イ ア
ン ト からパス ワード を ク リ アテキス ト で送信する こ と を許可するかど う かを指定し ま
す。 値は 1 ( はい ) または 0 ( いいえ ) です。

デフ ォル ト の参照および LDAP サーバによ る LDAP 参照の処理方法を指定するには、
373 ページの 「参照を使用する」 を参照し て く ださい。

LDAP サーバをリフレッシュする

LDAP サーバの環境設定オプシ ョ ンや LDAP サーバの設定を変更し た場合、 変更を有
効にするにはサーバを リ フ レ ッ シュする必要があ り ます。 

ただし、 LDAP 要求のサービ スの実行中はサーバを リ フ レ ッ シ ュでき ません。 た と え
ば、 eDirectory ツ リ ーの処理に 15 分かかる場合には、 この処理が完了する まで リ フ
レ ッ シ ュは実行されません。

同様に、 LDAP サーバス レ ッ ドの実行中は、 LDAP サーバを終了する こ とはでき ません。

リ フ レ ッ シ ュの実行が予定されている場合は、 LDAP サーバは リ フ レ ッ シ ュが実行さ
れる まで新しい LDAP 要求の開始を遅らせます。

デフ ォル ト では、 LDAP サーバは 30 分間隔で LDAP サーバオブジェ ク ト と LDAP グ
ループオブジェ ク ト のタ イ ム ス タ ンプをチェ ッ ク し、 設定に変更がなかったか確認し
ます。 設定が変更されている場合、 サーバはその変更を適用し ます。

設定のタ イ ム ス タ ンプが前回と変わら ない場合には、 リ フ レ ッ シュは実行されません。
( 強制的に リ フ レ ッ シュ を実行する と、 サーバはタ イ ム ス タ ンプを無視し て変更を適用
し ます。 )

LDAP サーバを リ フ レ ッ シ ュするには、 次のいずれかを実行し ます。

Novell iManager を使用する。

1. 役割およびタ ス クページで、 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP サーバの表示］
の順にク リ ッ ク し ます。

2. LDAP サーバを ク リ ッ ク し、 ［ リ フ レ ッ シ ュ］ を ク リ ッ ク し ます。

サーバが次の リ フ レ ッ シ ュ間隔で再設定される まで待つ。

nldap.nlm をアン ロード し てから再ロードする。

nldap.nlm をアン ロードする前に、 前提と なる NLMTM プロ グ ラ ムをアン ロードする
必要はあ り ません。 

nldap.nlm がアン ロード される と、 従属する NLM プロ グ ラ ムが再ロード されます。

コマン ド ラ イ ンで、 リ フ レ ッ シ ュ間隔を変更する。

このオプシ ョ ンは、 WAN リ ン クが継続し て実行されていない場合に便利です。 必
要に応じ、 一時的にサーバのハー ト ビー ト 処理の長さ を変更でき ます。

この変更は持続し ません。 nldap.nlm を ロードするたびに、 コマン ド を再入力する
必要があ り ます。
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サーバコ ン ソールで次を入力し ます。 

ldap refresh [=] [ 日付 ][ 時刻 ][ 間隔 ] 

日付変数の形式は、 mm:dd:yyyy です。 すべての日付フ ィ ール ド に 0 と入力する
と、 現在の日付が使用されます。

時間変数の形式は、hh:mm:ss です。すべての時刻フ ィ ール ド に 0 と入力する と、
現在の時刻が使用されます。

間隔変数の形式は 0 または 1 ～ 2147483647 分の間です。0 と入力する と、デフ ォ
ル ト の 30 分が使用されます。

このコマン ド は、 sys:\system デ ィ レ ク ト リ の autoexec.ncf フ ァ イルに追加でき ま
す。 nldap.nlm を ロード し た行の後に、 このコマン ド を配置し ます。 

認証とセキュリティ

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

364 ページの 「パス ワード と の単純バイ ン ド に TLS を要求する」

365 ページの 「TLS を開始 / 停止する」

366 ページの 「TLS のサーバを環境設定する」

367 ページの 「TLS の ク ラ イ アン ト を環境設定する」

367 ページの 「ルー ト 認証局をエ ク スポー ト する」

368 ページの 「ク ラ イ アン ト 証明書で認証を受ける」

368 ページの 「サード パーテ ィ プロバイ ダの証明書を使用する」

370 ページの 「SASL を使用する」

パスワードとの単純バインドに TLS を要求する

SSL (Secure Socket Layer) 3.1 は Netscape で リ リ ース されま し た。 IETF は TLS (Transport 
Layer Security) 1.0 を実装する こ と によ り 、 SSL 標準の所有権を持っています。

TLS を使用する と、 接続をセ ッ シ ョ ン層で暗号化する こ と ができ ます。 TLS 接続のた
めに、 暗号化されたポー ト を使用する必要はあ り ません。 また、 次の方法も あ り ます。
ポー ト 636 は暗黙的な TLS ポー ト であ り 、 ク ラ イ アン ト がセキ ュ アポー ト に接続する
と、 LDAP サーバは自動的に TLS 接続を開始する こ と ができ ます。

ク ラ イ アン ト は、 まずク リ アテキス ト ポー ト に接続し、 後で TLS を使用し て暗号化さ
れた接続にア ッ プグレードする こ と もでき ます。

パス ワード と の単純バイ ン ド に TLS を要求するには、 次を実行し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP グループの表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 LDAP グループオブジェ ク ト を ク リ ッ ク し てから、 ［全般］ タブの ［情報］ を ク
リ ッ ク し ます。
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4 ［パス ワード と の単純バイ ン ド に TLS を必要とする］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし
ます。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

TLS を開始 / 停止する

LDAP 拡張オペレーシ ョ ン STARTTLS によ り 、 ク リ ア接続から暗号化された接続にア ッ
プグレードする こ と ができ ます。 このア ップグレード は、 eDirectory 8.7 の新機能です。 

暗号化された接続を使用する と、 パケ ッ ト 全体が暗号化されます。 このため、 ネ ッ ト
ワーク経由で送信されたデータが第三者によ って診断される こ と はあ り ません。

シナ リ オ ： STARTTLS を使用する  － ポー ト 389 にク リ ア接続し、 匿名検索を行いま
す。 ただし、 セキ ュ リ テ ィ 保護されたデータ を扱 う 場合には TLS セ ッ シ ョ ンに切 り 換
えます。 拡張オペレーシ ョ ン STARTTLS を実行し、 ク リ ア接続から暗号化された接続
にア ッ プグレード し ます。 これでデータの安全が確保されます。

暗号化されたセ ッ シ ョ ンを ク リ ア接続に切 り 替え るには、 TLS を停止し ます。 ク リ ア
接続では、 ク ラ イ アン ト が送受信するデータは暗号化および解読されないので、 負荷
は少な く な り ます。 そのため、 ク リ ア接続の使用時の方が、 データの通信速度が速 く
な り ます。 この時点で、 接続は匿名にダウ ングレード されています。

認証を受けるには LDAP バイ ン ド操作を使用し ます。 バイ ン ド は、 ユーザの認証情報
に基づいて ID を作成し ます。 TLS を停止する と きに、 LDAP サービ スは以前に確立さ
れた認証をすべて削除し ます。 認証ステータ スが匿名に変わ り ます。 匿名以外の状態
に切 り 替え る場合は、 再認証を受ける必要があ り ます。

シナ リ オ ： 再認証を受ける  － あ るユーザが STOPTLS を実行し ます。 する と、 その
ユーザの状態が匿名に変わ り ます。 このユーザのフ ァ イルにネ ッ ト 上でア ク セスする
には、 Bind コマン ド を実行し、 ロ グ イ ン認証情報を入力し ます。 ユーザが認証され、
イ ン ターネ ッ ト 上で ク リ アテキス ト で作業を続行でき ます。
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TLS のサーバを環境設定する

TLS セ ッ シ ョ ンがイ ン ス タ ン ス化される と、 ハン ド シェークが行われます。 サーバ と
ク ラ イ アン ト がデータ を交換し ます。 ハン ド シェークの方法はサーバが決定し ます。
サーバの正当性を証明するため、 サーバは常にサーバの証明書を ク ラ イ アン ト に送信
し ます。 このハン ド シェークによ り 、 そのサーバが ク ラ イ アン ト に指定されたサーバ
であ る こ と が証明されます。 

ク ラ イ アン ト にも正当性の証明を要求するには、 サーバに値を設定し ます。 これは
ldapTLSVerifyClientCertificate と い う 属性です。

サーバが TLS をサポー ト する よ り も前に、 サーバの正当性の証明に使用される X.509
証明書をサーバに提供する必要があ り ます。 

この証明書は、 eDirectory のイ ン ス ト ール時に自動的に提供されます。 イ ン ス ト ール時
に、 パブ リ ッ ク キー暗号化サービ ス (PKI) で、 キーオブジェ ク ト と Novell Modular 
Authentication Services (NMASTM) が作成されます。 次の図は、 iManager における これら
のオブジェ ク ト を示し ています。

イ ン ス ト ール中、 これらの証明書の 1 つが LDAP サーバ と自動的に関連付け られます。
Novell iManager の LDAP サーバオブジェ ク ト の ［接続］ タブに DN が表示されます。
この DN は、 X.509 の証明書を表し ています。 次の図のサーバ証明書フ ィ ール ド は、
この DN を示し ています。

値 説明

0 オフハンドシェーク時に、サーバがクライアントに証明書を提供します。サーバが
クライアントに証明書の送信を要求することはありません。クライアントは証明書
を使用することも、無視することもできます。セキュリティ保護されたセッション
が確立されます。

1 ハンドシェークの間、サーバは証明書をクライアントに送信し、クライアントから
も証明書を要求します。クライアントはサーバに証明書を送信できます。クライア
ントの証明書が確認されます。サーバがクライアントの証明書を確認できない場合、
接続は切断されます。

クライアントが証明書を送信しない場合、サーバは接続を維持します。

2 ハンドシェークの間、サーバはクライアントから証明書を要求します。クライアント
が証明書を提供しない、または証明書が確認できない場合には、接続は切断されます。
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Novell iManager で、 暗号化キーオブジェ ク ト (KMO) 証明書を参照でき ます。 また、 ド
ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 別の証明書に変更する こ と もでき ます。 DNS または IP 証明
書のいずれかを使用し ます。 

検証の際には、 サーバは証明書にあ る名前 ( ハード IP ア ド レ ス または DN) を確認し
ます。

TLS 接続を確立するには、 次の条件を確認し ます。

LDAP サーバはそのサーバの KMO を認知し ている必要があ り ます。

ク リ アポー ト に接続し てから、 セキ ュ アポー ト に接続するか TLS を開始し ます。

LDAP サーバを再設定し、 サーバを リ フ レ ッ シ ュ し ます。 363 ページの 「LDAP サーバ
を リ フ レ ッ シ ュする」 を参照し て く だ さい。 ConsoleOne と Novell iManager は、 自動的
にサーバを リ フ レ ッ シュ し ます。

TLS のクライアントを環境設定する

LDAP ク ラ イ アン ト と は、 た と えば Netscape Communicator、 Internet Explorer、 ICE のよ
う なアプ リ ケーシ ョ ンです。 ク ラ イ アン ト は、 LDAP サーバが使用する認証局を認知
し ている必要があ り ます。 

サーバが eDirectory ツ リ ーに追加される と、 イ ン ス ト ールの際にデフ ォル ト で次が作成
されます。 

ツ リ ーの認証局 ( ツ リ ー CA)

ツ リ ー CA からの KMO

LDAP サーバはこの認証プロバイ ダを使用し ます。

ク ラ イ アン ト は、 LDAP サーバが使用し ている と主張する ツ リ ー CA を確認でき る よ
う 、 信頼する証明書を イ ンポー ト する必要があ り ます。 この証明書をサーバから イ ン
ポー ト し てお く と、 サーバがその証明書を送信し てきた と きに、 ク ラ イ アン ト はそれ
を確認し正当なサーバであ るかど う か確かめる こ と ができ ます。 

ク ラ イ アン ト が安全に接続でき る よ う 、 接続前に ク ラ イ アン ト の環境設定を し てお く
必要があ り ます。

ク ラ イ アン ト によ る証明書のイ ンポー ト 方法は、 使用し ている アプ リ ケーシ ョ ンの種
類によ って異な り ます。 各アプ リ ケーシ ョ ンには、 何らかの証明書を イ ンポー ト する
方法があ り ます。 Netscape ブラ ウザ、 IE、 ICE は、 それぞれ別々の方法でイ ンポー ト を
行います。 これらのイ ンポー ト 手段は、 3 つの異なる LDAP ク ラ イ アン ト です。 各ク
ラ イ アン ト は、 それぞれの方法で信頼する証明書を探し ます。 

ルート認証局をエクスポートする

ルー ト 認証局は、 証明書サーバを受け入れる と きに自動的にエ ク スポー ト でき ます。

ルー ト 認証局を手動でエク スポー ト するには、 Exporting a Trusted Root or Public Key 
Certificate (http://www.novell.com/documentation/lg/crt27/crtadmin/data/a2ebopb.html#a2ebopd)
を参照し て く ださい。

エ ク スポー ト 機能によ り 、 指定し たフ ァ イルが作成されます。 フ ァ イル名は変更でき
ますが、 オブジェ ク ト のタ イプを認識でき る よ う 、 フ ァ イル名に 「DNS」 または 「IP」
を残し てお く こ と をお勧めし ます。 また、 サーバ名も残し ておき ます。
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eDirectory と の安全な LDAP 接続を確立するブラ ウザに、 自己割 り 当て認証局を イ ン ス
ト ールし ます。

InternetExplorer など、 Microsoft 社の製品で証明書を使用する場合は、 .der 拡張子を残し
てお く よ う にし ます。

アプ リ ケーシ ョ ン または SDK が証明書を要求する場合は、 証明書をデータベースにイ
ンポー ト し ます。

Internet Explorer 5 の場合は、 ルー ト 証明書が自動的にエ ク スポー ト され、 レジス ト リ が
更新されます。 これには、 Microsoft が通常使用し ている .x509 拡張子が必要です。

クライアント証明書で認証を受ける

相互認証には、 TLS セ ッ シ ョ ン と ク ラ イ アン ト 証明書が必要です。 サーバ と ク ラ イ ア
ン ト の両方が、 それぞれが自分の主張するオブジェ ク ト であ る こ と を証明する必要が
あ り ます。 ク ラ イ アン ト の証明書が ト ラ ン スポー ト 層で確認されます。 しかし、 LDAP
プロ ト コル層では、 LDAP バイ ン ド要求を出すまで ク ラ イ アン ト は匿名にな り ます。

この時点で、 ク ラ イ アン ト はその正当性をサーバに証明し ま し たが、 LDAP にはまだ
証明されていません。 ク ラ イ アン ト 証明書に含まれた ID で認証を受けたい場合は、
ク ラ イ アン ト は SASL EXTERNAL メ カニズムを使ってバイ ン ド されます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 ［LDAP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 LDAP サーバオブジェ ク ト の名前を ク リ ッ ク
し ます。

4 ［接続］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ト ラ ン スポー ト 層のセキ ュ リ テ ィ セ ク シ ョ ンの ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから ［ク ラ
イ アン ト 証明書］、 ［必須］ の順に選択し ます。 

これによ り 、 相互認証が可能にな り ます。

6 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

サードパーティプロバイダの証明書を使用する

eDirectory のイ ン ス ト ール時に、 LDAP サーバにツ リ ー認証局 (CA) が提供されます。
LDAP キーオブジェ ク ト は、 その CA に基づいています。 ク ラ イ アン ト が LDAP サー
バに送信する証明書は、 このツ リ ー CA から確認でき ます。

LDAP Services for eDirectory 8.8 は、 複数の認証局をサポー ト し ています。 Novell のツ
リ ー CA はその う ちの 1 つです。 LDAP サーバが、 他の CA を持っている場合があ り ま
す ( 例 ： 外部団体の VeriSign* など ) この追加 CA もルー ト 認証局です。 

LDAP サーバが複数の認証局を使用する よ う に環境設定するには、 LDAP サーバオブ
ジェ ク ト の ldapTLSTrustedRootContainer 属性を設定し ます。 LDAP サーバが複数の認証
局を参照する こ と によ り 、 ク ラ イ アン ト は外部の認証局を使用でき ます。
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LDAP プロキシユーザを作成および使用する

Novell eDirectory は、 認証されていないユーザに [Public] 識別子を割 り 当てます。 LDAP
プロ ト コルでは、 認証されていないユーザは匿名ユーザにな り ます。 デフ ォル ト では、
LDAP サーバは匿名ユーザに [Public] 識別子の権利を与えます。 この権利によ り 、 非承
認の eDirectory および匿名 LDAP ユーザは、 [Public] 権を使用し て eDirectory を参照す
る こ と ができ ます。 

また、 LDAP サーバは匿名ユーザによ る別のプロ キシユーザの権利の使用を許可し ま
す。 この値は LDAP グループオブジェ ク ト にあ り ます。 Novell iManager では、 この値
は、 ［プロ キシユーザ］ フ ィ ール ド で指定し ます。 また ConsoleOne の場合は、 ［プロ キ
シユーザ名］ フ ィ ール ド で指定し ます。 次の図は、 Novell iManager の ［プロ キシユー
ザ］ フ ィ ール ド を示し ています。

プロ キシユーザは識別名です。 このプロ キシ ID に、 Public 識別子と は別の権利を与え
る こ と ができ ます。 プロ キシユーザを使用する と、 eDirectory ツ リ ー内の特定コ ンテナ
への LDAP 匿名ア ク セス を制御でき ます。

注 : プロキシユーザのログイン制限は、すべての匿名 LDAP ユーザに適用する場合以外は設定しないでくだ
さい。

シナ リ オ ： NLDAP プロ キシユーザを設定する  － Digital Airlines 社は リ サーチ会社の
DataSure 社と契約を締結し ています。 DataSure 社は LDAP を使用し て、 Digital Airlines
社の NetWare 6 サーバであ る DigitalAir43 にア ク セス し、 その リ サーチを保存し ます。
Digital Airlines 社は、 DataSure 社に DigitalAir43 のデ ィ レ ク ト リ に対する [Public] 権を与
えた く ない と し ます。

そのために、 LDAP プロ キシユーザを作成し、 そのユーザに DataSure デ ィ レ ク ト リ に
対する特定の権利を割 り 当てます。 LDAP グループオブジェ ク ト にプロ キシ識別名を
作成し、 サーバを リ フ レ ッ シュ し ます。 サーバは自動的に、 すべての新規または既存
の匿名ユーザについて、 プロ キシユーザの権利の使用を開始し ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の作成］ の順に ク リ ッ ク し、 プロ キシユーザを
作成し ます ( 例 ： LDAPProxy) 。

3 ユーザに NULL パス ワード を割 り 当てます。

4 ( オプシ ョ ン ) 指定し たデ ィ レ ク ト リ にプロ キシユーザの権利を割 り 当てます。

5 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［View LDAP グループの表示］ > ［LDAP グループオブ
ジェ ク ト ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

6 ［プロ キシユーザ］ フ ィ ール ド で ［参照］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 LDAPProxy ユーザ
を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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SASL を使用する

SASL (Simple Authentication and Security Layer) は、 IANA (Internet Assigned Numbers 
Authority) で登録する必要のあ る さ まざまな認証 メ カニズムを定義し ます。 LDAP サー
バでは次の メ カニズムがサポー ト されます。

DIGEST-MD5

EXTERNAL

NMAS_LOGIN

GSSAPI

これらの メ カニズムは、 eDirectory のイ ン ス ト ールまたはア ッ プグレード時に、 サーバ
にイ ン ス ト ールされます。 ただし、 Linux および UNIX の場合は nmasinst ユーテ ィ リ
テ ィ を実行し て NMAS メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

LDAP サーバは、 SASL に問い合わせて環境設定時にイ ン ス ト ールし た メ カニズムを検
索し、 イ ン ス ト ールされた メ カニズムを自動でサポー ト し ます。 また、
supportedSASLMechanisms 属性を使って rootDSE で現在サポー ト されている SASL メ カ
ニズムを レポー ト し ます。 

これらの メ カニズムは登録されているため、 名前はすべて大文字で入力し ます。 大文
字で入力し ない場合、 LDAP サーバは メ カニズムを認識し ません。

LDAP バイ ン ド プロ ト コルでは、 ク ラ イ アン ト は認証に様々な SASL メ カニズムを使用
する こ と ができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが LDAP バイ ン ド API を使用し ている場合は、
単純バイ ン ド を選択し、 DN と パス ワード を入力するか、 SASL バイ ン ド を選択し、
SASL メ カニズム名 ( 大文字 ) と、 その メ カニズムが要求する、 関連する SASL 認証情
報を提供する必要があ り ます。

DIGEST-MD5

DIGEST-MD5 メ カニズムには TLS は必要あ り ません。 LDAP サーバは、 ク リ ア接続お
よびセキ ュ ア接続の両方で DIGEST-MD5 をサポー ト し ます。

LDAP は、 バイ ン ド要求で SASL メ カニズムをサポー ト し ます。 ユーザが LDAP 単純
バイ ン ド (DN およびク リ アテキス ト パス ワード ) の代わ り に、 LDAP SASL バイ ン ド を
要求する と、 DN と MD5 認証情報が提供されます。 

MD5 は、 暗号化されたパス ワード のハッ シュ を提供し ます。 パス ワード は、 ク リ ア接
続でも暗号化されます。 そのため LDAP サーバは、 ポー ト が ク リ アテキス ト ポー ト か
暗号化されたポー ト かに関係な く 、 MD5 を使ったパス ワード を受け入れます。

このパス ワード が第三者によ って見破られる こ と はあ り ません。 ただし、 接続全体に
対し てな り すま しやハイ ジャ ッ クがな される可能性はあ り ます。

メ カニズムは LDAP SASL バイ ン ド です ( 単純バイ ン ド ではあ り ません ) 。 そのため、
イ ン ス ト ール時に ［パス ワード と の単純バイ ン ド に TLS を必要とする］ チェ ッ ク ボ ッ
ク スがオンになっていて も、 LDAP サーバはこの要求を受け入れます。
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EXTERNAL

EXTERNAL メ カニズムによ り 、 ユーザの DN および認証情報がサーバに提供された こ
と が LDAP サーバに通知されます。 そのため、 バイ ン ド要求時には DN と認証情報は
必要あ り ません。 

SASL EXTERNAL メ カニズムを使用し た LDAP バイ ン ド要求は、 サーバに次を実行す
る よ う 要求し ます。 

 EXTERNAL 層に認証情報を問い合わせる

 ユーザをその認証情報を持つユーザ と し て認証する

安全なハン ド シェークが行われます。 サーバはク ラ イ アン ト から認証情報を要求し、
ク ラ イ アン ト はそれをサーバに渡し ます。 LDAP サーバはク ラ イ アン ト から渡された
証明書を受け取 り 、 それを NMAS モジュールに渡し て、 ユーザを証明書にあ る DN と
し て認証し ます。

使用でき る DN の証明書を使用するには、 ク ラ イ アン ト を設定する必要があ り ます。
証明書の設定に関する詳細は、 NMAS (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/
index.html) オン ラ イ ンマニュ アルを参照し て く ださい。 

ク ラ イ アン ト が EXTERNAL メ カニズムを送信し て も、 LDAP サーバは要求の処理に失
敗する こ と があ り ます。 Novell iMonitor によ り 、 処理が失敗し た原因が通知されます。
次のよ う な原因が考え られます。

接続がセキ ュ ア接続ではない。

接続はセキ ュ ア接続だが、 ク ラ イ アン ト がハン ド シェーク時に要求された証明書を
提供し なかった。

SASL モジュールを使用でき ない。

ク ラ イ アン ト が要求を送信する前に rootDSE をチェ ッ ク し なかった。

NMAS_LOGIN

NMAS_LOGIN メ カニズムによ り 、 LDAP サーバに NMAS のバイオ メ ト リ ッ ク機能が
提供されます。 詳細については、 Novell NDK を参照し て く ださい。

サーバの起動時に、 LDAP サーバは SASL モジ ュールを初期化し、 その LDAP サーバ
がどの メ カニズムを使用でき るかを SASL モジュールに問い合わせます。 

ク ラ イ アン ト は rootDSE に問い合わせて、 サポー ト されている メ カニズム属性を検索
する こ と でき ます。 LDAP サーバはその後、 サポー ト されている メ カニズムを表示し
ます。

GSSAPI

GSSAPI メ カニズムによ り 、 チケ ッ ト を使用し て Kerberos ユーザの eDirectory サーバへ
の認証を行 う こ と ができ ます。 その際に、 個別の LDAP ユーザパス ワード の入力は不
要です。

この機能は、 Kerberos イ ンフ ラ ス ト ラ クチャがすでに配置された環境があ る LDAP ア
プ リ ケーシ ョ ンユーザ向けのものです。 このよ う なユーザは、 個別の LDAP ユーザパ
ス ワード を入力する こ と な く 、 Kerberos サーバで発行されたチケ ッ ト を使用し て LDAP
サーバへの認証を行 う こ と ができ ます。

GSSAPI の設定については、 587 ページの付録 E 「eDirectory での GSSAPI の設定」 を参
照し て く ださい。
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LDAP サーバを使ってディレクトリを検索する

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

372 ページの 「検索制限を設定する」

373 ページの 「参照を使用する」

378 ページの 「フ ィ ルタ済みレプ リ カを検索する」

検索制限を設定する

次の LDAP サーバオブジェ ク ト の属性によ り 、 LDAP サーバのデ ィ レ ク ト リ 検索方法
を指定する こ と ができ ます。

検索エン ト リ の制限

検索のサイ ズを制限し ます。デフ ォル ト は 0 で、 サイ ズの制限はあ り ません。 LDAP
サーバの負荷が大き く な り すぎないよ う に、 検索要求に対し て LDAP サーバが返す
エン ト リ 数を制限でき ます。

シナ リ オ ： 検索のサイ ズを制限する  － ユーザは、 検索結果が何千件にも な り そ う
な、 あ るオブジェ ク ト の検索を要求し ます。 ただし、 検索結果は 10 件に制限し て
あ り ます。 LDAP サーバは 10 件の検索結果を返すと検索を中止し ます。 一致する
データがまだ存在し ているが、 検索が終了された こ と を告げるシステム メ ッ セージ
が表示されます。

検索時間制限

サーバが検索を行 う 時間を制限し ます。 デフ ォル ト は 0 秒です。 これは時間制限が
ないこ と を表し ます。

次の図は、 Novell iManager における これらの属性を示し ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ > ［LDAP サーバの表示］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［LDAP サーバオブジェ ク ト ］ > ［検索］ の順に ク リ ッ ク し ます

4 制限セ ク シ ョ ンを ス ク ロールし て値を入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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ク ラ イ アン ト も、 検索要求に制限を設定する こ と もでき ます ( た と えば検索を 2 秒に制
限するなど ) 。 ク ラ イ アン ト の制限がサーバの制限と競合する場合、 LDAP サーバは値
が小さい方の要求を採用し ます。

検索は、 ア ク セス制御 リ ス ト (ACL) に基づいて実行されます。 このため、 匿名検索の
場合は、 デ ィ レ ク ト リ に何千と い う エン ト リ が存在し ていて も、 Public 権で見る こ と の
でき る ご く 一部のエン ト リ しか返されないこ と があ り ます。

参照を使用する

参照は、 名前を解決するための ク ラ イ アン ト 中心の方法です。 LDAP ク ラ イ アン ト が
LDAP サーバに要求を送信する と、 LDAP サーバは要求操作のターゲ ッ ト エン ト リ を
ローカルに見つけ よ う と し ます。 LDAP サーバはターゲ ッ ト エン ト リ を見つけ られな
い と、 所有する知識参照を使用し て、 そのエン ト リ についてのよ り 多 く の知識を持つ
第 2 の LDAP サーバへの参照を生成し ます。 第 1 のサーバは、 参照情報を LDAP ク ラ
イ アン ト に送信し ます。

次に、 LDAP ク ラ イアン ト は第 2 の LDAP サーバへ接続し、 操作を再実行し ます。 第 2
の LDAP サーバが操作のターゲッ ト エン ト リ を保持している場合は、 そのサーバが操作
を実行し ます。 エン ト リ を保持していない場合は、 第 2 の LDAP サーバも また参照を ク
ラ イアン ト に送信し ます。 この操作は、 次のいずれかの状況になる まで続けられます。

ク ラ イ アン ト がターゲ ッ ト エン ト リ を保持するサーバ と接続し、 要求する操作が実
行でき る。

LDAP サーバが、 エン ト リ は存在し ない と のエラーを返す。

LDAP サーバがこれ以上参照先がないこ と を通知する。

LDAP for eDirectory 8.7 で導入された機能によ り 、 参照の動作が以前のバージ ョ ンの
eDirectory および NDS から少し変更されま し た。 これによ り 、 LDAP サービ スの環境
設定方法も変更されま し た。

デフォルトの参照

通常、 デフ ォル ト の参照 URL には、 ツ リ ーのルー ト を保持するサーバを指す LDAP 
URL が含まれています。 LDAP URL の形式を次に示し ます。 ldap:// ホス ト : ポー ト 。

［デフ ォル ト 参照 URL］ フ ィ ール ド に、 デフ ォル ト の参照先を入力し ます。

これまで、 eDirectory LDAP サーバは、 多 く のフ ェ イルオーバー時にデフ ォル ト の参照
先を送信し ていま し た。 これが、 この動作を予期し ないユーザを混乱させる結果に
なっています。 そ こで、 LDAP Services for eDirectory 8.8 では、 サブオーデ ィ ネー ト 参照
で、 デフ ォル ト の参照先が送信される場合を指定でき る よ う にな り ま し た。 
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この新しいオプシ ョ ンは、 LDAP サーバおよび LDAP グループオブジェ ク ト の
ldapDefaultReferralBehavior 属性の値で指定し ます。 値は次のビ ッ ト のビ ッ ト マス ク で
あ る整数です。

LDAP サーバがその操作に対し て 「常に参照する」 に設定されてお り 、 リ ス ト された
いずれかの条件と一致し、 対応する値が設定されている場合、 デフ ォル ト の参照先が
返されます。

検索操作の参照先を設定する

LDAP for eDirectory 8.7 で導入された機能によ り 、 参照の動作が以前のバージ ョ ンの
eDirectory および NDS から少し変更されま し た。 これによ り 、 LDAP サービ スの環境
設定方法も変更されま し た。

eDirectory ツ リ ー内の他の eDirectory サーバに参照先を返すよ う に eDirectory LDAP
サーバを設定する こ と ができ ます。 デフ ォル ト では、 LDAP サーバはユーザに代わっ
てすべての操作を他の eDirectory サーバにチェーン し、 参照先は返し ません。 

eDirectory 8.7 よ り 以前は、 参照先オプシ ョ ンの設定は LDAP グループオブジェ ク ト で
だけ しか使用でき ませんでし た。 eDirectory 8.8 では、 LDAP サーバオブジェ ク ト にも こ
のオプシ ョ ンを設定する こ と ができ る よ う にな り ま し た。 LDAP サーバオブジェ ク ト
の設定によ り 、 LDAP グループオブジェ ク ト の設定は上書き されます。

ldapSearchReferralOption 属性を操作する こ と によ り 、 照会先オプシ ョ ンを設定する こ と
ができ ます。 LDAP Services for eDirectory 8.7 よ り 以前は、 この属性を次のオプシ ョ ンに
設定する こ と ができ ま し た。

376 ページの 「チェーンを優先する」 ( デフ ォル ト オプシ ョ ン )

376 ページの 「参照を優先する」

377 ページの 「常に参照する」

これらの参照オプシ ョ ンは、 eDirectory ツ リ ー内の他の eDirectory サーバの参照および
チェーンでだけ使用でき ます。 この設定は、 信頼されていないパーテ ィ シ ョ ンからの
参照は制御し ません。 そのため、 ［照会先オプシ ョ ン］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト でオプ
シ ョ ン ( ［常にチェーンする］ など ) を選択し て も、 他のサーバの信頼されていない
パーテ ィ シ ョ ンからは参照先が送信されます。 

LDAP Services for eDirectory 8.7.a では ［常にチェーンする］ オプシ ョ ンによ り 、
eDirectory DSA 以外の上方参照がサポー ト されています。 375 ページの 「常にチェーン
する」 を参照し て く ださい。

ビット 値

0x00000001 ベース DN が見つかりません

0x00000002 ベース DN は、利用できない eDirectory サーバ上にあります

0x00000004 検索スコープのエントリは、利用できない eDirectory サー

バ上にあります
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次の図は、 検索およびその他の操作に使用する ［LDAP 参照］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト
を示し ています。

eDirectory 操作にはこの他に、 「追加」、 「削除」、 「編集」、 「バイ ン ド」 の各操作の参照
があ り ます。

常にチェーンする

［常にチェーンする］ オプシ ョ ンは、 「まった く 参照しない」 よ う に設定するオプシ ョ ン
です。 このオプシ ョ ンを選択する と、 eDirectory LDAP サーバは、 eDirectory ツ リ ー内にあ
る他の eDirectory サーバに参照先を返し ません。 LDAP サーバは、 要求を出したク ラ イア
ン ト に代わって他の LDAP サーバをチェ ッ ク し、 ク ラ イアン ト に参照先を返し ます。

［常にチェーンする］ オプシ ョ ンは、 eDirectory をグ ローバル連結ツ リ ーのサブオー
デ ィ ネー ト サーバ と し て使用し ている場合に適し ています。 

この参照先オプシ ョ ンは、 eDirectory ツ リ ー内の参照先の処理設定にのみ使用し ます。
このオプシ ョ ンが eDirectory サーバ以外のサーバの参照の動作に影響する こ と はあ り ま
せん。

他のディ レ ク ト リ サーバへの参照をブロ ッ クする こ と にあま り 意味はあ り ませんが、 こ
れが重要になる場合も あ り ます。 eDirectory 8.7 以降のサーバ上の信頼されていないデー
タ を古いバージ ョ ンの eDirectory サーバ上で複製する と、 古いサーバを参照した と きに
ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンのグローバルツ リ ーが歪んで表示される こ と があ り ます。 

た と えば、 LDAP ク ラ イ アン ト は LDAP サーバの参照をキャ ッ シュ し、 後に通信した
サーバに要求を送信する と し ます。 ク ラ イアン ト が上方参照をサポー ト する eDirectory
サーバに要求を送信する よ う 設定されている場合、 ク ラ イアン ト のグローバルツ リ ーは
正常に表示されます。 

しかし、 eDirectory 8.7 以前の LDAP サーバは、 信頼されていない領域と上方参照を認
識し ません。 このため、 ク ラ イ アン ト が eDirectory ツ リ ー内の以前のバージ ョ ンの
eDirectory サーバの参照に従い、 要求をそのサーバに送信し続ける と、 以前のバージ ョ
ンの LDAP サーバによ り 、 信頼されていないデータが実際のデ ィ レ ク ト リ ツ リ ーデー
タであ るかのよ う に表示されて し まいます。

ただし、 ク ラ イ アン ト によ っては、 RootDSE の supportedFeatures 属性をチェ ッ ク し、
サーバが上方参照をサポー ト し ているか確認でき る ものも あ り ます。
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チェーンを優先する

［チェーンを優先する］ オプシ ョ ンを選択する と、 通常、 検索操作で参照先は返されま
せん。 LDAP サーバはその代わ り 、 すべての eDirectory DSA に対する検索操作を実行し
ます。 

ただし、 持続的検索制御を設定し て検索を実行する場合は例外と な り ます。 Novell の
実装する持続的検索ではチェーンがサポー ト されていないため、 検索ス コープがロー
カルに限られていなければ参照が送信されます。

LDAP サーバが検索操作を受信し ます。 ツ リ ーのエン ト リ がローカルに格納されてい
ない場合、 サーバは自動的に他のサーバにチェーン し ます。 エン ト リ の検出後、 LDAP
サーバは LDAP ク ラ イ アン ト のプロ キシ と し て機能し ます。 LDAP サーバは LDAP ク
ラ イ アン ト がバイ ン ド された もの と同じ識別情報を使用し て リ モー ト サーバの認証を
受け、 そ こ で検索操作を続行し ます。

初に要求を受信し た LDAP サーバが、 LDAP ク ラ イ アン ト にすべての検索エン ト リ
と検索結果を送信し ます。 この LDAP サーバが要求をすべて処理するため、 LDAP ク
ラ イ アン ト からは他のサーバが関与し ている こ と はわか り ません。

eDirectory でチェーンを使用する と、 あ る LDAP サーバに多 く のデータがない場合で
も、 そのサーバがツ リ ー全体のデータ を保持し ているかのよ う に見えます。

［チェーンを優先する］ は、 パーテ ィ シ ョ ンに深 く かかわるオプシ ョ ンです。

シナ リ オ ： 他のパーテ ィ シ ョ ンで情報を探す － Digital Airlines 社で、 ユーザが LDAP
サーバ DAir43 に ［チェーンを優先する］ オプシ ョ ンを選択し ま し た。 DAir43 はパー
テ ィ シ ョ ン A にあ り ます。 パーテ ィ シ ョ ン B は A のサブパーテ ィ シ ョ ンで、 LDAP
サーバ DAir44 はこのパーテ ィ シ ョ ンにあ り ます。

ある LDAP ク ラ イ アン ト が検索を要求し ます。 DAir43 は、 エン ト リ を ローカルで検索
し ますが、 データが一部しか見つか り ません。 DAir43 は、 要求されたエン ト リ を持つ
DigitalAir44 に自動的にチェーン し ます。 DAir44 は、 DAir43 にデータ を送信し、 DAir43
は、 LDAP ク ラ イ アン ト にエン ト リ を送信し ます。

［チェーンを優先する］ オプシ ョ ンを使用する と、 操作が持続的検索であ る場合を除
き、 LDAP サーバは必要に応じ て検索を他のサーバにチェーン し ます。 持続的検索の
詳細については、 383 ページの 「持続的検索 ： eDirectory イベン ト の設定」 を参照し て
く ださい。

参照を優先する

［参照を優先する］ オプシ ョ ンを選択する と、 必要に応じ、 参照の検索結果が eDirectory
ツ リ ー内の他の eDirectory サーバに返されます。 この参照は、 データ を持つサーバが動
作可能であ り 、 LDAP サービ スが稼動し ている こ と を ローカルサーバが確認した場合の
み送信されます。 それ以外の場合、 操作は他のサーバにチェーン されるか、 他のサーバ
が動作し ていない場合は処理に失敗し ます。

パーテ ィ シ ョ ンが 2 つあ り 、 サブツ リ ー検索を実行する と し ます。 ローカルサーバか
ら検索エン ト リ がすべて検出される まで検索が実行されます。 そ こで、 今度は他の
サーバの検索を実行し ます。 データのレプ リ カ ( そのパーテ ィ シ ョ ン ) を持つサーバが
nldap.nlm も実行し ている場合、 LDAP サーバは LDAP 参照を確立し、 それを LDAP ク
ラ イ アン ト に返し ます。 

レプ リ カのあ るサーバが nldap.nlm を実行し ていない場合、 LDAP サーバは要求を他の
サーバにチェーン し、 そ こ で検索を完了し ます。

nldap.nlm が起動される と、 LDAP サーバはその LDAP サーバが参照先の eDirectory と
通信し ます。 ク ラ イ アン ト が参照を受信し たのに、 その参照が停止し た場合は、 LDAP
サーバが実行されていません。
376   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
常に参照する

［参照を優先する］ オプシ ョ ンは、 デフ ォル ト 参照がさ まざまなフ ェ イルオーバー ( た
と えば、 オブジェ ク ト が見つから なかった り 、 サーバがダウ ン し ている など ) の状況で
送信される場合を除き、 ［参照を優先する］ と 同じ ロ ジ ッ クに従います。

残 り のデータのあ る他のサーバで LDAP サービ スが実行されていない場合、 初の
LDAP サーバは要求を第 2 のサーバへチェーン し ません。 

［常に参照する］ オプシ ョ ンを設定し ている場合には、 デフ ォル ト 参照を指定する こ と
ができ ます。 ［デフ ォル ト の照会先］ フ ィ ール ド で 2 つの異な るベンダの LDAP サーバ
を結合し、 独自のデ ィ レ ク ト リ ツ リ ーを構築する こ と ができ ます。 

シナ リ オ ： デフ ォル ト サーバを使用する  － 1 つの LDAP ツ リ ーがあ る と し ます。 ツ
リ ーの一部には eDirectory のサービ スが適用されています。 サブオーデ ィ ネイ ト パー
テ ィ シ ョ ンには iPlanet のサービ スが実行されています。 ［デフ ォル ト の照会先］ フ ィ ー
ル ド に、 iPlanet サーバの URL を入力し ます。 あ る LDAP ク ラ イ アン ト が検索を要求し
ます。 

ベース DN を解決でき ないため、 LDAP サーバは ［デフ ォル ト の照会先］ フ ィ ール ド に
入力された文字列を ク ラ イ アン ト に送 り ます。 LDAP ク ラ イ アン ト はこの参照の URL
で指定された場所を参照し て iPlanet サーバに接続し、 こ こ で検索は完了し ます。

デフ ォル ト の参照が設定されてお り 、 ベース DN が見つから ない場合、 サーバはク ラ
イ アン ト にデフ ォル ト 参照を返し ます。 

参照の形式は、 LDAP URL です ( 例 ： LDAP://123.23.45.6:389) 。

LDAP サーバがデフ ォル ト 参照を ク ラ イ アン ト に送信する と き ( ベース DN が利用でき
ない場合 ) は、 サーバはこれにス ラ ッ シ ュ (/) と ク ラ イ アン ト が検索中の DN を追加し
ます。 デフ ォル ト 参照と追加された情報が ク ラ イ アン ト に送信されます。 ク ラ イ アン
ト はデフ ォル ト 参照で指定し たサーバに検索要求を送信し ます。

LDAP グループオブジェ ク ト には、 デフ ォル ト 参照の文字列フ ィ ール ド があ り ます。
LDAP サーバは、 そのデータ を文字列と し て扱います。 この と き、 確認は行われませ
ん。 入力された文字列が、 参照の先頭に追加されます。 また、 なんらかのデータが参
照に追加されます。 LDAP サーバが受け入れる文字列の形式は、 URL のよ う な形式に
な り ます。

LDAP が実行されている他の eDirectory サーバの参照が ク ラ イ アン ト に返される と き、
ク ラ イ アン ト は 1 つのサーバにつき 2 つの参照を受信し ます。

ク ラ イ アン ト を ク リ アテキス ト ポー ト に導 く 参照

ク ラ イ アン ト をセキ ュ アポー ト に導 く 参照

2 つの参照を区別するために、 ク リ アテキス ト 参照には ldap://、 セキ ュ アポー ト 照会に
は ldaps:// が付き ます。

サーバからの参照の場合は、 ポー ト 番号を追加し ます。

他の操作の参照を設定する

履歴参照オプシ ョ ン設定は通常、 検索操作にのみ使用し ます。 他の処理に比較オプ
シ ョ ンを適用する場合は、 ldapOtherReferralOption 属性が使用されます。 この属性によ
り 、 同じ値を使って検索以外の操作の動作を制御でき ます ( 参照を送信し ないバイ ン ド
は除き ます ) 。
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ManageDsalT の非サポート

LDAP Services for eDirectory 8.8 では、 eDirectory ツ リ ー内の eDirectory サーバの分散関係
は、 ManageDsaIT 制御以外の方法で管理されます。 LDAP ク ラ イアン ト は、 ManageDsalT
制御を使って eDirectory サブオーディ ネー ト または相互参照の問い合わせや更新を実行
する こ とはでき ません。

サポートされていない機能

LDAP Services for eDirectory 8.8 では、 サブオーデ ィ ネー ト リ フ ァ レン スはサポー ト され
ていません。 信頼されたパーテ ィ シ ョ ンのサブオーデ ィ ネー ト パーテ ィ シ ョ ン と し て
信頼されていないパーテ ィ シ ョ ンを作成し た り 、 そのパーテ ィ シ ョ ンから参照を送信
させる と失敗する場合があ り ます。 これを行 う 場合、 参照は操作のベース DN を解決
する と きのみ送信されます。 SearchResultReferences は送信されません。

信頼されていない領域のデータの分散更新はサポー ト されていません。 ルー ト サーバ
で名前の変更があった場合、 名前の変更を信頼されていない領域で同じデータ を持っ
た eDirectory サーバにコ ピーする よ う な組み込みの メ カニズムはあ り ません。

フィルタ済みレプリカを検索する

フ ィ ルタはレプ リ カが持つデータ量を制限し ます。 そのため、 フ ィ ルタ済みのレプ リ
カには、 デ ィ レ ク ト リ が保持する実データが完全には表示されません。 次はレプ リ カ
に適用されたフ ィ ルタの例です。

レプ リ カに含まれるのはユーザオブジェ ク ト だけです。

レプ リ カにはすべてのユーザオブジェ ク ト が含まれますが、 オブジェ ク ト には電話
番号と住所しか含まれません。

フ ィ ルタ済みレプ リ カのデータは不完全なため、 LDAP 検索の結果も制限されます。
そのため、 デフ ォル ト では、 LDAP 検索要求はフ ィ ルタ済みレプ リ カを調べません。

次のよ う な場合は、 フ ィ ルタ済みレプ リ カ検索を実行し て も、 レプ リ カフ ィ ルタから
何も検索結果が返されないこ と があ り ます。

検索フ ィ ルタに一致するオブジェ ク ト がローカルのフ ィ ルタ済みレプ リ カサーバに
存在し ない場合、 結果が完全なレプ リ カサーバから取得されるため、 ローカルのレ
プ リ カフ ィ ルタの結果と一致し ないこ と があ り ます。 

検索ベースがフ ィ ルタ済みレプ リ カサーバのローカルにない場合、 検索フ ィ ルタに
一致するオブジェ ク ト が完全なレプ リ カサーバから取得され、 これがローカルレプ
リ カのフ ィ ルタの結果と一致し ないこ と があ り ます。

ただし、 フ ィ ルタ済みレプ リ カに必要なデータがあ る こ と がわかっている場合は、
LDAP サーバがフ ィ ルタ済みレプ リ カを検索する よ う に設定する こ と ができ ます。 

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 ［LDAP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 LDAP サーバの名前を ク リ ッ ク し ます。

4 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。
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5 ［検索にフ ィ ルタ済みレプ リ カに含める］ を選択し、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

上方参照を設定する

組織の規模が大き く なる と、 さ まざまなベンダの LDAP サーバソ フ ト ウ ェアを使用し
たデ ィ レ ク ト リ ツ リ ーが必要にな り ます。 このよ う なツ リ ーを、 グ ローバル連結ツ
リ ーと いいます。 LDAP Services for eDirectory 8.8 には、 参照を連結ツ リ ーの上方の
DSA に返す機能があ り ます。

シナリオ：連結ツリーでの上方参照

Digital Airlines 社には、 あ るネ ッ ト ワーク担当者がいます。 Digital Airlines 社のデ ィ レ
ク ト リ ツ リ ーのルー ト ( ツ リ ーのルー ト から O=Digital Airlines まで ) のマス タは、
OpenLDAP サーバ上にあ り ます。 組織 (OU=Sales) のマス タは eDirectory サーバにあ り 、
その他の組織 (OU=Dev) は iPlanet サーバ上にあ り ます。

次の図は、 このツ リ ーを示し ます。

eDirectory にマス タがあ るのは、 OU=Sales のパーテ ィ シ ョ ン内のデータだけです。 他
の領域のデータのマス タは eDirectory 以外の DSA 上にあ り ます。 ネ ッ ト ワーク担当者
は、 操作の対象が O=Digital Airlines よ り 上の領域、 または OU=Sales 階層に属さ ない
O=Digital Airlines よ り 下の領域であ る場合、 上方参照を返すよ う に LDAP サービ ス を設
定し ます。 
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ベース DN が OU=Dev,O=Digital Airlines,C=US の eDirectory LDAP サーバに操作が送信
されます。 そのエン ト リ を保持するサーバ、 またはそのエン ト リ を保持するサーバを
認知し ているサーバを指す参照が返されます。

同様に、 O=Digital Airlines,C=US が対象のサブツ リ ー検索でも、 ルー ト DSA の参照が
返されます。 する と ルー ト DSA が、 OU=Sales および OU=Dev のマス タであ る DSA の
照会を返し ます。

LDAP サービ スによ り 、 eDirectory サーバがこのツ リ ーに参加するのにデータ階層デー
タ を信頼されていないパーテ ィ シ ョ ンに持つこ と ができ ます。 信頼されていない領域
のオブジェ ク ト に含まれるのは、 正しい DN 階層を構築するのに必要なエン ト リ だけ
です。 これらのエン ト リ は、 X.500 の “Glue” エン ト リ に類似し ています。 

このシナ リ オでは、 ルー ト 、 C=US、 O=Digital Airlines オブジェ ク ト は eDirectory サー
バの信頼されていない領域にあ り ます。

eDirectory では、 知識情報 ( 参照データ ) を信頼されていない領域に置 く こ と ができ ま
す。 この情報は、 LDAP ク ラ イ アン ト に参照を返すのに使用し ます。

LDAP 操作を eDirectory ツ リ ーの信頼されていない領域で実行する と、 LDAP サーバは
正しい参照データ を検索し、 ク ラ イ アン ト に参照を返し ます。

信頼されていない領域を作成する

次の図は、 379 ページの 「シナ リ オ ： 連結ツ リ ーでの上方参照」 で示し た、 eDirectory
サーバの連結ツ リ ーが保持する実際のデータ を示し ています。

エン ト リ は、 マス タが他の DSA 上にあって も、 OU=Sales 上に配置されます。 これは、
eDirectory サーバが持つエン ト リ に適切な DN を提供でき る よ う にするためです。

信頼されていない領域を作成するには、 次を実行し ます。

1 信頼されていないデータは信頼されたデータ と は切 り 離し ます。

信頼された領域の 上部に、 パーテ ィ シ ョ ン境界を作成し ます。 他に指定がない場
合、 eDirectory サーバはすべてのデータに対し て信頼されたサーバであ る とみな さ
れます。
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2 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンに信頼されていないパーテ ィ シ ョ ン と マーク し ます。 

2a 信頼属性を、 パーテ ィ シ ョ ンの もルー ト に近い属性に追加し ます。

2b 値が 0 の信頼属性を作成し ます。

3 信頼されていない領域の 下部に境界線をひき ます。

このサーバの信頼されたサブツ リ ー領域にパーテ ィ シ ョ ンルー ト を作成し ます。 た
と えば上の図の場合は、 パーテ ィ シ ョ ンルー ト は OU=Sales エン ト リ にあ り ます。
新しいパーテ ィ シ ョ ンには、 0 に設定された信頼属性はあ り ません。 そのため、
サーバはパーテ ィ シ ョ ンに対し信頼されたサーバであ る こ と にな り ます。

4 LDAP サーバを リ フ レ ッ シュ し ます。 

LDAP サーバは、 その設定が リ フ レ ッ シュ されるたび、 信頼された領域および信頼
されていない領域の境界をキ ャ ッ シ ュ し ます。 手動でサーバの設定を リ フ レ ッ シ ュ
し ない場合、 サーバは 30 分毎のバッ ク グ ラ ウ ン ド タ ス ク で自動的に リ フ レ ッ シュ
し ます。

複数のパーテ ィ シ ョ ンがあ る場合は、 信頼された領域のチェーンに重ねる こ と がで
き ます。 ただし、 LDAP Services for eDirectory8.8 では、 すべての信頼されていない
パーテ ィ シ ョ ンは連続し ていなければな らず、 ローカルレプ リ カがそれを保持し て
いる必要があ り ます

参照データを指定する

操作が信頼されていない領域で実行されている こ と が検出される と、 LDAP サーバは
参照を ク ラ イ アン ト に返すのに使用する情報を探し ます。 この参照情報は、 次のいず
れかにな り ます。

信頼されていない領域のいずれか、 またはすべてのエン ト リ にあ る情報

サーバの設定データ を持つ LDAP サーバまたは LDAP グループオブジェ ク ト 上の、
デフ ォル ト 参照と し て指定された情報

信頼されていない領域のエン ト リ が持つ参照情報は、 即時上方参照です。 このよ う な
参照情報は、 複数の値を と る ref 属性から構成されています。 ( この属性の詳細につい
ては、 RFC 3296 (http://www.ietf.org/rfc/rfc3296.txt) を参照し て く ださい。 ) デフ ォル ト 参
照設定が持つ参照情報は上方参照で、 値を 1 つと り ます。 (X.501 の immSupr および
suprDSE タ イプを参照し て く ださい。 ) 

参照データは LDAP URL の形式で保持されますが、 これにはホス ト と ( オプシ ョ ンで )
参照先の DSA のポー ト だけ しか指定されていません。 この参照データの例は次のよ う
にな り ます。

ldap://ldap.digital_airlines.com:389

LDAP サーバは操作のベース DN( 見つからない場合は一致した DN) を参照し ます。 ベー
ス DN に参照情報が含まれる場合、 LDAP サーバはその情報を参照先と して返し ます。 

参照情報が見つから ない場合、 LDAP サーバはツ リ ーの上方向に向かって参照情報を
探し ます。 すべてのエン ト リ を検索し て も参照情報が見つから ない場合、 LDAP サー
バは上方参照を返し ます。 ( この参照先は、 LDAP グループまたは LDAP サーバオブ
ジェ ク ト 上のデフ ォル ト 参照設定にあ り ます。 )
LDAP Services for Novell eDirectory の環境設定 381

http://www.ietf.org/rfc/rfc3296.txt


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
即時上方参照の追加

immeditateSuperiorReference と呼ばれる補助オブジェ ク ト ク ラ ス を信頼されていない領
域のエン ト リ に追加する こ と ができ ます。 この補助ク ラ スは、 1 つ以上の LDAP URL
と と もに作成される ref 属性を追加し ます。 それぞれの URL は DSA のホス ト 名と ( オ
プシ ョ ンで ) ポー ト を指し ます。

上方参照を追加する

これまで、 LDAP グループオブジェ ク ト は ldapReferral 属性を持っていま し た。 この属
性は、 eDirectory ツ リ ーの他の eDirectory サーバに参照を返すと きに発生する、 さ まざ
まなフ ェ イルオーバーの状況で使用されるデフ ォル ト の参照先を保持し ていま し た。
LDAP Services for eDirectory 8.8 では、 この属性は、 連結ツ リ ーの上方 DSA のデフ ォル
ト 参照を 1 つ指定するのに使用し ます。

また、 ldapReferral 属性が LDAP サーバオブジェ ク ト に追加されま し た。 ldapReferral 属
性に LDAP サーバオブジェ ク ト の値が含まれる場合、 この設定によ り LDAP グループ
オブジェ ク ト の同じ属性の値は上書き されます。 この動作によ り 、 グループに属する
すべての LDAP サーバに特定のデフ ォル ト 参照を設定し、 1 つか 2 つのサーバのデ
フ ォル ト 参照を別のデフ ォル ト で上書きする こ と ができ ます。

ldapReferral 属性の値は、 LDAP URL です。 URL には、 ホス ト と参照先の DSA のポー
ト ( オプシ ョ ン ) が含まれます。

LDAP で参照情報を更新する

上記のステ ッ プに従い、 LDAP を使って このタ ス ク を実行し て も、 即時上方参照を追
加する こ と はできないこ と が多 く あ り ま し た。 これは、 ルー ト パーテ ィ シ ョ ンが既に
信頼されていない と マーク されてお り 、 LDAP はパーテ ィ シ ョ ン内のデータに対する
どのよ う な操作の参照も送信し ていたためです。

信頼されていない領域の情報の更新または問い合わせを行 う には、 LDAP 要求に
ManageDsaIT 制御を設定する必要があ り ます。 この制御の詳細については、 RFC 3296 
(http://www.ietf.org/rfc/rfc3296.txt) を参照し て く だ さい。 この制御によ り 、 LDAP サーバ
は信頼されていない領域全体を信頼された領域であ るかのよ う に扱 う こ と ができ ます。

注 : 上方参照機能は、LDAP でのみ利用できます。他のプロトコル (NDAP など ) には、信頼属性が存在す
ることによる影響はありません。そのため、ConsoleOne または Novell iManager を使用した信頼されてい
ない領域のデータの参照や更新が妨害されることはありません。

影響を受ける操作

信頼されていない領域と上方参照は、 次の LDAP 操作に影響し ます。

検索と比較

編集と追加

DN 構文属性値はチェ ッ ク されません。 そのため、 グループ メ ンバー属性は、 信頼
されていない領域のエン ト リ を指す DN を含むこ と ができ ます。

削除

名前の変更 (moddn)

移動 (moddn)

親 DN が信頼されていない領域にある場合、 affectsMultipleDSAs エラーが返されます。

拡張
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上方参照のサポートの有無を確認する

上方参照は、 Novell LDAP Services for eDirectory 8.7 以降でのみサポート さ れています。
ルート DSE の supportedFeatures 属性によ り 、 eDirectory サーバがこ の機能をサポート し て
いる かどう かを確認でき ます。 supportedFeatures 属性の値が OID 2.16.840.1.113719.1.27.99.1
である 場合は、 こ の機能はサポート さ れています。 その他のルート DSE オブジェ ク ト に
対する 確認方法では、 次が変更さ れていま す。

namingContexts

この属性は、サーバが信頼されている ローカル DSA に保持されるパーテ ィ シ ョ ンルー
ト だけを表示し ます。 信頼されていないパーテ ィ シ ョ ンルー ト は表示されません。

altServer

この属性は、 ローカルサーバ と信頼されていないパーテ ィ シ ョ ンだけを共有する他
の eDirectory サーバを表示し ません。 
superiorReference

この属性は、 DSA の上方参照を通知し ます。 この値は、 LDAP サーバまたは LDAP
グループオブジェ ク ト 上の ldapReferral 属性を更新する こ と によ り 管理されます。

持続的検索：eDirectory イベントの設定

Novell eDirectory では、 デ ィ レ ク ト リ 内で重大な イベン ト が発生し た と きにアプ リ ケー
シ ョ ンに通知するためのイベン ト サービ スが用意されています。 これには、 デ ィ レ ク
ト リ サービ スに関する一般イベン ト も含まれます。 それ以外は eDirectory と その機能に
固有のイベン ト です。 

eDirectory イベン ト は、 LDAP プロ ト コルに対し て、 次の 2 つの異な る拡張を通し てア
プ リ ケーシ ョ ンに通知されます。

持続的検索制御の実装

Novell eDirectory の持続的検索機能は、 初の一致するエン ト リ が返された後も続
行される検索操作です。 持続的検索は LDAP v3 の検索操作が拡張された もので、
ク ラ イ アン ト からサーバへの検索結果内で更新をチェ ッ クする作業が不要にな り ま
す。 持続的検索制御によ り 、 ク ラ イ アン ト は、 ベース DN、 検索ス コープ、 検索
フ ィ ルタ などを指定する通常の LDAP 検索操作を実行する こ と ができ ます。 その
後、 サーバは 後に SearchResultDone メ ッ セージを返すのではな く 、 操作によ る接
続が維持されます。 このため、 ク ラ イ アン ト は検索結果に含まれるのエン ト リ が変
更されるたびに、 新のエン ト リ を受け取る こ と ができ ます。 これによ り 、 更新が
発生するたびに ク ラ イ アン ト は目的のエン ト リ のキ ャ ッ シ ュ を維持し た り 、 何らか
のロ ジ ッ ク を ト リ ガする こ と ができ ます。

この拡張についての詳細は、 “Persistent Search” document on the Internet
 (http://www.ietf.org/proceedings/01mar/I-D/ldapext-psearch-03.txt) を参照して く ださい。

イベン ト の監視 (eDirectory 独自の拡張 LDAP 操作 )

eDirectory イベン ト サービ ス を使用する アプ リ ケーシ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ に対する大
きな計算負荷と な る こ と があ り ます。 そ こで、 さ まざまな属性パラ メ ータ を使用し て、
個々の eDirectory サーバにおける イベン ト サービ スの使用を制御する こ と ができ ます。
これらのパラ メ ータは LDAP サーバオブジェ ク ト 上に格納されます。 パラ メ ータ を設
定するには、 ConsoleOne または Novell iManager を使用し ます。
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イベン ト サービ ス を使用する特定のアプ リ ケーシ ョ ンによ り 、 これらのパラ メ ータ を
特定の値に指定する よ う 要求される場合があ り ます。 特定のアプ リ ケーシ ョ ン独自の
要求は、 そのアプ リ ケーシ ョ ンのマニュ アルに示されています。

詳細は、 Understanding and Using Persistent Search in Novell eDirectory
 (http://developer.novell.com/research/appnotes/2003/february/04/a030204.htm) を参照して く だ
さい。

持続的検索の管理

Novell iManager を使用する と、 持続的検索を表示または編集する こ と ができ ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 変更する LDAP サーバオブジェ ク ト の名前と コ ンテキス ト を入力するか、 を ク
リ ッ ク し、 LDAP サーバオブジェ ク ト を参照または検索し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［全般］ タブの ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

5 持続的検索を有効にし ます。

［持続的検索の有効化］ チェ ッ クボ ッ ク スはデフ ォル ト でオンになっています。 この
サーバの持続的検索を無効にして禁止するには、 チェ ッ クボ ッ ク スをオフにし ます。

注 : 以前に確立された持続的検索操作を無効にすると、このオプションを無効にしてサーバをリフレッ

シュした後も操作が継続する場合があります。

6 このサーバ上の同時持続的検索の数を制御し ます。

［ 大同時持続的検索数］ フ ィ ール ド の値を指定し ます。 0 を指定する と、 同時持
続的検索数は無制限にな り ます。
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7 サイ ズおよび時間の制限を無視するかど う かを制御し ます。

持続的検索要求が 初の検索結果を送信し た後で、 サイ ズおよび時間制限を無視す
るかど う かを指定するには、 ［持続的検索動作の監視時にサイ ズ と時間制限を無視
する］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 すべての持続的検索操作は検索制限の制約を受
けます。 サイ ズ と時間のいずれかの制限に達し た場合、 検索操作は失敗し、 該当す
るエラー メ ッ セージが返されます。

8 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

イベントの監視拡張操作の使用を制御する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［LDAP］ > ［LDAP の概要］ の順にク リ ッ ク し ます。

3 ［LDAP サーバの表示］ を ク リ ッ ク し、 LDAP サーバの名前を ク リ ッ ク し ます。

4 ［イベン ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンがこの LDAP サーバ上でイベン ト を監視でき るかど
う かを制御し ます。 

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンがこの LDAP サーバ上でイベン ト を監視でき る よ
う にするには、 ［動作監視の有効化］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

イベン ト の監視を無効にするには、 チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフにし ます。

6 イ ベント 監視アプリ ケーショ ンがサーバ上に置く こ と のでき る 大負荷を制御し
ま す。

［ 大動作監視負荷］ フ ィ ール ド に値を入力し ます。 

イベン ト データの処理と、 監視対象アプ リ ケーシ ョ ンへのイベン ト 通知の送信は、
LDAP サーバに対し て計算負荷と な り ます。 あ る イベン ト によ るサーバへの正確な
負荷は、 監視される イベン ト の頻度、 イベン ト に関係し たデータ、 およびそのイベ
ン ト を監視し ている ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンの数によ って決ま り ます。 

［ 大動作監視負荷］ は、 イベン ト 監視拡張がサーバにかける こ と ができ る負荷の
大き さ を示す相対値です。 0 を指定する と、 無制限にな り ます。 この属性の適切な
値を見つけるには、 実際にいろいろな値を試し てみて く ださい。

7 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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LDAP サーバの情報を取得する

LDAP サーバについての情報を取得するには、 ICE か LDAP 検索を使用し ます。 これら
のユーテ ィ リ テ ィ は rootDSE ( デ ィ レ ク ト リ サービ スエージェ ン ト 、 固有エン ト リ ) か
ら情報を要求し ます。 

RootDSE は、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーの擬似オブジェ ク ト です。 このオブジェ ク ト は、 ツ
リ ーのルー ト にあ る名前のないエン ト リ です。 RootDSE は接続し ているサーバに固有
の情報を持っています。 た と えば、 rootDSE はスキーマ と、 スキーマがサポー ト する拡
張およびコ ン ト ロールの場所の情報を持っています。 

rootDSE はツ リ ー内の名前のないエン ト リ であ るため、 通常、 LDAP サーバは検索操作
で rootDSE を ク ラ イ アン ト に返し ません。

次の表は、 rootDSE から得られる情報を表示し た ものです。

情報と説明 引用

スキーマの場所：LDAP サーバまたはツリーのス

キーマの場所は、subschemaSubentry を読み込むこ

とによって検索できます。eDirectory では、

cn=schema が検索のベースになります。

subschemaSubentry: cn=schema

サポートされている拡張：拡張により、コンテキス
トの作成、マージ、新しいレプリカの追加、LDAP
サーバのリフレッシュ、レプリカの削除、レプリカ
タイプのマスターから読み取り / 書き込みまたは読

み取り専用への変更などのサーバの管理、および識
別情報の管理ができます。

拡張の形式は ASN.1OID です。拡張の詳細について

は、LDAP Extensions (http://developer.novell.com/
ndk/doc/ldapover/ldap_enu/data/a6ik7oi.html) を参照

してください。

supportedExtension:
2.16.840.1.113719.1.27.100.12
supportedExtension:
2.16.840.1.113719.1.27.100.7
supportedExtension: 
2.16.840.1.113719.1.27.100.8

LDAP サーバを提供しているベンダ vendorName: Novell, Inc.

LDAP サーバがサポートしているディレクトリバー

ジョン

vendorVersion: eDirectory v8.7.0 (10410.29)

eDirectory が実行しているバージョン vendorVersion: eDirectory v8.7.0 (10410.29)

ディレクトリサーバ名とディレクトリツリー名 dsaName: cn=WestWindNDS,o=westwind
directoryTreeName: t=WESTWINDTREE

サポートされている SASL メカニズム supported SASLMechanisms: EXTERNAL
supported SASLMechanisms: DIGEST-MD5
supported SASLMechanisms: NMAS LOGIN

サポートされている LDAP サーバのバージョン supportedLDAPVersion: 2
supportedLDAPVersion: 3

サーバ統計情報：RootDSE は LDAP サーバに関する

さまざまな統計情報を提供します ( 強力な認証バイ

ンド数など ) 。

エラー : 0
securityErrors: 0
chainings: 3
referralsReturned: 6
extendedOps: 0
abandonOps: 0
wholeSubtreeSearchOps: 1
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rootDSE の情報は、 アプ リ ケーシ ョ ン開発に活用する こ と ができ ます。

シナ リ オ ： アプ リ ケーシ ョ ンを開発する  － あ るユーザが新しいレプ リ カを作成する ア
プ リ ケーシ ョ ンを作成し ています。 rootDSE を読み込むと、 リ ス ト に
supportedExtension: 2.16.840.1.113719.1.27.100.7 と記述されています。 これによ り 、 サー
バが新しいレプ リ カを作成する コールをサポー ト する こ と がわか り ます。

また、 Novell iManager は rootDSE で利用でき る機能をチェ ッ ク し、 その情報に従って
動作し ます。

rootDSE を検索するには、 ワーク ステーシ ョ ンで次を入力し ます。

ldapsearch -h ホス ト 名 -p 389 -b "" -s base “objectclass=*”

この検索は、 ldap_search API を使用し たどのアプ リ ケーシ ョ ンでも実行する こ と ができ
ます。 

検索のベースは NULL で、 フ ィ ルタは objectclass=* に設定されています。 ( このク ラ イ
アン ト の場合、 ベースは -b です。 )

rootDSE の読み取 り 方法の詳細については、 次のいずれかを参照し て く ださい。

LDAP Libraries for C (http://developer.novell.com/ndk/doc/cldap/ldaplibc/data/
hevgtl7k.html)

LDAP Classes for Java (http://developer.novell.com/ndk/doc/jldap/jldapenu/data/
hevgtl7k.html)

LDAP 検索フ ィ ルタの詳細については、 LDAP Search Filters (http://developer.novell.com/
ndk/doc/ldapover/ldap_enu/data/a3saoeg.html) を参照し て く ださい。 このセ ク シ ョ ンは、
NDK マニュ アルの 「LDAP and NDS Integration」 にあ り ます。
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14 Novell eDirectory のバックアップと復元

Novell® eDirectoryTM には、 レプ リ カ作成によ る障害対策機能が組み込まれています。
eDirectory ツ リ ーに属するサーバに障害があって も、 別のサーバがサービ ス を続行でき
ます。 この意味でレプ リ カ作成機能は、 も重要な保護機能と位置づけ られています。

ただし 1 台だけのサーバで運用し ている環境では、 レプ リ カ作成は不可能です。 また、
レプ リ カを作成し ていて も、 完全に復元するのは困難な場合も あ り ます。 ハード ウ ェ
ア障害など、 機器が破損し た と きや、 火事や水害で何台ものサーバが動かな く なって
し ま った場合などです。 各サーバの eDirectory をバッ ク ア ッ プし ておけば、 ネ ッ ト ワー
クの耐障害性を高める こ と にな り ます。

eDirectory 8.7 には、 Backup eMTool と い う 新しいバッ ク ア ッ プ / 復元ユーテ ィ リ テ ィ が
付属する よ う にな り ま し た。 これを使用する と、 サーバ単位で eDirectory データベース
をバッ ク ア ッ プする こ と ができ ます。 これには次のよ う な利点があ り ます。

どのプラ ッ ト フ ォームでも同じ ツールで操作可能。

稼動中でもバッ ク ア ッ プ可能。 eDirectory データベース を停止する こ と な く 、そのま
まで完全なバッ ク ア ッ プを取る こ と でき ます。

個々のサーバ単位に、 迅速な復元処理が可能。 ハード ウ ェア障害からの復元には特
に有用です。

高い拡張性。 数千万から数億単位のオブジェ ク ト を保持し たeDirectoryデータベース
を持つサーバでもバッ ク ア ッ プ可能です。 バッ ク ア ッ プの処理速度は主と し て I/O
チャネルの帯域幅で決ま り ます。

レプ リ カ作成機能と DSMASTER サーバを組み合わせて運用し ていれば、 ツ リ ー全
体の復元も容易。 DSMASTER サーバを設定し ていない場合でも、 かな り の程度ま
で復元でき ます。 402 ページの 「DSMASTER サーバによ る災害対策」 を参照し て
く ださい。 

リ モー ト 操作が可能。 バッ ク ア ッ プ / 復元処理のほ と んどは、 iManager を使って、
Web ブラ ウザ画面から実行可能です。 フ ァ イ ア ウ ォールの内側からでも外側から
でも構いません。 高度な処理は、 コマン ド ラ イ ンから実行する Java ク ラ イ アン ト
であ る、 eMBox Client を使い、 リ モー ト 操作で実行でき ます。 フ ァ イ ア ウ ォール越
しにでも、 あ るいは VPN 経由でも操作でき ます。

関連フ ァ イルもバッ ク ア ッ プ可能。 データベース以外の関連フ ァ イルも組にし て
バッ ク ア ッ プでき ます。 NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イル、 ス ト リ ームフ ァ イル、 イ ン
クルード フ ァ イルで指定し たフ ァ イル (autoexec.ncf など ) が対象にな り ます。

サーバの停止直前の状態に eDirectory を復元可能。 ただし ロールフ ォ ワード ロ グを
継続的に保存し ている こ と が条件です。 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使
用する」 を参照し て く ださい。

ハード ウ ェアのア ップグレード を単純化。 eDirectory データベースのコールドバッ ク
ア ップを取り 、 新しいサーバに復元して、 サーバの識別情報を簡単に新ハード ウ ェ
アに移行でき ます。 RAM のア ップグレード など、 機器構成を変える際の安全措置と
しても有効です。 536 ページの 「ハード ウ ェアのア ッ プグレードやサーバの交換」
を参照して く ださい。
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分散環境での運用を考慮。 ロールフ ォ ワード ロ グがあれば、 ツ リ ー内の他のサーバ
と完全に同期し た状態にまで復元でき ます。

無人でのバッ ク ア ッ プが可能。 バッチフ ァ イルを作成し て、 eMBox Client を使用し
て無人でバッ ク ア ッ プを実行でき ます。

新しい eDirectory バッ ク ア ッ プツールであ る Backup eMTools には、 個々のサーバ単位
でデータベースおよび関連フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを取 り 、 復元するために必要な機
能がすべて揃っています。 個々のオブジェ ク ト やツ リ ーの一部を単位と し てバッ ク
ア ッ プ / 復元する こ と はでき ません。

システムバッ ク ア ッ プ機能と組み合わせれば、 eDirectory バッ ク ア ッ プフ ァ イルをテー
プに保存し て安全を期すこ と ができ ます。

この章では、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

390 ページの 「eDirectory のバッ ク ア ッ プ処理に関する確認事項」

393 ページの 「バッ ク ア ッ プサービ スおよび復元サービ スについて」

405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使用する」

409 ページの 「復元処理の準備」

412 ページの 「Novell iManager を使ったバッ ク ア ッ プ / 復元作業」

420 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使ったバッ ク ア ッ プ / 復元作業」

438 ページの 「NetWare で DSBK.NLM を使用する」

438 ページの 「サーバ固有情報のバッ ク ア ッ プに関する変更事項 (NetWare のみ )」

440 ページの 「復元後の検証処理に失敗し た場合の対処方法」

444 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元の運用例」

451 ページの 「NICI のバッ ク ア ッ プ と復元」

eDirectory のバックアップ処理に関する確認事項

複数サーバ構成のツリーで、サーバが停止していてもオブジェクトにアクセスできるよう
にする

複数サーバ構成のツ リ ーでは、 障害対策のため、 すべての eDirectory パーテ ィ シ ョ
ンについて、 複数台のサーバにレプ リ カが作成されている こ と を確認し ます。 

レ プリ カの作成については、 140 ページの 「レプ リ カを追加する」 を 参照し てく
ださ い。

個々のサーバについて、ハードウェア障害などの場合に、迅速に完全復元できるようにす
るための準備

定期的に (週1回など ) eDirectoryデータベースのフルバッ ク ア ップを取って く ださい。

定期的に ( 毎晩など ) イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プを取って く ださい。

eDirectory のフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プ終了後、すぐにフ ァ イルシステム
をテープにフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プし て く ださい。 

Backup eMTool は、 サーバ上の指定したディ レ ク ト リ にバッ ク ア ップフ ァ イルを作成
し ますが、 これを直接テープに保存する機能はあ り ません。 したがって、 eDirectory
のバッ ク ア ップ処理後すぐにフ ァ イルシステムのバッ ク ア ップを行い、 安全な記録
媒体であるテープに保存する必要があ り ます。
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必要に応じ て、 ロールフ ォ ワード ロ グを残すよ う 設定し て く ださい。

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必
要があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。 他のサー
バ と レプ リ カを共有するデータベースは、 停止直前の状態にまで復元し ない限 り デ
フ ォル ト ではオープン されません。

単一サーバ環境では、 ロールフ ォ ワード ロ グがな く て も復元後の検証に失敗する こ
と はあ り ませんが、 後にバッ ク ア ッ プを取った時の状態にしか戻 り ません。 ロー
ルフ ォ ワード ロ グがあれば、 システム停止直前の状態まで復元でき ます。

ロールフ ォ ワード ロ グ機能を使 う 際の主な注意点は次の とお り です。 詳細について
は、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使用する」 を参照し て く ださい。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先を指定し て く ださい。 初期設定を使用する こ と
はお勧めし ません。 

ログはサーバ上のローカルフ ァ イルと して保存する必要があ り ます。 障害対策
上、 eDirectory と同じディ ス クパーテ ィ シ ョ ン / ボ リ ューム、 同じ記憶デバイ ス
は避けて く ださい。 ロールフ ォ ワード ログ専用の、 独立したパーテ ィ シ ョ ン / ボ
リ ュームを用意する と よいでし ょ う 。 

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先を文書に記録し ておき、 障害時にはすぐにわか
る よ う にし て く ださい。 

サーバが正常に動作し ていれば、 iManager のバッ ク ア ッ プ環境設定画面、 また
は eMBox Client の getconfig オプシ ョ ンで調べる こ と ができ ます。 ただしハー
ド ウ ェ ア障害などで eDirectory が使えない状態になる と、 この方法でロール
フ ォ ワード ロ グの場所を調べる こ と はでき ません。 

ロールフ ォ ワード ロ グを保存し ているデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン / ボ リ ュームの
空き容量を監視し、 容量不足にな ら ないよ う にし て く ださい。 

容量不足のためロールフ ォ ワード ロ グが作成できな く な る と、 eDirectory は応
答し な く な り ます。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先にア ク セスでき るユーザを制限し、 権利のない
ユーザがロ グを参照でき ないよ う にし て く ださい。 

復元が必要と なった と きは、 復元処理の終了後、 そのサーバのロールフ ォ ワー
ド ロ グ設定をや り 直し て く ださい。 復元処理の過程で、 設定が初期状態に戻る
ためです。 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にし てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プ
も取る必要があ り ます。

NICI 機能を使用し ている場合は、 NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルもバッ ク ア ッ プの対
象と し て設定し て く ださい。 

こ のファ イ ルがないと 暗号化キーを復元でき ないため、 暗号化さ れたデータ を読むこ
と ができ なく なり ます。 NICI セキュ リ ティ の詳細については、 『NICI Administration 
Guide』 (http://www.novell.com/documentation/beta/nici27x/index.html) と TID on backing up 
NICI files (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10098087.htm) を参照し てく
ださ い。

複数サーバ構成のツ リ ーの場合、 バッ ク ア ッ プ処理に Backup eMTool を使 う ために
は、 レプ リ カを共有するサーバすべてを eDirectory 8.5 以降にア ッ プグレードする
必要があ り ます。 

8.5 よ り 前の eDirectory と は、 復元後の検証処理の互換性がないためです。 復元検
証処理の詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」
および 403 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性が
あ る」 を参照し て く ださい。
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(NetWare® のみ） 404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシステムデータ を復元する際の
ア ク セス権の保存」 を参照し て、 フ ァ イルシステム上のア ク セス権について も確認
し て く ださい。 起こ り う る問題についてはあ らかじめ確認し、 必要に応じ て予防措
置を取って く ださい。

定期的にバッ ク ア ッ プロ グを調べて、 無人でのバッ ク ア ッ プが正常に実行されてい
る こ と を確認し て く ださい。

サーバをア ッ プグレードする際は、 536 ページの 「ハード ウ ェアのア ッ プグレード
やサーバの交換」 を参照し て コール ド バッ ク ア ッ プを取って く ださい。

複数サーバ構成のツ リ ーでは、 障害対策のため、 すべての eDirectory パーテ ィ シ ョ
ンについて、 複数台のサーバにレプ リ カが作成されている こ と を確認し ます。 

パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを作成し ておけば、 保守作業などのためサーバを停止し
ている間もオブジェ ク ト にア ク セスでき るばか り でな く 、 ハード ウ ェア障害などで
サーバが使えな く なった場合に備え る障害対策と し て も役立ちます。 逆に複数サー
バ構成のツ リ ーでレプ リ カを作成し ていないパーテ ィ シ ョ ンを保持するサーバがあ
る と、 障害時にパーテ ィ シ ョ ンを復元できない恐れがあ り ます。 し たがって 善な
のは、 すべてのパーテ ィ シ ョ ンについてレプ リ カを作成し てお く こ と です。 複数
サーバ構成のツ リ ー内にレプ リ カを作成し ていないパーテ ィ シ ョ ンがあ る場合の問
題点の詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」、
405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使用する」 および 440 ページの 「復元後の
検証処理に失敗し た場合の対処方法」 を参照し て く ださい。

レプ リ カの作成については、 52 ページの 「レプ リ カ」 および 135 ページの 「パー
テ ィ シ ョ ンおよびレプ リ カの管理」 を参照し て く ださい。

eDirectory および関連フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを収めたテープは、 安全な場所に保
管する よ う にし て く ださい。

バッ ク ア ッ プ計画が適切であ るか、 定期的に検証する よ う にし て く ださい。

( オプシ ョ ン ) コール ド バッ ク ア ッ プ ( データベース を ク ローズ し てフルバッ ク ア ッ
プを取る作業 ) や高度なバッ ク ア ッ プ / 復元操作を リ モー ト 操作で実行する場合
は、 リ モー ト 側コ ンピ ュータに eMBox Client を イ ン ス ト ールし て く ださい。 また、
VPN を使用する など、 フ ァ イ ア ウ ォール越しにア ク セスでき る よ う に設定する必
要があ り ます。 

iManager を使用すればフ ァ イ ア ウ ォールの外側からでも作業が可能ですが、 コー
ル ド バッ ク ア ッ プや高度な操作はサポー ト されていません。

eMBox Client は、 eDirectory を イ ン ス ト ールする際、 同時にイ ン ス ト ールされます。
Sun JVM 1.3.1 が動作する ワーク ステーシ ョ ン上でも使えます。 eMBox Client のイ
ン ス ト ールや設定の手順については、 555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ
アン ト の使用」 を参照し て く ださい。

災害により何台ものサーバが被害を受けた場合に備える準備

上述の対策はすべて実施し て く ださい。

複数サーバ構成のツ リ ーであれば、 障害対策のために DSMASTER サーバを用意す
る よ う お勧めし ます。 

402 ページの 「DSMASTER サーバによ る災害対策」 を参照し て く ださい。

災害からの復旧計画が適切であ るか、 定期的に検証する よ う にし て く ださい。
392   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
バックアップサービスおよび復元サービスについて

393 ページの 「eDirectory Backup eMTool について」

394 ページの 「eDirectory 8.7.3 のバッ ク ア ッ プ / 復元機能で変更された事項」

396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」

397 ページの 「バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダ書式」

401 ページの 「バッ ク ア ッ プロ グフ ァ イルの書式」

402 ページの 「DSMASTER サーバによ る災害対策」

403 ページの 「遷移ベク ト ル と復元後の検証処理」

403 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性があ る」

404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシステムデータ を復元する際のア クセス権の保存」

eDirectory Backup eMTool について

Backup eMTool には、 個々のサーバ単位で、 稼動し たま まの状態で継続的に eDirectory
データベースのバッ ク ア ッ プを取る機能があ り ます。 データベース を停止する こ と な
く 、 処理を始めた時点のバッ ク ア ッ プを取る こ と ができ ます。 つま り 、 バッ ク ア ッ プ
作業はいつでも可能であ り 、 その間も eDirectory を使い続ける こ と ができ ます ( 特に指
示し なければこの 「ホ ッ ト 」 バッ ク ア ッ プにな り ますが、 必要であればデータベース
を停止し て 「コール ド」 バッ ク ア ッ プを取る こ と も可能です ) 。

また、 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にすれば、 後にバッ ク ア ッ プを取った時点以降
の ト ラ ンザク シ ョ ンをすべて記録し ておけます。 これを使えば、 サーバが停止する直
前の状態に復元する こ と もでき ます。 さ らに、 レプ リ カ リ ングに属するサーバすべて
について ロールフ ォ ワード ロ グを取る必要があ り ます。 これによ り 、 他のサーバ と の
同期状態も復元でき ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グ
がなければ復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。
ロールフ ォ ワード ロ グの機能は、 デフ ォル ト では無効になっています。 詳細について
は、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使用する」 を参照し て く ださい。

新しいバッ ク ア ップツールである Backup eMTool も、 eDirectory のオブジェ ク ト をすべ
て一度にバッ ク ア ップでき るわけではあ り ません。 各サーバのパーテ ィ シ ョ ンが単位と
な り ます。 この方式は、 特定のサーバのみを復元する場合に優れているばか り でな く 、
TSA for NDS® を使 う 旧式の方法に比べて高速です。 ただし、 eDirectory 8.6 のマニュアル
にも記載されている よ う に、 TSA for NDS は今でも使用でき ます。 必要に応じて TSA for 
NDS と Backup eMTool を使い分け られます。 動作の違いについては、 394 ページの
「eDirectory 8.7.3 のバッ ク ア ッ プ / 復元機能で変更された事項」 を参照して く ださい。

eDirectory の新しいバッ ク ア ッ プツールは、 システムバッ ク ア ッ プ機能と組み合わせて
使用し て、 eDirectory バッ ク ア ッ プフ ァ イルをテープに安全に保存する必要があ り ま
す。 Novell はバッ ク ア ッ プ用製品を開発し ている主要企業と提携し ています。 一覧に
ついては、 NetWare Partner Products: Backup, Restore, & Recovery (http://www.novell.com/
partnerguide/p100004.html) を参照し て く ださい。 

NetWare の場合、 このバッ ク ア ッ プツールを使 う ためには、 フ ァ イルシステムに対する
適切なア ク セス権が必要です。 詳細については、 404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシ
ステムデータ を復元する際のア ク セス権の保存」 を参照し て く ださい。
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iManager からは、 コール ド バッ ク ア ッ プ、 無人バッ ク ア ッ プ、 高度な復元機能を除 く
バッ ク ア ッ プ / 復元機能を実行でき ます。 詳し く は 412 ページの 「Novell iManager を
使ったバッ ク ア ッ プ / 復元作業」 を参照し て く ださい。 一方、 eMBox Java コマン ド ラ
イ ン ク ラ イ アン ト からは、 無人バッ ク ア ッ プを含め、 どんなバッ ク ア ッ プ / 復元作業で
も実行でき ます。 詳し く は 420 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使ったバッ ク ア ッ プ /
復元作業」 を参照し て く ださい。 

iManager から実行でき るバッ ク ア ッ プ / 復元オプシ ョ ンについては、 オン ラ イ ンヘル
プを参照し て く ださい。 eMBox Client から実行でき る機能については、 431 ページの
「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。 

復元の具体的な処理過程については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の
概要」 を参照し て く ださい。 

eDirectory Backup eMTool は、 eMBox ツールのひとつです。 eMBox は、 eDirectory を構
成する一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされるサービ スです。 

Backup eMTool は次のフ ァ イルから成 り ます。

Backup eMTool で作成されるバッ ク ア ッ プフ ァ イルやロ グフ ァ イルの形式については、
401 ページの 「バッ ク ア ッ プロ グフ ァ イルの書式」 および 397 ページの 「バッ ク ア ッ プ
フ ァ イルのヘッ ダ書式」 を参照し て く だ さい。

重要 : 復元後の検証処理については、8.5 より前の eDirectory とは互換性がありません。レプリカリングに
属するサーバで新しいバックアップ / 復元ツールを使う場合は、これに属するサーバすべてを eDirectory 
8.5 以降にアップグレードする必要があります (403 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降
のみで互換性がある」も参照してください ) 。

eDirectory 8.7.3 のバックアップ / 復元機能で変更された事項

eDirectory の以前のバージ ョ ンでは、 バッ ク ア ッ プ / 復元ツールは、 ツ リ ーをオブジェ
ク ト 単位でバッ ク ア ッ プする方式を使用し ていま し た。 

eDirectory 8.7 で組み込まれた Backup eMTool は、 方式やアーキテ クチャが一新されてい
ます。 すなわち、 ツ リ ーではな く サーバを単位と し、 個々のサーバの eDirectory データ
ベース をバッ ク ア ッ プする、 と い う 方式になったのです。 この変更によ り 、 以前の
TSA for NDS よ り もバッ ク ア ッ プ処理速度が大幅に改善されま し た。 

TSA for NDS は今でも使用でき ますが、 今後は新しいバッ ク ア ッ プツールを使 う よ う お
勧めし ます。 

サーバ固有の情報も Backup eMTool でバッ ク ア ッ プでき ます。 438 ページの 「サーバ固
有情報のバッ ク ア ッ プに関する変更事項 (NetWare のみ )」 を参照し て く ださい。

ファイル名 説明

backupcr バックアップ / 復元機能をすべて含むコアライブラリ。

ユーザインタフェースはなく、backuptl プログラムから動的にロード、リン

クされる形で動作します。

backuptl backupcr ライブラリを呼び出す eMTool のインタフェース部分。eMBox アー

キテクチャを介してバックアップ / 復元機能を提供するプログラムです。

iManager プラグイン、eMBox Client、Java コマンドラインクライアントを

介して使用できます。

dsbackup_en.xlf Backup eMTool で表示されるメッセージの言語ファイルです。
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新旧バッ ク ア ッ プツールの違いを次の表に示し ます。

項目 TSA for NDS による以前のバックアップ Backup eMTool による「ホットバックアップ」

バックアップの
対象

ツリー全体をオブジェクト単位で
バックアップ。

旧バックアップツール ( 必要なら

ば 8.7 でも利用可能 ) の詳細につ

いては、『Novell eDirectory 8.6 管
理ガイド』の「Novell eDirectory
のバックアップと復元」 (http://
www.novell.com/documentation/lg/
ndsedir86/taoenu/data/
a2n4mb6.html) を参照してくだ

さい。

サーバ単位で eDirectory データベースを

バックアップ。

ツリー全体の耐障害性は主としてレプリカ
作成機能で確保していますが、サーバ単位
のバックアップ機能によりさらに強固にな
ります。 

災害などで何台ものサーバが停止した場合
でもツリーを復元できるようにするために
は、DSMASTER サーバを導入し、それに

応じたレプリカ作成方針を立てる必要があ
ります。402 ページの「DSMASTER サー

バによる災害対策」を参照してください。

処理速度 - 大幅に改善されています。新規バックアッ
プツールの開発に当たっては、処理性能を
重視しました。

バックアップファ
イルの保存先

直接テープに書き出し可。 ファイルシステム上のバックアップファイ
ルとして書き出し。

別途ファイルシステムのバックアップツール
を使って、テープに書き出す必要があります。

プラットフォー
ム間の違い

プラットフォームによって使い方
が別々。

どのプラットフォームでも同じ使い方。

個々のサーバ単
位での復元

考慮されていません。 サーバ単位での復元処理が可能。ハード
ディスク障害時のほか、サーバ機を移行す
る際にも利用できます。

ロールフォワードログを使えば、停止直前
の状態に復元することも可能です。これに
より、レプリカリングに属する他のサーバ
と同期状態を揃えることができます。

eDirectory の関連ファイルもバックアップ

の対象とすることができます。たとえば
NICI ファイルのバックアップと復元ができ

ます。独自の関連ファイルリストを作成し
て、対象ファイルをバックアップに追加す
ることもできます。 

NICI ファイルの

バックアップ /
復元

考慮されていません。 NICI ファイルのバックアップ / 復元も可能

です。これにより、復元後、暗号化データ
にアクセスできます。復元作業の時間を大
幅に短縮できるでしょう。

個々のサーバの
ロールフォワー
ドログ

考慮されていません。 後にバックアップを取った時点以降のトラ
ンザクションを、ロールフォワードログとし
てすべて記録しておけます。これを使うと、
停止直前の状態にまで復元することができま
す。複数サーバ環境では、これを使用して他
のサーバと同期状態を揃えることができま
す。ロールフォワードログの機能は、デフォ
ルトでは無効になっています。詳細について
は、405 ページの「ロールフォワードログ

を使用する」を参照してください。
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Backup eMTool による復元作業の概要

復元作業に先立ち、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルをすべて揃えてお く 必要があ り ます。 その
手順については 409 ページの 「復元処理の準備」 を参照し て く だ さい。 iManager や
eMBox Client から Backup eMTool の復元機能を呼び出すと、 Backup eMTool で次のよ う
な処理が行われます。

1. DS エージェ ン ト を ク ローズ し ます。

2. ア ク テ ィ ブな DIB (Data Information Base) セ ッ ト を、 NDS から RST に切 り 替えます。 

既存の NDS データベースはそのま まサーバに残 り 、 復元後の検証に失敗し た場合
は、 再びこれがア ク テ ィ ブな DIB セ ッ ト にな り ます。

3. 復元処理が始ま り ます。 新たに RST と い う DIB セッ ト を作り 、 そこに復元し ます。 

4. DIB セ ッ ト をいったん無効にし ます。 

擬似サーバのロ グ イ ン無効属性をオンにし ます。 これは、 この DIB セ ッ ト を使っ
て DS エージェ ン ト がオープン されるのを避けるための措置です。

5. ロールフ ォ ワード ロ グに関する設定をデフ ォル ト に戻し ます。

し たがって、 復元後はロールフ ォ ワード ロ グを書き出さ ない設定にな り ます。 書き
出し先フ ァ イル名の設定もデフ ォル ト に戻 り ます。 

このサーバでロールフ ォ ワード ロ グ機能を使 う ためには、 復元後に改めて有効に切
り 替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直し て、 ロールフ ォ ワード ロ グの環
境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にし てから、 改
めてフルバッ ク ア ッ プも取る必要があ り ます。

6. 復元された RST データベースの検証処理を行います。

復元されたデータの整合性を確認し ます。 この確認は、 レプ リ カを共有し ているす
べてのサーバにア ク セス し、 遷移ベク ト ルを比較し て実行されます。 

検証結果はロ グフ ァ イルに出力されます。 

リ モー ト サーバの遷移ベク ト ルの方がローカルベク ト ルよ り 後の時間に作成された
ものであ る場合は、 復元されなかったデータがあ る と い う こ と なので、 検証処理は
失敗し ます。 

あ る レプ リ カの検証処理に失敗し た場合、 ロ グにはた と えば次のよ う に出力されま
す。 遷移ベク ト ルを比較し ている様子がわか り ます。

Server: \T=LONE_RANGER\O=novell\CN=CHIP
   Replica: \T=LONE_RANGER\O=novell
      Status: ERROR = -6034
         Local TV             Remote TV
         s3D35F377 r02 e002   s3D35F3C4 r02 e002
         s3D35F370 r01 e001   s3D35F370 r01 e001
         s3D35F363 r03 e001   s3D35F363 r03 e001
         s3D35F31E r04 e004   s3D35F372 r04 e002
         s3D35F2EE r05 e001   s3D35F2EE r05 e001
         s3D35F365 r06 e003   s3D35F365 r06 e003

詳細については、 403 ページの 「遷移ベク ト ル と復元後の検証処理」 を参照し て く
ださい。
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7. 検証に成功した場合は、 RST を NDS と改名し、 ロ グ イ ン無効属性をオフにし ます。
したがって これがサーバでア ク テ ィ ブな eDirectory データベースにな り ます。 失敗
した場合は改名しないので、 元の NDS が再びア ク テ ィ ブな DIB セ ッ ト にな り ます。

検証に失敗し た場合の復旧方法については、 440 ページの 「復元後の検証処理に失
敗し た場合の対処方法」 を参照し て く ださい。 高度な復元オプシ ョ ンを使えば、 強
制的に RST データベース をア ク テ ィ ブにし、 ロ ッ ク を解除する こ と もでき ますが、
Novell の担当者の指示がない場合はお勧めでき ません。

バックアップファイルのヘッダ書式

バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダには、 次のよ う な重要な情報が記録されています。 

バッ ク ア ッ プフ ァ イルが作成された時点のフ ァ イル名。 

バッ ク ア ッ プ作成後にフ ァ イル名を変更し た場合にはこの情報が有用にな り ます。

バッ ク ア ッ プ時点のロールフ ォ ワード ロ グ名。 

フルバッ ク ア ッ プ と 3 回分のイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プ と い う よ う に複数の
フ ァ イルがあ る場合、 後のバッ ク ア ッ プフ ァ イルに記載された ロールフ ォ ワード
ロ グ名が重要です。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルからの復元処理後、 どのロールフ ォ ワー
ド ロ グから適用するかを確認するために使用されるからです。

このサーバが保持し ている レプ リ カの リ ス ト 。 

各レプ リ カをどのサーバに配置し ているか記録し ていない場合に役立ちます。 災害
で何台ものサーバが停止し た場合、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダに表示された こ
の情報を見れば、 初にどのサーバを復元するべきか判断でき ます。

同時にバッ ク ア ッ プする よ う ユーザのイ ン クルード フ ァ イルに指定された関連フ ァ
イル名。

複数のフ ァ イルに分割し てバッ ク ア ッ プする場合のフ ァ イル数。

各バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダは XML 形式で記述されます。 ヘッ ダ部に続き、 デー
タベース内のデータ を、 バイナ リ 形式で記録し ます ( フ ァ イルの末尾にバイナ リ データ
があ る と構文解析でエラーが発生し ますが、 XML ヘッ ダは XML 標準に適合し ていま
す ) 。 バッ ク ア ッ プが複数のフ ァ イルに分かれる場合、 各フ ァ イルに同じヘッ ダ情報を
記録し ます。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存や変更はしないようにし
てください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうことがあります。ほとんどのアプリケーションではバ
イナリデータを正確に保存することはできません。

XML ヘッ ダの DTD を次に示し ます ( この DTD は参照のため、 バッ ク ア ッ プフ ァ イル
のヘッ ダの一部と し て書き込まれます ) 。

<?xml version=”1.0” encoding=”UTF-8” standalone=”yes” ?>
<!DOCTYPE backup [
<!ELEMENT backup (file|replica)*>
<!ELEMENT file (#PCDATA)>
<!ELEMENT replica EMPTY>
<!ATTLIST backup version CDATA #REQUIRED
    backup_type (full|incremental) #REQUIRED
    idtag CDATA #REQUIRED
    time CDATA #REQUIRED
    srvname CDATA #REQUIRED
    dsversion CDATA #REQUIRED
    compression CDATA “none”
    os CDATA #REQUIRED
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    current_log CDATA #REQUIRED
    number_of_files CDATA #IMPLIED
    backup_file CDATA #REQUIRED
    incremental_file_ID CDATA #IMPLIED
    next_inc_file_ID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST file size CDATA #REQUIRED
    name CDATA #REQUIRED
    encoding CDATA “base64”
    type (user|nici) #REQUIRED>
<!ATTLIST replica partition_DN CDATA #REQUIRED
    modification_time CDATA #REQUIRED
    replica_type (MASTER|SECONDARY|READONLY|SUBREF|
    SPARSE_WRITE|SPARSE_READ|Unknown) #REQUIRED
    replica_state (ON|NEW_REPLICA|DYING_REPLICA|LOCKED|
    CRT_0|CRT_1|TRANSITION_ON|DEAD_REPLICA|
    BEGIN_ADD|MASTER_START|MASTER_DONE|
    FEDERATED|SS_0|SS_1|JS_0|JS_1|MS_0|MS_1|
    Unknown) #REQUIRED>
]>

DTD に含まれる属性について次の表で説明し ます。

属性 説明

backup version バックアップツールのバージョン。

backup backup_type フルバックアップかインクリメンタルバックアップかの別
( コールドバックアップはフルバックアップとして扱います ) 。

backup idtag バックアップ時刻に基づいて生成された GUID。バックアップファイ

ル名が変わっていても、これを使えばバックアップを識別できます。

backup time バックアップ処理の開始日時。

backup srvname バックアップ対象サーバの識別名。

backup dsversion サーバ上で稼動している eDirectory のバージョン。

backup compression Backup eMTool がバックアップデータを圧縮したかどうか。対象に

なるのはバックアップデータ本体だけで、ヘッダは圧縮されません。

backup os バックアップ処理を実行したオペレーティングシステム。復元はこ
れと同じオペレーティングシステムのみで行うようお勧めします。

backup current_log 復元に必要な 初のロールフォワードログ。正しく復元するために
必要な情報です。

backup number_of_files 分割してバックアップする場合のファイル数。ひとつ目のバック
アップファイルにのみ記録されます。

backup backup_file このバックアップファイル名。 

複数のファイルに分けてバックアップする場合、各ファイル名には
順序番号がつきますが、それも含むファイル名が記録されます。複
数のバックアップファイルのファイル名の例は、-s ファイルサイズ

を参照してください。

backup incremental_file_ID インクリメンタルバックアップの場合、そのファイルの ID。

backup next_inc_file_ID これに続くインクリメンタルバックアップに与える ID。正しく復元

するために必要な情報です。
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バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダ例を次に示し ます。 これは Windows NT サーバで作成し
た もので、 NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルもバッ ク ア ッ プ対象になっています。
<?xml version=”1.0” encoding=”UTF-8” standalone=”yes” ?>
<!DOCTYPE backup [
<!ELEMENT backup (file|replica)*>
<!ELEMENT file (#PCDATA)>
<!ELEMENT replica EMPTY>
<!ATTLIST backup version CDATA #REQUIRED
    backup_type (full|incremental) #REQUIRED
    idtag CDATA #REQUIRED
    time CDATA #REQUIRED
    srvname CDATA #REQUIRED
    dsversion CDATA #REQUIRED
    compression CDATA “none”
    os CDATA #REQUIRED
    current_log CDATA #REQUIRED
    number_of_files CDATA #IMPLIED
    backup_file CDATA #REQUIRED
    incremental_file_ID CDATA #IMPLIED
    next_inc_file_ID CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST file size CDATA #REQUIRED
    name CDATA #REQUIRED
    encoding CDATA “base64”
    type (user|nici) #REQUIRED>
<!ATTLIST replica partition_DN CDATA #REQUIRED
    modification_time CDATA #REQUIRED
    replica_type (MASTER|SECONDARY|READONLY|SUBREF|
    SPARSE_WRITE|SPARSE_READ|Unknown) #REQUIRED
    replica_state (ON|NEW_REPLICA|DYING_REPLICA|LOCKED|
    CRT_0|CRT_1|TRANSITION_ON|DEAD_REPLICA|
    BEGIN_ADD|MASTER_START|MASTER_DONE|
    FEDERATED|SS_0|SS_1|JS_0|JS_1|MS_0|MS_1|
    Unknown) #REQUIRED>
]>

<backup version=”2” backup_type=”full” idtag=”3D611DA2” time=”2002-8-
19'T10:32:35” srvname=”\T=MY_TREE\O=novell\CN=DSUTIL-DELL-NDS” 

file size このファイルの <file> タグ間にあるデータ長。

file name バックアップファイル名およびその保存先。

file encoding ファイルのエンコードに使ったアルゴリズム。

file type これが NICI ファイルか、それ以外にユーザが指定したファイルか

の別。

replica partition_DN パーティションの識別名。

各レプリカをどのサーバに配置しているか記録していない場合に役
立ちます。災害で何台ものサーバが停止した場合、バックアップ
ファイルのヘッダに表示されたこの情報を見れば、 初にどのサー
バを復元するべきか判断できます。

replica modification_time バックアップ時点の、このレプリカの遷移ベクトル。

replica replica_type レプリカの種別。マスタ、読み込み専用など。

replica_state バックアップ時点でのレプリカの状態。「On」、「New Replica」など。

属性 説明
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dsversion=”1041081” compression=”none” os=”windows” 
current_log=”00000003.log” next_inc_file_ID=”2” number_of_files=”0000001” 
backup_file=”c:\backup\header.bak”>

<replica partition_DN=”\T=MY_TREE” modification_time=”s3D611D95_r1_e2” 
replica_type=”MASTER” replica_state=”ON” />

<replica partition_DN=”\T=MY_TREE\O=part1” 
modification_time=”s3D611D95_r1_e2” replica_type=”MASTER” replica_state=”ON” 
/>

<replica partition_DN=”\T=MY_TREE\O=part2” 
modification_time=”s3D611D95_r1_e2” replica_type=”MASTER” replica_state=”ON” 
/>

<replica partition_DN=”\T=MY_TREE\O=part3” 
modification_time=”s3D611D96_r1_e2” replica_type=”MASTER” replica_state=”ON” 
/>

<file size=”190” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\bhawkins\XARCHIVE.001” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here</file>

<file size=”4228” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\bhawkins\XMGRCFG.KS2” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here</file>

<file size=”168” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\bhawkins\XMGRCFG.KS3” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here</file>

<file size=”aaac” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\nicintacl.exe” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here</file>

<file size=”150” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\NICISDI.KEY” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here
</file>

<file size=”4228” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\system\Xmgrcfg.ks2” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here
</file>

<file size=”168” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\system\Xmgrcfg.ks3” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here
</file>

<file size=”1414” name=”C:\WINNT\system32\novell\nici\xmgrcfg.wks” 
encoding=”base64” type=”nici”>the data is included here
</file>

</backup>

ヘッ ダ部に続き、 データベースのバッ ク ア ッ プデータ をバイナ リ 形式で格納し ます。
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バックアップログファイルの書式

eDirectory Backup eMTool は、 前回までのバッ ク ア ッ プを含め、 処理内容を細か く 記録
し た ロ グを残すよ う になっています。 このロ グフ ァ イルにはすべてのバッ ク ア ッ プ履
歴、 バッ ク ア ッ プの開始および終了時刻、 およびバッ ク ア ッ ププロセス中に発生し た
考え られるエラーについての情報が含まれます。 前回までのロ グに追記する形で記録
し ます。 書き出し先を別途指定する こ と もでき ます。

無人バッ ク ア ッ プが正常に実行されているか確認するためにも、 このロ グは重要です。
終行を見る と、 成功か失敗かの区別およびエラーコード がわか り ます。 

Backup eMTool のロ グフ ァ イルには、 過去のバッ ク ア ッ プ処理の ID も記録されていま
す。 これは復元に必要なフルバッ ク ア ッ プ、 イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プのフ ァ イ
ルを間違いな く 揃え るために役立ちます。 先頭の 4 行は、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルの
ヘッ ダ情報をそのま ま複写し た ものです。 

また、 同時にバッ ク ア ッ プし たフ ァ イル名も記録し ます。 NICI フ ァ イルや、 イ ン ク
ルード フ ァ イルでユーザが指定し たフ ァ イルが これに当た り ます。

復元処理の際は、 実際に復元されたフ ァ イルを記録し ます。

ロ グフ ァ イルの出力例を次に 2 つ示し ます。

|==================DSBackup Log: Backup================|
Backup type: Full
Log file name: sys:/backup/backup.log
Backup started: 2002-6-21'T19:53:5GMT
Backup file name: sys:/backup/backup.bak
Server name: \T=VIRTUALNW_TREE\O=novell\CN=VIRTUALNW
Current Roll Forward Log: 00000001.log
DS Version: 1041072
Backup ID: 3D138421
Backing up security file: sys:/system/nici/INITNICI.LOG
Backing up security file: sys:/system/nici/NICISDI.KEY
Backing up security file: sys:/system/nici/XARCHIVE.000
Backing up security file: sys:/system/nici/XARCHIVE.001
Backing up security file: sys:/system/nici/XMGRCFG.KS2
Backing up security file: sys:/system/nici/XMGRCFG.KS3
Backing up security file: sys:/system/nici/XMGRCFG.NIF
Starting database backup...
Database backup finished
Completion time 00:00:03
Backup completed successfully

|==================DSBackup Log: Restore================|
Log file name: sys:/save/doc.log
Restore started: 2002-7-19'T19:1:34GMT
Restore file name: sys:/backup/backup.bak
Starting database restore...
Restoring file sys:/backup/backup.bak
Restoring file sys:/system/nici/INITNICI.LOG
Restoring file sys:/system/nici/NICISDI.KEY
Restoring file sys:/system/nici/XARCHIVE.000
Restoring file sys:/system/nici/XARCHIVE.001
Restoring file sys:/system/nici/XMGRCFG.KS2
Restoring file sys:/system/nici/XMGRCFG.KS3
Restoring file sys:/system/nici/XMGRCFG.NIF
Database restore finished
Completion time 00:00:15
Restore completed successfully
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DSMASTER サーバによる災害対策

複数サーバ環境で、 サーバがすべて失われて し ま う よ う な災害にも備え るためには、
ツ リ ーの一部と し て DSMASTER サーバを導入する こ と を検討し て く ださい。

Backup eMTool は各サーバを個別にバッ ク ア ッ プする ツールです。 すなわち、 ツ リ ー全
体ではな く 、 個々のサーバを対象とする よ う 設計されています。 ただし DSMASTER
サーバを作成し ておけば、 Backup eMTool でも、 ツ リ ー構造全体をバッ ク ア ッ プでき る
よ う にな り ます。 運用例の概要については、 449 ページの 「シナ リ オ ： 複数サーバ構成
のネ ッ ト ワーク で、 すべてのサーバが使えな く なった場合」 を参照し て く ださい。

災害からの復旧で問題と なるのは、 同じパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カが複数あって、 互
いに整合性が取れていない場合の対処方法です。 災害によ って ロールフ ォ ワード ロ グ
も失われている場合、 すべてのサーバを同じ時点の状態に復元する こ と はでき ません。
バッ ク ア ッ プされたレプ リ カはサーバご と に異なる時点のものなので、 ロールフ ォ
ワード ロ グを使わずに単純に復元し ただけでは、 全体をツ リ ーと し てま と める際に問
題が起こ るためです。 復元後の検証処理は、 このよ う な問題を予防するために設計さ
れています。 デフ ォル ト では、 他のレプ リ カ と の不整合が見つかれば、 eDirectory デー
タベースは復元後にはオープン されません。

DSMASTER サーバを導入すればこのよ う な事態に備え る こ と ができ ます。 ツ リ ー全体
のマス タ コ ピーを作成し ておき、 これを復元の基準点と し て使用し ます。

DSMASTER サーバを導入する手順を次に示し ます。

あ る 1 台のサーバに、 ツ リ ーに属するパーテ ィ シ ョ ンすべてのレプ リ カを保持する
よ う 設定し て く ださい。 これによ り 、 ツ リ ー全体のコ ピーが、 特定のサーバの
eDirectory データベース中に作られる よ う にな り ます。 ただし、 ツ リ ーの容量が大
きい場合は、 複数台のキーサーバに分けて も構いません。 これを DSMASTER サー
バ と呼びます。 DSMASTER サーバに作る レプ リ カは、 マス タ または読み書き用と
設定し て く ださい。

注 : 複数台のキー DSMASTER サーバに分割する場合は、同じパーティションのレプリカが 2 台以上

に作られることのないようにしてください。重複のない構成にしておけば、災害後の復元作業におい

て、レプリカ間に不整合が生じることはありません。 

災害から復旧する際に、 新のロールフォワードログは使えません。このログは各サーバのローカル

ファイルとして保存されるためです。したがって、複数台の DSMASTER サーバを、すべて同じ時点

の状態に戻すことはできない場合があります。2 台の DSMASTER サーバに同じレプリカがあれば、

これが一致せず、ツリーに不整合が生じる恐れがあります。そのため、災害対策としては、同じパー

ティションのレプリカを複数の DSMASTER サーバに作成することは避ける必要があります。 

レプ リ カ全般については、 52 ページの 「レプ リ カ」 を参照し て く ださい。

DSMASTER サーバを定期的にバッ ク ア ッ プし て、 ツ リ ー全体のバッ ク ア ッ プコ
ピーを作成し て く ださい。 災害対策と し ては、 DSMASTER サーバのバッ ク ア ッ プ
以外にも、 充分な予防措置を講じ てお く と よいでし ょ う 。

以上のよ う にツ リ ーを設計し てお く と、 災害が起こ って も、 迅速にツ リ ー構造を再構
築し、 稼動させる こ と ができ ます。 1 台だけのサーバ ( あ るいは少数のキーサーバ ) の
みを復元し、 これをマス タ レプ リ カ と し て扱 う よ う にすればよいのです。

このツ リ ーが稼動し始めてから、 フル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルを使用
し て、 DSMASTER 以外のサーバも順次復元し ていき ます。 ロールフ ォ ワード ロ グがな
いため、 他のサーバに対する復元後の検証処理は失敗し ます。 そ こで、 レプ リ カ リ ン
グからいったん外し、 DSRepair を使って、 すべてのレプ リ カ情報を外部参照に変更し
ます。 その後、 DSMASTER サーバ上のコ ピーから レプ リ カを作成し て、 改めてサーバ
にレプ リ カを追加し ます。 この手順については、 440 ページの 「復元後の検証処理に失
敗し た場合の対処方法」 に記載されています。

災害によ り 一部のサーバが失われた場合、 操作手順はやや複雑にな り ますので、 Novell
の担当者に連絡し て く ださい。
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遷移ベクトルと復元後の検証処理

遷移ベク ト ル と は、 レプ リ カのタ イ ム ス タ ンプの こ と です。 レプ リ カ作成時刻を 1970
年 1 月 1 日からの経過秒数で表し た もの と、 レプ リ カ番号、 および現在のイベン ト 番
号を組にし て表示されます。 た と えば次のよ う な形を し ています。 
s3D35F377 r02 e002

バッ ク ア ッ プ / 復元処理に関し ていえば、 復元されたサーバがレプ リ カ リ ング内で正し
く 同期し ているかど う か確認するために使 う 、 重要なデータです。 
同じパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持するサーバは、 レプ リ カの同期を取るため、 互
いにデータ をや り 取 り し ています。 サーバはレプ リ カ リ ング内の他のサーバ と通信す
るたびに、 他のサーバの遷移ベク ト ルを記録し ています。 遷移ベク ト ルを使用する と、
レプ リ カ リ ング内の各レプ リ カが同期を保つためには、 どのデータ を送ればよいか、
サーバが常に把握でき ます。 サーバが停止する と この通信が止ま り 、 再び通信でき る
よ う にな る までの間、 遷移ベク ト ルに更新や変更があって も他のサーバはそれを送信
し ません。

あ るサーバの eDirectory を復元し た後、 検証処理と し て、 復元された遷移ベク ト ルを レ
プ リ カ リ ングに属する他のサーバ と比較し ます。 これは、 復元されたレプ リ カが他の
サーバ と同期の取れた状態であ るかど う か確認するために実行されます。 
リ モー ト サーバの遷移ベク ト ルの方がローカルベク ト ルよ り 後の時間に作成された も
のであ る場合は、 復元されなかったデータがあ る と い う こ と なので、 検証処理は失敗
し ます。 これは、 フルバッ ク ア ッ プまたはイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プの前に、
ロールフ ォ ワード ロ グの機能を有効にし ていなかった、 ロールフ ォ ワード ロ グを使わ
ずに復元し よ う と し た、 または必要な ロールフ ォ ワード ロ グが揃っていなかった、 な
どが原因でデータの損失があ る こ と が考え られます。 
デフ ォル ト では、 復元し た eDirectory データベースが他のレプ リ カ と整合が取れていな
い場合、 そのま まではオープンでき ません。 
遷移ベク ト ルに不整合があ る ロ グフ ァ イルの例については、 396 ページの 「Backup 
eMTool によ る復元作業の概要」 を参照し て く ださい。 
互換性の問題で検証処理に失敗する こ と も あ り ます。 これについては、403 ページの 「復
元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性があ る」 を参照し て く ださい。

検証に失敗し た場合の対処方法については、 440 ページの 「復元後の検証処理に失敗し
た場合の対処方法」 を参照し て く だ さい。

復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある

復元後の検証処理については、 8.5 よ り 前の eDirectory と は互換性があ り ません。 レプ
リ カ リ ング内に eDirectory 8.5 よ り 前のバージ ョ ンが稼動し ているサーバがあれば、 復
元処理は失敗し ます。 エラーコード は -666、 すなわち 「DS バージ ョ ンの不整合」 と な
り ます。 これは、 レプ リ カが同期し ていないこ と を示すのではな く 、 eDirectory のバー
ジ ョ ンが 8.5 以前のため、 遷移ベク ト ルの比較ができ なかった こ と を示し ているに過ぎ
ません。 
デフ ォル ト では、 検証処理に失敗し ているため、 データベースがオープン されません。
ただし、 エラーが発生し ているのが 8.5 サーバのみで、 他のサーバでは問題な く 検証さ
れているのであれば、 eMBox Client で上書き復元を実行する こ と によ り 、 安全にデー
タベース をオープンする こ と ができ ます。

あ るいは、 旧バージ ョ ンのサーバを レプ リ カ リ ングから外し、 再度復元を試みる方法
も あ り ます。

復元処理と遷移ベク ト ルの詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元
作業の概要」 および 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」 を参照し て
く ださい。
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NetWare のファイルシステムデータを復元する際のアクセス権の保存

NetWare の場合、 フ ァ イルシステム権 ( ト ラ ステ ィ の割 り 当て ) は、 eDirectory にあ る
ト ラ ステ ィ オブジェ ク ト によ って決ま り ます。 そのため、 eDirectory と NetWare のフ ァ
イルシステムデータ を復元する際には、 フ ァ イルシステム権について注意する必要が
あ り ます。 

eDirectory の後でフ ァ イルシステムデータ を復元する よ う にすれば、 その時点でフ ァ イル
システム権も正し く 復元されます。 ただし この問題を認識しておく こ とは必要です。 起
こ り う る問題についてはあ らかじめ確認し、 必要に応じて予防措置を取って く ださい。

復元処理によりファイルシステム権に影響が及ぶ理由

eDirectory の復元作業に先立ち、 eDirectory を新たにイ ン ス ト ールし、 仮のツ リ ーを作
成し てお く 必要があ り ます。 仮のツ リ ーを作成するのは故障し た記憶デバイ スに代わ
る新しいデバイ ス上でも、 サーバを移行する場合であれば新しいコ ンピ ューター上で
もかまいません。 

eDirectory を新規イ ン ス ト ールし た段階では、 ト ラ ステ ィ 権が割 り 当て られたオブジェ
ク ト はあ り ません ( 復元処理の過程で、 ト ラ ステ ィ オブジェ ク ト も復元される こ と にな
り ます ) 。 

フ ァ イルシステムデータ を復元する際、 eDirectory 内の ト ラ ステ ィ オブジェ ク ト が検索
されます。 しかし、 復元前に新規イ ン ス ト ールし た状態のま まで ト ラ ステ ィ オブジェ
ク ト が見つから ない場合、 そのオブジェ ク ト に対する権利の割 り 当て も フ ァ イルシス
テムから削除される こ と があ り ます。

この問題への対処方法

復元と フ ァ イルシステム権利 / ト ラ ステ ィ 割 り 当てに関する問題には、 次のよ う に、 少
しずつ異な るい く つかの対処方法があ り ます。

も重要なのは、 eDirectory を先に復元し、 その後でフ ァ イルシステムを復元する
こ と です。

eDirectory を新たにイ ン ス ト ールし、 復元する作業に、 特別な準備はい り ません。
これが済んでから、 フ ァ イルシステムの復元ツールを使って、 フ ァ イルシステム権
利や ト ラ ステ ィ 割 り 当てを元に戻すために必要なフ ァ イルを復元でき ます。

バッ ク ア ッ プの段階で、 trustbar.nlm を使用し てフ ァ イルシステム権利 / ト ラ ステ ィ
割 り 当てをバッ ク ア ッ プでき ます。 同等の処理ができ るサード パーテ ィ 製ソ フ ト
ウ ェアを使って も構いません。 こ う し ておけば、 eDirectory を復元し た後でも、 必
要に応じ て ト ラ ステ ィ 割 り 当てを復元でき ます。

フ ァ イルシステム権利 / ト ラ ステ ィ 割 り 当てのバッ ク ア ッ プは、 eDirectory やフ ァ
イルシステム と同じ スケジ ュールで実施する こ と もでき ます。

注 : ファイルシステム権利のバックアップのスケジュールは、サードパーティ製ソフトウェアのほか、

Novell Support Web サイトで提供している cron.nlm (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2939440)
でも可能です。

ス ト レージシステムの構成を検討し直すこ と によ り 、 eDirectory やフ ァ イルシステ
ムデータ を復元し なければな ら ないよ う な障害の可能性を減らすこ と ができ ます。
た と えば RAID 構成などにすれば、 デ ィ ス クが 1 台故障し た場合にデータ を損失す
る可能性は低 く な り ます。 sys ： ボ リ ュームを冗長構成にし ておけば、 デバイ スに
障害があって も、 eDirectory の新規イ ン ス ト ールやフ ァ イルシステムの復元作業は
し ないで済むかも しれません。 
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何らかの理由によ り 、 先にフ ァ イルシステムデータ を復元し て し まい、 権利が失わ
れて し ま った と し て も、 eDirectory を復元し た後、 も う 一度フ ァ イルシステムを復
元すれば元に戻すこ と ができ ます。

eDirectory の復元作業が終わる まで、 sys ： 以外のボ リ ュームはマウ ン ト し ないでお
く 、 と い う 方法も あ り ます。 障害を受けたのは sys ： ボ リ ュームだけで、 ほかは動
作し ている、 と い う 場合に有効です。

確実にボ リ ュームがマウ ン ト されないよ う にするためには、 その記憶デバイ ス と
サーバを結ぶケーブルを物理的に外し てから NetWare や eDirectory を イ ン ス ト ール
し、 復元作業の終了後、 再び接続し直すよ う にする と よいでし ょ う 。 

eDirectory の復元後、 必要に応じ て sys ： ボ リ ュームのフ ァ イルシステムを復元し
て、 権利の設定を復旧し て く ださい。 

ロールフォワードログを使用する

ロールフ ォ ワード ロ グ と は、 他のデータベース製品でい う 「ジ ャーナル」 に相当する
機能です。 ロールフ ォ ワード ロ グ (RFL) は、 データベースの変更をすべて記録し た も
のです。

ロールフ ォ ワード ロ グを使用する利点は、 後のフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プ
以降の変更履歴が得られるため、 障害で停止する直前の状態にまで eDirectory を復元で
き る こ と です。 ロールフ ォ ワード ロ グを使用し ない と、 後のフル / イ ン ク リ メ ン タル
バッ ク ア ッ プを取った時点までしか eDirectory を復元でき ません。

eDirectory は、 ト ラ ンザク シ ョ ンをデータベースに反映する前に、 その操作内容を ロ グ
フ ァ イルに記録する よ う になっています。 デフ ォル ト では、 ロ グフ ァ イルはデ ィ ス ク
容量の節約のために次々に重ね書き される よ う になっているため、 eDirectory の変更履
歴は残 り ません。 

継続的にロールフ ォ ワード ロ グを取る設定にする と、 変更履歴が連続し た ロールフ ォ
ワード ロ グフ ァ イルに保存されます。 ロールフ ォ ワード ロ グはサーバの性能には影響
があ り ません。 eDirectory がすでに作成し ている ロ グフ ァ イルのエン ト リ を単に保存す
るだけです。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必要
があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなければ復
元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。 他のサーバ と レ
プ リ カを共有するデータベースは、 停止直前の状態にまで復元し ない限 り デフ ォル ト
ではオープン されません。 ロールフ ォ ワード ロ グがない場合は、 440 ページの 「復元後
の検証処理に失敗し た場合の対処方法」 で説明する手順で復旧し て く ださい。 

ロールフ ォ ワード ロ グの機能は、 デフ ォル ト では無効になっています。 サーバで必要
に応じ て有効に切 り 替えて く ださい。 ロールフ ォ ワード ロ グは、 サーバの復元作業を
実行する と再び無効にな り 、 設定がデフ ォル ト に戻 り ます。 このため復元後に再び有
効にし、 設定を再作成し た上で、 改めてフルバッ ク ア ッ プを取って く ださい。 フル
バッ ク ア ッ プが改めて必要と なるのは、 スケジュールに従って次に無人でのフルバッ
ク ア ッ プが取られる までに、 再び障害が起こ る可能性があ るためです。

単一サーバ環境ではロールフ ォ ワード ロ グがな く て も構いません。 しかし ロールフ ォ
ワード ロ グがあれば、 後のバッ ク ア ッ プ時ではな く システム停止直前の状態に復元
でき ます。

ロールフ ォ ワード ロ グをオンにする場合、 デ ィ ス クの空き容量は常に監視し ている必
要があ り ます。 詳細については、 408 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グのバッ ク ア ッ プ
と削除」 を参照し て く ださい。
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このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

406 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グ機能を使用する上での注意事項」

407 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グの保存先」

408 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グのバッ ク ア ッ プ と削除」

409 ページの「 注意： eDirectory を削除する と ロ ールフ ォ ワ ード ロ グも 削除さ れる
問題」 

ロールフ ォ ワード ロ グ機能の切 り 替えや設定には、 iManager または eMBox Client を使
います。 415 ページの 「iManager によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」 または 426 ペー
ジの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」 を参照し て く ださい。

ロールフォワードログ機能を使用する上での注意事項

継続的にロールフ ォ ワード ログ機能を使用する場合、 次のよ う な点に注意して く ださい。 

バッ ク ア ッ プ処理の実行前にロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし ておかない と、 
データベースの復元に利用する こ と はでき ません。 

障害に備え るため、 eDirectory と は別の記憶デバイ スにロールフ ォ ワード ロ グを保
存する よ う にし て く ださい。 セキ ュ リ テ ィ を考慮すれば、 ロ グへのア ク セス権も制
限する必要があ り ます。 詳細については、 407 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グの
保存先」 を参照し て く ださい。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先を文書に記録し ておいて く ださい。 詳細について
は、 407 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グの保存先」 を参照し て く ださい。

ロ グの保存先のデ ィ ス クの空き容量を常に監視し ている必要があ り ます。 詳細につ
いては、 408 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グのバッ ク ア ッ プ と削除」 を参照し て
く ださい。

ロールフ ォ ワード ロ グ機能が無効になっていた り 、 ロ グフ ァ イルを損失し た場合
は、 有効に切 り 替えた後、 改めてフルバッ ク ア ッ プを取って く ださい。 そ う し なけ
れば完全に復元できな く な る恐れがあ り ます。 次のよ う な状況の場合に必要です。 

復元処理の直後。 復元処理の過程で、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は無効にな
り 、 設定もデフ ォル ト 値に戻って し まいます。

デバイ ス障害などによ り 、 ロールフ ォ ワード ロ グを保存し ているデ ィ レ ク ト リ
を損失し た場合。

意図せずにロールフ ォ ワード ロ グ機能を無効にし て し ま った場合。

ス ト リ ームフ ァ イルのロ グ機能を有効にする と、 デ ィ ス クの空き容量が急速に減少
し ます。 ス ト リ ームフ ァ イル ( ロ グ イ ン ス ク リ プ ト など ) のロ グ出力を有効にする
と、 変更があ るたびに、 ス ト リ ームフ ァ イル全体がロールフ ォ ワード ロ グに複写さ
れるためです。 ス ト リ ームフ ァ イルのロ グ出力を無効にし、 フル / イ ン ク リ メ ン タ
ルバッ ク ア ッ プの際にのみス ト リ ームフ ァ イルをバッ ク ア ッ プする と、 ロ グフ ァ イ
ルが大き く な るのを遅らせられます。 

データベースの復元で も時間を要するのは、 ロールフ ォ ワード ロ グを参照する処
理です。 ロールフ ォ ワード ロ グの容量は、 ツ リ ー構造に対し て施された更新の回数
に応じ て増え、 ス ト リ ームフ ァ イル ( ロ グ イ ン ス ク リ プ ト など ) のロ グ出力を有効
にする と さ らに増えます。

データベースが頻繁に更新される よ う であれば、 バッ ク ア ッ プの頻度を上げる こ と
も検討する と よいでし ょ う 。 こ う する と、 復元処理の過程でロールフ ォ ワード ロ グ
を参照する処理が少な く な り ます。 
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ロ グフ ァ イル名を変更し ないで く ださい。 ロ グが作成された と き と フ ァ イル名が異
な る場合、 ロ グフ ァ イルは復元処理には使用でき ません。

eDirectory を削除する と ロールフ ォ ワード ロ グ もすべて消えて し まいます。 いった
んデータベース を削除し た後、 ロ グフ ァ イルを使って復元するのであれば、
eDirectory を削除する前に、 別の場所にコ ピーし ておいて く ださい。

復元が必要な場合は、 復元処理の終了後にそのサーバのロールフ ォ ワード ロ グ設定
を再作成し て く ださい。 この機能を有効にし、 ロ グの保存先を安全な場所に設定し
ます。 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にし てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プも取る必
要があ り ます。

この手順が必要と な るのは、 復元処理の過程で、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する設
定はデフ ォル ト に戻るためです。 つま り 、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は無効と な
り 、 保存先もデフ ォル ト の場所にな るからです。 フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と
な るのは、 スケジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる まで
に、 再び障害が起こ る可能性があ るためです。 

ロールフォワードログの保存先

ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし た場合、 その保存先を、 eDirectory と は別の記憶
デバイ スに変更し ます。

保存先を設定する上で、 次の点に注意し て く だ さい。

保存先をデフ ォル ト の場所のま まにはせず、 eDirectory と は別の記憶デバイ ス上に
設定し直し て く ださい。 こ う し ておけば、 デバイ ス障害のために eDirectory が失わ
れて も、 復元のためにロールフ ォ ワード ロ グにア ク セスでき ます。 

た と えば NetWare の場合、 デフ ォル ト の保存先は sys:_netware\nds.rfl\ です。 ただ
し、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし た ら、 デフ ォル ト の保存先を使用し ない
で く ださい。 eDirectory データベースが保存されている sys ： ボ リ ュームにロ グを
保存し ないで く ださい。

サーバに記憶デバイ スがひとつしかない場合、 デバイ ス障害が起こればロールフ ォ
ワード ロ グ も消えて し ま う ので、 障害対策と し ては役に立ちません。 この機能は
ロールフ ォ ワード ロ グを使用し ないでお く 方法も あ り ます。 

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先を変更するには、 iManager のバッ ク ア ッ プ環境設
定画面、 または eMBox Client の setconfig コマン ド を使用し て く ださい。 ロール
フ ォ ワード ロ グはサーバ上のローカルフ ァ イル と し て保存する必要があ り ます。

保存先を記録し て く ださい。 ロールフ ォ ワード ロ グの保存先を記録し て、 サーバの
データベースの復元が必要な と きに見つけ られる よ う にし て く ださい。 これはサー
バが正常で障害が発生する前に実行する こ と が重要です。 

サーバが正常に動作し ていれば、 iManager のバッ ク ア ッ プ環境設定画面、 または
eMBox Client の getconfig バッ ク ア ッ プオプシ ョ ンで調べる こ と ができ ます。 ただ
しハード ウ ェア障害などで eDirectory が使えない状態になる と、 この方法でロール
フ ォ ワード ロ グの場所を調べる こ と はでき ません。 

サーバに障害が発生し、 それを復元する場合は、 eDirectory を新たにイ ン ス ト ール
する と、 ロールフ ォ ワード ロ グの保存先設定はデフ ォル ト の場所に戻 り ます。 この
ため、 復元作業のために eDirectory を再イ ン ス ト ールし た と し て も、 サーバの停止
前にロールフ ォ ワード ロ グをど こに保存し ていたか、 eDirectory で調べる こ と はで
き ません。 その場合は記録を参照し て位置を調べる必要があ り ます。
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ロールフ ォ ワード ロ グの保存先設定は、 _ndsdb.ini フ ァ イルにも記録されています。
しかし これは eDirectory と同じデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン / ボ リ ュームにあ るため、
eDirectory があ る記憶デバイ スに障害が起これば、 ロ グの保存先を調べるために
_ndsdb.ini フ ァ イルを使用する こ と はでき ません。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先へのア ク セス権を制限し て く ださい。 これはセキ ュ
リ テ ィ 上の問題です。 見ただけで中身がわかる よ う な形式にはなっていませんが、
デコード は可能なため、 重要なデータが漏洩する恐れがあ り ます。

デ ィ ス クの空き容量が充分かど う か、 常に監視し ている必要があ り ます。 408 ペー
ジの 「ロールフ ォ ワード ロ グのバッ ク ア ッ プ と削除」 を参照し て く ださい。

ロールフ ォ ワード ロ グ専用のデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン / ボ リ ュームを用意するのが
善です。 こ う し ておけば、 デ ィ ス ク容量やア ク セス権を監視しやす く な り ます。

ロ グの保存先パスの う ち、 一番深い階層のデ ィ レ ク ト リ 名は eDirectory によ って作
成されます。 この名前は現在の eDirectory データベース名に基づいて決ま り ます。 

た と えばロ グの保存先を 「d\Novell\NDS\DIBFiles」 と指定し た場合、 eDirectory
データベース名が 「NDS」 であれば、 実際の保存先フ ァ イルは
「d:\Novell\NDS\DIBFiles\nds.rfl」 と な り ます。 データベースの名前を NDS から
ND1 に変更し た場合、 ロールフ ォ ワード ロ グのデ ィ レ ク ト リ は
d:\Novell\NDS\DIBFiles\nd1.rfl に変更されます。 

保存先の設定を変え る と その時点で新しいデ ィ レ ク ト リ ができ ますが、 ロ グフ ァ イ
ルは実際に ト ラ ンザク シ ョ ンが発生する まで作成されません。

復元の際は、 必要な ロールフ ォ ワード ロ グをすべて同じデ ィ レ ク ト リ に集めます。 
詳細については、 409 ページの 「復元処理の準備」 を参照し て く ださい。 

ロールフォワードログのバックアップと削除

放置し ておけばロールフ ォ ワード ロ グは次々に蓄積され、 デ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン / ボ
リ ュームがいっぱいにな り ます。 デ ィ ス ク容量が不足し て ロールフ ォ ワード ロ グを作
成できない場合は、 eDirectory はそのサーバに対し て応答し な く な り ます。 定期的にロ
グフ ァ イルをバッ ク ア ッ プし、 サーバからは削除する よ う にし て、 常に充分なデ ィ ス
ク容量を確保する よ う お勧めし ます。

削除し て も構わないロールフ ォ ワード ロ グを判別し、 バッ ク ア ッ プを取った上で削除
するには、 次の手順に従います。

1 「 後に使用済みになった」 ロールフ ォ ワード ロ グ名を調べて く ださい。 

後の使用済みロールフ ォ ワード ロ グの名前は、 次のよ う な方法で調べる こ と がで
き ます。

iManager で ［eDirectory の保守］ > ［バッ ク ア ッ プ環境設定］ の順に ク リ ッ ク し、
表示される フ ァ イル名を調べます。 

eMBox Client で getconfig バッ ク ア ッ プコマン ド を実行し ます。 具体的な手順に
ついては 426 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設
定」 を参照し て く ださい。

「 後に使用済みになった」 ロールフ ォ ワード ロ グ と は、 ト ラ ンザク シ ョ ン履歴の
記録が終わ り 、 今は書き出し を し ていないロ グフ ァ イルの う ち、 新のものを表し
ます。 現在は別のも っ と新しいロ グフ ァ イルに書き出し ているため、 オープン し て
お く 必要がないので、 「 後に使用済みになった」 ロールフ ォ ワード ロ グ と呼ばれ
ます。 一方、 現在でも ト ラ ンザク シ ョ ン履歴を書き出し ている ロ グは 「使用中」
で、 データベースに必要な ものです。
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2 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ機能を使って、 ロールフ ォ ワード ロ グをテープに
保存し て く ださい。

3 「 後に使用済みになった」 ものよ り も古いロールフ ォ ワード ロ グを削除し て く だ
さい。

警告 : ロールフォワードログを削除する際にはより注意を払い、削除しようとするファイルが確実に

バックアップされているか、繰り返し確認してください。 

「 後に使用済みになった」とは、既にクローズされており、今では履歴の記録をしていないことを表

します。サーバから削除しても構わないという意味ではありません。まだテープにバックアップして

いないファイルは削除しないようにしてください。

テープに保存し てあ る ロールフ ォ ワード ロ グを復元のために使 う 場合は、 次の点に注
意し て く ださい。

復元に使用する他のロールフ ォ ワード ロ グ と同様に、 フ ァ イルシステムをバッ ク
ア ッ プし たテープから取得し たロ グフ ァ イルは、 他のロ グ と合わせてひとつのフ ォ
ルダに集めて く ださい。 このフ ォルダは、 サーバから ローカルにア ク セスでき る必
要があ り ます。

テープおよびサーバに複製されたフ ァ イルのタ イ ム ス タ ンプを比較する必要があ り
ます。 タ イ ム ス タ ンプに違いがあ る場合は、 新のサーバ上のフ ァ イルを使いま
す。 た と えば、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ中に、 データベースで使用されて
いたロールフ ォ ワード ロ グフ ァ イルはテープに完全に保存されません。 新の完全
なフ ァ イルはサーバに格納されています。

注意：eDirectory を削除するとロールフォワードログも削除される問題

サーバから eDirectory を削除する と、 ロールフ ォ ワード ロ グのデ ィ レ ク ト リ およびその
中身もすべて削除されます。 いったんデータベース を削除し た後、 ロ グフ ァ イルを
使って復元するのであれば、 eDirectory を削除する前に、 別の場所にコ ピーし ておいて
く ださい。

復元処理の準備

eDirectory データベースの復元作業で も大切なのは、 復元が完全に行われたかど う か
確認する こ と です。 作業に先立ち、 409 ページの 「復元作業の前提条件」 の説明に従っ
て、 必要な準備を行います。 必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルを揃え る手順については、
411 ページの 「復元に必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルの収集」 を参照し て く ださい。

復元作業の前提条件

復元するサーバ と レプ リ カを共有し ているサーバはすべて、 稼動状態で、 通信でき
る よ う にし ておかなければな り ません。 これは、 復元後の検証処理で、 同じ レプ リ
カ リ ングに属するサーバ間の整合性を確認するために必要です。

必要な次のバッ ク ア ッ プフ ァ イルをすべて収集し て く ださい。 

フルバッ ク ア ッ プおよびそれ以降のイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プのフ ァ イル
を、 復元するサーバの、 1 つのデ ィ レ ク ト リ 内に集めます。

後にバッ ク ア ッ プを取って以降のロールフ ォ ワード ロ グをすべて、 同じサー
バ上のも う 1 つのデ ィ レ ク ト リ にま と めておき ます。

このサーバがレプ リ カ リ ングに属し ている場合、 後にバッ ク ア ッ プを取った
時点以降のロールフ ォ ワード ロ グをすべて、 ひとつのデ ィ レ ク ト リ 内に集めて
おき ます。 フ ァ イル名はロ グ生成時と同じにし ておかなければな り ません。
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411 ページの 「復元に必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルの収集」 を参照して く ださい。

注 : バックアップファイルがない場合は、XBrowse を使って、サーバ情報の復元に必要な情報を

eDirectory に問い合わせてください。この作業は、サーバオブジェクトやその関連オブジェクトをツ

リーから削除する前に実行する必要があります。Xbrowse の詳細については、Novell Support Web 
site, Solution 2960653 (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2960653) を参照してください。

eDirectory を再イ ン ス ト ールし、 仮のツ リ ーで稼動させておき ます。

初はサーバを仮のツ リ ーで稼動させます。 終的には障害が起き る前と同じ名前
のサーバに復元し よ う と しているわけですが、 まだ復元作業が完了していない段階
で本来のツ リ ーに組み込んでし ま う と、 混乱が生じてし ま う からです。 データベー
スの復元処理が完了してから、 本来のツ リ ーにサーバを組み入れる こ と にな り ます。

( 状況によ って実行 ) このサーバでロールフ ォ ワード ロ グ機能を使 う ためには、復元
後に改めて有効に切 り 替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直し て、 ロール
フ ォ ワード ロ グの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフ ォ ワード ロ グを
有効にし てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プも取る必要があ り ます。 

復元処理の過程で、 ロールフ ォ ワード ロ グの機能は無効にな り 、 ロ グ保存先の設定
もデフ ォル ト に戻って し まいます。

フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と な るのは、 スケジ ュールに従って次に無人でのフ
ルバッ ク ア ッ プが取られる までに、 再び障害が起こ る可能性があ るためです。

( 状況によ って実行 ) IP ア ド レ ス を指定し て このサーバにア ク セスする アプ リ ケー
シ ョ ンやオブジェ ク ト があ る場合は、 元と同じ IP ア ド レ ス を設定し て く ださい。

(NetWare の場合のみ ) 復元されたサーバの名前を、 障害前と同じにし て く ださい。
同じ名前を使用し ない と、 復元後に 「ボ リ ュームオブジェ ク ト が不正」 などのエ
ラーが起こ る可能性があ り ます。 

復元する NetWare サーバ名を変更するには、 autoexec.ncf フ ァ イルを書き替え、
サーバを再起動し て く ださい。

(NetWare のみ ) フ ァ イルシステムデータおよび eDirectory を復元する際は、フ ァ イル
システム権利を元どお り に戻せる よ う 、 正しい手順で作業し て く ださい。
eDirectory を先に復元し、 その後でフ ァ イルシステムを復元し て く ださい。 この手
順の詳細については、 404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシステムデータ を復元す
る際のア ク セス権の保存」 を参照し て く ださい。

復元の過程で、 eDirectory Backup eMTool はまず、 フルバッ ク ア ッ プフ ァ イルからの復
元を試みます。 それが済むと、 Backup eMTool でイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イ
ルの名前を入力する よ う 求められます。 その際、 次に適用するべき フ ァ イルの ID が提
示されます。 イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルからの復元が終わる と、 今度は
ロールフ ォ ワード ロ グを参照し ての復元処理が始ま り ます (396 ページの 「Backup 
eMTool によ る復元作業の概要」 も参照し て く ださい ) 。

必要なファ イ ルをすべて揃えた後、 iManager や eMBox Client から 復元処理を起動し ます。
428 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イルの復元作業」 または
417 ページの 「iManager によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イルの復元作業」 を参照し てく ださ い。
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復元に必要なバックアップファイルの収集

1 フ ァ イルシステムをバッ ク ア ッ プし たテープから、 eDirectory フルバッ ク ア ッ プ
フ ァ イルを、 サーバ上の適当なデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし て く ださい。

後に取ったフルバッ ク ア ッ プの ID は、 Backup eMTool のロ グフ ァ イルで確認で
き ます。

2 同様に、 一連のイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルを、 サーバ上の適当なデ ィ
レ ク ト リ にコ ピーし て く ださい。

必要な イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルは、 フルバッ ク ア ッ プフ ァ イルの
ヘッ ダ部で確認でき ます。 「next_inc_file_ID」 属性と し て、 次のイ ン ク リ メ ン タル
バッ ク ア ッ プフ ァ イルの ID が記述されています。 この値は、 イ ン ク リ メ ン タル
バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダ部にあ る 「incremental_file_number」 属性に対応し
ます。 ヘッ ダの形式について詳し く は、 397 ページの 「バッ ク ア ッ プフ ァ イルの
ヘッ ダ書式」 を参照し て く ださい。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存や変更はしないよう

にしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうことがあります。ほとんどのアプリケー

ションではバイナリデータを正確に保存することはできません。

イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルにはそれぞれ、 次のイ ン ク リ メ ン タルバッ
ク ア ッ プフ ァ イルの ID が記載されています。

この ID も Backup eMTool のロ グフ ァ イルで確認でき ます。

同じ名前のフ ァ イルがい く つも あって、 ひとつのデ ィ レ ク ト リ にま と めるために
フ ァ イル名を変更し ている よ う な場合、 ID はその識別に不可欠です。 た と えば無
人でのバッ ク ア ッ プにいつも同じバッチフ ァ イルを使っていて、 バッ ク ア ッ プフ ァ
イル名が常に同じであ る よ う な場合です。 ヘッ ダ部の ID を見れば、 フ ァ イル名が
変わっていて も適切なフ ァ イルを判別でき ます。

3 ( 状況によ って実行 ) ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし ていた場合は、 後の
バッ ク ア ッ プ以降のロールフ ォ ワード ロ グを、 生成時のフ ァ イル名のま ま、 サーバ
上の適当なデ ィ レ ク ト リ に集めて く ださい。

このサーバがレプ リ カ リ ングに属し ている場合は、 ロールフ ォ ワード ロ グを使った
復元処理が必須です。 ロールフ ォ ワード ロ グがすべて揃っていない場合、 復元後の
検証処理で失敗し て し まいます。 リ ング内の他のレプ リ カ と、 遷移ベク ト ルが一致
し ないからです。 デフ ォル ト では、 復元し た eDirectory データベースが他のレプ リ
カ と整合が取れていない場合、 そのま まではオープンでき ません。 

テキス ト エデ ィ タで 新のバッ ク ア ッ プフ ァ イルを開き、 ヘッ ダの 「current_log」
属性を読んで、 初に必要な ロールフ ォ ワード ロ グを特定し ます。 この作業を繰 り
返し て、 続 く すべてのロールフ ォ ワード ロ グを集めます。 
警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存や変更はしないよう

にしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうことがあります。ほとんどのアプリケー

ションではバイナリデータを正確に保存することはできません。

必要な ロールフ ォ ワード ロ グがすべて 1ヶ所にま と ま っている と は限 り ません。 よ
く 確認し て、 すべて同じデ ィ レ ク ト リ に揃えて く ださい。 ロールフ ォ ワード ロ グ
は、 次の理由から複数の場所に格納されている場合があ り ます。

後に eDirectory のフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プを実行し てから、ロー
ルフ ォ ワード ロ グの保存先を変更し た場合。

フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プを使用し て、 ロールフ ォ ワード ロ グをテープ
にバッ ク ア ッ プし た後で、 空きデ ィ ス ク容量を確保するためにそれらのフ ァ イ
ルを削除し た場合。
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テープにバッ ク ア ッ プされたロールフ ォ ワード ロ グを取得する場合は、 データ
が 新のセ ッ ト であ る こ と を確認し て く ださい。 テープおよびサーバに複製さ
れたフ ァ イルのタ イ ム ス タ ンプを比較する必要があ り ます。 フ ァ イルシステム
のバッ ク ア ッ プ中に、 データベースで使用されていたロールフ ォ ワード ロ グ
フ ァ イルはテープに完全に保存されません。 新の完全なフ ァ イルはサーバに
格納されています。

後にバッ ク ア ッ プを実行し てから eDirectory データベースの名前を変更し た
(NDS から ND1 に変更し た場合など ) 。 この変更によ り 、 ロールフ ォ ワード ロ
グのパスの 後のデ ィ レ ク ト リ 名が変更されます。 

た と えばロ グの保存先を 「D:\novell\nds\dibfiles\」 と指定し た場合、 eDirectory
データベース名が 「NDS」 であれば、 実際の保存先フ ァ イルはデ ィ レ ク ト リ
「D:\novell\nds\dibfiles\nds.rfl\」 と な り ます。 データベースの名前を NDS から
ND1 に変更し た場合、 ロールフ ォ ワード ロ グのデ ィ レ ク ト リ は
D:\Novell\nds\dibfiles\nd1.rfl\ に変更されます。

重要 : 必要なロールフォワードログがすべてそろっていることを確認してください。Backup eMTool で
は、ロールフォワードログがすべてそろっているかどうか確認できません。ロールフォワードログは

順番に開かれて使用されます。指定したディレクトリ内に次のロールフォワードログが見つからない

場合は、復元プロセスが中止されます。必要なロールフォワードログがすべてそろっていなければ復

元は完了しません。

Novell iManager を使ったバックアップ / 復元作業

バッ ク ア ッ プやその環境設定、 復元の作業は、 Novell iManager から eDirectory Backup 
eMTool を呼び出す形で実行でき ます。 iManager を使 う こ と によ り 、 フ ァ イ ア ウ ォール
の外側からでも、 Web ブラ ウザ画面で操作でき ます。 Novell iManager の詳細について
は、 『Novell iManager 2.5 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/imanager25/
index.html) を参照し て く ださい。

ただし、 コールドバッ ク ア ップ ( データベースをいったん停止したフルバッ ク ア ップ ) 、
無人バッ ク ア ップ、 高度な復元機能は、 iManager からは実行でき ません。 こ う いった作
業は eMBox Client で実行する こ と にな り ます。 詳し く は 420 ページの 「eMBox ク ラ イ
アン ト を使ったバッ ク ア ッ プ / 復元作業」 を参照して く ださい。 

eDirectory のバッ ク ア ッ プ / 復元作業に先立ち、 390 ページの 「eDirectory のバッ ク ア ッ
プ処理に関する確認事項」 を参照し て問題点を確認し、 効率的に作業でき る よ う にし
て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

413 ページの 「iManager によ る手動バッ ク ア ッ プ」

415 ページの 「iManager によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」

417 ページの 「iManager によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イルの復元作業」
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iManager による手動バックアップ

iManager のブラ ウザ画面から ［バッ ク ア ッ プ］ を使用し て、 eDirectory データベース を
サーバにバッ ク ア ッ プし ます。 フルバッ ク ア ッ プ、 イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プの
どち ら も実行可能です。 

バッ ク ア ッ プフ ァ イルには、 eDirectory をその時点の状態に復元するために必要な情報
がすべて含まれています。 また、 処理結果は所定のロ グフ ァ イルに記録されます。

iManager から実行でき るのは 「ホ ッ ト 」 バッ ク ア ッ プです。 つま り 、 バッ ク ア ッ プ処
理中も eDirectory データベースは開いたま まで、 通常どお り 利用し ながら、 バッ ク ア ッ
プ開始時点の状態を完全に保存でき ます。

なお、 コール ド バッ ク ア ッ プ ( データベース を停止し てのバッ ク ア ッ プ ) や無人バッ ク
ア ッ プを実行するには、 eMBox Client を使用する必要があ り ます。 420 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト によ る手動バッ ク ア ッ プ」 および 423 ページの 「バッチフ ァ イル
と eMBox ク ラ イ アン ト によ る無人バッ ク ア ッ プ」 を参照し て く ださい。

eDirectory のバッ ク ア ッ プ / 復元作業に先立ち、 390 ページの 「eDirectory のバッ ク ア ッ
プ処理に関する確認事項」 を参照し て問題点を確認し、 効率的に作業でき る よ う にし
て く ださい。

前提条件

eDirectory 以外にも追加でバッ ク ア ッ プし たいフ ァ イルがあれば、 それを列挙し た
イ ン クルード フ ァ イルを作っておいて く ださい。 

iManager の設定画面で該当するチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにすれば、 NICI フ ァ イル
やス ト リ ームフ ァ イルもバッ ク ア ッ プでき ます。 NICI フ ァ イルは常にバッ ク ア ッ
プする よ う お勧めし ます。

それ以外にた と えば autoexec.ncf などをバッ ク ア ッ プし たい場合は、 そのパス と
フ ァ イル名を イ ン クルード フ ァ イルに列挙し ます。 複数のフ ァ イルがあ る場合はセ
ミ コ ロ ンで区切 り ます。 改行 ( ハード リ ターン ) や空白を含めないよ う にし て く だ
さい ( 例 ： 「sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;」 ) 。

eDirectory のバッ ク ア ッ プ後すぐに、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ作業を行い、
テープに保存でき る よ う 準備し て く ださい (Backup eMTool によ る処理では、 サー
バ上にバッ ク ア ッ プフ ァ イルができ るだけです ) 。
ヒント : コピー先記憶デバイスに容量の制約がある場合は、あらかじめ eDirectory バックアップファイ

ルの 大サイズを設定すると便利です。また、バックアップファイルの作成後、サードパーティ製

ファイル圧縮ツールを使う方法もあります。80% 程度は圧縮できます。

ロールフ ォ ワード ロ グを作成するのであれば、 バッ ク ア ッ プを行 う 前にこの機能を
有効にし て く ださい。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必
要があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。 

ロールフォ ワード ログの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを
使用する」 を参照して く ださい。 また、 この機能を有効にする手順については、
415 ページの 「iManager によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」 を参照して く ださ
い。

複数サーバ環境のツ リ ーの場合、 このサーバ と レプ リ カを共有するサーバすべてに
ついて、 eDirectory 8.5 以降にア ッ プグレードする必要があ り ます。 

詳細については、 403 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで
互換性があ る」 を参照し て く ださい。
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操作手順

iManager を使って eDirectory データベース をバッ ク ア ッ プする手順を次に示し ます。

ヒント : iManager で使用できるオプションについてはオンラインヘルプを参照してください。

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［バッ ク ア ッ プ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 バッ ク ア ッ プの対象サーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 バッ ク ア ッ プを実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 コ ンテキス ト を指定し、
［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 バッ ク ア ッ プフ ァ イルのオプシ ョ ンを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

後にバッ ク ア ッ プを実行し た後の差分のみをバッ ク ア ッ プし たい場合は、 ［イ ン
ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プを実行し ます］ を ク リ ッ ク し て く ださい。

画面例を次に示し ます。
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6 追加でバッ ク ア ッ プし たいフ ァ イルがあればこ こ で指定し ます。

追加する フ ァ イルが指定されていない場合、 eDirectory データベースのみがバッ ク
ア ッ プされます。

NICI フ ァ イルは常にバッ ク ア ッ プする よ う お勧めし ます。

画面例を次に示し ます。

7 表示される指示に従って、 バッ ク ア ッ プを完了し ます。

8 eDirectory のバッ ク ア ッ プ処理が終了し た ら、 すぐにフ ァ イルシステムのバッ ク
ア ッ プ作業を行い、 テープに保存し ます (Backup eMTool によ る処理では、 サーバ
上にバッ ク ア ッ プフ ァ イルができ るだけです ) 。

iManager によるロールフォワードログの設定

ブラ ウザから ［バッ ク ア ッ プ環境設定］ を使用し て、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する
設定を変更し ます。 次のよ う な設定ができ ます。

ロールフ ォ ワード ロ グ機能の有効 / 無効の切 り 替え

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必
要があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先デ ィ レ ク ト リ の変更

ロールフ ォ ワード ロ グのフ ァ イルサイ ズの 小値、 大値の設定

現在使用中のロ グ、 既に書き出し を終えた 新のロ グの判別

ス ト リ ームフ ァ イルを ロールフ ォ ワード ロ グに含めるかど う かの切 り 替え
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ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使用
する」 を参照し て く ださい。

ヒント : iManager で使用できるオプションについてはオンラインヘルプを参照してください。

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［バッ ク ア ッ プ環境設定］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 設定を変更するサーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 設定を変更するサーバのユーザ名、 パス ワード、 コ ンテキス ト を指定し、 ［次へ］
を ク リ ッ ク し ます。

5 必要に応じ てサーバのバッ ク ア ッ プ環境設定を変更し ます。

警告 : ロールフォワードログ機能を有効にしたら、デフォルトの保存先を使用しないでください。障害

対策のためには、eDirectory とは別のディスクパーティション / ボリューム、別の記憶デバイスを指定

してください。ロールフォワードログディレクトリは、バックアップ環境設定を変更するサーバ上で

ある必要があります。 

重要 : ロールフォワードログ機能を有効にする場合、ログを保存するボリュームのディスク容量を常に

監視してください。これを怠ると、ログの容量は増える一方なので、ディスクパーティション / ボ
リュームがあふれてしまう恐れがあります。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成で

きない場合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。書き出しが終わったロール

フォワードログは、定期的にバックアップし、サーバから削除するようお勧めします。408 ページの

「ロールフォワードログのバックアップと削除」を参照してください。

画面例を次に示し ます。

6 表示される指示に従って、 操作を完了し ます。
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iManager によるバックアップファイルの復元作業

ブラ ウザから ［復元］ を使用して、 保存されたバッ ク ア ップフ ァ イルのデータから
eDirectory データベースを復元し ます。 処理結果は所定のロ グフ ァ イルに記録されます。 

復元処理の詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」 を
参照し て く ださい。

高度な復元機能は eMBox Client から実行する必要があ り ます。 詳し く は 420 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト を使ったバッ ク ア ッ プ / 復元作業」 を参照し て く ださい。 

前提条件

必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルをすべて、 復元対象サーバ上の、 適当なデ ィ レ ク ト リ
に集めてお く 必要があ り ます。 

409 ページの 「復元処理の準備」 および 411 ページの 「復元に必要なバッ ク ア ッ プ
フ ァ イルの収集」 を参照し て く ださい。

eDirectory を復元対象のサーバにイ ン ス ト ールし、 稼動させておいて く ださい。

た と えば記憶デバイ スの障害の場合、 デバイ ス を交換し、 改めて eDirectory を イ ン
ス ト ールする こ と にな り ます。 故障し たサーバご と交換する、 あ るいは単に新しい
サーバに移行する場合は、 新しいサーバにオペレーテ ィ ングシステムを イ ン ス ト ー
ルし た上で、 eDirectory も準備し ます。

復元処理の詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」
を参照し て く ださい。

(NetWare のみ ) フ ァ イルシステムデータおよび eDirectory を復元する際は、フ ァ イル
システム権利を元どお り に戻せる よ う 、 正しい手順で作業し て く ださい。
eDirectory を先に復元し、 その後でフ ァ イルシステムを復元し て く ださい。 この手
順の詳細については、 404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシステムデータ を復元す
る際のア ク セス権の保存」 を参照し て く ださい。

操作手順

ヒント : iManager で使用できるオプションについてはオンラインヘルプを参照してください。

iManager を使って eDirectory データベース を復元する手順を次に示し ます。

1 必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルを集めておき ます。 詳し く は 409 ページの 「復元処理
の準備」 を参照し て く ださい。

2 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

3 ［eDirectory の保守］ > ［復元］ の順に ク リ ッ ク し ます。

4 復元対象サーバを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 復元を実行するサーバのユーザ名、 パス ワード、 コ ンテキス ト を指定し、 ［次へ］
を ク リ ッ ク し ます。

6 バッ ク ア ッ プフ ァ イル名、 ロ グフ ァ イル名を指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。
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画面例を次に示し ます。

7 必要な復元オプシ ョ ンを指定し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

通常、 少な く と も次のチェ ッ ク ボ ッ ク スはオンにする必要があ り ます。

データベース を復元

検証後に復元されたデータベース をア ク テ ィ ブにし ます

復元の完了後にデータベース を開き ます

セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルの復元 (NICI フ ァ イルの復元 )

NICI フ ァ イルは必ずバッ ク ア ッ プし てお く よ う お勧めし ます。 これがない と、 復
元に成功し て も、 暗号化されたフ ァ イルは読めません。

ロールフ ォ ワード ロ グを使って復元する場合は、 そのフルパス を指定し なければな
り ません。 これには、 eDirectory が自動的に追加するデ ィ レ ク ト リ 名 ( 通常は
「\nds.rfl」 ) も含みます。 詳し く は 407 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グの保存先」
を参照し て く ださい。
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画面例を次に示し ます。

8 表示される指示に従って、 復元を完了し ます。

復元後の検証に失敗し た場合の対処については、 440 ページの 「復元後の検証処理
に失敗し た場合の対処方法」 を参照し て く ださい。

注 : レプリカリング中に eDirectory 8.5 より前のバージョンが稼動しているサーバがある場合、復元処
理は失敗します。エラーコードは -666、すなわち「DS バージョンの不整合」となります。この場合
の対処方法については、403 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性があ
る」を参照してください。

9 NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルを復元し た場合は、 復元完了後に NICI を再初期化する
ため、 サーバを再起動し ます。

10 こ こ でサーバが通常どお り 要求に応答する こ と を確認し ておき ます。

11 ( 状況によ って実行 ) このサーバでロールフ ォ ワード ロ グ機能を使 う ためには、改め
て有効に切 り 替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直し て、 ロールフ ォ ワー
ド ロ グの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にし
てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プも取る必要があ り ます。

この手順が必要と な るのは、 復元処理の過程で、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する設
定はデフ ォル ト に戻るためです。 つま り 、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は無効と な
り 、 保存先もデフ ォル ト の場所にな るからです。 フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と
な るのは、 スケジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる まで
に、 再び障害が起こ る可能性があ るためです。

ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを
使用する」 を参照し て く ださい。

以上で復元作業が終了し ま し た。 NICI の再初期化も済んでいるので、 暗号化された情
報にも ア ク セスでき ます。 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を使用する場合は、 今後の障害
に備え るため、 再びこの機能を有効にし、 フルバッ ク ア ッ プを取っておいて く ださい。
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eMBox クライアントを使ったバックアップ / 復元作業

eMBox ク ラ イ アン ト はコマン ド ラ イ ン Java ク ラ イ アン ト で、 これを使用する と
eDirectory Backup eMTool などの eMBox ツールにア ク セスでき ます。 複数サーバ環境で
も、 フ ァ イ ア ウ ォール越しのア ク セスができれば、 1 台のコ ンピ ュータからバッ ク ア ッ
プ、 復元、 ロールフ ォ ワード ロ グの設定ができ ます。

eMBox ク ラ イ アン ト はバッチモード で実行でき るため、 eDirectory Backup eMTool を使
用し て無人バッ ク ア ッ プを行 う こ と ができ ます。 

eMBoxClient.jar フ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。
それ以外にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar を コ ピーし て
動かすこ と ができ ます。 詳細については、 555 ページの 「eDirectory Management 
Toolbox」 および 557 ページの 「ワーク ステーシ ョ ンで eMBox ク ラ イ アン ト を実行す
る」 を参照し て く ださい。

eDirectory のバッ ク ア ッ プ / 復元作業に先立ち、 390 ページの 「eDirectory のバッ ク ア ッ
プ処理に関する確認事項」 を参照し て問題点を確認し、 効率的に作業でき る よ う にし
て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

420 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る手動バッ ク ア ッ プ」

423 ページの 「バッチフ ァ イル と eMBox ク ラ イ アン ト によ る無人バッ ク ア ッ プ」

426 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」

428 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イルの復元作業」

431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン」

eMBox クライアントによる手動バックアップ

eMBox ク ラ イ アン ト を使って、 eDirectory データベースの中身を、 指定し たフ ァ イルに
バッ ク ア ッ プする こ と ができ ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルには、 eDirectory をその時点
の状態に復元するために必要な情報がすべて含まれています。 また、 処理結果は所定
のロ グフ ァ イルに記録されます。 

eDirectory のバッ ク ア ッ プ / 復元作業に先立ち、 390 ページの 「eDirectory のバッ ク ア ッ
プ処理に関する確認事項」 を参照し て問題点を確認し、 効率的に作業でき る よ う にし
て く ださい。

eMBox ク ラ イ アン ト を使 う と次のよ う な作業ができ ます。

データベース を開いたま まで、フル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プ ( ホ ッ ト バッ ク
ア ッ プ ) 。

「ホ ッ ト 」 バッ ク ア ッ プの場合、 バッ ク ア ッ プ処理中も eDirectory データベースは
開いたま まで、 通常どお り 利用し ながら、 バッ ク ア ッ プ開始時点の状態を完全に保
存でき ます。

コール ド バッ ク ア ッ プ ( データベース をいったん停止し てフルバッ ク ア ッ プ ) 。

この機能は、 ハード ウ ェアをア ッ プグレードする、 あ るいは新規サーバ ( 同じオペ
レーテ ィ ングシステムが動作する もの ) に移行する場合に有用です。 詳し く は 536 
ページの 「ハード ウ ェアのア ッ プグレードやサーバの交換」 を参照し て く ださい。

バッ ク ア ッ プ後、 データベース を閉じ たま まにし て ロ ッ クする設定。

バッ ク ア ッ プフ ァ イルの 大サイ ズの設定。

これらの作業を無人で実行するための手順については、 423 ページの 「バッチフ ァ イル
と eMBox ク ラ イ アン ト によ る無人バッ ク ア ッ プ」 を参照し て く ださい。
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前提条件

バッ ク ア ッ プ処理を起動する コ ンピ ュータに、 フ ァ イル eMBoxClient.jar があ る こ と
を確認し て く ださい。 

このフ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。 それ以
外にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar を コ ピーし て実
行する こ と ができ ます。 複数サーバ環境でも、 フ ァ イ ア ウ ォール越しのア ク セスが
可能であれば、 1 台のコ ンピ ュータからバッ ク ア ッ プを実行でき ます。 詳細につい
ては、 555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」 を参照し て く だ
さい。

ロールフ ォ ワード ロ グを作成するのであれば、 バッ ク ア ッ プを行 う 前にこの機能を
有効にし て く ださい。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必
要があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。 

ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを
使用する」 を参照し て く ださい。 また、 この機能を有効にする手順については、
426 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」 を参照し
て く ださい。

eDirectory 以外にも追加でバッ ク ア ッ プし たいフ ァ イルがあれば、 それを列挙し た
イ ン クルード フ ァ イルを作っておいて く ださい。 

NICI フ ァ イルやス ト リ ームフ ァ イルも ス イ ッチを使用し てバッ ク ア ッ プでき ます。
NICI フ ァ イルは常にバッ ク ア ッ プする よ う お勧めし ます。

それ以外にた と えば autoexec.ncf などをバッ ク ア ッ プし たい場合は、 そのパス と
フ ァ イル名を イ ン クルード フ ァ イルに列挙し ます。 複数のフ ァ イルがあ る場合はセ
ミ コ ロ ンで区切 り ます。 改行 ( ハード リ ターン ) や空白を含めないよ う にし て く だ
さい ( 例 ： 「sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;」 ) 。

eDirectory のバッ ク ア ッ プ後すぐに、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ作業を行い、
テープに保存でき る よ う 準備し て く ださい (Backup eMTool によ る処理では、 サー
バ上にバッ ク ア ッ プフ ァ イルができ るだけです ) 。
ヒント : コピー先記憶デバイスに容量の制約がある場合は、あらかじめ eDirectory バックアップファイ

ルの 大サイズを設定すると便利です。その場合、バックアップコマンドの「-s」オプションを使い、

バイト単位で指定します。また、バックアップファイルの作成後、サードパーティ製ファイル圧縮

ツールを使う方法もあります。80% 程度は圧縮できます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンについては、431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン
ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

複数サーバ環境のツ リ ーの場合、 このサーバ と レプ リ カを共有するサーバすべてに
ついて、 eDirectory 8.5 以降にア ッ プグレードする必要があ り ます。 

詳細については、 403 ページの 「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで
互換性があ る」 を参照し て く ださい。

操作手順

eMBox ク ラ イ アン ト を使って eDirectory データベース をバッ ク ア ッ プする手順を次に
示し ます。

1 eMBox ク ラ イ アン ト を対話式モード で起動し ます。

NetWare、 UNIX の場合 ： コマン ド ラ イ ンから 「edirutil -i」 と入力し ます。

Windows ： 「ド ラ イブ \novell\nds\edirutil.exe -i」 を実行し ます。
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edirutil フ ァ イルは、 eMBox ク ラ イ アン ト を実行するためのシ ョ ー ト カ ッ ト です。
Java の実行形式フ ァ イル と、 eMBox ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ
がパラ メ ータ と し て記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプシ ョ ン もつ
いています。 (Java 実行フ ァ イルの場所は、 557 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト 用
にパスおよびク ラ スパス をセ ッ ト ア ッ プする」 で示し ている よ う に手動で入力する
こ と もでき ます。 )

正常に起動される と、 「eMBox Client」 と い う プロ ンプ ト が現れます。 eMBox Client>

2 バッ ク ア ッ プの対象サーバにロ グ イ ン し ます。 次のよ う に入力し て く ださい。 

login -s サーバ名または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 -u ユーザ名 . コ ンテキ
ス ト  -w パス ワード

た と えば Windows の場合、 次のよ う にな り ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8009 -u admin.mycompany -w mypassword

セキ ュ ア接続が確立できない と い う エラーが表示される場合は、 564 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てセキ ュ ア接続を確立する」 に表示されている
JSSE フ ァ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポー ト 番号が分から ない場合は、 564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号を
確認する」 を参照し て く ださい。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

3 eMBox ク ラ イ アン ト のプロ ンプ ト が出た ら、次のよ う な形式でバッ ク ア ッ プコマン
ド を入力し ます。

backup -b -f バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前と パス  -l バッ ク ア ッ プロ グフ ァ イルの名前
と パス  -u イ ン クルード フ ァ イルのフ ァ イル名と パス  -t -w

各ス イ ッチの間にはスペースが必要です。 ス イ ッチの順序は重要ではあ り ません。

た と えば Windows の場合、 次のよ う にな り ます。

backup -b -f c:\backups\8_20_2001.bak -l c:\backups\backup.log -u 
c:\backups\myincludefile.txt -t -w

この例では、 フルバッ ク ア ッ プを取る こ と (-b) 、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルを
c:\backups\8_20_2001.bak とする こ と、 処理結果を c:\backups\backup.log に出力す
る こ と、 さ らに、 次のデータベース以外のフ ァ イルもバッ ク ア ッ プする こ と を指定
し ています。 

管理者があ らかじめ作成し た イ ン クルード フ ァ イル
(c:\backups\myincludefile.txt) に列挙されたバッ ク ア ッ プ対象のフ ァ イル ( 「-u」
オプシ ョ ンで指定 ) 。

ス ト リ ームフ ァ イル ( 「-t」 オプシ ョ ンで指定 ) 。

さ らにこの例では 「-w」 オプシ ョ ンが指定されているため、 同じ名前のバッ ク
ア ッ プフ ァ イルがあれば上書き されます。

eMBox ク ラ イ アン ト はバッ ク ア ッ プが成功し たかど う かを表示し ます。

4 サーバから ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。

logout

5 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit

6 eDirectory のバッ ク ア ッ プ処理が終了し た ら、 すぐにフ ァ イルシステムのバッ ク
ア ッ プ作業を行い、 テープに保存し ます (Backup eMTool によ る処理では、 サーバ
上にバッ ク ア ッ プフ ァ イルができ るだけです ) 。
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バッチファイルと eMBox クライアントによる無人バックアップ

バッチフ ァ イルを使用し て、 eMBox ク ラ イ アン ト によ る eDirectory の無人バッ ク ア ッ
プを実行し ます。 た と えば週 1 回フルバッ ク ア ッ プ、 毎晩イ ン ク リ メ ン タルバッ ク
ア ッ プを取る、 と いった運用が可能です。

バッチモード で eMBox ク ラ イ アン ト を実行するには、 システムバッチフ ァ イルを使
う 、 eMBox ク ラ イ アン ト の内蔵バッチフ ァ イルを使 う 、 両者を組み合わせて使 う 、 と
い う 方法があ り ます。 詳細については、 560 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ
アン ト をバッチモード で実行する」 を参照し て く だ さい。

こ こ ではシステムバッチフ ァ イルを使 う 方法を解説し ます。

前提条件

バッチフ ァ イルを自動で実行する方法については、 ご使用のオペレーテ ィ ングシス
テムのマニ ュ アルまたはサード パーテ ィ 製スケジ ュー リ ング ソ フ ト ウ ェアのマニュ
アルを参照し て く ださい。 
注 : NetWare の場合、サードパーティ製ソフトウェアのほか、Novell Support Web サイトで提供して

いる cron.nlm (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2939440) も使えます。

バッ ク ア ッ プ処理を起動する コ ンピ ュータに、 フ ァ イル eMBoxClient.jar があ る こ と
を確認し て く ださい。 

このフ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。 それ以
外にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar を コ ピーし て動
かすこ と ができ ます。 複数サーバ環境でも、 フ ァ イ ア ウ ォール越しのア ク セスが可
能であれば、 1 台のコ ンピ ュータから作業でき ます。 詳細については、 555 ページ
の 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」 を参照し て く ださい。

ロールフ ォ ワード ロ グを作成するのであれば、 バッ ク ア ッ プを行 う 前にこの機能を
有効にし て く ださい。 

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必
要があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。 

ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを
使用する」 を参照し て く ださい。 また、 この機能を有効にする手順については、
426 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る ロールフ ォ ワード ロ グの設定」 を参照し
て く ださい。

eDirectory 以外にも追加でバッ ク ア ッ プし たいフ ァ イルがあれば、 それを列挙し た
イ ン クルード フ ァ イルを作っておいて く ださい。 
NICI フ ァ イルやス ト リ ームフ ァ イルも ス イ ッチを使用し てバッ ク ア ッ プでき ます。
NICI フ ァ イルは常にバッ ク ア ッ プする よ う お勧めし ます。

それ以外にた と えば autoexec.ncf などをバッ ク ア ッ プし たい場合は、 そのパス と
フ ァ イル名を イ ン クルード フ ァ イルに列挙し ます。 複数のフ ァ イルがあ る場合はセ
ミ コ ロ ンで区切 り ます。 改行 ( ハード リ ターン ) や空白を含めないよ う にし て く だ
さい ( 例 ： 「sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;」 ) 。
eDirectory のバッ ク ア ッ プ後すぐに、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ作業を行い、
テープに保存でき る よ う 準備し て く ださい (Backup eMTool によ る処理では、 サー
バ上にバッ ク ア ッ プフ ァ イルができ るだけです ) 。
ヒント : コピー先記憶デバイスに容量の制約がある場合は、あらかじめ eDirectory バックアップファイ

ルの 大サイズを設定すると便利です。また、バックアップファイルの作成後、サードパーティ製

ファイル圧縮ツールを使う方法もあります。80% 程度は圧縮できます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンについては、431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン
ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。
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操作手順

1 サーバをバッ ク ア ッ プするためのシステムバッチフ ァ イルを作成し ます。 次のよ う
な書式で、 1 行に 1 サーバ分のコマン ド を記述し て く ださい。

Windows、 UNIX の場合、 通常は次の書式を使用し ます。

java -cp パス /eMBoxClient.jar embox -s サーバ名 -p ポー ト 番号 -u 
ユーザ名 . コ ンテキス ト  -w パス ワード -t backup.backup -b -f 
バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前と パス -l バッ ク ア ッ プロ グフ ァ イルの名前 と パス -u 
イ ン クルー ド フ ァ イルのフ ァ イル名と パス -t -w

NetWare でも同様ですが、 オプシ ョ ン 「-nsac」 を追加し て く ださい。 他のプラ ッ
ト フ ォームでは、 このオプシ ョ ンを指定し てはいけません。

java -nsac -cp パス /eMBoxClient.jar embox -s サーバ名 -p ポー ト 番号 -u
ユーザ名 . コ ンテキス ト  -w パス ワード -t backup.backup -b -f 
バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前と パス -l バッ ク ア ッ プロ グフ ァ イルの名前 と パス -u 
イ ン クルー ド フ ァ イルのフ ァ イル名と パス -t -w

具体例と その解説については、 424 ページの 「無人バッ ク ア ッ プ用システムバッチ
フ ァ イルの例」 を参照し て く ださい。

毎晩実行する イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プにも同様のバッチフ ァ イルが使えます
が、 オプシ ョ ン 「-b」 を削除し、 代わ り に 「-i」 を追加し て く ださい。 フルバッ ク
ア ッ プ と イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プで、 保存先バッ ク ア ッ プフ ァ イル名を異な
る ものにし てお く 方がよいでし ょ う 。

指定するポー ト 番号が分から ない場合は、 564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号を
確認する」 を参照し て く ださい。 セキ ュ ア接続を使用する場合は、 564 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てセキ ュ ア接続を確立する」 を参照し て く ださい。
eMBox ク ラ イ アン ト の内蔵バッチフ ァ イルの使い方については、 560 ページの
「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト をバッチモード で実行する」 を参照し て く だ
さい。

2 このバッチフ ァ イルを定期的に起動する よ う 設定し ます。 具体的な設定方法につい
ては、 オペレーテ ィ ングシステム またはサード パーテ ィ 製ソ フ ト ウ ェアの資料を参
照し て く ださい。

3 eDirectory のバッ ク ア ッ プ後すぐに、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ作業を行い、
テープに保存でき る よ う 準備し て く ださい 

Backup eMTool によ る 処理では、 サーバ上にバッ ク アッ プフ ァ イ ルができ る だけ
です。

4 バッ ク アッ プが正常に実行さ れている か、 ロ グフ ァ イ ルで定期的に確認し てく だ
さ い。

無人バックアップ用システムバッチファイルの例

次の 2 つの例を紹介し ます。

424 ページの 「NetWare 用のバッチフ ァ イル例」

425 ページの 「Windows 用のバッチフ ァ イル例」

NetWare 用のバッチファイル例

java -nsac -cp sys:\system\embox\eMBoxClient.jar embox -s 10.10.1.200 -p 8008 
-u admin.mycontainer -w mypassword -n -t backup.backup -b -f 
sys:\system\backup\backup.bak -l sys:\system\backup\backup.log -u 
sys:\system\backup\includefile.txt -t -w
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この例には次のよ う なオプシ ョ ンが指定されています。

NetWare では、 コマン ド名 「java」 のすぐ後に 「-nsac」 を指定し ます ( それ以外のプ
ラ ッ ト フ ォームでは指定し ないで く ださい ) 。
警告 : NetWare サーバでは「-ns」も指定しなければ異常終了します。

「-ns」 オプシ ョ ンを使用する と、 新規画面が開き ます。 

これに続 く 「ac」 オプシ ョ ンは、 バッチフ ァ イルの処理が終了し た ら この画面を閉
じ る よ う 指定する ものです。 NetWare のバッチフ ァ イルでこれを指定し ない と、
バッ ク ア ッ プ処理のたびにサーバ上に画面が開き、 そのま ま残って し まいます。 

フルバッ ク ア ッ プを取る指定 (-b) 。

イ ン クルード フ ァ イルの指定 (-u) 。 これは必要な場合のみ指定し て く ださい。 デー
タベース以外にも フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし たい場合に使います。 イ ン クルード
フ ァ イルはあ らかじめ用意し ておいて く ださい。

ス ト リ ームフ ァ イル (-t) もバッ ク ア ッ プされます。

同じ名前のバッ ク ア ッ プフ ァ イルがあれば上書きする指定 (-w) 。 
重要 : 同じバッチファイルを繰り返し実行するなど、同じ名前のバックアップファイルがある場合、「-w」

を指定しないと正常にバックアップされません。

バッチモードでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書きを避けるため処

理が中断されてしまいます。なお、対話式モードの場合は、「-w」が指定されていないと、ファイルを

上書きしてよいかどうか問い合わせます。

eDirectory のフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プの都度、 すぐにフ ァ イルシステ
ムのバッ ク ア ッ プを取っているのであれば、 前回のバッ ク ア ッ プフ ァ イルはテープ
に保存されているはずです。 し たがって上書き し て も問題あ り ません。

この例では安全でないポー ト を指定し ている (-p 8008) ので、 それを考慮し て接続す
る よ う 、 「-n」 オプシ ョ ン も指定し ています。

Windows 用のバッチファイル例

java -cp c:\novell\nds\embox\eMBoxClient.jar embox -s myserver -p 8008 -u 
admin.myorg -w mypassword -n -t backup.backup -b -f c:\backup\backup.bak -u 
c:\backup\includes\includefile.txt -l c:\backup\backup.log -e -t -w

この例には次のよ う なオプシ ョ ンが指定されています。

フルバッ ク ア ッ プを取る指定 (-b) 。

イ ン クルード フ ァ イルの指定 (-u) 。 これは必要な場合のみ指定し て く ださい。 デー
タベース以外にも フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし たい場合に使います。 イ ン クルード
フ ァ イルはあ らかじめ用意し ておいて く ださい。

ス ト リ ームフ ァ イル (-t) もバッ ク ア ッ プされます。

同じ名前のバッ ク ア ッ プフ ァ イルがあれば上書きする指定 (-w) 。 
重要 : 同じバッチファイルを繰り返し実行するなど、同じ名前のバックアップファイルがある場合、「-w」

を指定しないと正常にバックアップされません。

バッチモードでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書きを避けるため処

理が中断されてしまいます。なお、対話式モードの場合は、「-w」が指定されていないと、ファイルを

上書きしてよいかどうか問い合わせます。

eDirectory のフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プの都度、 すぐにフ ァ イルシステ
ムのバッ ク ア ッ プを取っているのであれば、 前回のバッ ク ア ッ プフ ァ イルはテープ
に保存されているはずです。 し たがって上書き し て も問題あ り ません。
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この例では安全でないポー ト を指定し ている (-p 8008) ので、 それを考慮し て接続す
る よ う 、 「-n」 オプシ ョ ン も指定し ています。

注 : NetWare 用のバッチファイル例に含まれていた「-ns」または「ac」オプションは、NetWare プラット
フォームでのみ指定するべきものです。Windows や UNIX では指定しないでください。

eMBox クライアントによるロールフォワードログの設定

eMBox ク ラ イ アン ト を使って、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する設定を変更する こ と が
でき ます。 次のよ う な設定ができ ます。

現在の設定の確認

ロールフ ォ ワード ロ グ機能の有効 / 無効の切 り 替え

レプ リ カ リ ングに属するサーバは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし てお く 必
要があ り ます。 バッ ク ア ッ プフ ァ イルがあって も、 ロールフ ォ ワード ロ グがなけれ
ば復元後の検証処理に失敗し、 データベース を開けないこ と にな り ます。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先デ ィ レ ク ト リ の変更

ロールフ ォ ワード ロ グのフ ァ イルサイ ズの 小値、 大値の設定

現在使用中のロ グ、 既に書き出し を終えた 新のロ グの判別

ス ト リ ームフ ァ イルを ロールフ ォ ワード ロ グに含めるかど う かの切 り 替え

ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを使用
する」 を参照し て く ださい。

前提条件

設定の変更処理を起動する コ ンピ ュータに、 フ ァ イル eMBoxClient.jar があ る こ と を
確認し て く ださい。 

このフ ァ イルは、 eDirectory の一部と し てサーバにイ ン ス ト ールされます。 それ以
外にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar を コ ピーし て動
かすこ と ができ ます。 複数サーバ環境でも、 フ ァ イ ア ウ ォール越しのア ク セスが可
能であれば、 1 台のコ ンピ ュータから作業でき ます。 詳細については、 555 ページ
の 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」 を参照し て く ださい。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンについては、431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン
ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

操作手順

1 eMBox ク ラ イ アン ト を対話式モード で起動し ます。

NetWare、 UNIX の場合 ： コマン ド ラ イ ンから 「edirutil -i」 と入力し ます。

Windows ： 「ド ラ イブ \novell\nds\edirutil.exe -i」 を実行し ます。

edirutil フ ァ イルは、 eMBox ク ラ イ アン ト を実行するためのシ ョ ー ト カ ッ ト です。
Java の実行形式フ ァ イル と、 eMBox ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ
がパラ メ ータ と し て記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプシ ョ ン もつ
いています。 (Java 実行フ ァ イルの場所は、 557 ページの 「ワーク ステーシ ョ ンで
eMBox ク ラ イ アン ト を実行する」 で示し ている よ う に手動で入力する こ と もでき
ます。 )

正常に起動される と、 「eMBox Client」 と い う プロ ンプ ト が現れます。 eMBox Client>
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2 ロールフ ォ ワード ロ グの設定を行 う サーバにロ グ イ ン し ます。 次のよ う に入力し て
く ださい。 

login -s サーバ名または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 -u ユーザ名 . コ ンテキ
ス ト  -w パス ワード

た と えば Windows の場合、 次のよ う にな り ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8009 -u admin.mycompany -w mypassword

セキ ュ ア接続が確立できない と い う エラーが表示される場合は、 564 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てセキ ュ ア接続を確立する」 に表示されている
JSSE フ ァ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポー ト 番号が分から ない場合は、 564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号を
確認する」 を参照し て く ださい。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

3 ( オプシ ョ ン ) 次のよ う に入力し て、 現在の設定を確認し ます。

getconfig

オプシ ョ ン指定は必要あ り ません。

た と えば次のよ う に表示されます。

Roll forward log status OFF
Stream file logging status OFF
Current roll forward log directory vol1:/rfl/nds.rfl
Minimum roll forward log size (bytes) 104857600
Maximum roll forward log size (bytes) 4294705152
Last roll forward log not used 00000000.log
Current roll forward log 00000001.log
*** END ***

4 setconfig コマン ド で設定を変更し ます。 次のよ う な形式で入力し て く ださい。

setconfig [-L|-l] [-T|-t] -r ロールフ ォ ワード ロ グのパス  -n 小フ ァ イルサイ ズ -m 大
フ ァ イルサイ ズ

各ス イ ッチの間にはスペースが必要です。 ス イ ッチの順序は重要ではあ り ません。

た と えば NetWare の場合、 次のよ う にな り ます。

setconfig -L -r rflvolume:\logs

これは、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし (-L ス イ ッチ ) 、 その保存先を
「rfvolume:\logs」 以下と指定する コマン ド です。 ロールフ ォ ワード ロ グ専用のデ ィ
ス クパーテ ィ シ ョ ン / ボ リ ュームを用意するのが 善です。 こ う し ておけば、 デ ィ
ス ク容量やア ク セス権を監視しやす く な り ます。 ただし この例では、 ス ト リ ーム
フ ァ イルのロ グ機能は有効にし ていません。

警告 : ロールフォワードログ機能を有効にしたら、デフォルトの保存先を使用しないでください。障害

対策のためには、eDirectory とは別のディスクパーティション / ボリューム、別の記憶デバイスを指定

してください。ロールフォワードログディレクトリは、バックアップ環境設定を変更するサーバ上で

ある必要があります。 

重要 : ロールフォワードログ機能を有効にする場合、ログを保存するボリュームのディスク容量を常に

監視してください。これを怠ると、ログの容量は増える一方なので、ディスクパーティション / ボ
リュームがあふれてしまう恐れがあります。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成で

きない場合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。書き出しが終わったロール

フォワードログは、定期的にバックアップし、サーバから削除するようお勧めします。408 ページの

「ロールフォワードログのバックアップと削除」を参照してください。
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5 サーバから ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。

logout

6 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit

eMBox クライアントによるバックアップファイルの復元作業

eMBox ク ラ イ アン ト を使ってバッ ク ア ッ プフ ァ イルに保存されたデータから eDirectory
データベース を復元する手順を解説し ます。 手動あ るいはバッチ方式で残し ておいた
バッ ク ア ッ プフ ァ イルから、 データ を復元でき ます。 処理結果は所定のロ グフ ァ イル
に記録されます。 

eMBox ク ラ イ アン ト を使えば、 iManager では実現できない高度な復元機能も実行でき
ます。 詳し く は 431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 に、
restore および restadv と し て解説し ます。

前提条件

復元処理を起動する コ ンピ ュータに、 フ ァ イル eMBoxClient.jar があ る こ と を確認し
て く ださい。

このフ ァ イルは、 eDirectory の一部と してサーバにイ ンス ト ールされます。 それ以
外にも、 Sun JVM 1.3.1 が動作する環境であれば、 eMBoxClient.jar を コ ピーして実行
する こ と ができ ます。 複数サーバ環境でも、 フ ァ イ アウ ォール越しのア クセスが可
能であれば、 1 台のコ ンピ ュータから復元を実行でき ます。 詳細については、 555 
ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」 を参照して く ださい。

必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルをすべて、 復元対象サーバ上の、 適当なデ ィ レ ク ト リ
に集めてお く 必要があ り ます。 

409 ページの 「復元処理の準備」 および 411 ページの 「復元に必要なバッ ク ア ッ プ
フ ァ イルの収集」 を参照し て く ださい。

復元対象サーバに eDirectory を イ ン ス ト ールし、 稼動させておいて く ださい。

た と えば記憶デバイ スの障害の場合、 デバイ ス を交換し、 改めて eDirectory を イ ン
ス ト ールする こ と にな り ます。 故障し たサーバご と交換する、 あ るいは単に新しい
サーバに移行する場合は、 新しいサーバにオペレーテ ィ ングシステムを イ ン ス ト ー
ルし た上で、 eDirectory も準備し ます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンについては、431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン
ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

復元処理の詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」
を参照し て く ださい。

(NetWare のみ ) フ ァ イルシステムデータおよび eDirectory を復元する際は、フ ァ イル
システム権利を元どお り に戻せる よ う 、 正しい手順で作業し て く ださい。
eDirectory を先に復元し、 その後でフ ァ イルシステムを復元し て く ださい。 この手
順の詳細については、 404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシステムデータ を復元す
る際のア ク セス権の保存」 を参照し て く ださい。
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操作手順

eMBox ク ラ イ アン ト を使って eDirectory データベース を復元する手順を示し ます。

1 必要なバッ ク ア ッ プフ ァ イルを集めておき ます。 詳し く は 409 ページの 「復元処理
の準備」 を参照し て く ださい。

2 eMBox ク ラ イ アン ト を対話式モード で起動し ます。

NetWare、 UNIX ： コマン ド ラ イ ンから 「edirutil -i」 と入力し ます。

Windows ： 「ド ラ イブ \novell\nds\edirutil.exe -i」 を実行し ます。

edirutil ファ イ ルは、 eMBox ク ラ イ アント を実行する ためのショ ート カッ ト です。 Java
の実行形式ファ イ ルと 、 eMBox ク ラ イ アント のイ ンスト ール先ディ レク ト リ がパラ
メ ータ と し て記述さ れている ほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オプショ ンも ついていま
す。 (Java 実行ファ イ ルの場所は、 557 ページの 「ワーク ステーシ ョ ンで eMBox ク
ラ イ アン ト を実行する」 で示し ている よ う に手動で入力する こ と も でき ます。 )

正常に起動される と、 「eMBox Client」 と い う プロ ンプ ト が現れます。 eMBox Client>

3 復元の対象サーバにロ グ イ ン し ます。 次のよ う に入力し て く ださい。 

login -s サーバ名または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 -u ユーザ名 . コ ンテキ
ス ト  -w パス ワード

た と えば Windows の場合、 次のよ う にな り ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8009 -u admin.mycompany -w mypassword

セキ ュ ア接続が確立できない と い う エラーが表示される場合は、 564 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てセキ ュ ア接続を確立する」 に表示されている
JSSE フ ァ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポー ト 番号が分から ない場合は、 564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号を
確認する」 を参照し て く ださい。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

4 eMBox ク ラ イ アン ト のプロ ンプ ト が出た ら、次のよ う な形式で復元コマン ド を入力
し ます。

restore -r -a -o -f フルバッ ク ア ッ プフ ァ イルのパス と名前 
-d ロールフ ォ ワード ロ グの場所 -l 復元ロ グフ ァ イルのパス と名前

各ス イ ッチの間にはスペースが必要です。 ス イ ッチの順序は重要ではあ り ません。
「-r」 オプシ ョ ンを指定すれば eDirectory データベース自身、 指定し なければそれ以
外のフ ァ イルのみが復元の対象と な り ます。 復元処理の終了後、 データベース をア
ク テ ィ ブにし、 オープン し たい場合は、 「-a」 および 「-o」 を指定し て く ださい。

ロールフ ォ ワード ロ グを使って復元する場合は、 そのフルパス を指定し なければな
り ません。 これには、 eDirectory が自動的に追加するデ ィ レ ク ト リ 名 ( 通常は
「\nds.rfl」 ) も含みます。 詳し く は 407 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グの保存先」
を参照し て く ださい。

例 ：

restore -r -a -o -f sys:/backup/nds.bak -d vol1:/rfldir/nds.rfl -l sys:/backups/backup.log 

この例では、 データベースを復元 (-r) し、 その検証が正常終了したら ア ク テ ィ ブに
し (-a) 、 オープンする (-o) よ う 指定しています。 「-f」 オプシ ョ ンでフルバッ ク ア ッ
プフ ァ イル、 「-d」 オプシ ョ ンでロールフ ォ ワード ログの保存先を指定し ます。 ま
た、 復元処理の結果を記録する ログフ ァ イルを、 「-l」 オプシ ョ ンで指定しています。
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これによ り フルバッ ク ア ッ プフ ァ イルからの復元処理が実行され、 次にイ ン ク リ メ
ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルの指定を求めるプロ ンプ ト が現れます。

5 ( 状況によ って実行 ) イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルから復元する場合は、
プロ ンプ ト に応じ て順次、 そのパス と フ ァ イル名を入力し ます。 

プロ ンプ ト には次に指定するべき フ ァ イルの ID が表示されます。 これはイ ン ク リ
メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダに記載されている ものです。

バッ ク ア ッ プ処理が正常終了すれば、 その旨の表示が現れます。

6 ( 状況によ って実行 ) 復元処理に失敗し た場合は、ロ グフ ァ イルでエラーの原因を確
認し て く ださい。

復元後の検証に失敗し た場合の対処については、 440 ページの 「復元後の検証処理
に失敗し た場合の対処方法」 を参照し て く ださい。

注 : レプリカリング中に eDirectory 8.5 より前のバージョンが稼動しているサーバがある場合、復元処理

は失敗します。エラーコードは -666、すなわち「DS バージョンの不整合」となります。この場合の対

処方法については、403 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降のみで互換性がある」

を参照してください。

7 サーバから ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を入力し ます。

logout

8 eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のコマン ド を入力し ます。

exit

9 ( 状況によ って実行 )NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルを復元し た場合は、NICI を再初期化
するため、 サーバを再起動し ます。

10 こ こ でサーバが通常どお り 要求に応答する こ と を確認し ておき ます。

11 ( 状況によ って実行 ) このサーバでロールフ ォ ワード ロ グ機能を使 う ためには、改め
て有効に切 り 替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直し て、 ロールフ ォ ワー
ド ロ グの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にし
てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プも取る必要があ り ます。 

この手順が必要と な るのは、 復元処理の過程で、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する設
定はデフ ォル ト に戻るためです。 つま り 、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は無効と な
り 、 保存先もデフ ォル ト の場所にな るからです。 フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と
な るのは、 スケジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる まで
に、 再び障害が起こ る可能性があ るためです。 

ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを
使用する」 を参照し て く ださい。

以上で復元作業が終了し ま し た。 NICI の再初期化も済んでいるので、 暗号化された情
報にも ア ク セスでき ます。 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を使用する場合は、 今後の障害
に備え るため、 再びこの機能を有効にし、 フルバッ ク ア ッ プを取っておいて く ださい。
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バックアップ / 復元のコマンドラインオプション

eDirectory Backup eMTool のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンは次の 6 つの機能に分かれてい
ます。 backup、 restore、 restadv、 getconfig、 setconfig、 および cancel。 

オプシ ョ ンはどのよ う な順序で指定し て も構いません。 各オプシ ョ ン間は空白で区
切って く ださい。

オプション 説明

backup データベースおよび関連ファイルのバックアップ

-f ファイル名 ( 必須 ) バックアップファイルの名前とパス。

Backup eMTool で作成するバックアップ先ファイル名とパスを指定します。バック

アップ対象サーバ上のローカルファイルを指定してください。たとえば「backup -f 
vol1:\backup\ndsbak.bak」と指定すると、ファイル vol1:\backup\ndsbak.bak に

バックアップされます。

-l ファイル名 ( 必須 ) ログファイルの名前とパス

バックアップ処理の結果を出力するログファイルを指定します。

-b ( オプション ) フルバックアップを実行

eDirectory データベースのフルバックアップを取ります。これがデフォルトの動作

で、「-i」も「-c」も指定しなければフルバックアップになります。

-i ( オプション ) インクリメンタルバックアップを実行

eDirectory データベースのインクリメンタルバックアップを取ります。 後に実施

したフル / インクリメンタルバックアップ以降、変化した部分のみをバックアップ

します。

-t ( オプション ) ストリームファイルもバックアップ

eDirectory データベースをバックアップする際、ストリームファイルも含める指定

です。

-u ファイル名 ( オプション ) インクルードファイル名およびパス

バックアップ対象に追加するファイル名を列挙した、インクルードファイルを指定
します。eDirectory データベースを復元する際に必要となる重要なファイルをいっ

しょにバックアップしたい場合、インクルードファイルに列挙しておきます。

インクルードファイルには各ファイルのフルパスを記述し、末尾にセミコロン (;) を
置いてください。たとえば autoexec.ncf および hosts を NetWare サーバのバック

ファイル対象として追加する場合、インクルードファイルは次のようになります。

sys:\system\autoexec.ncf;sys:\etc\hosts;

ファイルのリストにはスペースまたは改行 ( ハードリターン ) を使用しないでくだ

さい。

指定どおりバックアップされたことは、ログファイルを見るか、バックアップファ
イルのヘッダを見れば確認できます。(401 ページの「バックアップログファイル

の書式」および 397 ページの「バックアップファイルのヘッダ書式」を参照して

ください。)

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存

や変更はしないようにしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうこと
があります。ほとんどのアプリケーションではバイナリデータを正確に保存するこ
とはできません。
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-s ファイルサ

イズ

( オプション ) バックアップファイルの 大容量 ( バイト単位 ) 。

バックアップファイルの 大容量を、バイト単位で指定します。バックアップファ
イルを保存する記憶媒体に容量制限がある場合、このオプションで 大容量を指定
するとよいでしょう。

大容量に達すると新しいバックアップファイルが生成されます。ファイル名の末
尾に、5 桁の 16 進数値を追加した名前になります。この拡張の数字は、新規ファ

イルが作成されるたびに 1 ずつ増加します。

たとえば「backup -f vol1:/backup/mydib.bak -s 1000000」というコマンドの場合、

バックアップファイルの 大容量は 1MB になります。 If the database is 3.5 MB, this 
is the resulting set of backup files:

vol1:/backup/mydib.bak ( 容量は 1 MB)
vol1:/backup/mydib.bak.00001 ( 容量は 1 MB)
vol1:/backup/mydib.bak.00002 ( 容量は 1 MB)
vol1:/backup/mydib.bak.00003 ( 容量は 0.5 MB)

指定できるサイズの下限は約 500KB です。バックアップで作成されるファイル数

によって、 初のファイルが大きくなる場合があります。

初のバックアップファイルには「number_of_files」タグが追加されます。これ

はバックアップファイルの総数を表します。上記の例では 4 となります。さらに、

各ファイルのヘッダに、「backup_file」属性が追加されます。これは本来のバック

アップファイル名を表します。( 詳細については、397 ページの「バックアップ

ファイルのヘッダ書式」を参照してください。)

上記の 4 つのバックアップファイルを使って復元する場合、コマンドは次のように

なります。 

restore -f vol1:/backup/mydib.bak -l ログファイルのパスと名前

ファイルが複数に分かれていることは Backup eMTool によって自動的に認識され、

同じディレクトリ内にある、上記の名前のファイルが検索されます。 

ヒント : サードパーティ製の圧縮ツールを使えば、バックアップファイルの容量を

小さくすることができます。80% 程度は圧縮できます。

-w ( オプション ) 同名のバックアップファイルがあれば上書き

「-f」オプションで指定されたのと同じ名前のバックアップファイルがあれば、上

書きします。この指定がない場合で同名のファイルが存在すると、対話式モードで
あれば、Backup eMTool は上書きしてよいかどうか確認を求めます。バッチモード

では、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書きを避ける

ため処理が中断されてしまいます。

eDirectory のフル / インクリメンタルバックアップの都度、すぐにファイルシステ

ムのバックアップを取っているのであれば、前回のバックアップファイルはテープ
に保存されているはずです。したがって上書きしても問題ありません。

重要 : バッチファイルを使って無人バックアップを行う場合、このオプションを指

定してください。同じバッチファイルを繰り返し実行するなど、同じ名前のバック
アップファイルがある場合、「-w」を指定しないと正常にバックアップされません。

バッチモードでは、「-w」の指定がなければ、同じ名前のファイルが存在すると上書

きを避けるため処理が中断されてしまいます。なお、対話式モードの場合は、「-w」

が指定されていないと、ファイルを上書きしてよいかどうか問い合わせます。

オプション 説明
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-c ( オプション ) コールドバックアップを実行

フルバックアップと同様ですが、いったんデータベースを停止してから実行しま
す。「-o」または「-o -d」が指定されている場合を除き、処理終了後、データベー

スは再びオープンされます。

-o ( オプション ) コールドバックアップ後、データベースを停止したままにする

「-c」を指定した場合にのみ指定できます。コールドバックアップの終了後、デー

タベースを停止したままにします。この機能は、ハードウェアをアップグレードす
る、あるいは新規サーバ ( 同じオペレーティングシステムが動作するもの ) に移行

する場合に有用です。詳しくは 536 ページの「ハードウェアのアップグレードや

サーバの交換」を参照してください。

-d ( オプション ) コールドバックアップ後、DS エージェントを無効にする

「-c -o」を指定した場合にのみ指定できます。コールドバックアップ後、DS エー

ジェントを無効にします。この機能は、ハードウェアをアップグレードする、ある
いは新規サーバ ( 同じオペレーティングシステムが動作するもの ) に移行する場合

に有用です。詳しくは 536 ページの「ハードウェアのアップグレードやサーバの

交換」を参照してください。

擬似サーバの「login disabled」属性を設定することにより、DS エージェントを無

効にします。その結果、eDirectory を起動しようとすると「-663」エラーが発生し

ます。

restore データベースおよび関連ファイルの復元

-f ファイル名 ( 必須 ) バックアップファイルの名前とパス。

復元に使うフルバックアップファイルを指定します。このファイルは復元対象サー
バ上に置いておかなければなりません。たとえば「restore -f vol1:/backup/
ndsbak.bak」と指定すると、ファイル vol1:/backup/ndsbak.bak から復元されます。 

複数のファイルに分かれている場合は、すべて同じディレクトリ内に集めておいて
ください。

-l ファイル名 ( 必須 ) ログファイルの名前とパス

復元処理の結果を出力するログファイルを指定します。

-r ( オプション )DIB セットも復元。

eDirectory データベースを復元する旨の指定です。 

警告 : このオプションを指定しなかった場合、eDirectory データベース自身は復元

されません。指定した種類以外のファイルのみが復元の対象になります。

オプション 説明
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-d ディレクト

リ名

( オプション ) ロールフォワードログのあるディレクトリ

ロールフォワードログを集めたディレクトリを指定します。復元対象サーバ上のフ
ルパスで指定してください。必要なロールフォワードログをすべて、作成時と同じ
ファイル名にして、ひとつのディレクトリに集めておかなければなりません。

バックアップファイルからの復元後、ロールフォワードログを使って、バックアッ
プ時点以降の変更を反映させます。「-d」オプションの指定がなければ、バック

アップ時にロールフォワードログ機能を有効にしていても、Backup eMTool はログ

ファイルを参照しません。

初に適用するべきロールフォワードログは、 新のバックアップファイルをテキ
ストエディタで開き、「backup」タグの「current_log」属性を見れば確認できま

す。ここでいう 新のバックアップファイルとは、「-f」オプションで指定するフ

ルバックアップファイルか、または復元処理で適用することになる 後のインクリ
メンタルバックアップファイルです。ヘッダに記述される属性について詳しくは、
397 ページの「バックアップファイルのヘッダ書式」を参照してください。

警告 : バックアップファイルを開く場合でもヘッダを確認するだけにとどめ、保存

や変更はしないようにしてください。ファイルの一部が切り捨てられてしまうこと
があります。ほとんどのアプリケーションではバイナリデータを正確に保存するこ
とはできません。

-u ( オプション ) インクルードファイルに列挙されたファイルも復元

データベースに追加する形でバックアップしていたファイルも復元します。 

バックアップの過程で、データベース以外にもバックアップが必要なファイルを列
挙したファイルを作成し、インクルードファイルとして指定することもできます。
しかしその場合でも、「-u」オプションで指定しなければ復元されません。

-a ( オプション ) 検証後、DIB をアクティブにする指定。

復元後の検証処理が正常終了したら、データベース名を RST から NDS に変更し

ます。この処理については、396 ページの「Backup eMTool による復元作業の概

要」を参照してください。

-o ( オプション ) 処理終了後、データベースをオープンする

復元作業が終了したら、自動的にデータベースをオープンする指定です。検証処理
が正常終了すれば、データベースが自動的に開きます。失敗した場合は、復元前の
データベースが開きます。この処理については、396 ページの「Backup eMTool に
よる復元作業の概要」を参照してください。

-n ( オプション ) 復元後にデータベースを検証しない

復元後の検証処理を省略して Backup eMTool で復元します。このサーバの遷移ベ

クトルをレプリカリングに属する他のサーバと比較する、という検証処理を行いま
せん。遷移ベクトルについて詳しくは、403 ページの「遷移ベクトルと復元後の検

証処理」を参照してください。他のオプションで明示的に指定されていない限り、
RST から NDS への改名もしません。

重要 : Novell の担当者から指示を受けた場合を除き、このオプションはお勧めでき

ません。

-v ( オプション ) 上書きして復元

検証処理を行うことなく、データベース名を RST から NDS に変更します。 

重要 : Novell の担当者から指示を受けた場合を除き、このオプションはお勧めでき

ません。

オプション 説明
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-k ( オプション ) データベースのロックを解除

NDS データベースのロックを解除します。

restadv 高度な復元機能。( 注意：これを実行する際は、DS エージェントがクローズされます。)

-l ファイル名 ( 必須 ) ログファイルの名前とパス

復元処理の結果を出力するログファイルを指定します。

-o ( オプション ) 処理終了後、データベースをオープンする

復元作業が終了したら、自動的にデータベースをオープンする指定です。検証処理
が正常終了すれば、データベースが自動的に開きます。失敗した場合は、復元前の
データベースが開きます。この処理については、396 ページの「Backup eMTool に
よる復元作業の概要」を参照してください。

-n ( オプション ) 前に失敗した復元の検証処理を起動

前に復元して検証に失敗した RST データベースを再度検証します。

-m ( オプション ) 復元された DIB ファイルの削除

RST データベースが存在すれば削除します。

-v ( オプション ) 上書きして復元

検証処理を行うことなく、データベース名を RST から NDS に変更します。 

重要 : Novell の担当者から指示を受けた場合を除き、このオプションはお勧めでき

ません。

-k ( オプション ) データベースのロックを解除

NDS データベースのロックを解除します。

getconfig ロールフォワードログに関する現在の設定を表示。

指定できるオプションはありません。

現在の設定を表示します。たとえばロールフォワードログ機能が無効になっている
場合、getconfig コマンドでは次のような情報が表示されます。

  Roll forward log status OFF
Stream file logging status OFF
Current roll forward log directory vol1:/rfl/nds.rfl
Minimum roll forward log size (bytes) 104857600
Maximum roll forward log size (bytes) 4294705152
Last roll forward log not used 00000000.log
Current roll forward log 00000001.log
*** END ***

setconfig ロールフォワードログに関する設定の変更。

オプション 説明
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-L ( オプション ) ロールフォワードログ機能の有効化。

ロールフォワードログ機能を有効にします。( デフォルトでは無効。) この機能を

有効にしておけば、停止する直前の状態にまでサーバを復元できるようになりま
す。無効のままであれば、 後のフル / インクリメンタルバックアップ時点までし

か復元できません。 

レプリカリングに属するサーバについては、ロールフォワードログ機能を有効にし
て、他のサーバとの同期状態も復元できるようにしてください。 

ただし管理者にとっては、監視しなければならない対象が増えます。これを怠る
と、ログの容量は増える一方なので、ディスクパーティション / ボリュームがあふ

れてしまう恐れがあります。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成
できない場合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。定期的に

バックアップを取り、使わなくなったログは削除する必要があります。408 ページ

の「ロールフォワードログのバックアップと削除」を参照してください。

詳細については、405 ページの「ロールフォワードログを使用する」を参照してく

ださい。

-l ( オプション ) ロールフォワードログ機能の無効化。

ロールフォワードログ機能を無効にします ( デフォルトでは無効 ) 。データベース

では連続したログを保存していくのをやめ、現在のファイルに上書きしていくよう
になります。ロールフォワードログ作成がオフの場合、 後にフル / インクリメン

タルバックアップを実行した時点までしかデータベースを復元できません。 

誤って無効にしてしまった場合、ただちに有効にすると同時に、今障害が起こって
も復元できるよう、改めてデータベースのバックアップを取ってください。

詳細については、405 ページの「ロールフォワードログを使用する」を参照してく

ださい。

-T ( オプション ) ストリームファイルのログ出力開始

( ロールフォワードログ機能が有効な場合のみ ) ストリームファイルが更新された

場合、その全体をロールフォワードログにコピーするようになります。ストリーム
ファイルとは、ログインスクリプトなど、データベースに関係する追加の情報ファ
イルのことです。

ただしストリームファイルを記録すると、ディスクの空き容量が急速に減少しま
す。ログの出力先ディスクパーティション / ボリュームの空き容量を、常に監視す

るようにしてください。ディスク容量が不足してロールフォワードログを作成でき
ない場合は、eDirectory はそのサーバに対して応答しなくなります。

-t ( オプション ) ストリームファイルのログ出力停止

ストリームファイルが更新されても、その全体をロールフォワードログにコピーし
ないようになります。この場合でも、フル / インクリメンタルバックアップの際に

は、ストリームファイルもバックアップできます。ストリームファイルを頻繁に更
新しないのであれば、それでも充分でしょう。 

ストリームファイルを記録しないと、ログファイルの容量が急速に増えるのを抑え
ることにもなります。

オプション 説明
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-r ディレクト

リ名

( オプション ) ロールフォワードログの出力先ディレクトリの設定。

ロールフォワードログの出力先ディレクトリを指定します。たとえば「setconfig -r 
vol2:\rfl」というコマンドを実行すると、vol2:\rfl 以下にディレクトリが作成され、

その下にログファイルができるようになります。 

このディレクトリ名は現在の eDirectory データベース名に基づいて決まります。通

常はデータベース名が「NDS」なので、ログ保存先ディレクトリは

「vol2:\rfl\nds.rfl\」となります。ここでデータベース名を「ND1」に変更すると、

保存先もこれに合わせて「vol2:\rfl\nd1.rfl\」以下に変わります。 

現在の保存先設定は getconfig コマンドで確認できます。

保存先の設定を変えるとその時点で新しいディレクトリができますが、ログファイ
ルは実際にトランザクションが発生するまで作成されません。

重要 : バックアップツールでは、ログの保存先ディレクトリが変わったことを認識

できません。データベースを復元する際には、 後のバックアップ以降のロール
フォワードログをすべて、ひとつのディレクトリに集めておく必要があります。

詳細については、405 ページの「ロールフォワードログを使用する」を参照してく

ださい。

-n ファイルサ

イズ

( オプション ) ロールフォワードログの 小容量の設定

ロールフォワードログの 小容量をバイト単位で指定します。この容量に達した
後、実行中のトランザクションが終了すると、ログ出力先が新しいファイルに切り
替わります。

-m ファイル

サイズ

( オプション ) ロールフォワードログの 大容量の設定

ロールフォワードログの 大容量をバイト単位で指定します。この上限に達しても
トランザクションが進行中の場合は、トランザクションは次のファイルに続けて記
録されます。この設定は 小サイズの設定より常に大きくする必要があります。

-s ( オプション ) ログ出力先ファイルの強制切り替え

実行中のトランザクションが終了した時点で、ログ出力先を新しいファイルに切り
替えます。次のトランザクション開始時に新しいファイルが作成されます。

cancel バックアップ / 復元処理を取り消します。指定できるオプションはありません。

オプション 説明
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NetWare で DSBK.NLM を使用する

DSBK は、 Backup eMTool と同じ操作を実行する簡易なコマン ド ラ イ ンパーサです。 た
だし、 DSBK では 初にロ グ イ ンする こ と な く 、 サーバコ ン ソールからバッ ク ア ッ プ
を実行するか、 役割ベースサービ ス を設定する こ と ができ ます ( 555 ページの第 18 章
「eDirectory Management Toolbox」 を参照 ) 。 Backup eMTool と同じ コマン ド ラ イ ンオプ
シ ョ ンを使用し てサーバ上の NLM と し て実行し ます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 サーバ
上の NCF フ ァ イルを使用し たス ク リ プ ト バッ ク ア ッ プでも使用でき ます。

重要 : DSBK がインクリメンタルバックアップを復元することはありません。DSBK はフルバックアップの
復元にのみ使用できます。

DSBK 操作が完了する と、 操作の結果がフ ァ イル (dsbk.err) に書き込まれます。 この
dsbk.err は、 プロ グ ラ ムを使用し て開き、 その内容を表示する こ と ができ ます。 操作時
にエラーが発生し た場合は、 このフ ァ イルの 初の 4 バイ ト にエラーコード が記録さ
れます。 エラーが発生し なかった場合、 このフ ァ イルの 初の 4 バイ ト には 0 が記録
されます。

dsbk.nlm を使用するには、 次の操作を行います。

1 eDirectory 8.7.3 IR3 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/2969860.htm)
をダウ ン ロード し、 イ ン ス ト ールし ます。

2 dsbk.nlm が sys:\system デ ィ レ ク ト リ にあ る こ と を確認し ます。

DSBK は、 backupcr.nlm と同じデ ィ レ ク ト リ に格納されている必要があ り ます。
backupcr.nlm は、 すべてのバッ ク ア ッ プ / 復元機能を含むコ ア ラ イブラ リ です。 こ
のラ イブラ リ にはユーザイ ン タ フ ェースはな く 、 DSBK ユーテ ィ リ テ ィ から動的に
ロード、 リ ン ク される形で動作し ます。

3 サーバコ ン ソールで、 431 ページの 「バッ ク ア ッ プ / 復元のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ
ン」 に示されているいずれかのオプシ ョ ン と と もに次のコマン ド を実行し ます。

load dsbk

サーバ固有情報のバックアップに関する変更事項 (NetWare のみ )
NetWare 用イ ン ス ト ールでは、 多 く の場合、 サーバ固有情報もバッ ク ア ッ プする よ う に
なっています。 eDirectory 8.6 以降、 eDirectory スキーマの構造が変更にな り ま し た。
eDirectory 8.7 でも、 さ らに多 く の変更が施されています。 その結果、 フ ァ イルシステ
ム TSA やサード パーテ ィ 製バッ ク ア ッ プツールを使ってサーバ固有情報をバッ ク ア ッ
プし ていた場合、 そのま までは使えな く な り ま し た。 代わ り に追加された Backup 
eMTool の 「ホ ッ ト バッ ク ア ッ プ」 機能を iManager から呼び出すか、 または eMBox ク
ラ イ アン ト で実行する よ う にし て く だ さい。 フ ァ イルシステム TSA を使ってサーバ固
有情報をバッ ク ア ッ プする機能は、 現在のバージ ョ ンからは削除されま し た。
eDirectory 8.7.3 では、 該当機能が 「ホ ッ ト バッ ク ア ッ プ」 に組み込まれています。 従来
と同様、 フ ァ イルシステム TSA では、 dsbacker.nlm を呼び出し てバッ ク ア ッ プフ ァ イ
ルを作成し ています。 しかし現在は、 dsbacker.nlm が内部的に backupcr.nlm を起動し、
これがさ らに Backup eMTool の機能を呼び出すと い う 形で実装されています。
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NetWare および eDirectory のバージ ョ ンに応じ て、 次のよ う にバッ ク ア ッ プ / 復元処理
を行 う よ う お勧めし ます。

NetWare 6.0 上で eDirectory 8.7.1 を動かす場合、 サーバ固有情報で大き く 変わったのは
次のよ う な事項です。 

フ ァ イル長の増大 ： 以前の SSI バッ ク ア ッ プでは、 データベースの一部しか対象に
な り ませんでし た。 新バージ ョ ンでは、 サーバ上のデ ィ レ ク ト リ オブジェ ク ト に関
する情報をすべてバッ ク ア ッ プする よ う になったため、 フ ァ イル長も増大し、 デー
タベースそのもの と ほぼ同じ容量にな り ます。 

ユーザ定義フ ァ イルの場所： 以前は sys:system デ ィ レ ク ト リ にフ ァ イル servedata.nds
が生成されるだけでし た。 容量が小さかったため、 テープにコ ピーする までこの
デ ィ レ ク ト リ に置いておいて も問題が生じ なかったのです。 eDirectory 8.7.3 では、
フ ァ イルシステム TSA でデータベースのフルバッ ク ア ッ プが可能にな り ま し た。
生成される フ ァ イルは 3 つに増えています。 その う ち ssiback.bak の保存位置は、
ユーザが設定でき ます。 

eDirectory のバージョン NetWare のバージョン 推奨するバックアップ / 復元方法

8.6 以前 すべてのバージョン ファイルシステム TSA を使ってサーバ固

有情報 (SSI) を復元する場合： 

停止したサーバに関連づけられている

ボリュームオブジェクト、サーバオブ
ジェクトを削除しないでください。

具体的な手順については Novell の担当

者に問い合わせてください。

8.7 5.1 & 6.0 バックアップ / 復元には Backup eMTool の
みを使用。 

( ファイルシステム TSA でバックアップし

ても復元できません。)

8.7.1 以降 5.1 バックアップ / 復元には Backup eMTool の
みを使用。 

( ファイルシステム TSA で SSI をバック

アップしても復元できません。)

8.7.1 以降 6.0 (SP3 を適用済み ) 

(eDirectory 8.7.1 を動かす

には SP3 が必要 )

Backup eMTool、ファイルシステム TSA、
サードパーティ製ツールのいずれかを使
用。復元処理は Backup eMTool で実行で

きます。

ファイル 説明 場所

ssiback.bak Backup eMTool で生成されるフル「ホットバック

アップ」ファイルと同じです。393 ページの

「eDirectory Backup eMTool について」を参照して

ください。

ユーザ定義可能。デフォル
トでは sys:system になって

います。

ファイル容量が大きいの
で、sys：以外のボリュー

ムに変更するようお勧めし
ます。
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Backup eMTool によ る復元処理 ： サーバ固有情報は Backup eMTool でしか復元でき
ません。

復元後の検証処理に失敗した場合の対処方法

復元処理の一環と し て検証を行います。 復元された eDirectory データベース と、 レプ リ
カ リ ングに属する他のサーバ と の間で、 遷移ベク ト ルを比較する と い う ものです。 復
元処理の詳細については、 396 ページの 「Backup eMTool によ る復元作業の概要」 およ
び 403 ページの 「遷移ベク ト ル と復元後の検証処理」 を参照し て く だ さい。 

遷移ベク ト ルが合致し なければ、 検証に失敗し た こ と にな り ます。 これは一般に、 復
元処理に使ったフ ァ イルのデータが不足し ていた こ と を表し ます。 た と えば次のよ う
な状況が考え られます。

後にバッ ク ア ッ プを実施し た後、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能を有効にし ていな
かった場合。

ロールフ ォ ワード ロ グを取っていたのに、 復元の際これを使わなかった場合。

ロールフ ォ ワード ロ グが不足し ていた場合。

注 : このほか、レプリカリング中に、8.5 より古い eDirectory が稼動するサーバがある場合にも、検証に失
敗します。この場合の対処方法については、403 ページの「復元後の検証については eDirectory 8.5 以降の
みで互換性がある」を参照してください。

デフ ォル ト では、 復元し た eDirectory データベースが他のレプ リ カ と整合が取れていな
い場合、 そのま まではオープンでき ません。 

バッ ク ア ッ プフ ァ イルやロールフ ォ ワード ロ グの指定を単に忘れただけであれば、 正
し く 指定し て も う 一度復元処理を実行すればよいはずです。 次回に復元が成功すれば、
検証に成功し、 データベースがオープン されるでし ょ う 。

必要なバッ ク ア ップフ ァ イルやロールフ ォ ワード ログが揃っていない場合は、 以下の手
順でサーバを復旧して く ださい。 検証に失敗した と きの復旧手順の概要を説明し ます。 

サーバの識別情報やフ ァ イルシステム権利は、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルなどが不足し
ていて も復旧でき るはずです。 

バッ ク ア ッ プから レプ リ カを復元できない場合でも、 サーバ と し ては動作し ます。
新しいレプ リ カが追加された もの と し て扱われ、 他のサーバにも影響を及ぼし て し
ま う のです。 し たがって、 レプ リ カ リ ングからいったんサーバを外し、 高度な復元
機能や DSRepair ツールを使って元の状態に復旧し てから、 改めてレプ リ カ リ ング
に追加し て く ださい。 

ssiback.ini ファイル ssiback.bak を書き出すパスを記述した

テキストファイル。デフォルトでは「sys:system」

となっています。 

例： 

vol1:/backups/ssibackup.bak

sys:system

ssiback.log 前回までのバックアップ状況を分かりやすく出力
したログファイルです。このログファイルにはす
べてのバックアップ履歴、バックアップの開始お
よび終了時刻、およびバックアッププロセス中に
発生した考えられるエラーについての情報が含ま
れます。

sys:system

ファイル 説明 場所
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このサーバにしかデータがない、 すなわち他のサーバにレプ リ カが作られていない
パーテ ィ シ ョ ンについては、 残念ながら復元でき ません。

このセク シ ョ ンの説明によ り 、 検証に失敗した後、 サーバの識別情報やフ ァ イルシステ
ム権利を復旧し、 レプ リ カ リ ングからいったん外し、 再び追加し ます。 この手順でレプ
リ ケーシ ョ ンが終了すれば、 サーバは元どお り に機能する よ う になるはずです。 ただし
レプ リ カを作っていなかったために復元できなかったパーテ ィ シ ョ ンを除き ます。

まず、 441 ページの 「レプ リ カ リ ングを ク リ ーンア ッ プする」 に従って作業し て く ださ
い。 それが終了し た ら 442 ページの 「サーバの復旧と レプ リ カの再追加」 に進みます。

レプリカリングをクリーンアップする

この手順では、 次の方法について説明し ます。 

マス タ レプ リ カの再割 り 当て。 障害が発生し たサーバが、 あ るパーテ ィ シ ョ ンのマ
ス タ レプ リ カを保持し ていた場合は、 DSRepair を使って、 レプ リ カ リ ス ト に属す
る他のサーバ上のレプ リ カを、 マス タ と し て扱 う よ う 指定し ます。

障害が発生し たサーバに対する レプ リ カ リ ス ト の参照の削除。 障害が発生し たサー
バを含むレプ リ カ リ ングの メ ンバーであ る各サーバに対し て、 障害が発生し たサー
バが利用できな く なった こ と を通知する必要があ り ます。 

前提条件

eDirectory そのものは、 当該サーバに正常にイ ン ス ト ールされている もの と し ます。

復元を試み、 検証処理で失敗し た こ と が前提です。 

NDS データベースは稼動し てお り 、( 復元処理によ り 作成された ) RST データベース
も残っている もの と し ます。

どのパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カがこのサーバに保持されていたか、 は分かっている
もの と し ます。 このサーバのレプ リ カはバッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダ部に記録さ
れています。

操作手順

レプ リ カ リ ングを ク リ ーンア ッ プするには、 次の操作を行います。

1 DSRepair を起動し ます。 復元対象サーバ と レプ リ カを共有し ているサーバのコ ン
ソールから、 次のオプシ ョ ンを指定し て起動し て く ださい。 

NetWare、 Windows の場合 ： 「-a」 オプシ ョ ン。

UNIX の場合 ： 「-Ad」 オプシ ョ ン。

上記のオプシ ョ ンについて詳し く は、 285 ページの 「DSRepair の詳細オプシ ョ ン」
を参照し て く ださい。

警告 : 「-a」オプション、「-Ad」オプションを指定して DSRepair を実行すると、ツリー構造が損なわ

れることがあります。これらのオプションの詳細については、Novell Support Web site, Solution 
2938493 (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2938493) を参照してください。 
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2 レプ リ カ操作 と パーテ ィ シ ョ ン操作の選択。

3 編集し たいパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。 このパーテ ィ シ ョ ンが属する レプ リ カ リ
ングから、 障害の起こ ったサーバを外すこ と にな り ます。 

4 ［レプ リ カ リ ングの表示］ を選択し て、 このパーテ ィ シ ョ ンに関する レプ リ カを持
つサーバの リ ス ト を表示し ます。

5 ( 状況によ って実行 ) 当該サーバにマス タ レプ リ カがあった場合、 ［このサーバを新
しいマス タ レプ リ カに設定］ コマン ド で、 他のサーバにマス タ を切 り 替えます。

この時点で、 対象のレプ リ カ リ ングは新しいマス タ レプ リ カを保持し ています。 リ
ングを構成するすべてのレプ リ カに対し て、 新しいマス タが存在する こ と が通知さ
れます。

6 そのま ま しばら く 待ちます。 上記のレプ リ カがマス タになった こ と が他のサーバに
認識される まで、 しばら く 待ちます。

7 ［レプ リ カ リ ングの表示］ 画面に戻 り ます。 障害の起こ ったサーバを選択し て、 ［レ
プ リ カ リ ングからのサーバの削除］ を実行し て く ださい。

DSRepair を起動する際に 「-a」 または 「-Ad」 ( プラ ッ ト フ ォームによ り 選択 ) を指
定し ていなかった場合、 このコマン ド は表示されません。

警告 : 障害の起こったサーバをマスタレプリカに設定したままで、このコマンドを実行しないでくださ

い。リング内のサーバリストを見れば確認できます。マスタレプリカであれば、ステップ 5 を参照し

て、他のサーバにマスタを切り替えてから、当該サーバをレプリカリングから外します。

8 管理者と し て ロ グ イ ン し ます。 

9 説明 メ ッ セージを読み、 それに対する同意を入力し て処理を続行し ます。

10 DSRepair を終了し ます。

レプ リ カ リ ングを構成するすべてのサーバに通知が行われます。

11 障害が発生し たサーバを含んでいる各レプ リ カ リ ングご と に、 1 つのサーバ上で、
この手順を繰 り 返し ます。

続いて、 障害が生じ たサーバ上に、 新たにレプ リ カを構築し ます。 442 ページの 「サー
バの復旧と レプ リ カの再追加」 に進んで く だ さい。

サーバの復旧とレプリカの再追加

レプ リ カ設定を 「外部参照」 側に書き替え、 自分自身はレプ リ カ リ ングに属し ていな
いもの と し て動作する よ う にし ます。 その上でサーバから レプ リ カを削除する と、
データベースのロ ッ ク を解除でき る よ う にな り ます。

レプ リ カを削除すれば、 レプ リ カをサーバに再追加する作業は終わ り です。 あ と は自
動的に、 他のサーバから各レプ リ カの 新版を参照し、 再追加し ていき ます。 各レプ
リ カが再追加された ら、 サーバは元と同じ よ う に機能するはずです。

DSRepair を使用し てレプ リ カを削除し、 レプ リ ケーシ ョ ン機能によ り 再追加する手順
を次に示し ます。

1 441 ページの 「レプ リ カ リ ングを ク リ ーンア ッ プする」 が完了し ている こ と を確認
し ます。
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2 eMBox ク ラ イ アン ト の高度な復元機能を使って、 上書き復元処理を行います。

2a eMBox ク ラ イ アン ト を対話式モード で起動し ます。

NetWare、 UNIX ： コマン ド ラ イ ンから 「edirutil -i」 と入力し ます。

Windows ： 「ド ラ イブ \novell\nds\edirutil.exe -i」 を実行し ます。

edirutil フ ァ イルは、 eMBox ク ラ イ アン ト を実行する ためのシ ョ ー ト カ ッ ト で
す。 Java の実行形式フ ァ イル と、 eMBox ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール先デ ィ
レ ク ト リ がパラ メ ータ と し て記述されているほか、 NetWare の場合は 「-ns」 オ
プシ ョ ン もついています。 (Java 実行フ ァ イルの場所は、 557 ページの 「ワーク
ステーシ ョ ンで eMBox ク ラ イ アン ト を実行する」 で示し ている よ う に手動で
入力する こ と もでき ます。 )

正常に起動される と、 「eMBox Client」 と い う プロ ンプ ト が現れます。 eMBox 
Client>

2b 復元の対象サーバにロ グ イ ン し ます。 次のよ う に入力し て く ださい。 

login -s サーバ名または IP ア ド レ ス -p ポー ト 番号 -u ユーザ名 . コ ン
テキス ト  -w パス ワード

た と えば Windows の場合、 次のよ う にな り ます。

login -s 151.155.111.1 -p 8008 -u admin.mycompany -w mypassword

セキ ュ ア接続が確立でき ない と い う エラーが表示される場合は、 564 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てセキ ュ ア接続を確立する」 に表示されている
JSSE フ ァ イルがシステム上にない可能性があ り ます。

指定するポー ト 番号が分から ない場合は、 564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号
を確認する」 を参照し て く ださい。

eMBox ク ラ イ アン ト はロ グ イ ンが成功し たかど う かを表示し ます。

2c 上書き復元コマン ド を、 次のよ う に実行し ます。 併せて ロ グフ ァ イル名も指定
し て く ださい。

restadv -v -l ロ グフ ァ イル名

高度な復元機能によ り 、 RST データベース ( 復元し たけれど も検証に失敗し た
もの ) の名前を NDS に変更し ます。 ただし ロ ッ クは解除し ません。 

3 サーバコ ン ソールで、 DSRepair の高度な復元機能によ り 、 レプ リ カ設定をすべて外
部参照に切 り 替えます。

NetWare ： 「dsrepair -XK2 -rd」 と い う コマン ド を実行し て く ださい。

Windows ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory
サービ ス］ の順に ク リ ッ ク し ます。 dsrepair.dlm を起動し ます。 ［起動パラ メ ー
タ］ フ ィ ール ド に、 「-XK2 -rd」 と入力し ます。 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

UNIX ： 「ndsrepair -R -Ad -xk2」 と入力し ます。

オプシ ョ ン 「-rd」、 「-R」 は、 ローカルデータベース と レプ リ カを修復する旨の指
定です。

警告 : DSRepair による高度な復元機能は、正しく使用しないとツリーが破損することがあります。こ

れらのオプションの詳細については、Novell Support Web site, Solution 2938493
 (http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2938493) を参照してください。 

4 修復が終了し た ら、 ロ ッ ク を解除し てデータベース を開き ます。 次のよ う に実行し
て く ださい。

restadv -o -k -l ロ グフ ァ イル名
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「-o」 オプシ ョ ンはデータベースのオープン、 「-k」 オプシ ョ ンはロ ッ ク解除を表し
ます。

5 iManager を使って、 修復されたサーバを レプ リ カ リ ングに再追加し ます。

5a Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

5b ［パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カ］ > ［レプ リ カビ ュー］ の順に ク リ ッ ク し ます。

5c レプ リ カを作成し たいパーテ ィ シ ョ ンの名前と コ ンテキス ト を指定し、 ［OK］
ボタ ンを押し ます。

5d ［レプ リ カの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5e ［サーバ名］ フ ィ ールド の横にあ る ［参照］ ボタ ン を ク リ ッ ク し、 修復され
たサーバを選択し ます。

5f レプ リ カのタ イプを選択して、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

5g こ のサーバが属し ていた各レプリ カリ ングについて、上記の操作を繰り 返し ま す。

6 レプ リ ケーシ ョ ン処理が終わる までしばら く 待ちます。

レプ リ カの状態が ［新規］ から ［オン］ に変われば、 レプ リ ケーシ ョ ン処理は終了
です。 これは iManager で確認でき ます。 詳細については、 147 ページの 「レプ リ カ
に関する情報を表示する」 を参照し て く ださい。

7 NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルを復元し た場合は、 復元完了後に NICI を再初期化する
ため、 サーバを再起動し ます。

8 ( 状況によ って実行 ) このサーバでロールフ ォ ワード ロ グ機能を使 う ためには、改め
て有効に切 り 替え、 障害対策のための書き出し先も設定し直し て、 ロールフ ォ ワー
ド ロ グの環境設定を再作成する必要があ り ます。 ロールフ ォ ワード ロ グを有効にし
てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プも取る必要があ り ます。 

この手順が必要と な るのは、 復元処理の過程で、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する設
定はデフ ォル ト に戻るためです。 つま り 、 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は無効と な
り 、 保存先もデフ ォル ト の場所にな るからです。 フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と
な るのは、 スケジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる まで
に、 再び障害が起こ る可能性があ るためです。 

ロールフ ォ ワード ロ グの詳細については、 405 ページの 「ロールフ ォ ワード ロ グを
使用する」 を参照し て く ださい。

バックアップ / 復元の運用例

445 ページの 「シナ リ オ ： 単一サーバ構成のネ ッ ト ワーク で、 eDirectory を格納し て
いるハードデ ィ ス クが故障し た場合」

446 ページの 「シナ リ オ ： 複数サーバ構成のネ ッ ト ワーク で、 eDirectory を格納し て
いるハードデ ィ ス クが故障し た場合」

448 ページの 「シナ リ オ ： 複数サーバ構成のネ ッ ト ワーク で、 1 台のサーバが完全
に使えな く なった場合」

449 ページの 「シナ リ オ ： 複数サーバ構成のネ ッ ト ワーク で、 数台のサーバが使え
な く なった場合」

449 ページの 「シナ リ オ ： 複数サーバ構成のネ ッ ト ワーク で、 すべてのサーバが使
えな く なった場合」
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シナリオ：単一サーバ構成のネットワークで、eDirectory を格納しているハードディ
スクが故障した場合

あ るユーザは Stationery Supply 社で単一サーバ構成のネ ッ ト ワーク を管理し ています。
サーバは 1 台しかないので、 レプ リ カ機能で障害に備え るわけにはいき ません。 その
場合、 eDirectory 8.7.3 に組み込まれた新ツール Backup eMTool を使えば、 eDirectory の
バッ ク ア ッ プ / 復元処理が容易にな り ます。 サーバ単位で処理を行 う 方式であ り 、 しか
も高速だからです。 

これまで Windows NT Server で eDirectory 8.6.2 を稼動させていま し たが、 8.7.3 にア ッ プ
グレード し た結果、 Backup eMTool を起動するバッチフ ァ イルを用意し、 定期的に無人
でバッ ク ア ッ プを行え る よ う にな り ま し た。 

毎週日曜の夜にフルバッ ク ア ッ プを取 り 、 さ らに平日は毎晩、 イ ン ク リ メ ン タルバッ
ク ア ッ プを取る よ う にし ま し た。 また、 eDirectory の無人バッ ク ア ッ プのすぐ後に、
フ ァ イルシステムのフル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プを取る よ う にし ます。 バッ ク
ア ッ プテープには、 フ ァ イルシステムデータのほか、 eDirectory の 新バッ ク ア ッ プも
保存される こ と にな り ます。 さ らに、 データ保存サービ ス会社と契約し て、 バッ ク
ア ッ プテープを社外に保管する こ と にし ま し た。

毎週月曜日の朝、 バッ ク ア ッ プロ グを調べて、 正常にフルバッ ク ア ッ プが取れている
こ と を確認し ます。 また、 普段から時々、 イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プの状況を ロ
グで調べています。 

ロールフ ォ ワード ロ グの機能は無効にし ています。それは次のよ う な理由によ り ます。   

サーバには独立し た記憶デバイ スがついていないので、 ロールフ ォ ワード ロ グを有
効にし て もバッ ク ア ッ プ と し ては役に立ちません。 記憶デバイ スが故障すれば、
eDirectory ばか り でな く ロ グ も消えて し ま う ので、 いずれにし て も復元には使えま
せん。

ツ リ ー構成が変わる こ と はあま り あ り ません。 また、 障害が発生し て も、 前の晩の
状態にまで復元できれば充分だ と考えています。 停止直前の状態まで eDirectory を
復元できな く て も構いません。 

サーバはレプ リ カ リ ングに属し て他のサーバ と連携し ているわけではないため、
ロールフ ォ ワード ロ グがな く て も、 復元後の検証処理には成功するはずです。

Stationery Supply 社では、 人事異動などによ り ツ リ ー構成を大き く 変え る場合は、 その
直前と直後に、 手動でバッ ク ア ッ プする こ と にし ています。 日曜日以外でも、 必要に
応じ て臨時のバッ ク ア ッ プを取ろ う と い う わけです。 これがロールフ ォ ワード ロ グに
代わる措置です。

必要になればいつでもバッ ク ア ッ プ作業ができ る よ う 、 時々テス ト し て確かめていま
す。 テス ト 用にも う 1 台サーバを購入する予算はないので、 市内にあ るサービ ス会社
と契約し、 必要な と きだけサーバを使わせて も ら える よ う にし ま し た。 実機と似た構
成のサーバにオペレーテ ィ ングシステムを イ ン ス ト ールし、 eDirectory データベースの
環境もでき るだけ同じ よ う に構築し ます。 このサーバに、 実機から取ったバッ ク ア ッ
プフ ァ イルを使って復元し、 想定どお り に復元されている こ と を確認するのです。

あ る水曜日の朝、 eDirectory が格納されたハードデ ィ ス クの故障が見つか り ま し た。 そ
こ で新しいハードデ ィ ス ク を手配し たほか、 日曜日に取ったフルバッ ク ア ッ プフ ァ イ
ル、 月曜日および火曜日に取った イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルを用意し ま
し た。 次に、 ハードデ ィ ス ク を交換し、 eDirectory を イ ン ス ト ールし ま し た。 その上
に、 フル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルから復元し ま し た。 水曜日の朝、 故
障が起こ る前にツ リ ー構成を変更し ま し たが、 これは復元でき ませんでし た。 ロール
フ ォ ワード ロ グを残し ておかなかったからです。 しかし火曜日夜の状態まで復元でき
た こ と で満足し ています。 ロールフ ォ ワード ロ グを取るための管理の手間を考えれば、
許容でき る範囲だ と考えているからです。
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シナリオ：複数サーバ構成のネットワークで、eDirectory を格納しているハードディ
スクが故障した場合

あ るユーザが Outdoor Recreation 社で eDirectory が稼動する 10 台のサーバを管理し てい
ます。 毎週日曜の夜にフルバッ ク ア ッ プを取 り 、 さ らに平日は毎晩、 イ ン ク リ メ ン タ
ルバッ ク ア ッ プを取っています。 eDirectory のバッ ク ア ッ プ後すぐに、 フ ァ イルシステ
ムバッ ク ア ッ プによ り テープに保存し ています。 

サーバはすべてレプ リ カ リ ングに属し ています。 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は全サー
バで有効です。 また、 その保存先は、 eDirectory と は別の記憶デバイ スに割 り 当ててい
ます。 デ ィ ス クの空き容量やア ク セス権は随時監視し て、 ロールフ ォ ワード ロ グであ
ふれて し まわないよ う 注意し ています。 使用済みのロールフ ォ ワード ロ グは、 時々
テープにバッ ク ア ッ プし て削除し、 空き容量を増やすよ う にし ています。

も ちろんロールフ ォ ワード ロ グを有効にする と管理の手間が増えますが、 それを上回
る利点があ る と考えています。 サーバがレプ リ カ リ ングに属し ている場合、 いつでも

新の状態をバッ ク ア ッ プし てお く 必要があ るからです。 こ う し ておけば、 障害が発
生し て も、 他のサーバ と の同期状態も含めて元どお り に復元でき ます。 

さ らに、 テス ト 環境で定期的にバッ ク ア ッ プフ ァ イルからの復元を試み、 想定どお り
に動作する こ と を確認し ています。

あ る木曜日の午後 2 時、 Inventory_DB1 と い う Linux サーバの、 eDirectory を格納し て
いるハードデ ィ ス クが故障し ま し た。 

そ こ でまず、 新のフルバッ ク ア ッ プフ ァ イル と それ以降のイ ン ク リ メ ン タルバッ ク
ア ッ プフ ァ イルを集め、 昨晩午前 1 時の状態にまでデータベース を復元し ます。 ロー
ルフ ォ ワード ロ グは昨夜のバッ ク ア ッ プ以降の変更を記録し ています。 そ こで次に、
午前 1 時以降のロールフ ォ ワード ロ グを使って、 故障が起こ る直前の状態に戻さ なけ
ればな り ません。

次のよ う な手順で作業を進める こ と にし ま し た。

1. まず、 サーバのハードデ ィ ス ク を交換し ます。

2. 日曜の夜に取ったフルバッ ク ア ッ プのテープを用意し ま し た。 

フルバッ ク ア ッ プ用のバッチフ ァ イルは、 フ ァ イル /adminfiles/backup/backupfull.bk
にバッ ク ア ッ プする よ う になっています。

フ ァ イルの容量制限を 200MB と設定し ていたので、 次の 2 つのフ ァ イルがあ り ま
し た。

backupfull.bk.00001 (250 MB)
backupfull.bk.00002 (32 MB)

3. さ らに、 月曜、 火曜、 水曜に取った イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プのテープも用意
し ま し た。 

イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プ用のバッチフ ァ イルは、 フ ァ イル /adminfiles/
backup/backupincr.bk にバッ ク ア ッ プする よ う になっています。

毎日同じバッチフ ァ イルを使っているので、 フ ァ イル名は常に同じです。 しかし、
テープからサーバにコ ピーする時に、 フ ァ イル名を変更し なければな り ません。 復
元処理の際は、 全フ ァ イルを同じデ ィ レ ク ト リ に集めてお く 必要があ るからです。

4. まず、 ハードデ ィ ス ク を交換し ま し た。

幸い Linux オペレーテ ィ ングシステムを格納し たハードデ ィ ス クは故障し なかった
ので、 Linux の再イ ン ス ト ールは必要あ り ませんでし た。

5. バッ ク アッ プテープを使って、障害を受けたディ スク パーティ ショ ンを復元し まし た。 
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6. 次に eDirectory を再イ ン ス ト ールし、 仮のツ リ ーを作 り ま し た。 復元処理では、
いったんこのツ リ ー上にデータ を復元し てから実動ツ リ ーに切 り 替え る こ と にな り
ます。

7. サーバ上に、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルを集めてお く ためのデ ィ レ ク ト リ /adminfiles/
restore を作 り ま し た。

8. フルバッ ク ア ッ プフ ァ イル (2 つに分割されている もの ) を、 このデ ィ レ ク ト リ に
コ ピーし ま し た。

9. さ らに、 月曜、 火曜、 水曜のイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルも コ ピーし ま
し た。 

どれも同じ backupincr.bk と い う フ ァ イル名なので、 次のよ う に改名し ます。

backupincr.mon.bk
backupincr.tues.bk
backupincr.wed.bk

注 : インクリメンタルバックアップファイルは、必ずしもフルバックアップファイルと同じディレクト

リにコピーしなくても構いません。ただし各インクリメンタルバックアップファイルはすべて同じ

ディレクトリに置いておく必要があります。

10. 次に iManager を使って eDirectory を復元する こ と にし ま し た。

a. iManager を起動し、 ［eDirectory の保守］ > ［復元］ の順に ク リ ッ ク し ます。

b. サーバにロ グ イ ン し ま し た。 コ ンテキス ト と し ては、 仮に作っておいたツ リ ー
を使います。

c. ［復元ウ ィ ザード  ? フ ァ イルの環境設定］ 画面で次のよ う に操作し ま し た。

バッ ク ア ッ プフ ァ イルの場所と し て、 「/adminfiles/restore」 を指定。

復元処理に関する ロ グフ ァ イルの出力先と し て 「/adminfiles/restore/restore.log」
を指定。

d. ［復元ウ ィ ザード  - オプシ ョ ン］ 画面で次のよ う に操作し ま し た。 

［データベース を復元］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン。

［ロールフ ォ ワード ロ グの復元］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン。

ロールフ ォ ワード ロ グの保存先を入力。

これは普段ロールフ ォ ワード ログを保存している場所です。 eDirectory とは別の
ハードディ ス ク なので、 今までのロールフ ォ ワード ログが残っているはずです。

［セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルの復元］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン。

［検証後に復元されたデータベース をア ク テ ィ ブにし ます］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス
をオン。

［復元の完了後にデータベース を開き ます］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン。 

これは、 復元後の検証に成功した ら eDirectory をオープンするための指定です。 

11. 復元処理を起動し、 イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イル名を問い合わせる メ ッ
セージが表示されたので入力し ま し た。

12. 復元後の検証処理にも成功し、 自動的にデータベースがオープン され、 従来どお り
のツ リ ーで動作する よ う にな り ま し た。

ロールフ ォ ワード ロ グはそのま ま残ってお り 、 その場所を正し く 指定し たため、 停
止直前の状態に復元でき、 検証も成功し ま し た。
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13. 復元後、 ロールフ ォ ワード ロ グに関する設定をや り 直し、 改めてフルバッ ク ア ッ プ
を取っておき ま し た。

ロールフ ォ ワード ロ グの機能は、 復元処理の過程で無効に戻って し ま う ため、 こ こ
で有効にする必要があ り ます。 フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と な るのは、 スケ
ジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる までに、 再び障害が起
こ る可能性があ るためです。

サーバの稼動状況を調べ、 正常に動作し ている こ と を確認し ま し た。

シナリオ：複数サーバ構成のネットワークで、1 台のサーバが完全に使えなくなった
場合

ユーザは GK Designs 社で 15 台のサーバを管理し ています。 毎週土曜の夜にフルバッ ク
ア ッ プを取 り 、 さ らに毎晩、 イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プを取っています。
eDirectory のバッ ク ア ッ プ後すぐに、 フ ァ イルシステムバッ ク ア ッ プによ り テープに保
存し ています。 

サーバはすべてレプ リ カ リ ングに属し ています。 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は全サー
バで有効です。

あ る日、 漏電によ る火事のため、 あ る支店のサーバが 1 台、 完全に使えな く なって し
まいま し た。 幸い、 このサーバのパーテ ィ シ ョ ンは、 ひとつを除いてすべて、 他の
サーバにレプ リ カが作成されていま し た。 ロールフ ォ ワード ロ グ機能は有効にし てい
ま し たが、 それも使えな く なって し まいま し た。 し たがって、 停止直前の状態にまで
eDirectory データベース を復元する こ と はでき ません。 

しかしバッ ク ア ッ プフ ァ イルがあ るので、 サーバの eDirectory 識別情報は再作成でき ま
す。 ロールフ ォ ワード ロ グは使えないので、 他のサーバ と の同期状態は元に戻せませ
ん (403 ページの 「遷移ベク ト ル と復元後の検証処理」 を参照 ) 。 検証処理には失敗す
るはずです。 し たがって、 復元処理が終わって も eDirectory データベースはオープン さ
れません。 

そ こ で、 レプ リ カ リ ングからいったんサーバを外し、 DSRepair を使って、 他のサーバ
を参照し てレプ リ カを作る設定に変更し ま し た。 その結果、 新のレプ リ カを保持し
ているサーバからデータ を参照し、 新の状態が作 り 出されます。 具体的な手順は 440 
ページの 「復元後の検証処理に失敗し た場合の対処方法」 を参照し て く ださい。

レプ リ カが作られていなかったパーテ ィ シ ョ ンがひとつあ り ま し た。 これは、 支店内
にあ る フ ァ ッ ク ス / プ リ ン タ複合機や大判カ ラープ リ ン タ など、 この支店内のネ ッ ト
ワーク印刷オブジェ ク ト を管理し ている コ ンテナです。 他のサーバにレプ リ カがない
ため、 このパーテ ィ シ ョ ンは上述の手順では復元でき ません。 このパーテ ィ シ ョ ンの
オブジェ ク ト は一から作 り 直さ ざ る をえなかったので、 将来に備え、 これも他のサー
バにレプ リ カを作ってお く こ と にし ま し た。 

そ こ でロールフ ォ ワード ロ グに関する設定をや り 直し、 改めてフルバッ ク ア ッ プを
取っておき ま し た。 ロールフ ォ ワード ロ グの機能は、 復元処理の過程で無効に戻って
し ま う ためです。 
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シナリオ：複数サーバ構成のネットワークで、数台のサーバが使えなくなった場合

ユーザは 3ヶ所に分けて設置された 20 台のサーバを管理し ています。 その 1ヶ所で、
水道管破裂によ る水漏れ事故のため、 8 台の う ち 5 台が使えな く なって し まいま し た。 

幸い、 どのサーバについて も、 eDirectory のバッ ク ア ッ プを取っていま し た。 しかし全
サーバ と も レプ リ カ リ ングに属し てお り 、 ロールフ ォ ワード ロ グはな く なって し ま っ
たので、 これを使わずに復元作業を進めなければな り ません。 初にどのサーバから
着手し、 レプ リ カ間の不整合をどのよ う に解消すればよいか、 判断でき ませんでし た。
状況があま り に込み入っていたため、 Novell の技術担当者に相談する こ と にし ま し た。 

シナリオ：複数サーバ構成のネットワークで、すべてのサーバが使えなくなった場合

ユーザ と そのチームは、 Human Resource Consulting 社で 1ヶ所に設置された 50 台の
サーバを管理し ています。 

普段から障害対策のため、 ツ リ ーの各パーテ ィ シ ョ ンについて 3 つずつレプ リ カを作
成し ています。 し たがって、 サーバが 1 台停止し て も、 そのパーテ ィ シ ョ ンにあ るオ
ブジェ ク ト は他のサーバから ア ク セスでき ます。 さ らに、 各サーバに障害があって も
復元でき る よ う 、 Backup eMTool で定期的にバッ ク ア ッ プするほか、 ロールフ ォ ワード
ロ グ機能を有効にし、 バッ ク ア ッ プテープは別の建物に保管し ています。

災害に備え るため、 チームでは 2 台のサーバを DSMASTER と し て割 り 当てています。
2 台を割 り 当てているのは、 ツ リ ーが大きすぎて、 1 台では全パーテ ィ シ ョ ンのレプ リ
カを保持できないからです。 ツ リ ーに属する どのパーテ ィ シ ョ ン も、 いずれかの
DSMASTER サーバにレプ リ カが作成されています。 逆に、 同じパーテ ィ シ ョ ンのレプ
リ カが 2 台の DSMASTER サーバに作成される こ と はないよ う にし て、 重複を避けてい
ます。 これが災害対策と し て重要な点です。 

さ らにチームでは、 テス ト 環境で定期的にバッ ク ア ッ プフ ァ イルからの復元を試み、
想定どお り に動作する こ と を確認し ています。

あ る日、 台風で社屋が倒壊し、 データセン タにあったサーバもすべて壊れて し まいま
し た。 

台風が去った後、 チームではまず、 パーテ ィ シ ョ ンすべてのレプ リ カを保持する、 2 台
の DSMASTER サーバを復元する作業に取 り かか り ま し た。 新のフルバッ ク ア ッ プ
フ ァ イルおよびそれ以降のイ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルを使いま し たが、
ロールフ ォ ワード ロ グは使いませんでし た。 サーバが壊れた と きに、 いっ し ょ にな く
なって し ま ったからです。 DSMASTER サーバを設定する際、 この 2 台が同じ レプ リ カ
を保持する こ と はないよ う にし ていま し た。 そのため、 ロールフ ォ ワード ロ グを適用
し な く て も、 復元後の検証処理は問題な く 成功し たのです。 DSMASTER サーバが復元
された こ と によ り 、 Human Resources Consulting 社のツ リ ーに属するオブジェ ク ト はす
べてア ク セスでき る よ う にな り ま し た。

DSMASTER が復元できれば、 整合性を損な う こ と な く ツ リ ー全体を再作成でき るの
で、 その役割は非常に重要です。 

このチームは、 ロールフ ォ ワード ロ グの機能も有効にし ていま し た。 障害が発生する
直前の状態にまでサーバを復元でき、 レプ リ カ リ ングに属する他のサーバ と の同期状
態に不整合が生じ ないからです。 サーバが復旧し、 他のサーバ と通信でき る よ う にな
る と、 停止し ていた間に行われた更新情報を自動的に受け取 り 、 同期を取る こ と がで
き ます。 
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しかし今回はそのロールフ ォ ワード ロ グを使えません。 その場合、 レプ リ カ リ ングに
属するサーバの う ち、 初に復元処理を実施し た ものしか正常に復元でき ないこ と に
な り ます。 それ以外のサーバは、 他のサーバ と同期状態が一致し ない と い う こ と で、
復元後の検証処理に失敗し て し ま う のです (403 ページの 「遷移ベク ト ル と復元後の検
証処理」 を参照 ) 。 検証処理に失敗する と、 この eDirectory データベースはア ク テ ィ ブ
にな り ません。 

しかし このチームは、 このよ う な状況も きちん と考慮していま した。 2 台の DSMASTER
サーバを設定し、 重複して保持するパーテ ィ シ ョ ンがないよ う にして、 これを復元作業
の起点と したのです。 重複がないので検証処理に失敗する こ とはあ り ません。 これをマ
ス タ と して順次他のサーバにコ ピーしていけば、 レプ リ カ リ ング全体が復元でき る こ と
にな り ます。

DSMASTER サーバの復元後、 他のサーバを復元するために、 い く つか必要な作業があ
り ます。 このチームは次のよ う な手順で、 他のサーバを順次復元し ていき ま し た。

DSMASTER サーバ上のレプ リ カを、 マス タ レプ リ カ と し て割 り 当てます。

DSMASTER 以外のサーバを レプ リ カ リ ングから外し ます。

フル / イ ン ク リ メ ン タルバッ ク ア ッ プフ ァ イルを使って、DSMASTER 以外のサーバ
を復元し ます。

ロ ールフォ ワ ード ロ グがないため、 復元後の検証処理に失敗する こ と は分かっていま
す。 し たがって、 データ ベースは復元さ れても 、 まだアク ティ ブになっていません。

高度な復元機能を使って、 データベース をア ク テ ィ ブにし ま し た。 ロ ッ クはまだ解
除し ません。

DSRepair を使って、 他のサーバを参照し てレプ リ カを作る設定に変更し ま し た。

データベースのロ ッ ク を解除し ま し た。

この時点で、 各サーバの識別情報は元どお り に戻っていますが、 レプ リ カ情報を同
期させよ う と はし ません。 他のサーバから レプ リ カのデータ を受け取 り 、 改めて構
築でき る状態になっています。

なお、 NetWare サーバの場合、 フ ァ イルシステムの復元は eDirectory の復元後に行
う 必要があ り ます。

各サーバは DSMASTER サーバからデータ を受け取 り 、 自動的にレプ リ カを復元し
てレプ リ カ リ ングに復帰し ます。

各サーバにどのレプ リ カが置かれていたか、 チームではきちん と把握し ていま し
た。 も っ と も、 終バッ ク ア ッ プ時点の状況は、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルのヘッ ダを
見れば確認でき ます。

ロールフ ォ ワード ロ グに関する設定をや り 直し、 改めてフルバッ ク ア ッ プを取って
おき ま し た。 ロールフ ォ ワード ロ グの機能は、 復元処理の過程で無効に戻って し ま
う ので、 こ こ で有効にし たのです。 改めてフルバッ ク ア ッ プを取る必要があ るの
は、 スケジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる までに、 再び
障害が起こ る可能性があ るためです。 

具体的な手順は 440 ページの 「復元後の検証処理に失敗し た場合の対処方法」 を参照
し て く ださい。

かな り の作業量でし たが、 ツ リ ー自身は比較的早期に使用でき る よ う にな り 、 その時
点でサーバ全体を復旧する目処も立っていま し た。
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NICI のバックアップと復元

NICI (Novell International Cryptography Infrastructure) は、 フ ァ イルシステム内と、 システ
ムおよびユーザ固有のデ ィ レ ク ト リ やフ ァ イルに、 キーと ユーザデータ を保存し ます。
これらのデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルは、 オペレーテ ィ ングシステムによ って提供される
メ カニズムを使用し て適切なア ク セス権を設定する こ と によ って保護されます。 この
設定は、 NICI イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムによ って行われます。

システムから NICI をアン イ ン ス ト ールし て も、 システム またはユーザ固有のデ ィ レ ク
ト リ と フ ァ イルは削除されません。 し たがって、 これらのフ ァ イルを以前の状態に復
元する こ と が必要になるのは、 重大なシステム障害や人為的エラーから回復する場合
のみです。 既存の NICI ユーザデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルを上書きする と、 既存のア
プ リ ケーシ ョ ンで問題が発生する可能性があ る こ と を理解し てお く こ と が重要です。

NICI をバッ ク ア ッ プおよび復元するには、 次の 2 つの処理を行 う 必要があ り ます。

1. デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルをバッ ク ア ッ プおよび復元する。

2. これらのデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルの特定のユーザの権利をバッ ク ア ッ プおよび復元
する。

上記の処理を行 う 適切な順序は、 使用し ているプラ ッ ト フ ォームによ って異な り ます。

バッ ク ア ッ プ と復元で重要になるのは、 デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルの正しいア ク セス権
を保持する こ と です。 NICI の動作と提供されるセキ ュ リ テ ィ は、 これらのア ク セス権
が適切に設定されているかど う かに左右されます。 

一般的な市販のバッ ク ア ッ プソ フ ト ウ ェ アでは、 NICI システムデ ィ レ ク ト リ と ユーザ
デ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルのア ク セス権を保持する必要があ り ます。 NICI のカス タ
ムバッ ク ア ッ プを実行する前に、 お使いのバッ ク ア ッ プソ フ ト ウ ェ アで この処理が行
われるかど う かを確認し て く ださい。

既存の NICI デ ィ レ ク ト リ 構造と その内容をバッ ク ア ッ プする場合は、 復元を実行する
前に注意すき点がい く つかあ り ます。 まず、 コ ンピ ュータ キーが失われる と、 元に戻
すこ と はでき ません。 また、 ユーザデータ と キーはコ ンピ ュータ キーを使って暗号化
されている場合があ るため、 ユーザデータが永久に失われる こ と になる可能性があ り
ます。

NICI の復元を行 う には、 復元する必要のあ る フ ァ イルを特定する ための知識が必要に
な り ます。 復元時には、 所有者のア ク セス権が正し く 復元される こ と が重要にな り ま
す。 UNIX システム と Windows システムの場合、 ユーザ固有のデ ィ レ ク ト リ の名前は
所有者の ID を反映し ます。 ただし、 どち らのシステムでも、 バッ ク ア ッ プし た後から
復元する までの間に所有者 ID が変更される場合があ り ます。 セキ ュ リ テ ィ 上の理由に
よ り 、 オペレータは、 復元される アカ ウ ン ト を把握し、 それに応じ て割 り 当て られる
デ ィ レ ク ト リ 名と ア ク セス権を決定する必要があ り ます。 バッ ク ア ッ プされた ID と同
じ ID を持つユーザアカ ウ ン ト がシステム内に存在するから と いって、 現在のアカ ウ ン
ト が復元される情報の実際の所有者であ る と は限 り ません。

詳細については、 Novell Knowledgebase の 「TID10098087, How to Backup NICI 2.7.x and 
2.6.x」 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10098087.htm) と 「TID10096647, 
How to Backup the eDirectory Database and Associated Security Services Files」
 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10096647.htm) を参照して く ださい。
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UNIX
NICI 2.6.5 以前の場合、 /var/novell/nici デ ィ レ ク ト リ に、 すべてのシステムデ ィ レ ク ト リ
と ユーザデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルが含まれています。 NICI 2.7.0 以降の場合、 /var/
novell/nici は、 フ ァ イルが含まれている /var/opt/novell/nici デ ィ レ ク ト リ へのシンボ リ ッ
ク リ ン クにな り ます。

使用し ている NICI のバージ ョ ンを特定するには、 /etc/nici.cfg フ ァ イルを確認し ます。

バックアップの実行

次のフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ をバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。 すべてのデ ィ レ ク
ト リ と フ ァ イルの権利を保持し ている こ と を確認し ます。

2.7.0 より前のバージョンの NICI の場合

NICI 2.7.0 以降の場合

ファイル / ディレクトリ名 ファイルの種類と特記事項

/etc/nici.cfg 環境設定ファイル。

/usr/lib/libccs2.so /usr/lib/ 内の実際のライブラリへのシンボリックリンク。

/usr/lib/libccs2.so.* NICI ライブラリ ( ライブラリのバージョンが名前の末尾に付きます ) 。

/var/novell/nici このディレクトリには、すべてのシステムキー、ユーザディレクトリ
とファイル / キー、および NICI の初期化に使用されるプログラムが格

納されます。

ファイル / ディレクトリ名 ファイルの種類と特記事項

/etc/nici.cfg /etc/opt/novell/nici.cfg 環境設定ファイルへのシンボリックリンク。

/etc/opt/novell/nici.cfg 環境設定ファイル。

/usr/lib/libccs2.so /opt/novell/lib/ 内の実際のライブラリへのシンボリックリンク。

/opt/novell/lib/libccs2.so.* NICI ライブラリ ( ライブラリのバージョンが名前の末尾に付きます ) 。

/var/novell/nici /var/opt/novell/nici ディレクトリへのシンボリックリンク。

/var/opt/novell/nici このディレクトリには、すべてのシステムキー、ユーザディレクトリ
とファイル / キー、および NICI の初期化に使用されるプログラムが格

納されます。
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NICI 環境設定フ ァ イルを復元するには、 初に、 /etc/nici.cfg フ ァ イルまたは リ ン ク を
検索し て、 コ ンピ ュータに NICI がイ ン ス ト ールされているかど う かを確認し ます。

1 NICI がシステムにすでにイ ン ス ト ールされている場合、 上記のよ う に既存の設定
のバッ ク ア ッ プを取 り ます。

2 NICI をアン イ ン ス ト ールし、/var/novell/nici または /var/opt/novell/nici デ ィ レ ク ト リ 構
造を削除し ます。 

この操作を行 う のは、 既存のシステムキーが復元されたセ ッ ト と競合し ないよ う に
するためです。

3 (NICI のバージ ョ ンに応じ て ) バッ ク ア ッ プス ト アから構造全体を復元し ます。ア ク
セス権も必ず復元し ます。

上記の手順に従 う こ と をお勧めし ます。 ただし、 知識が豊富なオペレータであれば、
個々のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を復元する こ と を選択でき ます。 場合によ っては、
フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ の名前を変更し た り 、 新しいア ク セス権を割 り 当てた り でき
ます。 この操作を行え るのは、 nicifk フ ァ イル と xmgrcfg.wks フ ァ イルがバッ ク ア ッ プ
ス ト ア上のこれらのフ ァ イルから変更されていない場合です。

NICI がコ ンピ ュータにすでにイ ン ス ト ールされている状況で復元を行 う 場合は、 それ
ぞれのフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ について次のガイ ド ラ イ ンに従 う こ と をお勧めし ます。

ファイル名 操作手順

xmgrcfg.nif 既存のファイル上に復元できます。

xarchive.000 既存のファイル上に復元できます。

ユーザ固有のディレクトリ
とファイル

バックアップのユーザ ID が、コンピュータ上のユーザと同じにな

るようにします。ユーザディレクトリがすでに存在する場合は、そ
のユーザが現在のファイルを保持することを希望しているのか、以
前の状態に復元することを希望しているのかを確認します。通常、
ユーザの環境設定ファイルの復元は、個別にではなくまとめて行う
必要があります。必ず、適切なユーザの正しいユーザ ID でユーザ

ファイルを復元し、ユーザディレクトリとその内容の権利を復元す
るようにします。

たとえば、バックアップ時には BOB に userid 1000 が指定されて、

現在は userid 5000 が指定されている場合、バックアップされた

ディレクトリ 1000 内のファイルをディレクトリ 5000 に復元する

か、または BOB の UID を 1000 に戻す必要があります。 

ユーザディレクトリの復元は、オペレータの入力なしに作業を進め
ることがないよう、計画的に行ってください。いずれの場合におい
ても、既存の NICI ユーザディレクトリのバックアップを行う必要

があります。
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NICI 2.x よ り も前のバージ ョ ンでは、 環境設定フ ァ イルは sys:\_NetWare に保存され、
別の手順が適用されます。 これらの手順は、 NICI 2.x 以降でのみ有効です。

バックアップの実行

sys:\system\NICI デ ィ レ ク ト リ とすべてのサブデ ィ レ ク ト リ およびア ク セス権をバッ ク
ア ッ プし ます。 NetWare では、 存在するユーザが 1 人のみであ るため、 ユーザデ ィ レ ク
ト リ のバッ ク ア ッ プや復元は UNIX や Windows の場合のよ う に複雑ではあ り ません。

NICI の復元

NICI がイ ン ス ト ールされていない場合は、 sys:\system\NICI デ ィ レ ク ト リ と その内容
を復元し ます。

NICI がイ ン ス ト ールされている場合 (sys:\system\NICI\nici.cfg フ ァ イルが存在し てい
る場合 ) 、 既存の設定のバッ ク ア ッ プを取 り 、 NICI を削除し ます。 バッ ク ア ッ プス ト
アからバッ ク ア ッ プ構造全体を コ ピーし て復元し ます。

選択的な復元が可能なのは、 nicifk フ ァ イルがバッ ク ア ッ プス ト ア上のフ ァ イルから変
更されていない場合のみです。 フ ァ イルが変更されていない場合は、 sys:\system\NICI
デ ィ レ ク ト リ 内の任意のフ ァ イルを復元し ます。 通常、 フ ァ イルはま と めて復元する
必要があ り ます。 ただし、 知識の豊富なオペレータであれば、 個々のフ ァ イルまたは
デ ィ レ ク ト リ を復元する こ と を選択し て もかまいません。

Windows の場合

設定情報は、 次のキーの下のシステム レジス ト リ 内に保持されます。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\NICI

2 つ目のキーは、 現在イ ン ス ト ールされている NICI のバージ ョ ンを示し ます。 例 ： 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\NICI (Shared) U.S./Worldwide (128 ビ ッ ト )

バックアップの実行

1 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\NICI* の下にあ る レジス ト リ 情報を
すべてバッ ク ア ッ プし ます。

NICI* は、 NICI で始ま るすべてのレジス ト リ キーを表し ます。 レジス ト リ キーは
複数存在する可能性があ り ます。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\NICI\ConfigDirectory によ って識別
される、 デ ィ レ ク ト リ ( サブデ ィ レ ク ト リ を含む ) をバッ ク ア ッ プし ます。 

UNIX システムの場合と同様に、 デ ィ レ ク ト リ とすべてのサブデ ィ レ ク ト リ のア ク
セス権を保持し ます。 詳細については、 452 ページの 「バッ ク ア ッ プの実行」 を参
照し て く ださい。

市販のソ フ ト ウ ェアを使用し てバッ ク ア ッ プする場合は、 必ず、 バッ ク ア ッ ププロ グ
ラ ム自体をシステムプロセス と し て実行し ます。 これによ り 、 バッ ク ア ッ ププロ グ ラ
ムがすべてのデ ィ レ ク ト リ と サブデ ィ レ ク ト リ にア ク セスでき る よ う にな り ます。
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1 NICI がイ ン ス ト ールされていない場合は、 初にすべてのレジス ト リ 情報を復元
し ます。 

または

NICI がイ ン ス ト ールされている場合は、 NICI を削除し、 バッ ク ア ッ プス ト アから
のレジス ト リ 情報を上書き し ます。

2 オペレータによ って選択されたよ う に、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\NICI\ConfigDirectory 内のフ ァ イル
とデ ィ レ ク ト リ を復元し ます。

UNIX の場合と同様に、 すべてのフ ァ イルをま と めて復元する こ と をお勧めし ます。 た
だし、 知識の豊富なオペレータであれば個々のエン ト リ を復元する こ と を選択し て もか
まいません。 この操作が可能なのは、 nicifk フ ァ イルと xmgrcfg.wks フ ァ イルがバッ ク
ア ップス ト ア上のフ ァ イルから変更されていない場合のみです。 その場合には、 ユーザ
構成デ ィ レ ク ト リ の新しい所有者に基づいてア クセス権を調整し ます。 個々のディ レ ク
ト リ にはその所有者に基づ く 名前が付けられますが、 ア クセス権は SID によ って制御さ
れます。 サブデ ィ レ ク ト リ に BOB と い う 名前が付けられている と い う だけで、 現在の
ユーザ BOB が復元されている情報の正しい所有者である と は限 り ません。

Windows の特殊な場合

レジス ト リ 値を HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\NICI\UserDirectoryRoot
に設定し て、 ユーザの環境設定フ ァ イルがユーザ個人の構成デ ィ レ ク ト リ に格納され
ている こ と を示すこ と ができ ます。 その場合、 通常のバッ ク ア ッ プ / 復元処理の一環と
し て、 ユーザ情報をバッ ク ア ッ プおよび復元する準備を整えます。 NICI が上記のよ う
に設定されている場合は、 そのこ と を把握し、 個々のバッ ク ア ッ プのための準備を し
てお く 必要があ り ます。

このよ う な Windows の特殊な場合には、 単にデ ィ レ ク ト リ パス を指定するのではな く 、
レジス ト リ 値 EnableUserProfileDirectory を作成する こ と によ ってユーザデ ィ レ ク ト リ が
有効にな り ます。 ユーザアカ ウ ン ト を自動的に作成および削除する よ う に Windows が
設定されている場合、 ユーザプロ フ ァ イルデ ィ レ ク ト リ が有効になる と、 デ ィ レ ク ト
リ が自動的に削除されます。 その場合、 バッ ク ア ッ プ と復元が必要になるのは永続的
な特定のユーザのみです。 デフ ォル ト のパスは、 Documents and Settings 内のユーザの
デ ィ レ ク ト リ の Application Data\Novell\Nici デ ィ レ ク ト リ の分岐にな り ます。
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15 Novell eDirectory の SNMP サポート

SNMP (Simple Network Management Protocol) は、 イ ン ターネ ッ ト を介し てデバイ ス を操
作および保守するための標準的なプロ ト コルです。 管理コ ン ソールアプ リ ケーシ ョ ン
と管理対象デバイ スは、 このプロ ト コルに従って管理情報をや り 取 り し ます。 管理コ
ン ソールアプ リ ケーシ ョ ンには、 HP* Openview、 Novell® NMS、 IBM* NetView、 Sun* 
Net Manager などがあ り ます。 管理対象デバイ ス と し ては、 ホス ト 、 ルータ、 ブ リ ッ
ジ、 ハブなどのほか、 Novell eDirectoryTM のよ う なネ ッ ト ワーク アプ リ ケーシ ョ ン も あ
り ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 Novell eDirectory 8.8 の SNMP サービ スについて説明し ます。 この
セ ク シ ョ ンには、 次の ト ピ ッ クが含まれています。

457 ページの 「SNMP に関する用語の定義」

458 ページの 「SNMP サービ スについて」

460 ページの 「eDirectory と SNMP」

464 ページの 「eDirectory の SNMP サービ スのイ ン ス ト ール と設定」

478 ページの 「SNMP によ る eDirectory の監視」

511 ページの 「 ト ラブルシューテ ィ ング」

SNMP に関する用語の定義

この章で使われる用語の定義を次の表に示し ます。

用語 定義

EMANATE SNMP Research International, Inc. の製品。Enhanced MANagement Agent Through 
Extensions の略称です 

SNMP Simple Network Management Protocol の略。ネットワークの稼動状況に関するデータ

をやり取りするためのプロトコルです

NAA Native Agent Adapter の略。ネイティブエージェントアダプタ

NMS ネットワーク管理ステーション

MA Management Agent の略。管理エージェント

SA サブエージェント

MIB 管理情報ベース (MIB)

NCPTM Netware® Core ProtocolTM の略 
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SNMP は 「マネージ ャ / エージェ ン ト 」 アーキテ クチャにも とづ く プロ ト コルです。
SNMP を使用し て行われるネ ッ ト ワーク管理のアーキテ クチャは、 次のよ う な要素か
ら成 り ます。

NMS (Network Management Station)

管理対象デバイ ス

マス タエージェ ン ト

サブエージェ ン ト

MIB (Management Information Base)

ネ ッ ト ワーク管理プロ ト コル

図 48 ネットワーク管理アーキテクチャ

NMA Network Management Application の略。ネットワーク管理アプリケーション

edir.mib Novell eDirectory サーバの監視に使う MIB のこと。Novell eDirectory に関する MIB オ

ブジェクトおよびトラップが設定されています

トラップ eDirectory イベントがサーバ上で発生したときに、管理対象デバイス上のエージェン

トが発する警告のこと。警告を発する条件は、Novell が提供する MIB (Management 
Information Base) で定義されています 

用語 定義
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ネ ッ ト ワーク管理ステーシ ョ ン (NMS) と は、 ネ ッ ト ワーク管理アプ リ ケーシ ョ ンがイ
ン ス ト ールされたワーク ステーシ ョ ンの こ と です。 管理対象デバイ スに関する情報を
グ ラ フ ィ ッ ク表示し ます。 

NMS には次のよ う な機能があ り ます。

ネ ッ ト ワーク管理システム全体のユーザイ ン タ フ ェース を提供し ます。 この機能に
よ り 、 ネ ッ ト ワーク管理の強固さ、 柔軟性、 および使いやすさが決ま り ます。

SNMP Get、 Get Next、 SNMP GetResponse、 および Set の操作はこ こから実行し ます。
また、 ネ ッ ト ワーク上の管理対象デバイ スから送られて く る SNMP ト ラ ッ プを捕
捉するのも、 やは り NMS の役割です。 

複数のネ ッ ト ワーク管理アプ リ ケーシ ョ ン (NMA) を同時に監視し、管理対象デバイ
スに関する情報をグ ラ フ ィ ッ ク表示し ます。 表形式で表示する機能、 ロ グ と し て記
録する機能も あ り ます。

NMS に組み込まれている MIB コ ンパイ ラで、MIB フ ァ イルを コ ンパイルする こ と が
でき ます。

管理対象デバイス 

SNMP がイ ン ス ト ールされているデバイ スは、 すべて管理対象デバイ ス と し て扱 う こ
と ができ ます。 ホス ト 、 ルータ、 ブ リ ッ ジ、 ハブなどが管理対象デバイ スにな り ます。
NMS は管理対象デバイ ス を監視し、 またデバイ ス と通信し ます。

NMS と管理対象デバイ ス と の間では、 サブエージェ ン ト およびマス タエージェ ン ト と
い う 2 種類のエージェ ン ト を介し て情報をや り 取 り し ます。 

サブエージェント 

サブエージェ ン ト には、 管理対象デバイ スに関する情報を集め、 マス タエージェ ン ト
に渡す役割があ り ます。 

マスタエージェント 

マス タエージェ ン ト には、 さ まざまなサブエージェ ン ト と NMS の間で情報を交換する
役割があ り ます。 マス タエージェ ン ト は、 通信相手のサブエージェ ン ト と同じ ホス ト
上で動作し ます。

管理情報ベース (MIB)

SNMP では、 プロ ト コルデータ単位 (PDU : Protocol Data Unit) と い う 形でネ ッ ト ワーク
情報を交換し ます。 PDU には、 管理対象デバイ スに保存されている変数に関する情報
が含まれています。 この変数のこ と を管理オブジェ ク ト と言い、 その値と オブジェ ク
ト 名が NMS に渡されます。 管理オブジェ ク ト はすべて管理情報ベース (MIB) に定義さ
れています。 MIB はツ リ ー状の階層構造で表される仮想データベースです。 
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SNMP の基本関数を次の表に示し ます。

SNMP の詳細については、 次の Web サイ ト を参照し て く ださい。

NET-SNMP Home Page (http://net-snmp.sourceforge.net)
SNMP FAQ (http://www.faqs.org/faqs/snmp-faq/part1)
RFC 1157 (http://www.ietf.org/rfc/rfc1157.txt)
SNMPLink (http://www.snmplink.org)
SNMPInfo (http://www.snmpinfo.com) 
SNMP RFC Standard MIBs and Informative Links (http://www.wtcs.org/snmp4tpc/
snmp_rfc.htm)
RFC 2605 (http://ietf.org/rfc/rfc2605.txt?number=2605)

eDirectory と SNMP
eDirectory には、 ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ネ ッ ト ワークデバイ ス、 データ など、 数
多 く のオブジェ ク ト を格納し、 管理する こ と ができ ます。 eDirectory で管理するオブ
ジェ ク ト が増えて く る と、 オブジェ ク ト の追加や変更に追随する必要性も増し てき ま
す。 この問題を解決する手段と し て SNMP を使用する こ と で、 ユーザは eDirectory
サーバを監視し、 変化に追随でき る よ う にな り ます。

eDirectory の管理に SNMP を使う利点

eDirectory サーバを リ アルタ イ ムに監視

サード パーテ ィ 製 SNMP MIB ブラ ウザから eDirectory を監視

eDirectory が正常に稼動し ているか、 状況を追跡可能 

起こ り う る問題を検知時に特定し、 対処が可能

ト ラ ッ プや統計に関する設定によ り 、 対象を選択し て監視可能

eDirectory に対する ア ク セス状況をグ ラ フ表示

SNMP で収集し た履歴データ を格納し、 分析可能

SNMP の Get 要求、 GetNext 要求を使った統計機能にも対応

プラ ッ ト フ ォームを選ばず SNMP ネ イ テ ィ ブマス タエージェ ン ト を使用可能

関数 説明

Get マネージャがエージェントに情報を要求するために使用します。

Get Next 配列や表から情報を取得する際にマネージャが使用します。

Get Response マネージャから問い合わせを受けたエージェントが、それに応答する
ために使用します。

Set エージェント側の MIB にある変数の値を変更するために、マネージャ

が使用します。 

Trap あるイベントが発生した際、エージェントがマネージャに通知するた
めに使用します。
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SNMP を eDirectory に実装する と、 ア ク セス状況、 稼動状況、 エラー、 キ ャ ッ シュ性能
に関する eDirectory の統計情報を取得でき ます。 また、 イベン ト が発生する と SNMP
から ト ラ ッ プが送信されます。 ト ラ ッ プや統計情報は MIB に定義されています。 
注 : これらの属性へのアクセスには常にセキュリティ保護されたチャネルを使用すると指定している場合
は、暗号化された属性へアクセスする際にセキュリティ保護されたチャネル以外は使用できない可能性があ
ります。詳細については、241 ページの「暗号化属性」を参照してください。

ディレクトリサービス監視 MIB

eDirectory の MIB には、 eDirectory を監視するための統計情報や ト ラ ッ プが定義されて
います。 この MIB には次の oid ( オブジェ ク ト ID) が割 り 当て られています。

iso(1).org(3).dod(6).internet(1).private(4).enterprise(1).novell(23).mibDoc(2).ndsMIB(98)

統計情報

eDirectory MIB は、 管理対象オブジェ ク ト を次の 4 つの異なる テーブルに分けて格納し
ています。

キ ャ ッ シ ュデータベース統計テーブル - ndsDbCacheTable ： デ ィ レ ク ト リ サーバに
関する記述 と、 サーバにキ ャ ッ シ ュ されたエン ト リ に関する統計情報の要約を格納
し ます。

設定データベース統計テーブル - ndsDbConfigTable ： デ ィ レ ク ト リ サーバに関する
記述と、 サーバで設定されたエン ト リ に関する統計情報の要約を格納し ます。

プロ ト コル統計テーブル - ndsProtoIfOpsTable ： デ ィ レ ク ト リ サーバのアプ リ ケー
シ ョ ンプロ ト コルイ ン タ フ ェース ご と に、 ア ク セス状況、 稼動状況、 エラーに関す
る統計情報の要約を格納し ます。

相互通信統計テーブル - ndsServerIntTable ： 監視対象デ ィ レ ク ト リ が通信し た、 あ
るいは通信を試みたデ ィ レ ク ト リ サーバを、 新の 「N」 回分記録し ておき ます。
「N」 はローカルで定義する定数です。

注 : 統計情報の詳細については、506 ページの「統計情報」を参照してください。

トラップ - ndsTrapVariables

eDirectory MIB には 119 種類の ト ラ ップが定義されています。 その う ち 117 種類は
eDirectory のイベン ト にマ ップされています。 ほかに ndsServerStart および ndsServerStop
と い う ト ラ ップがあ り 、 これは SNMP サブエージェ ン ト が直接生成し ます。 この 2 種類
の ト ラ ップは設定でき ません。

注 : トラップの詳細については、479 ページの「トラップ」を参照してください。 

統計情報やトラップの詳細については、edir.mib も参照してください。

edir.mib は次のディレクトリにあります。

NetWare: sys:\etc
Windows: <install directory>\SNMP
Linux および UNIX: /etc/opt/novell/eDirectory/conf/ndssnmp/
Novell eDirectory の SNMP サポート 461



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
SNMP グループオブジェクト

SNMP グループオブジェ ク ト は、 eDirectory SNMP ト ラ ッ プの設定や管理に使います。
イ ン ス ト ールの過程で、 「SNMP Group - サーバ名」 と い う 名前の SNMP グループオブ
ジェ ク ト が作られます ( こ こ でサーバ名は、 eDirectory の SNMP サービ ス を イ ン ス ト ー
ルし たサーバ名を表し ます ) 。 この SNMP グループオブジェ ク ト が作られるのは、
サーバオブジェ ク ト と同じ コ ンテナ内です。 SNMP 設定ユーテ ィ リ テ ィ は、 SNMP ト
ラ ッ プの設定に使います。

Windows の場合

SNMP グループオブジェ ク ト を作るには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

rundll32 snmpinst, snmpinst -c <createobj> -a < ユーザ FDN> -p < パス
ワード > -h < ホス ト 名または IP ア ド レ ス >

例 ：

rundll32 snmpinst, snmpinst -c createobj -a admin.mycontext -p mypassword -h 160.98.146.26

SNMP グループオブジェ ク ト を削除するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

rundll32 snmpinst, snmpinst -c <deleteobj> -a < ユーザ FDN> -p < パス
ワード > -h < ホス ト 名または IP ア ド レ ス >

パラ メ ータについてはオブジェ ク ト を作る場合と同様です。

例 ：

rundll32 snmpinst, snmpinst -c deleteobj -a admin.mycontext -p mypassword -h 160.98.146.26

パラメータ 説明

-c < オブジェクト作成 > オブジェクトの作成を示すトラップコマンド。

-a < ユーザ FDN> 管理者権利を持つユーザの完全識別名。

-p < パスワード > 認証に使う「ユーザ FDN」パスワード。

-h < ホスト名または IP アドレス > DNS ホスト名または IP アドレス。
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NetWare の場合

SNMP グループオブジェ ク ト の作成や削除には snmpinst と い う ユーテ ィ リ テ ィ を使い
ます。 これは sys:\system\directory にあ り ます。 

SNMP グループオブジェ ク ト を作るには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

SNMPINST -c < 管理者コ ンテキス ト > < パス ワード > < サーバ DN>

例 ：

SNMPINST -c admin.mycontext.treename mypassword myserver

SNMP グループオブジェ ク ト を削除するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

SNMPINST -d < 管理者コ ンテキス ト > < パス ワード > < サーバ DN>

パラ メ ータについてはオブジェ ク ト を作る場合と同様です。

例 ：

SNMPINST -d admin.mycontext.treename mypassword myserver

Linux、UNIX の場合

SNMP グループオブジェ ク ト を作るには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

ndsconfig add -m < モジュール名 > -a < ユーザ FDN> 

例 ：

ndsconfig add -m snmp -a admin.mycontext

パラメータ 説明

-c オブジェクトの作成を示すトラップコマンド。削除する場合は「-d」と

指定します

< 管理者コンテキスト > 管理者権利を持つユーザの完全識別名

< パスワード > 認証に使う「ユーザ FDN」パスワード

< サーバ DN> DNS ホスト名
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eDirectory の SNMP サービスのインストールと設定

SNMP service for eDirectory は、 eDirectory を イ ン ス ト ールする際に組み込まれます。
eDirectory の SNMP サービ スのデフ ォル ト 設定の変更には iManager を使います。 詳細
については、 466 ページの 「ダ イナ ミ ッ ク設定」 を参照し て く ださい。

SNMP Group-Object と い う 名前の新しいオブジェ ク ト が、 eDirectory のイ ン ス ト ール時
に、 デ ィ レ ク ト リ ツ リ ーに追加されます。 このオブジェ ク ト は Novell eDirectory SNMP
ト ラ ッ プの設定や管理に使います。 詳細については、 462 ページの 「SNMP グループオ
ブジェ ク ト 」 を参照し て く ださい。

eDirectory がインストールされた Windows に SNMP を組み込む手順

eDirectory のイ ン ス ト ール時に SNMP サービ ス を除外し た場合は、 SNMP サブエージェ
ン ト 用フ ァ イルがコ ピーされるだけで、 レジス ト リ は元のま まになっています。 

あ と になって SNMP サービ スが必要になった場合は、 次のコマン ド でレジス ト リ を更
新し て く ださい。

rundll32 snmpinst, snmpinst -c createreg

SNMP サーバモジュールのロードとアンロード

SNMP サーバモジュールは手動でロード、 アン ロード でき ます。 デフ ォル ト では、 ど
のプラ ッ ト フ ォームでも、 自動でロード される よ う になっています。 Windows、 Linux、
および UNIX の場合は、 手動でロードする こ と も可能です。

SNMP サーバモジュールを ロードするには、 次のコマン ド を入力し ます。

サーバ コマンド

NetWare 手動でのアンロードは不可。

Windows ［DHOST (NDSCONS) ］画面で Ndssnmp.dlm を選択し、［開始］

をクリックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX DHOST のリモート管理ページで、SNMP Trap Server for Novell 
eDirectory 8.8 アイコンをクリックすると、SNMP トラップサー

バがロードされます。

または

コマンドプロンプトから「/opt/novell/eDirectory/bin/
ndssnmp -l」と入力するという方法もあります。
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SNMP サーバモジュールをアン ロードするには、 次のコマン ド を入力し ます。

サブエージェントの設定

スタティック設定

ス タテ ィ ッ ク設定は、 サブエージェ ン ト を実際に稼動させる前に行います。 手動で設定
する場合、Windows、Solaris、Linux、AIX な らば ndssnmp.cfg、NetWare な らば dssnmp.cfg
と い う フ ァ イルを編集し て く ださい。 フ ァ イル ndssnmp.cfg は次のデ ィ レ ク ト リ にあ り
ます。

Windows: イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ \SNMP\

NetWare: sys:\etc\

Linux および UNIX: /etc/opt/novell/eDirectory/conf/ndssnmp/
注 : ndssnmp.cfg を書き替えた場合、サブエージェントを再起動する必要があります。

サブエージェ ン ト の設定は、 次のよ う な書式で記述し て く ださい。 

INTERACTIVE ステータ ス  

こ こ で 「ステータ ス」 には、 「on」 または 「off」 を指定し ます。 「on」 を指定する
と、 サブエージェ ン ト 起動時にユーザ名と パス ワード を要求される よ う にな り ま
す。 ステータ スが Off の場合、 ユーザ名およびパス ワード はセキ ュ リ テ ィ 保護され
た保存データから取得されます。 デフ ォル ト 値は 「off」 です。 

例 ：

INTERACTIVE on

INTERACTIVE off

INTERACTION 値 

こ こ で 「値」 は、 イ ン タ ラ ク シ ョ ン表のエン ト リ 数を表し ます。 1 ～ 10 の範囲で、
デフ ォル ト 値は 4 です。

例 ： 
INTERACTION 4 

INTERACTION 2

サーバ コマンド

NetWare 手動でのアンロードは不可。 

Windows ［DHOST (NDSCONS)］画面で ndssnmp.dlm を選択し、［停止］

をクリックします。

Linux、Solaris、AIX、HP-UX DHOST のリモート管理ページで、SNMP Trap Server for Novell 
eDirectory 8.8 アイコンをクリックすると、SNMP トラップサー

バがアンロードされます。

または

コマンドプロンプトから「/opt/novell/eDirectory/bin/
ndssnmp -u」と入力するという方法もあります。
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MONITOR ステータ ス

こ こ で 「ステータ ス」 には、 「on」 または 「off」 を指定し ます。 デフ ォル ト 値は
「on」 です。

例 ： 
MONITOR on 

MONITOR off

SSLKEY 認証フ ァ イル

こ こ で 「認証フ ァ イル」 は、 証明書のエ ク スポー ト 先パス を表し ます。 エ ク スポー
ト し た証明書が実際に存在するパス を指定し て く ださい。

例 ： 

SSLKEY /home/guest/snmp-cert.der (Linux、 UNIX の場合 ) 

SSLKEY c:\home\guest\snmp-cert.der (Windows NT、 NetWare の場合 )

SERVER ホス ト 名 /IP ア ド レ ス

こ こ で 「ホス ト 名」 は、 eDirectory サーバを イ ン ス ト ールし、 設定し たホス ト 名を
表し ます。 指定でき るのは、 ローカルにイ ン ス ト ールし たサーバに限 り ます。

この指定は必須です。指定がなければどのサーバも監視の対象にな り ません。デフ ォ
ル ト ： ローカルサーバのホス ト 名。

例 ： 
SERVER myserver 

SERVER myserver:1524

Linux および UNIX 上で eDirectory のイ ン ス タ ン スが複数存在する場合、 監視する
すべての eDirectory サーバを次のよ う に指定でき ます。 
SERVER myserver:1524

SERVER myserver:2524

SERVER myserver:6524

注 : このコマンドで、コロン ( : ) の前後にはスペースを入れないでください。

ダイナミック設定

ダ イナ ミ ッ ク設定は、 デ ィ レ ク ト リ サービ スの稼動中、 いつでも次のいずれかの方法
で実行でき ます。

コマンドラインからの設定

ト ラ ッ プ設定用のコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ を使って、 eDirectory の SNMP ト ラ ッ
プを設定でき ます。

次のよ う な操作が可能です。

ト ラ ッ プの有効化 / 無効化

ト ラ ッ プ間隔の設定

エラー ト ラ ッ プの有効化 / 無効化

有効な / 無効な / すべての ト ラ ッ プの リ ス ト 表示

注 : 詳細については、494 ページの「トラップに関する設定」を参照してください。
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iManager プラグインによる設定 

ト ラ ッ プの設定には、 Novell iManager を使 う 方法も あ り ます。 Novell iManager はブラ
ウザベースのツールで、 eDirectory オブジェ ク ト を運用、 管理、 設定するために使用し
ます。 iManager を使用する と、 ユーザに特定のタ ス クや責任を割 り 当てた り 、 それら
のタ ス ク を実行するために必要なツールおよびそれに伴 う 権利だけを付与し た り する
こ と ができ ます。

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［SNMP Management］ > ［SNMP の概要］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ［SNMP グループオブジェ ク ト を表示］ を ク リ ッ ク し て、設定する SNMP グループオ
ブジェ ク ト の名前を ク リ ッ ク し ます。

4 一般ページまたは ト ラ ッ プページで、 必要なパラ メ ータ を設定し ます。

5 ［適用］ を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ クする と、 今設定し た内容が保存されます。

注 : 詳細については Novell iManager のオンラインヘルプを参照してください。

eDirectory の SNMP サービスの設定

eDirectory の SNMP サービ スの設定は、 次の手順で行います。

1. マス タエージェ ン ト の設定

2. マス タエージェ ン ト の起動

3. サブエージェ ン ト の設定

4. サブエージェ ン ト の起動

NetWare の場合 

NetWare の場合、 ネ イ テ ィ ブマス タエージェ ン ト (snmp.nlm) が、 初めからオペレー
テ ィ ングシステムに組み込まれています。

ヒント : NetWare にはデフォルトで SNMP マスタエージェントがあります。詳細については、SNMP 
Developers Components (http://developer.novell.com/ndk/snmpcomp.htm) を参照してください。

マスタエージェントの設定

コ ミ ュニテ ィ 名

1 コマン ド プロ ンプ ト から、 「inetcfg」 と入力し て く だ さい。

2 ［Manage Configuration］ オプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［Configure SNMP parameters］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 コ ミ ュニテ ィ 名を表す文字列を編集し て く ださい。

ト ラ ッ プの送 り 先

1 フ ァ イル sys:\etc\traptarg.cfg を編集し、 ト ラ ッ プの送 り 先とする コ ンピ ュータの
IP ア ド レ ス またはホス ト 名を指定し て く ださい。

マスタエージェントの起動

マス タエージェ ン ト snmp.nlm はデフ ォル ト で起動されています。
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サブエージェントのロード

1 サブエージェ ン ト を ロードするには、 コマン ド プロ ンプ ト から 「dssnmpsa」 と入
力し て く ださい。

する と ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。 ［ロ グ イ ン］ オプシ ョ ン、 ［終了］ オプシ ョ
ンがあ り ます。 

2 処理を続行し たい場合は［ ロ グイ ン］、 中断する 場合は［ 終了］ を選択し てく ださ い。

3 ( 状況によ って実行 ) ［ロ グ イ ン］ を選択し た場合、 ユーザ名と パス ワード を求めら
れるので入力し て く ださい。

4 ［パス ワード を保存する］ に 「Y」 と入力する と、 パス ワード を保存でき ます。 次
回からは、 パス ワード を入力する こ と な く サブエージェ ン ト を起動でき ます。 「N」
と入力し た場合は、 次回から もパス ワード を求められます。

5 いずれかを入力し た後、 <Enter> キーを押し て く ださい。

6 <F10> キーを押すと ツ リ ーにロ グ イ ンでき ます。

7 <Enter> キーを押し て続けます。

8 サブエージェ ン ト が起動されます。

注 : このダイアログボックスは、ファイル sys:\etc\ndssnmp.cfg で INTERACTION が「on」になっている場
合に現れます。「off」ならば表示されません。

Windows の場合

マスタエージェントの設定

注 : SNMP マスタエージェントは、eDirectory のインストールに先立って組み込んでおく必要があります。
詳細については、SNMP Installation on Windows (http://www.microsoft.com/technet/treeview/
default.asp?url=/TechNet/prodtechnol/winntas/maintain/featusability/getting.asp) を参照してください。

1 ［Microsoft SNMP Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開き、 ［エージェ ン ト ］ タブを
ク リ ッ ク し ます。

2 接続先および場所に関する情報を入力し て く ださい。

3 ［ ト ラ ッ プ］ タブを ク リ ッ ク し、 コ ミ ュニテ ィ 名および ト ラ ッ プの送 り 先に関する
情報を入力し ます。

3a コ ミ ュニテ ィ 名を入力し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

3b ト ラ ッ プの送 り 先のコ ンピ ュータの IP ア ド レ ス またはホス ト 名を入力し て く だ
さい。

3c ［追加］ ボタ ンを押すと、 こ こ で入力し た IP ア ド レ ス またはホス ト 名が追加さ
れます。

4 ［デス ク ト ッ プ と の対話をサービ スに許可する］ オプシ ョ ンを有効にし ます。

このオプシ ョ ンが無効のま まだ と、 Windows 上の SNMP には接続でき ません。 

Windows NT の場合 ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［サー
ビ ス］ の順に ク リ ッ ク し ます。 次に ［SNMP］ > ［起動］ を ク リ ッ ク し、 ［デス
ク ト ッ プ と の対話をサービ スに許可する］ を選択し ます。

Windows 2000 の場合 ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［管理
ツール］ > ［サービ ス］ の順にク リ ッ ク し ます。 ［SNMP］ を右ク リ ッ ク し、
［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 ［ロ グオン］ タブで、 ［デス ク ト ッ プ と の対話を
サービ スに許可する］ を選択し ます。
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マスタエージェントの起動

マス タエージェ ン ト を起動するには、 次のいずれかの操作を し て く ださい。

Windows NT の場合 ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ >
［サービ ス］ > ［SNMP］ > ［開始］ の順に ク リ ッ ク し ます。

Windows 2000 の場合 ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ >
［管理ツール］ > ［サービ ス］ > ［SNMP］ > ［開始］ の順に ク リ ッ ク し ます。

コマン ド ラ イ ンで次のよ う に指定し て く ださい。

Net start SNMP

マスタエージェントの停止

マス タエージェ ン ト を停止するには、 次のいずれかの操作を し て く ださい。

Windows NT の場合 ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ >
［サービ ス］ > ［SNMP］ > ［停止］ の順に ク リ ッ ク し ます。

Windows 2000 の場合 ： ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ >
［管理ツール］ > ［サービ ス］ > ［SNMP］ > ［停止］ の順に ク リ ッ ク し ます。

コマン ド ラ イ ンで次のよ う に指定し て く ださい。

Net stop SNMP

サブエージェントの起動

Windows の場合、 マス タエージェ ン ト を起動する と、 サブエージェ ン ト も自動的に起
動されます。

重要 : 新の Service Pack は、SNMP サービスのインストール後にインストールする必要があります。

Linux の場合

Linux (SLES 9 または OES Linux を除 く ) の場合は、 net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm を イ
ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。 SLES 9 (OES Linux) の場合は、 システムのデフ ォ
ル ト のマス タエージェ ン ト (net-snmp-5.1-80.xx) が使われます。

SLES 9 (OES Linux) およびその他の Linux では、 設定の手順が異な り ます。 詳細につい
ては、 を参照し て く ださい。 

469 ページの 「SLES 9 または OES Linux での SNMP サービ スの設定」

471 ページの 「Linux (SLES 9 または OES 以外 ) での SNMP サービ スの設定」

473 ページの 「サブエージェ ン ト の起動時の問題」

SLES 9 または OES Linux での SNMP サービスの設定 

470 ページの 「マス タエージェ ン ト の設定」

470 ページの 「マス タエージェ ン ト の起動」

470 ページの 「サブエージェ ン ト の起動」

471 ページの 「サブエージェ ン ト の停止」
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マスタエージェントの設定

SLES 9 または OES Linux でマス タエージェ ン ト を設定するには、 470 ページの
「snmpd.conf の変更」 の説明に従って snmpd.conf フ ァ イルを変更し ます。 

snmpd.conf フ ァ イルは、 OES Linux または SLES 9 の /etc/snmp デ ィ レ ク ト リ 、 およびそ
の他の Linux プラ ッ ト フ ォームの /etc デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

snmpd.conf の変更

snmpd.conf フ ァ イルでホス ト 名を設定し ます。

trapsink サーバ public

こ こ で 「サーバ」 は、 ト ラ ッ プの送 り 先ホス ト 名を表し ます。

snmpd.conf フ ァ イルに、 次の記述を追加し て く ださい。

master agentx 

また、 次のよ う に変更し て く ださい。

上の内容が snmpd.conf フ ァ イルに存在し ない場合は追加し て く ださい。 
重要 : 設定ファイルを書き替えた場合、マスタエージェントとサブエージェントを再起動する必要があります。

マスタエージェントの起動

マス タエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/usr/sbin/snmpd -C -c /etc/snmpd.conf

サブエージェントの起動

サブエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/init.d/ndssnmpsa start

注 : サブエージェントを起動中に未定義のシンボル (EVP_md5 エラー ) が発生した場合は、473 ページの
「サブエージェントの起動時の問題」を参照してください。

元の記述 変更後の記述

com2sec notConfigUser default public com2sec demouser default public

group notConfigGroup v1 notConfigUser group demogroup v1 demouser

view systemview included system view all included .1

access notConfigGroup "" any noauth exact 
systemview none none

access demogroup "" any noauth exact all all all
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ユーザ名と パス ワード を求められるので入力し て く だ さい。 正常に認証されれば、 /etc/
ndssnmp/ndssnmp.cfg で INTERACTION = on と い う 設定になっている場合、 次のよ う な
メ ッ セージが現れます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こ で 「Y」 と入力する と、 パス ワード が保存されます。 次回からは、 パス ワード を入
力する こ と な く サブエージェ ン ト を起動でき ます。

「N」 と入力し た場合は、 次回から もパス ワード を求められます。

重要 : SLES 9 または OES Linux の場合については、サブエージェントの起動時に起きる既知の問題に関す
る Readme を参照してください。

サブエージェントの停止

サブエージェ ン ト を停止するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/init.d/ndssnmpsa stop

Linux (SLES 9 または OES 以外 ) での SNMP サービスの設定

471 ページの 「マス タエージェ ン ト の設定」

471 ページの 「マス タエージェ ン ト の起動」

473 ページの 「サブエージェ ン ト の起動」

473 ページの 「サブエージェ ン ト の停止」

マスタエージェントの設定

net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm を http://sourceforge.net/projects/net-snmp
 (http://sourceforge.net/projects/net-snmp) から ダウ ン ロード し ます。 

net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm をシステムにイ ンス ト ールするには、 rpm-4.0.4-7x.i386.rpm
が必要です。 rpm-4.0.4-7x.i386.rpm は、 http://rpmfind.net/linux/RPM/rpm.org/rpm/dist/rpm-
4.0.x/rpm-4.0.4-7x.i386.html (http://rpmfind.net/linux/RPM/rpm.org/rpm/dist/rpm-4.0.x/rpm-
4.0.4-7x.i386.html) からダウ ン ロード でき ます。

さ らに、 470 ページの 「snmpd.conf の変更」 の説明に従って、 snmpd.conf フ ァ イルを変
更する必要があ り ます。

マスタエージェントの起動

マス タエージェ ン ト を起動するには、 まず net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm を イ ン ス ト ー
ルし て設定し ます。 

そのためには、 次の 2 つのオプシ ョ ンのいずれかを使用し ます。 ただし、 オプシ ョ ン 2
ではシステムにイ ン ス ト ールされた SNMP パッ ケージのアン イ ン ス ト ールが必要と な
り ます。 これはすべての従属する rpm のアン イ ン ス ト ールも必要と な るため、 オプ
シ ョ ン 1 を使用する こ と をお勧めし ます。
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オプション 1

1 net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm および rpm-4.0.4-7x.i386.rpm を、/home/ndssnmp などの
任意の場所にイ ン ス ト ールし ます。

次を実行し て net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm を イ ン ス ト ールし ます。

# cd /home/ndssnmp
# rpm2cpio net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm | cpio -ivd

2 rpm-4.0.4-7x.i386.rpm (snmpd が必要とする従属 rpm) を イ ン ス ト ールし ます。

# cd /home/ndssnmp
# rpm2cpio  rpm-4.0.4-7x.i386.rpm | cpio -ivd

3 次を実行し て、 パス をエ ク スポー ト し ます。

# export LD_LIBRARY_PATH=/home/ndssnmp/usr/lib

4 次を実行し てマス タエージェ ン ト を起動し ます。

# /home/ndssnmp/usr/sbin/snmpd -C -c snmpd.conf

た と えば、 /etc デ ィ レ ク ト リ に snmpd.conf フ ァ イルがあ る場合、 コマン ド は次のも
のに似た内容 と な り ます。

# /home/ndssnmp/usr/sbin/snmpd -C -c /etc/snmpd.conf

注 : ndssnmpsa を起動するために必要な関連情報が snmpd.conf ファイルにあることを確認します。詳

細については、469 ページの「SLES 9 または OES Linux での SNMP サービスの設定」を参照してく

ださい。

5 ( 状況によ って実行 ) マス タエージェ ン ト の起動中に、次のエラーが発生する場合が
あ り ます。

snmpd: error while loading shared libraries: libcrypto.so.2: cannot open 
shared object file: No such file or directory

システムに libcrypto.so.2 がイ ン ス ト ールされていない場合に発生するエラーです。

この場合は、 次のよ う にシステムにイ ン ス ト ールされた暗号ラ イブラ リ への直接の
リ ン ク を作成する必要があ り ます。

# cd /usr/lib

さ らに、 次のいずれか 1 つを Linux のバージ ョ ンに応じ て追加し ます。

Red Hat Advanced Server 3.0 の場合 ：  

# ln -s libcrypto.so libcrypto.so.2

SUSE Linux Enterprise Server 8 の場合 ： 

# ln -s libcrypto.so.0.9.6 libcrypto.so.2

6 (状況によ って実行) SNMPマス タエージェ ン ト がすでにデフ ォル ト ポー ト #161に設
定されている場合は、 次のポー ト でマス タエージェ ン ト を起動し ます。

# /home/ndssnmp/usr/sbin/snmpd -C -c /etc/snmpd.conf 1161
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オプション 2

1 システムにイ ン ス ト ールされた snmp パッ ケージをアン イ ン ス ト ールし ます。

2 SNMP パッ ケージがすでにイ ン ス ト ールされてお り 、 そのバージ ョ ンが net-snmp-
5.0.9-4.rh73.i386.rpm 以外であれば、 SNMP パッ ケージをアン イ ン ス ト ールし て
net-snmp-5.0.9-4.rh73.i386.rpm を イ ン ス ト ールし ます。 
注 : 従属 RPM が必要な場合は、それらをダウンロードしてインストールしてください。 

3 次を実行し てマス タエージェ ン ト を起動し ます。

/usr/sbin/snmpd -C -c /etc/snmpd.conf

サブエージェントの起動

サブエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/init.d/ndssnmpsa start

注 : サブエージェントを起動中に未定義のシンボル (EVP_md5 エラー ) が発生した場合は、473 ページの
「サブエージェントの起動時の問題」を参照してください。

ユーザ名と パス ワード を求められるので入力し て く だ さい。 正常に認証されれば、 /etc/
ndssnmp/ndssnmp.cfg で INTERACTION = on と い う 設定になっている場合、 次のよ う な
メ ッ セージが現れます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こ で 「Y」 と入力する と、 パス ワード が保存されます。 次回からは、 パス ワード を入
力する こ と な く サブエージェ ン ト を起動でき ます。

「N」 と入力し た場合は、 次回から もパス ワード を求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェ ン ト を停止するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/init.d/ndssnmpsa stop

サブエージェントの起動時の問題

サブエージェ ン ト の起動時に、 次のエラーが発生する可能性があ り ます。

 /opt/novell/eDirectory/bin/ndssnmpsa: error while loading shared libraries: 
/usr/lib/libnetsnmp.so.5: undefined symbol: EVP_md5.

このエラーを解決するには、 libcrypto のパス をエ ク スポー ト する必要があ り ます。 例 ：  

export LD_PRELOAD=/lib/libcrypto.so.0.9.7a:/usr/lib/libwrap.so.0

libcrypto.so.0.9.7a は、 システム上で別の名前になっている可能性があ り ます。 これは、
イ ン ス ト ールされている暗号バージ ョ ンに応じ て異な り ます。
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Solaris の場合

マスタエージェントの設定

SNMP パッ ケージのロード に先立ち、 Solstice Enterprise master agent 1.0.3 を イ ン ス ト ー
ルし てお く 必要があ り ます。 まだであれば、 Solstice Enterprise Agents
 (http://wwws.sun.com/software/entagents) Web サイ ト から ダウ ン ロード し て く ださい。

1 フ ァ イル /etc/snmp/conf/snmpd.conf でホス ト 名を設定し ます。 また、 次の書式で ト
ラ ッ プの設定を し ておいて く ださい。

trap サーバ

こ こ で 「サーバ」 は、 ト ラ ッ プの送 り 先ホス ト 名を表し ます。

2 フ ァ イル /etc/snmp/conf/snmpdx.acl の ト ラ ッ プパラ メ ータ部に、次のよ う な設定を追
加し て く ださい。

ト ラ ッ プコ ミ ュニテ ィ  = public
hosts = サーバ  {
enterprise = "Novell eDirectory"
ト ラ ッ プ番号 = 1-117, 2001, 2002 } 

こ こ で、 「 ト ラ ッ プコ ミ ュニテ ィ 」 は ト ラ ッ プに使 う コ ミ ュニテ ィ 名、 「サーバ」 は
ト ラ ッ プの送 り 先ホス ト 名、 Novell eDirectory はエン タープラ イ ズ MIB、 「 ト ラ ッ プ
番号」 は ト ラ ッ プの範囲を表し ます。

重要 : 設定ファイルを書き替えた場合、マスタエージェントとサブエージェントを再起動する必要があります。

マスタエージェントの起動

マス タエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/usr/lib/snmp/snmpdx -y -c /etc/snmp/conf

サブエージェントの設定

Solaris では、 サブエージェ ン ト ndssnmpsa はデーモン と し て動作し ます。

サブエージェン ト の設定には、 /etc/snmp/conf 以下にある、 次の設定フ ァ イルを使います。 
ndsmib.reg はサブエージェ ン ト の登録フ ァ イルです。

ndsmib.acl は SNMP サブエージェ ン ト の設定フ ァ イルです。

サブエージェントの起動

サブエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/init.d/ndssnmpsa start

ユーザ名と パス ワード を求められるので入力し て く だ さい。 正常に認証されれば、
/etc/ndssnmp/ndssnmp.cfg で INTERACTION = on と い う 設定になっている場合、 次のよ
う な メ ッ セージが現れます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こ で 「Y」 と入力する と、 パス ワード が保存されます。 次回からは、 パス ワード を入
力する こ と な く サブエージェ ン ト を起動でき ます。

「N」 と入力し た場合は、 次回から もパス ワード を求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェ ン ト を停止するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/init.d/ndssnmpsa stop
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AIX の場合

マスタエージェントの設定

フ ァ イル /etc/snmpd.conf で、 ト ラ ッ プの送 り 先を次のよ う に記述し て く ださい。

trap コ ミ ュニテ ィ  サーバ 表示名 ト ラ ッ プマス ク

こ こ で、 

「コ ミ ュニテ ィ 」 は ト ラ ップパケッ ト にエンコード される コ ミ ュニテ ィ名を表し ます。

「サーバ」 は、 ト ラ ッ プの送 り 先ホス ト 名を表し ます。

「表示名」 は固有のオブジェ ク ト 識別子で、 数値を ド ッ ト (.) で区切った書式で表し
ます。

例 ： 1.3.6.1.4.1.23.2.98. このパラ メ ータの指定は任意です。 指定がなければ、 MIB
ツ リ ー全体を表示し ます。 

「 ト ラ ッ プマス ク」 は 16 進数で表し ます。

上位ビ ッ ト から順に、 coldStart、 warmStart、 linkDown、 linkUp、 authenticationFailure、
egpNeighborLoss、 enterpriseSpecific の各 ト ラ ップに対応し ます。 例の中で、 一番右の
「98」 と い う 値には何の意味も あ り ません。 「1」 になっている ビ ッ ト に対応した ト
ラ ップが送られる よ う にな り ます。 それ以外の ト ラ ップはブロ ッ ク されます。

例 ：

fe      どの ト ラ ッ プもブロ ッ ク し ません (1111 1110)

7e      coldStart ト ラ ッ プをブロ ッ ク し ます (0111 1110)

be      warmStart ト ラ ッ プをブロ ッ ク し ます (1011 1110)

3e      coldStart ト ラ ッ プ、 warmStart ト ラ ッ プをブロ ッ ク し ます (0011 1110)

マスタエージェントの起動

マス タエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/usr/sbin/snmpdv1

サブエージェントの起動

サブエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/ndssnmpsa start

ユーザ名と パス ワード を求められるので入力し て く だ さい。 正常に認証されれば、
/etc/ndssnmp/ndssnmp.cfg で INTERACTION = on と い う 設定になっている場合、 次のよ
う な メ ッ セージが現れます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こ で 「Y」 と入力する と、 パス ワード が保存されます。 次回からは、 パス ワード を入
力する こ と な く サブエージェ ン ト を起動でき ます。

「N」 と入力し た場合は、 次回から もパス ワード を求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェ ン ト を停止するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/ndssnmpsa stop
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HP-UX の場合

HP-UX の場合、 EMANATE SNMP と い う ネ イ テ ィ ブマス タエージェ ン ト があ り ます。
マス タエージェ ン ト を設定する場合、 プロ キシ SNMP エージェ ン ト の設定も必要です。
プロ キシエージェ ン ト の設定には NAA (Native Adapter Agent) を使います。 NAA には、
サード パーテ ィ 製 SNMP エージェ ン ト が、 HP-UX SNMP マス タエージェ ン ト (snmpdm)
と協調し て動作でき る よ う にする働きがあ り ます。 こ こでは NET-SNMP マス タエー
ジェ ン ト が、 サード パーテ ィ 製 SNMP エージェ ン ト に相当し ます。 NET-SNMP マス タ
エージェ ン ト は、 NAA の設定と同じ非標準 UDP ポー ト を監視する必要があ り ます。 

詳し く は、 477 ページの「 ネイ ティ ブエージェ ント アダプタ (NAA) の起動と 設定」 およ
び 477 ページの「 NET-SNMP マス タ エージェ ント の起動 / 設定」 を参照し てく ださ い。

eDirectory SNMP サブエージェ ン ト 、 NET-SNMP マス タエージェ ン ト 、 NAA エージェ
ン ト 、 HP-UX EMANATE マス タエージェ ン ト 、 SNMP コ ン ソール間のデータの流れを
図に示し ます。

図 49 SNMP データの流れ

HP-UX SNMP マスタエージェントの起動

HP-UX SNMP マス タエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/etc/snmpd 

または 

/usr/sbin/snmpdm

注 : HP-UX SNMP マスタエージェントを停止するには、/etc/snmpd -k というコマンドを実行します。 

(naaagt)

eDirectory SNMP
(ndssnmpsa)

HP-UX EMANATE
(snmpdm) SNMP 161

NET-SNMP-5.0.8
(snmpd)

161

SNMP
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ネイティブエージェントアダプタ (NAA) の起動と設定

NAA エージェ ン ト (naaagt) の起動に先立ち、 次の環境変数をエ ク スポー ト し てお く 必
要があ り ます。

HP_NAA_CNF - NAA 設定フ ァ イル名 

HP_NAA_PORT - NET-SNMPマス タエージェ ン ト が監視する非標準UDP ポー ト 番号 

HP_NAA_GET_COMMUNITY - NAAから NET-SNMPマス タエージェ ン ト へのSNMP
要求で使 う コ ミ ュニテ ィ 名。

例 ：

export HP_NAA_CNF=/etc/ndssnmp/ndssnmpNAA.cfg 

export HP_NAA_PORT=8161 ## 非標準 UDP ポー ト を指定

export HP_NAA_GET_COMMUNITY=public 

NAA エージェ ン ト について詳し く は、 naaagt のマニュ アルページを参照し て く ださい。

次のコマン ド を実行する と、 NAA エージェ ン ト が起動されます。

/usr/sbin/naaagt

注 : NAA エージェントを起動するには root としてのアクセス権が必要です。

NET-SNMP マスタエージェントの起動 / 設定

NET-SNMP マス タエージェ ン ト を設定する前に、 まずこれをダウ ン ロード し、 イ ン ス
ト ールし てお く 必要があ り ます。

1 NET-SNMP バージ ョ ン 5.0.8 tar フ ァ イル (net-snmp-5.0.8-HP-
UX_B.11.00_9000_712.tar.gz) を、 SourceForge.net (http://sourceforge.net/project/
showfiles.php?group_id=12694) から ダウ ン ロード し ます。 

2 上記 tar ファ イ ルを展開する と NET-SNMP バージョ ン 5.0.8 のバイ ナリ が得ら れま す。 

これをカレ ン ト デ ィ レ ク ト リ /usr/local 以下にイ ン ス ト ールし て く ださい。

NET-SNMP マス タエージェ ン ト を、 次の手順で設定し ます。

フ ァ イル /etc/ndssnmp/snmpd-net-snmp.conf でホス ト 名を設定し ます。

trapsink サーバ public

こ こ で 「サーバ」 は、 ト ラ ッ プの送 り 先ホス ト 名を表し ます。

/etc/ndssnmp/snmpd-net-snmp.conf に次のよ う な記述がなければ追加し て く ださい。

master agentx 

注 : NET-SNMP 5.0.8 にはマスタエージェント設定ファイルのサンプルが付属していません。eDirectory 
SNMP コンポーネントに付属しているサンプルを使ってください。eDirectory をインストールすると、
/etc/ndssnmp 以下にサンプルファイル snmpd-net-snmp.conf があるはずです。

NET-SNMP 5.0.8 マス タエージェ ン ト は次のよ う なコマン ド で起動し ます。

NET-SNMP がン ス ト ールされたデ ィ レ ク ト リ /usr/local/sbin/snmpd -C -c /etc/ndssnmp/
snmpd-net-snmp.conf 8161

重要 : 設定ファイルを書き替えた場合、マスタエージェントとサブエージェントを再起動する必要があります。
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サブエージェントの起動

サブエージェ ン ト を起動するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/sbin/init.d/ndssnmpsa start

ユーザ名と パス ワード を求められるので入力し て く だ さい。 正常に認証されれば、
/etc/ndssnmp/ndssnmp.cfg で INTERACTION = on と い う 設定になっている場合、 次のよ
う な メ ッ セージが現れます。

Do you want to remember password?(Y/N)

こ こ で 「Y」 と入力する と、 パス ワード が保存されます。 次回からは、 パス ワード を入
力する こ と な く サブエージェ ン ト を起動でき ます。

「N」 と入力し た場合は、 次回から もパス ワード を求められます。

サブエージェントの停止

サブエージェ ン ト を停止するには、 次のコマン ド を実行し て く ださい。

/sbin/init.d/ndssnmpsa stop

SNMP による eDirectory の監視

eDirectory の動作を監視するために、 SNMP の機能であ る ト ラ ッ プや統計を使 う こ と が
でき ます。

ただし、 そのためには、 NCP サーバ、 LDAP グループ、 LDAP サーバオブジェ ク ト に
対し て、 次のよ う な権利が必要です。

NCP サーバオブジェ ク ト に対する スーパバイザ権

LDAP グループオブジェ ク ト の 「LDAP ク リ アテキス ト パス ワード を許可する」 属
性に対する読み出し権利 

LDAP サーバオブジェ ク ト の LDAP TCP Port 属性、LDAP SSL Port 属性に対する読み
出し権利

通常、 管理者と し て ロ グ イ ン し たユーザな らば、 SNMP によ り eDirectory サーバを監視
する上で問題が生じ る こ と はあ り ません。
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トラップ

ndsServerStart  (2001) および ndsServerStop (2002) を設定できなかった ト ラ ッ プの中から、
119 個の ト ラ ッ プが SNMP コ ンポーネン ト によ って生成されます。 これらの ト ラ ッ プ
はデフ ォル ト で有効です。 

ト ラ ッ プの生成状況は MIB ブラ ウザで確認でき ます。

注 : なお、42 番、92 番、100 番のトラップは、NetWare の場合しか生成されません。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件

1 ndsCreateEntry 新規オブジェクトがディレクトリに追加されたとき。 

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne®、iManager などを使って

オブジェクトを生成したとき。

2 ndsDeleteEntry オブジェクトが削除されたとき。

例： 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って

オブジェクトを削除したとき。

3 ndsRenameEntry オブジェクト名が変更されたとき。 

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って

オブジェクト名を変更したとき。

4 ndsMoveSourceEntry オブジェクトのコンテクストが変わったとき。このトラップ
により、変更前のコンテクストが通知されます。

例：

ldapmodrdn や ldapsdk でオブジェクトを移動したとき。

5 ndsAddValue オブジェクトの属性値が追加されたとき。 

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

属性に新しい値を追加したとき。

注 : 返される値が NULL の場合は、セキュリティ保護された

チャネルを経由してディレクトリにアクセスする必要があり
ます。詳細については、494 ページの「暗号化属性にアクセ

スする」を参照してください。
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6 ndsDeleteValue オブジェクトの属性値が削除されたとき。

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

属性値を削除したとき。

注 : 返される値が NULL の場合は、セキュリティ保護された

チャネルを経由してディレクトリにアクセスする必要があり
ます。詳細については、494 ページの「暗号化属性にアクセ

スする」を参照してください。

7 ndsCloseStream ストリーム属性が変更されたとき。

8 ndsDeleteAttribute オブジェクトの属性値 ( 単一値と定義されているもの ) が削

除されたとき。

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

属性値を削除したとき。

注 : 返される値が NULL の場合は、セキュリティ保護された

チャネルを経由してディレクトリにアクセスする必要があり
ます。詳細については、494 ページの「暗号化属性にアクセ

スする」を参照してください。

9 ndsCheckSecurityEquiv あるエントリの同等セキュリティベクトルが検査されたとき。

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

同等セキュリティ属性を変更したとき。

10 ndsUpdateSecurityEquiv あるエントリの同等セキュリティベクトルが変更されたとき。

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

同等セキュリティ属性を変更したとき。

11 ndsMoveDestEntry オブジェクトのコンテクストが変わったとき。このトラップ
により、変更後のコンテクストが通知されます。

例：

ldapmodrdn や ldapsdk でオブジェクトを移動したとき。

12 ndsDeleteUnusedExtref バックリンクオブジェクトが削除されたとき。

13 ndsAgentOpenLocal ローカルディレクトリエージェントがオープンされたとき。

例：

標準修復を実行したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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14 ndsAgentCloseLocal ローカルディレクトリエージェントがクローズされたとき。

例：

標準修復を実行したとき。

15 ndsDSABadVerb DSAgent 要求に関連づけられたバーブ番号が正しくないとき。

例：

DClient 呼び出しを使って、eDirectory に不正なバーブ要求を

送ったとき。

16 ndsMoveSubtree コンテナオブジェクトがそれに含まれるオブジェクトと共に
移動されたとき。

例：LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使っ

て、パーティションを他のコンテキストに移動したとき。

17 ndsNoReplicaPointer レプリカにレプリカポインタが関連づけられていないとき。

18 ndsSyncInEnd インバウンド同期が終了したとき。

19 ndsBacklinkSecurEquiv バックリンク操作により、オブジェクトの同等セキュリティ
ベクトルが更新されたとき。

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

同等セキュリティ属性を変更したとき。

20 ndsBacklinkOperPrivChg バックリンク操作により、オブジェクトのコンソールオペ
レータ権利が変更されたとき。

21 ndsDeleteSubtree コンテナオブジェクトがそれに含まれるオブジェクトと共に
削除されたとき。

22 ndsReferral 参照が作成されたとき。

23 ndsUpdateClassDef スキーマクラス定義が更新されたとき。 

例：

新規クラスまたは属性をプライマリサーバに追加し、セカン
ダリサーバ側で、LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、
iManager などを使って同期を取ったとき。

24 ndsUpdateAttributeDef スキーマ属性定義が更新されたとき。

例：

新規属性をプライマリサーバに追加し、セカンダリサーバ側
で、LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使っ

て同期を取ったとき。

25 ndsLostEntry eDirectory のローカルサーバには存在しないはずのエントリ

に対する更新要求があったとき。

26 ndsPurgeEntryFail パージ処理に失敗したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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27 ndsPurgeStart パージ処理を開始したとき。

例：

dstrace を実行し、ndstrace=*j と設定したとき。

28 ndsPurgeEnd パージ処理が終了したとき。

例：

dstrace を実行し、ndstrace=*j と設定したとき。

29 ndsLimberDone limber 処理が終了したとき。

例：

dstrace の設定により、所定の時間間隔で limber ( レプリカの

同期更新 ) 処理が起動され、終了したとき。

30 ndsPartitionSplitDone パーティション分割処理が終了したとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成したとき。

31 ndsSyncServerOutStart ある特定のサーバに同期するアウトバウンド同期処理が起動
されたとき。

例：

dstrace の設定により、所定の時間間隔でアウトバウンド同

期処理が起動されたとき。

32 ndsSyncServerOutEnd ある特定のサーバに同期するアウトバウンド同期処理が終了
したとき。

例：

dstrace の設定により、所定の時間間隔でアウトバウンド同

期処理が起動され、終了したとき。

33 ndsSyncPartitionStart パーティション同期処理が起動されたとき。

例：

あるコンテナをパーティション分割したとき。

34 ndsSyncPartitionEnd パーティション同期処理が終了したとき。

例：

あるコンテナをパーティション分割したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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35 ndsMoveTreeStart サブツリーの移動処理が起動されたとき。 

パーティションの移動に伴い、サブツリーも移動します。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成し、他のコンテナに移動したとき。

36 ndsMoveTreeEnd サブツリーの移動処理が終了したとき。

パーティションの結合処理に伴い、サブツリーも移動します。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成し、他のコンテナに移動したとき。

37 ndsJoinPartitionDone パーティションの結合処理が終了したとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成し、他のパーティションと結合したとき。

38 ndsPartitionLocked パーティションがロックされたとき ( 結合処理の際など ) 。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成したとき。

39 ndsPartitionUnlocked パーティションのロックが解除されたとき ( 結合処理が終了

したときなど ) 。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成したとき。

40 ndsSchemaSync スキーマの同期処理が起こったとき。

例：

ldapsdk schsync のスケジュール設定により、スキーマの同

期処理が始まったとき。

41 ndsNameCollision 他のサーバにある別のオブジェクトと名前が重複 ( 衝突 ) し
たとき。

例：

iMonitor を使い、プライマリサーバとセカンダリサーバのア

ウトバウンド同期処理を無効にした状態で、LDAP ツールを

使って両サーバにユーザオブジェクトを作成したとします。
こうしておいて、iMonitor でアウトバウンド同期処理を実行

すると、衝突が起こります。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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42 ndsNLMLoaded NetWare で、NLMTM プログラムがロードされたとき。 

このトラップは NetWare でのみ発生します。

例：

nldap.nlm をロードまたはアンロードしたとき。

43 ndsChangeModuleState eDirectory モジュール (NLM / DLM) がロードまたはアンロー

ドされたとき。

例：

nldap モジュールをロードまたはアンロードしたとき。

44 ndsLumberDone バックグラウンドでの limber 処理が始まったとき。

45 ndsBacklinkProcDone バックリンク処理が終了したとき。

例：

dstrace の設定により、所定の時間間隔でバックリンク処理

が起動され、終了したとき。

46 ndsServerRename サーバ名が変更されたとき。

例：

ldapmodrdn または ldapsdk を使って、サーバ名を変更した

とき。

47 ndsSyntheticTime 将来のタイムスタンプを付与したオブジェクトが作成された
とき。eDirectory サーバの同期に際しては、合成時刻として

扱うことになります。

例：

ndsconfig を使って、セカンダリサーバをツリーに追加した

とき。

48 ndsServerAddressChange limber 処理によりサーバ参照が変更されたとき。

例：

サーバの IP アドレスを変更して ndsd を再起動したとき。

49 ndsDSARead エントリが読み出されたとき。

eDirectory を対象とする操作があれば、必ずこのトラップが

生成されます。

例：

ldapsearch を実行したとき。

50 ndsLogin eDirectory へのログインがあったとき。

例：

ndslogin を使ってツリーにログインしたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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51 ndsChangePassword パスワードが変更されたとき。

例：

ldapmodify を使ってユーザオブジェクトのパスワードを変更

したとき。

52 ndsLogout eDirectory からログアウトされたとき。

例：

Novell クライアントからツリーへの接続を切ったとき。

53 ndsAddReplica サーバパーティションにレプリカが追加されたとき。

例：

ndsconfig を使ってツリーに新規レプリカを追加したとき。

54 ndsRemoveReplica レプリカが削除されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、あるサーバからレプ

リカを削除したとき。

55 ndsSplitPartition パーティションが分割されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、パーティションを作

成したとき。

56 ndsJoinPartition ペアレントパーティションにチャイルドパーティションが結
合されたとき。

例：

パーティションを作成しておき、ConsoleOne、iManager な
どを使って結合したとき。

57 ndsChangeReplicaType パーティションのレプリカタイプが変更されたとき。

例：

レプリカタイプをマスタから読み書き用に変更したとき。

58 ndsAddEntry 新規オブジェクトが追加されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、新規オブジェクトを

追加したとき。

59 ndsAbortPartitionOp パーティションに関する処理が中断されたとき。

例：

コンテナのパーティション分割処理を実行し、途中で中断し
たとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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60 ndsRecvReplicaUpdates 同期処理中に、レプリカ側で更新通知を受け取ったとき。

例：

複数のサーバツリーから成る構成の eDirectory サーバで、レ

プリカを保持しているサーバに対して更新要求を送った場
合。この操作は ConsoleOne や iManager で実行できます。

61 ndsRepairTimeStamps レプリカのタイムスタンプが修復されたとき。

例：

dsrepair (Linux および UNIX の場合は ndsrepair、Windows の

場合は NDSCons) を使って、タイムスタンプの DIB 修復処

理を実行したとき。

62 ndsSendReplicaUpdates 同期処理中にレプリカが更新されたとき。

例：

複数のサーバツリーから成る構成の eDirectory サーバで、レ

プリカを保持しているサーバに対して更新要求を送った場
合。この操作は ConsoleOne や iManager で実行できます。

63 ndsVerifyPass パスワードが正しいと確認されたとき。

例：

無効になったパスワードを変更する際、確認のために入力さ
せた旧パスワードが正しいと確認されたとき。

64 ndsBackupEntry エントリがバックアップされたとき。

例：

dsbackup ユーティリティ (Linux および UNIX の場合は

ndsbackup、Windows の場合は NDSCons) を使って、

eDirectory オブジェクトをバックアップしたとき。

65 ndsRestoreEntry エントリが復元されたとき。

例：

dsbackup ユーティリティ (Linux および UNIX の場合は

ndsbackup、Windows の場合は NDSCons) を使って、バック

アップされていた eDirectory オブジェクトを復元したとき。

66 ndsDefineAttributeDef スキーマに属性定義が追加されたとき。

例：

eDirectory ツリースキーマに属性定義を追加して拡張したと

き。ZENWorks®、NMASTM などといった eDirectory 用アプ

リケーションをインストールすると、スキーマは拡張されま
す。また、ConsoleOne や iManager、Linux および UNIX 用

スキーマ拡張ユーティリティ ndssch でも拡張できます。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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67 ndsRemoveAttributeDef スキーマから属性定義が削除されたとき。

例：

eDirectory ツリースキーマから属性定義を削除したとき。属

性は、ConsoleOne や iManager、Linux および UNIX 用ス

キーマ拡張ユーティリティ ndssch を使って削除できます。

68 ndsRemoveClassDef スキーマからクラス定義が削除されたとき。

例：

eDirectory ツリースキーマからオブジェクトクラス定義を削

除したとき。オブジェクトクラスは、ConsoleOneや iManager、
Linux および UNIX 用スキーマ拡張ユーティリティ ndssch を

使って削除できます。

69 ndsDefineClassDef スキーマにクラス定義が追加されたとき。

例：

eDirectory ツリースキーマにクラス定義を追加して拡張した

とき。ZENWorks、NMAS などといった eDirectory 用アプリ

ケーションをインストールすると、スキーマは拡張されま
す。また、ConsoleOne や iManager、Linux および UNIX 用

スキーマ拡張ユーティリティ ndssch でも拡張できます。

70 ndsModifyClassDef クラス定義が変更されたとき。

例：

既存のオブジェクトクラスや属性定義を変更したとき。

71 ndsResetDSCounters eDirectory に内蔵されたカウンタがリセットされたとき。

72 ndsRemoveEntryDir エントリに関連づけられたディレクトリが削除されたとき。

73 ndsCompAttributeValue 属性値が比較されたとき。

例：

属性値を他のオブジェクトの属性値と比較したとき。

ユーザオブジェクトを対象とする LDAP 検索により、入力さ

れた値と電話番号が一致するかどうか検査するような場合。

74 ndsOpenStream ストリーム属性がオープンまたはクローズされたとき。

例：

読み込み用または書き出し用としてストリームを生成した、
あるいはオープンしたとき。

ユーザオブジェクトのログインスクリプトを作成したとき。
DIB ディレクトリ以下にファイルが生成される結果、このト

ラップが発生します。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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75 ndsListSubordinates コンテナオブジェクトに対して、それに含まれるエントリの
リストを取得する処理が実行されたとき。この処理では、コ
ンテナオブジェクトの直下にあるエントリのみが検索の対象
となります。

例： 

ConsoleOne、iManager などを使って、コンテナオブジェク

トをクリックすることにより、これに含まれるオブジェクト
を一覧表示しようとしたとき。

76 ndsListContainerClasses エントリに対して、これを含めることができるクラスのリス
トを取得する処理が実行されたとき。 

例：

あるオブジェクトについて、これを含めることができるクラ
ス ( コンテナクラス ) を一覧表示しようとしたとき。

ユーザオブジェクトを含めることができるコンテナクラス
を検索すれば、Organization ( 組織 ) 、Organization Unit ( 部
署 ) 、Domain ( ドメイン ) などといったクラスが表示される

はずです。

77 ndsInspectEntry エントリの検査処理が実行されたとき。

例：

あるエントリについて、これまでにエラーが発生したことが
あるかどうかを検査しようとしたとき。

バックグラウンドで eDirectory のフラットクリーナ処理を実

行する際にこのイベントが発生する結果、トラップが送られ
ることになります。

78 ndsResendEntry エントリの再送信処理が実行されたとき。

例：

レプリカの作成処理中に、エントリの再送信が起こったと
き。サーバ間の接続に問題があり、オブジェクトの送信に失
敗したような場合に起こります。

79 ndsMutateEntry エントリの変換処理が実行されたとき。

例：

バインダリオブジェクトクラスからユーザオブジェクトクラ
スに変換したとき。

80 ndsMergeEntries 2 つのエントリがマージされたとき。

例：

2 つのユーザオブジェクトをマージしたとき。Entry2 
(ndsEntryName2) を Entry (ndsEntryName) にマージしたよう

な場合。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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81 ndsMergeTree 2 つの eDirectory ツリーがマージされたとき。

例：

dsmerge (Linux および UNIX の場合は ndsmerge、Windows
の場合は NDSCons) を使って、2 つの eDirectory ツリーを

マージしたとき。

82 ndsCreateSubref サブオーディネートリファレンスが生成されたとき。

例：

チャイルドパーティションのレプリカをサーバから削除した
とき。自動的にサブオーディネートリファレンスのレプリカ
が生成され、その結果トラップが発生します。

83 ndsListPartitions パーティションのリスト取得処理が実行されたとき。

例：

ConsoleOne や iManager を使い、パーティションビューや

スキーマビューで eDirectory サーバオブジェクトをクリック

することにより、サーバ上のパーティションを一覧表示した
とき。

84 ndsReadAttribute 属性値が読み出されたとき。

例：

ツリーの検索処理を実行したとき。

85 ndsReadReferences エントリの参照が読み出されたとき。

86 ndsUpdateReplica パーティションレプリカに対して、レプリカの更新処理が実
行されたとき。

例：

あるサーバからユーザを削除したとき。他のサーバ上のレプリ
カでもこれを削除しようとするため、更新処理が起こります。

87 ndsStartUpdateReplica パーティションレプリカに対して、レプリカの更新開始処理
が開始されたとき。

例：

あるサーバからユーザを削除したとき。他のサーバ上のレプリ
カでもこれを削除しようとするため、更新処理が起こります。

88 ndsEndUpdateReplica パーティションレプリカに対して、レプリカの更新処理が実
行され、終了したとき。 

例：

あるサーバからユーザを削除したとき。他のサーバ上のレプリ
カでもこれを削除しようとするため、更新処理が起こります。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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89 ndsSyncPartition パーティションレプリカに対して、パーティションの同期処
理が実行されたとき。

例：

あるパーティションからユーザを削除したとき。ndstrace を

使うと同期処理の状況を見ることができます。

90 ndsSyncSchema ルートのマスタレプリカが、そのスキーマをサーバと同期さ
せる要求を受け取ったとき。

例：

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツール、ndssch ユーティリティなどを使って、

新規クラスを追加したとき。

91 ndsCreateBackLink バックリンクが生成されたとき。ローカルには存在しないオブ
ジェクトが参照されると、バックリンクが生成されます。 

例：

複数のサーバから成る構成で、いくつかのユーザを含むパー
ティションを生成したとします。サーバの 1 つからこのパー

ティションを削除すると、サブオーディネートリファレンスが
生成されます。このとき、削除されたパーティションに存在し
ていたユーザを参照するバックリンクが生成されます。

92 ndsCheckConsoleOperator バックリンカにより、コンソールオペレータの権利が検査さ
れたとき。

このトラップは NetWare でのみ発生します。

93 ndsChangeTreeName ツリー名が変更されたとき。

例：

マージユーティリティ dsmerge/ndsmerge を使ってツリー名

を変更したとき。

94 ndsStartJoinPartition パーティションの結合処理が始まったとき。

例：

ConsoleOne、LDAP ツールなどを使って、パーティション

を結合したとき。

95 ndsAbortJoinPartition パーティションの結合処理が中断されたとき。

例：

ConsoleOne、LDAP ツールなどを使って、パーティション

を結合したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
490   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
96 ndsUpdateSchema スキーマ更新処理が実行されたとき。

例：

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツール、ndssch ユーティリティなどを使って、

新規クラスを追加したとき。

97 ndsStartUpdateSchema スキーマ更新処理が開始されたとき。

例：

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツール、ndssch ユーティリティなどを使って、

新規クラスを追加したとき。

98 ndsEndUpdateSchema スキーマ更新処理が終了したとき。

例：

ConsoleOne から［ウィザード］>［スキーマ］と操作する

か、LDAP ツール、ndssch ユーティリティなどを使って、

新規クラスを追加したとき。

99 ndsMoveTree ツリー移動処理が実行されたとき。

例：

パーティションをあるコンテナから別のコンテナに移動した
とき。

100 ndsReloadDS DS が再ロードされたとき。 

このトラップは NetWare でのみ発生します。

例：

dstrace=*R と設定したとき。

101 ndsConnectToAddress 特定のアドレスとの間で接続が確立されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使ってツリーをブラウズした

とき。

102 ndsSearch 検索処理が実行されたとき。

例：

LDAP ツールを使ってツリーに対する ldapsearch を実行した

とき。

103 ndsPartitionStateChange パーティションが作成または削除されたとき。

例：

新規パーティションを作成したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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104 ndsRemoveBacklink 使われていない外部参照が削除され、該当するオブジェクト
を保持しているサーバに対して、バックリンク削除要求が送
られたとき。

105 ndsLowLevelJoinPartition パーティションの結合処理中に、低レベルの結合処理が実行
されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager、LDAP ツールなどを使って、パー

ティションを結合したとき。

106 ndsCreateNameBase eDirectory ネームベースが作成されたとき。

107 ndsChangeSecurityEquals 同等セキュリティ属性が変更されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、あるユーザの同等セ

キュリティを変更し、管理者と同等にしたとき。

108 ndsRemoveEntry eDirectory からエントリが削除されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、ユーザを削除したとき。

109 ndsCRCFailure 断片化した NCP 要求を構成し直す際に、CRC ( 冗長巡回検

査 ) エラーが発生したとき。

110 ndsModifyEntry eDirectory エントリが変更されたとき。

例：

ConsoleOne、iManager などを使って、ユーザの属性を変更

したとき。

111 ndsNewSchemaEpoch スキーマが DSRepair でリセットされたとき。

例：

Linux および UNIX 上で、ndsrepair -S-Ad を使って新規ス

キーマエポックを作成したとき。

112 ndsLowLevelSplitPartition パーティションを作成する際に、低レベル分割処理が実行さ
れたとき。

例：

ConsoleOne、iManager、LDAP ツールなどを使って、パー

ティションを作成したとき。

113 ndsReplicaInTransition レプリカが追加または削除されたとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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114 ndsAclModify オブジェクトのトラスティが変更された、すなわち ACL 
( アクセス制御リスト ) オブジェクトが変更されたとき。

例： 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

オブジェクトのトラスティを追加、変更、削除したとき。

115 ndsLoginEnable ユーザアカウントを有効にする要求をサーバから受け取った
とき。

例： 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

アカウント属性を無効から有効に変更したとき。

116 ndsLoginDisable ユーザアカウントを無効にする要求をサーバから受け取った
とき。

例： 

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って、

アカウント属性を有効から無効に変更したとき。

117 ndsDetectIntruder 不正侵入を検出したため、ユーザアカウントがロックされた
とき。

例：

LDAP ツール、ICE、ConsoleOne、iManager などを使って

不正侵入 (Intruder) 属性を設定することにより、ユーザアカ

ウントをロックしたとき。

2001 ndsServerStart サブエージェントが eDirectory サーバに、正常に再接続でき

たとき。このトラップには 2 つの変数が含まれています。

ndsTrapTime：サブエージェントが eDirectory サーバに再

接続した時刻を、1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 )
からの経過秒数で表します。 

ndsServerName：サブエージェントが再接続した

eDirectory サーバを表します。

例：

サブエージェントが稼動したままの状態でいったん
eDirectory サーバを停止し、再び起動したとき。

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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暗号化属性にアクセスする

eDirectory 8.8 以降では、 特定の重要データ をデ ィ ス クに保存し た り 、 ネ ッ ト ワーク上
から そのデータにア ク セスする場合に、 データ を暗号化し て保護でき ます。 暗号化属
性へのア ク セスにセキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルを使用する場合は、 事前にそれを
指定でき ます。 詳細については、 247 ページの 「暗号化属性にア ク セスする」 を参照し
て く ださい。

暗号化属性へのア ク セスにセキ ュ リ テ ィ 保護されたチャネルのみを使用する と指定し
ている場合は、 NDS 値イベン ト がブロ ッ ク されます。 値イベン ト に関連する ト ラ ッ プ
の値データは NULL にな り 、 暗号化属性の値を取得するにはセキ ュ リ テ ィ 保護された
チャネルが必要であ る と い う こ と を示すエラー 「-6089」 が返されます。 値データが
NULL になる ト ラ ッ プは次の とお り です。

ndsAddValue

ndsDeleteValue

ndsDeleteAttribute

トラップに関する設定

ト ラ ッ プに関する設定の手順はプラ ッ ト フ ォームによ って異な り ます。

2002 ndsServerStop サブエージェントと eDirectory サーバとの接続が失われたと

き。このトラップには 2 つの変数が含まれています。

ndsTrapTime：サブエージェントが eDirectory サーバと切

断された時刻を、1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 )
からの経過秒数で表します。

ndsServerName：サブエージェントがそれまで接続され

ていた eDirectory サーバを表します。

例：

サブエージェントが稼動中に eDirectory サーバを停止したとき。

プラットフォーム ユーティリティ

NetWare dssnmpsa

Windows ndssnmpcfg

Linux および UNIX ndssnmpconfig

トラップ

番号

トラップ名 生成される条件
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NetWare の場合

NetWare では、 dssnmpsa を使って ト ラ ッ プに関する設定を行います。 これは sys:\etc\
デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ の機能と し ては、 ト ラ ッ プの有効 / 無効
の切 り 替え、 各 ト ラ ッ プ間の時間間隔の設定、 デフ ォル ト の時間間隔の設定、 操作に
失敗し た場合の ト ラ ッ プの有効化、 すべての ト ラ ッ プの リ ス ト 表示などがあ り ます。

dssnmpsa の使い方が分からな く なった と きは、 コマン ド ラ イ ンから 「help dssnmpsa」
と入力して く ださい。

使用法 ： 

dssnmpsa ト ラ ッ プコマン ド

NetWare で使え る ト ラ ッ プコマン ド については、 495 ページの 「NetWare の ト ラ ッ プコ
マン ド」 を参照し て く ださい。

NetWare のトラップコマンド

トラップコマンド 説明 使用法

DISABLE トラップを無効にするコマンド。
NMS は、トラップが送られてきても

受け取らないようになります。

dssnmpsa “DISABLE トラップ指定 "

「トラップ指定」は次のいずれかの形式
で指定してください。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) を無効にしたい場合：

dssnmpsa "DISABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) 以外をすべて無効にし

たい場合：

dssnmpsa "DISABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例で

は 20 ～ 29 番 ) を無効にしたい場合：

dssnmpsa "DISABLE 20-29"

トラップをすべて無効にしたい場合：

dssnmpsa "DISABLE ALL"
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ENABLE トラップを有効にするコマンド。
NMS は、送られてきたトラップを受

け取るようになります。

dssnmpsa "ENABLE トラップ指定 "

「トラップ指定」は次のいずれかの形式
で指定してください。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) を有効にしたい場合：

dssnmpsa "ENABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) 以外をすべて有効にし

たい場合：

dssnmpsa "ENABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例で

は 20 ～ 29 番 ) を有効にしたい場合：

dssnmpsa "ENABLE 20-29"

トラップをすべて有効にしたい場合：

dssnmpsa "ENABLE ALL"

INTERVAL 時間間隔を設定する、または表示す
るためのコマンド。

ここでいう時間間隔とは、同じト
ラップを繰り返し送る場合に、何秒
間の間隔をおくかを表すものです。 

0 ～ 2,592,000 の範囲 ( 秒単位 ) で設

定してください。 

この範囲外の値を指定した場合、デ
フォルトの時間間隔が指定されたも
のとみなします。 

設定値を 0 とすれば、トラップがす

べて送られるようになります。

時間間隔の設定値を表示する場合：

dssnmpsa"213,240,79 INTERVAL"

複数のトラップについて時間間隔を設
定する場合 ( 次の例では 12 番、17 番、

101 番トラップについて 5 秒と設定 )：

dssnmpsa "12 17 101 INTERVAL 5"

デフォルトの時間間隔を表示する場合：

dssnmpsa "DEFAULT INTERVAL"

デフォルトの時間間隔を設定する場合：

dssnmpsa "DEFAULT INTERVAL = 10" 

トラップコマンド 説明 使用法
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LIST ある条件を満たすトラップ番号を一
覧表示するコマンド。 

dssnmpsa LIST トラップ指定

「トラップ指定」には、トラップ番号の
ほか、以下に述べるキーワードで条件
を指定できます。

ALL、ENABLED、DISABLED、

FAILED、またはこれらを論理演算子で

つないだもの。

例：

有効なトラップをすべて、名称を添え
て表示：

dssnmpsa LIST ENABLED

無効なトラップをすべて、名称を添え
て表示：

dssnmpsa LIST DISABLED

117 種類すべてのトラップについて、

名称を添えて表示：

dssnmpsa LIST ALL

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) のトラップについて、名称を添

えて表示：

dssnmpsa LIST ID = 12,224,300

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) 以外のトラップをすべて、名称

を添えて表示：

dssnmpsa LIST ID != 12,224,300

有効なエラートラップをすべて、名称
を添えて表示：

dssnmpsa LIST FAILED

トラップコマンド 説明 使用法
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READ_CFG 設定ファイル ndstrap.cfg を参照し

て、ディレクトリ構成を再設定する
コマンド。

環境設定ファイルの設定に加えられ
た変更はすべて有効になります。い
くつものコマンドを ndstrap.cfg に記

述しておき、ひとまとめにして実行
する、という使い方を主として想定
したユーティリティです。

ndstrap.cfg は sys:\etc\ 以下にあり

ます。

ndstrap.cfg ファイルでは、トラップ

の環境設定に使用されるオペレー
ショナルパラメータを設定し、
SNMP トラップの操作を設定する方

法を指定します。このファイルは、
READ_CFG コマンドにより起動され

る、トラップの環境設定ユーティリ
ティ ndssnmpconfig が参照します。

dssnmpsa "READ_CFG"

FAILURE エラートラップをすべて表示するコ
マンド。 

エラートラップとは、イベントの失敗
時に生成されるトラップのことです。

注 : エラートラップをいったん無効

にし、「enable trapid」コマンドで再

び有効にすると、エラートラップで
はなく、正常に処理されたことを表
すトラップとして扱われるようにな
ります。

dssnmpsa "FAILURE トラップ指定 "

「トラップ指定」には、トラップ番号を
コンマまたはスペースで区切って指定
するほか、キーワード「ALL」や論理

式を指定できます。

例：

複数のトラップをエラートラップと
設定：

dssnmpsa "FAILURE 10,11,100"

指定した番号以外のすべてのトラップ
をエラートラップと設定：

dssnmpsa "FAILURE ID != 24,30"

すべてのトラップをエラートラップと
設定：

dssnmpsa "FAILURE ALL"

トラップコマンド 説明 使用法
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Windows の場合

Windows では、 ndssnmpcfg を使って ト ラ ッ プに関する設定を行います。 このユーテ ィ
リ テ ィ はイ ン ス ト ールパス \snmp\ デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ の機
能と し ては、 ト ラ ッ プの有効 / 無効の切 り 替え、 各 ト ラ ッ プ間の時間間隔の設定、 デ
フ ォル ト の時間間隔の設定、 操作に失敗し た場合の ト ラ ッ プの有効化、 すべての ト
ラ ッ プの リ ス ト 表示などがあ り ます。

使用法 ： 

ndssnmpcfg -h [ ホス ト 名 [ : ポー ト ]] -p パス ワード  -a ユーザ FDN -c コマン ド

Windows のトラップコマンド

パラメータ 説明

-h DNS ホスト名または IP アドレス

-p 認証に使う「ユーザ FDN」パスワード

-a 管理者権限を持つユーザの完全識別名

-c トラップコマンド (499 ページの「Windows のトラップコマンド」を参照 )

トラップコマンド 説明 使用法

DISABLE トラップを無効にするコマンド。
NMS は、トラップが送られてきても

受け取らないようになります。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) を無効にしたい場合：

ndssnmpcfg "DISABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) 以外をすべて無効にし

たい場合：

ndssnmpcfg "DISABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例で

は 20 ～ 29 番 ) を無効にしたい場合：

ndssnmpcfg "DISABLE 20-29"

トラップをすべて無効にしたい場合：

ndssnmpcfg "DISABLE ALL"
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ENABLE トラップを有効にするコマンド。
NMS は、送られてきたトラップを受

け取るようになります。

ndssnmpcfg "ENABLE トラップ指定 "

「トラップ指定」は次のいずれかの形式
で指定してください。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) を有効にしたい場合：

ndssnmpcfg "ENABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) 以外をすべて有効にし

たい場合：

ndssnmpcfg "ENABLE ID != 10, 11, 100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例で

は 20 ～ 29 番 ) を有効にしたい場合：

ndssnmpcfg "ENABLE 20-29"

トラップをすべて有効にしたい場合：

ndssnmpcfg "ENABLE ALL"

INTERVAL 時間間隔を設定する、または表示す
るためのコマンド。

ここでいう時間間隔とは、同じト
ラップを繰り返し送る場合に、何秒
間の間隔をおくかを表すものです。 

0 ～ 2,592,000 の範囲 ( 秒単位 ) で設

定してください。 

この範囲外の値を指定した場合、デ
フォルトの時間間隔が指定されたも
のとみなします。 

設定値を 0 とすれば、トラップがす

べて送られるようになります。

時間間隔の設定値を表示する場合：

ndssnmpcfg "213,240,79 INTERVAL"

複数のトラップについて時間間隔を設
定する場合 ( 次の例では 12 番、17 番、

101 番トラップについて 5 秒と設定 )：

ndssnmpcfg "12 17 101 INTERVAL 5"

デフォルトの時間間隔を表示する場合：

ndssnmpcfg "DEFAULT INTERVAL"

デフォルトの時間間隔を設定する場合：

ndssnmpcfg "DEFAULT INTERVAL=10"

トラップコマンド 説明 使用法
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LIST ある条件を満たすトラップ番号を一
覧表示するコマンド。 

ndssnmpcfg LIST トラップ指定

「トラップ指定」には、トラップ番号の
ほか、以下に述べるキーワードで条件
を指定できます。

ALL、ENABLED、DISABLED、FAILED、

またはこれらを論理演算子でつないだ
もの。

例：

有効なトラップをすべて、名称を添え
て表示：

ndssnmpcfg LIST ENABLED

無効なトラップをすべて、名称を添え
て表示：

ndssnmpcfg LIST DISABLED

117 種類すべてのトラップについて、

名称を添えて表示：

ndssnmpcfg LIST ALL

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) のトラップについて、名称を添

えて表示：

ndssnmpcfg LIST ID = 12,224,300

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) 以外のトラップをすべて、名称

を添えて表示：

ndssnmpcfg LIST ID != 12,224,300

有効なエラートラップをすべて、名称
を添えて表示：

ndssnmpcfg LIST FAILED

トラップコマンド 説明 使用法
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READ_CFG 設定ファイル ndstrap.cfg を参照し

て、ディレクトリ構成を再設定する
コマンド。

環境設定ファイルの設定に加えられ
た変更はすべて有効になります。い
くつものコマンドを ndstrap.cfg に記

述しておき、ひとまとめにして実行
する、という使い方を主として想定
したユーティリティです。

ファイル ndstrap.cfg はディレクトリ 
インストールディレクトリ \SNMP に
あります。

ndstrap.cfg ファイルでは、トラップ

の環境設定に使用されるオペレー
ショナルパラメータを設定し、SNMP
トラップの操作を設定する方法を指
定します。このファイルは、
READ_CFG コマンドにより起動され

る、トラップの環境設定ユーティリ
ティ ndssnmpcfg が参照します。

ndssnmpcfg "READ_CFG"

FAILURE エラートラップをすべて表示するコ
マンド。 

エラートラップとは、イベントの失敗
時に生成されるトラップのことです。

注 : エラートラップをいったん無効に

し、「enable trapid」コマンドで再び

有効にすると、エラートラップでは
なく、正常に処理されたことを表す
トラップとして扱われるようになり
ます。

ndssnmpcfg "FAILURE トラップ指定 " 

「トラップ指定」には、トラップ番号を
コンマまたはスペースで区切って指定
するほか、キーワード「ALL」や論理

式を指定できます。

例：

複数のトラップをエラートラップと
設定：

ndssnmpcfg "FAILURE 10,11,100"

指定した番号以外のすべてのトラップ
をエラートラップと設定：

ndssnmpcfg "FAILURE ID != 24,30"

すべてのトラップをエラートラップと
設定：

ndssnmpcfg "FAILURE ALL"

トラップコマンド 説明 使用法
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Linux、UNIX の場合：

Linux および UNIX では、 ndssnmpconfig を使って ト ラ ッ プに関する設定を行います。
これは /etc/ndssnmp/ デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ の機能と し ては、
ト ラ ッ プの有効 / 無効の切 り 替え、 各 ト ラ ッ プ間の時間間隔の設定、 デフ ォル ト の時間
間隔の設定、 操作に失敗し た場合の ト ラ ッ プの有効化、 すべての ト ラ ッ プの リ ス ト 表
示などがあ り ます。

使用法 ： 

ndssnmpconfig -h [ ホス ト 名 [ : ポー ト ]] -p パス ワード  -a ユーザ FDN -c コマン ド

Linux および UNIX のトラップコマンド

パラメータ 説明

-h DNS ホスト名または IP アドレス

-p 認証に使う「ユーザ FDN」パスワード

-a 管理者権利を持つユーザの完全識別名

-c トラップコマンド (503 ページの「Linux および UNIX のトラップコマンド」

を参照 )

トラップコマンド 説明 使用法

DISABLE トラップを無効にするコマンド。
NMS は、トラップが送られてきても

受け取らないようになります。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) を無効にしたい場合：

ndssnmpconfig "DISABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) 以外をすべて無効にし

たい場合：

ndssnmpconfig "DISABLE ID != 10, 11, 
100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例で

は 20 ～ 29 番 ) を無効にしたい場合：

ndssnmpconfig "DISABLE 20-29"

トラップをすべて無効にしたい場合：

ndssnmpconfig "DISABLE ALL"
Novell eDirectory の SNMP サポート 503



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
ENABLE トラップを有効にするコマンド。
NMS は、送られてきたトラップを受

け取るようになります。

ndssnmpconfig "ENABLE トラップ指定 "

「トラップ指定」は次のいずれかの形式
で指定してください。

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) を有効にしたい場合：

ndssnmpconfig "ENABLE 10, 11, 100"

特定のトラップ ( 次の例では 10 番、

11 番、100 番 ) 以外をすべて有効にし

たい場合：

ndssnmpconfig "ENABLE ID != 10, 11, 
100"

ある範囲の番号のトラップ ( 次の例で

は 20 ～ 29 番 ) を有効にしたい場合：

ndssnmpconfig "ENABLE 20-29"

トラップをすべて有効にしたい場合：

ndssnmpconfig "ENABLE ALL"

INTERVAL 時間間隔を設定する、または表示す
るためのコマンド。

ここでいう時間間隔とは、同じト
ラップを繰り返し送る場合に、何秒
間の間隔をおくかを表すものです。 

0 ～ 2,592,000 の範囲 ( 秒単位 ) で設

定してください。 

この範囲外の値を指定した場合、デ
フォルトの時間間隔が指定されたも
のとみなします。 

設定値を 0 とすれば、トラップがす

べて送られるようになります。

時間間隔の設定値を表示する場合：

ndssnmpconfig "213,240,79 INTERVAL"

複数のトラップについて時間間隔を設
定する場合 ( 次の例では 12 番、17 番、

101 番トラップについて 5 秒と設定 )：

ndssnmpconfig "12 17 101 INTERVAL 5"

デフォルトの時間間隔を表示する場合：

ndssnmpconfig "DEFAULT INTERVAL"

デフォルトの時間間隔を設定する場合：

ndssnmpconfig "DEFAULT 
INTERVAL=10"

トラップコマンド 説明 使用法
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LIST ある条件を満たすトラップ番号を一
覧表示するコマンド。 

ndssnmpconfig LIST < トラップ指定 >

「トラップ指定」には、トラップ番号の
ほか、以下に述べるキーワードで条件
を指定できます。

ALL、ENABLED、DISABLED、FAILED、

またはこれらを論理演算子でつないだ
もの。

例：

有効なトラップをすべて、名称を添え
て表示：

ndssnmpconfig LIST ENABLED

無効なトラップをすべて、名称を添え
て表示：

ndssnmpconfig LIST DISABLED

117 種類すべてのトラップについて、

名称を添えて表示：

ndssnmpconfig LIST ALL

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) のトラップについて、名称を添

えて表示：

ndssnmpconfig LIST ID = 12,224,300

特定の番号 ( 次の例では 12 番、224 番、

300 番 ) 以外のトラップをすべて、名称

を添えて表示：

ndssnmpconfig LIST ID != 12,224,300

有効なエラートラップをすべて、名称
を添えて表示：

ndssnmpconfig LIST FAILED

トラップコマンド 説明 使用法
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統計情報

507 ページの 「ndsDbCache」

508 ページの 「ndsDbConfig」

508 ページの 「ndsProtoIfOps」

510 ページの 「ndsServerInt」

READ_CFG 設定ファイル ndstrap.cfg を参照して、

ディレクトリ構成を再設定するコマ
ンド。

環境設定ファイルの設定に加えられ
た変更はすべて有効になります。い
くつものコマンドを ndstrap.cfg に記

述しておき、ひとまとめにして実行
する、という使い方を主として想定
したユーティリティです。

ファイル ndstrap.cfg はディレクトリ /
etc/ndssnmp/ にあります。

ndstrap.cfg ファイルでは、トラップ

の環境設定に使用されるオペレー
ショナルパラメータを設定し、SNMP
トラップの操作を設定する方法を指
定します。このファイルは、
READ_CFG コマンドにより起動され

る、トラップの環境設定ユーティリ
ティ ndssnmpcfg が参照します。

ndssnmpconfig "READ_CFG"

FAILURE エラートラップをすべて表示するコ
マンド。 

エラートラップとは、イベントの失敗
時に生成されるトラップのことです。

注 : エラートラップをいったん無効に

し、「enable trapid」コマンドで再び

有効にすると、エラートラップでは
なく、正常に処理されたことを表す
トラップとして扱われるようになり
ます。

ndssnmpconfig "FAILURE トラップ指定 " 

「トラップ指定」には、トラップ番号を
コンマまたはスペースで区切って指定
するほか、キーワード「ALL」や論理

式を指定できます。

例：

複数のトラップをエラートラップと
設定：

ndssnmpconfig "FAILURE 10,11,100"

指定した番号以外のすべてのトラップ
をエラートラップと設定：

ndssnmpconfig "FAILURE ID != 24,30"

すべてのトラップをエラートラップと
設定：

ndssnmpconfig  "FAILURE ALL"

トラップコマンド 説明 使用法
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ndsDbCache

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsDbSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを固有に識別する

インデックス。

ndsDbDibSize eDirectory データベースの容量 (KB 単位 ) 。

ndsDbBlockSize eDirectory データベースのブロック容量 (KB 単位 ) 。

ndsDbEntryCacheMaxSize エントリキャッシュの 大容量 (KB 単位 ) 。

ndsDbBlockCacheMaxSize ブロックキャッシュの 大容量 (KB 単位 ) 。

ndsDbEntryCacheCurrentSize 現在のエントリキャッシュ容量。

ndsDbBlockCacheCurrentSize 現在のブロックキャッシュ容量。

ndsDbEntryCacheCount キャッシュ内のエントリ数。

ndsDbBlockCacheCount キャッシュ内のブロック数。

ndsDbEntryCacheOldVerCount キャッシュ内に残っている旧バージョンのエントリ数。

ndsDbBlockCacheOldVerCount キャッシュ内に残っている旧バージョンのブロック数。

ndsDbEntryCacheOldVerSize 旧バージョンのエントリキャッシュ容量。

ndsDbBlockCacheOldVerSize 旧バージョンのブロックキャッシュ容量。

ndsDbEntryCacheHits キャッシュ内のエントリがヒットした回数。

ndsDbBlockCacheHits キャッシュ内のブロックがヒットした回数。

ndsDbEntryCacheHitLooks キャッシュ内のエントリがヒットするかどうか試みら
れた回数。

ndsDbBlockCacheHitLooks キャッシュ内のブロックがヒットするかどうか試みら
れた回数。

ndsDbEntryCacheFaults キャッシュ内のエントリがヒットしなかった回数。

ndsDbBlockCacheFaults キャッシュ内のブロックがヒットしなかった回数。

ndsDbEntryCacheFaultLooks キャッシュ内のエントリがヒットしないかどうか試み
られた回数。

ndsDbBlockCacheFaultLooks キャッシュ内のブロックがヒットしないかどうか試み
られた回数。
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ndsDbConfig

ndsProtoIfOps

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsDbCfgSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを固有に識別する

インデックス。

ndsDbCfgDynamicCacheAdjust 動的キャッシュ調整が有効かどうか。

0 = 無効

1 = 有効

ndsDbCfgDynamicCacheAdjustPercent 動的キャッシュ調整に、空きメモリの何 % を割り当

てるか。

ndsDbCfgDynamicCacheAdjustMin 動的キャッシュ調整に使う 小容量。キャッシュ容量
制限を KB 単位で表したもの。

ndsDbCfgDynamicCacheAdjustMinToLeave 動的キャッシュ調整に使う 小容量のうち、利用可能
なメモリから差し引く容量 (KB 単位 ) 。

ndsDbCfgHardLimitCacheAdjust キャッシュ調整に割り当てるメモリ容量にハード制限
を設定するかどうか。

0 = 無効

1 = 有効

ndsDbCfgHardLimitCacheAdjustMax キャッシュの 大容量 (KB 単位 ) 。これはハードメモ

リ制限を表します。

ndsDbCfgBlockCachePercent ブロックキャッシュに割り当てる比率。

ndsDbCfgCacheAdjustInterval キャッシュ調整を行う時間間隔 ( 秒単位 ) 。

ndsDbCfgCacheCleanupInterval キャッシュのクリーンアップを行う時間間隔 (秒単位 ) 。

ndsDbCfgPermanentSettings 常時接続の設定が有効かどうか。

0 = 無効

1 = 有効

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsProtoIfSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを固有に識別する

インデックス。 

ndsProtoIfIndex eDirectory サーバのプロトコルインタフェースに対応

するエントリを固有に識別するインデックス。 

ndsProtoIfDescription DS プロトコルインタフェースに使うポート番号。

ndsProtoIfUnauthBinds 認証を省略した匿名バインド要求を受け取った回数。
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ndsProtoIfSimpleAuthBinds バインド要求のうち、簡易認証手続きにより認証に成
功したものの回数。簡易認証手続きとは、パスワード
を暗号化して、またはクリアテキストのまま送ること
により行うものです。

ndsProtoIfStrongAuthBinds バインド要求のうち、強度の高い認証手続きである
SASL および X.500 の認証に成功したものの回数。

外部認証手続きによるものも数に含みます。

ndsProtoIfBindSecurityErrors バインド要求のうち、認証手続きが適切でない、ある
いは認証情報が無効であるために拒否したものの回数。

ndsProtoIfInOps DUA ( ディレクトリユーザエージェント ) または他の

eDirectory サーバから受け取った要求の回数。

ndsProtoIfReadOps 受け取った読み出し要求の数。

ndsProtoIfCompareOps 受け取った比較要求の数。

ndsProtoIfAddEntryOps 受け取ったエントリ追加要求の数。

ndsProtoIfRemoveEntryOps 受け取ったエントリ削除要求の数。

ndsProtoIfModifyEntryOps 受け取ったエントリ変更要求の数。

ndsProtoIfModifyRDNOps 受け取った RDN ( 相対識別名 ) 変更要求の数。

ndsProtoIfListOps 受け取ったリスト要求の数。

ndsProtoIfSearchOps 受け取った検索要求 ( ベースオブジェクト検索、1 レベ

ル検索、サブツリー全体の検索 ) の数。

ndsProtoIfOneLevelSearchOps 受け取った 1 レベル検索要求の数。

ndsProtoIfWholeSubtreeSearchOps 受け取ったサブツリー全体の検索要求の数。

ndsProtoIfExtendedOps 拡張処理の回数。

ndsProtoIfReferrals 処理要求に応じて返した参照の個数。

ndsProtoIfChainings この eDirectory サーバから他の eDirectory サーバに転

送した処理の数。

ndsProtoIfSecurityErrors 受け取った要求のうち、セキュリティ保護方針に合致
しなかったものの数。 

ndsProtoIfErrors 受け取った要求のうち、エラーのため応じなかったも
のの数。ただしセキュリティ保護エラー、参照エラー
を除きます。一部でも処理ができたものは数に含めま
せん。たとえば、名前づけや更新、属性、サービスに
関連するエラーがあります。

ndsProtoIfReplicationUpdatesIn eDirectory サーバから取得した、または受け取ったレ

プリカ作成更新の数。

ndsProtoIfReplicationUpdatesOut eDirectory サーバに送った、または検知されたレプリ

カ作成更新の数。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明
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ndsServerInt

ndsProtoIfInBytes インタフェース上の受信トラフィック ( バイト単位 ) 。
DUA( ディレクトリユーザエージェント ) からの要求、

他の eDirectory サーバからの応答などといったトラ

フィックがこれに当たります。

ndsProtoIfOutBytes インタフェース上の送信トラフィック ( バイト単位 ) 。
DUA や eDirectory サーバへの応答、他の eDirectory
サーバへの要求などといったトラフィックがこれに当
たります。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明

ndsSrvIntSrvApplIndex eDirectory サーバアプリケーションを固有に識別する

インデックス。 

ndsSrvIntProtoIfIndex eDirectory サーバのプロトコルインタフェースに対応

するエントリを固有に識別するインデックス。 

ndsSrvIntIndex このオブジェクトは ndsSrvIntSrvApplIndex および

ndsSrvIntProtoIfIndex と組み合わせて使います。

ndsSrvIntSrvApplIndex で示される eDirectory サーバ

と、特別なプロトコルを使うピア eDirectory サーバと

の間でやり取りされる情報を格納した、仮想的な行を
固有に識別するためのキーとなります。

ndsSrvIntURL ピア eDirectory サーバの URL。

ndsSrvIntTimeOfCreation この行が作成された時刻。1970 年 1 月 1 日午前 0 時

( 万国標準時 ) からの経過秒数で表します。

ndsSrvIntTimeOfLastAttempt ピア eDirectory サーバとの接続を試みた直近の時刻。

1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 ) からの経過

秒数で表します。

ndsSrvIntTimeOfLastSuccess ピア eDirectory サーバと正常に接続できた直近の時

刻。1970 年 1 月 1 日午前 0 時 ( 万国標準時 ) からの

経過秒数で表します。

ndsSrvIntFailuresSinceLastSuccess ピア eDirectory サーバと正常に接続した直近の時刻以

降に発生したエラーの数。まだ一度も正常に接続でき
ていない場合は、このエントリが作成されて以来のエ
ラー数。

ndsSrvIntFailures このエントリが作成されて以来、ピア eDirectory サー

バとの接続に失敗した回数。

ndsSrvIntSuccesses このエントリが作成されて以来、ピア eDirectory サー

バとの接続に成功した回数。

ディレクトリ以下にある管理対象オブジェクト 説明
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トラブルシューティング

問題を迅速に解決でき る よ う 、 実際に発生し たエラー状況、 その解決に役立つ情報が、
ロ グフ ァ イルに記録されています。

詳し く は 「Troubleshooting SNMP」 を参照し て く ださい。

プラットフォーム サブエージェント サーバ マスタ

Windows NT / 2000 インストールディレク
トリ
\nds\dssnmpsa.log

インストールディレク
トリ
\nds\dssnmpsrv.log

該当なし

Solaris /var/opt/novell/
eDirectory/log/
ndssnmpsa.log 

/var/opt/novell/
eDirectory/log/ndsd.log

/var/adm/messages

Linux /var/opt/novell/
eDirectory/log/
ndssnmpsa.log

/var/opt/novell/
eDirectory/log/ndsd.log

/var/log/messages

AIX /var/opt/novell/
eDirectory/log/
ndssnmpsa.log

/var/opt/novell/
eDirectory/log/ndsd.log

/var/adm/messages

HP-UX /var/opt/novell/
eDirectory/log/
ndssnmpsa.log

/var/opt/novell/
eDirectory/log/ndsd.log

net-snmp-5.0.8 マスタエー

ジェント : /usr/adm/
snmpd.log

NAA エージェント : /var/
adm/snmpd.log
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16 Novell eDirectory のメンテナンス

Novell® eDirectoryTM のパフ ォーマン ス を 適にするには、 定期的なヘルスチェ ッ ク手順
を実行し、 必要に応じ てハード ウ ェ アのア ッ プグレードや交換を行ってデ ィ レ ク ト リ を
メ ンテナン スする必要があ り ます。

この章では、 次の メ ンテナン スに関する ト ピ ッ クについて説明し ます。

パフォーマンス

513 ページの 「eDirectory のパフ ォーマン スの改善」

522 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システムでの eDirectory パ
フ ォーマン スの改善」

528 ページの 「eDirectory のパフ ォーマン スの改善」

ヘルスチェック

533 ページの 「eDirectory の正常な動作の維持」

536 ページの 「監視のための リ ソース」

ハードウェアの交換

536 ページの 「ハード ウ ェアのア ッ プグレードやサーバの交換」

eDirectory の回復

543 ページの 「ハード ウ ェア障害後の eDirectory の復元」

eDirectory のパフォーマンスの改善

eDirectory のパフ ォーマンスに も大き く 影響するのは、 キ ャ ッ シュの設定です。 NDS®

の以前のバージ ョ ンでは、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュ制限を指定する こ と によ り 、 eDirectory
がキ ャ ッ シュに使用する メ モ リ 量を制御でき ま した。 デフ ォル ト では、 8 MB の RAM が
キ ャ ッ シュに使用されていま した。 

eDirectory 8.5 以降では、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュ制限およびエン ト リ キ ャ ッ シ ュ制限を指
定でき ます。 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュは NDS の前のバージ ョ ンでも使用可能で、 データ
ベースの物理ブロ ッ クのみをキ ャ ッ シュ し ます。 エン ト リ キ ャ ッ シュは eDirectory 8.5
に導入された機能で、 データベースの論理エン ト リ をキ ャ ッ シュ し ます。 エン ト リ を
キ ャ ッ シ ュする こ と で、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュから メ モ リ 内にエン ト リ を イ ン ス タ ン ス
化するために要する処理時間を削減でき ます。

この 2 つのキ ャ ッ シ ュにはい く らか重複する部分があ り ますが、 各キ ャ ッ シュはそれ
ぞれ異な る操作でのパフ ォーマン ス を向上させるために設計されています。 ブロ ッ ク
キ ャ ッ シ ュは、 更新操作で も効果的です。 エン ト リ キ ャ ッ シュは、 名前解決など、
エン ト リ を読み込んで eDirectory ツ リ ーをブラ ウズする操作で も効果的です。 
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ブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュ と エン ト リ キ ャ ッ シュのいずれも、 ク エ リ のパフ ォーマン ス を向
上させます。 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュは、 イ ンデッ ク ス検索を高速化し ます。 エン ト リ
キ ャ ッ シ ュは、 イ ンデッ ク スから参照されるエン ト リ の取得を高速化し ます。

eDirectory 8.8 のデフ ォル ト 値を次に示し ます。

eDirectory を イ ン ス ト ールするサーバにレプ リ カがない場合、デフ ォル ト では 16 MB
のハード メ モ リ 制限が設定され、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュ用に 8 MB、 エン ト リ キ ャ ッ
シ ュ用に 8 MB が使用されます。

 詳細については、 515 ページの 「ハード メ モ リ 制限について」 を参照して く ださい。

サーバにレプ リ カがあ る場合、デフ ォル ト では使用可能 メ モ リ の 51% と い う 動的調
整制限が設定され、 小し きい値は 8 MB、 大し きい値は 24 MB にな り ます。

詳細については、 514 ページの 「動的調整制限について」 を参照し て く ださい。

エントリキャッシュとブロックキャッシュでメモリを配分する

キ ャ ッ シ ュ用に使用可能な全 メ モ リ が、 エン ト リ キ ャ ッ シュ と ブロ ッ ク キ ャ ッ シュ と
で共用されます。 デフ ォル ト では、 均等に配分されます。 NDS 8 の以前のバージ ョ ン
で使用できたブロ ッ ク キ ャ ッ シュ量を維持するには、 eDirectory の合計キ ャ ッ シュサイ
ズを 2 倍にする必要があ り ます。 LDIF イ ンポー ト のパフ ォーマン ス向上のために
キ ャ ッ シ ュ を使用する場合、 合計キ ャ ッ シュサイ ズを 2 倍にするか、 デフ ォル ト の
キ ャ ッ シ ュ設定を変更し ます。 デフ ォル ト のキ ャ ッ シュ設定を変更するには、 516 ペー
ジの 「動的調整制限およびハード メ モ リ 制限を設定する」 を参照し て く ださい。

キ ャ ッ シ ュ可能なブロ ッ ク数およびエン ト リ 数が多いほど、 全体のパフ ォーマン スは
向上し ます。 大きなデータベースの場合には不可能ですが、 データベース全体をエン
ト リ キ ャ ッ シ ュおよびブロ ッ ク キ ャ ッ シュにキ ャ ッ シュできれば理想的です。 一般的
に、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュ と DIB セ ッ ト の比率ができ るだけ 1:1 になる よ う に設定し ま
す。 エン ト リ キ ャ ッ シ ュについては、 1:2 または 1:4 の比率にな る よ う にし ます。 適
なパフ ォーマン ス を得るためには、 これらの比率を上回る よ う にし て く ださい。

デフォルトのキャッシュ設定を使用する

eDirectory には、キ ャ ッ シ ュ メ モ リ の使用量を制御する方法と し て、動的調整制限と ハー
ド メ モ リ 制限の 2 つの方法があ り ます。 どち らの方法も使用でき ますが、 この 2 つは互
いに排他的であ るため同時に両方を使用する こ と はでき ません。 後に使用し た方法に
よ り 、 常に以前の設定が置き換え られます。

動的調整制限について

動的調整制限では、 eDirectory は他のプロ セス によ る メ モリ 消費量の増減に応じ て、
定期的にメ モリ 使用量を 調整し ま す。 制限は、 使用可能な物理メ モリ の割合と し て指
定し ま す。 eDirectory はこ の割合を 使用し 、 一定の間隔で新し いメ モリ 制限を再計算
し ま す。 新し いメ モリ 制限は、 その時点で使用可能な物理メ モリ の割合と し て算出さ
れま す。 

割合と と もに、 し きい値と し て 大値および 小値も設定でき ます。 し きい値はバイ
ト 数で指定し、 eDirectory がその値に調整し ます。 し きい値には、 使用するバイ ト 数、
または使用可能量と し て残すバイ ト 数のいずれかが指定でき ます。 デフ ォル ト の 小
し きい値は 16 MB です。 デフ ォル ト の 大し きい値は 4 GB です。
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小し きい値と 大し きい値によ る制限が矛盾する場合は、 小し きい値が優先され
ます。 た と えば、 次のよ う な設定を指定し た と し ます。

eDirectory がキ ャ ッ シ ュ制限を調整する と きに、 使用可能な物理 メ モ リ が 16 MB あ る と
し ます。 eDirectory は、 新しい制限値を 12 MB と し て算出し ます。 eDirectory は、 算出
し た新しい制限値が 小し きい値と 大し きい値の範囲内にあ るかをチェ ッ ク し ます。
この例では、 大し きい値の設定によ り 10 MB を使用可能量と し て残し てお く 必要が
あ るため、 eDirectory は制限値を 6 MB に設定し ます。 しかし、 小し きい値は 8 MB
であ るため、 eDirectory は 終的に制限値を 8 MB に設定し ます。

動的調整制限では、 間隔の長さ も指定し ます。 デフ ォル ト の間隔は 15 秒です。 間隔が
短いほど、 よ り 新の状態に基づいて メ モ リ が使用されます。 ただし、 割合の再計算
によ り メ モ リ の割 り 当て と解放が発生するため、 必ずし も間隔が短いほど良いわけで
はあ り ません。

ハードメモリ制限について

ハード メ モ リ 制限は、 eDirectory の以前のバージ ョ ンで、 メ モ リ 消費を制御するために
使用されている方法です。 次のいずれかの方法でハード メ モ リ 制限を設定し ます。

固定バイ ト 数

物理 メ モ リ の割合

その期間の物理 メ モ リ の割合が、 固定バイ ト 数にな り ます。

使用可能な物理 メ モ リ の割合

その期間の使用可能な物理 メ モ リ の割合が、 固定バイ ト 数にな り ます。

キャッシュをクリーンアップする

NDS 8 は ト ラ ンザク シ ョ ンの整合性を維持するために、 キ ャ ッ シュ内に複数のバー
ジ ョ ンのブロ ッ ク と エン ト リ を作成し ます。 NDS 8 の以前のバージ ョ ンでは、 これら
のブロ ッ クやエン ト リ は不要になって も削除されませんでし た。 eDirectory 8.8 では、
バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスによ り 定期的にキ ャ ッ シュがブラ ウ ズ され、 古いバージ ョ
ンが消去されます。 これによ り 、 キ ャ ッ シュ メ モ リ の消費量が 小限に抑え られます。
デフ ォル ト のブラ ウ ズ間隔は 15 秒です。 

小しきい値 8 MB

使用する利用可能な物理
メモリの割合 75

大しきい値 10 MB を使用可能量として維持する
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動的調整制限およびハードメモリ制限を設定する

動的調整制限およびハード メ モ リ 制限は、 次のいずれかの方法で設定でき ます。

516 ページの 「Novell iMonitor を使用する」

517 ページの 「_ndsdb.ini フ ァ イルの使用」

Novell iMonitor を使用する

1 ［エージェ ン ト 環境設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［データベースキ ャ ッ シュ］ を ク リ ッ ク し、 次の情報を確認し ます。

データベースキャッシュ情報 説明

大サイズ 指定したキャッシュが拡張できる 大サイズ (KB) です。

現在のサイズ 指定したキャッシュの現在のサイズ (KB) です。

キャッシュされたアイテム 指定したキャッシュ内のアイテム数です。

キャッシュされた古いバージョン 指定したキャッシュ内の古いバージョンの数です。古い
バージョンのキャッシュアイテムは、データベースの読
み込みトランザクションの整合性を維持するために保持
されます。つまり、あるスレッドが読み込みトランザク
ションを実行しており、別のスレッドが書き込みトラン
ザクションを実行している場合、書き込みによって変更
されるブロックの古いバージョンが読み込み操作のため
に保持されます。これは、読み込みのトランザクション
を実行している間に変更処理が発生したとしても、読み
込みの表示結果に整合性があるようにするためです。

古いバージョンのサイズ キャッシュされる古いバージョンのアイテムサイズ
(KB) です。

ヒット 指定したキャッシュ内のアイテムに正常にアクセスでき
た回数です。

ヒット表示 指定したキャッシュ内で、アイテムに正常にアクセスす
る前に参照されたアイテム数です。ヒット表示とヒット
の比率が、キャッシュ検索効率の目安となります。通常、
この比率はほぼ 1:1 になるようにします。

失敗 アイテムが指定したキャッシュ内に見つからず、低いレ
ベルのキャッシュまたはディスクから取得されなければ
ならなかった回数です。

失敗表示 必要なアイテムが指定したキャッシュ内にないと判断さ
れるまでに、キャッシュ内で参照されたアイテムの数で
す。失敗表示と失敗の比率が、キャッシュ検索効率の目
安となります。通常、この比率はほぼ 1:1 になるように

します。
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3 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

4 ［送信］ を ク リ ッ ク し ます。

_ndsdb.ini ファイルの使用

1 _ndsdb.ini をテキス ト エデ ィ タで開き ます。

NetWare® では、 このフ ァ イルは sys:\netware にあ り ます。 通常、 Windows NT およ
び Windows 2000 では、 このフ ァ イルは \Novell\NDS\DIBfiles にあ り ます。

2 フ ァ イルに該当する構文を追加し ます。

オプション 説明

ダイナミック調整 eDirectory データベースのキャッシュに使用するシステ

ムメモリの大きさを、必要と判断される大きさと、次に
示すパラメータに基づいて動的に調整します。

キャッシュ調整パーセンテージ レコードキャッシュおよびブロックキャッシュに使用可
能なメモリの割合です。

キャッシュサイズの制約条件 ダイナミック調整で、指定した制約条件に従います。つ
まり、キャッシュのメモリの大きさを指定した大きさよ
り小さくせず、使用可能なメモリの合計から指定した大
きさを引いた値より大きくしません。

ハードメモリ制限 キャッシュに使用するシステムメモリの正確な大きさ
です。

キャッシュ 大サイズ レコードキャッシュとブロックキャッシュを合わせたサ
イズ (KB) です。

ブロックキャッシュパーセンテージ ブロックキャッシュに割り当てられる使用可能なシステ
ムメモリの割合です。残りの割合が、レコードキャッ
シュに割り当てられます。

キャッシュ調整間隔 この間隔は、ダイナミック調整を設定している場合のみ
使用されます。調整間隔は、指定したパーセンテージと
制約条件に基づき、どれくらいの頻度でキャッシュサイ
ズを調整するかを制御します。

キャッシュクリーンアップ間隔 どれくらいの頻度で古い未使用のバージョンをキャッ
シュから削除するかを制御します。

永続的なキャッシュ設定 このオプションを選択すると、iMonitor を使用して送信

した変更は、前に保存した設定やデフォルトのシステム
設定に上書きされ、永続的な変更になります。

コマンド 変数の説明 定義

cache= キャッシュバ

イト

使用する固定バイト数 ハードメモリ制限を設定します。

たとえば、8 MB のハードメモリ

制限を設定するには、次のよう
に入力します。

cache=8000000
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3 ( オプシ ョ ン ) 動的調整制限の間隔を指定するには、 次の行を追加し ます。

cacheadjustinterval= 秒数

4 (オプシ ョ ン ) エン ト リ と ブロ ッ クの古いバージ ョ ンを ク リ ーンア ッ プする間隔を指
定するには、 次の行を追加し ます。

cachecleanupinterval= 秒数

5 (オプシ ョ ン ) ブロ ッ ク キ ャ ッ シュ と エン ト リ キ ャ ッ シュでの メ モ リ 配分の割合を変
更するには、 次の行を追加し ます。

blockcachepercent= パーセン ト

変数 「パーセン ト 」 は、 0 ～ 100 の範囲で指定する必要があ り ます。 こ こ で指定す
る割合は、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュに使用する キ ャ ッ シ ュ メ モ リ のパーセンテージで
す。 残 り の割合がエン ト リ キ ャ ッ シ ュ用に使用されます。 割合を 0 に設定する こ と
はお勧めでき ません。

6  変更は、 eDirectory サーバの再起動後に有効にな り ます。

cache= キャッシュオ

プション

複数のオプションをコンマで区切
り、任意の順序で指定できます。

DYN 

動的調整制限を設定します。

HARD

ハードメモリ制限を設定し
ます。

%: パーセンテージ

使用する利用可能なメモリま
たは物理メモリの割合を設定
します。

AVAIL または TOTAL

使用可能な物理メモリまたは合
計物理メモリの割合を指定しま
す。ハードメモリ制限において
のみ、使用できます。

MIN: バイト数

小バイト数。

MAX: バイト数

大バイト数。

LEAVE: バイト数

使用可能量として残しておく
小バイト数。

ハードメモリ制限または動的調
整制限を設定します。

たとえば、動的調整制限で使用
可能メモリを 75% に設定し、

小バイト数を 16 MB に設定する

には、次のように入力します。

cache=DYN, 
%:75,MIN:16000000

また、ハードメモリ制限で合計
物理メモリの 75% を設定し、

小バイト数を 16 MB に設定する

には、次のように入力します。

cache=HARD,%:75,MIN: 
16000000

コマンド 変数の説明 定義
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DSTrace を使用して制限を設定する

eDirectory for NetWare を使用し ている場合、 DSTrace で動的調整制限やハード メ モ リ 制
限を設定でき ます。 変更を有効にするために、 サーバを再起動する必要はあ り ません。

1 ( オプシ ョ ン ) 固定バイ ト 数のハード メ モ リ 制限を設定するには、サーバコ ン ソール
で次のよ う に入力し ます。

SET DSTRACE=! MB バイ ト 単位での RAM の使用量

た と えば、 8 MB のハード メ モ リ 制限を設定するには、 次のよ う に入力し ます。

SET DSTRACE=! MB8388608

2 ( オプシ ョ ン ) パーセンテージによ って算出されるハード メ モ リ 制限を設定するに
は、 サーバコ ン ソールで次のよ う に入力し ます。 オプシ ョ ンは、 指定する ものだけ
を入力し ます。

SET DSTRACE=!MHARD,AVAIL OR TOTAL,% ： パーセン ト ,MIN ： バイ ト 数 ,
MAX ： バイ ト 数 ,LEAVE ： 残すバイ ト 数 ,NOSAVE

た と えば、 ハード メ モ リ 制限で合計物理 メ モ リ の 75% を設定し、 小バイ ト 数を
16 MB に設定し て、 これらのオプシ ョ ンを ス ター ト ア ッ プフ ァ イルに保存し ないよ
う に指定するには、 次のよ う に入力し ます。

SET DSTRACE=!MHARD,%:75,MIN:16777216,NOSAVE

3 ( オプシ ョ ン ) 動的調整制限を設定するには、サーバコ ン ソールで次のよ う に入力し
ます。

SET DSTRACE=!MDYN,% ： パーセン ト ,MIN ： バイ ト 数 ,MAX ：
バイ ト 数 ,LEAVE ： 残すバイ ト 数 ,
NOSAVE

た と えば、 動的調整制限で使用可能メ モ リ の 75% を設定し、 小値を 8 MB に設定
するには、 次のよ う に入力し ます。

SET DSTRACE=!MDYN,%:75,MIN:8388608

LDAP for eDirectory をチューニングする

基本的な LDAP サーバのハード ウ ェア と ソ フ ト ウ ェア設定、 チューニングパラ メ ータ、
およびディ レ ク ト リ 編成の ヒ ン ト についての詳細は、 How to Configure and Optimize 
eDirectory LDAP Servers (LDAP サーバを環境設定および 適化する方法 )
 (http://developer.novell.com/research/appnotes/2000/septembe/04/a000904.htm) を参照して く だ
さい。

メモリを管理する

eDirectory は、 データベースキ ャ ッ シ ュ とデ ィ レ ク ト リ のために メ モ リ を使用し ます。
これらは メ モ リ プール と し てそれぞれに割 り 当て られます。 デ ィ レ ク ト リ エンジンは、
オペレーテ ィ ングシステムで利用でき る メ モ リ プールから必要な メ モ リ を取 り 込んで
使用し ます。 データベースは、 次に詳し く 説明するパラ メ ータによ り 定義された
キ ャ ッ シ ュプールを使用し ます。 一般に、 eDirectory に割 り 当てるデータベースキ ャ ッ
シ ュの量が多いほどパフ ォーマン スはよ く な り ます。 ただし、 eDirectory はバッ フ ァ に
システム メ モ リ を使用するため、 ク ラ イ アン ト が ク エ リ を実行し、 そのク エ リ が大量
のデータ を戻す場合には、 デ ィ レ ク ト リ で大量の ク エ リ 応答を行え る よ う に、 データ
ベースキ ャ ッ シ ュのサイ ズを小さ く し て、 システム メ モ リ を確保し なければな ら ない
場合も あ り ます。
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データベースエンジンは、 データベースキ ャ ッ シュ を使用し て、 近ア ク セス し たブ
ロ ッ ク を保持し ます。 このキ ャ ッ シュの初期定義サイ ズは固定値で 16 MB です。 この
キ ャ ッ シ ュのサイ ズは、 出荷バージ ョ ンの eDirectory でコマン ド ラ イ ンから変更でき ま
す。 次の例は、 eDirectory データベースキ ャ ッ シ ュのサイ ズを 80 MB に設定する コマン
ド です。

set dstrace=!mb 80000000

あ るいは、 NetWare サーバ上の SYS:\_netware デ ィ レ ク ト リ または Windows や UNIX の
環境における eDirectory データベース フ ァ イルが格納されたデ ィ レ ク ト リ (Windows で
は通常、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ \nds\dbfiles、 Linux および UNIX では通常、
\var\nds\dib) に _ndsdb.ini と い う 名前のフ ァ イルを定義する こ と もでき ます。 このテキ
ス ト フ ァ イルに、 次のよ う な行を設定するだけです。

cache=80000000

等号 (=) の前後にスペースは入れないで く ださい。

eDirectory 8.8 のキ ャ ッ シュは、 以前のバージ ョ ン と同様に、 ハード制限値に基づいて
初期化でき ます。 さ らに、 上限と下限はハード値で設定でき るほか、 使用可能な メ モ
リ の割合でも設定でき ます。 動的割 り 当て用の制御パラ メ ータ を使用すれば、 キ ャ ッ
シ ュサイ ズを使用状態に応じ て増減させる こ と ができ ます。 適切なパラ メ ータ を設定
すれば、 データベースキ ャ ッ シュは他のシステム リ ソースからの要求に応じ て、 その
サイ ズを増減させます。

_ndsdb.ini フ ァ イルを変更する こ と によ り 、 データベース メ モ リ の使用を手動で制御で
き ます。 INI フ ァ イルコマン ド の形式は次の とお り です。

cache= キ ャ ッ シュのバイ ト 数 # Set a hard memory limit

他の形式を次の表に示し ます。

コマンド 説明

cache= キャッシュオプション ハードメモリ制限または動的調整制限を設定します。複数の
キャッシュオプションをコンマで区切り、任意の順序で指定で
きます。これらはいずれも必須ではありません。キャッシュオ
プションを次に示します。

DYN または HARD 動的制限またはハードメモリ制限。

AVAIL または TOTAL ハードメモリ制限が選択された場合にのみ有効です。動的調整
制限の場合は、これらのオプションは省略します。

%: パーセンテージ 使用可能な物理メモリまたは合計物理メモリの割合。

MIN: バイト数 小バイト数。

MAX: バイト数 大バイト数。

LEAVE: バイト数 OS 用として残す 小バイト数。

blockcachepercent= パーセン

テージ

キャッシュをブロックキャッシュおよびレコードキャッシュに
分離します。
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ハード メ モ リ 制限が指定された状態で、 メ モ リ の割合と し てデータベースキ ャ ッ シュ
を定義する場合、 管理者は、 合計 メ モ リ の割合または使用可能な メ モ リ の割合のいず
れかを選択でき ます。 動的制限の場合には、 必ず利用可能な メ モ リ が基準にな り ます。
次に示すコマン ド例はすべて、 _ndsdb.ini フ ァ イルで使用でき ます。

次の例では、 動的制限を使用可能な メ モ リ の 75%、 小バイ ト 数を 16 MB、 OS 用に残
すバイ ト 数を 32 MB と設定し ています。

cache=DYN,%:75,MIN:16000000, LEAVE 32000000

次の例では、 ハード メ モ リ 制限を合計物理 メ モ リ の 75%、 小バイ ト 数を 18 MB、
大バイ ト 数を 512 MB と設定し ています。

cache=HARD, TOTAL,%:75,MIN:18000000, MAX 512000000

次の例は古いス タ イルのコマン ド で、 ハード メ モ リ 制限を 8 MB に設定し ています。

cache=8000000

データベースキ ャ ッ シュは、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュ と レ コード キ ャ ッ シュに配分されま
す。 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュには、 デ ィ ス クに格納されたデータの ミ ラーと し て、 データ
ブロ ッ ク と イ ンデッ ク スブロ ッ クが保持されます。 レ コード キ ャ ッ シュには、 メ モ リ
に展開された形でのデ ィ レ ク ト リ オブジェ ク ト と属性が保持されます。 デ ィ レ ク ト リ
への追加や更新では、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シュの設定が使用されます。 大半の処理が読み
込みの場合には、 レ コード キ ャ ッ シュが使用されます。 適切なサイ ズのキ ャ ッ シュ を
割 り 当てないで多数の順次更新処理を実行する と、 両方のキ ャ ッ シュにス ラ ッ シュ状
態を招 く こ と があ り ます。 指定によ って変更し ない場合、 キ ャ ッ シュの 50% がブロ ッ
ク キ ャ ッ シ ュに、 50% がレ コード キ ャ ッ シ ュに割 り 当て られます。 blockcachepercent オ
プシ ョ ンを _ndsdb.ini フ ァ イルに追加する こ と によ り 、 データブロ ッ ク と イ ンデッ ク ス
ブロ ッ クに割 り 当てる キ ャ ッ シュの比率を指定でき ます ( デフ ォル ト は 50% です ) 。
残 り のキ ャ ッ シ ュ領域はエン ト リ に使用されます。

た と えば、 60% をブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュに、 40% を レ コード キ ャ ッ シュにするには、
次のよ う に入力し ます。

blockcachepercent=60

どち らかのキ ャ ッ シュ を 100% に設定し て、 他方のキ ャ ッ シ ュが使用できないよ う にす
る こ と は避けて く ださい。 通常、 一方のキ ャ ッ シュに 75% 以上は設定し ないよ う にし
て く ださい。

データベースキ ャ ッ シュの設定は Novell iMonitor を使用し て制御する こ と もでき ます。

キ ャ ッ シ ュサイ ズは使用でき る メ モ リ の量によ り 動的に変動し ますが、 カス タ ム環境
用に DSTRACE コマン ド を使用する こ と は可能です。
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Linux、Solaris、AIX、および HP-UX システムでの eDirectory
パフォーマンスの改善

次のセ ク シ ョ ンでは、 Linux および UNIX システム上で eDirectory のパフ ォーマン ス を
改善する方法について説明し ます。

522 ページの 「eDirectory サーバを微調整する」

523 ページの 「eDirectory のキ ャ ッ シ ュ を 適化する」

526 ページの 「Novell eDirectory 用に Solaris OS をチューニングする」

eDirectory サーバを微調整する

Linux および Solaris 上の Novell eDirectory は、 動的に調整される ス レ ッ ド プールを使用
し て、 ク ラ イ アン ト の要求を処理し ます。 ス レ ッ ド プールは自動的に調整され、 多 く
の場合は 適なパフ ォーマン スが提供されます。 ただし、 次のパラ メ ータ を /etc/opt/
novell/eDirectory/conf/nds.conf フ ァ イルに設定する こ と によ って、 サーバへの負荷が急
激に高 く なった場合にス レ ッ ド の起動によ り 発生する遅延を回避でき ます。

パラメータ 説明および推奨される設定

n4u.server.idle-threads 小スレッド数 ( アクティビティとは無関係 ) 。

このパラメータ値は、クライアントアクティビティが通常の場合
に、新しいスレッドの生成に必要とされる時間を 小にするよう
に、平均クライアント負荷に基づいて決める必要があります。

n4u.server.max-threads 大スレッド数。

このパラメータ値は、同時にサービスを提供する必要があるクラ
イアントの 大数に基づいて決める必要があり、次のスレッドを
考慮することが推奨されます。

eDirectory は、 低でも 16 のスレッドを必要とします。

255 の LDAP 接続それぞれに、1 つのスレッドが必要です

(Monitor Thread：監視スレッド ) 。

現在のクライアントのそれぞれに、1 つのスレッドが必要です

(Worker Thread：動作スレッド ) 。

n4u.server.start-threads eDirectory の起動時に起動するスレッド数。

このパラメータ値は、クライアントアクティビティが通常の場合
に、新しいスレッドの生成に必要とされる時間を 小にするよう
に、平均クライアント負荷に基づいて決める必要があります。
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eDirectory のキャッシュを 適化する

Novell eDirectory では永続キ ャ ッ シ ュ を使用し ているため、 サーバに対し て行われた変
更はベク ト ルに保持されます。 変更の途中でサーバが ク ラ ッ シュ し た場合、 サーバが
稼働状態に戻る と、 eDirectory はよ り 高速でロード し て数秒間で変更を同期させます。
Novell eDirectory は、 システムエラーが発生し た場合、 ロールバッ ク モデル と ロ グフ ァ
イルを使用し て ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールフ ォ ワード し ます。

eDirectory のキ ャ ッ シ ュは 初 16 MB に設定され、 その 50% がブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュに、
残 り の 50% がレ コード キ ャ ッ シュに割 り 当て られます。 15 分後、 eDirectory はキ ャ ッ
シ ュのし きい値を変更し、 キ ャ ッ シュに使用可能な空き メ モ リ の 51% まで初期化でき
る よ う にし ますが、 少な く と も 24 MB は OS 用に残し ます。 このアルゴ リ ズムは、 使
用可能な空き メ モ リ 量を判別でき る よ う にする コールをホス ト OS がサポー ト し ている
場合のみ使用されます。

eDirectory キ ャ ッ シ ュの 適化は、 次の方法で行えます。

523 ページの 「Linux システムおよび UNIX システムにおける固定量の RAM 使用」

525 ページの 「キ ャ ッ シ ュパラ メ ータの設定」

eDirectory キ ャ ッ シ ュの 適化の詳細については、 528 ページの 「eDirectory のパフ ォー
マン スの改善」 を参照し て く ださい。

Linux システムおよび UNIX システムにおける固定量の RAM 使用

上記のアルゴ リ ズムは Windows および NetWare では有効ですが、 Linux システムおよ
び UNIX システムでは機能し ません。 Linux システムおよび UNIX システムでは、 OS
によ って報告される使用可能な空き メ モ リ は、 他のオペレーテ ィ ングシステム よ り も
少な く な り ます。 これは、 Linux OS および UNIX OS がフ ァ イルシステムブロ ッ ク、 頻
繁に実行するプロ グ ラ ム、 ラ イブラ リ などの内部キ ャ ッ シング用に空き メ モ リ を使用
するためです。 この メ モ リ 割 り 当てに加え、 通常、 Linux および UNIX 上のラ イブラ リ
は解放された メ モ リ を OS に戻し ません。

このよ う な理由で、 キ ャ ッ シュには固定量の RAM を割 り 当てる こ と をお勧めし ます。 

Linux システムおよび UNIX システムで固定量の RAM を割 り 当て るには、 次のいずれ
かの操作を行います。

523 ページの 「手動で .ini フ ァ イルを作成する」

524 ページの 「Novell iMonitor を使用する」

手動で .ini ファイルを作成する

1 eDirectory データベース フ ァ イル (DIB セ ッ ト ) が格納されたデ ィ レ ク ト リ ( 通常、
/var/opt/novell/eDirectory/data/dib) と同じデ ィ レ ク ト リ に、 _ndsdb.ini と い う 名前の
フ ァ イルを作成し ます。

2 次に示すパラ メ ータ を、 _ndsdb.ini フ ィ アルに追加し ます。

パラメータ 説明 

blockcachepercent=50 データベースブロックのキャッシングに割り当てるキャッ
シュの割合を設定します。

cacheadjustinterval=15 eDirectory が空きメモリの利用状況を評価し、全体の

キャッシュサイズを調整する時間 ( 秒 ) を設定します。
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Novell iMonitor を使用する

1 ［エージェ ン ト 環境設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［データベースキ ャ ッ シュ］ を ク リ ッ ク し、 次の情報を確認し ます。

cachecleanupinterval=15 eDirectory がダーティキャッシュブロックをディスクに書

き込む時間 ( 秒 ) を設定します。

cache=16777216 ハードメモリ制限 ( バイト数 ) を設定します。

データベースキャッシュ情報 説明

大サイズ 指定したキャッシュが拡張できる 大サイズ (KB) です。

現在のサイズ 指定したキャッシュの現在のサイズ (KB) です。

キャッシュされたアイテム 指定したキャッシュ内のアイテム数です。

キャッシュされた古いバージョン 指定したキャッシュ内の古いバージョンの数です。古い
バージョンのキャッシュアイテムは、データベースの読
み込みトランザクションの整合性を維持するために保持
されます。つまり、あるスレッドが読み込みトランザク
ションを実行しており、別のスレッドが書き込みトラン
ザクションを実行している場合、書き込みによって変更
されるブロックの古いバージョンが読み込み操作のため
に保持されます。これは、読み込みのトランザクション
を実行している間に変更処理が発生したとしても、読み
込みの表示結果に整合性があるようにするためです。

古いバージョンのサイズ キャッシュされる古いバージョンのアイテムサイズ (KB)
です。

ヒット 指定したキャッシュ内のアイテムに正常にアクセスでき
た回数です。

ヒット表示 指定したキャッシュ内で、アイテムに正常にアクセスす
る前に参照されたアイテム数です。ヒット表示とヒット
の比率が、キャッシュ検索効率の目安となります。通常、
この比率はほぼ 1:1 になるようにします。

失敗 アイテムが指定したキャッシュ内に見つからず、低いレ
ベルのキャッシュまたはディスクから取得されなければ
ならなかった回数です。

失敗表示 必要なアイテムが指定したキャッシュ内にないと判断さ
れるまでに、キャッシュ内で参照されたアイテムの数で
す。失敗表示と失敗の比率が、キャッシュ検索効率の目
安となります。通常、この比率はほぼ 1:1 になるようにし

ます。

パラメータ 説明 
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3 次のオプシ ョ ンから選択し ます。

4 ［送信］ を ク リ ッ ク し ます。

キャッシュパラメータの設定

デフ ォル ト では、 eDirectory は動的キ ャ ッ シ ュ を使用し ます。 eDirectory のキ ャ ッ シュ
サイ ズの増加に使用でき る十分な RAM があ る場合は、 eDirectory キ ャ ッ シュへの RAM
の割 り 当てを増加する こ と によ って、 大容量データベース を使用する場合の eDirectory
のパフ ォーマン ス を大幅に向上でき ます。 

次の表に示すパラ メ ータ を調整すれば、 eDirectory のパフ ォーマン ス を向上でき ます。

オプション 説明

ダイナミック調整 eDirectory データベースのキャッシュに使用するシステム

メモリの大きさを、必要と判断される大きさと、次に示
すパラメータに基づいて動的に調整します。

キャッシュ調整パーセンテージ レコードキャッシュおよびブロックキャッシュに使用可
能なメモリの割合です。

キャッシュサイズの制約条件 ダイナミック調整で、指定した制約条件に従います。つ
まり、キャッシュのメモリの大きさを指定した大きさよ
り小さくせず、使用可能なメモリの合計から指定した大
きさを引いた値より大きくしません。

ハードメモリ制限 キャッシュに使用するシステムメモリの正確な大きさです。

キャッシュ 大サイズ レコードキャッシュとブロックキャッシュを合わせたサ
イズ (KB) です。

ブロックキャッシュパーセン
テージ

ブロックキャッシュに割り当てられる使用可能なシステ
ムメモリの割合です。残りの割合が、レコードキャッ
シュに割り当てられます。

キャッシュ調整間隔 この間隔は、ダイナミック調整を設定している場合のみ
使用されます。調整間隔は、指定したパーセンテージと
制約条件に基づき、どれくらいの頻度でキャッシュサイ
ズを調整するかを制御します。

キャッシュクリーンアップ間隔 どれくらいの頻度で古い未使用のバージョンをキャッ
シュから削除するかを制御します。

永続的なキャッシュ設定 このオプションを選択すると、iMonitor を使用して送信し

た変更は、前に保存した設定やデフォルトのシステム設
定に上書きされ、永続的な変更になります。

eDirectory キャッシュパラメータ 説明

blockcachepercent= 値 データベースブロックのキャッシングに割り当てるキャッシュ
の割合を設定します。デフォルトのポート番号は 50 です。

cachecleanupinterval= 値 eDirectory がダーティキャッシュブロックをディスクに書き

込む時間 ( 秒 ) を設定します。デフォルトのポート番号は 15
です。
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このアルゴ リ ズムに従 う と、 Novell eDirectory のデフ ォル ト 設定は次のよ う にな り ます。

cache=dyn,%:51,min:16777216,max:0,leave:0

この設定は、 次のこ と を示し ています。 

小キ ャ ッ シ ュサイ ズは 16 MB であ る。

大キ ャ ッ シ ュサイ ズの限度はない。

動的なキ ャ ッ シ ュ調整が行われ、 使用可能な メ モ リ の 51% まで使用される。

OS 用に 24 MB が残される。

eDirectory は、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンが開始され、 システムが安定する よ う に、
16 MB のハード メ モ リ 制限で動作し ます。

eDirectory が合計 メ モ リ の割合を使用する よ う に設定する こ と もでき ます。 これを行 う
には、 次のよ う にキ ャ ッ シュ を指定し ます。

cache=hard,total,%: バイ ト 単位での合計 メ モ リ のパーセンテージ

Novell eDirectory 用に Solaris OS をチューニングする

次のセ ク シ ョ ンでは、 Solaris のカーネル、 ネ ッ ト ワーク、 およびフ ァ イルシステムの
チューニング方法について説明し ます。

重要 : 初に、推奨されているパッチを Solaris OS に適用済みであることを確認します。詳細については、
『Novell eDirectory 8.8 インストールガイド』の Novell eDirectory の Solaris へのインストールまたはアップ
グレードを参照してください。

527 ページの 「Solaris カーネルをチューニングする」

527 ページの 「Solaris ネ ッ ト ワーク をチューニングする」

527 ページの 「Solaris フ ァ イルシステムを微調整する」

cacheadjustinterval= 値 eDirectory が空きメモリの利用状況を評価し、全体のキャッ

シュサイズを調整する時間 ( 秒 ) を設定します。デフォルトの

ポート番号は 15 です。

cache= 値 eDirectory がキャッシングに使用できるメモリのハード制限

( バイト数 ) を設定します。

cache=leave: 値 使用可能量として残しておく 小バイト数を指定します。

min: 値 小キャッシュサイズをバイト数で指定します。

max: 値 大キャッシュサイズをバイト数で指定します。

eDirectory キャッシュパラメータ 説明
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Solaris カーネルをチューニングする

Solaris 上の eDirectory パフ ォーマン ス を 適化するには、 /etc/system フ ァ イルで次の
カーネル変数を設定し ます。

Solaris ネットワークをチューニングする

LDAP の検索パフ ォーマン スは、 Solaris の ndd コマン ド を使用し て改善でき ます。 次
に示すコマン ド構文を使用すれば、 ネ ッ ト ワークの操作や動作に影響する、 チューニ
ング可能なパラ メ ータ を分析し、 変更でき ます。

ndd -set /dev/tcp 変数名 変数の値

変数の推奨値を次の表に示し ます。

Solaris ファイルシステムを微調整する

Solaris フ ァ イルシステムが適切にチューニング される と、 Solaris 上の Novell eDirectory
のパフ ォーマン スが改善されます。 特に、 デ ィ レ ク ト リ へデータ をバルク ロードする
場合のパフ ォーマン スが非常に向上し ます。 eDirectory のフ ァ イルシステムチューニン
グは、 データベースのチューニング と類似し ています。 Solaris フ ァ イルシステムの詳
細については、 Sunworld* の Web サイ ト  (http://www.sunworld.com/sunworldonline) を参
照し て く ださい。

パラメータ 説明

set maxphys=1048576 1 回の SCSI 転送で転送できる 大バイト数です。

set md_maxphys=1048576 DiskSuite、vol_maxio、または VxVM を使用してい

る場合の、1 回の SCSI 転送で転送できる 大バイ

ト数です。

set ufs:ufs_LW= 使用可能なメモリの 1/128 1 つのファイルに対する未処理バイト数の境界値で

す。これを下回ると、他の処理が休眠状態となって
いる原因の条件変数が切り替えられます。

set ufs:ufs_HW= 使用可能なメモリの 1/64 1 つのファイルの書き込み失敗境界値に対する未処

理バイト数です。

ctcp:TCP 接続ハッシュサイズ =8192 カーネルのデータ構造を検索するために割り当てら
れた、TCP 接続に関連する接続ハッシュエントリ

の数です。( この数は、LDAP クライアントの数に

応じて 262144 まで大きくできます。) 

パラメータ 説明

tcp_conn_req_max_q: 1024 「q」はキューを表します。これは完成されたソケットで、ペ

ンを保持し、アプリケーションが受諾を発行するまでソケッ
トは存続します。

tcp_time_wait_interval: 60000 待機間隔 ( ここでは小さな値 ) を設定します。

tcp_xmit_hiwat: 64000

tcp_xmit_lowat: 64000

TCP の 大および 小送信ウィンドウサイズを調整します。

tcp_slow_start_initial: 2 初の転送パケット数を 1 から 2 に調整します。
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eDirectory のパフォーマンスの改善

eDirectory 8.8 では、 バルク ロード のパフ ォーマン ス を向上させるための新しいオプ
シ ョ ンが用意されています。

バルク ロード のパフ ォーマン ス を向上させるために Novell イ ンポー ト / エ ク スポー ト
変換ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て調整可能なパラ メ ータは次の とお り です。

528 ページの 「eDirectory キ ャ ッ シ ュの設定」

529 ページの 「LBURP ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズの設定」

529 ページの 「ICE の非同期要求の数を増やす」

530 ページの 「LDAP 書き込みス レ ッ ド数の増加」

530 ページの 「ICE のスキーマ検証を無効にする」

531 ページの 「ACL テンプレー ト を無効にする」

532 ページの 「バッ ク リ ンカ」

532 ページの 「イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シ ュ を有効 / 無効にする」

533 ページの 「LBURP のタ イ ムア ウ ト 周期の拡大」

各オペレーテ ィ ングシステムの調整可能パラ メ ータ も参照し て く ださい。

eDirectory キャッシュの設定

パフ ォーマンス低下の も一般的な原因には、 デ ィ ス ク I/O の管理不良や eDirectory
キ ャ ッ シュの メ モ リ 割 り 当て不足があ り ます。 eDirectory が実質的に唯一のアプ リ ケー
シ ョ ンである場合は、 eDirectory のキャ ッ シュ を 大で 2.5 GB に設定でき ます。 割 り 当
て られたキ ャ ッ シュは、 終的にはすべてが使用されます。 高揮発性のデータ を処理し
ている場合、 eDirectory のパフ ォーマンスはキャ ッ シュ量を増やすこ と で向上し ます。 

キ ャ ッ シ ュは 100 MB ～ 2.5 GB の範囲で設定でき ます。 通常、 DIB の 3 倍から 4 倍以
上のサイ ズが必要にな る こ と はあ り ません。 DIB のサイ ズが大きい場合でも、 キ ャ ッ
シ ュは 2 GB までにし て く ださい。 

テス ト 済みの 小キ ャ ッ シュサイ ズは 0 で、 大キ ャ ッ シュサイ ズは 2.5 GB です。 適
切なキ ャ ッ シ ュサイ ズは、 同じサーバで実行される他の処理が必要とする メ モ リ 量、
および必要とするデ ィ ス ク キ ャ ッ シュ量を基に決める必要があ り ます。 色々なキ ャ ッ
シ ュサイ ズを試し てみて、 適なキ ャ ッ シュサイ ズを決めて く ださい。

バルク ロード のパフ ォーマン ス を 適にするには、 eDirectory キ ャ ッ シュの割 り 当て
で、 ブロ ッ ク キ ャ ッ シ ュによ り 高い割 り 当て率を設定し ます。 90% に設定する こ と を
お勧めし ます。 この設定は、 処理が完了し た後で リ セ ッ ト でき ます。 

iMonitor を使用すれば、 も迅速に blockcachepercentage パラ メ ータ を変更でき ます。
この作業を行 う 方法については、 197 ページの 「Novell iMonitor 2.1 の使用」 を参照し て
く ださい。

詳細については、 『Novell® eDirectory 8.7.1:Linux* および UNIX* のパフ ォーマン ス
チューニング』 (http://www.novell.com/collateral/4621373/4621373.pdf) の 「キ ャ ッ シュサ
ブシステムのチューニング」 を参照し て く だ さい。
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LBURP トランザクションサイズの設定

LBURP ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズによ って、 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ンにおいて ICE から
LDAP サーバに送信される レ コード数が設定されます。 十分な メ モ リ があ り 、 この値
を大き く し て も I/O 競合が発生し ない場合、 この値を大き く する こ と でバルク ロード の
パフ ォーマン ス を向上でき ます。 

デフ ォル ト の LBURP ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズは 25 です。 この値は LDIF フ ァ イルが
少ない ( 操作数が 100,000 よ り 少ない ) 場合には適切ですが、 レ コード数が多い場合に
は不適切です。 LBURP ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズは、 1 ～ 350 の範囲で設定でき ます。 

トランザクションサイズの変更

ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズを変更するには、 /etc/opt/novell/eDirectory/conf/nds.conf フ ァ イ
ルで n4u.ldap.lburp.transize パラ メ ータの値を変更し ます。 理想的なシナ リ オでは、 ト ラ
ンザク シ ョ ンサイ ズが大きいほど、 パフ ォーマン スはよ り 高 く な り ます。 ただし、 次
の理由のため、 ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズには必要以上に大き な値を設定し ないよ う に
し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズが大きいほど、 サーバは ト ラ ンザク シ ョ ンを処理するため
によ り 多 く の メ モ リ を割 り 当て る必要があ り ます。 システムが少ない メ モ リ で稼働
し ている場合、 ス ワ ッ ピングのために処理が遅 く な る こ と があ り ます。

LDIF フ ァ イルにエラーがな く 、 eDirectory にあ る既存のエン ト リ がコ メ ン ト 化され
ている こ と が必要です。 ト ラ ンザク シ ョ ンに 1 つでもエラーがあ る と ( 追加し よ う
と し たオブジェ ク ト がすでにデ ィ レ ク ト リ に存在する と い う 場合も含めて ) 、
eDirectory は LBURP ト ラ ンザク シ ョ ン設定を無視し、 操作ご と にコ ミ ッ ト を実行
し てデータの整合性を確認し ます。 

詳細については、 「LDIF フ ァ イルのデバッ グ」 を参照し て く ださい。

LBURP の 適化は、 リ ーフオブジェ ク ト に対し てのみ有効です。 ト ラ ンザク シ ョ
ンにコ ンテナオブジェ ク ト と そのサブオーデ ィ ネー ト オブジェ ク ト が含まれている
場合、 eDirectory はこれをエラーと見な し ます。 これを回避するには、 初に別の
LDIF フ ァ イルを使用し てコ ンテナオブジェ ク ト を ロードするか、 前方参照の使用
を有効にし ます。 

詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 Troubleshooting Guide』 の 「前方向参照の有
効化」 を参照し て く ださい。

ICE の非同期要求の数を増やす

これは、 LDAP サーバから結果が返される までに ICE ク ラ イ アン ト からサーバに非同
期で送信でき るエン ト リ 数を意味し ます。

非同期要求の数は、 10 ～ 200 の範囲で設定でき ます。 デフ ォル ト 値は 100 です。 小
値 (10) よ り も小さい値はデフ ォル ト に戻されます。 小さ な LDIF フ ァ イルには 小値
が適切です。 

理想的なシナ リ オでは、 ウ ィ ン ド ウサイ ズが大きいほど、 パフ ォーマン スはよ り 高 く
な り ます。 ただし、 ウ ィ ン ド ウサイ ズが大き く なるほど、 ク ラ イ アン ト が LDIF フ ァ イ
ルのエン ト リ を処理するために割 り 当てる メ モ リ の量が多 く なるため、 ウ ィ ン ド ウサ
イ ズを必要以上に大き く 設定し ないで く だ さい。 システムが少ない メ モ リ で稼働し て
いる場合、 ス ワ ッ ピングのために処理が遅 く なる こ と があ り ます。

ICE の非同期要求の数を変更するには、 ICE コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン または iManager
を使用し ます。
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ICE コマンドラインオプションを使用する場合

非同期要求の数は、 ICE コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン -Z を使って指定でき ます。 これは、
LDAP ターゲ ッ ト ハン ド ラの一部と して使用でき ます。

ICE ク ラ イ アン ト によ って送信される非同期要求の数を 50 に設定するには、 次のコマ
ン ド を入力し ます。

ice -SLDIF -f LDIF フ ァ イル -a -c -DLDAP -d cn=admin,o=novell -Z50 -w パス ワード

iManager の ICE ウィザードを使用する場合

ICE ク ラ イ アン ト によ って送信される非同期要求の数を iManager で設定する方法は次
の とお り です。

1 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ > ［イ ンポー ト / エ ク スポー ト 変換ウ ィ ザード］ の順にク リ ッ ク
し ます。

3 データ をフ ァ イルから イ ンポー ト する タ ス ク と LDAP サーバ間でデータ を移行する
タ ス クの両方で、 LDAP ターゲ ッ ト ハン ド ラ画面の ［LBURP ウ イ ン ド ウサイズ］
フ ィ ールド に値を入力し ます。

4 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 ウ ィ ザード のヘルプを参照し て く ださい。

LDAP 書き込みスレッド数の増加

LDAP サーバで複数の書込みス レ ッ ド を使え る よ う にな り ま し た。 同時処理によ って
発生するエラーを避けるために前方参照を有効にするには、 次のよ う に ICE コマン ド
ラ イ ンオプシ ョ ン -F を使用し ます。

ice -SLDIF -f LDIF フ ァ イル -a -c -DLDAP -d cn=admin,o=novell -w パス ワード  -F

ICE のスキーマ検証を無効にする

ICE ク ラ イ アン ト のスキーマ検証を無効にするには、 次のよ う に ICE コマン ド ラ イ ン
オプシ ョ ン -C と -n を使用し ます。

ice -C -n -SLDIF -f LDIF フ ァ イル -a -c -DLDAP -d cn=admin,o=novell -w パス ワード
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ACL テンプレートを無効にする

バルク ロード のパフ ォーマン ス を向上させるために、 ACL ( ア ク セス制御 リ ス ト ) テン
プレー ト を無効にする こ と ができ ます。 これによ り い く つかの ACL が見つから な く な
り ますが、 必要な ACL を LDIF フ ァ イルに追加するか、 それらの ACL を後から適用す
る こ と で、 この問題は解決でき ます。

1 次のコマン ド を実行し ます。

ldapsearch -D 管理者の CN -w パス ワード -b cn=schema -s base 
objectclasses=inetorgperson 

このコマン ド の出力は次のよ う にな り ます。

dn: cn=schema

objectClasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.2 NAME 'inetOrgPerson' SUP
 organizationalPerson STRUCTURAL MAY ( groupMembership $ ndsHomeDirectory
 $ loginAllowedTi meMap $ loginDisabled $ loginExpirationTime $
 loginGraceLimit $ loginGraceRem aining $ loginIntruderAddress $
 loginIntruderAttempts $ loginIntruderResetTim e $
 loginMaximumSimultaneous $ loginScript $ loginTime $
 networkAddressRestri ction $ networkAddress $ passwordsUsed $
 passwordAllowChange $ passwordExpirationInterval $
 passwordExpirationTime $passwordMinimumLength $ passwordRequired $
 passwordUniqueRequired $ printJobConfiguration $ privateKey $ Profile $ 
 publicKey $ securityEquals $ accountBalance $ allowUnlimitedCredit $
 minimum AccountBalance $ messageServer $ Language $ UID $
 lockedByIntruder $ serverHolds $ lastLoginTime $ typeCreatorMap $
 higherPrivileges $ printerControl $ securityFlags $ profileMembership $
 Timezone $ sASServiceDN $ sASSecretStore $ sASSecretStoreKey $
 sASSecretStoreData $ sASPKIStoreKeys $ userCertificate
 $nDSPKIUserCertificateInfo $ nDSPKIKeystore $ rADIUSActiveConnections $
 rADIUS AttributeLists $ rADIUSConcurrentLimit $ rADIUSConnectionHistory
 $ rADIUSDefa ultProfile $ rADIUSDialAccessGroup $ rADIUSEnableDialAccess
 $ rADIUSPassword $ rADIUSServiceList $ audio $ businessCategory $
 carLicense $ departmentNumbe r $ employeeNumber $ employeeType $
 givenName $ homePhone $ homePostalAddress  $ initials $ jpegPhoto $
 labeledUri $ mail $ manager $ mobile $ pager $ ldap Photo $
 preferredLanguage $ roomNumber $ secretary $ uid $ userSMIMECertifica te
 $ x500UniqueIdentifier $ displayName $ userPKCS12 ) X-NDS_NAME 'User' X
-NDS_NOT_CONTAINER '1' X-NDS_NONREMOVABLE '1' X-NDS_ACL_TEMPLATES ( 
'2#subtree#[Self]#[All Attributes Rights]' '6#entry#[Self]#loginScript' 
'1#subtree#[Root Template]#[Entry Rights]' 
'2#entry#[Public]#messageServer' '2#entry#[Root 
Template]#groupMembership' '6#entry#[Self]#printJobConfiguration' 
'2#entry#[Root  Template]#networkAddress') )

2 この出力から、 太字で示されている情報を削除し ます。

3 変更を加えた出力を LDIF フ ァ イル と し て保存し ます。

4 新し く 保存し た LDIF フ ァ イルに次の情報を追加し ます。

dn: cn=schema

changetype: modify

delete: objectclasses

objectclasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.2 )

-

add:objectclasses
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これによ り 、 新しい LDIF は次のよ う にな り ます。

dn: cn=schema

changetype: modify

delete: objectclasses

objectclasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.2 )

-

add:objectclasses

objectClasses: ( 2.16.840.1.113730.3.2.2 NAME 'inetOrgPerson' SUP
 organization alPerson STRUCTURAL MAY ( groupMembership $ ndsHomeDirectory
 $ loginAllowedTimeMap $ loginDisabled $ loginExpirationTime $
 loginGraceLimit $ loginGraceRem aining $ loginIntruderAddress $
 loginIntruderAttempts $ loginIntruderResetTime $
 loginMaximumSimultaneous $ loginScript $ loginTime $
 networkAddressRestri ction $ networkAddress $ passwordsUsed $
 passwordAllowChange $ passwordExpirationInterval $
 passwordExpirationTime $ passwordMinimumLength $ passwordRequired
 $passwordUniqueRequired $ printJobConfiguration $ privateKey $ Profile $ 
 publicKey $ securityEquals $ accountBalance $ allowUnlimitedCredit $
 minimum AccountBalance $ messageServer $ Language $ UID $
 lockedByIntruder $ serverHolds $ lastLoginTime $ typeCreatorMap $
 higherPrivileges $ printerControl $ securityFlags $ profileMembership $
 Timezone $ sASServiceDN $ sASSecretStore $ sASSecretStoreKey $
 sASSecretStoreData $ sASPKIStoreKeys $ userCertificate $
 nDSPKIUserCertificateInfo $ nDSPKIKeystore $ rADIUSActiveConnections $
 rADIUSAttributeLists $ rADIUSConcurrentLimit $ rADIUSConnectionHistory $
 rADIUSDefa ultProfile $ rADIUSDialAccessGroup $ rADIUSEnableDialAccess
 $rADIUSPassword $ rADIUSServiceList $ audio $ businessCategory $
 carLicense
 $ departmentNumbe r $ employeeNumber $ employeeType $ givenName $
 homePhone $ homePostalAddress  $ initials $ jpegPhoto $ labeledUri $ mail
 $ manager $ mobile $ pager $ ldap Photo $ preferredLanguage $ roomNumber
 $ secretary $ uid $ userSMIMECertifica te $ x500UniqueIdentifier $
 displayName $ userPKCS12 ) X-NDS_NAME 'User' X-ND S_NOT_CONTAINER '1' X
-NDS_NONREMOVABLE '1' )

5 次のコマン ド を入力し ます。

ldapmodify -D 管理者の CN -w パス ワード -f LDIF フ ァ イル名

バックリンカ

バッ ク リ ンカは、 特に参照整合性をチェ ッ クするバッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスであ り 、
eDirectory サーバが起動し てから 50 分後に実行されます。 その後は 13 時間後に実行さ
れます。 バルク ロード の処理中にバッ ク リ ンカが実行されないよ う に注意し て く ださ
い。 ロード されるオブジェ ク ト の数やオブジェ ク ト がロード される回数によ っては、
バッ ク リ ンカが実行される と、 バルク ロード の処理速度が低下する こ と があ り ます。

インラインキャッシュを有効 / 無効にする

サーバのイ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ変更を有効または無効にでき ます。 イ ン ラ イ ンキ ャ ッ
シ ュ変更は、 ア ウ ト バウ ン ド同期が無効になっている場合のみ、 無効にでき ます。 ア
ウ ト バウ ン ド同期を有効にする と、 イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ変更も有効にな り ます。

イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シ ュ変更を無効にする と、 このレプ リ カの変更キ ャ ッ シュが無効と
し てマーク され、 ［エージェ ン ト 環境設定］ > ［パーテ ィ シ ョ ン］ に無効なフ ラ グが付
け られます。 イ ン ラ イ ンキ ャ ッ シュ変更を有効にする と、 変更キ ャ ッ シュの再構築時
に、 無効な変更キ ャ ッ シュのフ ラ グが削除されます。
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LBURP のタイムアウト周期の拡大

デフ ォル ト では、 ク ラ イ アン ト のタ イ ムアウ ト 周期は 20 分 (1200 秒 ) です。 ただし、
バルク ロード の処理の際、 LBURP ト ラ ンザク シ ョ ンサイ ズが 250 であ り 、 非常に大き
な値を持つ多数の属性が対象であ り 、 しかも、 サーバで同時 LBURP 処理が有効になっ
ている場合、 サーバは ICE ク ラ イ アン ト によ って送信されるデータ を処理するために
使用中にな り 、 ク ラ イ アン ト への応答は規定の時間内に行われません。 この場合、 ICE
ク ラ イ アン ト はタ イ ムア ウ ト にな り ます。

このため、 タ イ ムア ウ ト 周期を拡大する こ と をお勧めし ます。 タ イ ムア ウ ト 周期を拡
大するには、 環境変数 LBURP_TIMEOUT に大き な値 ( 秒 ) を設定し てエ ク スポー ト し
ます。

た と えば、 LBURP_TIMEOUT 変数に 1200 秒を設定し てエ ク スポー ト するには次のよ
う に入力し ます。

export ICE_LBURP_TIMEOUT=1200

eDirectory の正常な動作の維持

デ ィ レ ク ト リ サービ スの動作を正常に維持する こ と は、 あ らゆる組織に と って重要で
す。 Novell iMonitor を使用し て定期的にヘルスチェ ッ ク を行 う こ と で、 デ ィ レ ク ト リ は
適切に機能し、 ア ッ プグレードや ト ラブルシューテ ィ ングを容易に実行でき ます。

ヘルスチェックを実行する時期

一般に、ネッ ト ワ ーク を頻繁に変更し ない場合 ( サーバと パーティ ショ ンの追加は 2 ～ 3ヶ
月おき で、 頻繁に行われる のは単純な変更だけの場合 ) 、 ヘルスチェ ッ ク は月に 1 度実行
し ます。 

ネ ッ ト ワークの変更が頻繁に発生する場合 ( パーテ ィ シ ョ ンやサーバが毎週追加される、
あるいは組織の再編成を行っている場合 ) 、 ヘルスチェ ッ クは週に 1 度実行し ます。 

環境の変更に応じ て、 ヘルスチェ ッ クの頻度を調整し ます。 ヘルスチェ ッ ク の実行頻
度に影響する要素を次に示し ます。

パーテ ィ シ ョ ン と レプ リ カの数

サーバを保持し ている レプ リ カの安定度

eDirectory パーテ ィ シ ョ ン内の情報量

オブジェ ク ト のサイ ズ と複雑さ

以前の DSRepairs 内のエラー数

ヘルスチェ ッ ク を実行する と、 所有する権利に基づき、 iMonitor がすべてのサーバから
情報を集めます。なお、ヘルスチェ ッ ク レポー ト を実行する と、ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ
クが発生し、 デ ィ ス ク容量を消費する場合があ る こ と に注意し て く ださい。
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ヘルスチェックの概要

完全なヘルスチェ ッ ク では、 次の情報がチェ ッ ク されます。

eDirectory のバージ ョ ン

同一バージ ョ ンの NetWare 上で異な るバージ ョ ンの NDS や eDirectory を実行し て
いる と、 同期に問題が発生する場合があ り ます。 NDS または eDirectory のバージ ョ
ンが古い場合は、 新のソ フ ト ウ ェアパッチを Novell Directory Services Patches and 
Files (http://support.novell.com/filefinder/5069/index.html) から ダウ ン ロード し て く ださ
い。

時刻の同期

すべての eDirectory サーバは、 正確な時刻を維持する必要があ り ます。 タ イ ム ス タ
ンプが各オブジェ ク ト およびプロパテ ィ に割 り 当て られ、 これによ り オブジェ ク ト
およびプロパテ ィ の更新が正しい順序で行われます。 eDirectory では、 タ イ ム ス タ
ンプを使用し て、 同期が必要なレプ リ カを判別し ます。

同期の許容範囲

イ ンバウ ン ドやア ウ ト バウ ン ド のデータ変更によ り 同期を行ってから経過し た期間
で、 どれだけのデータが未処理と なっているかなどをチェ ッ ク し ます。

バッ ク グ ラ ウ ン ド処理

プロセスはさ まざまな タ ス ク を実行し ますが、 その中には変更の複製およびシステ
ム情報の保守があ り ます。 

外部参照 

破損通知

eDirectory スキーマ

これらのチェ ッ ク を実行するための詳細な手順については、 次のセ ク シ ョ ン 「iMonitor
を使用し た eDirectory のヘルスチェ ッ ク」 を参照し て く ださい。

iMonitor を使用した eDirectory のヘルスチェック

環境設定によ っては、 eDirectory サーバのヘルスチェ ッ ク を iMonitor の次の 2 つの方法
のいずれかを使用し て実行でき ます。

ナビゲータ フ レームを使用する

アシス タ ン ト フ レームを使用する

ナビゲータフレームを使用する

1 iMonitor へア ク セスする

199 ページの 「iMonitor へア ク セスする」 を参照し て く ださい。

2 ナビゲータ フ レームで、 レポー ト ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

3 アシス タ ン ト フ レームで、 ［レポー ト 設定］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 

データ フ レームに、 実行可能レポー ト リ ス ト が表示されます。

4 レポー ト の設定ア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 必要なサーバ情報を表示させます。 

データ フ レームに、 サーバ情報レポー ト が表示されます。 このレポー ト を使用し
て、 レポー ト に必要なオプシ ョ ンを選択し ます。
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5 ［ヘルスのサブレポー ト ］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

6 指定し た間隔でレポー ト を実行するには、 データ フ レームの ［レポー ト のスケ
ジ ュール］ セ ク シ ョ ンで、 必要なオプシ ョ ンを選択し ます。

重要 : スケジュールされたレポートを実行した場合、Public ユーザとして実行されるため、認証された

ユーザとして実行するより少ない情報しか得られない場合があります。

7 ［レポー ト の実行］ を ク リ ッ ク し て、 レポー ト を開始し ます。

アシスタントフレームを使用する

1 iMonitor へア ク セスする

199 ページの 「iMonitor へア ク セスする」 を参照し て く ださい。

2 アシス タ ン ト フ レームで、 ［エージェ ン ト ヘルス］ を ク リ ッ ク し ます。 

iMonitor が情報を取得するサーバ ( 接続先のサーバ と は限 り ません ) のヘルス
チェ ッ ク情報が、 データ フ レームに表示されます。

レポート情報の検討

レポー ト が生成された ら、 データ フ レームにレポー ト 結果が表示されます。 ツ リ ー内
に正常に動作し ていないサーバがあ る場合、 レポー ト は次の 3 つのカテゴ リ に分け ら
れます ( グループ化では も正常に動作し ていないサーバが 初にな り ます ) 。

警告のあ るサーバ

疑わしいサーバ

正常なサーバ

警告のあるサーバや疑わしいサーバがない場合は、 これらのカテゴ リ は表示されません。

正常に動作し ていないサーバがあ る場合は、 そのサーバの横の ［エージェ ン ト ヘルス
のサブレポー ト ］ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 オン ラ イ ンのコ ンテキス ト ヘルプを使
用し て、 問題を解決し ます。 このヘルプは、 個々のオプシ ョ ンの意味、 それが重要で
あ る理由、 問題の解決方法、 範囲の調整方法、 およびヘルスチェ ッ ク に追加するオプ
シ ョ ンがあ るかど う かを確認するのに役立ちます。

重要 : 警告のあるサーバがある場合、その問題を解決することを強くお勧めします。疑わしいサーバについ
ても、評価することをお勧めします。

詳細情報

eDirectory の正常な動作を維持するために使用する ツールおよび技術については、
『Novell Certified Directory Engineer Course 991: Advanced eDirectory Tools and Diagnostics』
に記載されています。 このコースでは、 次の方法について学習し ます。

eDirectory ヘルスチェ ッ クの実行方法

eDirectory の正しい操作方法

eDirectory の問題の適切な診断、 ト ラブルシ ューテ ィ ング、 および解決の方法

eDirectory ト ラブルシ ューテ ィ ングのツールおよびユーテ ィ リ テ ィ の使用方法

このコースの詳細については、 Novell Training Services Web サイ ト
 (http://www.novell.com/training/index.html) を参照し て く ださい。
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監視のためのリソース

Novell DSTrace ユーテ ィ リ テ ィ は、 NetWare、 Windows NT、 Linux、 Solaris、 AIX および
HP-UX 上で動作し ます。 このツールは、 eDirectory の膨大な リ ソース を監視するのに役
立ちます。 DSTrace の詳細については、 次を参照し て く ださい。

210 ページの 「 ト レース を環境設定する」

Looking Into the Directory Services Trace (DSTrace) Options (http://developer.novell.com/
research/sections/netmanage/dirprimer/2001/august/spv.htm)

More on Using the DSTrace Command (http://developer.novell.com/research/sections/
netmanage/dirprimer/2001/septembe/p010901.htm)

また、 eDirectory 環境用の他の管理ソ リ ューシ ョ ンを提供するサード パーテ ィ の製品も
使用でき ます。 詳細については、 次の Web サイ ト を参照し て く ださい。

BindView (http://www.bindview.com)

Blue Lance (http://www.bluelance.com)

NetPro* (http://www.netpro.com)

弊社のパー ト ナが提供し ていない eDirectory の特性をモニ タ し た り 、 監視する必要があ
る場合、 Novell Consulting Services が Novell Event System を使用し た評価と監視のカス
タマイ ズをお手伝いいた し ます。 

ハードウェアのアップグレードやサーバの交換

このセク シ ョ ンでは、ハード ウ ェアをア ップグレード または交換する際に、特定のサーバ
上の eDirectory を移す、または保護するための情報について説明し ます。 こ こでの説明は、
389 ページの 「Novell eDirectory のバッ ク ア ッ プ と復元」 の情報に基づいています。 

Backup eDirectory Management Tool を使用すれば、 次の操作を行 う ための eDirectory 情
報を作成でき ます。 

536 ページの 「サーバを交換し ないでハード ウ ェアまたは記憶デバイ ス を計画的に
ア ッ プグレードする」

540 ページの 「サーバの計画的な交換」

サーバを交換しないでハードウェアまたは記憶デバイスを計画的にアップグレードする

記憶デバイ スや RAM などのハード ウ ェ アのア ッ プグレード を計画し ている場合、
Backup eMtool を使用し て eDirectory およびフ ァ イルシステムのコール ド バッ ク ア ッ プ
を行います。 これによ り 、 サーバの eDirectory 識別情報と フ ァ イルシステムデータが保
護されます。 このバッ ク ア ッ プには、 次の利点があ り ます。

記憶デバイ ス を交換する場合、 バッ ク ア ッ プによ って古い記憶デバイ スから新しい
記憶デバイ スに情報を移すこ と ができ ます。 

eDirectory が格納されたデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン またはデ ィ ス ク ボ リ ュームを含む
記憶デバイ ス を交換する場合、 このバッ ク ア ッ プ情報を用いれば、 復元プロセス を
使用し て eDirectory データベース を新しい記憶デバイ ス上に再構築でき ます。

eDirectory のコール ド バッ ク ア ッ プを実行し、 その後でデータベース を ク ローズ し
ておけば、 バッ ク ア ッ プ後のデータベースの変更を心配する こ と な く ハード ウ ェア
をア ッ プグレード し、 データベース を移すこ と ができ ます。

何か問題が発生し た場合、 バッ ク ア ッ プを使用し て復元でき ます。
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eDirectory のコールド バッ ク ア ッ プを実行する場合、 オプシ ョ ンを使用し てサーバ上の
eDirectory を ロ ッ ク し、 使用不可にする必要があ り ます。 これによ り 、 バッ ク ア ッ プ後
のデータ変更を防げます。 このサーバ と通信し ている他のサーバからは、 このサーバ
は停止し ている よ う に見えます。 通常サーバに送信される eDirectory 情報は、 そのサー
バ と再び通信でき る よ う になる まで、 ツ リ ー内の別のサーバに保存されます。 保存さ
れた情報は、 サーバがオン ラ イ ン状態に戻った と きに、 サーバを同期するために使用
されます。

注 : eDirectory ツリー内の他のサーバは、このサーバがすぐにオンライン状態に戻ると期待しているため、
アップグレードをすばやく完了させ、できるだけ早くサーバ上の eDirectory データベースをオープンする
必要があります。 

ハード ウ ェアのア ッ プグレード を計画的に実行するには、 次の手順に従います。

1 ア ッ プグレード によ り サーバに問題が発生するかも しれない と心配な ら、 必要に応
じ て、 使用する別のコ ンピ ュータ を準備する と よいでし ょ う 。 

540 ページの 「1. サーバ交換の準備」 を参照し て く ださい。

2 eDirectory データベースのコール ド バッ ク ア ッ プを実行し、 その後でデータベース
を ク ローズ し、 ロ ッ ク し たま まにし てお く には、 eMBox ク ラ イ アン ト コマン ド を
次のよ う に使用し ます。 NICI を使用する場合は、 -e オプシ ョ ンを使用し てセキ ュ
リ テ ィ フ ァ イルもバッ ク ア ッ プし ます。

backup -f バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前と パス 
-l ロ グフ ァ イルの名前と パス -e -t -c -o -d

NICI を使用する場合、 -e ス イ ッチを使用し て NICI フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし ま
す。 (eMBox ク ラ イ アン ト と ス イ ッチの使用についての詳細は、 420 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト によ る手動バッ ク ア ッ プ」 および 420 ページの 「eMBox ク ラ
イ アン ト によ る手動バッ ク ア ッ プ」 を参照し て く ださい。 )

これで、 eDirectory データベースはロ ッ ク されま し た。 手順を完了する までは、
サーバ上で新たなデータ変更が実行されないよ う に、 データベース を ロ ッ ク し たま
まにし てお く 必要があ り ます。

サーバが使用できない時間を 小限に抑え るために、 以降の手順をすばや く 完了さ
せます。

3 お好みのバッ ク ア ッ プツールを使用し て、 フ ァ イルシステムをバッ ク ア ッ プし ま
す。 (NetWare の場合、 SMSTM が使用でき ます。 )

データベース をバッ ク ア ッ プし た後で、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プを行 う の
は重要です。 これによ り 、 eDirectory バッ ク ア ッ プフ ァ イルが、 他のフ ァ イルシス
テム と一緒にテープに保存されます。

4 サーバを停止させ、 ハード ウ ェアを交換し ます。
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5 ハード ウ ェアを交換し た後で、 ハード ウ ェア変更の種類に応じ た以下の手順を実行
し ます。 

ハードウェア変更の種類 … 実行する手順

記憶デバイスに変更がない場合 サーバを起動し、データベースのロック解除を行います。 

記憶デバイスの交換を行ったが、
eDirectory が格納されたディスク

パーティション / ボリュームに変

更はない場合

1. サーバと eDirectory を起動します。

2. 交換した記憶デバイス上にあったディスクパーティ
ション / ボリュームのファイルシステムだけを復元し

ます。

3. eDirectory データベースのロックを解除します。

NetWare 以外のオペレーティン

グシステム環境の eDirectory が

格納された記憶デバイスを交換
した

1. 必要に応じてオペレーティングシステムをインス
トールします。

2. 記憶デバイスの変更により影響を受けたディスクパー
ティション上に、ファイルシステムを復元します。

3. 新しい記憶デバイス上の、新しい一時的なツリー内
に、eDirectory をインストールします。

4. バックアップから eDirectory を復元します ( 元のツ

リー内に配置されます ) 。このとき、復元した後で

eDirectory がクローズされ、ロックされたままになる

ようにオプションを指定します。次のようなコマン
ドを使用します。
restore -r -f バックアップファイルの名前とパス 
-l ログファイルの名前とパス -e

NICI ファイルをバックアップしてあった場合は、

-e オプションを使用します。インクルードファイル

に列挙されたファイルをバックアップしてあった場
合は、-u オプションを追加します。

5. eDirectory データベースのロックを解除します。

6. NICI セキュリティファイルを復元した場合は、復元

を完了した後で、サーバを再起動してセキュリティ
システムを再初期化します。

7. サーバが通常どおりに応答するか、チェックします。

ConsoleOne® を使用して、サーバとその同期を

チェックします。ログインスクリプトと印刷が正し
く動作することを確認します。

8. このサーバでロールフォワードログを使用していた
場合、復元を完了した後で、ロールフォワードログ
設定を再作成します。ロールフォワードログを有効
にしてから、改めてフルバックアップも取る必要が
あります。

復元した後は、設定がデフォルトの状態にリセット
されます。つまり、ロールフォワードログがオフに
なっています。フルバックアップが改めて必要とな
るのは、スケジュールに従って次に無人でのフル
バックアップが取られるまでに、再び障害が起こる
可能性があるためです。 
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NetWare 上の eDirectory と SYS:
ボリュームが含まれた記憶デバ
イスを交換した   

NetWare 上のファイルシステムデータを復元する場合、

ファイルシステム権の保持に関わる問題があることを認識
しておく必要があります。eDirectory を復元した後で、

ファイルシステムを復元する必要があります。また、404 
ページの「NetWare のファイルシステムデータを復元する

際のアクセス権の保存」で説明している追加の手順も必要
になる場合があります。 

1. 新しい記憶デバイスに NetWare と eDirectory をインス

トールし、一時的な新しいツリー内に新しい SYS: ボ
リュームを作成します。

2. 新しい SYS: ボリューム上に、バックアップテープからコ

ピーした eDirectory バックアップファイルを配置します。

3. バックアップから eDirectory を復元します ( 元のツリー

内に配置されます ) 。このとき、復元した後で

eDirectory がクローズされ、ロックされたままになるよ

うにオプションを指定します。次のようなコマンドを使
用します。
restore -r -f バックアップファイルの名前とパス 
-l ログファイルの名前とパス -e

NICI ファイルをバックアップしてあった場合は、-e オプ

ションを使用します。インクルードファイルに列挙され
たファイルをバックアップしてあった場合は、-u オプ

ションを追加します。

4. 記憶デバイスの交換によって影響を受けたすべてのボ
リュームのファイルシステムを復元します。

5. eDirectory データベースのロックを解除します。

6. NICI セキュリティファイルを復元した場合は、復元を完

了した後で、サーバを再起動してセキュリティシステム
を再初期化します。

7. サーバが通常どおりに応答するか、チェックます。

iMonitor を使用して、サーバとその同期をチェックしま

す。ログインスクリプトと印刷が正しく動作することを
確認します。

8. このサーバでロールフォワードログを使用していた場
合、復元を完了した後で、ロールフォワードログ設定を
再作成します。ロールフォワードログを有効にしてか
ら、改めてフルバックアップも取る必要があります。

復元した後は、設定がデフォルトの状態にリセットされ
ます。つまり、ロールフォワードログがオフになってい
ます。フルバックアップが改めて必要となるのは、スケ
ジュールに従って次に無人でのフルバックアップが取ら
れるまでに、再び障害が起こる可能性があるためです。 

ハードウェア変更の種類 … 実行する手順
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サーバが通常どお り に応答し ない場合、 次にいずれかの方法によ って回復する必要が
あ る場合があ り ます。

変更前のハード ウ ェア環境設定が機能し ていた こ と から、 これを再作成し ます。

作成し た eDirectory バッ ク ア ッ プ と フ ァ イルシステムを使用し て、 このサーバの識
別情報を別のコ ンピ ュータに移し ます。 540 ページの 「サーバの計画的な交換」 を
参照し て く ださい。

サーバの計画的な交換

次に示す手順で、 サーバの eDirectory ア イデンテ ィ テ ィ と フ ァ イルシステムデータ を別
のコ ンピ ュータ上に移すこ と で、 実際にサーバを置き換えます。 こ こでは、 古いサー
バをサーバ A と し、 それに置き換わるサーバをサーバ B と し ています。

Backup eMTool を使用し て eDirectory のコール ド バッ ク ア ッ プ ( データベース を ク ロー
ズ し た状態でのバッ ク ア ッ プ ) を実行し、 さ らにお好みのツールを使用し てフ ァ イルシ
ステムのバッ ク ア ッ プを し て、 サーバの交換に備えます。 このバッ ク ア ッ プ情報を用
いれば、 復元プロセス を使用し て、 新しいコ ンピ ュータ上にサーバを再構築でき ます。

eDirectory のコールド バッ ク ア ッ プを実行する場合、 オプシ ョ ンを使用し てサーバ A 上
の eDirectory を ロ ッ ク し、 使用不可にする必要があ り ます。 これによ り 、 バッ ク ア ッ プ
後のデータ変更を防げます。 このサーバ と通信し ている他のサーバからは、 このサー
バは停止し ている よ う に見えます。 通常サーバに送信される eDirectory 情報は、 その
サーバ と再び通信でき る よ う になる まで、 ツ リ ー内の別のサーバに保存されます。 保
存された情報は、 新しいコ ンピ ュータであ るサーバ B 上で、 サーバがオン ラ イ ン状態
に戻った と きに同期するために使用されます。

注 : eDirectory ツリー内の他のサーバは、このサーバがすぐにオンライン状態に戻ることを期待しているた
め、できるだけ早く交換してサーバに eDirectory 情報を復元する必要があります。 

サーバを置き換え るための手順の概要を次に示し ます。

1. 交換する際のサーバ A の停止時間を短 く するには、 540 ページの 「1. サーバ交換の
準備」 で説明し ている よ う にサーバ B にオペレーテ ィ ングシステムを イ ン ス ト ー
ルするなど し て、 交換前にでき るだけサーバ B の準備を整えておき ます。

2. 541 ページの 「2. eDirectory のバッ ク ア ッ プを作成する」 の説明に従って、 サーバ
A の eDirectory と システムフ ァ イルをバッ ク ア ッ プし ます。

3. 542 ページの 「3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元」 の説明に従って、
サーバ B に情報を移し ます。

1. サーバ交換の準備

次に示すサーバ A と サーバ B のチェ ッ ク リ ス ト を使用して、 サーバ A を交換する準備が
できているかを確認し ます。開始する前にサーバ B の準備を しておけば、ある コンピ ュー
タから別のコンピ ュータへ転送する間のサーバの停止時間を減らすこ と ができ ます。

サーバ A の準備

サーバ A に 新のバージ ョ ンのオペレーテ ィ ングシステムがイ ン ス ト ールされてい
る こ と を確認し ます。

Tree パーテ ィ シ ョ ンのマス タ を保持し ているサーバで DSRepair を実行し、さ らに時
刻同期を実行し て、 サーバ A のツ リ ーが正常に機能し ている こ と を確認し ます。 

サーバ A のデータベースで DSRepair を実行し ます。サーバ A が完全に同期されてい
る こ と を確認し ます。
540   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
サーバ B の準備

新バージ ョ ンのオペレーテ ィ ングシステムを イ ン ス ト ールし ます。 このオペレー
テ ィ ングシステムは、 サーバ A のもの と同じであ る必要があ り ます。

サーバ B を新しい一時的なツ リ ーに配置し、 eDirectory を イ ン ス ト ールし ます。 

(542 ページの 「3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元」 の過程で eDirectory
を 復元する には、 サーバ B を サーバ A が配置さ れていた元のツ リ ー内に配置し
ま す。 )

(NetWare の場合のみ ) サーバの交換でフ ァ イルシステムデータ を復元する場合、
フ ァ イルシステム権の保持に関わる問題があ る こ と を認識し てお く 必要があ り ま
す。 フ ァ イルシステムの復元の前に、 eDirectory の復元を計画する必要があ り ます。
また、 404 ページの 「NetWare のフ ァ イルシステムデータ を復元する際のア ク セス
権の保存」 で説明し ている追加の手順も必要にな る場合があ り ます。

続いて、 次のセ ク シ ョ ン 541 ページの 「2. eDirectory のバッ ク ア ッ プを作成する」 の手
順を実行し ます。

2. eDirectory のバックアップを作成する 

サーバ交換の前に、 eDirectory のバッ ク ア ッ プを作成する必要があ り ます。 540 ページ
の 「1. サーバ交換の準備」 が完了し た後は eMBox Client を使用し、 バッ ク ア ッ プの後
でデータベース を使用不可にし て ロ ッ クする詳細オプシ ョ ンを設定し て、 サーバ A 上
の eDirectory データベースのコール ド バッ ク ア ッ プを実行し ます。 

eDirectory のコールド バッ ク ア ッ プ ( データベースが ク ローズ中のバッ ク ア ッ プ ) を作
成し、 その後でデータベース を ク ローズのま まにし てお く には、 次の手順に従います。

1 540 ページの 「1. サーバ交換の準備」 が完了し ている こ と を確認し ます。

2 次に示すよ う な eMBox ク ラ イ アン ト のコマン ド で、 -c、 -o、 および -d ス イ ッチを使
用し て、 サーバ A 上の eDirectory データベースのコール ド バッ ク ア ッ プを実行し、
完了し た後はデータベース を ク ローズ し て ロ ッ ク し たま まにし ます。

backup -f バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前と パス  
-l ロ グフ ァ イルの名前と パス  -e -t -c -o -d

NICI を使用する場合、 -e ス イ ッチを使用し て NICI フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし ま
す。 (eMBox ク ラ イ アン ト と ス イ ッチの使用についての詳細は、 420 ページの
「eMBox ク ラ イ アン ト によ る手動バッ ク ア ッ プ」 および 420 ページの 「eMBox ク ラ
イ アン ト によ る手動バッ ク ア ッ プ」 を参照し て く ださい。 )

サーバ A の eDirectory データベースがロ ッ ク されます。 データベース をサーバ B
上に復元し ツ リ ー内に戻すまでは、 サーバ上で新たなデータ変更が実行されないよ
う に、 データベース を ロ ッ ク し たま まにし てお く 必要があ り ます。

サーバア ッ プグレード またはサーバ交換の残 り の手順を迅速に完了させ、 サーバが
使用できない時間を 小限に抑えます。

3 サーバ A のフ ァ イルシステムのフルバッ ク ア ッ プを作成し ます。 (NetWare では、
SMS が使用でき ます。 ) 

データベース をバッ ク ア ッ プし た後で、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プを行 う の
は重要です。 これによ り 、 eDirectory バッ ク ア ッ プフ ァ イルが、 残 り のフ ァ イルシ
ステム と一緒にテープに保存されます。

SMS の使用方法の詳細については、 『Management Services 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/smsadmin/data/hjc2z4tu.html) を参照し
て く ださい。
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4 サーバ A上の eDirectoryデータベース を ロ ッ ク し、サーバ A をネ ッ ト ワーク から外し
ます。

続いて 542 ページの 「3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元」 の手順を実行
し ます。

3. サーバ交換における eDirectory 情報の復元

サーバ A の eDirectory 識別情報およびフ ァ イルシステムをサーバ B に移すには、 次の
手順に従います。

1 540 ページの 「1. サーバ交換の準備」 および 541 ページの 「2. eDirectory のバッ ク
ア ッ プを作成する」 が完了し ている こ と を確認し ます。

2 サーバ B が起動し、 eDirectory が実行されている こ と を確認し ます。 

3 復元によ り 、 サーバ A の eDirectory 識別情報およびフ ァ イルシステムを次の手順で
サーバ B に移し ます。

3a サーバ A の eDirectory コール ド バッ ク ア ッ プフ ァ イルをサーバ B にコ ピーし
ます。

サー ド パーテ ィ のフ ァ イル圧縮ツールは圧縮性能が良いので、 そのよ う なツー
ルを使用し た場合、バッ ク ア ッ プフ ァ イルは と て も小さ く な る こ と があ り ます。
これによ り 、 フ ァ イルのコ ピーを早 く でき る場合があ り ます。

3b 複製し た eDirectory のバッ ク ア ッ プフ ァ イルを使用し て、サーバ A の eDirectory
データベース をサーバ B 上に復元し ます。 それには、 eMBox コマン ド ラ イ ン
ク ラ イ アン ト で、 次のよ う なコマン ド を使用し ます。

restore -r -f バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前と パス  
-l ロ グフ ァ イルの名前と パス  -e

NICI を使用する場合、 -e ス イ ッチを使用し て NICI フ ァ イルを復元し ます。
イ ン クルード フ ァ イルに列挙されたフ ァ イルをバッ ク ア ッ プし てあった場合
は、 -u オプシ ョ ンを追加し ます。 (eMBox ク ラ イ アン ト と ス イ ッチの使用につ
いての詳細は、 428 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イ
ルの復元作業」 および 420 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト によ る手動バッ ク
ア ッ プ」 を参照し て く ださい。 )

復元にはロールフ ォ ワード ロ グを含める必要はあ り ません。 なぜな ら、 コール
ド バッ ク ア ッ プを実行し、 その後でデータベース を ク ローズ し てあ るからで
す。 データベースではどのよ う な ト ラ ンザク シ ョ ン も実行されていません。
データベースはク ローズ され、 バッ ク ア ッ プ以降にはロールフ ォ ワード ロ グは
作成されていません。

重要 : NetWare では、ファイルシステムを復元する前に eDirectory を復元することが特に重要で

す。これにより、トラスティ割り当ておよび権利が、ファイルシステムデータの復元の後で保持

されます。詳細については、404 ページの「NetWare のファイルシステムデータを復元する際の

アクセス権の保存」を参照してください。 

3c バッ ク ア ップされたサーバ A のフ ァ イルシステムデータ をサーバ B に移し ます。

4 (NetWare の場合のみ ) autoexec.ncf で、サーバ B の IP ア ド レ ス と サーバ名を、サーバ A
のものに リ ネーム し ます。

5 NICI を使用し ている場合は、 サーバを再起動し て NICI を再初期化し、 復元された
NICI セキ ュ リ テ ィ フ ァ イルが使用される よ う にし ます。

6 eDirectory データベースのロ ッ ク を解除し ます。
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7 復元が完了し た後は、 サーバ B がサーバ A の識別情報を正し く 引き継ぎ、 通常どお
り に応答し ているかチェ ッ ク し ます。 ConsoleOne を使用し てサーバ と その同期を
チェ ッ ク し ます。 ロ グ イ ン ス ク リ プ ト 、 印刷、 および NICI セキ ュ リ テ ィ が正常に
機能する こ と を確認し ます。 

サーバの応答が通常どお り な ら、 サーバの交換は完了です。 これで、 サーバ A から
eDirectory をアン イ ン ス ト ールし て eDirectory 識別情報を削除し、 このコ ンピ ュータ
を別の目的に使用でき ます。 サーバ A をネ ッ ト ワークに戻すのは、 eDirectory を削
除し た後にし て く ださい。そ う し ない と、eDirectory の同期でネ ッ ト ワーク が混乱し
て し まいます。 なぜな ら、 サーバ A と サーバ B の同じ識別情報によ り 、 競合が発生
するためです。

8 ( 特定条件における処理 ) このサーバでロールフ ォ ワード ロ グを使用し ていた場合、
復元を完了し た後で、 ロールフ ォ ワード ロ グ設定を作成し直し ます。 ロールフ ォ
ワード ロ グを有効にし てから、 改めてフルバッ ク ア ッ プも取る必要があ り ます。 

復元し た後は、 設定がデフ ォル ト の状態に リ セ ッ ト されます。 つま り 、 ロールフ ォ
ワード ロ グがオフになっています。 フルバッ ク ア ッ プが改めて必要と な るのは、 ス
ケジ ュールに従って次に無人でのフルバッ ク ア ッ プが取られる までに、 再び障害が
起こ る可能性があ るためです。

サーバ B が正常に動作せず、 サーバ A の識別情報およびフ ァ イルシステムを直ちに使
用でき る よ う にする必要があ る場合は、 次を実行し ます。

1 サーバ B のネ ッ ト ワーク ケーブルを抜 く か、 またはサーバを停止し ます。

2 サーバ A をネ ッ ト ワークに再接続し、起動し てから、eDirectory データベース をオー
プン し ます。

DSRepair の実行を要求する システム メ ッ セージを無視し ます。

3 サーバ B から eDirectory を削除し、 再度ア ッ プグレード を試みます。

ハードウェア障害後の eDirectory の復元 
eDirectory が配置されたデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン またはデ ィ ス ク ボ リ ュームを含むハー
ドデ ィ ス クの障害は、 サーバから eDirectory が削除された状態と同じです。 ( 幸いにも
複数サーバ環境では、 1 つのサーバがダウ ン し て も、 そのレプ リ カ リ ング内の残 り の
サーバが正常に稼働し ていれば問題はあ り ません。 )

eDirectory が格納されたデ ィ ス クパーテ ィ シ ョ ン またはデ ィ ス ク ボ リ ュームの障害の後
で eDirectory を復元するには、 409 ページの 「復元処理の準備」 および 417 ページの
「iManager によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イルの復元作業」 ( または、 428 ページの 「eMBox
ク ラ イ アン ト によ るバッ ク ア ッ プフ ァ イルの復元作業」 ) で説明し ている手順に従っ
て、 バッ ク ア ッ プフ ァ イルから復元し ます。 

ハードデ ィ ス クの新規イ ン ス ト ールでは、 製造元から提供されている指示に従って、
サーバのハードデ ィ ス クが動作する こ と を検証し ます。 新しいハードデ ィ ス ク には、
少な く と も置き換え られる元の ド ラ イブ と同じ記憶容量が必要です。 ローカルサーバ
情報のフ ァ イルを使用し て、 環境設定情報を確認し ます。

注 : サーバのバックアップファイルがない場合は、Xbrowse ツールを使用して eDirectory に照会し、サーバ
情報を回復します。この作業は、サーバオブジェクトやその関連オブジェクトをツリーから削除する前に実
行する必要があります。XBrowse およびその他の情報は『Technical Information Document #2960653』 
(http://support.novell.com/servlet/tidfinder/2960653) にあり、Novell サポートから入手できます。
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17 DHost iConsole Manager

DHost iConsole Manager は Web ベースのブラ ウザを使用し た管理ツールで、 次のこ と が
行えます。

DHost モジュールの管理

DHost 環境設定パラ メ ータの照会

DHost 接続情報の表示

ス レ ッ ド プール統計情報の表示

DHost プロ ト コルス タ ッ ク マネージ ャによ り 登録されたプロ ト コルに関する詳細情
報の表示 

図 50 DHost iConsole Manager

DHost iConsole Manager は診断およびデバッ グツール と し て も使用でき、 eDirectory
サーバが正常に動作し ていない場合に HTTP サーバにア ク セスでき ます ( 詳細について
は、 552 ページの 「SAdmin パス ワード を設定する」 を参照し て く ださい ) 。
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この章では、 次の情報について説明し ます。

546 ページの 「DHost について」

547 ページの 「DHost iConsole の実行」

548 ページの 「eDirectory モジ ュールの管理」

550 ページの 「DHost 情報の照会」

552 ページの 「プロセス ス タ ッ ク」

552 ページの 「SAdmin パス ワード を設定する」

DHost について

Windows、 Solaris、 Linux、 AIX、 および HP-UX 用の Novell® eDirectoryTM ソ フ ト ウ ェア
は、 eDirectory for NetWare® と同じ コ ア コード に基づいて作成されています。 Windows、
Linux および UNIX 版の eDirectory が別のバージ ョ ンの eDirectory と適切にや り 取 り を
行 う には、 NCPTM (NetWare Core ProtocolTM ) サービ スのサブセ ッ ト をサポー ト し ている
必要があ り ます。 このサブセ ッ ト を操作するプロ グ ラ ムは DHost と呼ばれます。 DHost
は eDirectory の下で動作し、 NetWare オペレーテ ィ ングシステムがネイ テ ィ ブで提供す
る機能を NetWare 以外のプラ ッ ト フ ォームで提供し ます。

Dhost は、 次の NetWare 指向のサービ ス を提供し ます。

サービス 説明

NCP エンジン パケットベースのプロトコルで、クライアントが NetWare サー

バとの間で要求の送信や応答を受信できるようにします。

詳細については、NetWare Core Protocols
 (http://developer.novell.com/ndk/doc/ncp/ncp__enu/data/
hc4lztgy.html) を参照してください。

ウォッチドッグ ワークステーションが NetWare サーバに接続された状態である

ことを確認するために使用するパケットです。

詳細については、Watchdog Packet Spoofing
 (http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/ipx_enu/data/
h0cufuir.html) を参照してください。

接続テーブル NetWare サーバに付随するあらゆるプロセス、プリントサーバ、

アプリケーション、ワークステーション、またはその他のエンティ
ティに割り当てられる固有の番号です。この番号は、接続が行わ
れるごとに異なる可能性があります。接続番号は、ネットワーク
セキュリティの実装やネットワークアカウントに使用されます。
この番号は、ファイルサーバ接続テーブル内でのオブジェクトの
場所を反映しています。さらにこの番号を使用すると、ネットワー
クにログインしたオブジェクトに関する情報の識別や取得が容易
になります。

イベントシステム 個々のサーバのアクティビティを監視する手段をアプリケーショ
ンに提供します。 

スレッドプール 独立したエンティティとして実行され、システムソフトウェアに
よってスケジュールされる一連の命令です。
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DHost iConsole の実行
547 ページの 「NetWare で DHost iConsole を実行する」

547 ページの 「Windows で DHost iConsole を実行する」

548 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX で DHost iConsole を実行する」

NetWare で DHost iConsole を実行する

NetWare では、 NetWare Remote Manager を使用し て DHost iConsole にア ク セスでき ま
す。 SAdmin パス ワード の設定や変更を行 う には、 eDirectory サーバで httpstk.nlm を実
行し ている必要があ り ます。

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバの TCP/IP ア ド レ ス ： ポー ト

例 ：

http://137.65.123.11:8028

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8028 です。NetWare リモートマネージャの環境設定ページでこの

値を変更した場合は、変更後のポート番号を入力します。

サーバ名と IP ア ド レ スの解決のために DNS (Domain Name Service) をネ ッ ト ワーク
にイ ン ス ト ールし てあ る場合は、 IP ア ド レ スの代わ り にサーバの DNS 名を入力す
る こ と もでき ます。

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

Windows で DHost iConsole を実行する

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバ . の IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 
http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

NCP 拡張 サーバアプリケーション開発者が、NetWare OS に NCP として

実装する NLMTM ソフトウェアを作成できるようにします。

詳細については、NCP Extension Concepts
 (http://developer.novell.com/ndk/doc/ncp/index.html?page=/ndk/
doc/ncp/ncp__enu/data/a1wftl8.html) を参照してください。

メッセージ処理 ドキュメントを圧縮または凝縮した形式、またはドキュメントの
要約で、大きなドキュメントの電子指紋として機能します。メッ
セージ処理は、個々のドキュメントに固有のデジタル署名を作成
するために使用されます。

サービス 説明
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Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で DHost iConsole を実行する

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost 

例 ：

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバの IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

eDirectory モジュールの管理

DHost iConsole のモジ ュールページでは、 使用可能な eDirectory サービ ス と その状態に
ついての情報が表示されます。 また、 このモジュールページから これらのサービ ス を
開始または停止 ( ロード またはアン ロード ) でき ます。

ロードやアン ロード ができ るのは、 LDAP、 SNMP、 HTTPSTK などの非対話型モジュー
ルだけです。 

モジ ュールページには、 次に示す属性があ り ます。

549 ページの 「NetWare でモジュールを ロード またはアン ロードする」

549 ページの 「Windows でモジュールを ロード またはアン ロードする」

549 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX でモジュールを ロード またはア
ン ロードする」

Novell iManager を使用し た eDirectory サービ スのロードやアン ロード についての詳細
は、 194 ページの 「eDirectory Service Manager」 を参照し て く ださい。

属性 説明

情報
をクリックして、モジュールの説明、ファイル名、モジュー

ルハンドル、属性、および選択したモジュールの共有オブジェク
ト名を表示させます。

モジュール モジュール名を表示します。

ステータス モジュールが実行されているかどうかを表示します。

アクション モジュールが実行可能かどうかを示します。モジュールのステー
タスは、次の 3 つのうちのどれかになります。

は、モジュールがシステムモジュールで、アンロードできな

いことを示します。

は、モジュールがロード可能で、ロードの準備ができている

ことを示します。

は、モジュールが実行中であることを示します。
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NetWare でモジュールをロードまたはアンロードする

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバの TCP/IP ア ド レ ス ： ポー ト

例 ：

http://137.65.123.11:8028

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8028 です。NetWare リモートマネージャの環境設定ページでこの

値を変更した場合は、変更後のポート番号を入力します。

サーバ名と IP ア ド レ スの解決のために DNS (Domain Name Service) をネ ッ ト ワーク
にイ ン ス ト ールし てあ る場合は、 IP ア ド レ スの代わ り にサーバの DNS 名を入力す
る こ と もでき ます。

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 アプ リ ケーシ ョ ンの管理 リ ス ト で ［List Modules ( モジ ュールを一覧 )］ を ク リ ッ ク
し ます。

5 モジュ ールを ロ ード する には、 名前を 入力し て ［Load Module ( モジュ ールを ロ ー
ド )］ を ク リ ッ ク し ま す。 
モジ ュールが実際にロード されたかど う かの確認が必要な場合は、 ［モジュール
ロード用のシステム コ ン ソールの表示］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

Windows でモジュールをロードまたはアンロードする

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost 

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバの IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 
http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 ［モジュール］ を ク リ ッ ク し ます。

5 モジ ュールを ロードするには を ク リ ッ ク し、 アン ロードするには を ク リ ッ
ク し ます。

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX でモジュールをロードまたはアンロードする

1 Web ブラ ウザ . を開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost 

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバの IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 
http://137.65.135.150:80/dhost
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3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 ［モジュール］ を ク リ ッ ク し ます。

5 モジ ュールを ロードするには を ク リ ッ ク し、 アン ロードするには を ク
リ ッ ク し ます。

DHost 情報の照会

DHost iConsole マネージ ャ を使用すれば、 次に示す情報を照会でき ます。

環境設定パラ メ ータ

PSTACK マネージ ャによ り 登録されたプロ ト コル

接続プロパテ ィ

ス レ ッ ド プールの概要

環境設定パラメータを表示する

環境設定パラ メ ータは、 Linux および UNIX プラ ッ ト フ ォームに特有のものです。

DHost iConsole マネージ ャで、 ［パラ メ ータ］ を ク リ ッ ク し ます。 詳細については、
548 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX で DHost iConsole を実行する」 を
参照し て く ださい。

環境設定パラ メ ータには、 次の情報が表示されます。

詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 イ ン ス ト ールガイ ド』 の 「環境設定パラ メ ータ」
を参照し て く ださい。

プロトコル情報を表示する

DHost iConsole マネージ ャで、 ［ ト ラ ン スポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

次のプロ ト コル情報が表示されます。

ID

プロ ト コル

ト ラ ン スポー ト

オプション 説明

パラメータ名 環境設定パラメータの名前を表示します。

デフォルト値 環境設定パラメータのデフォルト値を表示します。

設定値 現在の設定値を表示します。

小値 パラメータに設定できる 小値を表示します。

大値 パラメータに設定できる 大値を表示します。

タイプ パラメータに設定できる値のタイプを表示します。
550   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
接続プロパティを表示する

DHost iConsole マネージ ャで、 ［接続］ を ク リ ッ ク し ます。

次の接続プロパテ ィ が表示されます。

接続

フ ラ グ

識別子

表示名

ト ラ ン スポー ト

認証名

SEV 回数

終ア ク セス

ロ ッ ク状態

スレッドプールの統計情報を表示する

DHost iConsole マネージ ャで、 ［統計情報］ を ク リ ッ ク し ます。

次のス レ ッ ド プール統計情報が表示されます。

Spawned Threads ( 生成ス レ ッ ド )

Dead Threads ( 停止ス レ ッ ド )

Idle Threads ( ア イ ド ルス レ ッ ド )

Worker Thread ( 動作ス レ ッ ド )

Peak Worker Thread ( ピーク動作ス レ ッ ド )

Ready for Work Thread ( 動作待機ス レ ッ ド )

Ready Queue Peak Worker Threads ( 待機キ ューピーク動作ス レ ッ ド )

Ready Queue Max Wait Time ( 待機キ ュー 大待ち時間 )

Schedule Delay Minimum Time ( 小スケジュール遅延時間 )

Schedule Delay Maximum Time ( 大スケジュール遅延時間 )

Schedule Delay Average Time ( 平均スケジ ュール遅延時間 )

Waiting For Work ( 動作待ち )

Peaking Waiting For Work ( ピーク動作待ち )
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プロセススタック

プロセス ス タ ッ クには、 DHost のプロセス空間で現在実行されているすべてのス レ ッ
ド の リ ス ト が含まれます。 この機能は、 主に Novell エンジニアやサポー ト 担当者によ
り 、 ローレベルのデバッ グツール と し て使用されます。

このオプシ ョ ンは、 Windows でのみ使用でき ます。

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost 

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバの IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 ［プロセス］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ス レ ッ ド のコールス タ ッ ク を表示するには、 ス レ ッ ド ID を ク リ ッ ク し ます。

SAdmin パスワードを設定する

あ らかじめ設定された admin ユーザをセ ッ ト ア ッ プでき ます。 これによ り 、 eDirectory
がロード されていない場合に、 HTTPSTK (HTTP Protocol Stack) にア ク セスでき る よ う
にな り ます。 事前に設定された管理者ユーザ (SAdmin) には、 eDirectory 管理者ユーザ
オブジェ ク ト と同等の権利があ り ます。 サーバが、 eDirectory が適切に機能し ていない
状態の場合、 このユーザ と し てサーバにロ グ イ ン し、 eDirectory を使用せずに実行でき
る必要なすべての診断およびデバッ ギング作業を実行し ます。

552 ページの 「NetWare で SAdmin パス ワード を設定する」

553 ページの 「Windows で SAdmin パス ワード を設定する」

553 ページの「Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で SAdmin パス ワード を設定する」

NetWare で SAdmin パスワードを設定する

NetWare リ モー ト マネージ ャ を使用し て SAdmin ユーザオブジェ ク ト を有効にし、 この
オブジェ ク ト のパス ワード を設定または変更し ます。 SAdmin パス ワード の設定や変更
を行 う には、 eDirectory サーバで httpstk.nlm を実行し ている必要があ り ます。

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバの TCP/IP ア ド レ ス ： ポー ト

例 ：

http://137.65.123.11:8028

注 : デフォルトの代替ポート番号は 8028 です。NetWare リモートマネージャの環境設定ページでこの

値を変更した場合は、変更後のポート番号を入力します。
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サーバ名と IP ア ド レ スの解決のために DNS (Domain Name Service) をネ ッ ト ワーク
にイ ン ス ト ールし てあ る場合は、 IP ア ド レ スの代わ り にサーバの DNS 名を入力す
る こ と もでき ます。

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 ［環境設定］ ボタ ン > ［Enable Emergency Account (SADMIN User) ( 緊急アカ ウ ン
ト の有効化 (SADMIN ユーザ ))］ の順に ク リ ッ ク し、 ［パス ワード の設定］ を ク
リ ッ ク し ます。

5 SAdmin パス ワード を指定し、 次に指定し たパス ワード を確認入力し ます。

6 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

Windows で SAdmin パスワードを設定する

DHOST リ モー ト マネージ ャページ (/dhost URL またはルー ト ページから ア ク セス可能 )
を使用し て、 SAdmin パス ワード を設定し ます。 SAdmin パス ワード の設定や変更を行
う には、 eDirectory サーバで dhost.exe を実行し ている必要があ り ます。

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost 

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバの IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 HTTP サーバを ク リ ッ ク し てから、 SAdmin パス ワード を指定し ます。

5 指定し たパス ワード を確認入力し て、 ［送信］ を ク リ ッ ク し ます。 

Linux、Solaris、AIX、および HP-UX で SAdmin パスワードを設定する

Solaris、 Linux、 AIX、 または HP-UX で SAdmin パス ワード を設定するには、 次のいず
れかの方法を使用でき ます。

554 ページの 「DHOST リ モー ト 管理ページ」

554 ページの 「Ndsconfig」
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DHOST リモート管理ページ

DHOST リ モー ト マネージ ャページ (/dhost URL またはルー ト ページから ア ク セス可能 )
を使用し て、 SAdmin パス ワード を設定し ます。 SAdmin パス ワード の設定や変更を行
う には、 eDirectory サーバで Novell eDirectory サーバを実行し ている必要があ り ます。

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 ア ド レ ス (URL) フ ィ ール ド に、 次の形式で入力し ます。

http ： // サーバ名 ： ポー ト /dhost 

た と えば、 次のよ う に入力し ます。

http://MyServer:80/dhost

DHost iConsole へのア ク セスに、 サーバの IP ア ド レ ス を使用する こ と もでき ます。
例 ： 

http://137.65.135.150:80/dhost

3 ユーザ名、 コ ンテキス ト 、 パス ワード を指定し ます。

4 HTTP サーバを ク リ ッ ク し てから、 SAdmin パス ワード を指定し ます。

5 指定し たパス ワード を確認入力し て、 ［送信］ を ク リ ッ ク し ます。 

Ndsconfig

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 SAdmin パス ワード を設定し ます。 SAdmin パス
ワード の設定や変更を行 う には、 eDirectory サーバで ndsd を実行し ている必要があ り
ます。

サーバコ ン ソールから、 次のよ う に入力し ます。

ndsconfig set http.server.sadmin-pwd= パス ワード

こ こ でパス ワード は、 新しい SAdmin パス ワード です。

ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ の使用に関する詳細については、 『Novell eDirectory 8.8 イ ン ス
ト ールガイ ド』 の 「ndsconfig ユーテ ィ リ テ ィ のパラ メ ータ」 を参照し て く ださい。
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18 eDirectory Management Toolbox

Novell® eDirectoryTM Management Toolbox (eMBox) を使用すれば、 すべての eDirectory バッ
クエン ド ユーテ ィ リ テ ィ に、 サーバ上だけでな く リ モー ト から も ア クセスでき ます。 

eMBox を Novell iManager と あわせて使用する と、 DSRepair、 DSMerge、 バッ ク ア ッ プ
と復元、 サービ スマネージャ などの eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ に Web ベースでア ク セ
スでき ます。

重要 : eMBox タスクを実行するには、iManager を使用して、管理するツリーに役割ベースサービスを設定
する必要があります。

すべての機能は、 ローカルサーバまたは リ モー ト のいずれからでも コマン ド ラ イ ン ク
ラ イ アン ト を通じ て使用でき ます。 eMBox ク ラ イ アン ト を使用し て、 1 つのサーバま
たはワーク ステーシ ョ ンから複数のサーバに対する タ ス ク を実行でき ます。 

バッ ク ア ッ プ、 DSRepair、 DSMerge、 スキーマの操作、 および eDirectory Service Manager
などのすべての eMTool (eDirectory Management Tool) を実行するためには、eDirectory サー
バに eMBox がロード され、 実行されている必要があ り ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

555 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト の使用」

566 ページの 「eMBox ロ グの記録の使用」

eMBox コマンドラインクライアントの使用

eMBox にア ク セスする方法の 1 つは、 eMBox の Java コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト を使
用する こ と です。 このコマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト には、 対話式モード と バッチモード
の 2 つのモード があ り ます。対話式モード では、 eMBox コマン ド を一度に 1 つづつ実行
し ます。 バッチモード では、 コマン ド のグループを自動で実行でき ます。 コマン ド ラ イ
ン ク ラ イ アン ト にはロ グサービ スがあ り 、 いずれのモード でも使用でき ます。 

コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト は、 Java アプ リ ケーシ ョ ンです。 これを実行するには、
Java Runtime Environment, Sun JVM 1.3.1 が使用でき る必要があ り ます。 この Java 実行環
境は、 eDirectory と同時にイ ン ス ト ールされます。 また、 フ ァ イ アウ ォール越しに管理
対象のサーバにア ク セスでき る必要があ り ます。 1 つのサーバまたはワーク ステーシ ョ
ンから、 複数のサーバに対し て タ ス ク を実行でき ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

556 ページの 「コマン ド ラ イ ンヘルプを表示する」

556 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト を対話式モード で実行する」

560 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト をバッチモード で実行する」

563 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト のオプシ ョ ン」

564 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し てセキ ュ ア接続を確立する」

564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号を確認する」
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コマンドラインヘルプを表示する

eMBox ク ラ イ アン ト を実行する前に、 eMBox の一般的なコマン ド ラ イ ンヘルプを表示
するには、 次の操作を実行し ます。

Netware®、 Linux、 およ び UNIX： コ マン ド ラ イ ン から 「 edirutil -?」 と 入力し
ま す。

Windows ： 「ド ラ イブ \novell\nds\embox\edirutil.exe -?」 を実行し ます。

対話式モード で実行中に eMBox の対話型コマン ド ラ イ ンヘルプを表示するには、
eMBox ク ラ イ アン ト プロ ンプ ト で疑問符 (?) を入力し ます。 た と えば、 次のよ う に入
力し ます。
eMBox Client> ?

ヘルプには、 563 ページの 「eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト のオプシ ョ ン」 で示
すよ う な コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンに関する情報が表示されます。

eMBox コマンドラインクライアントを対話式モードで実行する

対話式モード では、 eMBox コマン ド を一度に 1 つづつ実行し ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

556 ページの 「eDirectory サーバで eMBox ク ラ イ アン ト を実行する」

557 ページの 「ワーク ステーシ ョ ンで eMBox ク ラ イ アン ト を実行する」

558 ページの 「サーバにロ グ イ ンする」

559 ページの 「使用言語、 タ イ ムア ウ ト 、 およびロ グフ ァ イルを設定する」

559 ページの 「eMTool と そのサービ ス を表示する」

560 ページの 「特定のサービ ス を実行する」

560 ページの 「現在のサーバから ロ グア ウ ト する」

560 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を終了する」

eDirectory サーバで eMBox クライアントを実行する

eMBox ク ラ イ アン ト および Sun JVM 1.3.1 は、 eDirectory と同時にイ ン ス ト ールされて
います。 eDirectory サーバの対話式モード で eMBox ク ラ イ アン ト を開始するには、 次
の操作を行います。

NetWare、 Linux、 および UNIX ： コマン ド ラ イ ンから 「edirutil -i」 と入力し ます。

Windows ： 「ド ラ イブ \novell\nds\edirutil.exe -i」 を実行し ます。

edirutil フ ァ イルは、 eMBox ク ラ イ アン ト を実行するためのシ ョ ー ト カ ッ ト です。 この
フ ァ イルには、 Java 実行フ ァ イルの場所と eMBox が eDirectory と同時にイ ン ス ト ール
されたデフ ォル ト の場所が示されています。 NetWare の場合、 このフ ァ イルでは -ns オ
プシ ョ ンが指定されています ( これは NetWare の Java オプシ ョ ンで、 「新規画面」 を意
味し ます ) 。 (Java 実行フ ァ イルの場所は、 557 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト 用にパ
スおよびク ラ スパス をセ ッ ト ア ッ プする」 で示し ている よ う に手動で入力する こ と も
でき ます。 )

管理対象のサーバに対し て eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト を使用するには、 フ ァ
イ ア ウ ォール越しにア ク セスでき る必要があ り ます。 そのため、 リ モー ト で実行する
場合は、 VPN ア ク セスが必要と な り ます。
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ワークステーションで eMBox クライアントを実行する

eDirectory サーバではないコ ンピ ュータで eMBox ク ラ イ アン ト を使用するには、 次の
操作を実行し ます。 

eMBoxClient.jar フ ァ イルを eDirectoryサーバから目的のコ ンピ ュータにコ ピーし ます。 
NetWare: sys:\system\embox\eMBoxClient.jar

Windows: \novell\nds\embox\eMBoxClient.jar

Linux および UNIX: /opt/novell/eDirectory/lib/nds-modules/embox/eMBoxClient.jar

Sun JVM 1.3.1 がイ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。 

管理するサーバに対し て eMBox コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト を使用するためには、
フ ァ イ ア ウ ォール越しにア ク セスでき る こ と を確認し ます。 

サーバの場合と は異な り 、 ワーク ステーシ ョ ンの場合は、 edirutil コマン ド をシ ョ ー ト
カ ッ ト と し て使用し て eMBox ク ラ イ アン ト を対話式モード で開始する こ と はでき ませ
ん。 パスおよびク ラ スパス内で環境をセ ッ ト ア ッ プするか、 パス をその都度手動で入
力し ます。 557 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト 用にパスおよびク ラ スパス をセ ッ ト
ア ッ プする」 を参照し て く ださい。

eMBox クライアント用にパスおよびクラスパスをセットアップする

eMBox ク ラ イ アン ト が eDirectory サーバで実行され、 Java または eMBoxClient.jar フ ァ
イルの場所を変更し ていない場合、 edirutil をシ ョ ー ト カ ッ ト と し て使用し て eMBox ク
ラ イ アン ト を実行でき ます。 (556 ページの 「eDirectory サーバで eMBox ク ラ イ アン ト
を実行する」 を参照し て く ださい。 )

ただし、 デフ ォル ト の場所を変更し たか、 または eMBoxClient.jar フ ァ イルをサーバで
ないコ ンピ ュータ上で実行し ている場合、 あ るいはク ラ スパス を手動で入力し たい場
合は、 eMBox ク ラ イ アン ト のパスおよびク ラ スパス を このセ ク シ ョ ンの説明のよ う に
セ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。

次の操作を実行すれば、 eMBox ク ラ イ アン ト を コ ンピ ュータ上のどの場所からでも実
行でき ます。

Java 実行フ ァ イル (Java.exe など ) があ るデ ィ レ ク ト リ をパスに追加するか、 または
Java がすでに実行されている こ と を確認し ます。

サーバの場合、 ほ と んどはすでに実行されています。 Windows サーバ、 Linux サー
バ、 および UNIX サーバでは、 実行フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ をパスに追加する必要
があ り ます。 NetWare の場合、 デ ィ レ ク ト リ をパスに追加するのではな く 、 Java が
実行されている必要があ り ます。

ワーク ステーシ ョ ンの場合、 手動セ ッ ト ア ッ プが必要と な る場合があ り ます。 た と
えば Windows では、 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［システム］
の順に ク リ ッ ク し ます。 ［詳細設定］ タブで ［環境変数］ を ク リ ッ ク し、 PATH 変
数にパス を追加し ます。 

パス を手動で入力するには、 次の操作を実行し ます。 Java 実行フ ァ イルへのパスが
追加されていない場合、 eMBox を実行する前に、 初にコマン ド ラ イ ンで Java 実
行フ ァ イルが含まれたデ ィ レ ク ト リ へ移動する必要があ り ます。 た と えば、
Windows で次のよ う に入力し ます。
cd c:\novell\nds\embox\jre\bin
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eMBoxClient.jar フ ァ イルへのパス を、 ク ラ スパスに追加し ます。

NetWare サーバの場合 ：
set ENVSET= パス \eMBoxClient.jar

Windows サーバまたはワーク ステーシ ョ ンの場合 ：
set CLASSPATH= パス \eMBoxClient.jar

LINUX サーバおよび UNIX サーバまたはワーク ステーシ ョ ンの場合 ：
export CLASSPATH= パス /eMBoxClient.jar

パス を手動で入力するには、 次の操作を実行し ます。 ク ラ スパス を指定するには、
次のよ う にし て、 eMBox を実行するたびに Java の -cp フ ラ グを使用する方法も あ
り ます。

java -cp パス /eMBoxClient.jar embox -i

た と えば、 Windows では次のよ う に入力し ます。
java -cp c:\novell\nds\embox\eMBoxClient.jar embox -i

警告 : NetWare サーバの場合のみ、異常終了を防ぐために -ns (「新規画面」を開く NetWare での Java
オプション ) を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns -cp sys:\system\embox\eMBoxClient.jar embox -i

これらの手順を実行し た後は、 次のコマン ド を使用し て、 コ ンピ ュータ上のどの場所
からでも対話式モード によ る eMBox ク ラ イ アン ト を実行でき ます。

java embox -i

警告 : NetWare サーバの場合のみ、異常終了を防ぐために -ns (「新規画面」を開く NetWare での Java オプ
ション ) を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns embox -i

Java コマン ド については、 Sun Web サイ ト  (http://java.sun.com) にあ る Java のマニュ ア
ルを参照し て く ださい。

サーバにログインする

サーバにロ グ イ ンするには、 サーバ名または IP ア ド レ ス、 および特定のサーバへ接続
するためのポー ト 番号を指定する必要があ り ます。 パブ リ ッ ク ロ グ イ ンの場合、 ユー
ザ名およびパス ワード は必要あ り ません。 

た と えば、 eMBox ク ラ イ アン ト を対話式モード でオープン し た後で、 次のよ う に入力
し ます。

login -s 137.65.123.244 -p 8028 -u admin.mycompany 
-w mypassword -n

ポー ト 番号についての詳細は、 564 ページの 「eDirectory ポー ト 番号を確認する」 を参
照し て く ださい。
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使用言語、タイムアウト、およびログファイルを設定する

デフ ォル ト の言語は、 ク ラ イ アン ト システムの言語です。 そのため、 ほ と んどの場合、
特別に言語を設定する必要はあ り ません。 同様に、 タ イ ムアウ ト もほ と んどの場合、
デフ ォル ト の設定で問題あ り ません。 ロ グフ ァ イルを設定するには、 フ ァ イル名と
フ ァ イルを開 く モード ( 追加または上書き ) を指定し ます。

次の表に、 コマン ド例を示し ます。

eMTool とそのサービスを表示する

サーバにロ グ イ ン し た ら、 list コマン ド を使用し て、 そのサーバ上で使用でき るサービ
ス を表示でき ます。

list コマン ド を使用する と、 次に示す eMTool と そのサービ スが動的に表示されます。

リ ス ト を強制的に リ フ レ ッ シュするには、 -r を使用し ます。 サービ スの詳細を表示す
るには、 -t を使用し ます。 コマン ド形式だけを表示するには、 -f を使用し ます。 

次の表に、 コマン ド例を示し ます。

コマンド 説明

set -L en,de 使用言語を英語、ドイツ語の優先順で設定します。

set -T 100 タイムアウトを 100 秒に設定します。タイムアウトは、

サーバからの応答を待つ時間を設定するものです。

set -l mylog.txt -o mylog.txt をログファイルとして使用し、開いた後は上書き

します。 

デフォルトの設定は「追加」です。

eMTool 説明

backup Novell eDirectory バックアップ eMTool

dsmerge Novell eDirectory マージ eMTool

dsrepair Novell eDirectory 修復 eMTool

dsschema Novell eDirectory スキーマ操作 eMTool

service Novell eDirectory サービスマネージャ eMTool

コマンド 説明

list サーバ上で使用できる eMTool を表示します。

list -r eMTool リストをリフレッシュします。

list -t backup backup サービスの詳細を表示します。

list -t dsrepair DSRepair サービスの詳細を表示します。

list -t dsmerge -f DSMerge サービスのコマンド形式だけを表示します。
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特定のサービスを実行する

サーバにロ グイ ン した後は、 各 eMTool サービスを使用してタ ス ク を実行でき ます。 例 ：

詳細については、 次を参照し て く ださい。

420 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使ったバッ ク ア ッ プ / 復元作業」

238 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し たツ リ ーのマージ」

289 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し たデータベースの修復」

194 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト のサービ スマネージ ャ eMTool を使用する」

現在のサーバからログアウトする

現在のセ ッ シ ョ ンから ロ グア ウ ト するには、 次のコマン ド を使用し ます。

logout

別のサーバにロ グ イ ンする場合は、 自動的に現在のサーバから ロ グアウ ト されるので、
このコマン ド は必要あ り ません。

eMBox クライアントを終了する

eMBox ク ラ イ アン ト を終了するには、 次のいずれかのコマン ド を使用し ます。

exit

または

quit

eMBox コマンドラインクライアントをバッチモードで実行する

eMBox ク ラ イ アン ト をバッチモード で実行するには、 次の 3 つの方法があ り ます。

561 ページの 「単一タ ス ク」

561 ページの 「内部バッチフ ァ イル」

562 ページの 「システムバッチフ ァ イル」

システムバッチフ ァ イル と内部バッチフ ァ イルを組み合わせて使用する こ と で、 コマ
ン ド を よ り 自由に実行でき、 頻繁に実行する コマン ド の編成や再使用が可能です。 

コマンド 説明

dsrepair.rld ローカルデータベースを修復します。

backup.getconfig バックアップ設定情報を取得します。
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単一タスク

コマン ド ラ イ ンから単一の eMBox タ ス ク をバッチモード で実行するには、 コマン ド に
-t オプシ ョ ンを使用し てツール と タ ス ク を指定し、 -i オプシ ョ ン ( 対話式モード を指定
するオプシ ョ ン ) を省 く だけです。 た と えば、 次のよ う に入力し ます。 

java embox -s 137.65.123.244 -p 8028 -u admin.mycompany 
-w mypassword -l mylog.txt -t dsrepair.rld -n

警告 : NetWare の場合のみ、異常終了を防ぐために -ns (「新規画面」を開く NetWare での Java オプション )
を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns embox -s 137.65.123.244 -p 8028 -u admin.mycompany -w mypassword -l mylog.txt 
-t dsrepair.rld -n

異な るサーバ上で複数のタ ス ク を実行する場合や、 頻繁に実行する タ ス クの場合は、 内
部バ ッ チフ ァ イ ルを使用する方が便利です。 詳細については、 次のセ ク シ ョ ン 「内部
バッチフ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

内部バッチファイル

eMBox ク ラ イ アン ト の内部バッチフ ァ イルを使用し て eMBox ク ラ イ アン ト をバッチ
モード で実行するには、 対話式モード で実行する よ う な eMBox コマン ド のグループを
含むフ ァ イルを作成する必要があ り ます。 

eMBox ク ラ イ アン ト の内部バッチフ ァ イルを使用すれば、 バッチフ ァ イル内のすべて
のコマン ド を自動で実行でき ます。 複数の eMBox ツールを使用し た複数のタ ス ク を、
同一のサーバ上でタ ス ク ご と にロ グ イ ン と ロ グアウ ト を繰 り 返すこ と な く 実行でき ま
す。 また 1 つのサーバから、 複数のサーバに対し て複数の eMBox ツールを使用し たタ
ス ク を実行でき ます。 

内部バッチフ ァ イルを使用すれば、 頻繁に実行する コマン ド の編成や再利用ができ ま
す。 そのため、 これらのコマン ド を実行するたびに、 コマン ド ラ イ ンから手動で入力
する必要はあ り ません。

内部バッチフ ァ イルの実行は、 コマン ド ラ イ ンから eMBox ク ラ イ アン ト コマン ド を使
用し て行います。 た と えば、 次のコマン ド は、 サーバにロ グ イ ン し、 mybatch.mbx フ ァ
イル内に列挙されたコマン ド を実行し ます。

java embox -s 137.65.123.244 -p 8028 -u admin.mycompany -w mypassword -l 
mylog.txt -o -b mybatch.mbx -n

警告 : NetWare の場合のみ、異常終了を防ぐために -ns (「新規画面」を開く NetWare での Java オプション )
を追加します。たとえば、次のように入力します。
java -ns embox -s 137.65.123.244 -p 8028 -u admin.mycompany -w mypassword -l mylog.txt 
-o -b mybatch.mbx -n

も う 1 つの方法は、 同様のコマン ド をシステムバッチフ ァ イル内に記述し、 そのフ ァ
イルがサーバ上で自動実行される よ う にスケジュールする こ と です。 562 ページの 「シ
ステムバッチフ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

次に、 eMBox 内部バッチフ ァ イルの例を示し ます。 このフ ァ イルには、 実行する コマン
ド の例および別のサーバへロ グ イ ンする例が記述されています。 この例では、 eMBox ク
ラ イ アン ト を開いた と きに、 サーバにロ グ イ ン している もの と仮定しています。 ( それ
ぞれのコマン ドは、 行を分ける必要があ り ます。 # で始ま る行はコ メ ン ト です。 )

# This file is named mybatch.mbx.
# This is an example of commands you could use in 
# an eMBox internal command batch file.

# Backup commands 
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backup.getconfig 
backup.backup -b -f mybackup.bak -l backup.log -t -e -w
 
# DSRepair commands 
dsrepair.rld 

# Log in to a different server
login -s 137.65.123.255 -p 8028 -u admin.mycompany -w mypassword -n

# DSMerge commands 
dsmerge.pr -u admin.mycompany -p admin.mycompany -n mypassword 

# Schema Operations 
dsschema.rst 
dsschema.dse 
dsschema.rls 
dsschema.gsu 
dsschema.scc 
dsschema.irs -n LocalTree
 
# DSService commands 
service.serviceList 
 
# End of example.

システムバッチファイル

他のコマン ド ラ イ ンツール と同様に、 eMBox ク ラ イ アン ト コマン ド が含まれたシステ
ムバッチフ ァ イルを作成し、 それら を コマン ド ラ イ ンから手動で実行し た り 、 サーバ
上で自動で実行される よ う にスケジュールし た り でき ます。 た と えば、 423 ページの
「バッチフ ァ イル と eMBox ク ラ イ アン ト によ る無人バッ ク ア ッ プ」 で示す例のよ う に、
システムバッチフ ァ イルを使用し て、 自動でバッ ク ア ッ プを実行でき ます。 

1 つのサーバから複数のサーバに対し て、 複数の eMBox ツールを使用し た タ ス ク を実
行でき ます。 

システムバッチフ ァ イルでは、 eMBox ク ラ イ アン ト の単一コマン ド と内部バッチフ ァ
イルを組み合わせて使用でき ます。 これによ り 、 コマン ド を よ り 自由に実行でき、 頻
繁に実行する コマン ド の編成や再使用ができ ます。 詳細については、 561 ページの 「内
部バッチフ ァ イル」 を参照し て く ださい。

バッチフ ァ イルを自動で実行する方法については、 ご使用のオペレーテ ィ ングシステ
ムのマニュ アルまたはサード パーテ ィ 製スケジュー リ ング ソ フ ト ウ ェ アのマニュ アル
を参照し て く ださい。 
注 : NetWare では、サードパーティのスケジューリングソフトウェアが使用できます。また、サポート対象
のツールではありませんが、Novell Technical Support から CRON.NLM (http://support.novell.com/servlet/
tidfinder/2939440) をダウンロードしてお使いいただけます。
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eMBox コマンドラインクライアントのオプション

オプション 説明

-? または -h ヘルプ情報を表示します。

-i eMBox コマンドを一度に 1 つづつ、対話的に実行します。

-s サーバ eMBox サーバの名前または IP アドレスを指定します。

デフォルト値は 127.0.0.1 です。

-p ポート eMBox サーバのポート番号を指定します。

デフォルト値は 80 です。

-u ユーザ ユーザ DN を指定します。たとえば、admin.mycompany と指定し

ます。

デフォルト値は anonymous です。

-w パスワード -u で指定したユーザのパスワードを指定します。

-m モード ログインモードを指定します。

デフォルト値は dclient です。

-n 安全な SSL 接続を試行しません。保護されていない接続を使用し

ます。

このオプションを使用しない場合、eMBox クライアントでは SSL
接続を確立しようとします。そのため、クラスパスには JSSE ファ

イルが必要となり、これがない場合はエラーが返されます。詳細に

ついては、564 ページの 「eMBox ク ラ イ アン ト を使用し て

セキ ュ ア接続を確立する」 を参照してください。

-l ログファイル ログファイルの名前を指定します。

-o ログファイルを開いた後は、上書きします。

-T タイムアウト サーバから応答を待つ時間 ( 秒 ) を指定します。

-L 言語 使用できる言語を優先順にコンマ区切りで指定します。たとえば、
en-US,de_DE と指定します。このオプションのデフォルトは、クラ

イアントシステムの言語です。

-t [ ツール .] タスクオプ

ション

この接続での単一のサービスを実行します。-t に続く文字列は、有

効な eMBox コマンドである必要があります。

-b eMBox バッチファイル バッチファイルで指定した一連のサービスを実行します。バッチ
ファイル内の eMBox コマンドは、行を分けて記述する必要があり

ます。# で始まる行はコメントです。
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eMBox クライアントを使用してセキュア接続を確立する

非セキ ュ ア接続を使用し ている場合、 ユーザ名やパス ワード などの入力し たすべての
情報は、 ク リ アテキス ト でネ ッ ト ワーク上に送信されます。

SSL を使用し たセキ ュ ア接続を確立するには、 次の操作を実行し ます。

サーバへロ グ イ ンする際は、 コマン ド で -n オプシ ョ ンを使用し ないで く だ さい。 こ
のオプシ ョ ンは、 非セキ ュ ア接続を指定する ものです。 セキ ュ ア接続がデフ ォル ト
の設定です。

ク ラ スパスに、次に示す JSSE (Java Secure Socket Extension) フ ァ イルがあ る こ と を確
認し ます。

jsse.jar

jnet.jar

jcert.jar

これらのフ ァ イルがない場合、 eMBox ク ラ イ アン ト は、 セキ ュ ア接続が確立でき
ないこ と を示すエラーを返し ます。

これらのフ ァ イルや JSSE についての情報は、 Sun Web サイ ト  (http://java.sun.com/
products/jsse) から入手でき ます。

eDirectory ポート番号を確認する

eMBoxク ラ イ アント でサーバにロ グイ ンする には、ポート 番号を指定する 必要があり ます。 

eDirectoryをイ ンスト ールする 際にポート 番号を指定し た場合には、その番号を使用し ます。 

デフ ォル ト のポー ト 番号は、 次の とお り です。

NetWare の場合、デフ ォル ト の非セキ ュ アポー ト は 8028 で、セキ ュ アポー ト は 8009
です。

その他のプラ ッ ト フ ォームの場合、 デフ ォル ト の非セキ ュ アポー ト は 8028 で、 セ
キ ュ アポー ト は 8010 です。

次に示すセ ク シ ョ ンには、 eDirectory に割 り 当て られたポー ト を確認するための、 その
他の ヒ ン ト があ り ます。

564 ページの 「Windows の場合」

565 ページの 「NetWare の場合」

565 ページの 「Linux および UNIX の場合」

Windows の場合

1 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ の順に ク リ ッ ク し ます。

2 Novell eDirectory サービ スア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し てから、 ［ ト ラ ン スポー ト ］
タブを ク リ ッ ク し ます。

3 セキ ュ アポー ト 、 または非セキ ュ アポー ト を確認し ます。

非セキ ュ アポー ト を確認するには、 HTTP の横のプラ ス記号を ク リ ッ ク し ます。

セキ ュ アポー ト を確認するには、 HTTPS の横のプラ ス記号を ク リ ッ ク し ます。

［Bound Transports ( バイ ン ド された ト ラ ン スポー ト )］ の横のプラ ス記号を ク リ ッ ク
し て、 ポー ト 番号を確認し ます。
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NetWare の場合

サーバオブジェ ク ト のネ ッ ト ワーク ア ド レ スプロパテ ィ に、 ポー ト が表示されます。

サーバオブジェ ク ト のネ ッ ト ワーク ア ド レスプロパテ ィ は、 次のツールで確認でき ます。 

iManager で、 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し てサー
バオブジェ ク ト を見つけ、 ［一般］ タブの ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト でネ ッ ト ワーク ア
ド レ ス を参照し ます。

ConsoleOne® で、 サーバオブジェ ク ト を右ク リ ッ クするかまたはサーバオブジェ ク
ト を選択し た状態で ［オブジェ ク ト ］ > ［プロパテ ィ ］ の順に ク リ ッ ク し、 ネ ッ ト
ワーク ア ド レ スの ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト を参照し ます。

始めが http: または https: で、 終わ り が /portal のネ ッ ト ワーク ア ド レ ス を探し ます。 こ
れらのア ド レ スが、 eMBox ツールが使用する非セキ ュ アポー ト およびセキ ュ アポー ト
です。

ポー ト 番号の確認方法を次に示し ます。 

ネ ッ ト ワーク ア ド レ ス内にポー ト 番号が表示されている場合、 その番号が割 り 当て
られたポー ト 番号です。 

た と えば、 http://137.65.188.1:8028/portal の場合、 ポー ト 8028 が eMBox ツールで使
用されています。 

サーバの IP ア ド レ スだけで、 ポー ト 番号が表示されていない場合、 デフ ォル ト の
ポー ト 番号が使用されています。 

た と えば、 https://137.65.188.1/portal の場合、 IP ア ド レ スの後にはポー ト 番号が表示
されていませんが、 これは eMBox ツールでデフ ォル ト のポー ト 番号が使用されて
いる こ と を示し ています。 デフ ォル ト のポー ト 番号は、 NetWare では 8009、 それ以
外のプラ ッ ト フ ォームでは 8010 です。

Linux および UNIX の場合

次のコマン ド を使用し て、 ポー ト を表示でき ます。

ndsconfig get | grep http

http.server.interface、 その次にポー ト 番号と い う 表現で記述された行を探し ます。

また、 565 ページの 「NetWare の場合」 で説明し ている方法を使用し、 iManager または
ConsoleOne によ り ポー ト 番号を確認する こ と もでき ます。
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eMBox ログの記録の使用

eMBox ロ グの記録はイ ンフ ラ ス ト ラ クチャモジュールで、DSBackup、DSMerge、DSRepair
などの、 すべての eMTool (eDirectory Management Tool) のイベン ト を記録し ます。 この
リ リ ースで提供されている ロ グフ ァ イルは 1 つだけです。 このロ グフ ァ イルに、 すべて
の eMTool の操作が記録されます。

eMBox ロ グの記録は、 ク ラ イ アン ト ロ グサービ ス と は異な り ます。 ク ラ イ アン ト ロ グ
サービ スは、 eMBox ク ラ イ アン ト を実行する際に、 ロ グフ ァ イルを指定する こ と で提
供される ものです ( た と えば、 eMBox ク ラ イ アン ト コマン ド で -l mylogfile.txt と
指定する場合、 または iManager でロ グフ ァ イル名と し て mylogfile.txt を入力する
場合です ) 。 現在、 eMBox ロ グの記録は eMBox が実行する タ ス クに対するすべての
サーバ メ ッ セージを記録し、 その内容は詳細な ものです。 これに対し て、 ク ラ イ アン
ト ロ グサービ スではク ラ イ アン ト メ ッ セージおよびク ラ イ アン ト に送信された メ ッ
セージが記録され、 進捗状況の概要がレポー ト されます。

ロ グの記録は非同期で実行され、 デフ ォル ト ではすべての操作が記録されます。

この リ リ ースの eMBox ロ グの記録には、 次の機能があ り ます。

ロ グフ ァ イルの名前と場所を変更でき ます。

デフ ォル ト では、 ロ グフ ァ イルは eDirectory がイ ン ス ト ールされたデ ィ レ ク ト リ 内
の embox\log デ ィ レ ク ト リ に作成されます。

大フ ァ イルサイ ズが変更でき ます。 変更後、 ロ グフ ァ イルは リ セ ッ ト されます。

大フ ァ イルサイ ズは 8MB です。

ロ グモード を変更でき ます。

すべての新しい メ ッ セージを ロ グフ ァ イルに追加するか、 または既存のロ グフ ァ イ
ルを上書きするかを選択でき ます。 デフ ォル ト では、 追加のオプシ ョ ンが指定され
ています。

ロ グの記録を開始または停止でき ます。

デフ ォル ト では、 eMBox が起動する と ロ グの記録は開始モード にな り ます。 停止
モード の間は、 メ ッ セージは記録されません。

ロ グフ ァ イルの内容を リ セ ッ ト でき ます。

ク ラ イ アン ト コ ンピ ュータから ロ グフ ァ イルを読み込むこ と ができ ます。

このセ ク シ ョ ンでは、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

567 ページの 「eMBox ロ グの記録コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト を使用する」

567 ページの 「Novell iManager で eMBox ロ グの記録機能を使用する」
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eMBox ログの記録コマンドラインクライアントを使用する

次の表に、 eMBox ロ グの記録コマン ド ラ イ ン ク ラ イ アン ト のオプシ ョ ンを示し ます。

Novell iManager で eMBox ログの記録機能を使用する

1 Novell iManager で、 ［役割およびタ ス ク］ ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2 ［eDirectory の保守］ ユーテ ィ リ テ ィ > ［ロ グフ ァ イル］ の順に ク リ ッ ク し ます。

3 ロ グフ ァ イル操作を実行するサーバを指定し てから、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 サーバへの認証を行ってから、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 実行する ロ グフ ァ イル操作を選択し ます。

詳細については、 ［ヘルプ］ を ク リ ッ ク し て く ださい

オプション 説明

logstart eMBox ログの記録を開始します。

logstop eMBox ログの記録を停止します。

readlog 現在のログファイルを表示します。

getlogstate 現在の eMBox ログの記録の状態 ( 開始または停止 ) を表

示します。

getloginfo eMBox ログファイルの名前、ログモード ( 追加または上

書き ) 、 大サイズと現在のサイズを表示します。

setloginfo [-f ファイル名 ] [-s キロバイト

単位のサイズ ] [-a | -o]
次のパラメータを使用して、eMBox ログファイルの名

前、サイズ、ログモード ( 追加または上書き ) を設定し

ます。

-f ファイル名

eMBox ログファイルの名前を設定します。

-s KB 単位のサイズ

ログファイルの 大サイズを設定します。

-a

新しいログメッセージを現在のログメッセージに追加
します。

-o

ログファイルを上書きします。

emptylog サーバログファイルの内容をクリアします。
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A NMAS の注意事項

この付録では、 次の ト ピ ッ クについて説明し ます。

569 ページの 「独立し たパーテ ィ シ ョ ン と し てのセキ ュ リ テ ィ コ ンテナの設定」

569 ページの 「複数のセキ ュ リ テ ィ コ ンテナを持つツ リ ーのマージ」

独立したパーティションとしてのセキュリティコンテナの設定

NMASTM (Novell® Modular Authentication Services) は、 Novell eDirectoryTM ツ リ ー全体に適
用されるポ リ シーに依存し ています。 eDirectory ツ リ ーは、 実際にはセキ ュ リ テ ィ ド メ
イ ン と し て機能し ます。 セキ ュ リ テ ィ ポ リ シーは、 ツ リ ー内のすべてのサーバで使用
でき る必要があ り ます。

NMAS には、 NetWare® 5.1 以降の eDirectory ツ リ ーの [Root] から作成された、 セキ ュ リ
テ ィ コ ンテナ内の認証ポ リ シーと ロ グ イ ン メ ソ ッ ド の設定データが格納されています。
この情報は、 NMAS を使用可能なすべてのサーバで読み込みア ク セスでき る必要があ
り ます。 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナの目的は、 ロ グ イ ン、 認証、 キー管理などのセキ ュ リ
テ ィ プロパテ ィ に関する グ ローバルポ リ シーを保持する こ と です。

NMAS によ り 、 独立し たパーテ ィ シ ョ ン と し てセキ ュ リ テ ィ コ ンテナを作成し、 作成し
たコ ンテナを広い範囲で複製する こ と を推奨し ます。 このパーテ ィ シ ョ ンは、 ツ リ ー内
の信頼性の高い複数のサーバでのみ、 読み書き可能なパーテ ィ シ ョ ン と し て複製する こ
と をお勧めし ます。

注 : セキュリティコンテナはグローバルポリシーを格納しており、サーバでは eDirectory ツリーに指定した
セキュリティポリシー全般が変更される可能性があるため、書き込み可能なレプリカを配置するサーバを選
択する場合には注意が必要です。NMAS を使用してユーザがログインするには、ユーザオブジェクトのレ
プリカが NMAS サーバ上に存在する必要があります。

複数のセキュリティコンテナを持つツリーのマージ

一方のツ リ ーまたは両方のツ リ ーにセキ ュ リ テ ィ コ ンテナがイ ン ス ト ールされている
eDirectory ツ リ ーをマージする場合、 特に注意が必要です。 この手順は時間を要する複
雑な作業にな る可能性があ るため、 本当に実行する必要があ るかど う か確認し て く だ
さい。

重要 : この説明では、Novell Certificate ServerTM 2.21 以前、Novell Single Sign-on 2.x、および NMAS 2.x の
ツリーを対象としています。
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複数のセキ ュ リ テ ィ コ ンテナを持つツ リ ーをマージするには次を実行し ます。

1 iManager で、 マージする ツ リ ーを指定し ます。

2 ソース ツ リ ーにする ツ リ ーと、 ターゲ ッ ト ツ リ ーにする ツ リ ーを指定し ます。

ソース ツ リ ーおよびターゲ ッ ト ツ リ ーについて、 次のセキ ュ リ テ ィ 上の配慮事項に
注意し て く ださい。

ソース ツ リ ーの組織の認証局によ って署名された証明書は削除する こ と。

ソース ツ リ ーの組織の認証局は削除する こ と。

ソース ツ リ ー上のNovell SecretStore®に保存されたユーザのシーク レ ッ ト は削除
する こ と。

ソース ツ リ ー内のすべての NMAS ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を削除し、 ターゲ ッ ト ツ
リ ーに再イ ン ス ト ールする こ と。

ツ リ ーをマージする際に、 ソース ツ リ ー内に存在し たすべての NMAS ユーザを
再登録する こ と。

ソース ツ リ ー内に存在し たすべてのユーザおよびサーバに、 ツ リ ーをマージす
る際に新しい証明書を作成する こ と。

ソース ツ リ ー内に存在し たすべてのユーザのシーク レ ッ ト を SecretStore に再イ
ン ス ト ールする こ と。

ソース ツ リ ーおよびターゲ ッ ト ツ リ ーの両方が Security と い う コ ンテナをツ リ ーのルー
ト 直下に保持し ていない場合、 またはツ リ ーの う ち一方だけが Security コ ンテナを保持
し ている場合、 これ以上の処置は不要です。 その他の場合には、 このセ ク シ ョ ンの残 り
の手順を続けます。

ツリーのマージ前に実行する製品固有の操作

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

570 ページの 「Novell Certificate Server」

572 ページの 「Novell Single Sign-On」

572 ページの 「NMAS」

573 ページの 「Novell セキ ュ リ テ ィ ド メ イ ン イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ」

573 ページの 「その他のセキ ュ リ テ ィ 固有の操作」

Novell Certificate Server

Novell Certificate Server (PKIS (Public Key Infrastructure Services) の後継バージ ョ ン ) が
ソース ツ リ ー内のサーバのいずれかにイ ン ス ト ールされている場合、 次の手順を実行
する必要があ り ます。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。次の手順
で指定されたオブジェクトや項目がソースツリーに存在しない場合には、手順を省略できます。

1 ソース ツ リ ー内のルー ト 認証局証明書は、 ターゲ ッ ト ツ リ ーにイ ン ス ト ールする必
要があ り ます。

ルー ト 認証局証明書は、 ルー ト 認証局コ ンテナに含まれる、 ルー ト 認証局オブジェ
ク ト に格納されています。 ルー ト 認証局コ ンテナはツ リ ー内の任意の場所に作成で
き ます。 ただし、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内のルー ト 認証局コ ンテナに存在するルー
ト 認証局証明書は、 ソース ツ リ ーから ターゲ ッ ト ツ リ ーに手動で移動する必要があ
り ます。
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2 ターゲ ッ ト ツ リ ーにルー ト 認証局証明書を イ ン ス ト ールし ます。

2a ソース ツ リ ーのセキ ュ リ テ ィ コ ンテナでルー ト 認証局を選択し ます。

2b ソース ツ リ ーで使用されている正確な名前 ( 手順 2a) で、ルー ト 認証局コ ンテナ
を ターゲ ッ ト ツ リ ーのセキ ュ リ テ ィ コ ンテナに作成し ます。

2c ソース ツ リ ーで、 選択し たルー ト 認証局コ ンテナのルー ト 認証局オブジェ ク ト
を開き、 証明書をエ ク スポー ト し ます。

重要 : 次の手順で使用するため、選択した場所とファイル名を記憶しておきます。

2d ターゲ ッ ト ツ リ ーで、手順 2b で作成し たコ ンテナのルー ト 認証局オブジェ ク ト
を作成し ます。 ソース ツ リ ーと同じ名前を指定し、 証明書を求められた ら、 手
順 2c で作成し たフ ァ イルを指定し ます。

2e ソース ツ リ ーのルー ト 認証局オブジェ ク ト を削除し ます。

2f 選択したルー ト 認証局コ ンテナ内のすべてのルー ト 認証局オブジェ ク ト がター
ゲ ッ ト ツ リ ーにイ ンス ト ールされる まで、 手順 2c から手順 2e を繰 り 返し ます。

2g ソース ツ リ ーのルー ト 認証局コ ンテナを削除し ます。

2h すべてのルー ト 認証局コ ンテナがソース ツ リ ー内で削除される まで、手順 2a か
ら手順 2f を繰 り 返し ます。

3 ソース ツ リ ーの組織の認証局を削除し ます。

組織の認証局オブジェ ク ト は、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内に存在し ます。

重要 : ソースツリーの組織の認証局によって署名された証明書は、この手順以降は使用できません。

これには、ソースツリーの組織の認証局によって署名された、サーバ証明書とユーザ証明書も含まれ

ます。

4 ソース ツ リ ーの組織の認証局によ って署名された証明書を持つ、 ソース ツ リ ー内の
暗号化キーオブジェ ク ト (KMO) をすべて削除し ます。

他の組織の認証局によ って署名された証明書を持つ、 ソース ツ リ ー内の暗号化キー
オブジェ ク ト は引き続き有効で、 削除する必要はあ り ません。

暗号化オブジェ ク ト に署名し ている CA の識別情報がわから ない場合は、 暗号化オ
ブジェ ク ト のプロパテ ィ ページにあ る ［証明書］ タブの ［ルー ト 認証局証明書］ セ
ク シ ョ ンを参照し ます。

5 ソース ツ リ ーの組織の認証局によ って署名された、 ソース ツ リ ー内のユーザ証明書
をすべて削除し ます。

ソース ツ リ ー内のユーザがすでに証明書と プラ イベー ト キーをエ ク スポー ト し てい
る場合、 エ ク スポー ト された各証明書と キーは引き続き使用でき ます。 手順 3 を実
行し た後では、 eDirectory 内に残っているプラ イベー ト キーと証明書は使用でき ま
せん。

証明書を持つユーザご と に、ユーザオブジェ ク ト のプロパテ ィ を開き ます。［セキ ュ
リ テ ィ ］ タブの ［証明書］ セ ク シ ョ ンの下に、 そのユーザのすべての証明書を示す
テーブルが表示されます。 発行者と し て組織の認証局が設定されている証明書はす
べて削除し て く ださい。

ソース ツ リ ーの組織の認証局のホス ト と なっているサーバに、 Novell Certificate 
Server 2.0 以降がイ ン ス ト ールされている場合にのみ、 ユーザ証明書はソース ツ
リ ーに存在し ます。
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Novell Single Sign-On

Novell Single Sign-on がソース ツ リ ー内のサーバのいずれかにイ ン ス ト ールされている
場合、 ソース ツ リ ーのユーザ用 Novell Single Sign-On シーク レ ッ ト をすべて削除する必
要があ り ます。

ソース ツ リ ーで Novell Single Sign-on を使用するすべてのユーザについて、 ユーザオブ
ジェ ク ト のプロパテ ィ を開き ます。 ［セキ ュ リ テ ィ ］ タブの ［SecretStore］ セ ク シ ョ ン
の下に、 そのユーザのすべてのシーク レ ッ ト が表示されます。 表示されたシーク レ ッ
ト をすべて削除し ます。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。指定され
たオブジェクトや項目が存在しない場合には、この手順を省略できます。

NMAS

NMAS がソース ツ リ ー内のサーバにイ ン ス ト ールされている場合、次の手順を実行する
必要があ り ます。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。指定され
たオブジェクトや項目が存在しない場合には、手順を省略できます。

1 ターゲ ッ ト ツ リ ーに、 ソース ツ リ ーに存在し て ターゲ ッ ト ツ リ ーには存在し ない、
NMAS ロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールし ます。

必要なすべての ク ラ イ アン ト と サーバのロ グ イ ン コ ンポーネン ト を ターゲ ッ ト ツ
リ ーに適切にイ ン ス ト ールするには、 Novell のオ リ ジナルソースやベンダー提供の
ソース を使用し て、 すべて新しいロ グ イ ン メ ソ ッ ド を イ ン ス ト ールする こ と を推奨
し ます。

メ ソ ッ ド は既存のサーバフ ァ イルから再イ ン ス ト ールでき ますが、 通常、 Novell の
パッ ケージやベンダー提供のパッ ケージを使用し て ク リ ーン イ ン ス ト ールを行 う 方
が簡単で確実です。

2 ソース ツ リ ーで以前に確立されたロ グ イ ンシーケン ス を ターゲ ッ ト ツ リ ーで使用で
き る よ う にするには、 対象のロ グ イ ンシーケン ス を移行し ます。

2a ConsoleOne で、 ソース ツ リ ーのセキ ュ リ テ ィ コ ンテナを選択し ます。

2b ロ グ イ ンポ リ シーオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し
ます。

2c ［定義済みロ グ イ ンシーケン ス］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト に表示された ロ グ イ ン
シーケン ス ご と に、 使用する ロ グ イ ン メ ソ ッ ド ( 右側のウ ィ ン ド ウに表示 ) を
メ モし ます。

2d ターゲ ッ ト ツ リ ー内のセキ ュ リ テ ィ コ ンテナを選択し、手順 2c で メ モし た ロ グ
イ ン メ ソ ッ ド と同じ ものを使用し て、 ロ グ イ ンシーケン ス を複製し ます。

2e 手順が終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ソース ツ リ ーの NMAS ロ グ イ ンセキ ュ リ テ ィ 属性を削除し ます。

3a ソース ツ リ ーのセキ ュ リ テ ィ コ ンテナで、 ロ グ イ ンポ リ シーオブジェ ク ト を削
除し ます。

3b ソース ツ リ ーの許可されたロ グ イ ン メ ソ ッ ド コ ンテナで、 ロ グ イ ンポ リ シーオ
ブジェ ク ト を削除し ます。

3c ソース ツ リ ーの許可されたロ グ イ ン メ ソ ッ ド コ ンテナを削除し ます。

3d ソース ツ リ ーの許可されたポス ト ロ グ イ ン メ ソ ッ ド コ ンテナで、 ロ グ イ ンポ リ
シーオブジェ ク ト を削除し ます。

3e ソース ツ リ ーの許可されたポス ト ロ グ イ ン メ ソ ッ ド コ ンテナを削除し ます。
572   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
Novell セキュリティドメインインフラストラクチャ

Novell Certificate Server 2.x 以降、 Novell Single Sign-on、 NMAS、 NetWare 5.1 以降、 また
は eDirectory 8.5 以降がソース ツ リ ー内のサーバのいずれかにイ ン ス ト ールされている
場合、 Novell セキ ュ リ テ ィ ド メ イ ン イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ (SDI) がイ ン ス ト ールされま
す。 SDI がイ ン ス ト ールされている場合、 次の手順を実行し ます。

注 : 製品の使用状況によっては、指定されたオブジェクトと項目が存在しない可能性があります。指定され
たオブジェクトや項目が存在しない場合には、手順を省略できます。

1 W0 オブジェ ク ト と ソース ツ リ ーの KAP コ ンテナを削除し ます。

KAP コ ンテナは、 セキ ュ リ テ ィ コ ンテナ内に存在し ます。 W0 オブジェ ク ト は、
KAP コ ンテナ内に存在し ます。

2 ソース ツ リ ー内のすべてのサーバで、 sys:\system\nici\nicisdi.key フ ァ イルを削除
し、 セキ ュ リ テ ィ ド メ イ ン イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ (SDI) キーを削除し ます。

重要 : ソースツリー内のすべてのサーバで、このファイルを削除したことを確認します。

その他のセキュリティ固有の操作

ソース ツ リ ー内にセキ ュ リ テ ィ コ ンテナが残っている場合、 ツ リ ーをマージする前に、
セキ ュ リ テ ィ コ ンテナを削除し ます。

ツリーのマージを実行する

ndsmerge ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 eDirectory ツ リ ーをマージ し ます。 詳細について
は、 225 ページの第 8 章 「Novell eDirectory ツ リ ーのマージ」 および 575 ページの付録 B
「Novell eDirectory の Linux および UNIX 用コマン ド と その使用法」を参照し て く ださい。

ツリーのマージ後に実行する製品固有の操作

このセ ク シ ョ ンでは、 次の情報について説明し ます。

573 ページの 「Novell セキ ュ リ テ ィ ド メ イ ン イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ」

574 ページの 「Novell Certificate Server」

574 ページの 「Novell Single Sign-On」

574 ページの 「NMAS」

Novell セキュリティドメインインフラストラクチャ

W0 オブジェ ク ト がマージ前にターゲ ッ ト ツ リ ーに存在し ていた場合、 ターゲ ッ ト ツ
リ ー内に存在し ていたサーバが使用し ていたセキ ュ リ テ ィ ド メ イ ン イ ンフ ラ ス ト ラ ク
チャ (SDI) キーを、 ソース ツ リ ー内に存在し ていたサーバにイ ン ス ト ールする必要があ
り ます。

この手順を実行する一番簡単な方法は、 SDI キー (sys:\system\nici\nicisdi.key フ ァ イル )
を保持し ていた ソース ツ リ ー内のすべてのサーバに、Novell Certificate Server 2.52 以降を
イ ン ス ト ールする こ と です。Novell Certificate Server がすでにサーバにイ ン ス ト ールされ
ている場合でも、 この手順を実行する必要があ り ます。

マージ前に、 ターゲ ッ ト ツ リ ーに W0 オブジェ ク ト が存在せず、 ソース ツ リ ー内には
存在し ていた場合は、 マージ後のツ リ ーに SDI を再イ ン ス ト ールする必要があ り ます。
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この手順を実行する一番簡単な方法は、 マージ後のツ リ ー内のサーバに Novell Certificate 
Server 2.52 以降を イ ンス ト ールする こ と です。 Novell Certificate Server は、 SDI キー
(sys:\system\nici\nicisdi.key フ ァ イル ) を保持していたサーバにイ ンス ト ールする必要が
あ り ます。 また、 作成されたツ リ ー内の他のサーバにも イ ンス ト ールでき ます。

Novell Certificate Server のイ ン ス ト ールの詳細については、『Novell Certificate Server 管理
ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/beta/crt30/index.html) を参照し て く ださい。

Novell Certificate Server

Novell Certificate Server を使用し ている場合、 ツ リ ーのマージ後に、 ソース ツ リ ー内に
存在し ていたサーバ と ユーザに必要に応じ て証明書を再発行し ます。

ユーザオブジェ ク ト を含むパーテ ィ シ ョ ンのレプ リ カを保持し ていたすべてのサーバ
に、 Novell Certificate Server 2.52 以降を イ ン ス ト ールする こ と を推奨し ます。

サーバに証明書を発行するには、 Novell Certificate Server 2.52 がイ ン ス ト ールされてい
る必要があ り ます。

Novell Certificate Server 2.52 以降が、 組織の認証局のホス ト と なっているサーバにイ ン
ス ト ールされている必要があ り ます。 詳細については、 『Novell Certificate Server 管理ガ
イ ド』 (http://www.novell.com/documentation/beta/crt30/index.html) を参照し て く ださい。

Novell Single Sign-On

Novell Single Sign-on を使用している場合、 ツ リ ーのマージ後に、 ソース ツ リ ー内に存在
し ていたユーザの SecretStore シーク レ ッ ト を必要に応じ て再作成する必要があ り ます。

NMAS

NMAS を使用し ている場合、 ツ リ ーのマージ後に、 ソース ツ リ ー内に存在し ていた
NMAS ユーザを必要に応じ て再登録する必要があ り ます。

詳細については、 『Novell Modular Authentication Service 管理ガイ ド』
 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/index.html) を参照し て く ださい。
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B Novell eDirectoryのLinuxおよびUNIX用コマンド
とその使用法

この章では、 Linux、 Solaris、 AIX および HP-UX で使用される Novell® eDirectoryTM 8.8
のユーテ ィ リ テ ィ およびその使用法について説明し ます。

575 ページの 「一般ユーテ ィ リ テ ィ 」

579 ページの 「LDAP 固有のコマン ド」

一般ユーティリティ

このセ ク シ ョ ンでは、 Linux および UNIX での eDirectory ユーテ ィ リ テ ィ と その使用法
について説明し ます。

注 : ユーティリティの使用法の詳細については、ユーティリティのマニュアルページを参照してください。

コマンド 説明 使用法

nds-install Novell eDirectory コンポーネントをイン

ストールするユーティリティです

nds-install [-c コ ンポーネン ト 1 [-c コ ンポーネン
ト 2]...][-h] [--help] [-i] [-j] [-u]
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ndsconfig Novell eDirectory を環境設定します ndsconfig new [-m < モジ ュール名 >] [-i] [-S 
< サーバ名 >] [-t < ツ リ ー名 >] [-n < サーバコ ンテキ
ス ト >] [-d <DIB のパス >] [-L <LDAP ポー ト >] 
[-l <SSL ポー ト >] [-o HTTP ポー ト ] [-O HTTPS
ポー ト ] [-e] -a < 管理者 FDN> [-b < バイ ン ドする
ポー ト >] [-B < イ ン タ フ ェース 1@ ポー ト 1, イ ン タ
フ ェース 2@ ポー ト 2,..>] [-D < 任意の場所 >] 
[--config-file < 環境設定フ ァ イル >]

ndsconfig def [-m < モジ ュール名 >] [-i] [-S 
< サーバ名 >] [-t < ツ リ ー名 >] [-n < サーバコ ンテキ
ス ト >] [-d <DIB のパス >] [-L <LDAP ポー ト >] 
[-l <SSL ポー ト >] [-o HTTP ポー ト ] [-O HTTPS
ポー ト ] [-e] -a < 管理者 FDN> [-D < 任意の場所 >] 
[--config-file < 環境設定フ ァ イル >]

ndsconfig add [-m < モジ ュール名 >] [-S < サーバ
名 >] [-t < ツ リ ー名 >] [-p <IP ア ド レ ス：ポー ト >] 
[-n < サーバコ ンテキ ス ト >] [-d <DIB のパス >] [-L 
<LDAPポー ト >] [-l <SSLポー ト >] [-o HTTPポー ト ] 
[-O HTTPS ポー ト ] [-e] -a < 管理者 FDN> [-b < バ
イ ンド する ポート >] [-B <イ ンタ フェ ース 1@ポート 1, 
イ ン タ フ ェース 2@ ポー ト 2,..>] [-D < 任意の場所 >] 
[-E] [--config-file < 環境設定フ ァ イル >]

ndsconfig rm [-a < 管理者 FDN>] [-b < バイ ン ドす
るポー ト >] [--config-file < 環境設定フ ァ イル >]

ndsconfig upgrade [-a < 管理者 FDN>] [-j] 
[--config-file < 環境設定フ ァ イル >]

ndsconfig {set < 値 リ ス ト > | get [< パラ メ ータ リ
ス ト >] | get help [< パラ メ ータ リ ス ト >]}

ndscheck ツリーの状態をチェックするユーティリ
ティです

ndscheck [-h < ホス ト 名 ： ポー ト >] [-a < 管理者
FDN>] [-F < ロ グフ ァ イル名 >] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルの名前 と パス >] --version

ndsmanage eDirectory のインスタンスを表示する

ユーティリティ

ndsmanage [-a] 

ndsmanage [< ユーザ名 >] 

コマンド 説明 使用法
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ndsbackup eDirectory オブジェクトのアーカイブを

作成し、eDirectory オブジェクトを追加

または抽出します

ndsbackup c [fevwXR] [NDS バッ ク ア ッ プフ ァ イル ] 
[除外ファ イ ル ] [ レプリ カサーバ名 ] [-a 管理ユーザ ] 
[-I 包含ファ イ ル ] [-E パス ワ ード ] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]...
[eDirectoryobject] 

ndsbackup r [fevwXR] [NDS バッ ク ア ッ プフ ァ イル ] 
[除外ファ イ ル ] [レ プリ カサーバ名 ] [-a 管理ユーザ ] 
[-I 包含ファ イ ル ] [-E パス ワ ード ] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]...
[eDirectoryobject]

ndsbackup t [fevXR] [NDS バッ ク ア ッ プフ ァ イル ] 
[除外ファ イ ル ] [レ プリ カサーバ名 ] [-a 管理ユーザ ] 
[-I 包含ファ イ ル] [-E パス ワ ード ] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]...
[eDirectoryobject]

ndsbackup x [fevwXR] [NDS バッ ク ア ッ プフ ァ イル ] 
[除外ファ イ ル ] [レ プリ カサーバ名 ] [-a 管理ユーザ ] 
[-I 包含ファ イ ル] [-E パス ワ ード ] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]...
[eDirectoryobject]

ndsbackup s [evXR] [ 除外フ ァ イル ] [ レプ リ カサー
バ名 ] [-a 管理ユーザ ] [-I 包含フ ァ イル ] [-E パス
ワード ] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]...
[eDirectoryobject]

ndsbackup -- バージ ョ ン

ndslogin Novell eDirectory の認証を確認するため

の診断ユーティリティです

ndslogin [-t < ツ リ ー名 >] [-h ホス ト 名 [：ポー ト ]] 
[-p パス ワード ] [-s] < ユーザ FDN> [--config-
file < 環境設定フ ァ イルのパス >]

ndsd NDS® デーモンです /opt/novell/eDirectory/sbin/ndsd [--config-
file 環境設定フ ァ イル ]

注 : Solaris を再起動する前に ndsd を停止する必要が

あ り ます。 「/etc/init.d/ndsd stop」 と入力し ます。

ルー ト 以外または任意の場所にイ ン ス ト ールし た場合は、
ndsmanage を使用し て イ ン ス タ ン ス を停止し て く ださい。

ndsimonitor HTTP を使用して、Novell eDirectory ツ

リー内のサーバの監視および診断を実行
します

/opt/novell/eDirectory/bin/ndsimonitor [-l 
[-d <ndsimonitor 環境設定フ ァ イルのパス >] | u] 
[-h < ローカルイ ン タ フ ェース ： ポー ト >] [--config-
file < 環境設定フ ァ イルのパス >]

ndsmerge 2 つの Novell eDirectory ツリーをマージ

するユーティリティです

ndsmerge [-m ターゲ ッ ト 管理者 ソース管理者 [ ター
ゲッ ト コ ンテナ ]] [-c] [-t] [-r タ ーゲッ ト ツリ ー 
ソ ース 管理者 ] [-h < ロ ーカルイ ンタ フェ ース： ポート >] 
[--config-file < 環境設定フ ァ イルのパス >]

コマンド 説明 使用法
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ndsrepair レコード、スキーマ、バインダリオブ
ジェクト、および外部参照など、Novell 
eDirectory データベースの問題を修復お

よび修正するためのユーティリティです

ndsrepair {-U |-E |-C |-P [Ad] |-S [Ad]|-N |
-T |-J < エン ト リ ID>} [-A <yes/no>] [-O <yes/
no>][-F フ ァ イル名 ] [-h 
< ローカルイ ン タ フ ェース：ポー ト >] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]

ndsrepair -R [-l  <yes/no>][-u  <yes/no>][-m  
<yes/no>][-i <yes/no>][-f  <yes/no>][-d  
<yes/no>][-t  <yes/no>][-o  <yes/no>][-r 
<yes/no>][-v  <yes/no>][-c  <yes/no>][-A 
<yes/no>][-O  <yes/no>][-F フ ァ イル名 ] [-h 
< ローカルイ ン タ フ ェース >] [--config-file 
< 環境設定フ ァ イルのパス >]

ndssch Novell eDirectory スキーマ拡張ユーティ

リティです

ndssch [-h < ホス ト 名 >[ ： < ポー ト >]][-t 
< ツ リ ー名 >] < 管理者 FDN> < スキーマフ ァ イル > ...

ndssch [-h < ホス ト 名 >[ ： < ポー ト >]][-t 
< ツ リ ー名 >] [-d] <管理者 FDN> < スキーマフ ァ イル > 
[ スキーマの説明 ] ...

ndssnmp Novell eDirectory の SNMP サービスモ

ジュールです

/opt/novell/eDirectory/bin/ndssnmp  

ndssnmpconfig SNMP トラップ環境設定ユーティリティ

です

ndssnmpconfig -h [ ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] -p 
< パス ワード > -a < ユーザ FDN> -c < コマン ド >

ndssnmpsa eDirectory SNMP サブエージェントデー

モンです

/opt/novell/eDirectory/bin/ndssnmpsa

ndsstat サーバ情報を表示するユーティリティ
です

ndsstat [-h ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] { -r -s } 
[--config-file < 環境設定フ ァ イルのパス >]

ndstrace サーバのデバッグメッセージを表示する
ユーティリティです

ndstrace [-l|-u|-c " コマン ド 1;......"|-- バー
ジ ョ ン ] [-h < ローカルイ ン タ フ ェース ： ポー ト >] 
[--config-file < 環境設定フ ァ イルのパス >]

nds-uninstall Novell eDirectory をアンインストールす

るユーティリティです

nds-uninstall -c < コ ンポーネン ト 1> [[-c < コ ン
ポーネン ト 2>]...][-h]

nldap LDAP Services for eDirectory デーモン

です

/opt/novell/eDirectory/sbin/nldap

nmasinst NMASTM 環境設定ユーティリティです nmasinst -i < 管理者 FDN> < ツ リ ー名 > [-h < ホス
ト 名 >[ ： ポー ト ]]

nmasinst -addmethod < 管理者 FDN> < ツ リ ー名 > 
<config.txt フ ァ イル > [-h < ホス ト 名 >[ ： ポー ト ]]

npki Novell パブリックキーインフラストラク

チャサービス

/opt/novell/eDirectory/sbin/npki

コマンド 説明 使用法
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LDAP 固有のコマンド

コマンド 説明 使用法

ldapconfig LDAP サーバおよび LDAP グループオブ

ジェクトを設定するユーティリティです

ldapconfig get [...] | set < 属性値 リ ス ト >  
[-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [ ： ポー ト ]] 
| --config-file < 環境設定フ ァ イル >] [-w パス ワー
ド ] [-a < ユーザ FDN>] [-f]

ldapconfig [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [：ポー ト ]] 
[-w パス ワ ード  | --config-file <環境設定ファ イ ル>] 
[-a <ユーザ FDN>] [-V] [-R] [-H] [-f] -v <属性 >,
< 属性 2>...

ldapconfig [-t ツ リ ー名 | -p ホス ト 名 [：ポー ト ]] 
| --config-file < 環境設定フ ァ イル >] [-w パス ワー
ド ] [-a < 管理者 FDN>] [-V] [-R] [-H] [-f] -s 
< 属性 >=< 値 >,... 

ldapadd
ldapmodify

LDAP サーバからエントリを追加または

変更します

ldapmodify [-a] [-c] [-C] [-M] [-P] [-r] [-n] 
[-v] [-F] [-l 制限 ] [-M[M]] [-d デバッ グレ ベル ] 
[-e キーフ ァ イ ル名 ] [-D バイ ンド DN] [[-W]|[-w 
パス ワード ]] [-h LDAP ホス ト ] [-p LDAP ポー ト ] 
[-P バージ ョ ン ] [-Z[Z]] [-f フ ァ イル ]

ldapadd [-c] [-C] [-l] [-M] [-P] [-r] [-n] 
[-v] [-F] [-l 制限 ] [-M[M]] [-d  デバッ グレベル ] 
[-e キーフ ァ イ ル名 ] [-D  バイ ン ド DN] [[-W ]| 
[-w パスワード ]] [-h  LDAPホスト ] [-p LDAPポート ] 
[-P バージ ョ ン ] [-Z[Z]] [-f フ ァ イル ]

ldapdelete LDAP サーバからエントリを削除します ldapdelete [-n] [-v]  [-c]  [-r] [-l] [-C] 
[-M] [-d デバッ グレベル ] [-e キーフ ァ イル名 ] [-f 
ファ イ ル ] [-D バイ ンド DN] [[-W]| [-w パス ワ ード ]] 
[-h LDAP ホス ト ] [-p LDAP ポー ト ] [-Z[Z]] 
[dn]...

ldapmodrdn LDAP のエントリの相対識別名 (RDN) 変
更ツールです

ldapmodrdn [-r] [-n] [-v] [-c] [-C] [-l] [-M] 
[-s 新規スーペ リ ア ] [-d デバッ グレベル ] [-e キー
フ ァ イル名 ] [-D バイ ン ド DN] [[-W]|[-w  パス ワー
ド ]]  [-h LDAP ホス ト ] [-p LDAP ポー ト ] [-Z[Z]] 
[-f フ ァ イル ] [dn 新規 RDN]

ldapsearch LDAP の検索ツールです ldapsearch [-n] [-u] [-v] [-t] [-A] [-T] [-C] 
[-V] [-M] [-P] [-L] [-d デバッ グレベル ] [-e キー
フ ァ イル名] [-f フ ァ イル] [-D バイ ン ド DN] [[-W]| 
[-w バイ ン ド パス ワード ]] [-h LDAP ホス ト ] [-p 
LDAP ポー ト ] [-b 検索基点 ] [-s ス コープ ] [-a 逆
参照 ] [-l 時間制限 ] [-z サイ ズ制限 ] [-Z[Z]] 
filter [ 属性 ....]
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ndsindex Novell eDirectory データベースインデッ

クスの作成、リスト表示、一時停止、再
開、または削除に使用するユーティリ
ティです

ndsindex list [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] 
-D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワード >] [-l 制限 ] 
-s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] [< イ ンデッ ク
ス名 1>, < イ ンデッ ク ス名 2>.....]

ndsindex add [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] -D 
< バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワード >] [-l 制限 ] -s 
<eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク ス定
義 1> [< イ ンデッ ク ス定義 2>.....]

ndsindex delete [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] 
-D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワード >] [-l 制限 ] 
-s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク
ス名 1> [< イ ンデッ ク ス名 2>.....]

ndsindex resume [-h < ホス ト 名 >] [-p < ポー ト >] 
-D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワード >] [-l 制限 ] 
-s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク
ス名 1> [< イ ンデッ ク ス名 2>.....]

ndsindex suspend [-h <ホス ト 名 >] [-p <ポート >] 
-D < バイ ン ド DN> -W|[-w < パス ワード >] [-l 制限 ] 
-s <eDirectory サーバの DN> [-Z[Z]] < イ ンデッ ク
ス名 1> [< イ ンデッ ク ス名 2>.....]

コマンド 説明 使用法
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C OpenSLP for eDirectory の設定

この付録では、 OpenSLP for Novell® eDirectoryTM を Novell ClientTM な しでイ ン ス ト ール
する場合の適切な設定について、 ネ ッ ト ワーク管理者向けに説明し ます。

581 ページの 「Service Location Protocol」

581 ページの 「SLP の基本」

584 ページの 「環境設定パラ メ ータ」

Service Location Protocol
OpenSLP は、 IETF Service Location Protocol バージ ョ ン 2.0 標準のオープン ソースの実装
です。 IETF Service Location Protocol バージ ョ ン 2.0 標準については、 IETF Request-For-
Comments (RFC) 2608 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2608.txt?number=2608) を参照して く ださい。

OpenSLP ソース コード が提供する イ ン タ フ ェースでは、 SLP v2 プロ ト コルの実装のほ
かに、 プロ グ ラ ムで SLP 機能にア ク セスする別の IETF 標準の実装があ り ます。 詳細
は、 RFC 2614 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2614.txt?number=2614) を参照し て く ださい。

SLP の動作の詳細を理解するためには、 この 2 つの ド キ ュ メ ン ト を参照し、 熟読し て
く ださい。 読みやすい文書ではあ り ませんが、 イ ン ターネ ッ ト での SLP の正しい設定
を行 う ためには重要な ド キ ュ メ ン ト です。

OpenSLP プロ ジェ ク ト の詳細については、 OpenSLP (http://www.OpenSLP.org) Web site 
and the SourceForge (http://sourceforge.net/projects/openslp) の Web サイ ト を参照し て く だ
さい。 OpenSLP の Web サイ ト には、 環境設定に関する貴重な ヒ ン ト を含んださ まざま
な文書があ り ます。 ただし、 このガイ ド の作成時点では、 これらの ド キ ュ メ ン ト の多
く は未完成です。

SLP の基本

Service Location Protocol では、 次の 3 種類のコ ンポーネン ト が定義されています。

ユーザエージェ ン ト (UA)

サービ スエージェ ン ト (SA)

デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト (DA)

ユーザエージェ ン ト は、 ク ラ イ アン ト がサービ ス を問い合わせた り 、 サービ スがそれ
自体を通知するためのプロ グ ラ ム イ ン タ フ ェース を提供し ます。 ユーザエージェ ン ト
はデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト に接続し、 指定し たス コープ内の指定し たサービ ス ク ラ
スに登録されたサービ ス を問い合わせます。
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サービ スエージェ ン ト は、 SLP で登録された ローカルサービ ス を持続的に格納し、 維
持する場所を提供し ます。 サービ スエージェ ン ト は主と し て、 登録済みのローカル
サービ ス を メ モ リ 内データベース と し て維持し ます。 この場合、 サービ スはローカル
SA がない限 り SLP で登録でき ません。 ク ラ イ アン ト がサービ ス を検出するのは UA ラ
イブラ リ 内のみですが、 登録するには SA が必要です。 これは主に、 デ ィ レ ク ト リ エー
ジェ ン ト を受信し て登録を維持するためには、 登録済みサービ スの存在を SA が定期的
に表明する必要があ るためです。

ディ レ ク ト リ エージェ ン ト は、 通知されたサービ スに対して長期間持続的にキャ ッ シュ
を提供し、 ユーザエージェ ン ト がサービ スを検索するためのア ク セスポイ ン ト と な り ま
す。 キ ャ ッ シュ機能を提供する DA は、 SA が新しいサービ スを通知するのを受信し、
これらの通知をキャ ッ シュ し ます。 DA のキャ ッ シュは短時間で完了し ます。 ディ レ ク
ト リ エージェ ン ト は、 期限切れのアルゴ リ ズムを使用してエン ト リ キャ ッ シュ を有効期
限切れにし ます。 ディ レ ク ト リ エージェ ン ト が起動する と、 持続的な格納領域 ( 通常は
ハード ド ラ イブ ) から キ ャ ッ シュ を読み込み、 アルゴ リ ズムに従ってエン ト リ を有効期
限切れにし ます。 新しい DA が起動した り 、 キ ャ ッ シュが削除される と、 DA はこの条
件を検出し て受信中のすべての SA に特別な通知を送信し ます。 SA は、 DA が直ちに
キ ャ ッ シュ を作成でき る よ う にローカルデータベースをダンプし ます。

デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト が存在し ない場合、 UA は SA が応答でき る一般的なマルチ
キ ャ ス ト 方式の ク エ リ を使用し、 DA がキ ャ ッ シ ュ を作成するの と ほぼ同じ方法で、 要
求されたサービ スの リ ス ト を作成し ます。 この ク エ リ によ って返されるサービ スの リ
ス ト は、 DA が提供する リ ス ト と比較する と不完全かつ局所的です。 特に、 多 く のネ ッ
ト ワーク管理者が使用するマルチキ ャ ス ト 方式でのフ ィ ルタ処理では、 ブロード キ ャ
ス ト およびマルチキ ャ ス ト の対象がローカルサブネ ッ ト のみに制限されるためです。

つま り 、 指定されたス コープに対し てユーザエージェ ン ト が検索する ものは、 すべて
デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト に依存し ます。

Novell Service Location Providers
Novell のバージ ョ ンの SLP では、 強力なサービ スア ド バータ イ ズ環境を提供するため、
SLP 標準が一部変更されます。 しかし、 このために一部の拡張性を犠牲にし ています。

た と えば、 サービ スア ド バータ イ ズのフ レーム ワークの拡張性を改善するために、 サ
ブネ ッ ト 上でのブロード キ ャ ス ト またはマルチキ ャ ス ト のパケ ッ ト 数が制限されます。
SLP の仕様では、 これを管理するために、 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト の クエ リ に関し
てサービ スエージェ ン ト およびユーザエージェ ン ト に制限を加えています。 必要なス
コープに対応するための 初に検出されたデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト は、 サービ ス
エージェ ン ト ( つま り 結果的にローカルユーザエージェ ン ト ) がそのス コープ上の将来
の要求すべてに使用するエージェ ン ト と な り ます。

Novell SLP を実装する と、 ク エ リ 情報の検索について既知のデ ィ レ ク ト リ エージェ ン
ト をすべてスキ ャ ン し ます。 スキ ャ ンの所要時間は 300 ミ リ 秒と かな り 長 く 、 し た
がって、 約 3 ～ 5 秒以内で 10 台のサーバしかスキ ャ ンでき ません。 SLP がネ ッ ト ワー
ク上で正し く 設定されている場合にはこのよ う な検索の必要はあ り ません。 OpenSLP
では、 ネ ッ ト ワークが実際に SLP ト ラ フ ィ ッ ク用に設定されている と見な されます。
OpenSLP の応答タ イ ムア ウ ト 値は Novell の SLP サービ スプロバイ ダの応答タ イ ムアウ
ト 値よ り も大きい値です。 デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト 数は、 エージェ ン ト の情報が正
確で完全であ るかど う かに関係な く 、 初に応答するデ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト に制
限されます。
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ユーザエージェント

ユーザエージェ ン ト の物理形式は、 アプ リ ケーシ ョ ンに リ ン ク されたス タ テ ィ ッ ク ラ
イブラ リ またはダ イナ ミ ッ ク ラ イブラ リ です。 ユーザエージェ ン ト によ り 、 アプ リ
ケーシ ョ ンは SLP サービ スに対し て問い合わせる こ と ができ ます。

ユーザエージェ ン ト は、 アルゴ リ ズムに従って、 ク エ リ の送信先になるデ ィ レ ク ト リ
エージェ ン ト のア ド レ ス を取得し ます。 指定し たス コープの DA ア ド レ ス を取得する
と、 ユーザエージェ ン ト はそのス コープから応答がな く なる まで同じ ア ド レ ス を使用
し続けます。 応答がな く なる と、 ユーザエージェ ン ト はそのス コープに対する別の DA
ア ド レ ス を取得し ます。 ユーザエージェ ン ト は、 指定されたス コープのデ ィ レ ク ト リ
エージェ ン ト のア ド レ ス を次の方法で検索し ます。

1. 現在の要求上のソ ケ ッ ト ハン ド ルが、 指定し たス コープの DA に接続されているか
ど う かをチェ ッ クする ( 要求がマルチパー ト 要求の場合は、 要求に対し てキ ャ ッ
シ ュ された接続がすでに存在し ている可能性があ り ます ) 。

2. 指定し たス コープ と一致し ている DA の、 既知のローカル DA キ ャ ッ シュ をチェ ッ
クする。

3. 指定し たス コープでローカル SA に対し て DA を確認する （その後キ ャ ッ シュに新
しいア ド レ ス を追加し ます）。

4. 指定し たス コープに一致する DA のネ ッ ト ワーク設定済みのア ド レ ス を DHCP に
問い合わせる ( その後キ ャ ッ シュに新しいア ド レ ス を追加し ます ) 。

5. 既知のポー ト で DA の検出要求をマルチキ ャ ス ト する ( その後キ ャ ッ シ ュに新しい
ア ド レ ス を追加し ます ) 。

ス コープを指定し ない場合、 指定ス コープは 「デフ ォル ト 」 にな り ます。 つま り 、 SLP
設定フ ァ イルで静的に定義されたス コープがな く 、 クエ リ でス コープを指定し ていない
場合は、 使用される ス コープは 「デフ ォル ト 」 と い う 単語にな り ます。 また、 eDirectory
の登録では eDirectory はス コープを指定しないこ と に注意して く ださい。 つま り 、
eDirectory で使用される ス コープは常に 「デフ ォル ト 」 と い う わけではあ り ません。 ス
コ ープが静的に設定さ れている 場合、 そのス コ ープがすべてのロ ーカル UA 要求およ び
SA 登録に対し て、 指定し たス コ ープがない場合のデフォ ルト のス コ ープになり ま す。

サービスエージェント

サービ スエージェ ン ト の物理形式は、 ホス ト マシン上での個別のプロセスです。 Win32
の場合は、 slpd.exe がローカルマシン上のサービ ス と し て実行されます。 ユーザエー
ジェ ン ト は、 既知のポー ト 上のループバッ ク ア ド レ スに メ ッ セージを送信する こ と に
よ って、 ローカルサービ スエージェ ン ト を問い合わせます。

サービスエージェ ン ト は、 潜在 DA ア ド レ スに DA 検出要求を直接送信する こ と によ り 、
ディ レ ク ト リ エージェン ト およびそれがサポー ト する ス コープ リ ス ト を検出してキャ ッ
シュ し ます。 DA 検出要求は、 次の方法で送信されます。

1. 静的に設定された DA ア ド レ ス をすべてチェ ッ クする ( その後 SA の既知の DA
キ ャ ッ シ ュに新しい DA ア ド レ ス を追加し ます ) 。

2. DHCP から DA と ス コープの リ ス ト を要求する ( その後 SA の既知の DA キ ャ ッ
シ ュに新しい リ ス ト を追加し ます ) 。
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3. 既知のポー ト で DA の検出要求をマルチキ ャ ス ト する ( その後 SA の既知の Ｄ Ａ
キ ャ ッ シ ュに新しいポー ト を追加し ます ) 。

4. DA によ って定期的にブロード キ ャ ス ト された DA のア ド バータ イ ズパケ ッ ト を受
信する ( その後 SA の既知の Ｄ Ａ キ ャ ッ シュに新しいア ド バータ イ ズパケ ッ ト を
追加し ます ) 。

ユーザエージェ ン ト は常に 初にローカルサービ スエージェ ン ト に対し て問い合わせ
ます。 ローカルサービ スエージェ ン ト の応答によ ってユーザエージェ ン ト が次の検出
段階を続行するかど う かが決定されるため、 この こ と は重要な点です (DHCP のこの
ケースについては、 583 ページの 「ユーザエージェ ン ト 」 の手順 3 および 4 を参照し て
く ださい ) 。 

環境設定パラメータ

%systemroot%/slp.conf フ ァ イル内の各環境設定パラ メ ータ も、 次のよ う にし て DA の検
出を制御し ます。

net.slp.useScopes = < コ ンマ区切 り のス コープ リ ス ト >
net.slp.DAAddresses = < コ ンマ区切 り のア ド レ ス リ ス ト >
net.slp.passiveDADetection = <“true” または “false”>
net.slp.activeDADetection = <“true” または “false”>
net.slp.DAActiveDiscoveryInterval = <0、 1、 または秒数 >

useScopes オプシ ョ ンは、 SA の通知先のス コープ、 および、 サービ ス またはク ラ イ ア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ンで作成された登録またはク エ リ に指定し たス コープが存在し な
い場合に、 ク エ リ が作成される ス コープを示し ます。 eDirectory は常にデフ ォル ト のス
コープに通知し、 問い合わせを行 う ため、 この リ ス ト が eDirectory の登録およびク エ リ
のデフ ォル ト のス コープの リ ス ト にな り ます。

DAAddresses はコ ンマで区切られた IP ア ド レ スの リ ス ト で、 ア ド レ スは 10 進数と ド ッ
ト で表記されます。 このア ド レ スが他のすべてに対し て優先されます。 設定された DA
のこの リ ス ト が登録またはク エ リ のス コープをサポー ト し ない場合、 検出を無効にし
ていない限 り は、 SA および UA はマルチキ ャ ス ト 方式で DA を検出し ます。

passiveDADetection オプシ ョ ンのデフ ォル ト は 「TRUE」 です。 デ ィ レ ク ト リ エージェ
ン ト は、 設定に応じ て定期的にそれ自体の存在をサブネ ッ ト の既知のポー ト 上にブ
ロード キ ャ ス ト し ます。 これらのパケ ッ ト は DAAdvert パケ ッ ト と名付け られます。
このオプシ ョ ンに 「FALSE」 を設定し た場合、 ブロード キ ャ ス ト 方式のすべての
DAAdvert パケ ッ ト は SA に無視されます。

activeDADetection オプショ ンのデフ ォ ルト も 「 TRUE」 です。 こ の設定によ り 、 SA は
すべての DA に対し て、 指示さ れた DAAdvert パケッ ト で応答する よ う に、 定期的に
ブロ ード キャ ス ト 方式で要求でき ま す。 指示さ れたパケッ ト はブロ ード キャ ス ト では
あり ま せんが、 こ の要求に対する 応答では SA に直接送信さ れま す。 こ のオプショ ン
に 「FALSE」 を 設定し た場合、 SA は定期的な DA の検出要求を ブロ ード キャ ス ト し
ま せん。

DAActiveDiscoveryInterval オプシ ョ ンは try-state パラ メ ータです。 デフ ォル ト 値は 1 で
す。 これは、 初期化の際に、 SA が DA の検出要求を 1 回送る設定であ る こ と を意味す
る特別な値です。 このオプシ ョ ンに 0 を設定する と、 activeDADetection オプシ ョ ンに
「FALSE」 を設定し た場合と結果は同じです。 その他の値は、 検出をブロード キ ャ ス ト
する間隔を秒数で表し ます。

このオプシ ョ ンを正し く 使用する と、 サービ スア ド バータ イ ズに使用するネ ッ ト ワー
ク帯域幅を適切に設定でき ます。 ただし、 デフ ォル ト 設定は平均的なネ ッ ト ワーク で
拡張性を 適化する よ う に設計されています。
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D Novell eDirectoryがDNSを使用する際の動作につ
いて

ク ラ イ アン ト がサーバに Novell® eDirectoryTM ツ リ ーに存在し ない完全識別名
(admin.novell.novell_inc など ) の解決を要求する場合、 または Linux および UNIX 用の
Novell iManager や eDirectory のイ ン ス ト ールアプ リ ケーシ ョ ンなどのス タ ン ド ア ロ ンの
アプ リ ケーシ ョ ンを使用し ている場合で、 ツ リ ー内の名前を解決するためのサーバに
まだ接続し ていない場合は、 eDirectory はサービ スデ ィ スカバ リ プロ ト コルを使用し て
名前を解決し ます。 サービ スデ ィ スカバ リ プロ ト コルはネ ッ ト ワーク アプ リ ケーシ ョ
ンの ク ラ スで、 分散コ ンポーネン ト を使用し てネ ッ ト ワーク内の必要なサービ ス を検
索し て使用でき ます。

eDirectory は、 従来 SAP および SLP を使用し てネ ッ ト ワークサービ ス を検索し、 通知
し て き ま し た。 DNS はデ ィ スカバ リ プロ ト コル と し て eDirectory 8.7.1 に追加されま し
た。 この追加機能では、 eDirectory が理解し ていないツ リ ー名を問い合わせるために、
コ ンピ ュータは次の順序で検出を試みます。 eDirectory がツ リ ー名を理解し ない理由
は、 接続し ているサーバがツ リ ーのコ ピーを保持し ていないこ とや、 ス タ ン ド ア ロ ン
のアプ リ ケーシ ョ ンを使用し ている こ と によ り ます。 また、 コ ンピ ュータは、 ス タ ン
ド ア ロ ンのアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ているか、 Novell iManager や ConsoleOne® など
の JClient アプ リ ケーシ ョ ンを実行し ているか、 または eDirectory のデ ィ スカバ リ プロ
ト コルを使用し ているサーバの場合があ り ます。

1. ド メ イ ンネームシステム (DNS)
2. SLP (Service Location Protocol)

3. SAP (Service Advertising Protocol)

DNS プロ ト コルを使用する と、 eDirectory は、 サーバ名
「prod_server4.provo.novell.novell_inc」 など、 渡されたま まの名前を使用し、 その名前で
完全な名前の解決を試みます。 eDirectory は検出し たコ ンピ ュータの DNS 検索 リ ス ト
にそれぞれの名前を追加し、 そのコ ンピ ュータの DNS サーバにその名前のア ド レ スが
存在するかど う かを調べます。 た と えば、 検出マシンの DNS 検索 リ ス ト に
「dev.novell.com」 および 「test.novell.com」 が含まれている場合、 eDirectory は
prod_server4.provo.novell.novell_inc.dev.novell.com および
prod_server4.provo.novell.novell_inc.test.novell.com を検索し ます。

その後、 eDirectory は渡された名前から コ ンポーネン ト を切 り 離し ます。 た と えば、
「prod_server4.provo.novell.novell_inc」 を解決する場合、 eDirectory は
provo.novell.novell_inc、 novell.novell_inc、 novell_inc の順に試みます。 eDirectory は、
各々の異な る検索コ ンテキス ト に対し て検索を行い、 終的にツ リ ーのルー ト の単一
コ ンポーネン ト に検索を試みます。 ク ラ イ アン ト は接続が成功する まで各ア ド レ ス を
試行し ます。 ア ド レ スの試行には、 DNS サーバから戻されたレ コード の順序を使用し
ます。 検出を試みる コ ンピ ュータが eDirectory 8.7.1 以降を実行し ている限 り 、 レプ リ
カ リ ング内のサーバがどのコード リ ビジ ョ ンを実行し て も問題あ り ません。
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eDirectory ツ リ ー名は、 ク ラ イ アン ト が名前解決のために使用する DNS ド メ イ ンの下
の A、 AAAA、 またはサービ ス (SRV) リ ソース レ コード を使用する DNS に加え る こ と
をお勧めし ます。 A または AAAA レ コード を使用する場合、 eDirectory サーバはデ
フ ォル ト の 524 ポー ト で実行する必要があ り ます。 サーバが他のポー ト を使用する場
合は、 SRV レ コード を使用し ます。

次の リ ソース レ コード のサンプルでは、 ツ リ ー名は 「novell_inc」 で DNS 検索コ ンテキ
ス ト は 「provo.novell.com」 です。

冗長性を維持するため、 または複数のホス ト ( レプ リ カ リ ング内のサーバ ) を A レ コー
ド に指定するためには、 A レ コード を 2 つ以上作成し ます。 eDirectory は、 それらすべ
てを検索し ます。 A、 AAAA、 および SRV レ コード の詳細については、 DNS リ ソース レ
コード  (http://www.dns.net/dnsrd/rr.html) を参照して く ださい。

対応するパーテ ィ シ ョ ンルー ト を保持し ている ものに対し て、 DNS サーバのレ コード
エン ト リ を参照する必要はあ り ません。 検出するマシンがツ リ ーを認識し ているサー
バ と通信でき次第、 ツ リ ー全体を参照し て名前を解決でき ます。 た と えば、 DNS に
「novell_inc」 を設定し ている場合、 「novell_inc」 ルー ト を保持するサーバには設定する
必要があ り ません。 必要なのは 「novell_inc」 ツ リ ー内の任意のサーバを参照する こ と
だけです。 これは、 ツ リ ー内でそのサーバに接続できれば、 そのサーバがツ リ ー周辺
でユーザを参照するためです。

レコード 例

A novell_inc.provo.novell.com.IN  A  192.168.1.2

AAAA novell_inc.provo.novell.com.IN  AAAA  4321:0:1:2:3:4:567:89ab

SRV _ldap._tcp.novell_inc.provo.novell.com.   SRV  0 0  389 
server1.novell_inc.provo.novell.com         SRV  10 0  389 
server2.novell_inc.provo.novell.com
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E eDirectory での GSSAPI の設定

Novell® eDirectoryTM の SASL-GSSAPI メ カニズムを使用する と 、 LDAP 経由で Kerberos
チケ ッ ト を使用し て eDirectory に対する認証を行えます。 eDirectory のユーザパス ワー
ド を入力する必要はあ り ません。 Kerberos チケ ッ ト は、 Kerberos サーバに対する認証を
行 う こ と によ って取得されます。 

SASL-GSSAPI の概要については、 『Novell eDirectory 8.8 What’s New Guide』
 (http://www.novell.com/documentation/beta/edir88/index.html) を参照し て く ださい。

注 : SASL-GSSAPI メカニズムは、eDirectory 8.7.1 以降で使用できます。

次のセ ク シ ョ ンでは、 GSSAPI の設定方法 と、 eDirectory で Kerberos を使用し て実行で
き る さ まざまな タ ス クについて説明し、 その他の有用な情報も提供し ます。

587 ページの 「前提条件」

592 ページの 「SASL-GSSAPI メ ソ ッ ド の設定」

592 ページの 「SASL-GSSAPI メ ソ ッ ド の管理」

599 ページの 「ロ グ イ ンシーケン スの作成」

599 ページの 「LDAP での SASL-GSSAPI の使用方法」

599 ページの 「エラー メ ッ セージ」

前提条件

GSSAPI を設定するには、 まず次の作業を行 う 必要があ り ます。

SASL-GSSAPI メ ソ ッ ド ： SASL-GSSAPI メ ソ ッ ド を イ ンス ト ールし ます。 『NMAS 3.0
管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/beta/nmas30/admin/data/
a49tuwk.html#a49tuwk) の 「ログイ ン メ ソ ッ ドのイ ンス ト ール」 を参照して く ださい。

注 : NetWare に SASL-GSSAPI ログインメソッドをインストールする場合は、Windows と同じ手順に

従ってください。

SASL-GSSAPI がコ ンピ ュータにイ ン ス ト ールされているかど う かを確認するには、
次のよ う に入力し ます。

ldapsearch -x -h osg-dt-srv9 -b " " -s base | grep -i sasl

SASL-GSSAPI がイ ン ス ト ールされている場合、 コマン ド の出力は次のよ う にな り
ます。

supportedSASLMechanisms: NMAS_LOGIN

iManager 用の Kerberos プラ グ イ ン：iManager 用の Kerberos プラ グ イ ンを イ ン ス ト ー
ルし ます。 詳細については、 588 ページの 「iManager 用の Kerberos プラ グ イ ンのイ
ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。
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KDC ： Kerberos KDC (MIT、 Microsoft (Active Directory) 、 または Heimdal) をネ ッ ト
ワーク上にイ ン ス ト ールし ます。 

Microsoft KDC (Active Directory) を使用する場合は、 Kerberos ツールを イ ン ス ト ール
し てお く 必要があ り ます。 これらのツールは Windows に付属し てお り 、 Windows
イ ン ス ト ール CD の \support\tools\setup.exe から イ ン ス ト ールでき ます。

時刻の同期 ： この メ ソ ッ ド を正し く 機能させるために、 NMASTM ク ラ イ アン ト コ ン
ピ ュータ、 NMAS サーバコ ンピ ュータ、 および KDC コ ンピ ュータの時刻を同期し
ます。 ネ ッ ト ワーク時刻の同期の詳細については、 91 ページの 「ネ ッ ト ワーク時
刻の同期」 を参照し て く ださい。

LDAP Libraries for C： 新の LDAP Libraries for C をデフォル ト の場所にイ ンス ト ール
し ます (Windows を除く ) 。 詳細については、 次を参照して く ださい。 LDAP Libraries 
for C (http://developer.novell.com/ndk/cldap.htm)。

Kerberos LDAP 拡張：Kerberos LDAP 拡張を追加し ます。詳細については、590 ペー
ジの 「Kerberos の LDAP 拡張の追加」 を参照し て く だ さい。

重要 : Kerberos の管理で収集される Kerberos 情報では、大文字と小文字が区別されるため、大文字と

小文字を正確に指定する必要があります。

ネットワークの特性に関する前提

SASL-GSSAPI メ カニズムは次の前提に基いて動作し ます。

ネ ッ ト ワーク上のすべてのコ ンピ ュータの時刻があ る程度正確に同期されている。
言い換え る と 、 システム時刻が 5 分以上異な る 2 台のコ ンピ ュータがネ ッ ト ワーク
上に存在し ない。

MAN 環境や WAN 環境では時刻の同期に関する このよ う な要件を満たすこ と が難し
いため、 SASL-GSSAPI メ カニズムは主に LAN での使用を想定し ている。 ただし、
この メ カニズムは LAN のみに限定されていない。

Kerberos サーバ と Kerberos 管理者を検証な しで無条件に信頼する。

DoS (Denial-of-Service) 攻撃に対抗する手段にはならない。 詳細については、 RFC 
1510 (http://www.ietf.org/rfc/rfc1510.txt?number=1510) を参照して く ださい。

iManager 用の Kerberos プラグインのインストール

1 ブラ ウザを開き ます。

2 ブラ ウザウ ィ ン ド ウのア ド レ ス フ ィ ール ド に、 次の URL を入力し ます。

http ： // ホス ト 名 /nps/iManager.html

ホス ト 名は、 SASL-GSSAPI 用の iManager プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールする iManager
サーバのサーバ名または IP ア ド レ スです。

注 : 問題が発生した場合は、Tomcat および Web サーバが正しく設定されていることを確認します。詳

細については、『iManager 2.5 管理ガイド』 (http://www.novell.com/documentation/beta/imanager25/
index.html) を参照してください。

3 eDirectory にロ グ イ ンするためのユーザ名 と パス ワード を指定し て、 ［ロ グ イ ン］ を
ク リ ッ ク し ます。

4 iManager ツールバーで、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

5 左側の画面で、 ［モジュール設定］ > ［モジ ュールパッ ケージのイ ン ス ト ール］ の
順に ク リ ッ ク し ます。
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6 kerberosPlugin.npm フ ァ イルの場所を指定するか、 ［参照］ を ク リ ッ ク し てフ ァ イル
の場所を選択し ます。

このプラ グ イ ンパッ ケージは次の場所にあ り ます。

展開フ ォルダ /< プラ ッ ト フ ォーム (Linux、 Solaris)>/nmas/NmasMethods/Novell/
GSSAPI/plugins/ ( 展開フ ォルダは、 edir88.zip フ ァ イルが展開されたデ ィ レ ク ト リ で
す ) 。 kerberosPlugin.npm フ ァ イルを別の場所に移動し た場合は、 その場所を参照
し て選択し て く ださい。

7 ［イ ン ス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

このイ ン ス ト ールには数分かか り ます。

注 : Tomcat がインストールされた Windows IIS Web サーバ上で iManager を実行している場合は、モ

ジュールパッケージのインストール中に「予期しないパーツの終了」というエラーが発生する場合が

あります。これは、IIS 用の Tomcat リダイレクタを通じてファイルをアップロードする際に発生する

既知の問題です。モジュールパッケージのインストールを正しく実行するには、Tomcat から直接 ( た
とえば、ポート 8080 を使用して ) iManager に接続してください。

例：http://hostname:8080/nps/iManager.html

詳細については、『iManager 2.5 管理ガイド』 (http://www.novell.com/documentation/beta/imanager25/
index.html) を参照してください。

8 モジ ュールが正し く 保存された こ と を示す メ ッ セージが表示された ら、 iManager
サーバを再起動し ます。

iManager を無制限ア クセスモード で実行し ている場合 ( ツ リ ーに RBS コ レ ク シ ョ ン
がない場合 ) は、 手順 9 ～ 15 を省略して く ださい。

注 : iManager サーバの再起動の詳細については、『iManager 2.5 管理ガイド』 (http://www.novell.com/
documentation/beta/imanager25/index.html) を参照してください。 

9 iManager にロ グ イ ン し、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

10 左側の画面で、 ［RBS の設定］ > ［iManager の設定］ の順に ク リ ッ ク し ます。

11 ( 状況によ って実行 ) RBS コ レ ク シ ョ ンがすでに作成されている場合は、 ［コ レ ク
シ ョ ンのア ッ プグレード］ を選択し て、 ［次へ］ > ［次へ］ の順に ク リ ッ ク し ます。

12 ( 状況によ って実行 )RBS コ レ ク シ ョ ンがない場合は、 次の操作を実行し ます。

12a ［新しいコ レ ク シ ョ ンの作成］ を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

12b 役割ベースサービス を作成する コ ンテナを選択し て、 ［次へ］ をク リ ッ ク し ます。

13 Novell Kerberos プラ グ イ ンを選択し て、 ス コープ ( ツ リ ー名または任意のコ ンテナ )
を割 り 当ててから、 ［開始］ を ク リ ッ ク し て Kerberos 構成用の iManager プラ グ イ ン
のイ ン ス ト ールを完了し ます。

注 : これにより、Kerberos 管理の役割で選択したスコープにスーパバイザの権利が割り当てられます。

14 完了 メ ッ セージが表示されるのを待って、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

15 ページを リ フ レ ッ シ ュ し ます。

Kerberos 管理の役割が左側の画面に表示されます。

Kerberos 管理の役割が表示されない場合は、 上の手順 8 の説明に従って iManager
サーバを再起動し ます。

注 : iManager サーバが Windows Web サービス (IIS) 上で動作している場合は、NMAS Kerberos 用の

iManager プラグインをインストールする前に RBS 収集を作成しておく必要があります。
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Kerberos の LDAP 拡張の追加

Kerberos の LDAP 拡張では、 Kerberos キーの管理機能が提供されています。

Kerberos の LDAP 拡張を使用するには、 C 言語用の LDAP ラ イブラ リ を イ ン ス ト ール
する必要があ り ます。 詳細については、 LDAP Libraries for C (http://developer.novell.com/
ndk/cldap.htm) を参照し て く だ さい。

Kerberos の LDAP 拡張を追加または削除するには、 次の場所にあ る krbldapconfig ユー
テ ィ リ テ ィ を使用し ます。

Linux ： 展開フ ォルダ /Linux/nmas/NmasMethods/Novell/GSSAPI/
Kerberos_ldap_extensions/Linux/krbldapconfig

例 ：

/misc/eDir88/Linux/nmas/NmasMethods/Novell/GSSAPI/Kerberos_ldap_extensions/Linux/
krbldapconfig

Solaris ： 展開フ ォルダ /Solaris/nmas/NmasMethods/Novell/GSSAPI/
Kerberos_ldap_extensions/Solaris/krbldapconfig

例 ：

/misc/eDir88/Linux/nmas/NmasMethods/Novell/GSSAPI/Kerberos_ldap_extensions/
Solaris/krbldapconfig

NetWare® および Windows ：
NetWare の場合は、 他の任意のプラ ッ ト フ ォーム上で krbldapconfig を実行でき ます。

展開フ ォルダ /Windows/nmas/NmasMethods/Novell/GSSAPI/Kerberos_ldap_extensions/
Windows/krbldapconfig

例 ：

/misc/eDir88/Linux/nmas/NmasMethods/Novell/GSSAPI/Kerberos_ldap_extensions/
Windows/krbldapconfig

Kerberos LDAP 拡張を追加するには、 次の構文を使用し ます。

krbldapconfig {-i | -u} -D バイ ン ド DN [-w バイ ン ド DN のパス ワード ] [-h LDAP ホス ト ] 
[-p LDAP ポー ト ] [-e ルー ト 認証局証明書 ]

krbldapconfig ユーテ ィ リ テ ィ のパラ メ ータについて、 次の表で説明し ます。

パラメータ 説明

-i Kerberos LDAP 拡張を eDirectory に追加します。

-u Kerberos LDAP 拡張を eDirectory から削除します。

-D バインド FDN 管理者または管理者と同等の権利を持つユーザの FDN を指定します。

cn=admin,o=org の形式で指定する必要があります。

-w バインド FDN のパス

ワード

バインド FDN のパスワードを指定します。

-h LDAP サーバ Kerberos LDAP 拡張をインストールする必要がある LDAP サーバのホ

スト名または IP アドレスを指定します。
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注 : -h オプションを指定しなかった場合は、krbldapconfig を起動したローカルホストの名前がデフォルト
として使用されます。

LDAP サーバポートとルート認証局証明書を指定しなかった場合は、ポート 389 がデフォルトで使用され
ます。

LDAP サーバポートを指定せずにルート認証局証明書を指定した場合は、ポート 636 がデフォルトで使用
されます。

この拡張を追加するには次のよ う に入力し ます。

krbldapconfig -i -D cn=admin,o=org -w password -h ldapserver -p 389

削除するには次のよ う に入力し ます。

krbldapconfig -u -D cn=admin,o=org -w password -h ldapserver -p 389

重要 : インストールによる変更を有効にするには、LDAP サーバを手動でリフレッシュする必要があります。
詳細については、363 ページの「LDAP サーバをリフレッシュする」を参照してください。 

ルート認証局証明書のエクスポート

1 iManager で、 ［eDirectory 管理］ > ［オブジェ ク ト の変更］ の順に ク リ ッ ク し て、 ［オ
ブジェ ク ト の変更］ ページを開き ます。

2 ［単一オブジェ ク ト ］ を ク リ ッ ク し て、 サーバのサーバ証明書オブジェ ク ト を選択
し ます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［証明書］ タブを ク リ ッ ク し、 ［ルー ト 認証局証明書］ を選択し て、 証明書の詳細を
表示し ます。

5 ［エ ク スポー ト ］ を ク リ ッ ク し て、 証明書エ ク スポー ト ウ ィ ザード を起動し ます。

6 プラ イベー ト キーをエ ク スポー ト するかど う かを指定し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し
ます。

7 ［バイナ リ DER 形式のフ ァ イル］ を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［Save the Exported Certificate to a File ( エク スポー ト された証明書をフ ァ イルに保存 )］
を ク リ ッ ク し ます。

9 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

-p ポート LDAP サーバが動作しているポートを指定します。

-e ルート認証局ファイル SSL バインド用のルート認証局証明書のファイル名を指定します。

SSL ポートを使用する場合は、-e オプションを指定してください。

詳細については、591 ページの「ルート認証局証明書のエクスポート」

を参照してください。 

パラメータ 説明
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SASL-GSSAPI メソッドの設定

1 eDirectory への接続に SSL/TLS 接続を使用する よ う に iManager が設定されていない
場合、 SASL-GSSAPI 用の iManager プラ グ イ ンは動作し ません。 レルムのマス タ
キーと プ リ ンシパルキーを保護するために、 安全な接続が必要です。

通常、 iManager は eDirectory への接続に SSL/TLS 接続を使用する よ う にデフ ォル
ト で設定されています。 Kerberos 管理に使用する LDAP サーバの SSL ルー ト 認証
局証明書を iManager に追加する必要があ り ます。

SSL/TLS 接続を使用し て eDirectory へ接続する よ う に iManager を設定する方法に
ついては、 『iManager 2.0 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/documentation/lg/
imanager20/index.html?page=/documentation/lg/imanager20/imanager20/data/
am4ajce.html#bow4dv4) を参照し て く ださい。

2 次の手順を順序どお り に実行し ます。

2a Kerberos スキーマを拡張する。

2b レルム コ ンテナを作成する。

2c LDAP サービ スプ リ ンシパルを作成する。

2d KDC からサービ スプ リ ンシパルキーまたは共有キーを抽出する。

2e eDirectory 内にサービ スプ リ ンシパルオブジェ ク ト を作成する。

2f Kerberos のプ リ ンシパル名をユーザオブジェ ク ト に関連付ける。

SASL-GSSAPI メソッドを使用して設定された eDirectory ツリーをマージする

ツ リ ーのどち らか一方または両方が SASL-GSSAPI メ ソ ッ ド を使用し て設定された 2 つ
のツ リ ーをマージする場合は、 ソース ツ リ ーにあ るすべての Kerberos オブジェ ク ト を
ターゲ ッ ト ツ リ ー内で手動で作成する必要があ り ます。 

SASL-GSSAPI メソッドの管理

iManager では、 Kerberos に関する次の操作を実行でき ます。 

592 ページの 「Kerberos スキーマの拡張」

593 ページの 「Kerberos レルムオブジェ ク ト の管理」

594 ページの 「サービ スプ リ ンシパルの管理」

599 ページの 「外部プ リ ンシパルの編集」

Kerberos スキーマの拡張

この作業を行 う と、 Kerberos のオブジェ ク ト ク ラ ス と属性定義を使用し て eDirectory を
拡張でき ます。

1 スキーマがまだ拡張されていない場合は、 ［OK］ を ク リ ッ ク し てスキーマを拡張し
ます。

2 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［スキーマの拡張］ の順に ク リ ッ ク し て、
［スキーマの拡張］ ページを開き ます。

ス キーマがすでに拡張さ れている 場合は、 そのこ と を 示すメ ッ セージが表示さ れ
ま す。

3 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。
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Kerberos レルムオブジェクトの管理

レルム と は、 複数の KDC (Key Distribution Center) によ って管理される論理ネ ッ ト ワー
ク です。 つま り 、 レルム と は、 複数の KDC によ って管理される ド メ イ ン またはプ リ ン
シパルのグループです。 慣例的に、 レルム名はすべて大文字で記述され、 イ ン ター
ネ ッ ト ド メ イ ン と区別されます。 詳細については、 RFC 1510 (http://www.ietf.org/rfc/
rfc1510.txt?number=1510) を参照し て く ださい。

このセ ク シ ョ ンでは次のこ と について説明し ます。

593 ページの 「新しいレルムオブジェ ク ト の作成」

593 ページの 「レルムオブジェ ク ト の編集」

594 ページの 「レルムオブジェ ク ト の削除」

新しいレルムオブジェクトの作成

サポー ト されているデフ ォル ト の暗号化タ イプは DES-CBC-CRC です。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［New Realm］ の順に ク リ ッ ク し て、
［New Realm］ ページを開き ます。

2 作成する Kerberos レルムの名前を指定し ます。 

レルム名は、 このロ グ イ ン メ ソ ッ ド を設定する際に指定する レルム名と一致し てい
る必要があ り 、 RFC 1510 の命名規則に準拠し ている必要があ り ます。

3 レルムのマス タパス ワード を指定し て、 パス ワード を確認し ます。

注 : マスタパスワードには必ず強力なパスワードを使用してください。

4 Kerberos レルムに関連付けるサブツ リ ーを指定するか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア イ
コ ンを使用し てサブツ リ ーを選択し ます。

これは、 このレルムの eDirectory サービ スプ リ ンシパルを格納するサブツ リ ーまた
はコ ンテナの FDN にな り ます。 このサブツ リ ーはユーザプ リ ンシパルには適用で
き ません。

サブツ リ ーまたはコ ンテナを選択し ない場合は、 ツ リ ーのルー ト がデフ ォル ト で使
用されます。

5 サブツ リ ー検索のス コープを指定し ます。

1 レベル： レルムサブツリ ーの直下にある エント リ のみが検索の対象になり ま す。

サブツリ ー： レルムサブツリ ー以下のサブツリ ー全体が検索の対象になり ま す。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 
注 : SASL-GSSAPI では［KDC Services］ボックスは使用しません。

レルムオブジェクトの編集

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Edit Realm］ の順に ク リ ッ ク し て、
［Edit Realm］ ページを開き ます。

2 編集する Kerberos レルムの名前を指定するか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア イ コ ンを使
用し て Kerberos レルムを選択し ます。 

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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4 Kerberos レルムに関連付けるサブツ リ ーを指定するか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア イ
コ ンを使用し てサブツ リ ーを選択し ます。

これは、 このレルムの eDirectory サービ スプ リ ンシパルを格納するサブツ リ ーまた
はコ ンテナの FDN にな り ます。 このサブツ リ ーはユーザプ リ ンシパルには適用で
き ません。

サブツ リ ーまたはコ ンテナを選択し ない場合は、 ツ リ ーのルー ト がデフ ォル ト で使
用されます。

5 サブツ リ ー検索のス コープを指定し ます。

1 レベル： レルムサブツリ ーの直下にある エント リ のみが検索の対象になり ま す。

サブツリ ー： レルムサブツリ ー以下のサブツリ ー全体が検索の対象になり ま す。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

7 ( オプシ ョ ン ) 別のレルムを編集するには、 ［タ ス クの繰 り 返し］ を ク リ ッ ク し ます。

注 : SASL-GSSAPI では［KDC Services］ボックスは使用しません。

レルムオブジェクトの削除

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Delete Realm］ の順に ク リ ッ ク し て、
［Delete Realm］ ページを開き ます。

2 削除する レルムを選択し ます。

複数のレルムを選択するには、 <Shift> キーを押し ながら レルムを選択するか、
<Shift> キーを押し ながら矢印キーを押し ます。 

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 も う 一度 ［OK］ を ク リ ッ ク し て削除操作を確定するか、 ［キ ャ ンセル］ を ク リ ッ ク
し て削除操作をキ ャ ンセルし ます。

重要 : レルムオブジェクトを削除すると、そのレルムにあるすべてのサービスプリンシパルオブジェクトが
削除されます。

サービスプリンシパルの管理

このセ ク シ ョ ンでは次のこ と について説明し ます。

595 ページの 「LDAP サーバ用のサービ スプ リ ンシパルの作成」

595 ページの 「eDirectory 用のサービ スプ リ ンシパルキーの抽出」

596 ページの 「eDirectory でのサービ スプ リ ンシパルオブジェ ク ト の作成」

597 ページの 「Kerberos サービ スのプ リ ンシパルキーの表示」

597 ページの 「Kerberos サービ スのプ リ ンシパルオブジェ ク ト の削除」

598 ページの 「Kerberos サービ スプ リ ンシパルのパス ワード の設定」
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LDAP サーバ用のサービスプリンシパルの作成

KDC に付属する Kerberos 管理ツ ールを 使用し て、 暗号化タ イ プと ソ ルト タ イ プを そ
れぞれ DES-CBC-CRC と Normal に設定し て eDirectory サービ ス プリ ンシパルを作成
し ま す。

プ リ ンシパルの名前は、 ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@REALMNAME の形式にする必
要があ り ます。

MIT KDC を使用し ている場合は、 次のよ う な コマン ド を実行し ます。

kadmin:addprinc -randkey -e des-cbc-crc:normal ldap/
server.novell.com@MITREALM

Heimdal KDC を使用し ている場合は、 次のよ う な コマン ド を実行し ます。

kadmin -l
kadmin> add --random-key ldap/server.novell.com@MITREALM 

サービ スプ リ ンシパルでサポー ト されていない暗号化タ イプを削除するには、 次のコ
マン ド を実行し ます。

kadmin> del_enctype ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@MYREALM des-cbc-md4
kadmin> del_enctype ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@MYREALM des-cbc-md5
kadmin> del_enctype ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@MYREALM des3-cbc-sha1

MYHOST.MYDNSDOMAIN はホス ト 名、 MYREALM は Kerberos レルムです。

ベストプラクティス

LDAP サービ スプ リ ンシパルキーは定期的に変更する こ と をお勧めし ます。 LDAP サー
ビ スプ リ ンシパルキーを変更し た場合は、 必ず eDirectory 内のプ リ ンシパルオブジェ ク
ト を更新し て く ださい。

eDirectory 用のサービスプリンシパルキーの抽出

KDC に付属する Kerberos 管理ツールを使用し て、 595 ページの 「LDAP サーバ用の
サービ スプ リ ンシパルの作成」 で作成し た LDAP サービ スプ リ ンシパルのキーを抽出
し、 ローカルフ ァ イルシステムに保存し ます。 この作業を行 う には、 Kerberos 管理者
の協力が必要です。

MIT KDC を使用し ている場合は、 次のよ う な コマン ド を実行し ます。

kadmin: ktadd -k / デ ィ レ ク ト リ パス /keytab フ ァ イル名 -e des-cbc-
crc:normal ldap/server.novell.com@MITREALM

Microsoft KDC を使用し ている場合は、 た と えば Active Directory で ldapMYHOST と い
う ユーザを作成し てから、 次のコマン ド を実行し ます。

ktpass -princ ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@MYREALM -mapuser ldapMYHOST 
-pass パス ワード -out MYHOST.keytab

こ のコ マンド を実行する と 、 プリ ンシパル (ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@MYREALM)
がユーザアカ ウ ン ト (ldapMYHOST) にマ ッ プされ、 ホス ト プ リ ンシパルのパス ワード
が mypassword に設定され、 MYHOST.keytab フ ァ イルにキーが抽出されます。
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Heimdal KDC を使用し ている場合は、 次のよ う な コマン ド を実行し ます。

kadmin> ext_keytab -k / デ ィ レ ク ト リ パス /keytab フ ァ イル名 ldap/
server.novell.com@MITREALM

keytab フ ァ イル名は、 抽出されたキーが保存される フ ァ イルの名前です。

eDirectory でのサービスプリンシパルオブジェクトの作成

595 ページの 「LDAP サーバ用のサービ スプ リ ンシパルの作成」 で指定し た名前を使用
し て Kerberos サービ スプ リ ンシパル (ldap/MYHOST.MYDNSDOMAIN@MYREALM) を作
成する必要があ り ます。

ベストプラクティス

eDirectory 用のサービ スプ リ ンシパルは、 SASL GSSAPI メ カニズムを使用でき るすべて
のサーバからいつでも ア ク セスでき る よ う になっている必要があ り ます。 セキ ュ リ
テ ィ コ ンテナ内の Kerberos レルム コ ンテナの下にこれらの eDirectory サービ スプ リ ン
シパルを作成し ない場合は、 これらの eDirectory サービ スプ リ ンシパルを含むコ ンテナ
を独立し たパーテ ィ シ ョ ン と し て作成し、 そのコ ンテナを広範囲で複製する こ と をお
勧めし ます。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［New Principal］ の順にク リ ッ ク し て、 ［New 
Principal］ ページを開き ます。

2 作成するプ リ ンシパルの名前を指定し ます。

プ リ ンシパルの名前は、 ldap/MYDNSDOMAIN@REALMNAME の形式にする必要が
あ り ます。

3 プ リ ンシパルオブジェ ク ト を作成する コ ンテナの名前を指定するか、 オブジェ ク ト
セレ ク タ ア イ コ ンを使用し て コ ンテナを選択し ます。

4 レルムの名前を指定し ます。

手順 2 でレルムの名前を指定し た場合は、 このフ ィ ール ド を空白のま まにし ます。

5 次のいずれかを実行し ます。 

keytab フ ァ イル名を指定するか、 ［参照］ を ク リ ッ ク し て keytab フ ァ イルが保存
されている場所を選択し ます。

このフ ァ イルには、 595 ページの 「eDirectory 用のサービ スプ リ ンシパルキーの
抽出」 で抽出されたキーが保存されています。

パス ワード を指定し て確定し、 暗号化タ イプ と ソル ト タ イプの組み合わせを選
択し ます。

パス ワード と暗号化 / ソル ト タ イプの組み合わせは、 KDC データベース内の
サービ スプ リ ンシパルを作成し た と きに指定し た組み合わせと一致させる必要
があ り ます。 

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
596   Novell eDirectory 8.8 管理ガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  21 December 2004
Kerberos サービスのプリンシパルキーの表示

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［View Principal Keys］ の順に ク リ ッ ク し て、
［View Principal Keys］ ページを開き ます。

2 表示するプ リ ンシパルキーの名前を指定するか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア イ コ ンを
使用し てプ リ ンシパルキーを選択し ます。 

プ リ ンシパルキーに関する次の情報が表示されます。

プ リ ンシパル名 

キーテーブル

番号 ： キーテーブル内のキーのシ リ アル番号 

バージ ョ ン ： キーのバージ ョ ン 

キータ イプ ： このプ リ ンシパルキーのタ イプ 

ソル ト タ イプ ： このプ リ ンシパルキーの ソル ト タ イプ 

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Kerberos サービスのプリンシパルオブジェクトの削除

1 つまたは複数のオブジェ ク ト を削除でき ます。 また、 削除するプ リ ンシパルオブジェ
ク ト の高度な選択を行えます。

1 つのオブジェ ク ト を削除するには、 次の操作を実行し ます。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Delete Principal］ の順に ク リ ッ ク し て、
［Delete Principal］ ページを開き ます。

2 ［単一オブジェ ク ト の選択］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 削除するプ リ ンシパルオブジェ ク ト の名前を指定するか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア
イ コ ンを使用し てプ リ ンシパルオブジェ ク ト を選択し ます。 

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

5 も う 一度 ［OK］ を ク リ ッ ク し て削除操作を確定するか、 ［キ ャ ンセル］ を ク リ ッ ク
し て削除操作をキ ャ ンセルし ます。

複数のオブジェ ク ト を削除するには、 次の操作を実行し ます。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Delete Principal］ の順に ク リ ッ ク し て、
［Delete Principal］ ページを開き ます。

2 ［複数オブジェ ク ト の選択］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 削除するプ リ ンシパルオブジェ ク ト の名前を指定するか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア
イ コ ンを使用し てプ リ ンシパルオブジェ ク ト を選択し ます。

4 削除するプ リ ンシパルを選択し ます。 

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

6 も う 一度 ［OK］ を ク リ ッ ク し て削除操作を確定するか、 ［キ ャ ンセル］ を ク リ ッ ク
し て削除操作をキ ャ ンセルし ます。
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高度な選択方法でプリンシパルオブジェクトを削除するには、次の操作を実行します。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Delete Principal］ の順に ク リ ッ ク し て、
［Delete Principal］ ページを開き ます。

2 ［高度な選択］ を ク リ ッ ク し ます。 

3 オブジェ ク ト ク ラ ス を選択し ます。

4 プ リ ンシパルオブジェ ク ト が格納されている コ ンテナを指定するか、 オブジェ ク ト
セレ ク タ ア イ コ ンを使用し て コ ンテナを選択し ます。 

5 手順 3 で指定したコ ンテナのサブコンテナも含める場合は、［サブコンテナを含める］
を ク リ ッ ク し ます。

6 を ク リ ッ ク し て、 ［高度な選択条件］ ウ ィ ン ド ウ を開き ます。 

7 ド ロ ッ プダウ ンリ スト から 属性タ イ プと 演算子を選択し て、対応する 値を入力し ます。 

8 他の論理グループを選択対象に追加するには、 ［行の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

9 ［OK］ を ク リ ッ ク し てフ ィ ルタ を設定し ます。 

10 ［プレ ビ ューの表示］ を ク リ ッ ク し て、 高度な選択のプレ ビ ューを表示し ます。 

11 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 

12 も う 一度 ［OK］ を ク リ ッ ク し て削除操作を確定するか、 ［キ ャ ンセル］ を ク リ ッ ク
し て削除操作をキ ャ ンセルし ます。 

Kerberos サービスプリンシパルのパスワードの設定

KDC で eDirectory サービ スのプ リ ンシパルキーが リ セ ッ ト された場合は、 eDirectory で
も そのプ リ ンシパルキーを更新する必要があ り ます。 

キーの抽出については、595 ページの 「eDirectory 用のサービ スプ リ ンシパルキーの抽出」
を参照し てく ださ い。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Set Principal Password］ の順にク リ ッ ク して、
［Set Principal Password］ ページを開き ます。

2 個別にパス ワード を設定する必要があ るプ リ ンシパルオブジェ ク ト の名前を指定す
るか、 オブジェ ク ト セレ ク タ ア イ コ ンを使用し てプ リ ンシパルオブジェ ク ト を選択
し ます。 

3 keytab フ ァ イル名を指定するか、［参照］ を ク リ ッ ク し て keytab フ ァ イルが保存され
ている場所を選択し ます。

4 次のいずれかを実行し ます。

プ リ ンシパルキーが格納されている keytab フ ァ イルの名前を指定するか、 ［参照］
を ク リ ッ ク して keytab フ ァ イルが保存されている場所を選択し ます。 

 サービ スプ リ ンシパルの作成およびキーの抽出の詳細については、 595 ページ
の 「LDAP サーバ用のサービ スプ リ ンシパルの作成」 および 595 ページの
「eDirectory 用のサービ スプ リ ンシパルキーの抽出」 を参照し て く ださい。

パス ワード を指定し て確定し、 暗号化タ イプ と ソル ト タ イプの組み合わせを選
択し ます。 

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し てパス ワード を設定し ます。

6 ( オプシ ョ ン ) 別のプ リ ンシパルのパス ワード を設定するには、［タ ス クの繰 り 返し］
を ク リ ッ ク し ます。
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外部プリンシパルの編集

iManager を使用し て、 Kerberos プ リ ンシパル名を eDirectory に追加でき ます。

1 iManager で、 ［Kerberos Management］ > ［Edit Foreign Principals］ の順に ク リ ッ ク し
て、 ［Edit Foreign Principals］ ページを開き ます。

2 有効なユーザオブジェ ク ト の FDN を指定するか、オブジェ ク ト セレ ク タ ア イ コ ンを
使用し てユーザオブジェ ク ト を選択し ます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 外部プ リ ンシパル名を指定し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

プ リ ンシパルの名前は、 principalname@REALMNAME の形式にする必要があ り ます。

外部プ リ ンシパル名を削除するには、名前を選択して、［削除］ を ク リ ッ ク し ます。 

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ログインシーケンスの作成

ロ グ イ ンシーケン スの作成については、 『NMAS 3.0 管理ガイ ド』 (http://www.novell.com/
documentation/beta/nmas30/index.html?page=/documentation/beta/nmas30/admin/data/
a49tuwk.html#a4) の 「Managing Login Sequences」 を参照し て く ださい。

LDAP での SASL-GSSAPI の使用方法

SASL-GSSAPI を イ ン ス ト ールする と、 SASL-GSSAPI が他の SASL 方式と共に rootDSE
の supportedSASLMechanisms 属性に追加されます。 

LDAP サーバは、 SASL に問い合わせて環境設定時にイ ン ス ト ールし た メ カニズムを検
索し、 イ ン ス ト ールされた メ カニズムを自動でサポー ト し ます。 また、
supportedSASLMechanisms 属性を使って rootDSE で現在サポー ト されている SASL メ カ
ニズムを レポー ト し ます。

そのため、 GSSAPI を イ ン ス ト ールする と 、 GSSAPI がデフ ォル ト の メ カニズムにな り
ます。

ただし、 明示的に SASL GSSAPI メ カニズムを使用し て LDAP の操作を行 う 場合は、 コ
マン ド ラ イ ンで GSSAPI を指定でき ます。

た と えば、 OpenLDAP で GSSAPI メ カニズムを使用し て検索を行 う には、 次のよ う に
入力し ます。

ldapsearch -Y GSSAPI -h 164.99.146.48 -b "" -s base

エラーメッセージ

SASL-GSSAPI のエラー メ ッ セージは次の場所に記録されます。

Linux および UNIX: ndsd.log 

NetWare ： ロ グ画面

Windows: c:\temp\saslgss.log 

詳細については、 『eDirectory 8.8 Troubleshooting Guide』 (http://www.novell.com/
documentation/beta/edir88/index.html) のエラー メ ッ セージを参照し て く だ さい。
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